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ま えがき

学長 阿部正和

創立 100年を記念して東京慈恵会医科大学教育・研究年報が刊行されたのは、今から 9年

前の 1981年（昭和 56年）のことでありました。それから数えて今回は第 10号が刊行され

たことになります。この年報は，大学が生きているあかしとして刊行されるものであり，そ

の内容が充実していればいるほど，大学そのものが生き生きとして発展していることを示

す証左となります。今回も大変充実した内容の年報を発刊できました。ありがたいことで

あります。

そのような意味からも，原稿を熱心に執筆して下さった各教室の皆様方に心をこめて謝

意を表したいと思います。又，編集に当たられた松田 誠編集委員長はじめ編集委員各位，

こと細かに校閲してくださり，いつも親身になって御尽力下さる富井武寛常勤顧問， さら

にまた編集の裏方を担当していただいた大学の坂戸伯志事務長はじめ大学教学部の職員の

方々に対して厚くお礼を申し上げます。

はじめにも述べたように，本号は通算 10号ということになりました。あっという間の 10

年ではありましたが，顧みますとこの年報の 10年は歴史の重さと深さをもっているといえ

ます。各教室の皆さんの営々たる努力の結晶が， この年報の中にそのまま映し出されてい

るといってよいでしょう。是非，各教室の方々が積極的にこの年報を利用されるよう望ん

でやみません。他の教室はどういう研究活動を展開しているのだろうか，ひょっとしたら

あの教室と共同研究を展開できるのではないだろうか，そのようなことを知ったり，考え

たりしてみることはきわめて意味深いことでありましょう。

この教育・研究年報が目指したものは，単に学内のみならず，学外の方々にも本学の教

育・研究の歩みを知っていただこう， ということでありました。果たして学外でどのよう

に活用されているか，知る由もありませんが，皆さんも大いに学外の方々に本年報のこと

を知らせていただきたいと思います。

私は常に「記録する」ことの重要性を訴えておりますが，それは単なる実績の羅列では

意味がないのであります。この年報を御覧になることによって大学の現況がどうであるか

を知るとともに，教室の方々が一層の自覚と活力を呼びおこし，明日への教育・研究に向

けて挑戦して行くのでなければ意味がありません。この教育・研究年報は，今後も継続し

て刊行して参りたいと思います。後を継ぐ方々にもよろしくお願いしたいのであります。

「継続は力なり」であります。

第 10号の刊行を喜び，感謝をこめて「まえがき」といたします。

1991年（平成 3年） 9月



凡 例

●各教室・研究室にお願いした研究の年問報告については，残念ながら，その頁数を制限せざる

を得なかった。研究概要については， 3,200字以内，研究業績については， I原著論文 30編以

内， II総説 10編以内， III学会発表 20編以内， IV著書 5冊以内， V その他 5編以内とした。

●教室スタッフの氏名と専攻研究領域の欄は専任講師以上とした。従って，教授，助教授も専任

者のみとした。

●年号は，できるだけ西暦年をもちいることにした。

とりあえず，「講座，研究部および研究室の主要研究業績」の項から平成元年，平成 2年，平成

元年度を，それぞれ 1989あるいは '89年，＇90年，＇89年度とした。

●雑誌名の略記，文中の外国語単語の大文字，小文字，等については一定にすることができなかっ

た。

●索引の項で，各教室，各研究室の略名を下記の通りとした。
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青戸病院外科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔青 外〕

第三病院外科学……·…..…·…••…〔三病外〕

整形外科学........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔整 形〕

脳神経外科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •・・・・・・〔脳 外〕

形成外科学.....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔形 成〕

心臓外科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔心 外〕

産婦人科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔産 婦〕
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眼科学

耳鼻咽~~~:::::::::::::::::::::::::::
〔 眼 J〔耳鼻〕
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学事報 告

教学委員長 小林昭夫

1. 本学の沿革

明治 14年 5月 1日高木兼寛先生が京橋区鎗屋町

11番地に成医会講習所を開設し西欧の医学を教授

した。これが本学のはじめである。

その後東京慈恵医院医学校を経て同 36年 6月東

京慈恵医院医学専門学校となった。わが国で最初に

認可された私立医学専門学校である。大正 10年 10

月 19日旧学制の大学令により東京慈恵会医科大学

への昇格が認可された。

終戦後，私立学校法が施行され法人名が学校法人

慈恵大学に改められ，昭和 27年 4月より学制の改革

により新制の東京慈恵会医科大学となった。

昭和 31年 3月大学院医学研究科博士課程の設置

が認可された。昭和 35年 1月には医学進学課程の設

置が認可され同年 4月より調布市国領の校舎で進学

課程の教育がはじまった。

昭和 55年，高木兼寛先生が成医会講習所を開設し

てから建学創立 100年を迎え記念行事が盛大に行な

われた。

創立 100年記念行事として創設縁りの地，中央区

銀座 4丁目（当時の京橋区鎗屋町 11番地）に本学発

祥之地の記念碑の建立，百年史の編纂刊行，進学課

程構内に樋口体育館，水泳プールの新設，進学課程

図書館の増設，専門課程構内には大学 2号館および

附属病院 E棟が新築された。

現在，本学の中に医学科とともに看護学科を併設

すべく，平成 4年 4月の開設を [1ざし準備作業がす

すめられている。

第七代学長名取愕ニ

第八代学長阿部正和昭和 57年 12月就仔

3. 卒業生

本年度卒業試験に合格し，医学士の称号を認IIJさ

れ，卒業証書を授与された者は横尾 隆以下 118人

（男子 100人，女子 18人）である。

明治 14年の本学創立以来の卒業者総数は 10,757

人となった。

4. 教職員ならびに学生数

平成 3年 2月 1日現在の教員・研究者数は専門課

程 2,196人（名誉教授 22人，教授 113人，助教授 101

人，講師 468人，助手 1,052人，専攻生 68人，研究

生 85人，医員 287人）進学課程 45人（教授 8人，助

教授 5人，講師 31人，助手 1人）である。

一般職員は 3,461人，以 l：教職員の総計は 5,702

人である。

平成 2年度の学生数は，大学院生 49人，専門課程

学生 485人．進学課程学生 223人，総計 757人であ

る。

5. 教授，助教授の委嘱

平成 2年度における教授，助教授の委嘱は次の通

りである。

教授委嘱

北原健二眼 科 学平 2. 4. 1 

教授（定員外）委嘱

鈴木博昭内視鏡科

医科学研究所

微細形態研究部

麻酔科学

第 1内科学

（平 3.l. 1 より柏病院総合内 f•},

心臓外科学平 2.12. 1 

（平 3.2. 1より大学直属教授

第 3内 科 学 平 3. 3. 1 

第 2外 科 学 平 3. 3. 1 

田中壽子

2. 歴代校長ならびに学長

初代校長高木兼寛明冶 14年 5月就任 高木 康

第二代校長実 吉 安 純 渡辺橙次郎

初代学長金杉英五郎大正 10年 10月就任

第二代学長高 木 喜 寛 松井道彦

第三代学長永山武美

第四代学長寺田正中 小山勝一

第五代学長矢崎芳夫 貴島政邑

第六代学長樋ロ ー成
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平 2. 4. 1 

平 2. 7. 1 

平 2. 8. 1 

平 2.12. 1 



客員教授委嘱

松崎 浩大 学直属平2. 4. 1 

渡辺 豊大学直属平2. 4. 1 

鳥海達禰大学直属平2. 4. 1 

星野一正大 学 直 属 平 2. 4. 1 
（第 2解剖学）

助教授委嘱

平井勝也第 2外科学平 2. 6. 1 

杉崎正志歯 科 平 2. 6. 1 

橋本卓雄脳神経外科学平2. 8. 1 

國分員一朗第 2生理学平 2.10. 1 

（平 3.4. 30付にて辞職）

森山 寛耳恥 咽 喉 科 学 平 2.10. 1 

楠 原浩二産婦人科学平 3. 2. 1 

助教授（派遣中）委嘱

大越英毅第 2病理学平 2. 5. 1 

（神奈川県立厚木病院）

木戸 晃泌尿器科学平2. 5. 1 

（国立西埼玉中央病院）

伊 藤良禰産婦人科学乎 2.10. 1 

（東京都癌検診セソター）

山下 孝放射線医学平 3. l. 1 

（癌研究会附属病院）

は，本年度は寺島正浩に授与された。

また同窓会賞は須賀万智に，父兄会賞は山岸弘子

に授与された。

8. 大学院修了者

平成 2年 3月～平成 3年 2月までの大学院修了者

は 18人で，大学院設置以来現在までの修了者は 586

人である。

9. 学位受領者

平成 2年 3月～平成 3年 2月までの学位受領者は

大学院修了者を含め 87人で，本学において現在まで

に医学博士の学位を授与された者の総数は 4,939人

である。

10. 解剖体数

平成 2年 10月28日，第 86回解剖諸霊位供養法会

が増上寺において執り行なわれた。前回の供養法会

から 1年問の解剖体数は，病理解剖 507体，司法解

剖と行政解剖を合わせた法医解剖 127体，学生教育

の教材として系統解剖 63体，計 697体であった。現

在までの本学取扱総解剖体数は 23,109体である。

6. 慈大賞基礎賞，臨床賞 11. 附属病院

慈大賞は成績最優秀学生に毎卒業時に授与される 大正 11年 2月 1日東京病院が本学の附属病院と

賞で，前年度までに 47人に授与され，本年度は横尾 なった。その後昭和 21年 7月青戸病院が葛飾区青戸

隆に授与された。基礎賞，臨床賞は基礎および臨床 に開設され，翌 22年 4月には東京慈恵会医院が本学

の各成績最優秀の学生に卒業時に授与される賞で， の附属病院として貸与された。昭和 27年 1月都下狛

前年度までに 115人に授与され，本年度の基礎賞は 江に第三病院が開設され，昭和 62年 4月には千葉県

横尾隆，林裕之に，臨床賞は横尾隆，諏訪勝 柏市に柏病院が開設された。

仁に，また同窓会賞は田畑俊治に授与された。 本院および各病院の病床数は

本院 1,076床

7. 進学課程 青戸病院 386床

第 30回進学課程終了式が卒業式と同時に行なわ 第三病院 620床

れ，進学課程修了者寺島正浩以下 112人が専門課程 柏病院 635床

に進学した。 計2,717床である。

進学課程の成績最優秀学生に授与される教養賞 附属病院の初代院長は高木喜寛教授であった。現

在の附属病院院長は岡村哲夫教授である。
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カリキュラムの変遷と現状

進学課程

平成 2年 3月に退職された非常勤講師の後任とし

て，経済学に神里 公（東洋大・経・教授）保健体

育講義に橋田ちせ（横浜国大・保健管理センター・

教授）の両氏を委嘱した。平成 3年 3月に社会学の

外木典夫，英語のティモシー・ J・ライト，歴史の

気賀健生，社会保障論の安藤哲吉の各講師が退職さ

れた（気賀安藤の両先生は一年間海外出張のため）。

昭和 46年以来長年お世話になった外木先生には記

念品を贈呈した。

本年度の入学生は llO人（内女子 19人）で， 4月

7日（土）入学式， 9日と 10日に国領でのオリエン

テーション（終日に変更）， ll日に西新橋の見学およ

び虎の門パストラルでの学生会主催の歓迎会が行な

われた。

6月 19日（火）看設学科設置に関連して文部省の

一般教育視学委員による進学課程の視察が行なわれ

た。「全般的にみてきわめて良心的な教育が行なわ

れ，設備等が整備されている」という良好な総評を

いただいたが，進学課程開設科目の精選による単位

数の少しの削減と，情報科学設備の充足の 2点が要

望された。カリキュラム委員会では前者の単位数の

削減に関して検討中であり，後者の点については平

成 3年度に充足する予定である。

本年度の特別講義はつきの通り行なわれた。

1. 7月4日（水）犀川一夫先生（国立療養所沖縄愛

楽園名誉所長・沖縄県ハンセン病予防協会理事長・

本学昭和 19年卒） 「私の歩いてきた道」

2. 12月5日（水）増田義郎先生（千葉大学教授・

東京大学名誉教授） 「中央アンデスの環境利用」

第 6回Teachertrainingは7月30日， 31日に住

友生命高円寺寮で行なわれ，進学課程から寺坂 治，

佐藤幸一両講師および総合討論に教学委員長と藤城

カリキュラム委員長が参加した。

教学委員長 新津恒良

第 9回カリキュラム特別検討会は， 11月30日に

「進学課程と専門課程講座間の教育の連携」という

テーマで開催され，戸澤教授と教学委員長が話題提

供した。専門課程と進学課程との連携を密にする目

的で，両教学委員会合同の会合が 6月4日と 11月 5

日に行なわれたが， 11月の会合は大沢真木子東京女

子医大助教授の講演のため，進学課程からはとくに

教授全員が出席した。

進学課程専任教員と非常勤講師との会合を 5月

28日京王プラザホテルで開催し，学生教育全般につ

いて懇談した。第三病院と進学課程の幹部教職員の

懇談会(7月27日），学生会委員と教学委員または学

生部長との定期会合を随時開催した。医学概論にお

ける学生の第三病院施設見学は 5月 18,25日， 9月

14日 (1学年）および 1月30日 (2学年）に実施し

た。 1月 18日に保健指導委員会と教学委員会との定

例会合を行ない，学生の健康管理について懇談した。

4月 18日に進学課程学生会主催の新入生歓迎会，

1月 16日学生会主催， 2月22日に大学主催の修了生

を送る会をそれぞれ食堂ベラで開催した。父兄会総

会は 5月26日西新橋， 11月 10日国領でそれぞれ開

催した。国領祭は 11月22,23日，ミニ運動会は 10

月 10日に開催された。

前年度発足した進学課程 30年誌編集委員会（委員

長：新津恒良教授）は，約 1年の歳月をかけ， 397

ページの 30年誌を 9月末日に刊行した。

看護学科設置にともない， 6月29日7号館が竣T.

し， 7月 1日～10日に移転，軟式テニスコートも 7月

1日から使用を開始した。同時に看護学科校舎予定

地の整地および準備工事がはじまり， 9月5日校舎

建築地鎮祭が行なわれ，平成 3年 10月完成をめざし

て工事が進行している。

30回修了生から記念品がベラ食堂に寄贈された。

-- 3 -



専門課 程

本学でぱ， これまで教育制度の上で進学課程と専

門課程とを劃然と分離する方針を維持してきたが，

近年の客観情勢の諸変化に対応して学生教育を全学

的視野に立って改めて検討してみる必要があると考

えられるようになった。それは学生をめぐる共通の

問題のみならず， カリキュラムの上でも有機的な連

携が必要であるとの認識にもとづく。このような趨

勢に鑑み，昭和 62年からは進学・専門両課程合同の

教学委員会を年 2回定期的に開き，諸種の問題点に

ついて協議を重ねてきたが，平成 2年度ぱ両課程の

講義の連携の問題を重点的にとりあげ，合同教学委

員会のみならずカリキュラム特別検討会， Teacher

trainingにおいても討議する機会をもった。また，本

年度より社会医学教育の振興充実策の一つとして，

臨床実習の一部に保健所実習を加えることにした。

専門課程 3年 9月から 1年間にわたる期間内に各学

生は 6日間の保健所実習を行なうもので，社会医学

教育の強化に役立つものとして期待される。

1. 教学委員と学生会委員との懇談会

本年度第 1回懇談会は，平成 2年 6月 19日（火）

に，第 2回懇談会は 11月 9日（金）に開催され，諸

種の問題につき報告ならびに意見の交換が行なわれ

た。学生会からの主な報告，要請事項は次の通りで

ある。 1)本年度新入生(110人）のクラブ加入は，運

動部 98人，文化部 22人であった。 2)点都府立医科

大学との運動競技定期戦の戦績は 8勝 12敗 1引分

けで京都府立医科大学が優勝した。 3)第 33回東日

本医科学生総合体育大会（東医体）夏季大会の総合

戦績は 35校中 14位，冬季大会は 4位であった。 4)

愛宕祭が 10月 7~9日の 3日間にわたり「右半球優

位」をテーマとして開催された。本年度はコンサー

トを中止し，代りに運動会を行なった。すなわち 10

月 11日（木），進学課程グランドおよび体育館にお

いて復活第 1回慈恵医大大運動会として，学生約

250人が参加した。 5)本学が主管校となって行な

われる第 34回東医体の開催準備に向けて運営委員

会（委員長：専 2宇田川裕之）が活動を開始した。学

生会委員長は専 3井上壮一郎（平成元年 9月～同 2

教学委員長 小林昭夫

年 8月），専 2杉山 健（平成 2年 9月以降）である。

2. 進学・専門両課程合同教学委員会

本年度第 1回合同教学委員会ぱ平成 2年 6月4「]

（月），「両課程の講義を中心とする連携」について酒

井 紀，前川喜平両教学委員の司会で戸澤満智子，石

川 博栗原敏各教授による話題提供と討議が行

なわれた。第 2回委員会は， 11月5日（月）に開催

され， McMaster大学に準拠して本年 4月より導入

された東京女子医科大学の新しい教育方式，チュー

トリアルについて，同大学大沢真木子助教授による

紹介講浪が行なわれた。

3. 第 6回Teachertraining 

第 6回Teachertraining（実行委員長：酒井紀

教授）は，平成 2年 7月30日（月）， 31日（火）の

2日間，住友生命高円寺寮において主題「カリキュラ

ムプランニング」について行なわれた。参加者は進

学課程 2人，専門課程基礎系 6人，同臨床系 15人，

ほかに実行委員等 11人，事務員 2人で，参加者につ

いては全員に修了証書が授与された。

修了証書を授与された者：早川敏之，石川 博，西島博

明，大野裕治，猪股 出，鈴木勇司，頴JII —悲＼，橋本隆男，

谷口郁夫，金江清，森本晋，西山尚樹，所敏治，篠

崎 登，柏木秀幸，萩原博道，入倉哲郎，落合和徳，近藤

直弥，佐藤幸一，杉田尚史，安田信彦，寺坂 治（以L:23 

人）。

4. 第 9回カリキュラム特別検討会

平成 2年 11月 30日（金），主題「講座間における

講義の連携」として，前川喜平，栗原 敏両カリキュ

ラム委員の司会で戸澤満智了，大野典也，川村将弘，

米本恭三，橋本信也，新津恒良の各氏による講演お

よび特別発言のあと一般討議が行なわれ，最後に阿

部正和学長によるまとめの発言があった。

5. 学生病院実習

学生委員会を窓口とする平成 2年度病院実習参加

者ぱ，春季，夏季を通じて 50人，延べ 51人（専 2年

13人，専 3年 30人，専 4年 8人）て，病院の内訳ぱ，
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本院 l人，大学派遣病院 2人，教室脈遣病院等 35人，

家庭医 13人であった。

6. 医師国家試験

第 84回医師国家試験は，平成 2年 4月 7日（土），

8日（日）の両日行なわれ，本学の受験者は 129人，

合格者 116人，合格率 89.9%（全国平均 82.9%)で

あった。このうち平成 2年 3月の新卒者については

118人のうち合格者 110人，合格率 93.2%（全国平均

87.3%)，既卒者 11人中合格者 6人，合格率 54.5%

（全国平均 52.0%）であった。

7. 平成 2年度におけるその他の報告事項

1) 第 10回国内医科大学視祭と討論の会

平成 2年 8月 30日（木）， 31日（金）の両日，久

留米大学医学部において開催され，本学からは林

伸ー教授が参加した。

2) 東京女子医科大学のチュートリアル見学

東京女子医大に導入されたチュートリアルの見学

（私立医科大学協会主催）に，平成 3年 1月 31日，本

学からは藍沢茂雄教授が参加した。

3) 退任記念講義

平成 3年 1月 31日（木），亀田治男，小林建ー，森

温理の 3教授の定年退任記念講義が中央講堂におい

て開催され，終了後五味誠教授を加え退任記念

パーティを行なった。

亀田治男教授：「私と消化器病学」

小林建ー教授：「慈恵医大，そして麻酔科での 40

年」

森 温理教授：「精神医学の光と影一向精神薬時

代を歩んで」

大 学 院

大学院委員長

委員

和

男

正

治

部

田
阿
亀

東京慈恵会医科大学の新しい制度による大学院 派遣教室，選択カリキュラムの再派遣教室は次の如

が，昭和 60年 4月 1日に発足してから， 6年目にな くである。

る。内容は年ごとに充実し，平成 2年度は 13人の新

入生を迎えた。

大学院は優れた研究者， とくに自立して研究活動

を行なう能力と学識を備え，研究指導力の豊かな研

究者を養うことを目指して，例年どおり入学後最初

の 1年間を共通カリキュラム 3か月，選択カリキュ

ラム 9か月を履修する教育期間とした。

また，大学院委員会ならびに研究科委員会は，学

位請求論文審査を行なっているが，論文提出資格取

得のための年 2回の外国語試験，学位請求論文審査

施行細則に基づく審壺委員会による審資1ま定着して

きた。

1． 平成2年度入学者選抜および入学生

1) 入学試験：出願期間は平成 2年 2月 5日から

3月5日までであり，平成 2年 3月 19日午前に小論

文および外国語（英・独語， または英•仏語）の筆

記試験，午後に身体検査および面接が行なわれた。

2) 入学生および派遣科： 13人が受験し， 13人が

合格した。平成 2年度の大学院 l年生の氏名および

氏名 派遣教室名
再派遣
教室名

渡辺利明 第 2解剖学 第 2解剖学

石川智久 第 1内科学 第 1病理学

麻 楯 孝 宗 第 2内科学 第 2病理学

中 川 種 栄 精神医学 臨床検査医学

宍倉竜浩 小児科学 第 1病理学

医科学研究所
吉 沢 穣 治 第 1外科学 微細形態研究

部

医科学研究所
大木隆生 第 1外科学 微細形態研究

部

中 村 純 太 第 2外科学
医科学研究所
生化学研究部

中 森 和 仁 整形外科学 第 1病理学

- - ;).—~ 



神経科学研究

沼本 R.知彦 脳神経外科学 部神経病理研
究室

田中 圭 心臓外科学 第 1細菌学

清川貴子 産婦人科学 第 2病理学

田中正史 麻酔科学 第 2生理学

2. 平成 2年度のおもな行事・カリキュラム

1) 平成 2年度大学院 1年生の入学式ぱ，平成 2

年 4月 6日に行なわれ， 4月 9日から 7月 13日まで

3か月にわたって共通カリキュラムが実施された。

情報処理研究室 2週間，アイソトープセンター・遺

月 日 招待 者

4月20日（金）
沼 田 克 雄

東 京 大 9子ザ 9 教 授

坦野一正

4月27日（金）
京都大学名誉教授
京都女子大学教授
玄、ヒ」ヽ 大 客 員 教 授

5月 11日（金）
藤田 恒 夫

新 洞 大 }子ユこ9 教 授

柳田 知 司

5月 18日（金）
実験動物中央研究所付属前臨
床医学研究所所長
滋と』ヽ 大 客 員 教 授

5月25日（金）
員崎知生

A訊£ 波 大 ; 子 教 授

磯 晃二郎
6月 1日（金） 東 大 名 着 教 授

葬じ」ヽ 大 客 員 教 授

大沢文夫
6月 8日（金） 阪大・名大名誉教授

絃じ』ヽ 大 客 員 教 授

人沢 宏

6月22日（金）
東京女子医大心臓血管
研 究 所 顧 問
滋C』ヽ 大 客 員 教 授

鎌田直司
6月29日（金） 国立小児病院小児医療研究

センクー実験外科部長

3. 平成 2年度におけるその他のおもな審

議・報告事項

平成 2年度に大学院委員会および研究科委員会に

おいて審議あるいは報告したおもな事項は次の如く

である。

伝子工学研究室 3週問，生化学研究部 3週間，微細

形態研究部 3週間，生化学・微細形態研究部合同 2週

間であり，実習を主とするカリキュラムを履修した。

2) 7月 16日より再派遣教室において選択カリ

キュラムが平成 3年 3月 31日まで実施された。

2年以上の大学院生はそれぞれ再派遣教室におい

て研究主題のもとに研究を行なってきた。

3) 平成 2年 7月 9日には大学院委員，および共

通カリキュラム指導教員との懇談会が開催された。

4) 学外講師による招待セミナー

共通カリキュラム期間中の毎週金耀日の午後 1時

30分より 4時 30分まで，学外の著名な医学者によ

るセミナーが，次の如く開催された。

セミナー課題

私の歩いてきた道

癌病巣の核 DNAPloidy解析による診断の意
義について

神経とホルモンが辿った道

薬物依存の研究を顧みて
ー医療における薬物依存の問題点ー

平滑筋の分子薬理学

蛋白質の立体構造と機能
一蛋白工学から医学への寄与
バソコングラフィックスの展開

物理から筋肉研究へ

自動能機序の研究をつづけて

移植肝はなぜ拒絶されないのか

l) 大学院委員会において研究科委員会に提出す

る学位請求論文の予備審査， とくに主論文が共著論

文 (3人以内の共著者）である場合の提出可否の審議

を行なった。

学位論文審査は平成元年 4月 1日より実施の学位

請求論文審査施行細則（昭和 62年 9月 28日制定）に
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して 54人が合格した。よって，大学院委員会における審蒼委員の選定．審

査委員会における論文審査を経て，研究科委員会に

おいて審議のうえ投票により決定している。

3) 平成 2年度の学内・学外共同研究費補助

(213 • 216頁参照）について審議した。

平成 2年度における審議件数は大学院 17件．論文

提出 71件であった。

4) 平成 2年度の同窓会振興基金による海外派遣

助成の応募者について審議し，北村正敬氏，高橋宏

樹氏の 2人を推薦した。2) 論文提出資格取得のための外国語試験を平成

2年度に 2回実施した。第 1回（通算 5回目）は 5月

26日に行なわれ， 58人が受験して 55人が合格した。

第 2回（通算 6回目）は 11月 17日に， 59人が受験

5) 平成 2年度の大学院研究助成金の応募者につ

いて審議し，大学院 3年生の 9人に次の如く交付し

た。

脈遣科 研究者氏名 研 究 課 題 補助額

第 1病理学 新本和 英
Experimental model of tubulointerstitial nephritis and uveitis 

30万円(TINU) 

第 2病理学 鷹橋浩幸
婦人科領域悪性腫瘍ホルモンレセプターと DNA Ploidy pat-

30万円ternの Flowcytometerによるマルチカラー解析

第 1薬理学 松井 隆 副腎皮質からの新しい細胞増殖因子の分離精製に関する研究 30万円

第 1内科学 佐多 斉
B型肝炎ウイルス (HBV)感染肝細胞の免疫学的細胞障害機構の

15万円
解明

第 3内科学 松島雅 人 若年発症糖尿病患者の社会経済的背景に関する疫学的研究 15万円

第 4内科 本郷賢一
セカンドメッセ｀ノジャーによる心筋細胞内 Ca動態と収縮弛緩

15月円
の修飾機序に関する研究

小児科学 川目 裕 Gaucher病の神経症状発現のメカニズムに関する研究 15万円

第 1外科学 三 沢 健 之
実験的門脈圧充進症にともなう牌臓赤牌髄領域の段階的形態学

15万円
的変化—門脈圧と牌臓の微細形態学的変化との相関性について

第 2外科学 石橋由朗 胃粘膜の再生，修復過程における癌遺伝子の発現について 15万円
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医学情報センターの年間報告

専門課 程

センター長 望月幸夫

図 書 館

センター長：望月 幸夫（放射線医学教授）

業務責任者：裏田 和夫（医学情報センター助教授）

山崎 茂明（医学情報センター講師）

1. 年間実績

l) 蔵書冊数

単 行 書 雑 誌 1•1・間増減
年度末総数

和 洋 和 詐 増 減

冊 冊 111} !Ill 冊 111} 冊

45.525 36,673 48,389 72.269 202,856 4,663 1,062 

力 レ ン 卜 きn、士じ

和 洋

種 種

1. 081 889 

2) 図昌購入費及び製本費

製 本 費
単行書購入費 雑誌購入費 計

金 額 冊 数

9月 l'J l'l I'] 911} 

15,195,542 50,204.458 65,400,000 5,438,558 2,863 

3) 図書館利用状況

相 li利用件数 複ササービス
文献検索

館外貸出冊数
サービス

貸 借 /'I・ 数 枚 数

冊 件

29,589 31, 110 3,831 71,222 404,902 4,446 

ンストレーションおよび調整作業を経て，学外機関

2. 主な事項 との共同あるいは自主的計画下に開発作業に着手し

1) 情報システム開発 た。主な対象は，当センター所蔵資料の記録管理シ

平成 2年3月に編成を終了したネットワーク型コ ステム (MACBETH)の開発であり，画像情報を含

ソピュータ・システムにおいて，ソフトウェアのイ むデータベース編成および CD-ROM MED LINE 
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解析の研究である。

なお，当センクーのネットワーク型システムを基

盤とした国際的データベースの利用並びに学術情報

センターの目録所在情報システム (NACSIS-CA T) 

の利用について，次年度における実施を目標に基礎

調査を行なった。

2) CD-ROM検索装置の増設と利用

6月より 1台増設し，計 2台により MEDLINE

データベースを提供。昨年度の 1,894回に比較し，

3,087回もの利用がなされた。逆にオンライン検索

は，昭和 63年度 1,693回．平成元年度 1,132回， 2

年度 888回と減少傾向にある。

3) 蔵書除籍・廃棄

書庫スペースがごく狭量になってきたことに伴

い，一つの解決策として．本学内の利用に特に支障

をきたさないと考えられる蔵書について，図書館委

員会承認の基準により除籍・廃棄する作業を開始し

た。

4) 教育プログラムの実施

専門課程学生．大学院生への文献情報に関する講

義・演習を担当。なお，教室秘書・研究補助員を対

象とした公開研修会「医学情報 ABC」を開催した。

5) その他

CD-ROM MED LINEの利用拡大の影響による他

大学図書館等からの文献借用件数の急増（昨年度

2,884件，今年度 3,831件）があり，図書貸出延滞料

金の徴収を廃止した。

3. 著 作・学会発表

裏田和夫，野添篤毅＊．三波千穂美＊ （＊図書館情報大）共

標 本

センター長：望月 幸夫（放射線医学教授）

業務責任者：裏田 和夫（医学情報センター助教授）

1. 標本・視聴覚資料・機器

1) 標本陳列数

室 名 標 本 の 種 類

液浸標本

鋳型・乾燥標本
パック標本

包埋標本
教育用標本室 法医学標本

生薬標本

医動物標本

点数

845 
238 
6 
15 
28 
229 
501 

訳：行動への挑戦一新しい医学図書館活動のためのガ

イドラインー． 日本医学図書館協会． 72(1991) 

山崎茂明：アメリカ医学教育の父].モーガンと A.カウ

フマンの自画像日本医事新報． 3454:59-61 (1990) 

Yamazaki, S: Use of CD-ROM Medline and end user 

education in the Jikei University School of Medi-

cine. オンライン検索． 11(2) : 93-7 (1990) 

北川正路，兼岩健二（順天大）：日本医学図書館協会の相

互貸借活動．情報の科学と技術． 41(3): 245-54 (1991) 

細矢敬子：利用者教育の現状ー文献利用指導を中心に．

第 17回医学図書館員セミナー論文集． 29-33 (1991) 

阿部信一： CD-ROM MEDLINEのデータから

dBASEIIIへの取込み．オンライン検索． 11(2):76-9 

0990) 

阿部信一，他：学会発表における審査一国内医学分野で

のアンケート調査一．医学教育． 26(6): 387-94 (1990) 

田村洋子：国試対策向けのテキストと一般テキストの改

訂版の違いについて．第 25回医学図書館員研究集会論

文集． 5-7(1991) 

（学会発表）

山崎茂明：南北戦争以前の医学校設立時の教授からみた

アメリカの医学教育形成史．第 22回日本医学教育学

会． 7月．東京．

Yamazaki, S.: Academic origin of the first professors 

in American medical schools before the Civil War. 

32nd International Congress on the History of 

Medicine. Sep. Antwerp. 

中嶋聞多，阿部信一，北川正路，小松一祐，水谷江美子，

裏田和夫，望月幸夫：東京慈恵会医科大学情報セン

ターにおける情報システムの構築（第 2報）．第 10回医

療情報学連合大会． 11月．仙台．

館

樋口卵巣腫瘍 I 318 
コレクション

液浸標本 270 
鋳型・乾燥標本 28 

標本供覧室 I歴代教授剖検 71 
模型 11 

疾患装具モデル 56 
四肢立体モデル 13 

発生学モデル 83 
モデル標本室 人体模型モデル ， 

中枢神経模型 1 

合 計 2. 722 
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2) 新規標本製作数

アクリルプラスチ y ク液浸標本

修理慄本

合 .t.u 

30 

15 

45 

3) 所蔵資料数

資 料 所蔵点数
年間増加
点数

ビデオカセット・テープ 1,059本 67本

ヒデオディスク (LDl 3枚

スライド・テープ付 103組 1組

カセ，ト・テープ 129本 13本

16mmフィルム 966本

スライド 359組 4組

トーキースライド 45組

問答用トーキースライド 18組

レントゲンフィルム透し図集 71冊

医学図謂集 8冊

4) 所蔵機器数

機 器 所蔵点数 年問増加
点数

ヒデオ装置 9台 1台

レーザーディスクプレーヤー 1 

スライドプロジェクター 8 

スライドビュアー 4 

8mm映写機 2 

16mm映写機

トーキースライド映写機

問答用トーキースライド映写機 1 

テープレコーダー 6 

HITAC・MINIコンピューク 1 

単眼顕微鏡 25 

双眼凱微鏡 8 

ディスカソション顕微鏡 4 

実体顕微鏡 2 

顕微鏡ヒデオ 1 

スクリーン 2 

シャーカステン 5 

手術器具 7教室

レタリング装置 2台

OHP 

2. 主な事項

1) 総合展示

平成 2.12.10より 12,22にわたり，高木会館ロ

ビーにおいて下記のテーマにより開催した。

胆 石（亀田治男第 1内科学教授）

痴呆患者をどう診るか一診断と治療のボイント

（生涯教育センター主催第 11回夏期セ

ミナーより）

2) 視聴覚資料の評価

日本私学振興財団の助成金の一部で刊行した

「医学視聴覚資料所蔵目録 1990」を基に，当館所蔵

資料の学生への有効利用をはかることを目的とし

て，教学委員会より各教室・研究室の実習委員に

対し評価を依頼した (3月末締切）。評価結果に基

づき学生用日録を作成する予定にしている。

3) 顕微鏡ビデオカメラ・モニタの設置

臨床実習教育委員会で購人，当館へ移管した。

史料室・写真室

センター長：望月 幸夫（放射線医学教授）

業務責任者：裏田 和夫（医学情報センター助教授）

［史料室］

1. 利用状況

利用件数 合 計

学内 418名
展 ホ 室 30件 1.119名

学 外 701名

学内 0件
資料閲覧 0件

学外 0件
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学内 0件
資料貸出

学 外 6件

学内 0件
資料検索

学 外 0件

2. 主な事項

数年前に大学倉庫より発見された大正・昭和初

期の数巻にわたる本学の記録映画をビデオ・フィ

ルムに変換したが，大学 llO年記念事業の一環と

してこれをまとめて一つの記録ビデオ・プログラ

［写真室］

1. 年間実績

l) スライド作成

X-P線画 摘出標本 患者病変部

件 数 2,692件 6件 57件

モノクロ・ネ ガ 1,042枚

” ボ ジ 4,695枚

” スライド 7,370枚

プルー・ボ ジ 1,245枚

II スライド 5,174枚

カラースライド 2,105枚 29枚 699枚

パ ナ コ ピ ー 5,030枚

撮 影 料 12枚

ネガカラー

合 計 26,673枚 29枚 699枚

2. 主な事項

l) プリンティング・サービス

医学情報センターのコンピュータ・システム編成

に伴い，スライド原図の作成を目的として標記サー

ビスを開始した（平成 2.10)。

自 分 の パ ソ コ ンで入力した文字・数値を

Macintoshで再編集し，高画質レーザー・プリン

ターで出力印刷する。当サービスは予測を上まわる

6件

0件

ムとして作成するとの大学の指示により，田中専

任理事の指導を受け，製作を鈴ヘスコ・インター

ナショナルヘ委託し，作業を進めてきたが，平成

2.12, 「慈大の曙」約 30分のプログラムが完成し

た。

顕微鏡写真 電気泳動 その他 公式行事 計

28件 54件 12件 20件 2,869件

85枚 344枚 116枚 1,587枚

4,695枚

7,370枚

1,245枚

5,174枚

321枚 3,154枚

5,030枚

12枚

804枚 804枚

406枚 344枚 116枚 804枚 29,071枚

頻繁な利用状況で，スライド原図の作成に限らず，投

稿論文の図表の作成，学会抄録の印刷，各種配布資

料の作成など広範囲に利用されている（コンピュー

夕使用： 388件 390.23時間，印刷： 2,184枚）。

2) Xーレイ写真複製 896枚（うち外部貸出用

335枚）

3) ビデオ編集機利用 116件 (362.55時間）

4) ビデオカメラ貸出 12件 (44日間）
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進学課程図書館

進学課程図書館長 藤城敏幸

図書館長：藤城敏 幸 （物理学教授）

業務責任者：畑中治郎右エ門（図書館係長）

進学課程図書館の管理運営は，①運営委員会（任

期 2年）：花岡柄雄助教授（生物），時岡 醇講師（保

健体育），鈴木眈之講師（数学），常盤博子講師（国

文），小原 平講師（英語），②図書委員会（任期 2

年）： 1年生 (4人）， 2年生 (4人），③職員：司喜

(2人），事務員 (1人）で構成している。

1. 平成 2年度実績

1) 蔵書構成

（］） 蔵畠冊数

和書

洋書

(2) 雑誌所蔵種類数

和雑誌

洋雑誌

(3) 年間図書受入数

和書

洋書

(4) 年間雑誌受入数

和雑誌

洋雑誌

2) 図書購入予算

使用額

単行書

雑誌

3) 製本費予算

使用額

4) 利用状況

館外貸出冊数

学生

教職員

5) 館外複写依頼数

54,294冊

42,929冊

11,365冊

198種

116種

82種

1,592冊

1,416冊

176冊

86種

65種

21種

7,245,732円

7,245,731円

5,382,787円

1,862,944円

800,000円

449,340円

1,524冊

812冊

712冊

267件

他大学への複写依頼 96件

医学情報センター図書館

への複写依頼 171件

2. 言語辞典の購入（第 5報）

昭和 61年度より購入を継続していた外国語の辞

典も 5年を経過した。当初は 2年計画で出発し，出

来うる限り収書して来たが，購入予算と併せて入手

の困難さから，今年度をもって第一次の収書計画を

終了することにした。

ただし，年問購入数が多少であっても，今後新刊

が刊行される限り順次購入する予定である。

昭和 61年度から平成 2年度の 5年間の購入冊数

の実績は下記の通りである。

洋 和 ii I• 

昭和61年度受入 66 43 109 

昭和62年度受入 200 83 283 

昭和63年度受入 147 2 149 

平成元年度受入 138 12 150 

平成2年度受入 29 31 60 

計 580 171 751冊

3． 用語集及び用語辞典の購入（第3報）

昭和 63年度より購入を開始して来たが，現在の通

常予算内で購入することが困難な状況にあることは

否めない。

しかしながら， この計画については今後少なくと

も5年間実施すればかなり滴足出来る蔵書になると

思われる。

平成 3年 3月末現在の受入状況は下記の通りであ

る。

洋 和 そ9, 1 

昭和63年度受入

゜
275 275 

平成元年度受入

゜
249 249 

平成2年度受入

゜
182 182 

そIi I• （） 706 706冊
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4. 看護学科開設計画

現在の医学界の趨勢を見ると，医師は分析，看設

は統合的（全人的）なものを求める傾向が益々強く

なっている。慈恵の精神は患者主体という考えから，

慈恵医大医学部には分折と統合を一体化したものを

造りたいとの理由から医学部のなかに新たに看護学

科を設置することになった。すなわち，医学科には

統合的な要素，看護学科には分析的な裏付け， とい

うお互いに不足しているものを補う相乗効果を意図

している。

したがって，看護学科の位置は医学科の補佐では

なく，同等であるという設置準備委員長の意向に基

づき，現在の進学課程図書館を医学科 (1,2年）と

看護学科 (1~4年）が共用することになった。この

計画にそって書庫の併設，資料の収集等について協

力することになった。

1) 書塵の併設計画

現在の図書館の書庫は 244.8m2,延棚数が 1,952

棚で， 1棚に 35冊収容可能として約 6万冊強が収容

出来る。

この度の看護学科のための併設菖庫は現在の図書

館閲覧室と通路で連絡し， 178.4m2の面積である。こ

れは現在の書庫の約 70％強の広さになる。収容能力

は延棚数 1,332棚で， 1棚 35冊として 4万冊強を収

容する予定である。

また，書庫内には照明付のキャレル 15台と簡易キ

ヤレル(2人用）4台を設置し，閲覧収容人員は 23人

が可能になる。現図書館の収容人員 76人に新しく

23人を追加することによって 99人が閲覧出来るこ

とになる予定である。

2) 資料の収集

(1) 雑誌

国内雑誌は，①医学中央雑誌収載誌目録，②医

学書総目録（日本医書出版協会），③医学書総目録

（医学書院），④出版年鑑⑤現行医学雑誌所在目

録等から 71誌を選び，その中から 31誌を購入した。

国外雑誌については，① Ulrich's International 

Periodical Directory.，② List of Journals Index-

ed in Index Medicus.，③ Nursing Outlookの論

文，④ Guideto Reference Books.，⑤現行医学雑

誌所在目録等から 104誌を選び，その中から 44誌を

購入した。

なお，国内・国外雑誌のバックナンバーについて

は 1986-1990の5年間を購入した。

(2) 単行書

国内刊行図書は，①紀伊国屋書店からのリスト

（昭和 61年から平成 2年 5月刊行分），②医学書総

目録（日本医書出版協会），③医学書総目録（医学

書院），④辞典・事典総合目録，⑤日本理学書総目

録，⑥社会図書総目録，⑦スポーツ・保健体育書

総目録，⑧幼児教育・保育図書総目録，⑨障害児

教育図書総目録，⑩家政学図書総目録等から

8,007冊を選書し，購入した。

国外刊行図書は，①紀伊国屋書店からのリスト

(1986年から 1990年 5月刊行分），② Guide to 

Reference Books.，③ Nursing Outlookの論文，

④ Maruzen's Catalogue (Medical Core Books), 

⑤ Bulletin of the Medical Library Associationの

論文，⑥医学生ガイダンス（メディカル・サイニン／

ス・インターナショナル社刊）等から 3,027冊を選

書し，購入した。

以上，看護学科開設のための資料の収集は，①雑

誌 75誌，②単行書 11,034冊である。
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生涯教育センターの年間報告

センター長 小林建一

委員長：小林 建ー（センター長，麻酔科学教授） 4月「精神科領域における痛みのとらえ方とその

委 員：嶋田甚五郎（第 2内科学助教授） 対応方法」

高橋 宣肝（青戸病院外科学助教授） 5月「胸痛を訴える」

国府田守雄（同窓会評議員） 6月「小児の訴える痛み」

田中 直樹（教授，専任理事） 7月「痛風発作」

小森 亮（教授，専任理事） 9月「内科的に扱える急性に来る腹部の痛み」

11月「顔面の痛み」

1. 教材と施設 2月「肺癌の早期診断」

l) 教育用ビデオ： VHS医療ビデオ、ンリーズ 3月「肝癌治療の現況」

「肺癌早期発見の読影法」全 5巻が慈恵医師会から寄 参加者は 14人～29人である。

贈された他 81本納入（計 419本）。 なお，月例セミナー講義録を作成配布した。

2) 図書：「オーバーレィ方式胸の写真と読み方 3) 「生涯教育セ｀ノターニュース」を毎月発行し，

（肺癌早期診断のために）」が慈恵医師会から寄贈。 センター3回以上の利用会員に発送している。平成 3

「解髄新書復刻版」，「ヒボクラテス全集」 今 裕訳， 年 3月で第 48号である。

他 27冊が小林建ー教授から寄贈された。その後追加 4) 本年度テレフォンサービス録音テープは「老

発刊された医科大事典（補遺巻 7)「最新の治療薬 年期痴呆」と「老眼とその対策」の 2本である。

1990」を購入した（計 1,749冊）。 5) 標本館主催の総合展示パネル「痴呆患者をど

う診るか一診断と治療のポイソト」第 11回慈恵大

2. 会員の利用 学夏季セミナーよりをセンター廊下で展示した。

l) 平成 3年 3月末の登録者数は 320人（内港区

医師会 51人，中央区医師会 12人）である。この 1年 4. 原 著

の新たな登録者は 12人，物故者は 4人である。年間 l) 小林建ー，原田 優：日本医師会（生涯教育）．

利用者は 269人，延利用者は 2,454人である。 日本医学教育学会編集．医学教育白書． 1990年版．

2) テレフォンサービスの利用は 103件，月平均 106-111 (1990) 

10件弱でうち録音テープ（ま 3件，発足以来の利用件 2) 広津卓夫，臼井信男，前川喜平：総合ローテ

数ば 1,917件である。 イト研修に伴う小児科の卒前，卒後教育の見直し．日

3J 4月7日新人生父兄が， 4月 11日新入学生が 本小児科学会雑誌． 94:525 (1990) 

それぞれ施設を見学された。

5. その他

3. 活 動 l) センターで 10回以上研修された 8人に認定

1) 第 11回夏季セミナー「痴呆患者をどう診るか 証を交付した（第 62号）。

ー診断と治療のポイント」は， 8月 18日司会者森 2) 50回以上研修された 3人に認定証を交付し

温理教授で 6名の演者で開催された。出席者 114人 た（第 5号）。

に受講証を交付した。また，テキストを作成配布し 3) 100回以上研修の 1人に学長から表彰状が授

た。 与された（第 2号）。

2) 月例セミナーは 1月， 8月， 10月， 12月を除 4) 本会の月例セミナー並びに夏季セミナーは平

き年 8回，第 2土曜日午後 4時から以下のように開 成 2年 7月24日付で「日本医師会生涯教育講座」に

催された。 認定された。
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東京慈恵会医科大学雑誌の年間報告

編集委員長：藍沢 茂雄（第 2病理学教授）

編集幹事：松田 誠（医化学教授）

岡村 哲夫（第 4内科学教授）

編集委員：高津光洋（法医学教授）

栗原 敏（第 2生理学教授）

川村忠夫（第 1内科学助教授）

嶋田甚五郎（第 2内科学助教授）

川上 憲司（放射線医学助教授）

青木照明（第 2外科学教授）

児島 忠雄（形成外科学教授）

有廣 忠雅（産婦人科学助教授）

（平成 3年 3月31日現在）

1. 編集および発行状況

第 105巻 2号から第 106巻 1号までを隔月発行し

た。各号発行部数は第 105巻 4号までは 1,200部， 5

号より 1,100部。

2. 投稿状況

投稿総数は 84編で， うち原著は 62編，第 106回

成医会総会教育講演シンボシウム要旨•特別講演 1

編，第 106回成医会総会特別講演 2編第 106回成

医会総会宿題報告 4編，第 107回成医会総会学術講

演要旨 CPC3編，支部例会抄録 4編，資料 1編，記

事 1編，症例報告 5編という状況であった。

原著について科目別にみてみると，内科学 30編，

精神医学 11編，外科学，麻酔科学，心臓外科学各 4

編，泌尿器科学 3編，小児科学 2編，産婦人科学，脳

神経外科学，形成外科学，公衆衛生学各 1編である。

3. 編集委員の交代

平成 2年 3月末，任期満了にともない藤沢 冽幹

事および川村将弘委員が退任され，その後任として，

幹事には岡村哲夫委員が着任し，新任の委員として

栗原 敏教授（第 2生理学），川村忠夫助教授（第 1

内科学）を迎えた。

編集委員長 藍沢茂雄

4. 発行部数の削減

従来，本誌の配布業務は国内，外の大学および研

究機関へは医学情報センター図書館より発送してい

るが，学内の各教室・研究室配布分は，それぞれが

必要部数を同窓会事務局に各教室より受け取りに行

くシステムをとっている。同窓会事務局より学内の

配布希望部数についてアンケート調査を行なった結

果から，発行部数の 150部削滅の要望が出され，編

集委員会で検討した結果， 100部を削減することと

なった。これにより，第 105巻 5号より本誌発行部

数は 1,100部である。

5. 「日本学術会議だより」目次掲載について

「日本学術会議だより」を本誌に印刷してきたが，

さらに同会議からの要請により，表紙目次にこれを

掲載している旨の項目を本誌第 106巻 1号より追加

することとした。

6. 松田 誠教授（医化学）による資料の掲載

医化学教室 松田 誠教授より資料として｀＇高木

兼寛の診療風景＂が寄稿され，第 105巻 4号に掲載

した。

7. 引用文献記載方法の改訂の検討

慈恵医大誌では従来引用文献リストは全著者名を

記載しており，また文献引用方法，記載順ともに

Jikeikai Medical Journal (JMJ) と異なってし、た。

全著者名の記載は煩雑であり紙面も多く使うこと，

学内の出版物での文献の引用方法および記載方法を

統一することが著者にとって有益であることから，

JMJとの文献の記載方法の統一を検討した。その結

果，米英の生物医学雑誌編集者会議で採訳された

Uniform Requirements for Manuscripts Submit-

ted to Biomedical Journalsに準拠することとな

り， 1992年第 107巻から実施できるよう準備中であ

る。
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Jikeikai Medical Journal (JMJ)の年間報告

編集委員長：桜井 健司（第 1外科学教授）

編集委員：栗原 敏（第 2生理学教授）

牛込新一郎（第 1病理学教授）

林 伸一（栄養学教授）

小林 昭夫（寄生虫学教授）

裏田 和夫（医学情報センター助教

授）

亀田 治男（第 1内科学教授）

前）II 喜平（小児科学教授）

望月 幸夫（放射線医学教授）

小林建ー（麻酔科学数授）

（平成 3年 3月 31日現在）

1. 編集および発行状況

第 37巻 2号から第 38巻 1号まで（季刊）および

サプルメント 1号を編集，発行した。各号発行部数

は 1,000部。

2. 投稿状況

投稿総数は 58編であった。科目別にみてみると，

内科学 11編，小児科学 10編，細菌学 5編，医科研

生化学，解剖学，泌尿器科学，心臓外科学各 2編，公

衆衛生学，病理学，生理学，薬理学，放射線医学，精

神医学， リハビリテーション科，形成外科学，眼科

学各 1編，また昭和女子大学家政学部生活科学科（栄

養学教室の訪問研究員）より 1編という状況であっ

た。

編集委員長 桜井健司

誌である。

4. 引用文献の記載方法の改訂について

慈恵医大誌編集委員会より本誌と引用文献の記載

方法を統一してはどうかとの申し入れがあり，検討

を重ねた。その結果米英の生物医学雑誌編集者会議

で 採 択 さ れ た 共 通 投 稿 規 定 で あ る Uniform

Requirements for Manuscripts Submitted to 

Biomedical Journalsに準拠することとなり， 1992

年第 39巻から実施するよう準備を進めた。

5. 英文論文書きかた講座の開催について

本編集委員会において学内へ英文で論文を書くこ

とをプロモーションすることを目的として英文論文

の書きかた講座の開催が提案された。この件を大学

院委員会へ申し入れたところ，大学院共通カリキュ

ラムに組み込まれることとなった。また，本編集委

員会独自の主催で受講者を広く対象として 5月に 2

回にわたり開催するよう計画した。

6. サプルメントの発行

青戸病院内科学教室より要請のあったサプルメン

ト (Aktuelle Probleme der Kardiologie, Ne-

phrologie, Neurologie)を刊行した（平成 2年 12

月， 254頁）。

7. 英文研究年報の発行

大学の決定に基づき，研究年報英文版の編集実務

3. 国内，外への送付状況 を本編集委員会で担当し，本学として最初の 1989年

海外の大学，研究所等の医学関係機関への送付数 版を刊行した（平成 3年 3月， 146頁）。正式英文名

は478通，そのうち送付先の機関誌との交換は 196 称は， ResearchActivities 1989である。
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講座，研究部および研究室の主要研究業績

講座（特設診療科を含む）

基礎

第 1 解剖学

教授：山下 廣 肉眼解剖学

医学

その付着について肉眼的・組織学的検索を行なった。

結果として，上斜筋の腱滑車のド方付近に放散する

タイプが多く認められた。

助教授：加藤 征 肉眼解剖学（動脈系），人類 III. 脈管系の研究

学 1. 上腹部内臓に分布する動脈について

講師：小杉一夫 肉眼解剖学（筋系），比較解 従来から継続して学生実習中に学生諸君に腹大動

剖学 脈の枝を剖出させそれらをスケッチしたものを教員

講師：早川敏之 肉眼解剖学（リンパ系），比 が実際と照合し確認しデータとしている。また，牌

較解剖学 動脈から分岐し，胃の後面に分布する後胃動脈 Pos-

講師：竹内 修二 肉眼解剖学（骨格系），人類 terior gastric arteryの発現についても調査してお

学 り，存在する際は位置，本数，太さなどについて調

講師：福島 統 肉眼解剖学，電顕酵素組織 査を行なっている。

化学 2. 眼動脈の解剖学的研究

講師：國府田 稔 肉眼解剖学（末梢神経系）， 89側の眼動脈を剖出し，計測・観察を行なった。眼

神経解剖学 動脈の外径は，左右差が認められなかったが，性差

では男性が大きく危険率 1%で有意差が認められ

研究概要 た。また，矢状面において，眼動脈の基部と内頸動

I. 骨系の研究

大腿骨人工骨頭脚設計のための基礎的研究で大腿

骨全長にわたる 16枚 456例の CT写真について計

測を行なったがそのデータの分析を行ない，下半分

について大腿骨の皮質と髄腔の形態を観察し，人工

膝関節脚の基礎的データとして報告を行なった。ま

た，本年からは髄腔内異物に対する骨の反応とその

周囲の微細血行動態を明らかにするため動物実験を

開始した。

II. 筋系の研究

脈とのなす角度は，ほとんど鋭角で 90゚ を越すもの

はなかった。

3. ヒト胎児肺から起こるリンパ管系は主に上縦

隔を通り上行性に同側，対側の静脈角付近に流入す

ることをこれまでに明らかにした。この上縦隔部を

遮断した場合のリンパの流れについて検索した結

果， 15例中， 5例に腹部までおよぶ下行性経路（大

動脈周囲リンパ節）を認め， さらに背側性経路では

各葉毎にその流入部が異なることなどを明らかにし

た。現在その実験の精度等を検討中である。

1. ヒト上肢 273体 546肢より，上腕二頭筋過剰 IV. 神経系の研究

頭を有する 58体 75肢を材料として，過剰頭の起始， 選択的末梢神経染色法とその応用

付着，形態，大きさ等を観察，計測した。過剰頭は この方法は通常の肉眼解剖では判別困難な末梢神

上腕骨体及び，または内側筋問中隔より起こるもの 経と結合組織とを判別可能にして神経をより精緻に

が多く，他に大胸筋腱，三角筋腱，肩関節包から起 剖出するための手法である。そのために，肉眼解剖

こるものもみられた。第四頭は第三頭よりも発達が 用標本を一塊の標本ごと染色液に潰け，末梢神経だ

弱く，女性の過剰頭は男性に比べて小さい傾向がみ けを選択的に染色する。現在， ヒト頸椎における椎

られた。 骨動脈神経叢の構成について精査を行なっており，

2. ヒト眼腐内に派生する異常筋についての研究 肉眼解剖標本での観察結果と組織学的な観察との融

引き続き， M.gracillimus orbitaeについて主に 合について検討を行なっている。
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V. 人類学的研究

1. 港区虎ノ門天徳寺より出土した江戸時代人骨

の内頭蓋骨については，全国各地から発掘された江

戸時代人頭蓋と比較し，その地域的特性と身分によ

る変化が存在するのではないかと比較検討を試み

た。しかし，身分の差が出土人骨では明確ではなく，

殿様の様な特殊例をのぞき身分を明らかにする事が

出来なかった。

四肢長骨（上腕骨，撓骨，尺骨，大腿骨，腔骨，排

骨）については男性 174体，女性 97体について計測

を行なった。計測結果から，示数を算出，統計処理

を行ない時代的な体格の相違を見い出すべく，現

代人と比較を行なった。

2. 生体計測による体格の研究

'80年より行なっている生体計測であるが，＇ 90年

までの 11年間で，男子 1,130人，女子 170人，合計

1,300人のデータが集積された。 '87年に考察を行

なった後 '90年までのデータ，計測 44項目， 11指数

を用い，他時代と比較し考察を行なった。身長の伸

びは未だ止まって居らず，その伸びは四肢の伸びで，

体幹部は伸びていない。胸囲は増大しているが，体

幹部の幅径，矢状径は減少しており，体幹部は骨格

ではなく，皮下脂肪，筋と言った軟部組織の増大に

よって体格が良くなったと思われる。胸囲同様，上・

下肢の周径は，他時代より大きく増大し，軟部組織

の増大による体格の向上を示唆している。

VI. 電顕酵素組織化学

1. 凍結超薄切片酵素組織化学

凍結超薄切片法の利点として超薄切片作製の迅速

性，組織化学への適用があげられる。一方，近年小

児科領域で骨格筋の cytochromeoxidase欠損症が

注目されている。そこで，筋組織での cytochrome

oxidase活性検出に凍結超薄切片法の応用を試み

た。本法は従来の方法に比べ検出感度が高く，また

試料作製の迅速性にも優れていることが明らかと

なった。

2. 破骨細胞性骨吸収に関する電顕酵素組織化学

破骨細胞の形質膜のうち骨吸収裔に面する部分は

ruffled borderと呼ばれる特殊な骨吸収装置を形成

する。K-pNPPase活性が ruffledborder membrane 

に特異的に検出されることから， この活性を示標に

ruffled border membraneの動態について検討し

た。破骨細胞には活動期ばかりでなく休止期の細胞

型(restingosteoclast)が存在し，休止期には ruffled

border membraneを細胞内小胞として細胞内に保

持する可能性があることを明らかにした。

VII. 他教室との共同研究

本学整形外科学教室とは肘関節症の観点から撓骨

神経の肘関節包への分岐，分布形態の観察を行なっ

た。

形成外科学教室とは手の神経分布，血管分布形態

を観察した。

青戸病院外科学教室とは骨盤内臓神経の微細解剖

を実施し勃起神経の追跡を行なっている。

第三病院外科学教室とは胃の周囲のリンバ流注経

路を知るための微細解剖を行なった。

聖マリアンナ医科大学整形外科学教室とは手関節

の関節症の観点から撓骨手根関節，三角豆状関節の

関節面形状とその変性程度の調査を行なった。

実験動物センクーとは実験動物の超音波画像診断

解析のため，採取した超音波画像と同部位の断面解

剖標本とを比較した。

歯科学教室とは晒浄頭蓋を用いて顎関節の形態を

三次元的に計測を行なった。

第 3内科学教室とは急性膵炎実験モデルでの膵外

分泌細胞のライソソーム酵素の動態を電子顕微鏡に

て観察した。

VIII. 学生班研究

当教室では学生有志を対象に肉眼解剖学から光学

顕微鏡，酵素組織化学，電子顕微鏡までの形態学研

究の技法について講習を行なっている。本講習終了

者により次のテーマによる学生班研究が行なわれて

いる。①成長軟骨での血管形態，②肝細胞 cyto-

chrome C oxidase活性検出の問題点。

IX. その他

教授山下 廣は日本電子顕微鏡学会生物試料急速

凍結技法研究部会，共焦点レーザー顕微鏡研究部会

共催シンポジウム「生体膜を観る」('91年 1月 26日，

本学講堂）を主催した。

研究業績

I. 原著論文

l) 加藤征，戸川晴雄，竹内修二，山下廣：人工骨

頭脚設計のための日本人大腿骨近位端形態の計測．

Hip Joint. 16: 381-386 (1990) 

2) Kosugi, K. and Yamashita, H. : On the supernu-

merary head of the biceps brachii. Proceedings of 

the IXth Int. Sympo. Morph. Sci. 81 0990) 

3) Hayakawa, T. and Yamashita, H.: The lung 

lymphatic system. -The lymphatic vessel route 

passing through dorsal portion of trachea. Prog-
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ress in Lymphology-XII. 537-542 0990) 

4) Lang, J. (Wi.irzburg Univ.) and Kageyama, I.: 

The ophthalmic artery and its braches, measure-

ments and clinical importance. Surg. Radio. Anat. 

12: 83-90 (1990) 

5) Lang, J. (WUrzburg Univ.) and Kageyama, I.: 

The anatomy of the ophthalmic artery and its 

branches. Anat. Anz. Suppl. 166: 315-316 (1990) 

6) Lang, J. (WUrzburg Univ.) and Kageyama, I.: 

Ober die Ursprungsregion des M. obliquus bulbi 

inferior. Klin. Mb!. Augenheilk. 196 : 228-230 

0990) 

7) Lang, J. (WUrzburg Univ.) and Kageyama, I.: 

Clinical anatomy of the blood spaces and blood 

vessels surrounding the siphon of the internal car-

otid artery. Acta Anat. 139: 320-325 0990) 

8) N akaya, M., Kosugi, K. and Takeuchi, S. : 

Effect of longterm hindlimb suspension on blood 

components. The Physiologist. 34: 92-93 (1991) 

9) 杉崎正志，伊介昭弘，田辺睛康，加藤 征：日本人

下顎腐の形態学的研究ー第 1報線的計測ー．口科誌．

39: 302-315 (1990) 

10) 杉崎正志，鈴木公仁子．伊介昭弘，田辺晴康，加藤

征：日本人晒浄頭蓋における顎関節の観察ー第 2報顎

関節硬組織の変化について．口科誌． 39:287-301 

0990) 

11) 杉崎正志，鈴木公仁子．伊介昭弘．田辺晴康，加藤

征：日本人晒浄頭蓋骨における顎関節の観察一第 3報

下顎頭形態について一． 口科誌． 39: 539-550 (1990) 

12) 伊介昭弘．杉崎正志．田辺睛康，加藤 征：日本人

下顎嵩の形態学的研究ー第 2報：角度的計測ー． 口科

己志． 40 : 33-42 0991) 

13) 木村元，別府諸兄，長尾梯夫，小杉一夫．歴田 浩：

TFCCの MRI（第 2報）．一画像と剖検所見との比較を

中心に一． 日手会誌． 7:445-449 (1990) 

14) 深田英明，影山幾男：リハビリ医学への歯科からの

参加．一咬合誘導の一環として一．日本歯科評論． 572:

185-196 (1990) 

血液生化学成分の変動．第 67回日本生理学会大会． 4

月．宮崎．

4) 岩城隆昌，林伸一，早川敏之，山下廣：実験動

物の超音波画像診断解析のための研究．第 37回日本実

験動物学会総会． 5月．京都．

5) 福島統，山下廣，酒井俊男 (ABT)，斉藤多久

馬（自治医大） ：凍結超海切片法（ワークショップ凍結

技法とその応用）． 日本電子顕微鏡学会第 46回学術講

演会． 5月．前橋．

6) 福島 統：電顕酵素組織化学からみた破骨細胞の

functional phases-Ruffled border membraneのrecy-

clingに関する一考察．第 8回日本骨代謝学会． 7月．東

京．

7) Kosugi, K. and Yamashita, H.: On the supernu-

merary head of the biceps brachii. IX th. Interna-

tional Symposium on Morphological Sciences. 

Sept. Nancy. 

8) Kageyama, I., Kato, S., Yamashita, H. and Lang, 

J. : Anatomical Study of the Gracillimus Orbitae. 
IX th International Symposium on Morphological 

Sciences. Sept. Nancy. 

9) 福島統山下廣 CarolV. Gay（ペンシルバ

ニア州立大）：骨組織での酸性フォスファクーゼアイ

ソザイムの酵素組織化学的検討．日本解剖学会第 78回

関東地方会． 10月．東京．

10) 岡部正隆（本学 4年生），福島統，山下廣：ニワ

トリ成長軟骨での血管侵入部位の光顕及び電顕観察．

日本解剖学会第 78回関東地方会． 10月．東京．

11) 木原 仁，別府諸兄，長尾悌夫，三好邦達，小杉一

夫．加藤征，山下廣：母指 CM関節の形態に関す

る解剖学的検討．第 5回日本整形外科基礎学術集会． 10

月．神戸．

12) Nakaya, M., Kosugi, K. and Takeuchi, S.: 

Effect of longterm hindlimb suspension on blood 

components. 12th Annual Meeting, IUPS Commus-

sion of Gravitational Physiology. Oct. Leningrad, 

USSR. 

13) 加藤征，竹内修二，高山優：港区虎ノ門天徳寺

寺域第 3迫跡発掘について．第 44回日本人類学会・日

III. 学会発表 本民族学会連合大会． 11月．川崎．

l) 加藤征，竹内修二，影山幾男，森田 徹，柴田繁 14) 竹内修二，影山幾男，加藤 征： 1980年代における

貴，山下 廣：人工膝関節の為の大腿骨骨幹遠位部形 大学生の体格について（2). 第 44回日本人類学会・日

状の甚礎的デーク．第 95回日本解剖学会総会． 4月．東 本民族学会連合大会． 11月．川崎．

京． 15) 竹内修二：非運動下における四肢骨成長の変異．第

2) 影山幾男，国府田稔，福島 統，早川敏之，小杉ー 18回キネシオロジ一分科会大会． 11月．川崎．

夫，古澤利武，加藤征，山ド廣：眼腐内異常筋ーM. 16) 林博之，児島忠雄，木下行洋，遠藤利彦，加藤征：

gracillimus orbitaeの解剖学的研究（第 2報）．第 95回 指背側への神経の分岐・走行に関する解剖学的検索

日本解剖学会総会． 4月．東京． 一知覚皮弁応用のため一日本形成外科学会関東支部第

3) 中家優幸，小杉一夫，竹内修二：尾部懸垂ラ、ノトの 158回東京地方会． 2月．東京．
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17) 中家優幸，小杉一夫，竹内修二：長期微小重力環境

ラットの血液検査．第 68回日本生理学会大会． 3月．京

都．

18) Fukumoto, K., Kojima, T., Kinoshita, Y., Koda, 

M. and Williams, V.: An anatomical study of the 

innervation of the wrist joint and Wilhelm's dener-

vation. International symposium of the wrist joint. 

Mar. Nagoya. 

19) 福本恵三，児島忠雄，木下行洋，国府田稔： TFCC

の神経支配に関する解剖学的研究．第 159回日本形成

外科学会東京地方会． 3月．東京．

IV. 著 書

l) 加藤征：江戸時代人骨の形質に関する人類学的

研究．平成 2年度科学研究費補助金一般研究 B研究成

果報告書．

2) 小杉一夫，早川敏之，国府田稔：男女遺体の局所的

連続剖出標本．実写像と描画像合成スライドの実習ヘ

の応用．平成 2年度文部省科学研究費補助金一般研究

C研究成果報告書．

V. その他

l) 加藤征：追悼文新井正治先生を偲ぶ．解剖誌．

65: 111-112 (1990) 

2) 加藤征：追悼文森田茂先生を偲ぷ．解剖誌．

65 : 405-406 (1990) 

3) 加藤 征：千葉市誉田高田貝塚確認調査報告書．人

骨の項担当．財団法人千葉県文化財センター． 36-37

(1991) 

第 2 解剖 学

教授：石川 博 内分泌細胞の研究

講師：野上晴雄 下垂体細胞学

講師：橋本尚詞 形態学，細胞生物学

講師：権 五徹 下垂体細胞学

研究概要

I. Dwarf rat（コピトラット）に関する研究

下垂体における成長ホルモ‘ノ (GH)遺伝子の転写

活性を調節する因子が同定され pit-1と呼ばれてい

る。この物質は胎生期における GH細胞の分化に重

要な役割を持っているとされている。当教室では最

近 pit-1の cDNAを入手し， GH産生の認められな

し、 GH単独欠損ラット (SDR)の下垂体における

pit-1遺伝子発現を調べた。成熟 SDR下垂体は対照

ラットと同程度の量の pit-1mRNAを有すること

が northern blot法により確かめられ， in situ 

hybridization法による観察から pit-1mRNAを持

つ細胞は SDR下垂体前葉全域に数多く認められ，

陽性細胞数は，ほぼ対照と同じと思われる。これら

の結果から GHの欠損は下垂体における pit-1遺伝

子の発現には影響を与えていないこと， SDR下垂体

には pit-1遺伝子を発現するが GHを産生しない細

胞即ち非機能性の GH細胞と思われる細胞が多数

存在することが推定出来る。

また，現在，疫應義塾大学医学部薬理学教室並び

に新潟大学医学部解剖学教室と共に， SDRの加齢に

伴う各種臓器の形態的機能的変化や肝臓の雄型及び

雌型の CytochromeP-450の変化について検索を

行なっている。

II. 下垂体前葉における CGRPの局在と発現調節

機構に関する研究

下垂体前葉内 Calcitonin gene-related peptide 

CCGRP)の局在と分布，発現細胞の種類を調べると

ともに，下垂体前葉内 CGRPの機能及び前葉ホルモ

ンの分泌・合成に対する調節機構を推測する為に，

様々な生理的及び実験的条件下のラットにおける

CGRP発現の変化について，免疫組織化学法，

radio immunoassay法， insitu hybridization法を

用いて調べた。 CGRPは雌雄ラットとも主に LH細

胞及び FSH細胞に局在を示し， CGRPmRNAが細

胞レベルで検出できることから，前葉細胞が CGRP

を合成することが明らかとなった。 CGRPの免疫染

色性ぱ，生後，思春期までに著しく増加するが，成
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熟後は減少した。妊娠及び授乳期の雌では CGRP腸 い。我々の教室ではすでに胎児から成人に至る多く

性細胞数は増加していた。様々な実験的性腺機能条 のヒトの下垂体を集め．光学顕微鏡及び電子顕微鏡

件下における変化を調べた結果， CGRP陽性細胞数 用の試料として包埋してある。これらの試料につい

はestrogen投与あるいは精巣摘出によって増加す て本年は電子顕微鏡を用いた免疫組織化学的手法に

ること，さらに精巣摘出による増加は testosterone より，まず成長ホルモソ及びプロラクチンを産生す

投与によって抑制されることから，前葉 CGRPの発 る細胞のヘテロシェナイティについて検討してい

現調節に性腺のステロイドホルモンが関与している る。

可能性が示唆された。

III. トキソプラズマ感染マウスにおける下垂体前

葉プロラクチン(PRL)細胞の形態変化の研究

近年，神経系，内分泌系及び免疫系相互の機能調

節機構が関心を集めてきている。臨床医が患者を診

る際に，単に免疫系という部分の組織の働きを考え

るのではなく，中枢神経系の慟きや，その影響下に

ある内分泌系の作用を考慮しながら治療にあたると

いうことが大切であるということが，科学的にも明

らかにされつつある。周知の如く，下垂体前葉は中

枢神経系と末梢内分泌腺をつなぐ要ともいうべき器

官であるが，実際の生体防御系においてどのような

機能的，形態的変動を示すかについてはほとんど明

らかにされていない。そこで，生体防御系における

下垂体前葉の役割を調べる研究の手始めとして， ト

キソプラズマ感染マウスを実験モデルとして，惑染

後の前葉 PRL細胞の形態変化について，免疫組織

化学法，電顕法を用いて調べている。 トキソプラズ

マ感染に対する生体防御において，インターフェロ

V. 基底膜に関する研究

成獣マウスの下垂体の基底膜は，非常に複雑な立

体配置を示している。このような配置をとる基底膜

がどのような過程を経て形成されてくるのかを，マ

ウス胎仔の下垂体形成過程における基底膜の変化を

免疫組織化学的に検索した。その結果，発生初期に

ぱ基底膜はラトケ殺前壁より生じた上皮細胞索の周

囲と細胞索間にある間葉組織内の毛細血管周囲に認

められるのであるが，上皮細胞索どうしが癒合し，毛

細血管を上皮組織内に取り込み始めると，癒合した

部位に存在していた基底膜は消失してしまう。形成

がさらに進んで多くに問葉組織や毛細血管が取り込

まれるようになると，上皮細胞索を取り巻いていた

基底膜は消失せずに残存するようになった。取り込

まれていた間葉組織が減少し毛細血管のみが取り残

されると，毛細血管を取り巻いていた基底膜から実

質細胞問に甚底膜が伸び出していくようになり，成

獣の下垂体に認められる構造が形成されてきた。

ン (IFN)-yにより活性化されt-マクロフ ァー、／か VI. 卵巣癌由来細胞株の樹立と卵巣癌特異抗体の

主要な役割を演じることは明らかにされているが， 作製に関する研究

最近になり，前葉 PRLにT細胞からの IFN-y分 卵巣癌について，手術材料，腹水を中心として初

泌を促進する作用があるとの報告がなされたことか 代培養を行ない，組織型，腫瘍マーカー産生等に特

ら， トキソプラズマに感染した個体内での IFNy 徴のあるものを重点的に，細胞株の樹立を目指して

産生調節に前葉 PRLが関与する可能性がある為で いる。また，卵巣癌特異的モノクローナル抗体の作

ある。現在までのところ，感染したマウスの PRL細 製，特に胚細胞腫瘍に特異性の高いモノクローナル

胞はホルモンの合成・分泌が九進した形態像を示す 抗体の作製，および未熟な胚細胞に類似する未分化

ことが明らかにされており，今後の研究の発展が期 胚細胞腫を抗原し，分化途中の胎児に発現し，正常

待されている。 成人組織には発現の少ない癌特異（関連）抗原を認

識するモノクローナル抗体を獲得するとともに，そ

IV. ヒト下垂体前葉細胞のヘテロジェナイティに の有用性の検討を行なっている。

関する研究

下垂体前葉の各種ホルモン産生細胞のヘテロシェ VII. 腫瘍細胞が産生する血管新生因子

ナイティについては，ラットなどでは今まで多くの 卵巣淡明細胞癌由来株の培養液より分子量 14,000

報告があり，また我々の教室でも多くの興味ある知 の血管新生因子を分離した。この血管新生因子はヒ

見が得られている。しかし， ヒトの下垂体前葉につ 卜瞬帯内皮細胞並びにウシ肺動脈内皮細胞を分裂増

いてはいくつかの形態学的報告があるだけで各種ホ 殖させた。さらに，単層にて増殖する内皮細胞にこ

ルモン産生細胞のヘテロシェナイティについて特に の因子を作用させると，血管様の管状構造形成を促

電子顕微鏡レベルでの研究はほとんどなされていな 進させた。
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VIII. ヒト各種腫瘍細胞由来株の樹立

ヒト子宮頚癌， ウィルムス腫瘍， クルーケンベル

グ腫瘍，悪性神経鞘腫より，それぞれ株細胞を樹立

し，それらの性状を調べた。

IX. その他

共同研究にて樹立した次の細胞株を理化学研究所

細胞株銀行にて検査登録した。

l) クルーケンベルグ腫瘍由来 HSKT-C株細胞

2) ヒト無脳児肺由来線維芽細胞 2株 (HFL-

AE-I, HFL-AE-II) 

3) 正常ヒト胎児肺由来線維芽細胞 3株 CHFL,I, 

II, III) 

4) 子宮体部腺癌 HHUA株

5) 子宮頚部扁平上皮癌 HKMUS株

6) 子宮体部中胚葉性混合腫瘍 HTMMT株

7) ウィルムス腫瘍 HFWT株

8) 甲状腺未分化癌 HOTHC株

研究業績

I. 原著論文

1. Dwarf rat (コビトラット）関係に関する研究

1) Suzuki, K., Katayama, T. and Nogami, H: 

Presumptive dysfunctional growth hormone cell in 

the pituitary gland of spontaneous dwarf rat. Ji-

keikai Med. J. 37(3) : 365-373 0990) 

2) Ishikawa, H., Nogami, H., Gon, G., Shimada, T., 

Iwasawa, K. and Naik, D.R.: Characteristics of a 

newly isolated spontaneous dwarf rat. Program of 

second Japan-Korea Anatomical Joint Meeting 

Tokyo Seminar 1990. 125-126 (1990) 

2. 下垂体前葉における CGRPの局在と発現調

節機構に関する研究

1) Gon, G., Giaid, A., Steel. J.H., O'Halloran, D.J., 

Van Noorden, S., Ghatei, M.A., Jones, P.M., Amara, 

S.G., Ishikawa, H., Bloom, S.R. and Polak, J.M.: 

Localization of immunoreactivity for calcitonin-

gene-related peptide in the rat anterior pituitary 

during ontogeny and gonadal steroid manipulations 

and detection of its messenger RNA. Endo-

crinology. 127: 2618-2629 0990) 

3. 基底膜に関する研究

1) Arai, ]., Li, R. and Nogami, H.: Basement 

membrane components associated with the 

extracellular matrix of the fetal and adult bovine 

adenohypophysis. Jikeikai Med. J. 37(3) : 355-363 

(1990) 

2) Hashimoto, H. and Hoshino, K.: Scanning elec・

tron microscopic immunohistochemistry using alka-

line phosphatase-labeled antibody. Proc. XII Int. 

Cong. Elect. Microsc. 890-891 (1990) 

4. 腫瘍細胞が産生する血管新生因子について

1) Ishiwata, I*., Ishiwata, C*., Soma, M*. (*Ish-

iwata Obst. & Gynec. Hosp.), Naik, D.R., Ha・

shimoto, H., Sudo, T. (Terumo Corp.) and Ishik-

awa, H. : Effect of tumour angiogenesis factor on 

proliferation of endothelial cell and tube formation. 

Virchow Archiv A Pathol. Anat. 417: 473-476 

0990) 

5. ヒト各種腫瘍細胞由来株の樹立

1) Ishiwata, !*., Ishiwata, C*., Soma, M*. (*!sh-

iwata Obst. & Gynec. Hosp.), Nakaguchi, T. (Suifu 

Hosp.) Nozawa, S. (Keio Univ.) and Ishikawa, H.: 

Differences Between Cell Lines of Uterine Cervical 

Glassy Cell Carcinoma and Large Cell Nonkeratin-

izing Squamous Cell Carcinoma. Analytical and 

Quantitative Cytology and Histology. 12(4): 290-

298 0990) 

2) Ishiwata, !*., Ishiwata, C*., Soma, M*. (*Ish-

iwata Obst. & Gynec. Hosp.), Ono, I**., Nakaguchi, 

T**. (**Suifu Hosp.), Nozawa, S. (Keio Univ.) and 

Ishikawa, H. : Characterization of Krukenberg 

tumor cell line, especially the biological relation-

ship between cancer and stromal cells. Exp. Path-

ol. 38: 97-108 (1990) 

3) Ishiwata, I*., Ono, I**., Ishiwata, c•., Soma, M*. 
(*Ishiwata, Obst. & Gynec. Hosp.), N akaguchi, 

T**., Ohara, K**. (**Suifu Hosp.), Hirano, M. and 

Ishiwata, H.: Carcinoembryonic proteins produced 

by Wilms'tumor cells in vitro and in vivo. Exp. 

Pathol. 41: 1-9 0990) 

4) 小野勲＊，石渡勇＊＊，中口竹紀＊，相馬雅行（茨

城県総合健診協会），鴇田尚彦＊（＊水府病院），石渡千恵

子＊＊ （＊＊石渡産婦人科病院），向井万起男＊＊＊，野澤志

郎＊＊＊ （＊＊＊艇大），石川博：悪性神経鞘腫細胞株

(HKMS)の樹立と性状， HumanCell. 2(3) : 273-277 

(1990) 

III. 学会発表

l) 橋本尚詞，星野一正：免疫 SEMによる基底膜観察

の試み．第 95回日本解剖学総会． 4月．東京．

2) Hashimoto, H. and Hoshino, K. : Immunohisto-

chemical observations of the basement membrane 

with scanning electron microscopy using alkaline 

phosphatase-labeled antibody. Third US-JAPAN 

Histochemistry and Cytochemistry Congress. Aug. 

Seattle. 
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3) Hashimoto, H. and Hoshino, K.: Scanning elec-

tron microscopic immunohistochemistry using alka-

line phosphatase-labeled antibody. XII Interna-

tional Congress for Electron Microscopy. Aug. 

Seattle. 

4) 権 五徹，石川 博：胎生及び幼若ラ、ノト下垂体前

葉に出現する顆粒性濾胞細胞について．第 78回日本

解剖学会関東地方会． 10月．東京．

5) Yamamoto,!*, Maruyama, H*., Tachibana, T., 

Komatsu, N. (Tokai Univ.), Kuramoto, H*. 

(*Kitasato Univ.) and Narimatsu, H. (Keio Univ.): 

Immunocytodhemical locarization of fJ 1-4 

galactosyltransferase inendometrial carcinoma 

cells. XI!th International Congress for Electron 

Microscopy. Aug. U.S.A. 

6) 島田貴，小林正之，酒井紀，石川博：腹部腫

瘤を伴った急性骨髄単球性白血病患者腹水より樹立し

た細胞株について．第 8回ヒト細胞研究会． 8月．東京．

7) 山田恭輔，村江正始，木村英三，小林重光，山本研

吾，山内茂人，安田 允，寺島芳輝： Mn-SOD（マン

ガンスーパーオキサイド・ディスムターゼ）の卵巣腫瘍

における有用生について．産婦人科腫瘍マーカー研究

会． 3月．東京．

第 1 生理学

教授：馬詰良樹 筋生理学，体力医学

研究概要

I. 筋収縮抑制薬 BDMの効果

当研究室はこれまで， 2,3-ブタンジオンモノオキ

シム (BDM)の骨格筋に対する作用を生理学的，生

化学的に解明してきた。 BDMの最大の特徴は，筋収

縮を完全に可逆的に抑制することにある。 BDMに

関して私どもは，次に挙げる三つの研究を行った。

1. BDM類似薬

BDMは分子量 101の小さな有機化合物である。

BDMの構造と活性の連関を明らかにする目的でア

ルコール，エステル， ケトン，エーテルに属する有

機化合物を選び，それらの化合物がウサギ骨格筋の

化学的脱鞘筋線維（化学的スキンドファイバー）の

収縮に与える効果を調べた。その結果，力価の違い

を別とすれば，ほとんどの有機化合物が次の点で

BDMと全く区別の出来ない作用を持っていること

が明らかになった。

(1) 十分なカルシウム濃度のもとでの最大収縮

張力を抑制する。

(2) 収縮張力発生のカルシウム感受性をあまり

変えない。

(3) 作用は完全に可逆的。

(4) 低い温度，高いイオン強度で力価が高い。（た

だし，アルコールにはイオ｀ノ強度依存性が明

らかでないものもみられた。）

さらに，力価と化学構造との相関を検討した結果，

有機化合物の炭素鎖を伸ばすことは力価を高め，水

酸基の導入は力価を弱めるという特徴が抽出され

た。そこで，疎水性のパラメータと力価の相関を検

討したが，いまだ良い相関を示すパラメータが見い

だされていない。

2. モルモット門脈縦走筋収縮に対する BDMの

作用

BDMの筋収縮抑制機序について，低温でのカエ

ル骨格筋生筋では，アクトミオシン系に対する作用

が膜系（細胞膜・筋小胞体膜）に対する作用よりも

わずかに低濃度で顕現しはじめることが当研究室な

どの研究によって明らかにされている。平滑筋の収

縮も BDMによって抑制されることが報告されてい

るが，その作用機序はつまびらかでない。そこで

BDMのモルモット門脈縦走筋に対する作用を生筋

標本での収縮張力と細胞内カルシウムイオン濃度と
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の同時測定および化学的脱鞘筋標本での収縮張力測 応用することを検討している。心臓に対して BDM

定により検討した。（モルモット門脈縦走筋では，収 ぱ，陰性変時・変力作用を持つことが解った。さら

縮に必須といわれるミオシン軽鎖燐酸化の程度が収 に， BDMが直接収縮系に及ぼす効果を調べるため，

縮張力とほぽ比例すると報告されており，本体不明 ラット心筋の化学的脱鞘標本を用い，カルシウムイ

のいわゆるラッチ状態がないと期待できる。） オンで活性化された最大張力に対する BDMの効果

まず生筋標本細胞内にカルシウム蛍光色素 Furaー を調べた。濃度依存的に張力は抑制されたが生筋に

2を，アセトキシメチル化した Fura-2AMとして取 対する作用と比較するとその抑制効果の力価は低

り込ませ，カリウム拘縮時の収縮張力と細胞内カル かった。

シウム濃度に対して BDMがどのような作用を持つ

かを検討した。 lOmM程度の BDMはカリウム拘縮

時の収縮張力と細胞内カルシウムイオン濃度の上昇

を同様に抑制した。 BDM濃度を変化させて最大収

縮張力とそのときの細胞内カルシウムイオン濃度の

関係を調べたところ，拘縮液のカリウム濃度を変化

させて得た関係とほとんど同じだった。このことか

らこの平滑筋において lOmM程度の BDMは，収

縮系に対する作用はほとんどなく，細胞内カルシウ

ムイオン濃度上昇に至るまでの興桁収縮連関過程に

効いていることが示唆された。 (Fura-2による細胞

内カルシウム濃度測定は第 2生理学教室小西真人講

師に御指導頂いた。）

次に lOmM程の BDMが確かに収縮系に対する

作用を持たないことを確かめるため，細胞内カルシ

ウムイオン濃度を人為的に変えられる脱鞘標本を用

い，その収縮張力に対する BDMの作用を検討した。

平滑筋の収縮系を生理的に保ったまま脱鞘するに

は， カルモジュリン等の収縮に必要な可溶性タンバ

クを流出させずに， また受容体を介した細胞内情報

伝達系を保持したままに，細胞膜に無機塩類や

ATPなどの小さな分子を容易に通す穴を開けなけ

ればならない。 a毒素はこの目的にかなった穴を細

胞膜に開けると報告されていたので，まず a毒素を

自ら精製し，精製された a毒素での脱鞘処理条件を

決定した。 (a毒素の精製は，第 2細菌学教室櫻田純

次助手に御指導頂いた。）こうして調整した a毒素

処理脱鞘標本で， カルシウムイオン濃度と収縮張力

との関係に， BDMがどの程度の濃度で影響するか

を調べた。カルシウムイオン負荷直後にみられる一

過性の大きな収縮とその後の定常的な収縮張力に対

して lOmMBDMはほとんど影響せず，収縮張力の

抑制には数 10-lOOmMの BDMが必要だった。し

かし一方で lOmMの BDMは a青素処理脱鞘標本

において，作動薬感作による収縮張力増大を抑制す

ることも明らかになった。現在この BDMの作動薬

感作拮抗の機序を検討している。

3. 心筋保設液への応用

心臓血管外科手術に用いる心筋保設液に BDMを

II. 筋肉のエネルギー転換機構

筋収縮は ATP分解の化学工ネルギーを熱と仕事

のエネルギーに転換する。その機構の解明には，詳

細な ATP分解量の測定が必要だ。これには，収縮系

の立体構造を保った筋原線維が溶液の拡散も速く好

適と考え，筋原線維の短縮に伴う ATP分解量を測

定し続けている。

まず高精度，高時間分解能の ATP分解定量法確

立のために，マラカイトグリーンリン酸定量法に改

良を重ね，酸性下でのモリプデン酸による ATP分

解を最小限に抑えて微量の無機リン酸を経時的に，

より安定して定量できるようにした。

滑りに対して抵抗が無いと思われる条件での筋原

線維は，半筋節当り秒速 IOμmの高速で短縮してお

り， このときの ATP加水分解産物の遊離はほとん

どないことが再確認された。さらに，滑りに対する

抵抗が増加したと思われるときには一過性に ATP

加水分解産物遊離が促進される（遅延 ATP分解）こ

とが解った。この遅延 ATP分解は短縮距離を減少

させると小さくなることも明らかになった。（本研究

は岡山大学歯学部口腔生化学教室児玉孝雄助教授と

の共同で行われている。）

III. 骨格筋の伸展とカルシウム感受性

機械的脱鞘筋線維をカエル骨格筋から調製し，（細

胞内）カルシウムイオン濃度を人為的に変えながら，

収縮張力発生のカルシウムイオン感受性が筋線維の

伸展によってどのように変わるかを検討した。その

結果，筋線維の伸展に伴うカルシウムイオン感受性

増大は，線維の長さそのものよりも受動的な（静止）

張力の大きさに，より密接に関係していることが

解った。一方で，筋線維の太さとその内部の筋フィ

ラメントの間隔は筋線維の長さによってほぼ完全に

決まっており，受動張力にみられるような緩和や履

歴効果を示さないことも明らかになった。すなわち，

筋線維伸展によるカル、ンウムイオン感受性増大の主

因ぱ筋フィラメント間隔の変化ではあり得ないと考

えられる。
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IV. 単離筋線維の X線回折

カエルおよびウサギの単離した化学的脱鞘骨格筋

線維から，筑波の高ェネルキー物理学研究所の放射
第 2 生理学

光とイメーシングプレートを利IIlして □東北大学医 教授：粟原 敏 心筋・骨格筋の興桁収縮連

学部八木直人講師との共同利用実験）収縮中の 2次 関

元 X線回折像を得ることに成功した。

研究業績

I. 原著論文

1) Takemori, S.: Effects of butanedione-monox・ 

ime related agents on skeletal muscle contraction 

Jikeikai Med. J. 37: 35-41 (1990) 

2) Kasuga, N. and Umazume, Y.: Deterioration 

induced by physiological concentration of calcium 

ions in skinned muscle fibres. J. Muscle Res. cell 

Motil. 11 : 41-47 (1990) 

3) Funatsu, T.. Higuchi, H. and lshiwata, S.: Elas・

tic filaments in skeletal muscle revealed by selec・ 

tive removal of thin filaments with plasma gelsolin. 

J. Cell Biol. 110: 53-62 0990) 

4) Takemori, S.: Influence of osmotic swelling on 

cross section and resting tension in isolated skeletal 

muscle fibers. Jpn. J. Physiol. 40: 595-611 0990) 

5) Onodera, S.: Oscillatory contraction waves in 

skinned skeletal muscle at high-pH without Ca互

Jikeikai Med. J. 37: 447-455 0990) 

6) Konishi, M., Wakabayashi, K., Kurihara, S., 

Higuchi, H., Onodera, S., Umazume, Y., Tanaka, 

H., Hamanaka, T. and Amemiya, Y.: Time-

resolved synchrotron X-ray diffraction studies of a 

single frog skeletal muscle fiber. Time courses of 

intensity changes of the equatorial reflections and 

intracellular Ca" transients. Biophys. Chem. 39 : 

287-297 (1991) 

IV. 著書

1) Higuchi, H., Takemori, S. and Umazume, Y.: 

Suppressing effects of 2, 3-butanedione monoxime 

on contortion and ATPase activity of rabbit 

skeletal muscle. Editors: Richard J. Paul, Gijs 

Elzinga and Kazuhiro Yamada. In : 1¥1 use le Ener-

getics, Alan R. Liss, Inc., N.Y. PROGRESS IN 

CLINICAL AND BIOLOGICAL RESEARCH. 315 

225-226 (1990) 

助教授： l破1分員一朗 心筋•平滑筋細胞膜の興『

発生機構

講師：小西真人 心筋・骨格筋の興奮収縮連

関

研究概要

I. 筋生理学に関する研究

L 心筋の興『収縮連関に関する研究

心筋の収縮弛緩の時問経過は，細胞内 Caイオ‘ノ

濃度変化の時間経過，および収縮蛋白系の Ca感受

性だけでなく， クロスブリッジの回転速度によって

も規定されている。これまで，温血動物心室筋の収

縮弛緩の時間経過と， Catransientおよび収縮蛋白

系の Ca感受性に対する，自律神経伝達物質の作用

を調べてきた。本年度は，収縮および収縮時間とク

ロスブリッシの回転速度に対する， J3およびムスカ

リン受容体刺激の作用を検討した。クロスブリッシ

の回転速度は，リアノシン存在下に強縮を発生させ，

安定した張力が得られたところで，最大筋長の 1%

以下の長さ変化をいろいろな周波数で標本にあたえ

て，その時の張力変化を記録し， stiffnessを測定し

た。 Stiffnessが最小値をとるところをクロスプリッ

ジの回転速度としてもとめ，イソプロテレノール

(Iso)および Isoにアセチルコリン CACh)を加えた

条件で測定した。クロスプリッジ回転速度は Isoに

より 3Hzから 3.3Hzへと速くなり， AChおよびカ

ルバコールによりもとに回復した。また，百日咳毒

素により処理したフェレットの心筋では， Isoの効

果ぱ観察されたが， AChの効果は抑制された。従っ

て，ムスカリソ受容体剌激は GTP結合蛋白， Giを

介してアデニレートシクラーゼを抑制することによ

り発現していることが明らかになった。

ラソトの心室筋は負の段階現象を示すことが知ら

れており，その原因を単一心筋細胞に蛍光 Ca指示

薬， fura-2を応用して調べた。刺激を開始すると， Ca

信号のピークは減少した。この Ca侶号の低下は，細

胞外液の Caイオン濃度を上昇させると抑制され

た。高頻度刺激下でぱ静止期が短縮するために，静

止期に細胞外から流入してくる Caイオン量が減少

するために，負の階段現象が生じるものと考えられ

た。
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2. 心筋および平滑筋に対する新しい dihy-

dropyridine誘導体の研究

心筋および平滑筋の Caチャンネルに対する新し

く開発された dihydropyridine誘導体， NZ-105の

効果を検討した。本年度は NZ-105の構造を変えた

誘導体を用いてその効果を検討したところ，心筋と

平滑筋の Caチャンネルでは．それぞれの誘導体に

対する応答が異なることから，心筋と平滑筋の Ca

チャンネルは横造が違うものと推測される。NZ-105

は心室筋の収縮を抑制する効果が弱いが，ェクオリ

ンを用いて収縮と細胞内 Caイオン猥度の関係を調

べたところ， NZ-105が収縮蛋白系に直接作用して，

Ca感受性を増加させていることが示唆された。ま

た，培養血管平滑筋細胞において， NZ-105はカフェ

イ` ノによる Ca遊離を抑制し， リアノシン受容体に

結合する可能性があることがわかった。

心筋の収縮は筋長依存性が強い。これは，張力依

存性に Caイオンに対するトロポニンの親和性が変

化するものと考えられている。 BDMは心筋の Ca

transientよりも張力を強く抑制する。心筋の収縮中

に，筋長を最大筋長から 10%急激に短縮させると，

Ca信号にハンプが見られ，これはトロボニンから

Caイオンが外れるためと考えられている。 BDM存

在下で筋長を同様に変化させても，光信号のハンプ

は観察されなかった。この結果は，心筋トロボニン／

の Caイオンに対する親和性は，張力依存性に変化

することを支持している。

3. 気管平滑筋細胞の Caチャンネルの修飾機序

に関する研究

気管平滑筋には M3受容体が存在し Caチャンネ

ルを修飾している。その細胞内機序を whole-cell

clampにより解析した。 Ca電流の減衰は速い相と

遅い相に分かれ，速い相は細胞内 Caイオンにより

不活性化された。遅い相は百日咳毒素により抑制さ

れなかったが， GTP除去により消失したので， G,と

は異なる GTP結合蛋白を介した抑制機構があるも

のと考えられる。

4. 骨格筋の興奮収縮連関に関する研究

新しい蛍光指示薬 furaptraは， Caおよび Mgイ

オンと結合し，蛍光励起スペクトルが変化する。 Ca

イオンと Mgイオンに対する解離定数はそれぞれ

44μM, 5.3mMであり，筋が静止している状態では

Mg試薬として，活動時には Ca試薬として用いる

ことができる。 Furaptraを蛙骨格筋の単一筋線維内

に注入して，静止時の細胞内遊離 Mgイオン濃度を

測定したところ， 0.4mMであった。リンゲル氏液中

の Mgイオ｀ノ濃度を高めたり， Naイオンを Liイオ

ンと置換しても，細胞内 Mgイオン濃度はほとんど

変化せず， Mgイオン電極で得られた結果と異なっ

た。また，収縮時の細胞内 Caイオ｀ノ濃度変化を fur-

aptraにより測定し，ェクオリンの Ca信号と比較し

たところ， furaptraの蛍光強度変化は Catransient 

によく対応することが明らかになった。エクオリ｀ノ

のCa信号は furaptraのCa信号と異なり，明らか

な遅延を示した。

蛙骨格筋の f3受容体を剌激すると収縮が増強さ

れる。この時細胞内 Catransientのヒ゜ークも増高す

る。この効果は cAMPの効果を介しているものと考

えられるので，微小ガラスピペット内に cAMPを充

填して注入したところ 9 /3受容体刺激と同様の結果

が得られた。

5. X線回折法による心筋のクロスブリッジの変

化の解析

心筋の収縮の時間経過は， ミオシンのアイソザイ

ムにより異なることが知られている。甲状腺機能克

進および機能低下状態にしたフェレ y 卜の心室筋を

用いて， X線回折法によりクロスブリッシの経時的

変化を収縮と同時に記録し，収縮の時間経過とクロ

スブリッジの動態の関係を調べた。機能九進症では

クロスブリッジの変化の時間経過が速いことがわ

かった。

6. エクオリンの発光に対する温度の効果

ェクオリンの発光は温度により変化する。エクオ

リンを細胞内 Ca指示薬として用い，液温を変化さ

せると，それぞれの温度における細胞内 Caイオソ

濃度と発光の関係を知る必要がある。そこで， Ca希

釈液および Ca-EGTAbufferを用いて， Caイオン

濃度ー発光関係を， 30℃,18℃, 7℃, 4℃でもとめ，

発光から Caイオ｀ノ濃度を計算するのに必要な定数

を得た。

II. 運動生理学に関する研究

1. 人の足の機能の左右差に関する研究

山梨県塩山市奥野田小学校の児童を対象に，本年

度も，足の機能の左右差の発達に関する研究をおこ

なった。手足ともに右利ぎの児童のうち，左足が支

持足である児童の方が，右足の支持足である児童よ

りも，直立時安定保持能力が優れていることがわ

かった。

研究業績

I. 原著論文

1. 筋生理学に関する研究

1) Okazaki, 0., Suda, N., Hongo, K., Konishi, M. 

- 26 -



and Kurihara, S. : Modulation of Ca2+ transients 

and contractile properties by /3-adrenoceptor stimu-

lation in ferret ventricular muscles. J. Physiol. 

423 : 221-240 0990) 

2) Pape, P.C., Konishi, M., Hollingworth, S. and 

Baylor, S.M. : Perturbation of sarcoplasmic 

reticulum calcium release and phenol red absorban・

ce transients by large concentrations of fura-2 in-

jected into frog skeletal muscle fibers. J. Gen. 

Physiol. 96: 493-516 (1990) 

3) Kurihara, S., Saeki, Y., Hongo, K., Tanaka, E. 

and Suda, N. : Effects of length change on intracel・

lular Ca2+ transients in ferret ventricular muscle 

treated with 2, 3-butanedione monoxime CBDM). 

Jpn. J. Physiol. 40: 915-920 0990) 

4) Hongo, K., Tanaka, E., Kiyota, H. and Kurihara, 

S. : Pertussis toxin blocks effects of acetylcholine 

on Ca transients and tension in isoprenaline treated 

ventricular muscle. J. Mol. & Cell Cardiol. 22(1] 

suppl.) : 30 Cl 990) 

5) Saeki, T., Hongo, K., Tanaka, E. and Kurihara, 

S.: Tension and intracellular calcium transients in 

response to step length changes during ouabain 

contracture in cardiac muscle. J. Mo! & Cell Car-

diol. 22(1] suppl.) : 28 (1990) 

6) Nishijima, H., Tamura, T. and Kokubun, S.: 

The effect of a newly synthesized dihydropyridine 

on intracellular Ca2+ movement in vascular smooth 

muscle cells. Jpn. J. Pharmacol. 52(1 suppl.) : 82 

(1990) 

7) Tamura, T., Saigusa, A. and Kokubun, S.: 

Mode of action of a newly synthesized dihydropyr-

idine derivative, NZ-105, on L-type Ca2+ channels. 

Jpn. J. Pharmacol. 52(1 suppl.): 296 (1990) 

8) Kokubun, S., Tamura, T. and Saigusa, A. : Com-

parison of effects of a novel dihydropyridine deriva-

tive, NZ-105, on L-type Ca channels between vascu-

lar smooth muscle cells and ventricular cells. Eur. 

J. Pharmacol. 182(2) : 252-253 (1990) 

9) Kurihara, S., Tanaka, E., Hongo, K., Okazaki, 0. 

11) Suda, N., Kokubun, S., Kurihara, S., Soejima, M. 

and Miura, Y.: Mechanisms underlying the nega-

tive staircase contraction accompanied by prolon-

gation of action potential in rat ventricular muscle. 

Jpn. J. Physiol. 40(suppl.): 270 (1990) 

12) Matsubara, I., Yagi, N., Saeki, Y., Suda, N. and 

Kurihara, S.: Weak and strong binding of cross 

bridges in fast and slow muscles of the chick. Jpn. 

J. Physiol. 40(suppl.) : 242 (1990) 

13) Baylor, S. M., Hollingworth, S., Konishi, M. and 

Pape, P.C.: Studies of the E-C coupling mechanism 

in intact skeletal muscle fibers. Biophys. J. 57 : la 

(1990) 

14) Konishi, M., Hollingworth, S. and Baylor, S.M.: 

Myoplasmic calcium transients in intact frog twitch 

fibers monitored with furaptra (= Magfura-2) and 

purpurate-diacetic acid (= PDAA). Biophys. J. 
57: 344a (1990) 

15) 清田 寛（日体大）．栗原 敏：骨格筋に対するカテ

コールアミンの効果．体力科学． 39(6): 679 (1990) 

16) 山下俊一，國分慎一朗，飯倉洋治：モルモット単離

気管平滑筋細胞 Ca2十チャンネルに対する PAFの作

用．アレルギー (Jpn.J. Allergology). 39(9) : 1130 

(1990) 

2. 運動生理学に関する研究

l) 臼井永男，尾泉博，栗原敏：運動負荷時の血中

酸素濃度変化を無侵襲的に測定する試み．体力科学． 39

(6) : 526 (1990) 

2) 碓井外幸＊，佐々木弘志＊，岡野亮介＊，勝木健一＊，勝

木道夫＊ （＊北体研），小林啓三（ヘルシーライフプラン

ニング），小野寺昇，大畠襄，栗原敏：循環機能

を評価する新しい指標の導入に関する研究．体力科学．

39(6) : 716 0990) 

3. 腎生理学に関する研究

1) Suzuki, M., Kawahara, K., Ogawa, A., Morita, 

T., Kawaguchi, Y., Kurihara, S. and Sakai, 0.: 

[ Ca2+] i rises via G protein during regulatory vol-

ume decrease in rabbit proximal tubule cells. Am. 

J. Physiol. 258: F690-F696 (1990) 

and Saeki, Y.: Effects of intracellular acidosis on II. 総説

Ca2+ transients and tension in ferret ventricular 1) 栗原 敏，須田憲男，本郷賢一：心筋細胞内カルシ

muscle. J. Muscle Res. Cell. Motil. 11(4): 354 ウムイオンの動態心臓の細胞生物学（蛋白質核酸酵

(1990) 素）． 3500): 1688-1694 (1990) 

10) Hongo, K., Tanaka, E., Suda, N. and Kurihara, 2) 栗原 敏田中悦子：スボーツ心臓による肥大のメ

S. : Possible mechanism of muscarinic receptor カニズム．臨床スボーッ医学． 7(8): 881-887 (1990) 

stimulation on Ca transients and tension in ferret 3) 栗原敏：運動と心臓体力科学． 39(5):360-364 

(1990) ventricular muscles. Jpn. J. Physiol. 40(suppl.) : 

266 (1990) 4) 栗原 敏，小西真人，本郷賢一，須田憲男，田中悦
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子：温血動物心筋における細胞内 Caイオ‘ノ動態と弛

緩．薬理と治療． 18(13suppl.) : 193-199 (1990) 

III. 学会発表

l) 本郷賢一，田中悦子，須田憲男，栗原 敏：心筋細

胞内 Caと収縮に対するムスカリン受容体刺激の作

用．第 67回日本生理学会大会． 4月．宮崎．

2) 須田憲男，三浦靖彦，副島道正，霰分員一朗，栗原

敏：心室筋段階現象における一過性外向き電流 (A電

流）の役割第 67回日本生理学会大会． 4月．宮崎

3) Saeki, Y., Hongo, K., Tanaka, E. and Kurihara, 

S. : Tension and intracellular calcium transients in 

response to step length changes during ouabain 

contracture in cardiac muscle,第 8回国際心臓研究

会． 6月．新潟．

4) Kokubun, S., Tamura, T. and Saigusa, A.: Com-

parison of effects of a novel dihydropyridine deriva-

tive, NZ-105, on L-type Ca channels between vascu-
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回国際薬理学会． 7月． Amsterdam.

5) 小西真人， Baylor,S.M., Hollingworth, S. and 

Harkins, A.：骨格筋細胞内 Ca'transientの大きさと

時間経過ーfuraptra,purpurate-diacetic-acidによる

光学的測定ー．筋収縮・細胞運動研究会． 10月．東京．

6) Kurihara, S., Hongo, K. and Tanaka, E.: Altera-

tions in Ca transients, tension and the cross-bridge 

cycling rate by beta-adrenoceptor and muscarinic 
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第 2回アシアオセアニア生理学会． 11月． NewDelhi, 

India. 

7) 山下俊一，國分樋ー・朗，飯倉洋治：モルモ、ノト単離

気管平滑筋細胞 Ca2チャンネルに対する PAFの作

用．第 40回日本アレルギ＿学会総会． 11月．長崎．

8) ｛青田 寛，栗原 敏：骨格筋に対するカテコールア

ミンの効果．第 45回日本体力医学会大会． 9月．福岡．

9) 山下俊一，國分員一朗： Platelet-activatingfactor 

(PAF)によるモルモ、ノト気管平滑筋細胞の収縮と
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討．第 68回日本生理学会大会． 3月．京都
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の構造と血管選訳性の関係．第 64回日本薬理学会総

会． 3月．神戸．

13) ¥ili島博明，田村徹太郎，國分員一朗： DHP誘導体は

平滑筋細胞内 Ca2十貯留部位に影響を与えるか？．第 68

回日本生理学会大会． 3月．京都．

14) 「0村徹太郎，闘分慎一朗：血管平滑筋と心筋の Ca

チャンネルは，立体構造上違いがあるか？．第 68回日

本生理学会大会． 3月．京都．

15) 國分員朗，三浦靖彦：細胞内 Caイオンにより活
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京都
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教授：松田 誠 ビタミン B6と中枢神経機

ム月ヒヒ＇ 

助教授：水野有武 視覚に関する神経生化学

講 師： 小林 孝彰 ニューロンの分化の生化学

講師：大川 清 癌胎児性抗原の解析

講 師： 八木 康之 視神経再生の分子生物学

研究概要

I. 抑制性伝達物質 y—アミノ酪酸の研究

神経終末には， y-アミノ酪酸 (GABA)に関する

代謝的・機能的にことなる二つのプールが存在する

ことを明らかにしてきた。一つは，グルタミン酸か

ら新しく合成された GABAのプ ール (GADプール

と仮称）であり， GABAトランスアミナーゼ

(GABA-T)の作用をうけにくく，また，脱分極剌激

で， Ca2十依存的並びに非依存的に放出される。もう

一つのプールは，外から取り込んだ GABAのプー

ル (GABA-Tプールと仮称）で， GABA-Tの作用

をうけやすく，脱分極刺激では，完全に Ca2十非依存

的に放出される。

本年は， この両フ゜ールの性質をさらに詳しく知る

ために，両フ゜ールに対する GABA-T阻害剤や高濃

度 GABAの添加の影響を検討した。その結果，①

GADプールはその大きさを変えにくいのに，

GABA-Tプールは自由に変わりうる。② GAD

プールと GABA-Tフ゜ールはお互いに交流し合わな

い。③ GABA-Tプールの GABAは， GADプール

のそれと異なり， Ca2十依存的に放出されないことが

分かった。このことから，両フ゜ールはそれぞれ別々

の神経終末に局在している，すなわちグルタミン酸

脱炭酸酵素 (GAD)を保有する終末と GABA-Tを

保有する終末は，それぞれ異なるという仮設を提出

した。

昨年に続き，アミノブチルアルデヒドを GABA

に酸化する酵素を精製し，その性質のいくつかを明

らかにした。約 400倍に精製した酵素をつかって調

べたところ，分子量は 210,000で， 4イ固のサプユニッ

トから構成されていること，またアミノ酸組成1ま，ヒ

卜肝アルデヒド脱水素酵素 (E1,E2)のそれに極めて

よく似ていることが分かった。

II. 神経組織の再生・分化の生化学

1. ユビキチンと神経細胞分化

ュビキチ` ノ (Ub)はheatshock proteinの一つで

あり，細胞内の不要蛋白と結合し，その分解を促進

する。アルツハイマー病では神経原繊維変化に Ub

が結合し，これが蓄積しているのが知られている。昨

年に続いて，神経モデル細胞 PC12hを用い，神経成

長因子 (NGF)による分化過程における Ub系の動

態を検討した。 NGF添加後， Ub結合蛋白は増加す

るが，それにおくれて Ub依存性蛋白分解酵素の活

性が低下した。このことから神経分化の過程で， Ub

結合蛋白が蓄積するのは，基質となる蛋白質の増加

の他に， Ub依存性蛋白分解酵素の活性の低下が重

要な要因であることが考えられた。現在，神経変性

疾患におけるこの酵素の関与を検討している。

2. 一過性脳虚血とユビキチン

海馬 CAl細胞は，記憶に関する重要な役割を担っ

ていることが知られている。虚血後の記憶喪失は，こ

のCAl細胞の壊死に深い関係があると考えられる。

すでに一過性脳虚血後の海馬において Ub結合蛋白

質が増加していることを見い出したが，今回は，細

胞下分画法を用いて蛋白質の分布をしらべた。 20分

虚血再灌流 24時間後の CAl部位において増加する

Ub結合蛋白の多くは TritonX -100に不溶性のも

のが多く，また増加した Ub結合蛋白の細胞内局在

は，膜成分とくにミトコンドリア分画であった。こ

のUb結合蛋白は SDSや（一部は）尿素によって可

溶化された。不溶性の Ub結合蛋白の増加が虚血性

神経細胞死と密接に関係することが明らかになっ

た。

3. 外部ヽングナル制御型キナーゼの活性と神経系

細胞の成長・分化

NGFの作用機構は，外部シグナル制御型キナー

ゼ(MAP-K)とチロシソキナーゼが連鎖的に活性化

されることから始まるといわれる。当研究室では今

までガングリオシド (GS)の神経分化促進作用をし

らべてきたが，今回は， この MAP-Kに対する GS

の効果を検討した。ニワトリ胚後根神経節の培養系

を用いて調べたところ， GSは NGFによる MAP-K

の活性化を 2-3倍増強することが明らかになった。

おそらく GSの作用点は NGFに応答するシグナル

伝逹経路の途中にあると考えられる。

一方，インスリンには NGF同様 MAP-K活性化

作用があることが知られている。糖尿病にみられる

神経障害が，この MAP-Kの活性化不足によるので

はないかと考え，自然発症糖尿病ラノト (WBM/

kob)を用いて， MAP-Kの活性を測定した。結果は

予想通り，いずれの組織においても活性が低下して

おり， とくに神経組織では顕著で，坐骨神経のよう

に20%以下に落ちる場合もあった。
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III. 癌細胞蛋白質の解析 夫を要するが，当教室では dTセルローズカラムで

1. 癌細胞のユビキチン結合蛋白 mRNAを単離→逆転写酵素で DNA→ PCRで増

各種の癌細胞，正常細胞についてュビキチン(Ub) 巾→ DNAプローブでサザンブロットを行った。そ

結合蛋白を解析したところ，一般に癌細胞（胚，肝， の結果， ラット網膜 (1枚 10mg)中にチューブリン

膵，前立腺など）ではこれの蓄積がみられ， とくに mRNAを同定し得た。しかし，カエルの場合と異な

細胞質の蓄積が特徴的であった。しかし，正常細胞 り，視神経切断時に増加することはなかった。

でもわずかに Ub結合蛋白を蓄積しているものもあ

り， とくに蛋白質の代謝回転の速いと考えられる細 V. ビタミン B6の腸管吸収の研究

胞（例えば消化管上皮細胞など）にみられた。その 従前からの主張である，「各ビタミン B6fますべて

意義について現在検討中である。 腸管でピリドキサルになってから吸収される」を，ピ

Ubと標的蛋白との結合はリジン残基のアミノ基 リドキサミンで証明した。すなわち〔3HJピリドキ

であることが知られている。また糖尿病時に見られ サミンをマウスに経口投与した後，門脈に現われる

るグリケーショ｀ノの部位も同じアミノ基であるとさ [3HJの分布をしらべ，定量的にピリドキサルおよび

れているので，蛋白質の Ub結合がグリケーション ピリドキサルリン酸に変化していることを実証し

によってどのように影響されるかを現在検討してい た。

る。

2. 癌特異抗体による診断 VI. 高木兼寛の医史学的研究

AFP (a-fetoprotein)は肝癌のマーカーとして最 脚気論争にみられた高木兼寛と森 鵡外の研究方

も優れているとされているが，それにしても，肝癌 法論の相違を比較研究した。

の約 30%はAFP非産生癌であるので，これをカ

バーする新しいマーカーが期待されている。当研究

室では肝癌が産生するトランスフェリンの糖鎖の微

少変異に着目し， この変異を高感度で検出するシス

テムを開発した。この方法で種々肝癌細胞を調べた

ところ，肝癌に特異なトランスフェリン糖鎖が存在

することを見い出した。現在， この糖鎖に対する単

クロソ抗体を作製中である。

その他，従来の続きであるが，胎生初期胎児組織

を用いて卵巣癌，肺癌，乳癌，腎癌の各関連抗原に

対する多数の単クロン抗体を得ているので，血清診

断への応用のため，現在 ELISA系でスクリーニン

グ中である。

IV. 眼の生化学的研究

1. レーザーラマン分光法による白内障の研究

遺伝性の朱宮白内障ラ、ノト (SCR)をつかい， ラ

マン分光法によって水晶体の蛋白中s-s結合を測

定したところ有意な減少が認められた，また組織学

的には水晶体核の後方編位が認められていたが， ラ

マン分光法による s-s結合の分布からも後方偏位

が実証された。グルタチオン呈（還元型 GSH, 酸化

型 GSSG両者）を測定したところ GSHの有意な減

少をみとめた。上記蛋白 s-s結合の減少とこの

GSHの減少は，おそらく蛋白 S-S+GSH→蛋白

SH+GS-SGのためと考えられる。

2. 網膜内 mRNAの測定

網膜のような小組織の mRNAを測定するにはエ
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mRNA発現．第 63回日本生化学会大会． 9月．大阪
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13) 朝倉正，林 敬，水野有武，松田誠： ン`ナプ

トゾーム内 GABAのコンパートメソトにつし、て．第

63回日本生化学会大会． 9月．大阪．［生化学． 62:855 
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14) 高田耕司，阿部俊夫，石橋由朗，城謙輔，大川 清，
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16) 大川 清，城謙輔，木村英三，高田耕司，村江正
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の診断治療への応用．第 107回成医会総会． 10月．東

京

17) 小林孝彰： C6細胞の突起数変異株の単離と変異の

一因であるラミニンの分布の検討．第 61回日本動物学

会大会． 10月．新潟．［Zoo!.Sci. 7 : 1065 (1990)] 

18) 高田耕司，松田 誠，宝意幸治：微小管毒による

PC12細胞のユビキチ‘ノー蛋白質結合体の変化．第 61

回日本動物学会大会． 10月．新潟．

19) 水野有武，戸島左代子，中野 匡，朱宮正剛：遺伝

性白内障 SCRラットの水晶体タンパク質とグルタチ

オンの SH基s-s結合．第 17回水晶体研究会． 1月．野

田．

20) 松田誠水野有武，桜井多恵，朝倉正：ピリド

キサミンの吸収と代謝．ビタミ｀／ B研究委員会． 2月．
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栄養学

教 授 ： 林 伸一

助教 授： 村上 安子

講師：亀地隆明

研究概要

栄養学・代謝調節

代謝調節

代謝調節

I. オルニチン脱炭酸酵素 (ODC)の調節機序に関

する研究

高等動物におけるポリアミン合成の鍵酵素である

ODCは数分から数十分の半減期で迅速な代謝回転

を営み，各種の増殖刺激によって顕著に誘導される。

当教室では ODCの量的制御を遺伝子発現調節のモ

デル系として捉え，合成と分解の両面からその分子

機序を追求している。とくに，ボリアミンによって

誘導される特異的阻害蛋白質アンチザイムとの結合

が ODCの分解を促進することを昨年度研究で証明

した。今年度の成果は以下の通りである。

1. アンチザイムによる ODCの合成抑制

ポリアミンによる ODCの負のフィードバック調

節は合成抑制と分解促進の両機序による。昨年度は，

アンチザイム遺伝子をデキサメサゾンで誘導可能な

プロモーターに連結して HTC細胞に導入し安定な

形質転換細胞 (HZ7)を得て，デキサメサゾンによ

るアンチザイム誘導が ODCの迅速な分解をひきお

こすことを明らかにした。そこで今回は， ODCの合

成抑制にもアンチザイムが関与する可能性を検討し

た。上記の HZ7細胞にデキサメサゾンを添加すると

ODC蛋白質への [35S]メチオニンのとりこみが顕著

に低下することが判った。対照の HC4細胞ではこ

のような効果はみられなかった。この結果がアンチ

ザイムによる真の合成抑制によるのか，あるいは合

成直後の ODCの分解をアンチザイムが選択的に促

進するためにおこる見かけの合成抑制によるのかは

現在検討中である。

2. アンチザイム発現による細胞内ボリアミン濃

度の減少と細胞増殖の抑制

アンチザイム遺伝子を導入した HZ7細胞におい

て，デキサメサゾン添加によりアンチザイムを発現

1) 松田 誠：高木兼寛伝．講談社．（1990) させると細胞内のプトレッシンとスペルミジ｀ノ濃度

2) 松田 誠水野有武：新訂医化学．学文社．（1990) が著明に滅少し，細胞増殖が抑制された。デキサメ

サゾンを除くと増殖は回復した。これらの現象はベ

V. その他 クターのみを導入した対照細胞ではみられなかっ

1) 小林孝彰：細胞運動における細胞骨格の動的性質． た。これらの結果により，ポリアミソ合成の調節に

平成 2年度科学研究費補助金（総合研究 A，研究課題番 おけるアンチザイムの寄与の重要性が示された。

号 01304059, 研究代表者：能村堆子）研究成果報告書．
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3. アンチザイム mRNAの翻訳機構

昨年度までの研究で， cDNAと遺伝子の構造解析

により，アンチザイム mRNAには完全なコード領

域がなく， フレームシフト（翻訳よみ枠のずれ）の

可能性が示唆された。今年度はアンチザイム cDNA

をもとに試験官内で mRNAを合成し， ウサギ網赤

血球溶血液で翻訳させアンチザイムを合成させる系

を用いて検討した。その結果，アンチザイム mRNA

の翻訳がポリアミン添加で 10倍以上促進される一

方， コード領域の途中に 1または 4塩基欠失を導入

した変異 mRNAはポリアミン無添加で高率に翻訳

されポリアミンによる翻訳促進はなかった。これら

の結果により，アンチザイムの翻訳には途中でプラ

ス 1のフレームシフトが必要であり，ボリアミンの

翻訳促進効果はフレームシフト効率の増加によるこ

とが確かめられた。

4. ラットアンチザイム追伝子の構造解析

89年度研究において，クローン化したアンチザイ

ムの遺伝子の全塩基配列を決定し，エクソン部分の

一次構造が全長 cDNAの構造と完全に一致するこ

とを確認した。今年度は本遣伝子の 5'側近接領域を

CAT遺伝子の 5'上流に連結して CHO細胞に導入

したところ， この領域が強いプロモーター活性を有

すること， したがってクローン化した本遮伝子が細

胞内で発現しうることが確認された。またラットゲ

ノム DNAにはアンチザイム cDNAとハイブリダ

イズする遺伝子がもうひとつ認められるので， これ

をクローン化し構造を解析した結果，イントロンを

含まない偽遺伝子であることがわかり， cDNAと93

パーセントのホモロジーを示すが蛋白質をコードし

得ない構造であることが確認された。これにより，さ

きに単離したアンチザイム遺伝子の正当性がうらづ

けられた。

5. ODC分解系の検討

マウス癌細胞由来の ODC過剰産生細胞は全細胞

質蛋白質の約 10パーセントを本酵素が占め，本酵素

の自殺基質である、ンフルオロメチルオルニチソ

CDFMO)存在下にも増殖可能である。本細胞を

DFMOを含まない培地で培養すると ODC分解が

すみやかに誘導される。このような条件下の本細胞

から調製した抽出液中でぱ純化 ODCの分解が充進

することをみいだした。これが ODCの生理的分解

を反映する系であるかどうかを検討中である。また，

半減期の短い蛋白質の分解は一般にリソゾーム非依

存性の細胞質内蛋白質分解機構によるものと推測さ

れているが，マウス腎およびラット肝のリソゾーム

分画に抗 ODC抗体と反応する抗原物質が検出さ

れ， ODC分解におけるリソゾームの関与が示唆され

た。

6. ODCのリン酸化

マウス乳癌細胞由来の ODC過剰生産株を用い

て， ODC蛋白質がリン酸化されることを証明した。

次1こ戸S]メチオニンと [32P］リン酸でそれぞれラ

ベルした細胞から ODCを精製し，平板ゲル等電点

電気泳動法で解析した。その結果，等電点の異なる

4本の ODC蛋白質バンドが検出され，そのうち 3本

のバンドに 32pの取り込みが観察された。すなわち，

従来から指摘されていた ODC蛋白質の不均一性ぱ

ODC蛋白質のリン酸化量の差であることが明らか

となった。また， ODC蛋白質は細胞内ボリアミン含

量によりその半減期が変化するが，半減期の長短に

かかわらず 4本のバンドの含量比ぱ一定であり， リ

ン酸化は ODC蛋白質の分解調節には関与しないこ

とが示唆された。

7． ポリアミン構造類似休によるアンチザイム誘

導作用

城西大学薬学部との共同研究により，化学合成し

た種々のボリアミ‘ノ構造類似体のアンチザイム誘導

能を調べた。 HTC細胞での検討の結果，修飾基の構

造と位置によりアンチザイム誘導能は著しく異なっ

ていた。なかでも，＼ーメチルスペルミジ｀ノと 1-

（3-アミノプロビル）ー4-（アミノメチル）ピペリ

ジンは生理的ポリアミンに比べて低毒性で強いアン

チザイム誘導能を示した。またスペルミソ誘導体で

ある NI,NI2ービス（エチル）スペルミソは低浪度で

強いアンチザイム誘導能で示した。さらに， これら

の誘導体は生理的ボリアミンと同様に，翻訳の過程

を促進することが示唆された。

II. 実験栄養学的研究

L 大豆蛋白質の降コレステロール効果の動物種

差

大豆蛋白質の降コレステロール効果が糞へのステ

ロイド排泄促進にもとづくことをこれまでに示唆し

てきた。ラットと異なり，雌マウスではカゼイン食

で飼育しても大豆蛋白食と同様に血漿コレステロー

ル濃度の増加がなく，糞へのステロイド排泄率にも

両群に差がないことを昨年度 ["C]コレステロール

胃内注入法によって示した。今年度ぱ， このことを

3系統の雄マウスでも確かめ，血漿コレステロール

猥度に対する食餌蛋白質の効果の種差がステロイト

排泄率に対する効果の種差と相関することを明らか

にした。
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2. 肥満マウスの攻撃行動低下

追伝性肥満マウス (ob/ob)やゴールドチオグル

コース肥満マウスでは雄マウス特有の攻浮行動が低

下し，顎下腺と包皮腺が縮小する。今回， DNA量測

定により腺の細胞数減少を証明した。また， pair-

feed実験，高脂肪食やカフェテリア食肥満の実験に

より，攻撃行動低下が肥満の直接効果である可能性，

または腺縮小を介する可能性はいずれも否定され

た。

研究業績
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10) 村上安子，松藤千弥，宮崎陽一，林 伸一：アンチ

ザイム遺伝子導入細胞におけるオルニチン脱炭酸酵素
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11) 亀地隆明，林伸一，伊藤潔，五十嵐ー衛： ODC

過剰産生細胞におけるボリアミン合成のボリアミンに
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12) 伊藤潔，柏木敬子，渡辺伸一，亀地隆明，林伸

ー，五十嵐―—衛： In uitro ODC合成に及ぼす mRNA
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IV. 著書

1) Canellakis, E.S. and Hayashi, S. : The role of 

antizyme in the regulation of omithine decarbox-

ylase activity in eukaryotic cells. Bachrach, U. 

and Heimer, Y.M., eds.: The Physiology of 

Polyamines. Vol. 1. CRC Press, Boca Raton. 315-

330 0989) 

2) Yamashita, J., Fujita, Y., Kamimura, M. and 
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cholesterol metabolism in rats and mice. Sugano, 

M. and Beynen, A.C., eds. : Dietary Proteins, Cho-
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第 1 薬 理 学

教授：川村将弘 内分泌薬理学

助教授：柳橋和利 内分泌薬理学

講師：中道 昇 内分泌薬理学

講師：大野裕治 内分泌薬理学

研究概要

I. 副腎皮質細胞における糖質コルチコイド産生調

節機構に関する研究

副腎皮質は外側より顆粒層，束状層及び網状層の

三層より形成されている。生理学的には顆粒層細胞

からは，アンギオテンシン IIの剌激により鉱質コル

チコイドであるアルドステロンが産生分泌され，束

状層細胞からは副腎皮質剌激ホルモン (ACTH)の

刺激により糖質コルチコイドであるコルチゾルおよ

びコルチコステロンが産生分泌される。副腎皮質細

胞におけるこれらステロイドホルモン産生に参画す

る細胞内情報伝達物質は，アンギオテンシン IIの場

合は Ca2十であり， ACTHの場合は cyclicAMPで

ある事は広く認められている。しかしながら，

ACTHにおいては cyclicAMPのみならず Ca2十も

またその細胞内情報伝達物質となる可能性を示唆す

る報告が我々を含めて数多くみられる。しかしなが

ら，糖質コルチコイド産生機構における Ca2十の参

画の意義については未解決のまま残っている。又，ス

テロイドホルモン生合成の律速段階は， ミトコンド

リア内膜におけるコレステロール側鎮切断反応であ

るため，細胞内伝達物質がどのような機序でミトコ

ソドリアにおけるステロイドホルモンの生合成を促

進するかは非常に興味ある問題であると共に未だ明

確にされていない。したがって当教室においては，副

腎皮質束状層細胞における糖質コルチコイド産生に

際しての細胞内伝達物質としての Ca2十の重要性と

細胞内情報伝達物質により引き起こされる種々反応

について，幾つかの生理活性物質や薬物を toolとし

て，遊離及び初代培養副腎皮質束状層細胞を用いて

研究している。

1) ATPを用いた研究

ATPが細胞内においてエネルギー源として，ま

た各種リン酸化反応におけるリンの供給原として細

胞機能の調節に中心的な役割を果たしていることは

言うまでもない。ところで ATPはストレス等種々

の剌激により，神経末端，血管平滑筋，骨格筋，赤

血球等から放出され，血中濃度は一時的には数十

mM以上にも達することがある。しかも近年，細胞
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外 ATPが血小板，肥満細胞，平滑筋細胞等の細胞膜

に存在するプリン受容体に作用することにより各々

血小板疑集， ヒスタミン放出，平滑筋弛緩などを引

き起こすことが発見され，細胞外 ATPもホルモン

やオータコイドと同様に生体の機能調節に重要な役

割を果たしていることが明らかになりつつある。さ

てストレス対応ホルモンとして糖質コルチコイドは

有名であるが， もし ATPに副腎皮質細胞を刺激し

糖質コルチコイド産生分泌を促進する作用があるな

らば，生体にとっては好都合であるとともに細胞外

ATPの持つ生理的意義をより明確にできる。また，

この ATPの上記のような作用の細胞内情報伝達物

質としては Ca2+が有力な候補として考えられてい

る。したがって，我々は ATPの副腎皮質束状層細胞

における糖質コルチコイド産生能に対してはどのよ

うな影響を与えるか，その時の細胞内情報伝達物質

は何であるか，いかなる受容体を介してその作用を

発現するのか等の検討を行なっている。

（細胞内情報伝達物質について）初代培養ウシ副腎

皮質細胞を ATPと共にインキュベートすると，

ATPは濃度依存的 (lμM-1mM)に細胞外 Ca2+

に依存して，細胞内 cyclicAMP濃度の増加なくし

てコルチゾル産生を促進した（なお， ラット副腎皮

質細胞においては ATPは糖質コルチコイド産生を

促進したが， ウシの場合に比較してその作用は非常

に弱かった）。すなわち， ATPは細胞膜の特異的受

容体に結合し，その結果なんらかの細胞膜を介する

情報の伝逹がおこなわれ，細胞外から Ca2+が細胞

内へ流入し細胞内 Ca2十濃度 ([Ca2+]i)が上昇する

ことによりコルチゾルの産生を促進したと推測され

る。従って，［Ca2+Jiの ATPによる変動およびその

機序を知る為に蛍光性細胞内 Ca2十指示薬である

Fura 2を用いて検討した。まず，初代培養ウシ副腎

皮質細胞をコラゲナーゼで培養皿より剣離せしめ，

遊離細胞の状態で Fura2を負荷し ATPによる

[Ca2+]iの変動を調べたところ， Ca2＋は急激に一過

性の上昇をした（初期相）後やや低下し非刺激時よ

りも高い状態で安定した高値を持続した（持続相）。

ATPのこの作用は濃度依存的でしかも， コルチゾ

ル産生促進作用を示す濃度と一致した。又，細胞外

にCa2+を添加していない実験条件下では， ATPは

[Ca2+]iを上昇させるが初期相は小さくなり持続相

は消失した。また，持続相の途中で過剰な EGTAを

加え細胞外 Ca2+を除去すると持続相は消失する。

すなわち，細胞外 ATPは副腎皮質束状層細胞にお

いては最初は細胞内の Ca貯蔵部位から Ca2+を遊

離させ，ついで細胞外からの Ca2十の流入を促進す

ることにより細胞内 Ca2十濃度を高め，その結果糖

質コルチコイド産生を促進することが明らかとなっ

た。ついでカバーグラスに付着した状態の初代培養

ウシ副腎皮質細胞を用いて ATPによる [Ca2+]i変

動の測定を試み成功した。この方法を用いてより詳

細に ATPのこの作用の様式を検討中である。

（受容体について）細胞膜 ATP受容体は P2と命

名されている。巳受容体はアゴニストによる惑受性

および受容体を介する情報伝達物質の相違から，少

なくとも P2xとP2Yのサブタイプに分けられてい

る。ウシ副腎皮質細胞の場合は，糖質コルチコイト

産生活性の他のプリソ誘導体との比較が ATP>

ADP>> >AMP=アデノシ｀／ ＞ ＞ ＞ a， fJ-

metylene ATPであり，かつ細胞内情報伝達物質が

Ca2十であることから ATP受容体は P2Yであるこ

とが強く示唆された。しかしながら，受容体タイプ

をより明確にするために，最近開発された特異性の

高い P2y受容体リガンドを用いて結合実験を行な

い受容体タイプの同定を試みている。予備的な実験

によりやはり P2yタイプである可能性が強いとい

う結果を得ている。

II. 副腎皮質細胞の増殖に関する研究

副腎皮質細胞はステロイドホルモン合成能を持つ

比較的細胞機能の分化した細胞といえる。したがっ

てその分化増殖について検討することは興味があ

る。現在までウシ副腎皮質細胞に対して増殖促進的

に作用する細胞増殖因子としてはインスリン様増殖

因子CIGF)，線維芽細胞増殖因子CFGF)，血小板由

来増殖因子(PDGF)などが報告されている。とくに

FGFについては副腎皮質細胞にも局在しており，

ォートクリ｀ノ的な働きをしている可能性が示唆され

ている。そこで我々はウシ副腎皮質組織ホモシェ

ネートより可溶性分画を採取し，初代培養ウシ副腎

皮質細胞に添加したところ著明な細胞増殖促進作用

が観察された。当初は FGFによるものと思われた

が， この分画に含まれる因子は熱処理を行なっても

失活しないので，熱に不安定な FGFではないこと

が明らかになった。現在まて IGF,PDGFの副腎皮

質細胞内局在は報告されていないので，新しい細胞

増殖因子の可能性が強い。純化を試みている。
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第 2 薬理学

教授：福原武彦 呼吸及び循環の中枢性調節

率的な適応的調節作用を示す。

Morphine (1.25-10 mg/kg i.v.）の T,T,, TEに

対する作用解析により， TEの神経性入力，化学調節

因子に対する調節性応答の morphine感受性が最も

に関する生理学ならびに薬 高く， TE神経回路における opioid系の関与の可能

理学，機能毒性学 性が示された。

講 師：木村直史 呼吸及び循環の中枢性調節 3) 薬物の呼吸性ニューロソ膜電位への影響

に関する生理学ならびに薬 呼吸中枢神経回路の構成要素である呼吸性ニュー

理学 ロンの薬理学的性格を検討した。

研究概要

I. 呼吸・循環の中枢性調節に関する生理学ならび

に薬理学的研究

l． 呼吸調節の中枢性統御神経機構とくに呼吸リ

ズム形成神経機構の生理・薬理に関する研究

l) 呼吸リズム形成神経機構の脳幹内局在と呼吸

性ニューロン活動の安定性

呼吸中枢は複数の異なる機能的サブシステムとし

ての神経機構群から構成される複合中枢である。呼

吸中枢の基幹的サブセンターである呼吸リズム形成

神経機構の脳幹内局在および本機構のニューロン構

成を検討した。

ウサギ脳幹の呼吸性ニューロン (173例）の自発発

射の定常性は高，低，様々であって，自発発射周期

のゆらぎの程度を示す変動係数 (CV)およびバルス

列の定常性を表現する自己相関係数 (CC)の値はそ

れぞれ l.1~41.9%,0,09~0.94の範囲にあった。呼

吸性ニューロン群は呼吸リズム形成過程との関連様

式からみて，異種的なニューロン集団である。 2,5%

以下の CV, 0,82以上の CC値を示す定常性の高い

10例の呼吸性ニューロン（吸息性および呼息性）は

すべて延髄外側部の小細胞性延髄縮様体に散在，分

布し， これらの呼吸性ニューロンは呼吸リズム形成

過程において主導的役割を演ずる呼吸リズム形成神

経機構の中核的要素であり，呼吸リズム形成神経機

構は小細胞性延髄網様体に局在することが示され

た。

2) 呼吸リズムの時間特性と morphineの影響

ウサギにおける横隔神経遠心性自発発射活動の呼

吸周期(T)，吸息相持続時間(T1)，呼息相持続時間

(T立について確率変数としての統計的性質の定量

的解析を行なった。 T,T1, TEはいずれも変動し，平

均値周辺で正規分布を示した。T1，および TEはそれ

ぞれ独自の神経機序によって決定され， T1神経回路

は TE神経回路に比べて安定度が大きい。 T1神経回

路は呼吸周期の変化に必要な定常的吸息を維持し，

TE回路ぱ呼吸周期の変化に対応して必要となる効

a) 麻酔薬の作用

除脳ネコの呼吸性ニューロン群において生理学・

薬理学的性格の不均一性の存在が示唆された。

Halothaneまたは thiopental適用により被験

ニューロソ（吸息性および呼息性）のほぽ半数例で

脱分極，他の例では過分極方向の変化を示したが，膜

電位変化振幅はすべてのニューロンで減少し，入力

抵抗は増大した。発火頻度は 47例中 38例で減少， 9

例で増加が認められた。ニューロンに対する両麻酔

薬の作用は多様であるが，同一ニューロンに対する

両薬の作用方向は同一であった。

b) Tetrodotoxinの作用

本薬物電気泳動適用後にネコ脳幹の腹側群呼息性

および吸息性ニューロンの活動電位の消失，呼吸周

期性膜電位変動の消失，、ンナプス電位振幅の減少ま

たは消失および膜の入力抵抗の増加が認められた。

自発性膜電位変動およびシナプス電位は外来性の相

性および緊張性シナプス入力によって発現してい

る。

4) 呼吸性ニューロンの横隔神経高頻度同期波

(HFO, high-frequency oscillation)との対応

度に対する薬物の作用

HFO対応度は呼吸中枢神経回路内での吸息性

ニューロン機能構成の一面を示す指標であり，対応

度の大きいニューロンは神経回路内の機能構成上，

呼吸中枢の出力性神経機構に所属し，呼吸リズム形

成神経機構の中核的要素である primary respira-

tory neuronの対応度は小であって， HFO形成過程

には関連していないと考えられる。

吸息相前半期の対応度は後半期のそれに比し有意

に大きい。 Thiamylal(2-10 mg/kg)静注により吸

息性ニューロンの HFO対応度は有意に低下した

（適用前， 0.45土0.04;適用後， 0.25土0.03,N =15)。

Fominoben (4 mg/kg)静注により吸息性ニューロ

ンの HFO対応度は有意に増大した（適用前， 0.38土

0.07;適用後， 0.57士0.09,N=l5)・代謝物 (PB88)

の作用強度は fominobenのほぼ 1/2であった。
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5) 高頻度同期波 (HFO)活動形成神経機構の活 に関する有用な非侵襲的・定量的評価法としての臨

動と薬物の作用ー横隔神経 HFOに対する 床応用が期待される。

morphineの作用

Morphine (1.25-10 mg/kg, i.v.）により，用量依

存的に HFOのピーク周波数の有意の低下． ピーク

面積の有意の減少，呼吸周期延長が起こり． これら

の変化は naloxoneにより拮抗された。コヒーレン

ス値には変化が認められず，左右の横隔神経 HFO

同期機序に opioid系は関与しないと考えられる。

6) 呼吸反射の中枢内統合機序の生理・薬理に関

する研究

ウサギにおいて吸息相，呼息相および両相で迷走

神経求心路に 5-160Hzの頻度の電気刺激を加え

HFOの変化を検討し，迷走神経求心性入力は呼吸

リズムおよび HFO形成神経機構に対してそれぞれ

異なった作用をもつことが示された。

2. 循環の中枢性調節神経機構の生理・薬理に関

する研究ー交感神経系のリズム発現の中枢機

序

1) 非呼吸性交感神経リズム

ウサギにおいて腎交感および頸部交感神経遠心性

活動相互間のコヒーレンス解析により，中枢神経系

内に 2-7Hzの周波数帯域をもつ交感神経リズム

を形成する独立の神経回路の存在が示唆された。

2) 非呼吸性交感神経リズムと上位脳の関係

ネコの腎交感神経遠心性活動のパワースペクトル

上の 6-9Hz帯域の著明なピークは橋中央のレベ

ルにおける脳幹横切断により消失する。この事実は

切断レベルよりも吻側の上位脳に腎交感神経活動の

6-9 Hz帯域成分発現に関与する一次的神経機構ま

たは下行性神経経路の存在を示唆する。

3. 筋ジストロフィー症治療薬の開発に関する研

究ーカルシウム依存性中性プロテアーゼ

(CANP)阻害薬の薬効評価法の基礎的研究

筋ヽ；；ストロフィーハムスター (UM-X7.1系， 9

~10週令）および正常ゴールデンハムスターに 25

週間にわたり高用量(300mg/kg•day) の loxistatin

(L)を連続経口適用し，スペクトル解析により左，右

上肢上腕部単極導出 EMGの変化を定量的に解析し

た。 L適用群の EMGスペクトルにおける最大パ

ワー値を示す周波数および平均パワー周波数の低下

が認められた。本研究のモデル動物を用いる新しい

EMGのスペクトル解析法は動物薬理試験における

定呈的薬効評価および Duchene型筋ジストロ

フィー症における骨格筋運動制御系の機能評価，呼

吸筋変性の進行の程度の機能的定量的評価および

CANP阻害薬の本症に対する治療薬としての薬効

II. その他

東京慈恵会医科大学学外共同研究費補助研究課題

「自律神経調節の機序に関する生理科学的研究」（第

18回自律神経生理研究会，＇ 90年 12月15日，東京慈

恵会医科大学において）および第 15回呼吸調節研究

会 ('90年 9月21日，東京）の代表世話人，第 20回

国際自律神経学会 (20.International Congress of 

Neurovegetative Research,'90年 9月10日～14

日，東京）の国際組織委員を務めた。

研究業績

I. 原著論文

1. 呼吸調節の中枢性統御神経機構， とくに呼吸

リズム形成神経機構の生理・薬理に関する研

究

1) Hukuhara, T., Jr.: Organization of the neural 

mechanisms for generation of respiratory rhythm in 

the brain stem. Control of Breathing and Dyspnea. 

11-18 (1991) 

2) Takano, K., Kato, F., Kimura, N. and Huku-

hara, T., Jr.: Respiratory related neurons with 

highly stable discharge located in the lower brain 

stem of the rabbit. Abstracts of XXth Interna-

tional Congress of Neurovegetative Research. 122 

0990) 

3) Kato, F., Tsukamoto, Y. and Hukuhara, T., Jr.: 

Differential effects of pentobarbital on centrally 

generated respiration-related activities: respira-

tory rhythm and high-frequency oscillation in the 

phrenic nerve discharge. Jpn. J. Pharmacol. 55 

(suppl.) : 184 (1991) 

4) Takeda, R., Haji, A. and Hukuhara, T., Jr.: 

Selective actions of anesthetic agents on membrane 

potential trajectory in bulbar respiratory neurons of 

cats. Pflligers Arch. 416: 375-384 0990) 

5) Takeda, R., Haji, A., Remmers, J.E. and Huku-

hara, T., Jr.: Respiratory pattern generation in the 

ventral respitratory group neurons. Control of 

Breathing and Dyspnea. 65-67 (1991) 

6) Takano, K., Kato, F., Kimura, N. and Huku-

hara, T., Jr.: Effect of thiamylal on correlation of 

inspiratory unit activity to phrenic high-frequency 

oscillation in the brain stem of the rabbit. Eur J. 

Pharmacol. 183(6) : 2354-2355 (1990) 

7) Takano, K., Kato, F., Kimura, N. and Huku-
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hara, T., Jr.: Correlation of inspiratory unit activ-

ity in the brain stem with phrenic high-frequency 

oscillation of rabbits. Control of Breathing and 

Dyspnea. 69-71 (1991) 

8) Takano, K., Kato, F., Tsukamoto, Y., Kimura, 

N. and Hukuhara, T.. Jr.: Effect of fominoben and 

its metabolite, PB88, on the correlation between 

inspiratory unit activity and phrenic high-fre-

quency oscillation in the brain stem of rabbits. 

Jpn. J. Pharma col. 55(suppl.) : 285 (1991 J 

9) Kato, F., Takano, K., Kimura, N. and Huku-

hara, T., Jr.: Effect of morphine on the synchron-

ized high-frequency inspiratory discharges of the 

bilateral phrenic efferents in rabbits. Eur. J. Phar-

macol. 183(6): 2073-2074 0990) 

10) Hukuhara, T., Jr., Yuan, W.-]., Takano, K., 

Kato, F. and Kimura, N. : Effects of vagal afferent 

stimulation on high-frequency oscillation in phrenic 

nerve activity of rabbits. Control of Breathing and 

Dyspnea. 359-361 (1991) 

11) Kato, F., Takano, K., Tsukamoto, Y., Kimura, 

N. and Hukuhara, T., Jr.: Different course in the 

phase-related fluctuation of the high-frequency 

oscillation in the phrenic and cranial nerve activ-

ities in rabbits. Control of Breathing and Dyspnea. 

287-289 (1991) 

12) Kato, F., Takano, K., Kimura, N., Tsukamoto, 

Y. and Hukuhara, T., Jr.: High-frequency oscilla-

tion in the phrenic inspiratory discharges would be 

characteristic of central respiratory pattern gener-

ating mechanisms. Abstracts of XXth Interna-

tional Congress of Neurovegetative Research. 122 

(1990) 

13) Kato, F., Takano, K., Kimura, N. and Huku-

hara, T.. Jr.: Synchronization of high-frequency 

discharges of the bilateral phrenic nerves and 

influence of opioids thereon. Jap. J. Physiol. 40 

(suppl.) : 50 0991) 

14) Takano, K., Yuan, W.-J.. Kato, F., Kimura, N. 

and Hukuhara, T., Jr.: Vagal afferents modify the 

phrenic high-frequency oscillation of rabbits. Jap. 

J. Physiol. 40(suppl.): 51 0990) 

15) Sakai, Y. and Hukuhara, T., Jr.: Effects of 

halothane on the stereotyped laryngeal reflexes. 

Eur. J. Pharmacol. 183(3) : 722-723 (1990) 

16) Sakai, Y. and Hukuhara, T., Jr.: Stereotyped 

phrenic responses to mechanical stimulation of the 

epiglottal mucosa. Control of Breathing and 

Dyspnea. 81-83 0991) 

17) Sakai, Y. and Hukuhara, T., Jr.: Phar-

macological properties of laryngeal protective 

reflexes. Abstracts of XXth International Con-

gress of Neurovegetative Research. 121 0990) 

18) 加藤穂夫，高野一夫，木村直史，塚元葉子，福原武

彦：中枢性呼吸リズム時系列に及ぽす morphineの影

響． 日本薬理学雑誌 96(6): 73 (1990) 

19) 加藤穂夫，木村直史，高野一夫，塚元葉子，福原武

彦：ヒト呼吸筋集合筋電図のコヒーレンス解析に基づ

く呼吸中枢一呼吸筋系の機能評価．呼吸． 10(1):lll 

(1991) 

2. 循環の中枢性調節機構の生理・薬理に関する

研究

1) Hukuhara, T., Jr., Kimura, N., Kato, F. and 

Tsukamoto, Y.: Enhancement of cardiac-related 

activity in the sympathetic nerve discharge during 

morphine-induced depression of central respiratory 

activity. Eur. J. Pharmacol. 183(5) : 1833 (1990) 

2) Kimura, N., Kato, F., Tsukamoto, Y. and Huku-

hara, T., Jr.: Respiratory-like slow wave sympa-

thetic oscillations during morphine-induced central 

apnea in rabbits. Control of Breathing and 

Dyspnea. 139-141 (1991) 

3) Kimura, N., Kato, F., Tsukamoto, Y. and Huku-

hara, T., Jr.: Correlation of sympathetic nerve 

rhythm with EEG rhythm during morphine-induced 

phrenic nerve quiescence in baroreceptor-denervat• 

ed rabbits. Jap. J. Physiol. 40(suppl.): 43 (1990) 

4) Kimura, N., Tsukamoto, Y., Kato, F. and Huku• 

hara, T., Jr.: A common periodic component in 

efferent discharges of different sympathetic nerves 

in baroreceptor-denervated rabbits. J ap. J. 

Physiol. 40(suppl.) : 227 (1990) 

5) Kimura, N., Kato, F. and Hukuhara, T., Jr.: 

Synchronization between sympathetic nerve activ-

ity and electroencephalogram during morphine 

-induced phrenic nerve quiescence in rabbits. 

Abstracts of XXth International Congress of Neur-

ovegetative Research. 92 0990) 

6) Kimura, N.. Tsukamoto, Y., Kato, F. and Huku-

hara, T., Jr.: Coherent frequency components in 

the efferent discharges of different sympathetic 

nerves during morphine-induced phrenic nerve qui-

escence. Jpn. J. Pharmacol. 55 (suppl.) : 335 

(1991) 

7) 木村直史，加藤穂夫，福原武彦：脳波に出現する交

感神経の自発性遠心性活動に関連したリズム．脳波と

筋電図． 19(2):147-148 (1991) 

8) Hukuhara, T., Jr.: Quantitative Spe-
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ktralanalyse zur Synchronisation von kardiovas-

kulaeren, respiratorischen und elektrokortikalen 

Periodizitaeten der Katze. Zusammenfassungen-

der Referate und Posterbeitraege Liste der aktiven 

Teilnehmer. 13 (1990) 

3. 筋シストロフィー症治療薬の開発に関する研

究

l) 福原武彦（研究協力者：加藤継夫，太村直史，高野

一夫．塚元葉子）： CANP阻害剤の一般薬理学的研究

一筋ジストロフィー疾患モデル動物筋電図の定星的ス

ペクトル解析に基づく薬効評価法．厚生省新薬開発研

究費低分子酵素阻害物質による難病治療薬の開発研究

平成 2年度研究報告書． 23-25(1991) 

II. 総説

l) 福原武彦：呼吸中枢の神経機構の生理・薬理ー最近

の生理ならびに神経薬理学的研究の動向と問題点ー．

日薬理誌． 95:279-293 (1990) 

2) 福原武彦：咳嗽（咳反射， トリガーとしての咳）．喘

息． 3(3): 22-32 (1990) 

3) 福原武彦：呼吸の神経機構． BRAINMEDICAL. 2 

(4): 13-19 (1990) 

III. 学会発表

1. 呼吸調節の中枢性統御神経機構， とくに呼吸

リズム形成神経機構の生理・薬理に関する研

究

1) Takano, K., Kato, F.. Kimura, N. and Hukuhar-

a, T., Jr.: Respiration-related neurons with highly 

stable discharge located in the lower brain stem of 

the rabbit. XXth International Congress of Neur-

ovegetative Research. Sep. Tokyo. 

2) Takano, K., Kato, F.. Kimura, N. and Hukuhar-

a, T., Jr.: Effect of thiamylal on correlation of 

inspirato巧 unitactivity to phrenic high-frequency 

oscillation in the brain stem of the rabbit. Xlth In 

ternational Congress of Pharmacology. Jul. Amster-

dam. 

3) Kato, F., Takano, K., Kimura, N. and Hukuhar-

a, T., Jr.: Effect of morphine on the synchronized 

high-frequency inspiratory discharges of the bilat-

eral phrenic efferents in rabbits. Xlth Interna-

tional Congress of Pharmacology. Jul. Amsterdam. 

4) Kato, F., Takano, K., Kimura, N., Tsukamoto, 

Y. and Hukuhara, T., Jr.: High-frequency oscilla-

tion in the phrenic inspiratory discharges would be 

characteristic of central respiratory pattern gener-

ating mechanisms. XXth International Congress 

of Neurovegetative Research. Sep. Tokyo. 
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5) Sakai, Y. and Hukuhara, T., Jr.: Effects of 

halothane on the stereotyped laryngeal reflexes. 

Xlth International Congress of Pharmacology. Jul. 

Amsterdam. 

6) Sakai, Y. and Hukuhara, T., Jr.: Phar-

macological properties of laryngeal protective 

reflexes. XXth International Congress of Neur-

ovegetative Research. Sep. Tokyo. 

7) 加藤総夫，高野一夫，塚元葉子，木村直史，福原武

彦：中枢性に形成される呼吸リズムの自発的ゆらき．

第 16回呼吸調節研究会． 2月．東京．

8) 加藤穂夫，塚元葉子，福原武彦：中枢性に形成され

る呼吸運動関連周期性活動一呼吸リズムならひに横隔

神経高頻度同期波ーに及ぼす pentobarbitalの弁別的

作用．第 64回日本薬理学会総会． 3月．神戸．

9) 塚元薬子，加藤穂夫，高野一夫，木村直史，福原武

彦：脳幹呼吸性ニューロン発射活動位相と横関神経呼

吸リズムゆらぎの相関．第 68回日本生理学会大会． 3

月．京都．

10) 高野一夫，加藤網夫，木村直史，福原武彦：ウサギ

脳幹呼息性ニューロン活動の安定性と解剖学的局在．

第68回日本生理学会大会． 3月．京都．

11) 高野一夫，加藤縮夫，塚元葉子，木村直史，福原武

彦：ウサギ脳幹呼息性ニューロン活動と横隔神経高頻

度同期波の相関におよぼす forminobenとその代謝物

PB88の影響．第 64回日本薬理学会総会． 3月．神戸．

12) 高野一夫，哀 文俊，加藤穂夫，木村直史，福原武

彦：迷走神経求心刺激による横隔神経高頻度同期波形

成の修飾．第 67回日本生理学大会． 4月．宮崎．

2. 循環調節の中枢性統御神経機構の生理・薬理

に関する研究

1) Hukuhara, T., Jr., Kimura, N., Kato, F. and 

Tsukamoto, Y.: Enhancement of cardiac-related 

activity in the sympathetic nerve discharge during 

morphine-induced depression of central respiratory 

activity. Xlth International Congress of Pharma-

cology. Jul. Amsterdam. 

2) Kimura, N., Kato, F. and Hukuhara, T., Jr.: 

Synchronization between sympathetic nerve activ・

ity and electroencephalogram during morphine 

-induced phrenic nerve quiescence in rabbits. 

XX th International Congress of N eurovegetative 

Research. Sep. Tokyo. 

3) Hukuhara, T., Jr.: Quautitaive Spektralanalyse 

zur Synchronisation von kardiovaskulaeren, respir-

atorischen und elektrokortikalen Periodizitaeten 

der Katze. Symposium Schlaf und schlafbezogene 

autonome Stoerungen. Jul. Bochum. 

4) 木村匝史，加藤穂夫，福原武彦：脳波に出現する交



惑神経の自発性遠心性活動に関連したリズム．第 20回

脳波・筋電図学会学術大会． 10月．東京．

5) 木村直史，加藤網夫，福原武彦：ネコの交感神経活

動に発現する約 10Hzのリズムの起源ぱ？．第 18回自

律神経生理研究会． 12月．東京．

6) 木村直史，塚元葉子，加藤継夫，福原武彦： Mor-

phineによる横隔神経活動抑制時の異なる交感神経活

動に共通の周期性成分．第 64回日本薬理学会総会． 3

月．神戸．

7) 谷口郁夫，景山 茂，相原一夫，磯貝行秀．加藤穂

夫，木村直史，福原武彦：心拍変動のスペクトル解析に

よる糖尿病自律神経障害の評価．第 33回日本糖尿病学

会年次学術集会． 5月．東京．

8) 谷口郁夫，景山 茂，相原一夫，磯貝行秀，加藤納

夫，木村直史，福原武彦：スペクトル解析による糖尿病

性自律神経障害の評価．第 43回日本自律神経学会総

会． 11月．旭川．

IV. 著 書

l) 福原武彦： II．安全性研究の方法と技術 l．薬理学の

項分担執箪．林 裕造，大澤仲昭編：毒性試験講座 l安

全性評価の某礎と実際．地人書館． 26-40(1990). 

V. その他

l) 福原武彦（研究分担者：加藤総夫，西牟田啓）：呼吸

中枢作用薬の定量的薬効評価用汎用統合型ソフトウエ

アの開発平成 2年度科学研究費補助金（試験研究(B)

(2))研究成果報告書．（1991)

2) 福原武彦：臨床研究における科学性と倫理性の調

和一臨床薬理学的研究を中心としてーおわりに．慈恵

医大誌． 105(2):223-224 (1990) 

3) 福原武彦：巻頭言 医科学研究における総合的視

点と洞察の重要性．呼吸． 9(6): 647 0990) 

4) 酒井悠次，福原武彦：くしゃみ，あくび，ため息は

なぜ出るか．からだの科学． 154:17-21 (1990) 

第 1• 第 2 病理学

第 1病理学

教授：牛込新一郎 人体病理学，生検病理学：

特に軟部組織の病理

教授：田中 貢 人体病理学：特に肝の病

理，免疫組織化学

助教授：古里征国 人体病理学：特に泌尿生殖

器産婦人科系病理，超微細

胞病理と微小循環の病理学

助 教授 ：徳 田忠 昭 人体病理学：特に肝の病理

講師：高木敬三 人体病理学：特に軟部腫瘍

とリンパ網内系の病理

講師：福永真治 人体病理学：特に軟部腫瘍

とリンパ網内系の病理

講師：酒田昭彦 人体病理学：特に肝とリン

パ網内系の病理

講師：池上雅博 人体病理学：特に胃腸系の

病理

第 2病理学

教授：藍沢茂雄 人体病理学：特に腎・泌

尿•生殖器の病理

助教授：下田忠和 人体病理学：特に軟部腫瘍
（中央検介部に出向）

及び胃腸系の病理

講師：山口 裕 人体病理学：特に腎・泌尿

器の病理

講師：猪股 出 人体病理学：特に腎・泌尿

器の病理

講師：城 謙輔 人体病理学：特に腎・泌尿

器の病理

講師：鈴木正意 人体病理学：特に泌尿生殖

器・乳腺の病理

研究概要

I. 糸球体腎炎に関する研究

1. ヒト腎基底膜抗原 CHμ-RBM)：粗精製 BN

ラット腎甚底膜分画 CBN-RBM)より，精製 BN-

RBM分画を分取した。分子量の異なる複数の分画

で，既存の抗ラットフィブロネクチン並びにラミニ

ン抗体と部分的に反応した。

2. Immunotactoid glomerulopathy :症例報告

と，既報の 54症例につき臨床病理学的に検討した。

3. 薬剤過敏性間質性腎炎： 10症例を臨床病理学

的に検討し， LymphocyteStimulation Testとの関

連を追及した。
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4. サルコイドーシスによる腎病変発症機序：解

剖例・生検例の連続切片を用いて，サルコイド肉芽

腫の初期病変を検討中。

5. 糖尿病初期の糸球体基底膜変化について：

ラットの尿中プレアルブミン排出時の基底膜変化を

PEIを使って電顕的に検討。

6. 長期透析例の合併症について： /32ミクログ

ロプリン沈着を中心として検討。

7. 糸球体傷害と尿細管間質変化との関係：溶血

性尿毒性症候群 (HUS)の小児例を対象に光顕・電

顕的観察と組織化学的に検索した。血管腔の狭窄化

や上皮変性等の糸球体病変の程度にほぼ相関し，細

動脈内血栓等による閉塞の影響が大きく，尿細管上

皮への直接的傷害も考えられた。

8. 原発性膜性腎症例の尿細管間質病変の検討：

138例を対象とし顕著な尿細管間質病変を呈した 8

例につき臨床病理学的に検討。

9. 長期に亘り大型上皮下沈着物 (hump様）を認

める管内増殖性腎炎例の検討：追跡生検を行ない得

た管内増殖性腎炎例 4例につき，臨床病理学的に検

討を加えた。

10. 諸糸球体病変について：生検例を中心に臨床

病理学的な研究を継続している。諸糸球体病変につ

いての解析も継続中である。

II. 泌尿生殖器に関する研究

1. 前立腺ラテント癌の研究：＇ 83年よりの前立

腺ラテント癌（潜在癌）研究では，総数 825例の症

例のスクリーニングを終了した。 500例までの癌の

出現率・クリスタロイドの有無・癌体積変化 •DNA

Ploidy分析等の分析を行ない，＇ 90年度ワーク

ショップ・病理学会等で発表。

2. 前立腺癌と骨転移との関連について：前立腺

癌骨転移例 40 例に対し，光顕•免疫組織化学的に分

析を加え， DNA Ploidyとの関係をみた。 aneu-

ploidy • neuroendocrine分化等は，骨転移と相関し

た。 '90年日米前立腺会議及び， Georgiaでの Rin-

ker's Urological Societyのシンボジウムで報告し

た。

3. 膀脱癌の研究：上皮内癌の慈恵医大の Grad-

ing System開発の可能性を，核の形態計測値と予後

との比較から，検討中 (PilotStudy進行中）。

4. 副腎骨髄脂肪腫：画像診断学的特徴，特に CT

所見について考察した。光顕的には，副腎皮質腺腫

あるいは過形成との関連も考えられた。

5. 腎細胞癌： 39才以下の腎細胞癌の臨床病理学

的特徴を検討。
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6. 腎尿細管進行性病変：過形成・異形成・腺腫例

の，臨床病理学的・組織化学的検討を行った。

7. 睾丸卵黄森腫瘍：睾丸原発卵黄腫瘍 18例の，

転帰． ploidyパターン・核分裂像． PCNA・脈管侵

襲像・pTステージと年齢の関係を検討した。転帰不

良ぱ成人型に存在した。幼児型の aneuploidは増殖

活性が高 <diploidは低いが，転帰には関与しない。

脈管侵製像陽性例及び pTの高い例は，転帰不良で

ある。

III. 産婦人科病理に関する研究

1. 卵巣明細胞腺癌(CA)：亜型の 1つである，好

酸性明細胞癌 (OCA)の形態学的特性及び臨床病理

学的事項を検討した。 OCA は PKK-l·EMA•PNA

で陽性率が高く，組織型別では乳頭状部は他部位よ

り陽性率が高い煩向にあり， OCAはCAに比して胞

体内にグリコーゲンが乏しく，豊富に polysome,粗

面小胞体，糸球体を含むため好酸性を示す CAの一

特殊型と考えられた。

2. 悪性卵巣腫瘍剖検例における腫瘍の拡がり：

29例を対象としてその組織型・分化度，及び腫瘍の

拡がりについて調べた。

3. 乳癌組織内ホルモンレセプターの発現：エス

トロゲンレセプター (ER)・プロゲステロンレセプ

ター (PgR)の免疫組織化学的検討を行なった。 PgR

の有無にかかわらず， ER陽性乳癌の組織学的異型

度が，陰性乳癌のそれに比べて優位に低いことが判

明した。

4. 乳癌組織内 c-erbB-2oncoproteinの発現：

乳癌組織の c-erbB-2産生生産物の免疫組織化学的

検討を行なった。細胞膜陽性例が，サザンプロット

法による遺伝子増幅例と一致。 c-erbB-2産生生産

物陽性例はホルモンレセプター陰性， Ki-67を用い

た免疫染色では細胞増殖能が低い傾向にあり。

IV. 骨・軟部腫瘍に関する研究

1. Kaposi肉腫 (KS):AIDSに合併した KSを

フローサイトメトリー (FCM)により検索した。 21

例 26病巣全て diploidでSPFも低く，直接死の症

例はなく， KSは悪性腫瘍でなく反応性の血管増生

病変と考えられた。

2. 甲状腺濾胞性腫瘍：腺腫，異型腺腫，濾胞癌に

ついて FCMにより検索した。異型腺腫では，濾胞癌

と同様の ploidyとSPFの結果を示し，被包性濾胞

癌の可能性が高かった。

3. 軟部血管性腫瘍： FCMにより検索した。良悪

性群に SPFの有為差を認めたが，血管肉腫，悪性血



管外皮腫においては ploidyと予後には相関性を認

めなかった。

4. 平滑筋性腫瘍：顕微蛍光測光法(ICM)により

核 DNA定量を行ない，核分裂指数 (MI)との相関

および固定による MIへの影響を観察した。固定不

良材料では核濃縮や核崩壊が目立ち， MIが低下す

る傾向がみられた。消化管と軟部組織とでは MIと

予後との相関が明らかに異なった。

5. 骨髄： MDSの一般的な造血細胞の動態や配

置に関しての把握を試みている。

6. ユーイング肉腫（骨・軟部） ：PNETの観点か

ら腫瘍細胞の大小・組織学的亜分類を試み， これと

臨床病理学的検討を行なった。論文作成中（車両財

団の研究費援助による）。

7. 悪性線維性組織球腫・上皮様肉腫・悪性 rhab-

doid腫瘍：免疫組織学的，電顕的に検索中。

8. 脱分化腫瘍：臨床病理学的検討を開始した。

9. オステオカルシン CBGP)：オステオカルシン

(BGP)の抗体を開発して，その機能的役割，正常組

織での分布，骨組織発生における役割，骨形成性腫

瘍鑑別上の意義等を検討中（文部省科研費による）。

10. 骨肉腫：各種組織亜型の臨床病理学的，免疫

組織化学的検討中（車両財団の研究費援助による）。

11. 長期血液透析における骨，関節，靭帯等の変

化：アミロイド症，アルミニウム骨症等についても

検討した。

12. オステオカルシンの骨腫瘍に対する免疫組織

化学的検討： 6種類の抗体を用いて検討。プロ体か

ら作成したポリクロナール抗体が高い特異性を持

つ。骨芽細胞や骨肉腫細胞等の骨形成細胞に陽性像

を示す。

13. 骨肉腫組織像と画像所見との対比：術前化学

療法後の画像を検体マップ（腫瘍壊死部分を図で表

したもの）と比較，術前化学療法の効果判定には血

管造影及び MRIangiographyが有用である。

14. 骨巨細胞腫： FCMによる ploidyと組織学的

grade,再発転移との相関性を検討。 ploidyの検索

は生物学的態度の予測には有用ではない。類骨形成

能を検討する為，種々の抗体で免疫組織化学的染色

中。

V. 消化管に関する研究

1. 胃癌に関する研究：早期癌類似の進行胃癌

は， Borrmann型進行癌の癌浸潤形式とは異なって

いる。早期類似進行癌は，癌巣内で繰り返す消化性

潰瘍の存在により，常に胃壁内に線維症が持続する

為と考えられる。

2. 大腸癌に関する研究： 10mm以下大腸癌につ

いて顕微側光法による腫瘍細胞の DNA量， Ki-67

及び DNApolymerase aの免疫染色による増殖細

胞， レクチン (PNA,UEA-I, GSA-II)結合性並び

にLewisY抗原発現の検討を行なった。消化管内分

泌細胞性腫瘍の DNA定菫の検討では， aneuploidy

を示し， diploidである classicalcarcinoidとは区別

すべきである。また classicalcarcinoid にも aneu•

ploidを示す例がある。内分泌細胞癌ぱ小細胞，中

ー大細胞型に分けられた。

3. 胃の腺腫と分化型腺管腺癌の境界病変の診断

を検討している。

VI. 肝臓に関する研究

1. 乳児肝炎と先天性胆道閉鎖症との関係：明ら

かに HBV胎内感染と考えられる症例もある。重症

例では肝内細胆管の消失が目立つ。胆道閉塞例でも

HBV関連抗原の陽性率が高く，二つの疾患の間に

は密接な関連が考えられる。

2. 薬剤性肝障害：胆管化肝細胞の胆管との関係

について復構図作製に基づく検討，細胞骨格や解毒

及び胆汁代謝に関与する酵素等の性格面の検討で

ぱ，胆路としての構造は保持され，肝細胞よりもむ

しろ胆管上皮細胞に似た性格を有している。

3. 劇症肝炎アンケート調査：国立病院関連施設

に対し， 1979年～1988年分の劇症肝炎のアンケート

調査を行った。症例は '85年～＇86年は 41.1%,'87

年～＇88年は 37.5%と従前に比し著明な上昇。 HBs

抗原陽性は 57例 (34.5%）。

4. 抗腫瘍剤投与例にみられた胆管化肝細胞の形

態学的及び組織化学的検討：胆管化肝細胞の胆路と

しての連続性を立体構築的に検討し，組織化学的に

サイトケラチン(CK)分布，及び GST(Glutathione 

S-Transferase)併せて y-GTPに関しても検索し，

肝細胞との比較検討を試みた。連続切片を用いて立

体再構築図の作成•免疫組織化学的に組織内局在の

検討・酵素組織化学的に y-GTP活性とその局在の

検討。

5. 肝臓の病理形態：近年， bridgingnecrosisと

piecemeal necrosisでは予後が相違し， C-Cbridg-

ingや P-P bridgingが硬変化に大きく関与してい

るとみなされる様になった。肝細胞の脱落・壊死或

いは再生を含めた細胞学的・構造学的解析を進めた

いと思っている。

VII. リンパ網内系組織に関する研究

1. 悪性リンパ腫について：組織像の分類と細胞
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構成について単クローン抗体を用いて検索。 Bリン

パ腫で，傍濾胞域由来のリンバ腫の存在について検

討中。 T細胞リソパ腫中の， CD30陽性リンパ腫

(anaplastic large cell type)について臨床病理学的，

免疫組織化学的検索を行なっている。

2. リソパ節単独に発症した Histiocytosis X 

(Langerhans cell granuloma)：組織学的に多種病

態が含まれていることが示唆された。

3. MDSについて：第 79回日本病理学会で報

告。各構成細胞の骨髄造血の場でのまとまりを．三

次元的に再構築した。生検・部検例で透過及び走査

型電顕を用い，各種症例について検索中。

VIII. 循環器系病変に関する研究

1. 微小循環の研究：血管新生時の毛細血管内皮

細胞と周細胞との間に細胞質突起相互陥入

(EPCID)を同定し，同構造が血管新生機構における

細胞間情報相互交換の場であるという全く新しい仮

説の基に検討。血管新生部と EPCIDとの関係につ

いて，三次元免疫電顕組織化学的に検討した。

Epidermal Growth Factor: EGFが，これら

EPCIDに限局して分布する。血管新生に関連した情

報移送の場をなす特殊な細胞結合装置 (EPCID)の

存在を提唱した。

IX. 病理情報の電算化に関する研究

1. 日本病理部検輯報第 32輯（日本全国の剖検例

登録，＇90年度分）の編集実務は，当病理教室で行なっ

た。約 4万例で，その主たる病変・悪性腫瘍等の電

算化も神戸大学情報処理センターの協力のもと引き

続いて行なわれた。'74年以来入力された全データを

情報源として幾つかの疾患につき疫学的検討を行

なった。その中で近年増加傾向にある大腸癌（ま，潰

瘍性大腸炎と関連が深いことがわかった。

X. 細胞診に関する研究

1. いわゆる癌肉腫（肺，乳腺等）：細胞学的特徴

と免疫組織化学的検討を加えた。

2. 骨の巨細胞性病変：細胞学的特徴と免疫組織

学的手法を用いた鑑別を検討し，臨床細胞学会に報

告。

3. 骨軟部の小円形細胞性腫瘍：細胞の分化と機

能表現，形態計測を検討， 一部を臨床細胞学会に報
牛
口 o

4. 小円形細胞腫瘍の細胞学的研究：画像解析装

置を用いてその細胞分化の特徴の検討。横紋筋肉腫

には胞体の大きな紡錘型の細胞や，多核の細胞の混
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在が多い。

5. 腫瘍の細胞診：病理組織学的検索に優る点を

伸ばすべく，境界病変の細胞像について組織診と比

較検討。

XI. その他

1. 気道上皮の繊毛再生に関する研究：局ポリー

プの繊毛再生を，電顕的に観察。無繊毛化細胞の場

合にぱ，胎生期と相同の繊毛発生様式が認められた。

部分的無繊毛化の場合には，残存基底小体からの繊

毛幹発生の他，胎生期とは異なる再生様式が推定さ

れた。

2. 平成 2年度厚生省小児医療研究委託事業「小

児アレルギー疾患の病因機序解明に関する研究」：

層構造をなす気道壁各層に分布する各種炎症性細胞

数の計測より，葉ないし区域気管支では二峰性の分

布を示し，細気管支では一峰性に分布。喘息におけ

るアレルギー性炎症では，各種形質細胞， T並びに

Bリンパ球，好中球が関与し得る。

3. IGF (Insulin-like Growth Factor): IGF-2 

に対する抗休 (N末端側に対する抗体と C末端に対

する抗体）の有用性を検討。 N末端ぱインシュリン

と同一構造の為， N末端抗体は抗インシュリン抗体

と同じ染色性。 C末端はニューロフィラメント抗体

に似た染色性を示し，神経性のマーカーとしての有

用性が示唆される。

4. Atopic dermatitisにおける炎症細胞の相互

関係についての研究：ダニ抗原や経ロ・経皮的抗原

が， どのようにしてランゲルハンス細胞• T リンパ

球に伝逹されるか。国立小児病院の剖検及び生検例

と，慈恵医大の生検例を使用して準備中。

5. Primitive neuroectodermal tumor (PNET) 

の細胞分化に関する研究：昨年度前半は，腫瘍の亜

分類を試みた。腫瘍の免疫組織化学や Mitosis-Kar-

yorrhexis-index (MKI)と，腫瘍の亜分類，そして

予後との関係を調査。本年度は，腫瘍 DNAを抽出

し． PCR法を用いて癌遺伝子の点突然変異を調査す

る。 PNETの組織亜分類間での癌遺伝fの相関関

係，予後との関係を調査してゆく。
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Non-Tumorous Changes and Transitional Cell 

Tumors of the Urinary Bladder. Jikeikai Med. J. 
37(2) : 103-113 (1990) 

5) 蓮村誠，藍沢茂雄，高木敬三，猪股 出，品川俊

人（聖マ医大） ：睾丸に初発した悪性リンパ腫 20例の

臨床病理学的，免疫組織化学的検討．病理と臨床． 8

(44): 1419-1425 (1990) 

6) Furusato, M., Kato, H., Ito, T., Suzuki, M. and 

Aizawa, S.: The Interrelationships of Sequential 

Tumor differentiation, Tumor Volume, and 

Intraluminal Cystalloids in Latent Prostatic 

Cacinoma, with a Discussion of Clinical Stage Al 

Carcinoma. The First Workshop on Prostate Can-

cer. 17-19 0990) 

3. 産婦人科病理に関する研究

1) 安田 允，青木雅弘，高梨裕子，山田恭輔，神谷直

樹，猪股 出，古里征国：腟壁に発生した Verrucous

Carcinomaの 1例．日本臨床細胞学会誌． 30(1): 73-

78 (1990) 

2) 佐々木寛，古里征国，徳田忠昭，藍沢茂雄他：卵巣

胚細胞腫瘍の治療成績ー16施設協同研究．日本婦人科

病理・コルポスコピー学会誌． 8(2): 95-106 0991) 

3) 堀真佐男，古里征国，藍沢茂雄，田中寿子，内田 賢：

乳癌組織内ニストロゲンレセプクーの免疫組織化学的

検討．癌の臨床． 36:143-147 (1990) 

4) Hori, M., Furusato, M., Nikaidoh, T. and Aiz-

awa, S. : Immunohistochemical Demonstration of 

Proliferation and Estrogen Receptor Status in 

Human Breast Cancer Analysis of 45 cases. Acta 

Pathol. Jpn. 40: 902-907 (1990) 

5) Hano, H., Endo, M., Sekino, S., Takasaki, S. and 

Ushigome, S.: Malignant mixed mullerian tumor 

of the ovary, report of a case studied by immunohis-

tochemistry. Acta Pathol. Jpn. 4001): 845-850 

(1990) 

4. 骨・軟部腫瘍に関する研究

1) Fukunaga, M. and Silverberg, S.G. (George 

Washington Univ.): Kaposi's sarcoma in patients 

with acquired immune deficiency syndorome. A 

flow cytometric DNA analysis of 26 lesions in 21 

patients. Cancer. 66 : 758-764 (1990) 

2) 牛込新一郎，下田忠和，二階堂孝，宮沢善夫，中森

和仁，浅沼和生，高木正之（聖マ医大）：悪性線維性組

織球腫様及び富巨細胞型骨肉腫の臨床病理学的検討．

病理と臨床． 9(3): 326-331 (1991) 

3) 下田忠和，二階堂孝：血管性悪性腫瘍の病理学的問
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題点． SkinCancer. 5: 23-30 0990) 

4) 牛込新一郎．王 紅，中森和仁：骨の痰胞性病変

の形態と鑑別診断．骨•関接・靭帯． 3(5): 415-421 

(1990) 

5) 木下行洋，児島忠雄，久保英・，武石明精，古里征

国，工藤 忍：手指 MucousCystの症例の検討．日本

形成外科学会誌． 1000): 750-759 (1990) 

6) 木下行洋，久保英一，古里征国：肩関節前面の稀な

ガングリオンの 1例．日本形成外科学会誌． 10:571-

576 (1990) 

7) 牛込新一郎，下田忠和，二階堂孝，中森和仁，浅沼

和生，福田国彦：骨の腫瘍及び腫瘍様病変一術前．術中

コンサルテーション；ことに画像の評価を中心に一．

病理と臨床． 9:513-514 0991) 

8) Iemoto, Y., Ushigome, S., Ikegami, M. and 

Koide, K. : Case report 648 (Prosteal osteosarcoma 

arising from the right temporal bone). Skelet. 

Radio!. 20 : 59-61 0991) 

5. 消化管に関する研究

1) 池上雅博，石井高暁，下田忠和，大野直人，浜田新

七＊，九嶋亮治•，服部隆則＊ （＊滋賀医大）牛込新一郎：

DNA定量よりみた大腸内分泌細胞癌と古典的カルチ

ノイドとの関係．消化器癌の発生と進展． 2:73-77 

(1990) 

2) 鄭 鳳絃＊，下田忠和，池上雅博，大柴三郎＊（＊大阪

医大）：早期類似進行胃癌の臨床病理学的検討．日消会

誌． 87: 1139-1145 (1990) 

3) 下田忠和：小さな表面型 (II型）大腸上皮性腫瘍

一肉眼形態の判定基準，私はこう考える一．胃と腸． 25:

872-873 (1990) 

4) lwafuchi, M., Watanabe, H. and Ajioka, Y. 

(Nigata Univ.), Shimoda. T. et al: Immunohisto-

chemical and ultrastructural studies of twelve 

argentaffin and six argyrophil carcinoids of appen-

dix vermiformis. Human Pathology. 21: 773-780 

(1990) 

5) 下田忠和，鄭 鳳鉱（大阪医大），小井戸薫雄，池上

雅博石井高暁，大野直人，木村知行，牛込新一郎：早

期類似進行胄癌の病理組織学的検討．胃と腸． 25:

1441-1452 (1990) 

6) 藤崎順子，下田忠和，池上雅博，松井隆明，牛込新

一郎，石川栄世，向井 清（国立がんセンター） ：消化

管内分泌細胞性腫瘍における中間径フィラメントの免

疫組織学的検討．病理と臨床． 9:387-395 0991) 

7) 一瀬雅典.'蜂巣 忠•，佐藤慎一＊，粒良幸正＊，岩

岡秀明＊，松永 嵩＊，（・国立佐倉病院），浜口欣ー：病

理学的に検索しえた胃潰瘍出血に対するクリ、ノプ止血

の1例．消化器内視鏡の進歩． 36:294-297 (1990) 

8) 大野直人，石井高暁，池上雅博，下田忠和，牛込新

一郎他：胆緩内分泌細胞癌の 1例．病理と臨床． 9:

123-128 0991) 

6. 肝に関する研究

l) 田中 貢，二川俊二（順天大），藤沢冽：バラフィ

ン切片による肝細胞癌の PIVKA-llに関する免疫組

織化学的検索．肝臓． 31:106 (1990) 

2) 田中 貢，石川智久，藤田由美子： Dysplasticliver 

cellと腫瘍関連抗原との関係一免疫組織化学的検討．

肝臓． 31:102-103 0990) 

3) 井上十四郎.'糸数憲二・（・国立王子病院），林 博

隆，竿代文夫（国立西埼天病院）：全国の国立病院関連

施設における劇症肝炎のア｀ノケート調査成績に関する

研究（第 1報）一臨床所見と治療ー．医療． 44(7): 733-

738 (1990) 

4) 井上十四郎＊，糸数憲二＊，（＊国立王子病院），林 博

隆，竿代文夫（国立西埼玉病院）：全国の国立病院関連

施設における劇症肝炎のアンケート調査成績に関する

研究（第 2報）ー病理所見と予後一．医療． 44(7):739-

744 0990) 

5) 高崎健，羽野寛，鈴木正章，小川慎一，牛込新

一郎，高崎 優（高崎医院）：薬剤性肝障害の早期及び

遷延傷害に関する光顕・電顕並びに形態計測的研究

ー特に小葉中心域の萎縮肝細胞を中心に一．病理と臨

床． 9:553-564 (1991) 

7. 循環器系病変に関する研究

1) Wakui, S., Furusato, M., Tanaka, M., William, 

C., Allsbrook, Jr. (Medical College of Georgia), 

Kano, Y. (Azabu univ) and Ushigome, S.: Endoth-

elium and Pericyte Interdigitation-Pathway for 

Epidermal Growth Factor?. Microvascular 

Research. 40(4): 285-291 (1990) 

2) Wakui, S., Furusato, M., Nikaido, T., Yokota, 

K., Sekiguchi, J*., Ohmori, K*., (•Tokyo Metropoli-

tan Police Hospital) Kano, Y. (Azabu Univ.) and 

Ushigome, S. : Ultrastructural Localization of Fi-

bronectin and Laminin in Human Granulation 

Tissue in Relation to Capillary Development. Cell 

Structure and Function. 15: 201-210 (1990) 

3) Wakui, S., Furusato, M., Tanaka, M., Kano, Y. 

(Azabu Univ.) and Ushigome, S.: Ultrastructural 

Localization of Epidermal Growth Factor at Im-

mature Capillary of Human Granulation Tissue. 

Microcirculation Annual. 149-150 0990) 

8. 情報処理に関する研究

l) 菊地昌弘（福岡大），藍沢茂雄： （司会）病理情報処

理に関する討議会（第 2回）日本病理テータベースの利

用について． 日病会誌． 79(2): 95-102 0990) 

2) 藍沢茂雄：既存資料の比較による難病の疫学像．日

本病理剖検輯報について．厚生省特定疾患難病の疫学
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調査研究班プロシェクト研究報告書． 166-173(1991) 

3) 藍沢茂雄，清水弘之（岐阜大），箕輪真澄（公衛院），

大野良之（名市大），柳JI! 洋（自治医大） ：15年間の

病理剖検輯報の解析一Crueutzfeldt-Jakob病．厚生省

特定疾患難病の疫学調壺研究班平成 2年度研究業績

集． 50-53(1991) 

4) 藍沢茂雄，清水弘之（岐阜大），箕輪真澄（公衛院），

大野良之（名市大）．柳川 洋（自治医大） ：15年間の

病理剖検輯報の解析一潰瘍性大腸炎と大腸癌との関

連．厚生省特定疾患難病の疫学調針研究班平成 2年度

研究業績集． 54-57(1991) 

5) 石井敏弘，清水弘之（岐阜大），藍沢茂雄，箕輪真澄

（公衛院），大野良之（名市大），柳川 洋（自治医大） ： 

病理剖検輯報を利用した多発性硬化症の症例対照研究

分析，厚生省特定疾患難病の疫学調府研究班平成 2年

度研究業績集． 58-590991 J 

6) 石井敏弘，清水弘之（岐阜大），藍沢茂雄，箕輪真澄

（公衛院），大野良之（名市大），柳川 洋（自冶医人．） ： 

病理剖検輯報に枯づく SLEと甲状腺癌との関連．原生

省特定疾患難病の疫学調査研究班平成 2年度研究業紐

集． 60-61(1991) 

7) 永井正規（自治医大），広畑富雄（九大），藍沢茂雄

他：全身性エリテマト＿デスの患者・対照研究．原生

省特定疾患難病の疫学調査研究班平成 2年度研究業納

集． 145-153(1991) 

9. その他

1) 鈴木正章：病理組織診断用語の多義性．病罪と臨

床． 8(11 J: 1456 0990) 

2) 鈴木正箪：複数の組織像が混在する場合の組織診

断について． H本医事新報． 3483:43-44 0991) 

3) 小野寺昇，大畠 襄，白旗敏克，河野照茂，久富沖，

遠藤陽一，穂刈正臣，森田 一，小松親義，横瀬琢男，

飛鳥田一朗．保田浩平，川村益彦，浜口欣ー，大森、9:t(雄

（神奈川県立厚木病院） ：一流登 ll」家の身体的プロ

フィール（第 1報）ー役割分担別にみた一流登山家の体

力特性．登111朕学． 10: 59-67 (1990) 

II. 総説

l) 古里征国．藍沢茂雄，二階堂降：予後不良の腎芽II捐

及びその類緑腫瘍．病理と臨床． 8(6):754-759(1990) 

2) 田中 貢：肝臓の構造と機能．薬局． 41:1-7(1990) 

3) 福永真治，牛込新—一郎：手足の骨・軟部異形成性病

変．骨•関節·靭帯． 3(2) : 95-101 (1990) 

4) 福永真治，牛込新一郎：悪性骨腫瘍の組織像ー通常

型の骨肉腫．癌の臨床． 36:36-37 (1990) 

5) 福永真治，下田忠和，牛込新一郎：悪性骨腫瘍の組

織像ー特殊な骨肉腫(I)．癌の臨床． 36:154-1550990) 

6) 福永真治，牛込新一郎．：悪性骨腫瘍の組織像ー特

殊な軟骨肉腫．癌の臨床． 36: 896-897 Cl 990) 

7) 福永真治，牛込新一郎：悪性骨腫瘍の組織像一稀な

悪性骨腫瘍．癌の臨床． 36:2436-2437 (1990) 

8) 福永真治，牛込新一郎：悪性骨腫癌の組織像一骨悪

性リンパ種．癌の臨床． 36:2550-2551 (1990) 

9) 藍沢茂雄：精母細胞性セミノーマ．病理学キーワー

ド．病狸と臨床． 9（臨時増刊号） ：351 (1991) 

10) 城 謙輔：薬剤過敏性腎炎．病理学キーワード．病

理と臨床． 9（臨時増刊号） ：326 0991) 

11) 山 II 裕：腎乳頭壊死．腎と透析． 29:261-263 

(1990) 

12) 山 II 裕：シクロスボリン腎症．病理と臨床． 9:

332 (1991) 

III. 学会発表

1. 糸球体腎炎に関する研究

1) Joh, K., Ohkawa, T., Shibasaki, T. and Aizawa, 

S. : Identification of nephritogenic tubular base-

ment membrane antigen common to human and rat 

kidneys. 11th International Congress of Ne-

phrology. Jul. Tokyo. [Abstract book. 368A] 

2) Yamaguchi, Y., Inomata, I. and Aizawa, S.. 

Morphometrical study of tubulointerstitial damage 

in focal glomular sclerosis. 11th International 

Congress of Nephrology. Jul. Tokyo. 

3) 千艇諭，城謙輔，山口 裕，藍沢茂雄，堀口順

子，稲葉 敏：経過中管内増殖性糸球体腎炎を呈し，末

期に結節件糸球体硬化症を示した !BLlike-T細胞リ

ンバ腫の 1例．第 20回日本腎臓学会東部部会， 4月，東

京． ［日腎誌 3202): 49 0990) J 

4) 浜 II 欣—・：サルコイドーシスの脈管に関する検討

一腎臓における血管病変． I厚牛．省特定疾患調査研究

班・ひまん性肺疾患調査研究班ワークショップ， 7月．

八幡平．

5) 浜！―I欣．，中沢了ー＊，土田弘甚＊，三浦靖彦＊，三村

信英＊（＊国立佐倉病院） ：サルコイドーシスによる腎脈

管病変．第 10i"I 1,1本サルコイドーシス学会総会． 11

月．福岡

2. 泌尿生殖器に関する研究

l) 伊藤胄皐，宮坂有里，加藤弘之，古里征国，藍沢茂

雄，今中啓一郎（東京腋済会病院），鈴木正泰（昂総合

病院） ：副腎骨髄脂肪腫の 2例．第 55回日本泌尿器科

学会東部部会． 10月．松本．

2) 浅野児百J,占里征国，加藤弘之，野村浩一，伊藤貴

章，藍沢茂雄，和田鉄郎，川島禎男，大石幸彦，町田豊

平：前立腺硬化性腺増生症の免疫組織化学的検討．第

55回日本泌尿器科学会東部部会． 9月．長野．

3) Miller, S.D*., Ellison, M.F*., Barrett, J.M• り

Allsbrook, W.C., Jr*, Furusato, M., and Pantazis, 

C.G.C*. (*Medical College of Georgia): Expression 
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of C-MYC Oncoprotein in Benign Hyerplastic, 3) 福永真治， F田忠和，二階堂孝，牛込新一郎，石川

Atypical, and Carcinomatous Prostatic Tissues. 栄世：フローサイトメトリーによる軟部血管性腫瘍の

Presented at Southeastern Section of the American DNA ploidyの検討．第 49回日本癌学会総会． 7月．札

Urological Association. Mar. Atlanta, USA. 1991. 幌［第 49回日本癌学会総会記事． 2750990)] 

4) Romanenko, A.M*., Vosianov, S.A*., Klimenko, 4) 福永真治二階堂孝，家本陽—ー・，下田忠和，牛込新

I.A*. (*Research Institute of Urology and Ne- 一郎，中森和仁，浅沼和生，室田景久：フローサイトメ

phrology, Kiev. USSR), Furusato, M. and Aizawa, トリーによる骨巨細胞腫の DNAploidyの検討．第 23

S. : Immunohistochemical Markers in Diagnostics 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会． 7月．大

of Adenocarcinoma and Precancer Lesions in 阪． ［日整会誌 64:817 (1990)] 

Human Prostate. 7th Inter. Conference on Human 5) 福永真治，牛込新一郎，秋葉直志篠崎 登，氏家

Tumor Markers. Sep. Kiev, USSR. [J. of Tumor 久，塩森由希子，春間節子，財部テル子，三浦幸孔清

Marker Oncology. 5(3) : 244 (1990)] 水春美，岩城京子（堅母病院） ：縦隔より発生した甲状

5) Furusato, M. William, C., Allsbrook, Jr. (Medi- 腺髄様癌様のカルチノイドの 1例．第 29回日本臨床細

cal College of Georgia) : (symposium) Flow 胞学会総会． 11月．大阪．［日臨細胞誌． 29:7440990) J 

Cytometry in Prostate Cancer. The John Robert 6) Ushigome, S. : Differential Diagnosis of Bone 

Rinker Urological Society. Feb. 1991. Aug. Georgia, Tumors With Immunohistologic Study. 42nd Fall 

USA. Meeting of Korean Society of Pathologists. Oct. 

6) Furusato, M.: (symposium) Immunohisto- Taegu, Korea. 

chemical Study of Prostatic Carcinoma with Bone 7) 牛込新一郎：（特別講演）ユーイング肉腫及び関連腫

Marrow Metastasis. Cellular and Moleculer Biol・ 瘍の病理．第 1回骨腫瘍セミナー． 8月．札幌

ogy of Prostatic Cancer Metastasis to the Bone. 8) 牛込新一郎：スライドセミナー［骨腫瘍］．国際病理

Sponsored by Jap. Found. for Pros. Res. and アカデミー第 18回国際会議.9月．ブエノスアイレス．

Roswell Park Canc. Inst. Dec. Hakone. 9) 家本陽一，牛込新一郎，下田忠和，二階堂孝，宍倉

3. 産婦人科病理に関する研究

1) 鹿橋浩幸，古里征国，村江正始，寺島芳輝，藍沢茂

雄：卵巣好酸性明細胞腺癌の臨床病理学的検討．第 49

回日本癌学会． 7月．札幌．［第 49回日本癌学会総会記

事． 2780990) l 
2) 堀真佐男，古里征国，猪股 出，藍沢茂雄：良性乳

腺疾患におけるニストロゲンレセプターの免疫組織化

学的検討．第 79回日本病理学会総会． 3月．福岡．［日

病会誌． 79:209 0990) J 

3) 堀真佐男，古里征国，猪股 出，藍沢茂雄，中里雄

ー，秋元 博： （ポスターディスカッション）乳癌組織

内エストロゲンレセプター (ER)とプロゲステロンレ

セプター CPR)の免疫組織化学的検討．第 49回日本癌

学会総会． 7月．札幌．［第 49回日本癌学会総会記事．

175 (1990)] 

4. 骨・軟部腫瘍に関する研究

1) Fukunaga, M. and Silverberg, S.G. (George 

Washington Univ.): Kaposi's sarcoma in patients 

with AIDS. A flow cytometric DNA analysis of 21 

patients. United States and Canadian Academy of 

Pathology Annual Meeting. Mar. USA. [Modern 

Pathol. 3: 35A (1990)] 

2) 福永真治，遠藤泰彦，牛込新一郎：フローサイトメ

トリーによる甲状腺涸胞性腫瘍の DNAploidyの検

討．第 79回日本病理学会総会． 3月．福岡．［日病会誌．

79: 308 0990) l 

章治，高桑俊文（聖マ医大） ：骨軟部の PrimitiveNeur-

oectodermal tumorの組織学的亜分類の試み．第 6回

日本小児がん研究会． 11月．東京．

10) 牛込新一郎：骨軟部腫瘍の良悪性診断一骨軟部の

小細胞肉腫型腫瘍ーユーイング肉腫，悪性黒色腫，横紋

筋肉腫， アスキン腫瘍， PrimitiveN euroectodennal 

tumor,悪性リ‘ノパ腫瘍，その他小細胞から成る腫瘍の

異同，鑑別を中心として一．日本病院病理医協会 112回

例会． 9月．名古屋．

11) 中森和仁，牛込新一郎，二階堂孝，福田国彦，室田

景久，浅沼和生，藤川 浩，小野誠：多彩な組織像を

呈し，早期に肺転移をきたした骨巨細胞腫の 1例．第

23回日本整形外科学会骨軟部腫瘍学術集会． 7月．大

阪．

12) 牛込新一郎，下田忠和，福永真治，家本陽一，玉

紅，石川栄世，中森和仁，浅沼和生：骨・軟部 Primitive

Neuroectodermal Tumor (PNET)に関する検討．第

23回日本整形外科学会骨軟部腫瘍学術集会． 7月．大

阪．

13) 春問節子，塩森由希子，清水春美，三浦幸子，二階

堂孝，牛込新一郎，中森和仁，浅沼和生，大内智香子，

平田龍三，小野安雄，福永真治，徳田忠昭：多核巨細胞

を伴う骨腫癌及び腫瘍様病変の細胞像．第 29回日本臨

床細胞学会秋期大会学術講演会． 11月．大阪．

5. 消化管に関する研究

l) 池上雅博，石井高暁，下田忠和，浜田新七＊，九嶋亮
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治＊．服部隆則＊（＊滋賀医大）．牛込新•郎：大腸内分泌

細胞癌の DNA定駄第 49回H本癌学会総会． 7月．札

幌．

2) 松井隆明，池 1：雅博，下田忠和．藍沢茂雄：大腸拙

の粘膜内発育形式とレクチン結合性及び LewisY抗

原発現との関連．第 32回日本消化器病学会大会． 10

月．奈良．

6. 肝に関する研究

1) 田中 貞，新本和英，伊坪真理子．銭谷幹男： Liver

cell dysplasiaは前癌病変なのか．第 49回日本癌学会

総会． 7月．札幌．［第 49回癌学会総会記事． 2790990)J 

2) 田中 貞：（シンポ、ンウム）骨髄移植に伴う肝内胆管

傷害の形態像．第 13回日本骨髄移植研究会． 1月．名

古屋．

7． 循環器系病変に関する研究

l) 和久井信，古里征国，田中 貢．鹿野眸（麻布大），

牛込新一郎：新生毛細血管の内皮細胞と周細胞との細

胞質突起相互陥入の電顕的及び免疫電顕的観察，第 15

回日木微小循環学会総会． 4月．秋田．

8. 細胞診に関する研究

l) 牛込新—一郎：骨腫瘍並ひに腫瘍様病変における細

胞診の役割．第 1回骨腫瘍セミナー． 8月．札幌．

2J Ushigome. S.: Cytologic and immunohisto-

chemical features of carcinoma with sarcomatoid 

change. 4th Meeting of the German-Japan Co-

operative Congress of Clinical Cytology, Apr. 

Osaka. 

3) 牛込新一郎：（特別講演）軟部肉腫の細胞像一紡錘型

細胞腫瘍を中心に一． 日本臨床細胞学会埼玉県支部学

術集会． 2月．浦和．

4) 牛込新一郎： （特別講演）軟部腫瘍の細胞診の病理．

日本臨床細胞学会千葉県支部学術集会． 4月．千薬．

5) 春間節子，塩森由希子，清水春美，三浦幸子，二階

堂孝， ド田忠和，牛込新一郎，中森和仁，浅沼和生，大

内智香子，平田龍三，小野安雄，福永真治，徳田忠昭：

多核巨細胞を伴う骨腫瘍及び腫揚様病変の細胞像．第

29回日本臨床細胞学会秋期大会学術講演会． 11月．大

阪．

9. その他

1) 千葉論羽野寛牛込新一郎，田中順一：頸椎

のdestructivespondyloarthropathyを伴った長期血

液透析の 1剖検例．第 99回東京病理集談会． 12月．東

京．

2) 酒田昭彦，小川慎一，遠藤泰彦，高崎 健，牛込新

一郎：喘息肺におけるアレルキー性炎症の消長につい

て．第 60回日本網内系学会総会． 6月．山形．［日本網

内系学会会誌． 30:162 0990) J 
3) 城謙輔，大川清，関根敏治（徳山曹達），山 11

裕，藍沢茂雄．塚田 裕(SRL)：肺癌各種組織刑に対

―-50 

する単クロン抗体 (7F3,5G8, 2H6Jの免疫組織化学的

検討．第 49回日本癌学会総会． 7月．札幌．［第 49I叫

日本癌学会総会記事． 3700990) J 

IV. 著書

l) 藍沢茂雄：泌尿器（腎）．男性生殖器＼睾丸，副睾丸， 9

（精我腺，陰茎，陰痰）の項分担執箪．石川栄Ill:, 11• 島

宥，遠城寺宗知編：外科病理第 2版．文光堂． S37-S66,

604-628, 644-649 (1990) 

2) 藍沢茂雄，森脇昭介（四国がんセ），中島伸夫（名大），

並木恒夫（国立仙台），手島伸—・（同愛記念） ：卵果腫瘍

取扱い規約，第 1部組織分類ならびにカラーアトラス

（カラースライド集付属）．日本産科婦人科学会，日本病

理学会糾．金原出版．（1990)

3) 古里征国：男性生殖器，（分担執筆）．外科病理学第

2版．文光罪． 629-645Cl 990) 

4) 古里111: 国：「病理学キーワート」．腎臓·泌尿器•生

殖器•姉人科（分担執筆）．文光常． 338, 341, 348(1990 J 

5) 羽野 寛荻原正雄（富土：市立中央病院） ：気管支鏡

による気管支・肺疾患の診断． 1.荻原正雄紺：気秤・気

管支の解剖．朝倉書店． 2-15(1991) 

6) 牛込新—一郎：「病理学キーワート」．アスキン腫瘍

（分担執筆）．文光堂． 382(1990) 

7) 牛込新・郎：骨•関節（分担執兜）．外科病理学第 2

版．文光堂． 847-919(1990) 

8.) 牛込新•郎：各腫瘍の病郎の項分担執筆．悪11骨腫

瘍取扱い規約（第 2版）．金原出版．（1990)

9) 鈴木il-．点：「病理学キーワート」．ヘリニ管癌，分担

執筆）．文光常． 335(1990) 

V. その他

l) 藍沢茂雄：病理学キーワート編集，［11]腎臓・泌尿

器•生殖器•姉人科．病理と臨床． 9 （臨時増刊号） ： 

313-367 (1991 J 

2) 古り国：国：前立腺癌について． ラ／オ知波「医学講

座」． 1 1本医帥会． 2月．

3) Furusato, M.: Faculty at the 23rd Annual 

Course Genitourinary Pathology. Sponsored by 

American Registry of Pathology. Armed Forces 

Institute of Pathology and American Urological 

Association. Feb. USA. 

4) 占里征国：日立電子顕微鏡セミナー．講演． 1月．東
~ 

示．

5) 阿部光文＊，丸山哲生＊，田所 衛＊，山本達也＊，及

Ill 消＊．杉原浩＊（＊型マ医大），北村誠，藍沢茂雄：

Progessive supranuclear palsyの 3剖検例．聖マリア

ンナ医大雑誌． 18(3):337-343 (1990) 

6) 小林正之，菊地明夫，高見沢重隆，品渡 飩，洒JI

紀9 -．階堂孝，牛込新一郎，藍沢茂雄：種々の播柿VI,11



和未感染症にて死亡した同性愛者後天性免疫不全症候

群の 1剖検例．慈恵医大誌． 105(5): 759-766 0990) 

7) 西脇嘉ー．川口良人．小林正之，太田 真，酒井紀，

二階堂孝．藍沢茂雄：全身性アミロイドーシスで死亡

した原発性糸球体疾患由来の長期透析症例．慈恵医大

i志． 105(5):767-775 (1990) 

8) 酒田昭彦：アレルキー疾患における病変部の免疫

組織化学的並びに電顕的研究一喘息肺における炎症の

あり方ー．平成元年度厚生省小児医療研究委託費研究

報告集． 750990) 

9) 山口 裕：カラー図解講座，組織診断①～⑥.腎と

透析． 290990)

10) 山口 裕：カラー図解講座，組織診断⑦～⑨.腎と

透析． 30(1991)

第 1 細菌学

教授：大野典也 腫瘍ウイルス学，免疫学，分

子生物学

研究概要

I. HIVウイルスに関する研究

後天性免疫不全症 (AIDS: acquired immuno 

deficiency syndrome) は Human Im-

munodeficiency Virus: HIVウイルス感染に依っ

て起こる疾患である。 HIVウイルスの宿主細胞への

主たる感染経路として，このウイルスは Tリンパ球

細胞の表面に存在する CD4分子をリセプターとし

ている事が各種の実験事実から明らかにされた。一

方， HIVウイルス粒子のエ‘ノベロープの構成成分で

ある Gpl20（分子量 120,000の糖蛋白質）にヒト CD4

分子と結合する特異部位が存在する。更に， HIVが

抗体により中和されるのは，主として V3ドメイン

と呼ばれる Gpl20分子上の特定の部位に特異抗体

が結合した場合に起こることが知られている。これ

らのウイルスと宿主細胞の結合部位の構造と機能，

更には， HIVウイルスの増殖機構の解析を進めて行

く過程で，特殊な HIVウイルス変異株の分離にも

成功した。更に，微生物化学研究所の竹内富雄博士

らとの共同研究プロジェクトとして同研究所で開発

スクリーニング中の抗生物質に付いて，抗 HIV活

性の検討等，下に述べるような各種の研究を試みて

し、る。

1. HIVウイルス粒子のリセプターヘの吸着部

位の構造の研究

a) 抗イディオ・タイプ抗体の研究

モノクローナル抗体 OKT4Aを抗原として，この

抗体に対する抗体（抗イディオ・タイプ抗体）を作

成した。新たに出来てきた抗体は OKT4A抗体の抗

原，即ち CD4分子上の HIVウイルスの結合部位と

同じ構造を有する事が予想される。更により結合カ

の高い抗イディオ・タイプ抗体があれば相互の立体

構造阻害の解析が可能となる。新たな抗イディオ・

タイプ抗体の作成の準備中である。

b) 抗 CD4モノクローナル抗体による HIVウ

イルスの感染阻害に関する研究

ヒト CD4分子に対する各種モノクローナル抗体

を作成する事を目的として，研究を進めている。こ

の場合， CD4一の Hela細胞と CDがの Hela細胞を

利用し，更に既に作成した抗 CD4抗体を抗原に結合
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させて，免疫する事により，ヒト CD4の細胞表面構 2. インターロイキン 2(IL-2)活性化リンパ球に

造の抗原提示能に対する影響も合わせて検討してい 依る悪性腫瘍の治療

る。 悪性腫瘍の治療方法として，最近 IL-2などの生

c) HIVウイルス中和抗体の作成 体反応修飾物質を使用して，特異的な腫瘍細胞障害

HIVウイルスの Gpl20分子上の V3ドメインと 性の T細胞を患者末梢血より分離し，増殖させて，

呼ばれる特定の部位に対するモノクローナル抗体の 再び患者に投与する LAK(Lymphokine Activated 

作成を試みている。特異抗体の反応特性を免疫電顕 Killer Cells)療法が注目されている。さらに， TIL

法により解析する事を目的として，本学医科学研究 (Tumor Infiltrated Lymphocyte)細胞はより特異

所微細形態研究部との共同研究として目下推進中で 的に目的とする腫瘍を殺散する効果が高いと期待さ

ある。 れている治療方法である。

2. HIVウイルス由来の逆転写酵素の活性阻害 LAK, TIL療法実際の臨床例について，本学第 1

物質を産生するウイルス変異株の研究 内科学，脳神経外科学，第 1外科学，産婦人科学等

HIVウイルス IIIB株より，逆転写酵素の活性を の各教室との共同研究として TIL細胞の腫瘍細胞

阻害する物質を多量に産生する変異株の分離に成功 からの分離方法，さらに LAK,TIL細胞の培漿条件

した。解析の結果，この物質の産生はウイルス・ゲ 等の検討を進めて来ている。その過程で，殊に神経

ノムにより支配されていること，分子量 2~3万の蛋 膠腫の患者 10例中 2例に著効を示した結果を得て

白質であること等を明らかにして，更にこの詳細を いる。この例から有効なリンバ球の増殖方法等につ

解明すべく検討中である。 いて， 目下検討中である。

3. 抗 HIVウイルス剤の開発

現在臨床的に認められている HIV感染に対する III. 移植組織への拒絶反応に対する免疫修飾方法

療法は AZT投与によるものである。より有効で副 の研究

作用の少ない HIVに対する薬剤の開発は強く望ま 外科的手術手技の進歩により，技術的にぱ臓器移

れるところである。そこで，我々は微生物科学研究 植は可能な状態にある。免疫学的拒絶反応のみが，大

所との共同研究として同研究所で開発スクリーニン きな障害である。そこで心臓外科学教室との共同研

グ中の抗生物質に付いて，抗 HIV活性の有無を 究として同種移植に於ける拒絶反応の免疫学的解決

HIVのウイルス粒子中の逆転写酵素の活性で判定 方法に関する研究を実施している。我々は実験動物

する方法により検索中である。その結果ポリエーテ 系としてラットの心臓移植を用い，移植手術の 7日

ル誘導体に抗 HIVウイルス活性がある事を見いだ 前に，供与者牌細胞をナイロンウール・カラムで粗

した。 精製して，非吸着細胞分画を受容体である胸腺に提

II. 生体反応脩飾物質に依る宿主免疫反応機構の

研究

L 担癌生体の免疫反応性

BALB/cマウスに可移植性の腫瘍細胞CKN78)を

移植すると腫瘍細胞を移植されたマウスの免疫反応

性は極端に抑制されることを明らかにした。即ち担

癌固体の牌臓の免疫反応性を抗体産生ハイブリドー

マ細胞の形成能により検討した。移植する腫瘍細胞

数3X 103以上で移植後 3日目には担癌マウスの牌

臓細胞の抗体産生能は正常対照群に比して， 90%以

上抑制される。また，担癌生体に単純に謂所，免疫

賦活剤を投与しても，免疫反応性は回復されない結

果を得た。しかし微量の放射線全身照射により顕著

な改善をみる予備的な結果を得たので，放射線科学

教室との共同により， この詳細を検討する。

示することにより，通常 7日で拒絶反応を受ける移

植心が 100日間も生着する結果を得た。このことは

生体の組織適合性反応に於ける免疫学的寛容の状況

を形成する上で．組織適合性抗原の発現細胞の種類

と生体への提示方法の中で，移植前の提示部位が極

めて重要である事を明らかにしたものである。

IV. DNAに依る敗血症の原因細菌の検出と同定

方法の開発

臨床的に敗血症を疑った場合に，原因菌の分離同

定，更には薬剤耐性に付いての性状を可及的速やか

に明らかにする事は治療方針の決定上極めて重要で

ある。しかし，現状の血液培養を主体とした検査法

は必ずしも，充分とは言えない。そこで，我々は患

者血液中の単球，マクロファージなどの貪食細胞に

捕食されている原因細茜を直接的に DNAから検出

する方法の開発を試みた。現在，本学付属病院で検

出されている敗血症原因菌の内，高頻度上位 5種の
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苗を選出し，遺伝子 DNAより 23種類のクローン化

DNAの分離に成功した。更に本学小児科学教室と

の共同研究として，真菌類検出用の DNAプロープ

を作成するべく，研究中である。更に，患者喀痰か

らの菌の検出，同定法についても同様な原理に依る

方法が可能であるのか，検討中である。
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恵医大医科学研究所年報． 18:3-4 0990) 

研究概要

I. 黄色プドウ球菌の病原性に関する研究

1. 細胞内への取り込みに関する検討

従来黄色フトウ球菌は典型的な細胞外増殖菌と考

えられ，その病原性が発揮されるにあたって同菌が

白血球以外の宿主細胞内に存在することは考えられ

ていなかった。最近になってわれわれはマウスの腎

尿細管由来細胞や皮府由来の線維芽細胞が黄色フトゞ

ウ球菌を特異的に細胞内に取り込むことを見いだし

た。これらの細胞によるブドウ球菌の取り込みに（ま

菌株によって大きな差が認められた。線維芽細胞は

肉芽組織における最も遍在的な細胞のひとつである

ところから特に創傷感染における黄色ブドウ球菌に

よる感染に大きな意味を有するので1まないかと考え

られた。

また創傷部位のもう一つの細胞成分である血管内

皮細胞にも黄色フドウ球菌を取り込む性質があるこ

とは既に報告があるが，われわれは皮下に接種した

腫瘍由来の血管内皮細胞を用いて検討を行った。そ

の結果，血管内皮細胞は線維芽細胞と対照的に，黄

色フドウ球菌以外の細菌もよく取り込むことが分

かった。これらの 2種類の細胞が，いずれも黄色フ

ドウ球菌を活発に取り込むということは，黄色プト：

ウ球菌の生態を考える上にも参考になるものである

と考えられた。

2. 産生タンバクを指標にする黄色ブドウ球菌の

疫学的検討

現在，メチシリン耐性黄色ブドウ球菌(MRSA)が

臨床的に大きな問題となっているが，黄色プドウ球

菌は， このメチシリ｀ノ耐性とは無関係に多くの正常

人に常在菌として定着している。われわれは 4年生

の微生物学実習で学生から分離された黄色ブトウ球

菌を用いて，先にわれわれが開発したセロファン表

面培養法によって得られた培養上清を SDSーポリア

クリルアミドゲル電気泳動法にかけ，染色されたタ

ンバクバントの相対的濃淡を検討した。結果として

この方法はプラスミドの保有状況と併せてみるとか

なり的確に菌株の異同が決定できることが分かっ

た。
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II. 黄色プドウ球菌プロテイン Aに関する研究

1. 変異株 L-2の産生するプロテイン Aに関す

る検討

変異株 L-2は黄色ブドウ球菌 248/3H株より分離

された LH変異株のひとつである。この株の産生す

るプロテイン A分子は抗プロテイン Aウサギ抗血

清と免疫学的に反応するが，イヌ IgGとは沈降物を

形成しないところから，プロテイン Aに対する

cross reacting materialであると考えられていた。

最近になって，この L-2株の産生物が通常のプロテ

イソ Aと同様の IgGに対する親和性を有すること

が分かった。並行的に行われた L-2迫伝子の解析か

ら，親株にあたる 248/3H株のプロテイン A迫伝子

が通常の黄色プドウ球菌プロテイン Aの有する

EDABCの5個の内部ドメインのうち DとA部分

の一部が欠損していること，及び L-2産生物が E部

分の活性のみを有することが分かった。この 248/3H

株における分子内欠損は，他の黄色ブドウ球菌株で

ある CowanI株からは ED部分を有するプロテイン

Aを産生する変異株が高頻度で分離されるに反し

てL-2型の変異株がこれまで全く分離されていな

いことと関係があると考えられた。

2. プロテイン A遺伝子を組み込まれた大腸菌

の検出に関する検討

普通，プロテイン A遺伝子を組み込まれた大腸菌

は産生されたプロテイン Aをペリプラスムに蓄積

しているが，正常イヌ血清を含んだ平板培地上にコ

ロニーを作らせると，その直下にプロテイン Aと免

疫グロプリンの反応による沈降物を形成する。一方，

この大腸菌は加熱殺茜された後に IgGで感作され

た赤血球と混合すると血球凝集反応を起こすことが

分かった。この反応は，場合によっては簡便なプロ

テイン A遺伝子の検出法にも用いることができる

と考えられた。

III. 白碑食菌作用に関する研究

1. 食菌プラーク法に関する二，三の検討

われわれが開発した食菌プラーク法の特徴のひと

つは，従来の食菌作用に対する測定法とちがって食

菌を行う際の白血球の相互関係をも推定できるとい

うことである。今回特に感染症患者においてしばし

ば見られるいわゆる縁取りプラークとよばれてい

る，白血球がプラーク内に特異的な配列を示すプ

ラークについて検討したところ， この縁取りプラー

クを形成する因子は血清の非働化により失活するこ

とがわかった。

IV. ヤマピル由来細菌に対する研究

衛生学教室から供与されたヤマビル(Haemadipsa

zeilanica japonica)の消化管内より一見黄色フゞドウ

球苗コアグラーゼと同様の活性を示すタンパクを産

生する細菌が分離された。この細菌は細菌学的検討

から Pseudomonasputidaに近縁のものであるとい

う結果が得られた。この菌の培養上清を濃縮して検

討したところ， この培養上清と混合された血液は凝

固を起こさないところから宿主であるヒルの生態と

の関連が考えられたが，一方この培養上清にはマウ

スに対する致死活性もあることが分かったので，現

在この培養上清に含まれているクンバクの精製を

行って， さらに詳細に検討することが計画されてい

る。

V. コンピュータクイズを用いた教育法に関する

研究

L コンピュータクイズを用いた出席と成績の相

関に関する検討

講義に欠席することに対するペナルティとして特

別に準備したコンピューククイズを用いることによ

り学生の出席に対する熱意を推測することを試み

た。その結果，約 3分の 1の学生が原則として講義

に出席するという意志を持っていることが分かっ

た。講義に対する出席の意志は，成績から見る限り

あまり明瞭な相関はなかったが， このことのみから

講義の効用について確定的な結論は出せないと考え

られた。

2. コンピューククイズの結果を用いて行った

二，三の検討

コンピュータクイズを開始した動機のひとつに．

学生の学習に対する自己評価の手段として，このコ

ンピュータクイズを使いたいということがあった。

このコンピュータクイズの結果がどのくらい客観的

なものであるかが当初からの関心事であったが， 4̀

年生における微生物学実習のなかで第 2細菌学担当

の内容に関するコンピューククイズをつくり実習終

了時に行ったところ． 3年生の全科目を総計した最

終成績と明瞭な相関が認められた。このことはコン

ビュータクイズによる評価に何らかの客観性が存在

することが示唆されていると考えられた。

VI. その他

教授益田昭吾は '90年 6月8日慈恵医大同窓会館

にて行われた第 2回プロテイン A研究会の世話人

をつとめた。
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テイン A （相当）遺伝子のクローニングと解析．第 64

回日本細南学会総会． 3月．大阪．［日本細茜学雑誌． 46:

239] 

11) 関 啓［-.櫻田純次，村井美代，臼井あけ美，益田

昭吾：食廂プラーク法によってみいだされた各種フ＇ド

ウ球茜に対する白血球貪食作用の差異．第 64回日本細

菌学会総会． 3月．大坂．［日本細菌学雑誌． 46:360] 

12) 臼井あげ芙，関 啓子，櫻1:1:l純次，村井美代，益田

昭吾：マウス皮府由来培養線維芽細胞によるフトウ球

菌の取り込み．第 64回日本細苗学会総会． 3月．大阪．

〔日本細歯学雑誌． 46:361〕

13) 村井芙代．関 啓子，櫻田純次，臼井あけ美，益田

昭吾：マウス腎由来の初代培養細胞による黄色プドウ

球菌の取り込7大．第 64回 H本細困学会総会． 3月．大

阪．〔r1本細悟学雑誌 46:362〕

V. その他

l） 角 芙子：シフテリア菌異染小体の明瞭な観察法．

私のくふう．臨床検査． 34: 1805 0990) 

2) 関 啓—f, 益田昭吾：食菌プラーク法による白血球

食菌作J-1]の動態観察． Mebio.7: 125-127 (1990) 

3) 益田 II召此関 啓子．村井芙代： liじめての実験

微生物 (5)．化学と薬学の教室 NewOnes. 17: 24-28 

0991) 
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衛

教授：松本信雄

教 授： 吉葉 繁雄

講 師 ： 縣 俊彦

講師：小川康恭

研究概要

I. 海外学術研究

生 子卍

環境保健（発生毒性），地域

保健

環境衛生学，衛生動物学，蛍

光顕微鏡法の医学的応用

疫学方法論，医療情報処理，

地域保健

神経中毒学，職業病，母子

保健

当教室ぱ慈恵医大とチェンマイ大学医学部との協

同研究である「母子保健におけるリスクヘの対応と

健康教育プランニング方式のモテル化に関する研

究」を'90年より続けている。

WHOは地域保健における基本的な健康養護活動

(essential health care) として次の三つの条件をあ

げている。第 1の条件は，「①個人と家族の誰もが

等しく受けることができ，②実際的で，③科学的

に完全で，④社会的に許容される“方法と技術”に

基づいた健康捉護活動でなければならないこと」。第

2の条件（ま，「開発の程度に応じて，コミュニティと

国が負担可能な費用の範囲で行う健康養護活動であ

り，それしま“自助と自決の精神＂に則っているもので

なければならないこと」。そして第 3の条件は，「住

民の参加による建康養設活動でなければならないこ

と」である。これらの条件に沿う形でタイ国北部牒

村における母子保健活動のモデル作成に関して研究

している。最初に対象部落の家族状況，生活習慣，食

習慣さらには衛生状態について調査することにより

社会基盤を把握し，次には母子の休型計測及び血液

検壺を行うことにより母子の健康状態を把握するよ

うに努めた。その結果農村に都市化の波が及んで

きており，低栄養の問題は依然・部に残っているも

のの過栄養の問題も出現してきており摂取栄養のバ

ランスが重要になってきていることが判明した。こ

れらに対してどの様な慟き掛けが布効であるかを検

討するために本年度は母親の健康意識に関する調査

を行った。

II. 発生毒性

日～生後 1日の母獣．胎仔および新生仔の aniline

hydroxy laseと7-ethoxycoumarin0-deethylase 

活性の出現時期と母獣への PCB投与による影響に

ついて検討した。胎仔および新生仔では妊娠 14日よ

り7-ethoxycoumarin 0-deethylase活性が．妊娠

16日より anilinehydroxylase活性が検出された。

また， PCB投与により母獣肝では両酵素活性とも上

昇したが，胎仔肝と新生仔肝では 7-ethox-

ycoumarin 0-deethylase活性のみ上昇することが

わかった。なお，妊娠 16日の胎仔肝で PCBの移行

を確認した。

III. 労働衛生

有機溶剤の神経系への影響を末梢神経系に注目し

て研究を進めている。 n＿ヘキサン曝露作業者の末梢

神経機能の簡便で定量的な測定方法の開発を行い実

際のフィールドヘの応用を試みている。また動物実

験により n＿ヘキサンの代謝物である 2,5—ヘキサ‘ノ

シオンの発育途上の軸索に対する作用を検討するこ

とにより n—ヘキサン中毒に関する新たな知見を得

つつある。

職場の健康管理の基礎資料として，生活習慣及び

ストレスが人の生理値にどの様な影響を及ぼすのか

を事業所における健康診断を利用して研究してい

る。

IV. 衛生動物に関する研究

1. イモガイの医動物学的研究：沖縄県公害衛生

研究所との連携調査により日本におけるイモガイ刺

症例が 28例（アンボイナガイによるもの 20, うち致

命例 9)に達したのを機に，本種のバイオザード能力

の異能性を明らかにした。一方，本種に剌されて必

発する随意筋麻痺対策に気管内挿管・強制呼吸で対

処し，救命しうるようになったこと 1ま，吉葉が 10年

来強調してきた病態と対策が漸く現地の医師に知れ

渡った結果と考えられる。

2. 山蛭による生物災害の研究：千葉県天津小湊

町に 1985年頃から始まったニホンヤマビルの異常

大繁殖は依然続いているが， これに反復吸血された

ヒトや動物の血中には抗ヤマビル抗体が形成され，

吸血したヒルに致死作用を発揮することを確認し，

ヒルを間引きして棲息密度の無制限上昇の抑制に作

用していると推定された。

マウス胎仔期～新生仔期の肝の薬物代謝系酵素の V. 蛍光顕微鏡法の医学的応用に関する研究

発達過程の観察と酵素誘導剤の影響について公衆衛 paranitrochlorobenzene (PNCB)を妊娠後期の

生学教室と共同研究を行っている。今回は，妊娠 14 マウス母獣に 1回投与して，アクリシンオレンシ・
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フェノールオーラミン重複蛍光染色により母獣と胎

仔および新生仔の赤血球中のハインツ小体の消長と

その形態を観察した。胎仔および新生仔では投与後

1日目から好塩基斑点とハインツ小体の結合した型

（複合ハインツ小体）が出現した。これから PNCB投

与により，母仔ともに投与後 24時間以内に赤血球が

侵襲を受け，投与後 17日目までに侵襲を受けた赤血

球の大部分が消失し， さらに胎仔の網状赤血球では

完成されたヘモグロビンのみではなくヘモグロビン

生成段階での障害があることがわかった。

VI. 疫学方法論・医療情報処理・地域保健

ますます複雑になる疾病の発症形式の解明，病因

論の追及の手法として，従来から疫学方法論の開発

に努めてきた。特に膨大なケース数で，多変最のデー

ホンヤマヒルの犬敵の探索． T・策大学理学部面洋生態

系研究センター年報．（11):61-70 (1991) 

5) 石井芙恵子，縣 俊彦，占施繁雄：千葉県天津小湊

町におけるニホ｀ノヤマビル異常発生前後の気象テータ

の統計的解析．千華大学理学部海洋生態系研究セン

タ一年報． 11;71-74 (1991) 

6) 縣俊彦，塩田正俊，豊永和．吉葉繁雄，松本信

雄：「診断精度の推移とその要因に関する研究」．医学

のあゆみ． 154(、4):255-256, 1990 (7.28) 

7) 縣 俊彦：「死亡患者の疫学像の変遷と関連諸要因

の研究」日本医事新報． 3456:31-34 (1990) 

SJ 春日伸予，松島雅人，田庭尚子，縣 俊彦，北）1|照

男． LaPorte,R.E. : DERI研究班「小児期発症 !DOM

の生命予後と医療体制の関係」．杷尿柄． 34(1): 31-36 

(1991) 

タを用いた場合の方法論の開発が中心となってい II. 総 説

る。一方，医療分野で多用されるノンパラメトリッ

ク法の開発有効活用の研究も推進している。これ

ら開発された手法の実際場面での応用のフィールド

として，地域保健分野を利用している。具体的には，

東京都内において，健康診断，人間ドックなどから

得られるデータから各種疾患のリスクファクターの

検討，四国地方における溶連菌感染症のテータから

その発生パターン，流行形式の研究を実施している。

また，全国レベルでは，特定疾患の疫学調査を行い，

発生率．有病率，発症要因などを検討している。ほ

かにも，集められた医療情報の有効活用，対象に即

した医療情報処理教育の方法論も検討している。

（編集部より）

松本信雄教授は '90年 5月 5日逝去された。衛生

学講座担当教授は阿部正和学長が兼任された。また

教室内業務責任者として吉葉繁雄教授（定員外）が

あたられることになった。この年報は吉葉繁雄教授

の責任において記述された。

研究業績

I. 原著論文

l) 小川康恭：ある健康男子集団における赤血球値の

二峰性分布と貯蔵鉄籠との関係．日本衛生学雑誌． 45:

680-687 (1990) 

2) 吉葉繁雄：西太平洋型ハデミナシの再検討．日本貝

類学雑誌． 49:158-159 (1990) 

3) 浜田篤郎，渡辺直煕，山崎洋次，吉葉繁雄，小林昭

夫：イカの精子骰による口腔内刺傷の一例．衛生動物．

41: 279-280 0990) 

4) 吉葉繁雄：千葉県天津小湊町に大発生しているニ

1) 小川康恭：“心の病”を生まな＼、新しいオフィス

を．オフィスサイエンス． 31:33-66 (1990) 

2) 小川康恭：タイ国農村における 1吐f保健一最近の

動向．臨床栄養． 76:750 (1990) 

3) 小川康恭：タイ国農村における女性と貧血一家族

計画の急激な普及．臨床栄養． 77:18 (1990) 

4) 小）II康恭：子供の成長と体型変化（1). 臨床栄投．

77: 258 (1990) 

5) 小川康恭：子供の成長と体型変化(2)一皮―F脂肪/'t
の年齢変化．臨床栄養． 77:602 (1990) 

6) 小）1|康恭：胎児の成長に影判を炉える要因．臨床栄

養． 77:842 (1990) 

III. 学会発表

l) 武藤志具子，小川康恭：タイ国チェンマイ県典村部

における妊婦または乳幼児のいる世帯の食品および栄

養摂取状況について．第 44同 [l本栄養・食糧学会総会．

5月．仙台．

2) 小川康恭：都市化のはじまったタイ国農村におけ

る母子保健．第 5回日本国際保饉医療学会総会． 8月．

北九州．

3) 小）II康恭，石井美恵子，縣 俊彦．吉葉繁雄：タイ

国農村の母子保建．第 107回成医会総会． 10月．東京．

［慈恵医大誌． 105:818 Cl990l J 

4) 武藤志真子，小川康恭：タイ国チェンマイ県農村部

における母子建康手帳の利用実態について．第 55回日

本民族衛生学会総会． 11月．宇都宮．［民族衛生． 55

(suppl.) : 268-269 (1990)] 

5) 小）1|康恭，石井八恵子，松本信雄：タイ国チェンマ

イ地区典村における母子栄養．健康調査の報告．第 60

回日本衛生学会総会． 3月．福岡．［日衛誌． 45:402 

0990) l 
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6) 豊永 和，林和夫，松本信雄，清水英佑：マウス Study of streptcoccal infection in the south-west of 

胎生期•新生期における薬物代謝系の発達（I) 一酵素 Japan.: International Congress for Infectious Dis-

活性の発現と酵素誘導について一．第 60回日本衛生学 ease. Jul. Montreal. 

会総会． 4月．福岡．［日衛誌． 45:393 (1990)] 19) 縣 俊彦：医療情報処理教育における用語の類型

7) 飯島純夫（山梨医大），豊永和，松本信雄：塩化 化に関する研究：第 49回日本公衆衛生学会総会． 11

ニッケルのマウス初期胚におよぽす影響について．第 月．徳島．［日本公衆衛生学雑誌． 37(10特） ：660 

30回日本先天異常学会学術集会． 7月．宮崎．［抄録集． （1990)] 

81 (1990)] 

8) 吉葉繁雄：千葉県小湊に大発生しているニホ｀ノヤ V. その他

マビルに対する天敵について．第 60回日本衛生学会総 1) 吉葉繁雄：マムシ咬症の体験ー小湊のマム・ンに咬

会． 4月．福岡［日衛誌． 45:333 (1990)］ まれて一．生研会誌． 13:3-7 (1990) 

9) 吉葉繁雄：アンボイナイガイのバイオハザード能

カの特性．第 63回日本貝類学会総会． 3月．鳥羽．［予

講集． 5(1991)] 

10) 鎌田すま子，西本邦夫，岩佐敏生，平松紘一，小川

康恭：其工場男子従業員団の血中テストステロン値の

分布と日常生活習慣との関係．第 62回日本産業衛生学

会総会． 4月．熊本．［産業医学． 32:588 (1990)] 

11) 小川康恭，小松哲郎，藤掛 登，藤井孝朗，田中順

ー： 2,5-ヘキサンジオンのラット胎児末梢神経軸索

成長に及ぼす影響．第 19回有機溶剤中毒研究会． 11

月．湯河原．［産業医学． 33:209 (1991)] 

12) 小松哲郎，藤掛 登，小川康恭：母ラットヘの 2,5-

ヘキサンシオン暴露が胎児末梢神経系に及ぼす影響．

第 171回産業衛生学会関東地方会． 12月．東京．［産業

医学． 33:127 (1991)] 

13) 縣俊彦塩田正俊，小）1|康恭，豊永和，吉葉繁

雄松本信雄：医師・学生の喫煙行動に関する意識調

査：第 58回日本衛生学生総会． 4月．福岡．［日本衛生

学雑誌 44(1): 225 (1990)] 

14) 松島雅人，縣 俊彦，池田義雄，松本信雄：生活歴

と成人病危険因子の関連について：第 58回日本衛生

学会総会． 4月．福岡．［日本衛生学雑誌． 44:1 : 230 

(1990)] 

15) 松島雅人，縣 俊彦，田嶼尚子，横山淳一，池田義

雄，磯貝行秀：若年発症糖尿病に関する研究第 13報

-IDDMの膵外分泌に関与する環境，及び遺伝因子の

影響について．第 33回日本糖尿病学会総会． 4月．東

京．［糖尿病． 33Cl suppl.) 1 : 268 (1990)] 

16) 春日伸予，松島雅人，縣 俊彦，田嶼尚子，北川照

男， R.E.LaPorte :小児期発症 IDDMの生命予後と医

療体制の関係：第 33回日本糖尿病学会総会． 4月．東

京．［糖尿病． 33(1suppl.): 309 (1990)] 

17) 村井貞子，稲積温子（東邦大），徳丸実，縣俊彦：

A群溶連菌感染症の頻回感染者に関する検討 (2報）：

第 63回日本感染症学会総会． 5月．松山．［感染症学雑

誌 64（臨増） ：166 (1990)] 

18) Agata, T., Tokumaru, M., Inazumi, Y., Murai, 

T. and Kaneko, Y. (Toho Univ.),: Epidemiological 

- 59 -



公 衆衛 生 子-

教授：清水英佑 環境化学物質の発癌および

変異原性

講 師：林 和夫 環境化学物質の分析と代謝

講師：鈴木勇司 環境化学物質の変異原性

II. マウス骨髄細胞を用いた変異原性試験

1) フッ化ナトリウムのマウス骨髄細胞への小核

誘発能：全 1せ界で， 500万以上の人々がフッ素含有

水を飲んでいるが，歯科領域，産業界でもフッ素に

曝露する機会が多い。アルミ製造工場で白血病罹患

率が高いのは，精練工程でフ、ノ素化合物への曝露が

原因の一つと考えられている。昨年度までは， Ames

test, Fluctuation test, CHL細胞を用いた小核試験

研究概要 にてフッ化ナトリウムの変異原性を検討してきた。

I. 突然変異原性に関する研究 本年度はマウス骨髄細胞を用いた invivoおよひ in

1. 微生物を用いた変異原性試験 vitro小核試験にて検討したところ，両試験系ともに

l) 変異原性試験の精度管理に関する検討：我が 陽性となった。今後，フソ素化合物の発癌性も検討

国では新規化学物質の届出の際，労慟安全衛生法に する必要がある。

革づき，変異原性試験結果の報告が義務づけられて 2) マウスに高磁場曝露したときの染色体異常誘

いるが，結果を正しく評価する上で，各試験機関の 発能：これまてに， Amestest, CHL細胞を用いて

試験の精度が重要である。そこで 4年前より労働省 の小核試験等 invitro試験系で磁場自身の変異原性

から依託を受けて精度管理の調査を実施してきた。 誘発能について検討してきたが，いずれの試験系に

本年は 5年日である。昨年度同様 4-NQO(-S9mix おいても陰性であった。本年度は， invivo小核試験

用）， 9,10-dimethylanthracene (+S9mix用）の 2 で検討した。 4.7テスラの磁場強度で timestudyを

物質名を伏せて各試験機関に配布し，指定した濃度 行ったところ，曝露時間が長いほど小核誘発頻度が

で Amestestを行いその結果を報告してもらった。 冗進し，またマウス体重も減少した。磁場自身に染

試験結果に影響を与える要因として，菌の培養方法 色体異常誘発能があるのか，磁場曝露によりマウス

（試験管の種類），菌の接種方法と接種菌量，前培狼 がストレスを受けて陽性になったものかと考える。

時間，肝ミクロゾーム分画 (S9)の誘導剤の種類等

が試験結果に影親を与えることが明らかとなった。

2) 混合物の変異原性試験手法の開発に関する研

究：労働省の依託研究によるもので，被験物質が混

合物てある場合に，互いに変異原性にどの様な影響

を与えるかを調べることを目的としとた。昨年度に

引き続き本年度も甚礎的な研究として，アミノ甚を

持つ物質と，ニトロ基を持つ物質の混合比を変えて

混合し，その変異原性について TAlOO,TA98,およ

び nitroreductase欠損株である TA98NRの 3苗株

を用いて比較検討した。被験物質には 6-amino-

chryseneと6-nitrochryseneおよび＆amino-

quinolineと8-nitroquinolineの 2組， 4物質を用い

た。混合による影響として，物質同志の相乗・相加

による Hiざ数の増加や菌の生育阻害が観察され

た。

3) 亜硝酸イソブチルの変異原性に関する研究：

TAlOOを用いて， Amestestを行った。昨年度の

ラット S9(10, 30, 50,150,200 μI/plate)の検討に加

えて，本年度は PCB誘導によるウサギ S9とnor-

harman (200 μg/plate)の混合および preincuba-

tion時間を変えて (20,40,60分の 3段階）検討した

ところ，陽性の頻向を示したが引き続き検討中であ

る。

III. 培養細胞を用いた変異原性試験

電磁場曝露と白血病発生に関する疫学調査報告が

あり，近年高磁場曝露（医療用 MRI等）の機会が増

加しているのに対して，細胞追伝学的な面からの研

究が遅れている。昨年までは，高磁場自身の変異原

性誘発性について， Salmonella菌やチャイニーズハ

ムスター肺繊維芽細胞 (CHL)を用いて検討してき

た。本年度は， CHL細胞を 11.75テスラ (1テスラニ：

104ガウス）の高磁場に白血病誘発物質 (1-ethyl-1-

nitrosourea, l-methyl-1-nitrosourea, l-butyl-1-

nitrosourea, urethan, 7, 12-dimethylbenz (a) anth-

raceneの 5物質）共存下で曝露し，小核誘発能に及

ぼす影響を検討した。その結果，磁場により 1-meth-

yl-1-nitrosoureaの小核誘発充進作用が認められ

た。 1物質だけではあるが，磁場との相乗・相加が認

められたことは，今後磁場と化学物質の複合曝露時

の変異原性発現についても注意を払う必要がある。

IV. マウス胎生期・新生期における薬物代謝系の

発達に関する研究

薬物の胎仔に対する影響は，母体の中毒量を下回

る水準においても影響が見られることが少なくな

1、。!］＇,：年に続き anilinehydroxylase(AHO)・活性と
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7-ethoxycoumarine-0-deethylase (7ED)活性を検

討した。その結果，母獣肝では PCB投与により 2種

の酵素活性はともに上昇したが．胎仔肝と新生仔肝

では 7ED活性のみ上昇した。しかし生後 1日の新生

仔肝では AHO活性は母獣肝の 8割， 7EDは 9割に

まで上昇し，生後 1日で新生仔の薬物代謝酵素活性

能の発達が見られることが明らかになった。

V. 喫煙と健康意識調査について

看護学生および看護婦の喫煙状況につき，看設学

生 682人（回収率 98.9%)，看護婦 1,365人（回収率

98%）を対象に，喫煙率および健康意識調査を実施

した。その結果，看護学生の喫煙率は 12.5%，看詭

婦の喫煙率は 29.1%であった。喫煙と関連のある疾

患（心臓病，高血圧，喘息， 胃・十二指腸潰瘍）に

ついて認識度を比較すると，喫煙者，非喫煙者，禁

煙者のいずれも看護学生より看護婦の方が認識度は

高かった。看護学生より看護婦の喫煙率が高い理由

について更に調査を進めている。

VI. 教育について

4年生のグループ研修は，学外機関として都立北

療育医療センター，武蔵野療園（老人医療），横浜国

立大学保健管理センター， 日本航空運航乗員健康管

理部のお世話をいただき実施した。また，夏期休暇

を利用した自主的研究では， 4年生全員が 44テーマ

につきレポートを提出し，発表会および報告書（第

4号）の作成を行った。さらに見学実習は，三園浄水

場芝浦水処理センター，板橋清掃工場日本航空，

アサヒビール工場を見学し，感想文をまとめ報告奮

（平成 2年度報告書）を作成した。一方，＇ 90年 9月

より開始した 5年生全員を対象とした保健所実習

は，＇91年 2月までに 28グループが終了し，残りは

6年生に進級してから行うことになっている。また，

毎実習終了後，土曜日に保健所の先生を交えて総括

討論会を行い，実習内容の充実を期した。

研究業績

I. 原著論文

1) Li, Jie : Conflicting evidence-Clastogenic and 

nonmutagenic effects of sodium fluoride. Jikeikai 

Medi. J. 37: 93-102 (1990) 

II. 総説

l) 清水英佑：金属の毒性とアルミニウム．アルトピ

ァ． 21:45-56 (1991) 

2) 鈴木勇司： Invitro小核試験．環境変異原研究． 12:

75-87 (1990) 

III. 学会発表

l) 林 和夫，芳賀佐和子，桜井美代子，清水英佑，山

村行夫（聖マ医大），橋田ちせ（横浜国大） ：医学生の

喫煙習慣と健康意識について．第 60回日本衛生学会総

会． 4月．福岡．［日本衛生学雑誌． 45:343 (1990)] 

2) 豊永和，林和夫，松本信雄，清水英佑：マウス

胎生期・新生期における薬物代謝系の発達（1)一酵素

活性の発現と酵素誘導について一．第 60回日本衛生学

会総会． 4月．福岡．［日本衛生学雑誌． 45:393(1990)] 

3) 李 傑（中国山東医大），鈴木勇司，清水英佑：

フッ化ナトリウムの変異原性誘発能について．第 63回

日本産業衛生学会総会． 4月．熊本．［産業医学． 32: 713 

0990)] 

4) 清水英佑，李 傑（中国山東医大）鈴木勇司，中

川正祥（鉄道総研），安藤皓章（警視庁）：磁場の染色体

異常誘発におよぽす影響ー特にフッ素化合物について

ー．第 63回日本産業衛生学会総会． 4月．熊本．［産業

医学． 32:714 0990)] 

5) 鈴木勇司，李 傑（中国山東医大），清水英佑，中

川正祥（鉄道総研），安藤皓章（警視庁）：磁場の染色体

異常誘発におよぽす影響ー特に白血病誘発物質につい

て一．第 63回日本産業衛生学会総会． 4月．熊本．［産

業医学． 32:714 0990)] 

6) 桜井美代子，芳賀佐和子，林 和夫，清水英佑，橋

田ちせ（横浜国大）：看設婦・看護学生の喫煙に対する

健康意識第 49回日本公衆衛生学会総会． 10月．徳島．

［日本公衆衛生雑誌． 37:716 (1990)] 

7) 芳賀佐和子，桜井美代子，林 和夫，清水英佑，橋

田ちせ（横浜国大）：看設婦の喫煙実態調査．第 49回日

本公衆衛生学会総会． 10月．徳島．［日本公衆衛生雑誌．

37: 717 (1990)] 

8) Shimizu, H., Suzuki, Y., Li, J. and Nagashima, 

T.: The effects of a magnetic field on the 

mutagenic activity and micronucleus inducibility by 

some chemicals. 23rd International Congress on 

Occupational Health, Sep. Montreal, Canada. 

9) Suzuki, Y., Li, J., Shimizu, H. and Nagashima, 

T.: The cytogenetic effects of sodium fluoride 

23rd International Congress on Occupational 

Health, Sep. Montreal, Canada. 

10) 鈴木勇司，清水英佑，李 傑（中国山東医大）：

フッ化ナトリウムのマウス骨髄細胞への小核誘発能．

第 19回日本環境変異原学会． 10月．福岡．［環境変異

原研究． 12:195 (1990)] 

11) 李 傑（中国山東医大），鈴木勇司，清水英佑：

CHL細胞を用いた小核試験と構造異常試験との比較．

第 19回日本環境変異原学会． 10月．福岡．［環境変異
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原研究． 12:199 0990) J 
12) 清水英佑，鈴木勇司．関良子，李 傑（中国山

東医大） ：高磁場の白血病誘発物質に及ぽす影響．第

19回日本環境変異原学会． 10月．福岡．［環境変異原研

究． 12:199 0990) J 

IV. その他

l) 清水英佑，松下秀鶴，松島泰次郎：混合物の変異原

性試験手法の開発平成 2年度労働省労働安全衛生に

関する調査委託研究．（1990)

2) 清水英佑他：生体外染色体異常試験の精度に関す

る研究．平成 2年度労働省委託研究報告書．平成 3年 2

月．日本化学物質安全・情報センター (JETOC)編．

(1990) 

3) 清水英佑他：東南アジア諸国等人ロ・開発基礎調査

報告書ーバングラデッシュ国一平成 3年2月．アジア

人ロ・開発協会 (APDA)(1990) 

4) 清水英佑他：変異原性試験実施機関に対する精度

管理の実施結果報告書．平成 2年度労働省委託研究．中

央労慟災害防止協会．（1990)

5) 清水英佑他：大気汚染物質のレビュー（有機塩素系

化合物およびその他の有機溶剤等） （1988-1990)．平成

2年度環境庁委託業務結果報告書．平成 3年3月．日本

科学技術情報センター．（1990)

法医学

教授：高津光洋 法医病理学

研究概要

I. 突然死の法医病理学的研究

当教室では突然死の法医病理学的研究を行ってい

るが，今回， スポーツ中，あるいは直後に発生した

突然死の剖検例についてまとめた。

スポーツ中の死亡例を突然死群と事故死群に大別

し，両群を対比しつつ検討した。この結果，突然死

群では半数以上が学童期男子に分布し，その 80%以

上が心臓突然死であった。特に特徴的なのはルーチ

ンの剖検では死因が不明で急性心機能不全と診断さ

れていた症例が半数以上を占めていた点である。し

かしこれらの症例は精密な心臓病理学的検査を行う

と，冠動脈や刺激伝導系に変化が認められ，心筋虚

血や致死的不整脈あるいは心筋虚血から致死的不整

脈を惹起して突然死した可能性が示唆されたケース

も多かった。スボーツ中の突然死の予知・予防の可

能性と限界，難しさ等についても検討を加えた。

軽度のムチ打ち症後に突然死した症例において，

その死因がメフェナム酸（ポンタール）服用による

骨髄抑制から敗血症に罹患したと思われる一例につ

いて報告した。

乳幼児突然死症候群に関する研究も続行中であ

る。

II. DNA分析の法医学的応用

1. 人獣鑑別への応用

ヒト霊鳥類以外の人獣鑑別法は pH12を DNA

probeとした dothybridization法により確立し，報

告した。また， ヒトと霊烏類間の血痕の識別は，

hybridizationや洗浄の条件，すなわち反応温度，洗

浄温度，塩狼度等を適切に設定することにより可能

であることが判明し報告した。霊鳥類の中でもチン

パンジーとヒトとの間は，前述の Aluprobeでは識

別が困難であるため，新たな DNAprobeをcloning

して hybridizationを行った結果， ヒトとチンパン

ジーではそれぞれ異なった位置に bandが検出され

両者の識別が可能であった。

2. PCR法の法医学的試料への応用

陳旧な血痕や精液班， ごく微量な血痕，毛髪， ヒ

ゲ， ツメ，硬組織等から抽出された，分解の進んだ

DNAに対し PCR法を応用いた。この方法は前述の

試料に対し極めて有効である一方，いくつかの問題
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点を内包しているので，実用のための条件について

検討した。さらにこの方法を用いて HLADQa座

DNAを増幅の対象として前記の試料の型判定を検

討した。これには PCR-RFLP法を応用した。

3． 親子鑑定への応用

DNA fingerprint法を日常の親子鑑定に応用でき

るようにシステム化した。又，親子鑑定に前述の

PCR法を導入している。

III. 死体血の臨床検査学的分析

剖検時に採取した死体血を臨床検査学的に分析

し，法医診断学への応用の可能性と限界について引

き続き検討している。

IV. ヘルメット着用者の二輪車事故死剖検例の分

析

当教室で剖検された二輪車事故死亡例について頭

部外傷を中心に分析した。この結果ヘルメット着用

者でも頭部外傷の頻度は二輪車以外の交通事故死群

と比べてむしろ高かった。ヘルメット着用者の 16%

は頭部受傷時にヘルメットが脱落しており，ヘル

メットの使い勝手に十分注意する必要性を強調し

た。

V. その他の法医病理学的研究

外傷性ショックや挫滅症候群の剖検診断のために

腎組織のミオグロビン染色が応用されているが，剖

検時におけるミオグロビン陽性像の意義と診断上の

有用性が十分に検討されているわけではない。そこ

で法医剖検例 141例を外因死群と病死群に大別し，

腎組織にミオグロビン染色を施すとともに，病理組

織学的分析，死体血や尿を用いたミオグロビンの定

量，腎機能の指標の臨床生化学的検査を平行して行

い， ミオグロビン陽性所見の診断上の意義について

検討した。その結果，対象腎の 47.5%にミオグロビ

ン陽性像が認められ，外因死群ではその頻度が病死

群に対し有意に高く， traumaticrhabdomyolysisの

意義は認められたが， nontraumaticの介在にも注意

する必要性が示唆された。腎におけるミオグロビン

の局在性，発症（受傷）から死亡までの時間，病理

組織学的検査，血中および尿中ミオグロビ｀／濃度，血

清中および尿中 creatinine等の GFRの parameter

の検査等を総合すると，腎のミオグロヒン陽性像は

生前のミオグロビン血症および・尿症を示唆する生

活反応であり，またミオグロビンが腎毒性を有し，さ

らに生前の個体の病態生理学的分析に有用であるこ

とが示唆された。

研究業績

I. 原著論文

1) 高津光洋，重田聡男，村田須美枝．国吉 昇：スポー

ッ中の突然死及び事故死の予防対策一剖検例からの疫

学的分析ー．テサントスボーツ科学． 11:32-450990) 

2) 重田聡男，高津光洋，国吉 昇．阿部光伸：むち打

ち症後の突然死：メフェナム酸（ボンタール）による骨

髄抑制．法医学の実際と研究． 33:241-246 (1990) 

3) 田島則子，福井謙二，高津光洋： DNA-hybridiza・

tion法による人獣鑑別．第 2報ヒトとニホンザル，チ

ンパンジーとの識別．犯罪学雑誌． 56:194-202(1990) 

4) Takatsu, A., Shigeta, A., Orimo, J., Kifune, K. 

and Tajima, N. : Routinemaessige klinischchemis-

che Laboruntersuchung an Leichenblut. Kriminalu. 

forens Wissenschaften. 79/80: 155-163 0990) 

5) 高津光洋：ヘルメット着用者の二輪車死亡事故に

おける頭部外傷の概要．ヘルメ，卜の総合評価に関す

る研究・研究報告書． 4-18(1990) 

6) 中小路拓，高津光洋： Glomus腫瘍(2)電顕的観察．

関東整災誌． 21:13-19 0990) 

7) 青木博，高津光洋，阿部光伸，重田聡男，国吉昇，

岩崎 晃，岩柳昭男：指紋の経時的変化に関する研究，

I.スライドグラス上に押捺された潜在指数の形態学

的変化．犯罪学雑誌． 56:177-187 0990) 

III. 学会発表

1) 福井謙二，田島則子，高津光洋，吉井富男＊，石山展

夫＊ （＊東大・法医） ：PCR法による個人識別．第 74次

日本法医学会総会． 4月．沖縄．［日法医誌． 44（補冊） ： 

112 0990)] 

2) 国吉 昇，河合貴久，重田聡男，阿部光伸，高津光

洋：剖検腎におけるミオグロビン染色の意義．第 74次

日本法医学会総会． 4月．沖縄．［日法医誌． 44（補冊） ： 

165 0990)] 

3) 重田聡男，大槻政弘，村田須美枝，高津光洋：当教

室における法医解剖例．第 74次日本法医学会総会． 4

月．沖縄．［日法医誌 44（補冊） ：196 (1990)] 

4) 重田聡男，阿部光伸，高津光洋．福井謙二，新垣百

合朝．丸山恭子，村田須美枝：精神病者ならびに精神病

者の関与した剖検例の検討．第 27回日本犯罪学会総

会． 11月．東京．［犯罪学雑誌． 57:117-118 (1991)] 

5) 新垣百合朝，重田聡男，福井謙二，丸山恭子，阿部

光伸，村田須美枝，高津光洋：頭蓋底陥入症およひ at・

lanto-axial dislocationを伴なう頸髄損傷例．第 59回

日本法医学会総会関東地方会． 12月．毛呂山．［日法医

誌． 45:191-192 0991)] 

6) Takatsu, A., Shigeta, A. and Kuniyoshi. N.: 

Diagnostic Evaluation of Myoglobin Behaviour in 
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Kidney in Medico-Legal Autopsy Cases. 1st Inter-

national Symposium-Advances in Legal Medicine 

-. (Tokyo Satellite). Oct. Tokyo. 
寄生虫学

7) Takatsu, A. : Advances in Pathological Diagno- 教授：小林昭夫 原虫・嬬虫学，熱帯医学

寄生虫感染と IgEsis of SIDS. 1st International Symposium 助教授：渡辺直煕

-Advances in Legal Medicine-. Oct. Kanazawa. 講師：鈴木康弘 原虫感染と免疫

講師：牧岡朝夫

講師：浜田篤郎

原虫感染症の免疫診断

寄生虫感染と好酸球増多

研究概要

I. 原虫に関する研究

L トキソプラズマ (Tp)感染防御に関する研究

a) Tp膜主要抗原 P30

Tp防御抗原として有望視される主要膜抗原 P30

の遺伝子工学的手法による大量分離の条件，得られ

た P30の融合蛋白による Tp感染防御能について

検討した。大腸菌における P30遺伝子の発現には融

合蛋白発現用ベクター (pGEX-1)が有効であるこ

と， リコンビナント Tp-P30/GST融合蛋白で免疫

したマウスのマクロファージ (Mcp)は顕著な Tp殺

滅能を示すことなどを明らかにした。

b) インターフェロン・ガンマ (IFN-y)

我々はこれまでに Tpの感染防御免疫における

IFN_yの重要性， IFN-yの主要産生細胞として

CDS+ T細胞を指摘してきた。今回は Tp免疫マウ

スの CDS+T細胞を正常マウスヘ移入することによ

り， Tp攻漿感染に対し強い抵抗性を賦与できるこ

と，その免疫 CDS+T細胞の感染防御活性は，抗

IFN-y抗体の投与により完全に消失することを証

明した。このことから同原虫に対する感染防御免疫

機構は， CDS+T細胞による IFN-yの産生， IFN-y

による Mcpの活性化，活性化 Mcpによる Tpの貪

食，殺滅という一連の反応によって担われていると

考えられた。

また最近，免疫不全者とくに AIDS患者に多発す

るTp性髄膜脳炎(TE)の問題が注目されているが，

上記の感染防御免疫における IFN_yの重要性に鑑

み，レコソビナント IFN-yCrIFN-y)の TEに対す

る治療効果を TEの動物モデルを用いて調べた。そ

の結果， rIFN-yの 5Xl05単位を 6回尾静脈より注

射することにより脳組織における急性炎症巣の数を

1/4以下に減少させうることが明らかとなった。こ

のことから免疫不全者における TEの治療に IFN-

yが有効であるとする可能性が示唆された。
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2. Tp症の新しい血清診断法の開発

a) 急性 Tp性リンパ節炎

先に急性 Tp惑染者を慢性惑染者から的確に判別



するための血清診断には，抗原として栄養型特異抗

原の使用が好適であることを見い出した。今回は，栄

養型虫体特異的抗原の精製を行ない，その精製抗原

（分子量 52,000と6,000)を用いた酵素抗体法

(ELISA)の開発を検討した。その結果， Tp性リン

パ節炎の患者 18例につき，発症後 2か月以内では

92%が腸性を示したのに対し，発症後 5か月以上を

経過した患者では陽性率は 9%に過ぎなかった。こ

の結果から， この精製抗原を用いた ELISA法は急

性期の Tp症の診断にきわめて有用であることが分

かった。

b) AIDS患者における Tp性髄膜脳炎

我々はさきに Tp性髄膜脳炎の診断には，ホルマ

リンおよびアセトン固定増殖型虫体を用いた直接凝

集反応が有効である事実を見い出した。今回は，な

ぜこれらの反応が有効であるのかにつき検討した。

その結果， Tp性髄膜脳炎の血清診断においては，虫

体の膜抗原を選択的に用いることと，その抗原を固

定することの 2点が重要であることが判明した。

C) 新生児における先天性 Tp症

新生児の先天性 Tp症の血清診断においては母親

からの移行抗体の存在がその診断を難しくしてい

る。そこで従来の抗体価測定による診断ではなく，イ

ムノブロット法を用いて抗体が認識する虫体抗原を

母子問で比較解析することにより診断する方法につ

いて検討した。その結果は，今年度当教室で経験し

た先天性 Tp症の新生児 3例の全例とも，本法によ

り出生当日の血清で診断が可能であったことから，

本法が極めて有用であることが分かった。

3. エクアドルにおけるリーシュマニア症調脊

ェクアドル共和国内の皮膚リーシュマニア症の流

行地住民について，皮府症状発現者の調査と有症者

に対する治療法の検討を行なった。皮内反応用抗原

を用い 156名の皮府反応陽性者を得，また皮府病巣

を有するこれらの陽性患者の 40名 (25.6%)から

リーシュマニア原虫を検出した。分離株の種の同定

については現在追求中である。また患者 60名につい

てバロモマイシソ軟秤による治療を試みたところ

35名 (58.3%)に病変部の改善を認めることができ

た。本剤は invitroの実験により，低濃度でも原虫

の増殖を抑制する効果のあることが確かめられた。

II. 蝠虫に関する研究

性および無応答性(IgE欠損）マウスに旋毛虫感染を

行ない， これらマウスによる感染防御における IgE

依存性を比較した。結果は，抗旋毛虫 IgE抗体の産

生は高応答性マウスで高く， IgEによる旋毛虫感染

防御効果は IgE高応答性マウスでは認められたが

低応答性マウスでは認められなかった。次に旋毛虫

感染のみられる高および低応答性マウスに非特異的

IgEを多量移入し，抗旋毛虫 IgE抗体による反応を

干渉させた場合の感染防御能について検討した。そ

の結果，低応答性マウスでは防御に影響がなく，高

応答性マウスに対しては感染防御能の低下をもたら

すことが分かった。以上から宿主の IgE産生が高応

答性の場合に IgE依存性の感染防御がみられるこ

とが明らかとなった。

2. 蟷虫感染者血清中の IgEbinding factor 

リンパ球上の Feeレセプターが血中に遊離した

ものと想定される IgEbinding factor (BF) とIgE

産生との関係が示唆されている。そこで多種蝙虫の

単独感染者について血清中 IgE-BF濃度と IgE値

との関係について検討した。その結果，嬬虫症（錮

虫，鉤虫，多包虫，顎口虫，肺吸虫）の血清 IgE-BF

値は対照群より有意に高値を示し， とくに銅虫症で

はIgE値と IgE-BF濃度との間に有意な相関が認

められ， IgEBFの増加が IgE産生に影響する可能

性が示された。

3. 好酸球の寿命および活性化に及ぼす Nerve

growth factorの影響

末梢血中の好酸球は，組織に移行する過程で比重

の低下，寿命の延長を起こし，最終的に強い蟷虫殺

滅能を有する Effector細胞となるが，この一連の変

化を惹起させる因子については未だ不明の点が多

い。そこで今回は，線維芽細胞由来のサイトカイン

である Nervegrowth factor (NGF)に着目し，こ

れの好酸球の寿命，蟷虫殺滅能に及ぼす影響につい

て検討した。その結果，培養 4日目の好酸球の生存

率は培養液のみでは 32士5%であったが， NGFの

存在下では濃度依存性に増加し， 50ng/m]では

50土5%まで有意に上昇した。一方，好酸球の旋毛虫

幼虫殺滅率は， NGF(50 ng/ml)存在下 25士4%で，

非存在下の 7士5%に比し有意に増加した。このこと

から NGFは好酸球の寿命の延長，活性化をきたす

ことが明らかとなった。

L 蛸虫感染防御と IgE III. アジア寄生虫予防機構 (APCO)の推進

嬬虫感染による宿主の特徴的な反応として知られ APCOのプロジェクト活動は，＇ 74年の発足以来

るIgE抗体産生の意義，とりわけ IgEと嬬虫感染防 発展の一途を辿り，現在ではアジアのみならずアフ

御との関係について検討した。IgE高応答性，低応答 リカ，中南米にまでも波及し 24か国の参加をみるに
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いたっている。教授小林昭夫は同機構発足当時から triphosphate hydrase in the tachyzoites of virulent 

その運動の推進に積極的に力を盛くしてきたが，本 and avirulent strains of Toxoplasma gondii. FEMS 

年度も第 12回国際寄生虫予防指導者セミナー，第 7 Microbiol. Letters. 72: 89-92 Cl990J 

回日虫寄生中予防セミナー，第 12回 APCO寄生虫

学者会議等を通して協力した。またとくに地域寄生 2. 嬬虫に関する研究

虫技術者研修会（所謂バンコック・トレーニングコー 1) Matsuda, H.*, Watanabe, N., Kiso, Y.*, Hirota, 

ス）については，昨年末，講師として参加し，本年 S.**, Ushio, H.*, Kannan, Y.*, Azuma, M.*, 

はその在り方につぎ司会，討議した。

研究業績

I. 原著論文

1. 原虫に関する研究

1) Suzuki, Y. and Kobayashi, A.: Induction of 

tolerance to Toxopl⑮ ma gondii in newborn mice by 

maternal antibody. Parasitol. Res. 76: 424-427 

(1990) 

2) Suzuki, Y., Thulliez, P. (Inst. Puericulture 

Paris) and Remington, J.S. (Stanford Univ.) : Use 

of acute-stage-specific antigens of Toxopla.sma gon-

dii for serodiagnosis of acute toxoplasmosis. J. 

Clin. Microbiol. 28: 1734-1738 (1990) 

3) 鈴木康弘，樗沢美香，牧岡朝夫，塩田恒三＊，有薗直

樹＊（＊京府医大），小林昭夫：イムノプロット法を用い

た先天性トキソプラズマ症の新しい血清診断法．医学

のあゆみ． 154:595-596 (1990) 

4) Suzuki, Y. and Remington, J.S. (Stanford 

Univ.) : Importance of membrane-bound antigens 

of Toxop!a.sma gondii and their fixation for ser-

odiagnosis of toxoplasmic encephalitis in patients 

with acquired immunodeficiency syndrome. J. 

Clin. Microbiol. 28: 2354-2356 (1990) 

5) Suzuki, Y., Conley, F.K. (Veterans Administra・ 

tion Medical Center) and Remington, J.S. (Stanford 

Univ.) : Treatment of toxoplasmic encephalitis in 

mice with recombinant gamma interferon. Infect. 

Koyama, H.*, (*Univ. Osaka Pref.) and Kitamura. 

Y.**(**Osaka Univ.): Necessity of JgE antibodies 

and mast cells for manifestation of resistance 

against larval Haemaphysalis longicornis ticks in 

mice. J. lmmunol. 144: 259-262 (1990) 

2) Hamada, A., Watanabe, N., Azuma, T. (Nagoya 

City Univ.) and Kobayashi, A.: Enhancing effect of 

Clq on IgG monoclonal antibody binding to hapten. 

Int. Arch. Allergy. Appl. Jmmunol. 91: 103-107 

(1990) 

3) Hamada, A., Kobayashi, M. (Chiba Univ.), 

Okusawa, E.*, Nozaki, T.*(*Keio Univ.), Barbosa, 

!.**, Tateno, S**(**Pernambuco Univ.), and 

Kobayashi, A.: Toxoplasma infection and soil-

transmitted helminthiases in Brazilian children 

Jpn. J. Parasitol. 39: 54-55 (1990) 

4) Ishii, A.*, Ito, K*, Yamashita, N.*, Miyamoto, 

T.*, Shiga, J.*, (*Tokyo Univ.) and Watanabe, N.: 

Anti-IgE-induced asthma in guinea pigs; A new 

model for asthma. Jpn. J. Allergol. 39: 502-508 

(1990) 

5) Mori, A.*, Yamamoto, K.*, Suko, M.*, 

Watanabe, N., Ito, M. (General Inst. Exp. Animals). 

Miyamoto, T.* and Okudaira, H.(*Tokyo Univ.): 

Interleukin-4 gene expression in high and low IgE 

responder mice. Int. Arch. Allergy Appl. Immunol 

92: 100-102 (1990) 

Immun. 58: 3050-3055 (1990) II．総説

6) Suzuki, Y. and Remington, J.S. (Stanford 1) 小林昭夫，鈴木康弘：トキソプラズマ (IgG抗体お

Univ.): Effect of anti-IFN-y antibody on protec・ よび lgM抗体）．日本臨床． 1990年増刊（下巻） ：402-

tive activity of Lyt-2• immune T cells against 404 0990) 

toxoplasmosis in mice. J. lmmunol. 144: 1954- 2) 小林昭夫：疫学からみた寄生虫感染症ートキソフ

1956 0990) ラズマ症ー．臨床医．（特集：注目される寄生虫感染

7) Suzuki, Y. and Remington, J.S. (Stanford 症）． 16:54-56 (1990) 

Univ.): Insufficient sensitivity of ToxotesじMTKit 3) 渡辺直煕，浜田篤郎：寄生虫感染防御と好酸球．

for serodiagnosis of toxoplasmic encephalitis in lmmunohaematology. 12: 10-13 (1990) 

patients with acquired immunodeficiency 4) 渡辺直煕：嬬虫感染症における lgE産生機構（高

symdrome. Eur. ]. Clin. Microbiol. Infect. Dis. 9 : lgE血症の維持機構）．医学のあゆみ． 153:3640990) 

238-239 0990) 5) 小林昭夫：日本における寄生虫学の歩み．寄生虫

8) Asai. T. (Tokyo Med. College) and Suzuki, Y.： 誌 ． 39:557-565 (1990) 

Presence of remarkable activities of nucleoside 6) 鈴木康弘：トキソプラズマ感染に対する防御免疫
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反応．医学のあゆみ． 153: 680 (1990) 

7) 鈴木康弘：トキソブラスマの防御機構． Annual

Review免疫 1990:369-376 (1990) 

III. 学会発表

l) 浜田篤郎，渡辺直煕，小林昭夫：旋毛虫感染ラット

にみられる低密度好酸球．第 59回日本寄生虫学会大

会． 4月．福岡．［寄生虫誌． 39（増刊） ：64 0990) J 

2) 渡辺直煕．林 良博（東大），小林昭夫： lgE欠損マ

ウスにおけるマレー糸状虫感染．第 59回日本寄生虫学

会大会． 4月．福岡．［寄生虫誌． 39（増刊） ：650990)] 

3) 鈴木康弘，小林昭夫， Remington,J.S.（スクソ

フォード大） ：トキソプラズマ性髄膜脳炎の防止にお

ける内因性インターフェロン・ガンマの重要性．第 59

回日本寄生虫学会大会． 4月．福岡．［寄生虫誌． 39（増

刊） ：70 (1990)] 

4) 片倉 賢， Chang,K, -P.（シカゴ医大） ：ツニカマ

イシン耐性リーシュマニアにおける DNAの増幅，第

59回日本寄生虫学会大会． 4月．福岡．［寄生虫誌． 39

（増刊） ：78 (1990)] 

5) Suzuki, Y., Makioka, A., Shiota, T.*, Arizono, 

N.*(*kyoto Pref. Univ. Med.) and Kobayashi, A.: 

Serodiagnosis of congenital infection with Toxoplas-

ma gondii in the newborn by using immunoblotting 

method. Asian Pacific Congress for Parasitic 

Zoonoses. Jul. Sendai. 

6) 鈴木康弘：トキソプラズマ感染に対する生体防御

機構．生体防御学会， 7月．東京．

7) Hamada, A., Watanabe, N. and Kobayashi, A.: 

Hypodense eosinophils in rat infected with Tri-

chinella spiralis. VII th International Congress of 

Parasitology. Aug. Paris. 

8) Watanabe, N., Hayashi, Y. (Tokyo Univ.) and 

Kobayashi, A. : Brngia malayi infection in lgE-

deficient mice. Vllth lnternationl Congress of 

Parasitology. Aug. Paris. 

9) 小林昭夫：寄生虫学の歩み：過去と現在ー第 50回

東日本大会にあたって．第 50回日本寄生虫学会東日本

大会（第 50回大会記念ミニシンポジウム）． 10月．東

京．［寄生虫誌． 40:114 099D l 
10) 牧岡朝夫，小林昭夫：トキソプラズマ主要膜抗原遺

伝子の大腸菌における発現．第 50回日本寄生虫学会東

日本大会． 10月．東京．［寄生虫誌． 40: 115 0991)] 

11) 片倉 賢 Chang,K.-P.（シカゴ医大） ：ツニカマ

イシン耐性リーシュマニアにみられる増幅 DNAのバ

スルフィールド電気泳動法による解析．第 50回日本寄

生虫学会東日本大会． 10月．東京．［寄生虫誌． 40:115 

(1991)] 

12) 浜田篤郎，渡辺直煕，柳原行義（相模原病院），建野

正穀（浅見敬三免疫病理センター），小林昭夫：嬬虫感

染者血清中の lgEbinding factor.第 50回日本寄生虫

学会東日本大会． 10月．東京．［寄生虫誌． 40:128-129 

(1991)〕

13) 渡辺直煕，小林昭夫， Janecharut, T.*，小島荘明＊

（＊東大医科研）：先天性 IgE欠損マウスにおける日本

住血吸虫感染．第 50回日本寄生虫学会東日本大会． 10

月．東京．［寄生虫誌． 40:129 0991) J 
14) 渡辺直煕：寄生虫感染症と IgE.第 107回成医会総

会（宿題報告）． 10月．東京．

15) 渡辺直煕，浜田篤郎，小林昭夫：木村氏病患者末梢

血の CD23陽性リンパ球．第 40回日本アレルギー学会

総会． 11月．東京．［アレルギー． 39:1293 0990) J 

16) 渡辺直熙，小林昭夫：寄生虫感染防御における非特
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臨床検査医学

教授：町田勝彦 臨床免疫学，臨床細菌学

教授：鳥海 純 外科病理学

教授：黒坂公生 臨床細菌学

助教授：真柄直郎 臨床病理学，臨床血液学

講師：須藤加代子 臨床化学

講師：鈴木政登 運動生理学

研究概要

I. 臨床生理学に関する研究

1. 運動性蛋白尿出現機序

健康人の激運動後に生じる，いわゆる運動性蛋白

尿は糸球体および尿細管由来の混合性蛋白（アルブ

ミン，佑ミクログロブリンなど）である。この出現

機序として，激運動で過剰産生された乳酸やピルビ

ン酸等の有機酸が腎糸球体で濾過され，かつ，尿細

管腔に大量負荷されたことにより，糸球体毛細血管

壁の蛋白透過性が変化し，さらに尿細管における低

分子量の再吸収をも抑制するのではないかと推定さ

れた。

2. 水泳最大運動および走最大運動時血液生化学

成分応答

水泳と陸上のトレッドミルによる走最大運動を負

荷した結果，心拍数， V02max,運動直後の白血球

上昇程度に差はなかったが，血中乳酸は走運動後に

著しかった。最大運動と言っても参加筋群の多少が

影響した結果と思われる。

II. 臨床化学に関する研究

1. 生体負荷蛍光物質の臨床に及ぼす影響

眼科その他で蛍光物質を負荷する検査が日常化し

ている。これらに使用される蛍光物質の自動網赤血

球測定 (R-1000または R-3000)に及ぽす影響を検

討した。蛍光物質としてはフラビンアデニンジヌク

レオチド (FAD)， フルオレセイン NaCFS)を用い

た。 FADでは影響が認められなかったが， FSにつ

いては負の影響を及ぽすことが判明した。添加試験

の結果についても同様の結果が得られた。

2. PAG電気泳動法の脂質分画への応用

PAG電気泳動法（リポフォー）にて血清泳動する

と， リボ蛋白は， Chylomicron,VLDL, LDL, HDL 

に明確に分離することができた。かつ， VLDLと

LDLとの間に中間帯リポ蛋白も確認し得た。また，

この結果は超遠心法による結果と良く相関した。こ

のことから他の検査法では鑑別し難い異常リポ蛋白
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を PAG電気泳動法で容易に検出できることを見い

出した。

3. 2例の LDH-H(B) subunit variantの DNA

解析

LDH H subunit variant case 1の Exon4に Gか

らAへの置換があり，その結果 173番のアミノ酸が

Argから Hisへ変化するための不安定 LDHである

事を報告してきた。本年は PCR法にて Exon 4の

DNAを増幅しその directsequencingにより horn-

ozygouteであることを証明した。また case2はこ

の部位が wildtypeであり Exon3に Aから Cへの

置換を見い出した。この結果 131番の Serが Argヘ

変化する。この位置は NAD-bindingsiteから 20A

と近いため側鎖の 3倍以上大きな Argへ変化した

結果 NADの bindingに変化が起こる可能性をコン

ピュータグラフィックを用いて推定した。

4. LDH M CA) subunit欠損の DNA解析

今迄本邦でのみ 4家系報告されているホモ接合体

は全例 exon 6の 20塩基の欠落に起因していた。

PCR法を用い DNA (exon 6)を増幅し制限酵素

Hinf I消化前後の agarose電気泳動により heter-

ozygouteも容易に検出できた。

5. CEA測定における試薬の検討

CEAの測定が RIA法から EIA法に変更後いわ

ゆる正常値が変動したとの指摘を受けたので，種々

な疾患および健常者の血漿を用いて詳しく検討し，

RIA法で 2.5μg/mlが， EIA法で 6.0μg/mlに対応

することに加え，喫煙する健常人にやや高値を示す

例が多いことがわかった。

III. 臨床細菌学に関する研究

1. ブドウ球茜の病原性に関する研究

coagulaseは黄色ブドウ球菌を規定する重要な性

状の一つであると同時に，本茜の病原性と高い関連

性があると考えられている。前回報告した臨床材料

から分離した freecoagulase陰性， DNase陽性の

HBB437株から，多数の colonyを拾って PAF平板

で coagulaseによる Haloの有無を調べてみると，

陽性株と陰性株に分かれることがみられた。陽性株

からの coagulaseは抗 coagulase血清との間に沈

降線を形成し，通常の coagulaseと共通の抗原性を

もっているものと思われた。一方陰性株の染色体

DNAを EcoRlで消化し， coagulase遺伝子の検索

を行ってみると， coagulase遺伝子の存在が認めら

れ，陰性株ではその産生能を支配する部分に異常が

存在する可能性が推測された。陽性株，陰性株につ

いて phageによる溶茜パクーンを比べてみると，そ

の間に差はみられたものの結論を得るところまでに

は到らなかった。

2. DNAを用いた微生物検査

検査材料中の被検菌の 16Sリボゾーム RNAの

塩基配列には各菌種間に共通の塩基配列（ユニバー

サルな配列）部を幾つか含みながら数コピーが

DNAにコードされている Cl6SrDNA)。このユニ

バーサルな配列をプライマーとして DNAを増幅し

(PCR)，その増幅された部分の塩基配列を調べるこ

とで菌の同定を行った。

今までに胃潰瘍の原因菌の Helicobacterphylori 

の臨床検査への応用は成功している。結核菌と非定

型抗酸菌では培養に長いものでは 3週問を要するが

PCR法では数時間で菌の検出が可能になる。この菌

群に特異的な配列を 16SrDNAから選び出し PCR

に必要なプライマーの検討を行っている。

さらにユニバーサルプライマーを用いて菌血症患

者血液から菌の検出を試みている。この方法による

と菌血症の診断が 1日で行える。 18症例のうち

PCR法では全例苗が陽性で検出されたが，従来の培

養法では 1例のみが陽性であった。健常人を用いた

陰性コントロールでは両方法とも陰性であった。今

後更に例数を増していく予定である。

メチシリン耐性 S.aureus (MRSA)の検出は増加

傾向であるが予防を計る疫学的方法の一つとして

ファージ型別が知られている。コアグラーゼ陰性菌

のファージ型別を開発し， MRSAに適用してより精

密な疫学調査が可能になった。

IV. 免疫学に関する研究

1． 免疫応答性よりみたフドウ球菌性熱傷様皮府

症候群の病態解析

ブドウ球菌性熱傷様皮膚症候群 (Staphylococcal

Scalded Skin Syndrome : SSSS)になりやすい患者

は， T細胞の PHA刺激並びに Staphylococcalex-

foliative toxin A (ET A)を用いた剌激試験による

反応が低下しているという結果を得ているので，免

疫機能低下と SSSSの発症との間に関連性が認めら

れる。現在 HLA-D抗原系との関係を調査中であ

る。予備実験のレベルでは DRl,DRw8, DRwll, 

DRw52, DQw3, DQw6, DQw7, DPw4, DPw5の

どれかに ETAに対する免疫応答性を支配する遺伝

子が存在していると思われるが，未だ結論は得てい

ない。 PCR法を用いた解析を予定している。

2. 抗 PKC抗体の検索

プロテインキナーゼ C(PKC)は哺乳類の細胞内

信号伝達を担う酵素で Ca2+ィオンの存在によって
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活性化される性質を持っている。この物質に対する

抗体が自己免疫疾患患者血清中に存在することを

ELISA法で検出した。現在その性状について検討中

である。

V. 病理形態学に関する研究

従来より課題としてきた，正常肝構造から種々な

隔たりを示す改築のスペクトル上に，夫々の肝硬変

を位置付ける試みを，一見明瞭な結節構造が形成さ

れない乙＇型肝硬変につき，調査を継続している。
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神経内科

肝，肝細胞培養

肝

消化管

2) 免疫学

従来からの肝臓と免疫に関する検討を進め，特に

自己免疫性肝炎における免疫応答， 自己抗体，特に

肝細胞膜抗体の意義を明らかにした。腫瘍免疫につ

いては BRMを用いた免疫療法について解析し，

NK細胞， LAK細胞の臨床的意義を明らかにする

とともに， IL-2誘導 LAK細胞による養子免疫療法

の臨床的有用性についても検討を加えた。さらに実

験動物レベルでこの養子免疫療法の作用機構につい

て解析するとともに，肝腫瘍に対する新たな BRM

の投与法である IL-2の経直腸投与法の臨床応用の

可能性を明らかにした。

また，実験的肝線維症モデル（ラット）を用いた

検討より，線維化に対する牌臓の関与を明らかにし

た。

4回の HBvaccinationに対する non-responder

研究概要 の免疫学的背景を検討したところ半数に細胞免疫能

1. 消化管 の低下を認め， CD8-T細胞による HBs抗体の産生

喫煙およびアルコールの慢性負荷が粘膜防御因子 抑制の可能性が示唆された。

を減弱させ，胃十二指腸潰瘍の治癒を遅延させるこ 3) 生理・生化学

とを明らかにした。また，虚血性大腸炎の発症には アルコール性肝疾患に対する女性の高感受性の機

粘膜血流の低下が重要な因子であることをレーザー 序を明らかにする目的で，アルコール投与下で部分

ドップラー法により証明した。 肝切除ラットの肝再生の性差を検討し，雌性ラット

モノクローナル抗体 SF-25を用いて大腸，胃腫瘍 の再生能が強く抑制されることを明らかにした。

性病変の免疫組織学的検討を行ない，本抗体を用い 血清 TypeIV collagen 7-S domainのpoly-

ることにより癌組織と腺腫組織とを染め分けること clona]抗体を用いた RIA法および血清 TypeIII 

が可能であることを示した。 procollagen N -peptideのmonoclona]抗体を用い

Helicobacter pyloriが消化性潰瘍の原因として た RIA法はいずれも慢性肝疾患における線維化の

注目を集めているが， PCR法を用いた Heli- 程度と高い相関を示すことが確認された。

cobacter pyloriの定量法を開発した。 肝内胆汁うっ滞の発生機序と病態の解明のため，

Taurolithocholic acid (TLCA)一回静注法で肝内

2. 肝臓 胆汁うっ滞疾患モデルを作成し検討した。

l) 肝循環 4) 細胞生物学

各種門脈圧充進症における門脈血流最と方向を超 肝再生から肝癌発生の機序とそれに伴う肝細胞機

音波トラソジットタイム血流計および超音波パルス 能発現の変化について，無アルブミンラット肝のア

ドップラー法により測定し，その特徴を明らかにし ルブミン陽性細胞を用いて研究を行なった。

た。また， Budd-Chiari症候群の肝組織所見や肝循 当研究室で樹立したヒト培養肝癌細胞株と化学発

環動態も検討した。厚生省特定疾患門脈血行異常症 癌剤投与無アルフミンラット肝より得られた細胞株

調査研究班に所属し，特発性門脈圧冗進症，肝外門 を用いてアルブミンおよび肝特異蛋白の産生のメカ

脈閉塞症の循環動態，疫学調査の研究協力を行な ニズムについての研究を行なった。

い，また門脈圧充進症の内科的治療法9/3ブロッカー 肝類洞壁内皮細胞の分離，初代単層培養法を確立

30mg／日の長期投与の際の食道静脈瘤所見の推移 した。生理活性物質の内皮細胞に対する作用につい

をみ，その有用性を明らかにした。 て invitroで検討中である。

伊東細胞のビタミン Aとその移送に関する cellu-
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Jar retinol binding protein (CRBP)の関与につい

て研究し，さらにしRATの役割について検索中で

ある。

ヒト由来肝癌細胞株還伝子への HBV-DNAの

integrationを確認した。さらに現在 C型肝炎ウイ

ルスの関与について検索中である。

5) 癌治療

切除不能肝細胞癌に対する経カテーテル療法の遠

隔成績を検討し，予後に影響を与える因子を明らか

にした。

基礎的研究によって得られた肝・胆道癌に対する

温熱効果の成果を臨床応用し，特に末期癌に対して，

効果をあげることを示し， さらに症例を集積中であ

る。

6) 肝移植

肝硬変（肝癌非合併）死亡例 130症例について ter-

minal stageに至る 3年間の臨床所見，検査成績の

推移を解析し，血清化学的パラメーター4項の 6か

月毎の変化率をスコア化することにより肝移植適応

の基準を作定した。この基準によれば肝不全死の 1

年前に患者を recipientとして登録し，移植の適期

を予測し得る。

3. 胆道系

l) 胆石の分類

'86年に日本消化器病学会が中心となり，新しい胆

石の分類が作製され， これが現在までに一般の臨床

家に普及してきているが，実際に分類を行なってみ

るといくつかの問題点が出てきている。このうち純

コレステロール石の中心に認められることもある色

素塊の大きさおよび混合石の外層の厚さの問題など

について検討を行なった。また，胆嚢内に認められ

るビリルビンカルシウム石に関して検討を行ない，

胆談内ビリルビ‘ノカルシウム石は明らかな層状構造

を呈するものは少なく，臨床的にも構造的にも黒色

石と類似する胆石が多いことを明らかにした。

2) 胆石症の治療

臨床面では Extracorporal shock wave lith-

otrypsy CESWL)に関して，その適応と胆石消失機

序についての検討を行なった。適応の問題では，石

灰化の軽度の胆石は適応に含めてもよいが，慎重に

症例を選択すべきであると考えられた。また，

ESWLによる胆石の消失機序には，胆痰収縮能が密

接に関与していることが想定された。

4. 神経

神経疾患と画像診断のうち， MRI上にみられる

LeukoaraiosisとPeriventricular high signal 

intensityの臨床的意義につき，ひきつづき検討して

いる。特に脳血管障害例における神経症状，年齢，痴

呆等との関連に知見を得ている。

運動ニューロ｀ノ疾患の集積とともに，治療として

活性型ビタミン Dを投与し，その有用性を検討中で

ある。

各種疾患より生じる代謝性ミオパチーの筋生検を

積極的に行ない，診断，治療上の指針にしている。ア

ルコール性肝障害患者における飲酒による骨格筋の

形態機能変化を検討するため，ラットに慢性アル

コール負荷を行ない，実験モデルを作製し筋生検材

料につき生化学的，組織学的に検討を行なっている。

アルコール性肝障害の栄養学的背景に従った低蛋

白，高脂肪食下で慢性アルコール負荷を行なうこと

により，タイプ 1,タイプ 2線維に再現性のある変化

をもたらすためには栄養因子が重要であることを明

らかにした。
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に多価アミノ酸製剤の polyasparticacid (PAA)な

らびに pentoxifylline(PTX)を投与し，上に PAA,

一部 PTXにより，尿中 NAG排泄量の減少と％

TRPの改善がみられた。

6. 進行性腎疾患に対する脂質吸蒼法

高 LDL血症が合併する進行性腎障害例に LDL

吸着を施行し，腎の障害部位に侵入する M¢ の減

少，種々の chemicalmediatorあるいは freeradi-

calの減少と腎機能の改善や尿蛋白排泄呈の減少を

明らかにした。

7. 慢性腎不全の治療に関する研究

CAPD療法について過去 10年間に実施した 133

例を検討し，慢性透析療法の一つとしての意義を明

確にした。糖尿病性腎不全由来の CAPD24症例の

予後は 1年生存率 96%,5年生存率 41%であった。

慢性透析患者の合併症として新しい型のアミロイ

ドーシスを検出した。

慢性透析患者にビタミ ‘1/D大量間欠療法を行い．

二次性副甲状腺機能充進症の薬物治療が可能である

ことを認めた。

8. 腎性骨異栄養症に関する研究

研究概要 Dual-photonにより全身骨塩定量を求め，腎不全

I. 腎臓病学に関する研究 に由来する骨塩量の低下を定星化した。また長期透

1. IgA腎症に関する研究 析症例における異所性石灰化について，特に CAPD

lgA腎症の発症に関与する免疫異常について， T では異所性石灰化が高頻度に認められる点を明らか

細胞系の役割を ddyマウスの新生児期胸腺摘出術 にした。

を施行し， T細胞機能が低下状態にあるとメサンギ

ウムヘの lgA沈着が軽減することを明らかにした。 II. 腎生理学に関する研究

2. 糸球体障害における細胞外茎質の関与 近位尿細管培養上皮細胞を用いて種々の生理生化

培投メサンギウム細胞の検討から，糸球体内でメ 学的研究を行い， ビ` タミン Dが細胞内 Caを上昇さ

サンギウム基質により三次元的に取り巻かれている せ， Ca依存性 Kチャンネルを活性化させること，細

メサ‘ノギウム細胞は，そのマトリクス環境により複 胞外を低浸透圧にすると G蛋白を介した Caの細胞

雑に動態制御され，その成分の量的・質的変化は病 内流入が生じ，細胞容量を調節する機序を明らかに

腎で認められるメサンギウム細胞の病的動態と密接 した。プロテインキナーゼ Cがブドウ糖代謝に及ぽ

に関連している可能性を示唆した。 す影響を検討し，側副路 (PMPshunt)が活性化さ

3. 糸球体透過性と蛋白尿に関する研究 れることが腎尿細管細胞における酸化／還元電位の

糸球体基底膜 (GBM)に存在する陰性荷電物質を 産生に重要な意味を持つことを明らかにした。

電気的に中和する陽性荷電物質をラット腎動脈内に

投与し， フェリチ｀ノ粒子の GBM内分布を電子顕微

鏡的に観察し， GBMの蛋白透過性の九進が蛋白尿

に成因の一部をなすことを示唆した。

4. ネフローゼの発症に関与する TNFa

FGSネフローゼモデルを作製して，抗 TNFa抗

体を投与し，ネフローゼ発症に TNFaの関与が重

要であることを明らかにした。

5. カドミウム腎障害に関する研究

カドミウム 300-1,000ppmを皮下注したラット

III. 高血王に関する研究

SHR血管平滑筋培養細胞では， Napump, Na-H 

antiport, Na-K contransportがWKYに比較し冗

進していることを明らかにした。 NifedipineはCa

輸送を用星依存性に抑制し，特に SHRで著明で

あった。 SHRにおけるこれらのイオン輸送の異常

ぱ，遺伝的に規定された膜固有の異常と考えられた。

ヒトやラットの血清中には細胞膜 Na-Kpumpや

受動イオン輸送の剌激因子の存在が知られている
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が， SHR血清でも Na-Hantiportの剌激因子が存 3. 成熟マウス schwann細胞株 (MSl)の増殖と

在し， Na-Kpumpを充進させている可能性が考え 分化誘導について

られた。 SV -40 large T抗原遺伝子の形質導入により得ら

れた schwann細胞株に対して， dibutyryl cyclic 

IV. 痛風に関する研究 AMPおよび forskolim突起伸長作用を有すること

1. 腎疾患の進展と高尿酸血症 を確認した。

膜性腎症， lgA腎症，本態性高血圧，痛風，無症

候性高尿酸血症，糖尿病では高率に高尿酸血症を認 VII. 臨床血液学に関する研究

め，膜性腎症， lgA腎症では腎尿酸排泄能の低下，本 1. 繊維芽細胞増殖因子に関する検討

態性高血圧，痛風，無症候性高尿酸血症では腎尿酸 骨髄繊維症を有する骨髄増殖性疾患の T細胞破

排泄能の低下と尿酸産生の冗進を認めた。 砕上清に繊維芽細胞増殖因子を見いだし，その分子

2．痛風の性差に関する検討 量は 3,000-4,000, 等電点 7.15のチロシンおよびト

健常男女の血中，尿中尿酸， hypoxanthine,xanth- リプトファンを含むボリペプチドであった。

ine, creatinineを測定し，尿酸クリアランスが男に 2. 透析患者の BHAC,VP-16の体内動態

比較して女で有意に高く，尿中尿酸排泄量は男女差 維持血液透析中の AMMoL患者に BHAN-EV

を認めなかったことから，血清尿酸の性差は尿酸排 療法を施行，経時的に BHAC,VP-16の血中猥度を

泄能の差によることを明らかにし，痛風罹病率の男 測定したが， BHACは血液透析の影響を受けず，

女差の一因と考えた。 VP-16は血中猥度の遷延化が，また Ara-Cは血液

透析により除去される可能性を示唆した。

V. 臨床細菌学に関する研究 3. AMMoL患者腹水から樹立した白血病細胞

1. 好中球の活性酸素放出能の検討 株

好中球機能を反映する全血ケミルミネッセンスは 患者腹水より白血病細胞株 JHMoSF715のク

腎不全患者と健常成人で有意差を認めないが， しか ローンを樹立，この細胞が PO (-), PAS (+), 

し健常成人の好中球に腎不全患者血清と健常成人血 chloroacetate (+), CD7 (+), CD33(＋)の骨髄系

清を添加すると，腎不全患者血清の方が好中球機能 細胞で， TPA添加により分化傾向を示し，ヌードマ

を抑制した。 ウス皮下に移植可能であった。

2. 緑膿菌の薬剤耐性に関する研究

緑膿菌の臨床分離株について，そのニューキノロ

ン耐性機序を検討したところ， gyrA変異が 58%と

高頻度であった。

VI. 神経内科学に関する研究

1. 脳梗塞低濯流領域での P-NMR spectrum 

慢性期脳梗塞例に臨床用高磁場 NMRを用い，安

静時ならびに脳代謝賦活剤負荷後のリン酸代謝動態

を検討し，低灌流領域での脳代謝は虚血の程度が強

くなるに従い， Perに次いで 13-ATPの低下を認め，

同領域の薬剤に対する反応性も減少した。

2 脳血管障害の血液レオロジ一

穿通枝系脳梗塞例において血液レオロジーの異常

は高血圧の時期にみられ，血管障害に起因した赤血

球の mechanicaltraumaが関与していると思われ

た。一方， watershedinfarctionのレオロジーを同

様に検討し， deeptypeとsuperficialtypeに相違の

あることを明らかにした。

VIII. 循環器学に関する研究

1. 虚血性心疾患における 99mTc-Teboroxime

を用いた負荷心筋シンチグラフィーの検討

201Tlおよび 99mTc製剤を使用し，虚血性心疾

患を合併する CRF症例で 201Tl-Clを使用するこ

とにより診断精度が優れることを認めた。

2. CAPDの心臓に及ぽす影響

長期 CAPD患者の M モード心エコー図法による

心機能経時変化を観察し， CAPD導入初期での一次

的収縮能の改菩と経年的心重量の増加を認めた。ま

た．ドプラー心エコー図法を用いて CAPD注排液の

影響と経年変化を検討し，排液による左室人血流動

態の改善と経年変化による増悪を認めた。

3. 慢性期脊髄損傷患者の循環動態

慢性期脊髄損傷患者の日内変動を携帯型血圧連続

測定装置で観察し高位脊髄損傷患者と低位脊髄損傷

患者の差異を明らかにした。
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5) 小林正之，菊池明夫，高見沢重隆，海渡 鯉，酒井

紀，二階堂孝，牛込新一郎，藍沢茂雄：種々の播種日和

見惑染症にて死亡した同性愛者後天性免疫不全症候群

の 1剖検例．慈恵医大誌． 105:759-766 (1990) 

第 3 内科学

教授：磯貝行秀

教授：小山勝一

助 教授 ：橋 本信 也

助 教授 ：池 田義 雄

講師：佐々木英継

講師：倉石安庸

講師：横瀬琢男

講師：田嶼尚子

講師：持尾聰一郎

講師：阪本要一

講師：景山 茂

講師：清水光行

講師：横山淳一

研究概要

血液レオロシー，糖尿病学

糖尿病学，肥満

臨床免疫学

糖尿病学，肥満

代謝病学

血液，癌化学療法

血液レオロジー，糖尿病学

糖尿病学

神経内科学

糖尿病学

臨床薬理学，糖尿病学

循環器病学

糖尿病学，内分泌学

I. 糖尿病学・肥満に関する研究

1. 糖尿病の疫学，成因に関する研究

糖尿病の疫学については，前年度に引き続き小児

期発症 IDDMの死亡率及び死因に関して国際共同

研究を行った。過去 10年間にわが国における死亡

率は著しく改善し，急性合併症による死亡率が著減

をみた。成因に関しては IDDMのモデル動物である

NODマウス，膵性糖尿病モデルである WBN/Kob

ラットによる研究が行われた。

2. 糖尿病合併症の病態生理学的研究

1) WBN/Kobラットについて合併症の発現機

構とその抑制が追究されている。

2) 腎症についてはポリアミン代謝の役割，およ

びHMGCoA還元酵素阻害剤の腎への直接作用が

STZラットにて検討された。また，運動療法の腎症

に対する効果についても検討している。

3. 糖尿病の診断，治療，管理に関する研究

インスリン感受性（ラット下肢筋灌流，人上膵に

よるクランプ法），運動効果，血糖自己測定などの研

究がひき続き検討された。

4. 肥満に関する研究

甚礎的には obマウスの分子遺伝学的研究が，ま

た，臨床的には超低エネルキー食を導入した行動修

正療法 (LEARNプログラム）が成果を上げている。

II. 血液レオロジーに関する研究

1. 糖尿病と血液レオロジ一

糖尿病における合併症と血液粘度，血液凝固，血

小板機能，赤血球変形能などの血液レオロシー的な
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異常との関連を検討している。なかでも今年度は糖

尿病における血液の粘弾性，血漿トロンボジュリ｀ノ

および白血球の物性とくにその変形能を中心に検討

を行った。

2. 血栓症と血液レオロジ一

血栓形成の成因に血流の動態およびレオロジーが

重視されている。各種血栓症に認められる血液レオ

ロジーの異常について， とくに白血球の役割の面よ

り検討した。

3. その他

新しい変形能測定装置 (St.George Filtrometer) 

で，糖尿病における赤血球変形能の異常について検

討し，細小血管病変の成因に関する考察を行った。

III. 臨床免疫学的研究

細胞電気泳動装置の開発と臨床応用が中心的課題

である。

すなわち，画像解析法を導入した新しい細胞電気

泳動装置を開発した。

その特徴は円箇型泳動管を使用してしかも画像処

理を行い得たこと，ならびに泳動度を絶対値で示す

ことがでぎる点である。

この装置を用いて臨床応用を行っているが，細胞

性免疫能の評価に有用である。具体的には免疫異常

症患者リンバ球を特異抗原あるいは非特異的

mitogenで刺激し，その培養上清を indicatorcells 

に加えて，細胞電気泳動を行っている。泳動度の遅

延率をもって，細胞性免疫能の指標としている。

IV. 悪性腫瘍の化学療法

腫瘍，薬剤および宿主の側面より臨床的ならびに

基礎的研究を行った。

1. 造血器腫瘍：急性白血病では化学療法を強化

することにより治療成果の向上をみている。また，骨

髄移植の適応茎準を設定して積極的に本法を組み入

れることにより一層の治療成績の向上を目指してい

る。一方，適切なドナーが得られない場合は自己末

梢血幹細胞移植がこころみられている。

2. 各種固形癌：各種固形癌に対するプロトコー

ルスタディの他，抗癌剤の感受性試験，薬理動態に

ついての研究が行われた。

V. 心血管系に関する研究

1. 基礎的研究

心筋ポリアミンの動態からみた心筋代謝を中心に

継続して研究を行っている。

Renin-Angiotensin系と心臓，糖尿病性心筋障害，
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特発性心筋症，カテコラミンによる心肥大，高血圧

性心肥大に対して検討を行った。

2. 臨床研究

高血圧性心肥大に対する降圧剤の退縮効果，糖尿

病性心筋障害および不整脈における自覚症状発現閾

値の調査検討を行った。

VI. 臨床薬理学的研究

次の三つを主な研究室活動とした。①学内の臨

床薬理研究会の事務局と運営，②ニンドセリンに

関する研究，③人工膵島に関する研究である。

エンドセリンに関する研究：腎血流動態，中枢作

用， プロスタグランジンに対する影響，糖尿病性細

小血管障害における役割等につき検討を行った。

人工膵島に関する研究： 10年来臨床応用を行っ

てし、る。グルコースクランプ法により，インスリン

の Na再吸収に及ぽす影響及び各種降圧剤のインス

リン感受性に対する作用を検討している。

VII. 応用臨床核医学的研究

核医学的臨床検査法の開発を目的としている。主

要研究課題： l)循環系の核医学的測定法の開発，

2)肺換気血流の解析である。今年度は末梢循環評価

の新しいパラメーターの設定，非侵襲的心機能測定

法および喘息症例の換気動態の解析を研究した。

VIII. 消化器病に関する研究

研究課題としては，実験潰瘍，実験的急性膵炎お

よび膵炎における膵腺房細胞内小器官の形態学的動

態について検討した。

実験潰瘍ではラットに酢酸潰癌を作成し，胃粘膜

内微細血管構築を透明標本で検討し，治癒過程を研

究した。

実験的急性膵炎ではラットに各種実験的急性膵炎

を作成し，蛋白分解酵素阻害剤及び CCK受容剤拮

抗剤の併用療法を検討した。

膵酵素活性化機序を膵炎発症初期における膵腺房

細胞内小器官の動態より超微形態学的に研究した。

IX. 臨床神経学的研究

1. 脳血管障害例について

手背および指尖の皮隋温度に関する研究を行い，

循環障害との関係を明らかにした。

また，心電図 QTc時間を用いた定量的検討を行

い，交感神経機能の障害を明らかにした。

2. 糖尿病性神経障害に関して

心電図 QTc時問を用いた定量的研究を行い，交



感神経機能の障害を明らかにした。

3. ビンクリスチン・ニューロパチーに関して

ガングリオシドによってこの神経障害を予防しう

ることを動物実験で明らかにした。

ビンクリスチソの神経突起再生障害に関する研究

を培養系を用いて行っている。

4. パーキンソン病に関して

指のクッビングを指標として．同時二動作の運動

障害の存在を明らかにした。

5. 磁気刺激装置を用いて中枢運動神経速度につ

いて検討中である。

X. その他

教授磯貝行秀は'91年 2月 2日に慈恵医大血液レ

オロジーシンボジウムを主催した。

研究業績

I. 原著論文

l． 糖尿病学・肥満に関する研究

1) Isogai, Y., Ikemoto, S., Kuchiba, K., Ogawa, J. 
and Y okose, T. : Abnormal blood viscoelasticity in 

diabetic microangiopathy. Clinical Hemor-

heology. 11: 175-182 (1991) 

2) 小山勝一，吉沢祥子，佐々木敬，佐々木英継：イン

スリン非依存性糖尿病患者における血清アボリポ蛋白

(Hamamatsu University School of Medicine) and 

Ikeda, Y.: Therapeutic effects of aldose reductase 

inhibitor on the renal and neural lesions in WBN / 

Kob rats. Ed. by Lee, T.H., Huh, K.B. and Baba, 

S.. Excerpta Medica, Amsterdam.: 257-262 

(1990) 

9) 森 豊，西村正彦（浜松医大），横山淳一，池田義

雄：自然発症糖尿病モデル WBN/Kobラットに関す

る研究（第 10報）一膵臓病変の遺伝形式について一．糖

尿病． 33:343-345 (1990) 

10) 野村幸史，宇都宮一典，吉沢祥子，蔵田英明，池田

義雄：運動による糖尿病性腎症の進展抑制効果につい

て．糖尿病の運動療法． 2:87-91 (1990) 

11) 松島雅人，田嶼尚子，横山淳一，池田義雄，磯貝行

秀，縣 俊彦，松本信雄： IDDMの膵 B細胞機能残存

性に関与する環境及び遺伝因子の影響について．糖尿

病． 33:53-58 0990) 

12) 蔵田英明，宇都宮一典，佐々木敬，野村幸史，吉沢

祥子，横山淳一，池田義雄： HMG-CoA還元酵素阻害

剤 (Pravastatin)による streptozotocin(STZ)糖尿

病ラットにおける糖尿病性腎病変進展抑制効果の検

討．糖尿病． 34:97-103 (1991) 

2. 肥満に関する研究

1) 大野誠，三浦順子，荒井慶子，塚原暁，横山淳

ー，池田義雄：肥満の行動修正療法一過去・現在・未

来ー．第 10回日本肥満学会記録．： 14-17(1990) 

濃度．慈恵医大誌， 106:363-368 (1991) 3. 血液レオロジーに関する研究

3) 池田義雄，横山淳一，森 豊： WBN/Kobラット 1) Isogai, Y. and Ikemoto, S.: Rheology in throm・

の膵内分泌の病理並びに免疫組織学的検討．インスリ bosis. In. recent advances in thrombosis and 

ン研究． 1989（年報第 11巻） ：26-31 (1990) fibrinolysis. Tanaka. K. (ed.). Academic Press 

4) 田嶼尚子，北川照男（日大・医）， DERI研究班：小 Inc., Tokyo. 189-200 (1990) 

児糖尿病の生命予後に関する全国追跡調査一調査方法 2) Ikemoto, S., Tanaka, H., Yamamoto, ]., Ku-

とその問題点ー．糖尿病． 33:19-26 (1990) chiba, K., Akiyama, M., Maeda, T., Yokose, T. and 

5) Tajima, N., Japan, Poland, the Netherlands and Isogai, Y.: Blood viscoelasticity in clinical medi-

Pittsburgh Childhood Diabetes Research Group: cine. In: Hemorheologie et agregation eryth-

How frequently do children die at the onset of rocytaire. vol. 3. Theorie et applications cliniques. 

insulin-dependent diabetes? Analyses of registry Stoltz, JF., Donner, M. and Copley, AL. (eds.) 

data from Japan, Poland, the Netherlands and Editions Medicales Internationales, Cachan. 189-

Allegheny County. Pennsylvania, Diab. Nutr. 195 (1991) 

Metab., 3: 57-62 (1990) 3) Yokose, T., Tanaka, H., Yamamoto, J., 

6) 成宮 学，石井賢治，池田義雄：末梢組織インスリ Akiyama, M., Ikemoto, S. and Isogai, Y.: A study 

ン感受性に及ぽすレセルピンの影響， Peptide of erythrocyte deformability in diabetes mellitus-

Homones In Pancreas. 10: 157-160 (1990) new St. George's filtrometer-. Microcirculation 

7) 成宮 学，石井賢治，池田義雄：糖質の栄養価と生 annual. 1990 : 13-14 (1990) 

理機能一膵内分泌ホルモン．日本臨床栄養学会雑誌． 4) Ikemoto, S., Yamamoto, J., Yokose, T. and 

11: 7-12 (1990) Isogai, Y.: Hemorheological abnormalities in dia-

8) Mori, Y., Yokoyama, J.. Oka, H., Nohara, T., betics with cardiovascular disease. Clinical 

Kurita, A., Kuwata, T., Sato, K., Houi, K., Hemorheology. 10: 463-471 (1990) 

Hasunuma, T., Mochio, S., Nishimura, M. 5) Maeda, T., Ogawa, J., Kuchiba, K., Akiyama, 
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M., Ikemoto, S., Yokose, T. and Isogai, Y.: Deter-

minants of red cell deformability in diabetics. In : 

Current status of prevention and treatment of dia-

betic complications, N. Sakamoto, K.G.M.M. 

Alberti and N. Hota (eds.), Elsevier Science Pub・

lishers BV. 383-387 (1990) 

4. 悪性腫瘍の化学療法

l) 倉石安庸，高崎信子，小林 直，山崎博之，尾関博

重，浅井 治，土橋史明，稲本幸雄，相羽恵介，薄井紀

子，中村 督，永峯檀二郎，青山辰夫，佐野全生，船越

哲，多田則道，海渡裕郎，藤井常宏，萩原朝彦水沼信

之，平野明夫，高尾 匡，小笠原勇人，目黒定安，永田

隆樹，市場謙二，高田裕子，花田信子，磯貝行秀，小川

一誠（癌研）：東京慈恵会医科大学第 3内科学教室にお

ける腫瘍学研究の 1年の歩み(2)-1989年（第 1編）．慈

恵医大誌． 105:251-263 (1990) 

2) Usui, N. and Sinha Birandra K. (National Can-

cer Institute, U.S.A.) : Tyrosinase-induced radical 

formation from VP-16, 213: Relationship to 

cytotoxicity, Free Rad. Res. Comms., 10: 287-293 

(1990) 

5. 心血管系に関する研究

l) 佐々木英樹，清水光行，小川和彦，入交 修，溝上

恒男，中野知子，八木寿夫，三條順子，山田はるか，磯

貝行秀：イソプロテレノール投与における左室各部位

の心筋オルニチン脱炭酸酵素活性，心筋の構造と代謝

（心筋代謝研究会）． 12:757-765 (1990) 

6. 臨床薬理学に関する研究

1) Kageyama, S. and Brown, J. (University of 

Cambridge) : Effect of atrial natriuretic peptide on 

renin release in rat isolated glomeruli. Biochem. 

Biophys. Res. Commun., 168: 37-42 (1990) 

2) 景山茂， Brown,J. (University of Cambridge), 

Dollery, C.T. (Royal Postgraduate Medical 

School)：心房性ナトリウム利尿ペプチドの水および

ナトリウム利尿作用は腎卜ゞパミン系を介さない．臨床

薬理． 21: 145-146 (1990) 

7. 消化器病に関する研究

1) Nishino, H., Yamada, H., Ohtsuka, I., Hoashi, S., 

Takeishi, M., Sekimoto, T., Yazawa, M., Tomita, 

H., Niitsu, A., Muroi, T. and Isogai, Y.: Effect of 

atropin on the common bile-pancreatic duct mi-

8. 臨床試験に関する研究

1) Mochio, S., Hasunuma, T., Oka, H., Kurita, A., 

Sato, K., Houi, K., Kuwata, T., Nohara, T., Sato, 

H., Watanabe, S., Numata, A. and Isogai, Y.: Ear 

lobe crease in patients with cerebrov-ascular dis-

ease. Jikeikai Med. J. 37: 187-194 (1990) 

2) 岡 尚省，持尾聰一郎，佐藤健一，磯貝行秀：糖尿

病性自律神経障害と心電図 QTc時間．神経内科． 32:

623-625 (1990) 

3) 栗田 正，持尾聴一郎，磯貝行秀：糖尿病における

脳脊髄機能障害の電気生理学的検討．神経内科． 32:

467-474 (1990) 

4) Houi, K., Mochio, S., Isogai, Y., Miyamoto, Y. 

(Dept. of Radiology) and Suzuki, N. (Medical 

Engineering Laboratory) : Comparison of color 

flow and 3D image by computer graphics for the 

evaluation of carotid disease. Angiology. 41: 305-

312 (1990) 

II. 総説

l) 磯貝行秀：糖尿病と微小循環異常． DiabetesFron・

tier. 1 : 583-594 (1990) 

2) 小山勝一，磯貝行秀：老年期疾患の治療と対策．糖

尿病，医学と薬学． 24: 1439-1446 (1990) 

3) 橋本信也：自己免疫疾患診断のための検査の進め

方． medicaltechnology. 18: 558-564 (1990) 

4) 池田義雄：糖尿病の診断・治療と管理． 日本医事新

報． No.3431: 3-15 (1990) 

5) 倉石安庸，小林 直，山崎博之：抗白血病薬．治療．

72: 427-433 (1990) 

6) 横願琢男，磯貝行秀：糖尿病性マクロアンギオパ

チー一定義と分類ー． 日本臨床． 617:18-24 0991) 

7) 田嶼尚子：小児 IDDMの合併症と予後一国際比較

を含めて一． DiabetesFrontier. 6: 749-753 (1990) 

8) 持尾聰一郎：抗腫瘍薬による痴呆症状．老年期痴

呆． 4: 59-65 (1990) 

9) 横山淳一，池田義雄：医学・医療の最近の動き一代

謝領域の動向（糖尿病，高脂血症を中心に）ー．治療．

72: 79-86 (1990) 

10) 池本 卓，磯貝行秀：薬剤による血液レオロジーの

改善．現代医療． 23(2):625-627 (1991) 

crocirculation and pancreatic juice secretion. III. 学会発表

Mi icrocirculation annual. 1990: 35-36 (1990) 1) Isogai, Y., Ito, H., Tanaka, S. and Shimada, T.: 

2) 帆足誠司，西野博ー，山田弘徳，大塚伊砂子，矢沢 Distribution of peripheral perfusion in diabetic 

みどり，小沢克之助，吉越富士雄，武石昌則，磯貝行秀： Charcot's Joints. 16th European Conference of 

膵外分泌機能検査法としての Secretin試験の有用性 microcirculation. Aug. Zurich. 

についてー第 1報慢性膵炎ー．慈恵医大誌． 105:323- 2) 橋本信也：診察時検尿のすすめ．第 13回プライマ

330 (1990) リケア学会． 6月．福岡．

- 85 -



3) 倉石安庸，小林直，山崎博之，中村督，永峯檀

二郎，尾関博重，青山辰夫，船越 哲，藤井常宏，多田

則道，海渡裕郎，萩原朝彦，市場謙二，磯貝行秀：頭頸

部限局型びまん性非ホジキンリ｀／パ腫に対する化学療

法を先行し，放射線療法を併用した治療法の試み．第

52回日本血液学会総会． 3月．東京．

4) 横瀬琢男，田中博司，山本純子，秋山雅昭，池本 卓，

磯貝行秀：自己血輸血の血液レオロジー的検討．第 13

回日本バイオレオロシー学会年会． 6月．奈良．

5) 田嶼尚子，松島雅人，春日伸子，三木英司（志方記

念三木病院），北）1|照男（日大・医）， Laporte,R.E.（ピッ

ッバーグ大学）， DER!研究班：小児期発症 IDDMの

生命予後ー4カ国の比較ー．第 33回日本糖尿病学会総

会． 5月．東京．

6) 持尾聰一郎，岡 尚省，磯貝行秀： vincristineneur-

0pathyの予防に関する研究一gangliosidesの有用に

ついて一．第 87回日本内科学会講演会． 4月．東京．

7) 景山茂，三村明，伊藤景樹，池田義雄，辻和

男：血糖制御アルゴリズムに関する研究（第 1報）ー食

後血糖の supernormalisation-．第 33回日本糖尿病

学会総会． 5月．東京．

8) Yokoyama, J., Miura,]., Mimura, A., Mori, Y., 

Ito, K., Ohno, M. and Ikeda, Y.: Clinical efficacy of 

multiple insulin infection regimen in pan-

creatogenic diabetes. The 26th Annual Meeting of 

the European Association for the Study of Diabetes. 

Sept. Copenhagen. 

9) 小林直，倉石安庸，中村督，山崎博之，永峯檀

二郎，尾関博重，永田隆樹，高崎信子，船越 哲，浅井

治，多田則道，小笠原勇人，磯貝行秀．小川一誠（癌研）．

他：成人急性非リソパ性白血病に対する DCTP

会． 10月．旭川．

14) 桑田隆志，佐藤浩則，蓮沼武雄，岡 尚省，野原勉，

渡辺小百合，佐藤健一，持尾聰一郎，磯貝行秀：脳卒中

片麻痺患者の手背冷却負荷に対する表面皮府温度上昇

率の検討．第 15回日本脳卒中学会総会． 4月．盛岡．

15) 西野博一，武石昌則，帆足誠司，大塚伊砂子，山田

弘徳関本健人，富田秀人，室井忠樹，矢沢みどり，田

村友則，栗山一彦，野原秋男，渡辺嘉久，磯貝行秀：急

性膵炎に対する蛋白分解酵素阻害剤と CCK受容体拮

抗剤の併用療法について．第 76回日本消化器病学会総

会． 3月．東京．

16) Oka, H., Mochio, S., Sato, K., Nohara, T., 

Kuwata, T. and Isogai, Y.: Prolonged QTc interval 

in diabetic autonomic neuropathy. The 20th 

International Congress of N eurovegetative 

Research, Sep. Tokyo. 

17) Utsunomiya, K., Kurata, H., Yoshizawa, N., 

Nomura, K. and Ikeda, Y.: The Preventive effect 

of HMG-CoA reductase inhibitor on diabetic ne-

phropathy, The 50th Annual Meeting of American 

Diabetes Association. Jun. Atlanta, U.S.A. 

18) 山岡広紀，高崎信子：糖尿病の高脂血症治療におけ

る血清脂質の比較検討．第 26回日本赤十字社医学会総

会． 10月．福井．

19) Kurita, A., Black, R.S*., Nolan, K.A*. and Blass, 

J.P*. (*Dementia Research Service, Cornell Uni-

versity Medical College at Burke Medical Research 

Institute) : Dementia of vascular type with normal 

CT scan. Eastern section, America Federation for 

Clinical Research. Oct. New York. 

(III)．第 52回日本血液学会総会． 3月．東京． IV. 著 書

10) 成宮 学，窪倉俊隆，石井賢治．池田義雄：大豆蛋 l) 磯貝行秀，池本 卓：血液レオロジー・凝固（分担

白の末梢組織におけるブドウ糖利用及びインスリン感 執筆）．垂井清一郎，葛谷 健編：糖尿病学．朝倉書店．

受性に対する長期効果．第 63回日本内分泌学会学術総 222-230 (1990) 

会． 5月．大阪． 2) 磯貝行秀：血液レオロジー最近の進歩（分担執筆）．

11) Ohno, M., Arai, K., Tsukahara, S., Miura, J.， 磯貝行秀編：慈恵医大シンポジウム論文集．大村印刷．

Yokoyama, J. and Ikeda, Y. : (symposium) The (1991) 

long term effectiveness of combined therapy by 3) 橋本信也：日常初期診療における臨床検査の使い

behavior modification and very low calorie diet-3 方（分担執筆）． 日本臨床病理学会編：膠原病・自己免

years follow-up-. 6th lnernational Congress on 疫疾患．臨床病理刊行会． 1-27(1990) 

Obesity. Oct. Kobe. 4) 池田義雄： ChronicDisease（分担執筆）．スクリー

12) 服部進，倉石安庸小林直，中村督，尾関博 ニングの進め方．日本メデイカルセンクー． 1-27(1990)

重，船越哲．野原 勉，岡 尚省，磯貝行秀：血液腫 5) 横瀕琢男．磯貝行秀：運動療法（分担執筆）．後藤由

混性疾患による脊髄圧迫病変の治療成績．第 32回日本 夫編： 90年代の糖尿病の治療．文光堂． 101-1100990)

臨床血液学会総会． 9月．札幌．

13) 谷口郁夫，景山 茂，相原一夫，磯貝行秀，加藤穂 V． その他

夫，木村直史，福原武彦：スペクトル解析による糖尿病 l) 小山勝～・,佐々木英継，小林一成，宮野佐年：低カ

性自律神経障害の評価．第 43回日本自律神経学会総 リウム性ミオパチーを呈した原発性アルドステロン症

- 86 -



の1例．慈恵医大誌． 105:745-751 (1990) 

2) 小山勝一，栗山一彦桝田 出，帆足誠司，入交修，

佐々木英継： 2回Verylow calorie diet COptifast 70) 

を試みた肥満の 1症例：慈恵医大誌． 105:995-1000 

(1990) 

3) 服部 進，桑田隆志，磯貝行秀，小西富夫（大森赤

十字病院） ：単純ヘルペスウイルスによって生じた

Bickerstaf型脳幹脳炎の 1例，神経内科． 33:372-376 

(1990) 

4) 三浦順子，鶴岡明，三村明，佐々木敬，松葉郁

郎，横山淳一，阪本要一，池田義雄：糖尿病発症経過が

異なる一卵性双生児． Diabetes Journal. 18: 69-72 

(1990) 

5) 三條順子，山田はるか，佐々木英樹，山崎博之， t青

水光行，磯貝行秀，二階堂孝：右心室に原発した血管肉

腫の 1症例．心臓． 22: 696-700 (1990) 

第 4 

教授：岡村哲夫

教授：谷本普ー

助教授：小原 誠

助教授：古平国泰

講師：小松親義

講師：中山 陽

講師：小原一夫

講師：金江 清

講師：原 正忠

講師：藤代健太郎

講師：西山晃弘

講師：元山幹夫

講師：高山和久

講師：立石 修

研究概要

I. 動脈硬化

内 科 学

循環器病学，循環器 ME

呼吸器病学

循環器病学，心機図

循環器病学，脳動脈硬化

循環器病学，不整脈

循環器病学，冠循環

循環器病学

循環器病学，冠循環

循環器病学，冠循環

循環器病学，脳動脈硬化

循環器病学，動脈硬化

循環器病学，運動負荷

循環器病学，循環器 ME

循環器病学，心電図

l． 脳循環および脳動脈硬化に関する研究

①カラードプラ断層装置と経頭蓋骨的超音波血

流計 (TC2_64)を用いて，椎骨および脳底動脈血流

速度を計測し，加齢やめまい症例での血流動態の変

化を検討している。② TC2-64にて中大脳動脈血

流速度の 24時間計測を行った。立位，臥位，睡眠，

運動などの日常活動で脳血流の変化が認められ，臨

床計測において日内変動，計測条件等を考慮する必

要があることが明らかとなった。③ CO2負荷時の

脳血管の反応性を検討した。中大脳動脈血流速度

CTC2-64にて計測）は CO2吸入により増加し，その

反応性の差異より脳動脈硬化の新しい診断指標の可

能性が示唆された。④過呼吸状態が生じない姿勢，

喫煙回数での喫煙時の頚，脳動脈血流を QFM,

TC2-64にて計測した。総頚動脈血流量，中大脳動脈

血流速度とも有意な増加を認め，喫煙の脳動脈血流

に及ぼす影響が明らかとなった。

2. 虚血心筋と脂質代謝に関する生化学的研究

イコサペンタ酸 (EPA)の心筋梗塞発生抑制作用

ぱ，血小板凝集能や血清脂質改善作用を中心に解明

されてきたが，心筋内作用は明らかではない。元来

心筋膜リソ脂質 (PL)の約 40%はEPA,DHAなど

研 3群多価不飽和脂肪酸に富む plasmalogen型リ

ン脂質によって横成されており，プロスタグラン

ディン (PG)前駆物質である脂肪酸の主要な供給源

と考えられる。今回家兎に EPAを投与し，心筋リン

脂質とその脂肪酸組成に与える影響をみると， PL
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量は対象群に対し EPA投与群では有意に増加

(4.9士1.3→ 18.1土1.3mg/di)した。各リン脂質につ

いて脂肪酸組成の変化をみると PLは有意に増加し

た。次いで心筋梗塞を作製し梗塞量を比較すると

CPKの上昇は対象群 563士116mg/diに対し， EPA

投与群では 380士124mg/diと有意に低値を示し

た。以上より， plasmalogenがEPAを積極的に取り

込んでおり心筋虚血に際し trienPG産生を介して

心筋障害を抑制している可能性が示唆された。

II. 不整脈

1. 心房粗動の発症機序についての研究

心房粗動例においては，電気生理学的検査の際，高

位右房に doublepotential CDP :二つの別れた電

位）が記録される。この DPに，心房粗動より速い

レートで頻回剌激を行うと， DPはfusionを示す。こ

のことは， DPの成因が別々の 2方向からの剌激波

の衝突であり，高位右房は心房粗動のリエントリー

回路の中心をなし，心房粗動の発症機序がマクロリ

ニントリーであることを示す。

2. WPW症候群に合併する上室性頻拍症に対す

る薬剤効果についての研究

WPW症候群では致死的となる心房粗細動が合

併し，第 1選択薬は Ia群の抗不整脈薬であるが，致

死的とはならずも動悸等の症状を起こす上室性頻拍

症には Ia群の薬剤は有効率が低い。そこで上室性頻

拍症に対する Ia群の薬剤の効果をあらかじめ予想

しえるかどうか検討した。

III. 心機能

1. 無侵襲的大動脈血庄測定法

超音波エコートラッキング法による本法の有用性

はカテ先型血圧計との同時測定により確認した。今

後薬物負荷等により広い血圧領域で測定を行い，本

法の適用限界を探る。

2． 左室 MaxdP/dtの無侵襲的測定法の開発

大動脈 MaxdP/dtが左室 MaxdP/dtと一致する

との報告があり，上記 lによる左室 MaxdP/dtの無

侵襲測定の可能性が示唆される。しかし，両者には

極めて高い相関を認めるも，同一性は得られなかっ

た。その差異につき検討する。

3． 大動脈インピーダンスの臨床応用

各年代での計測，疾患による計測を行う。

4. 右室梗塞時の心機能

麻酔非開胸犬の純右室梗塞(RVI)作製前後で，ハ

ルスドプラ法により心拍出量 (CO)を算出し，同時

に上大静脈 (SVC)，下大静脈 (IVC)および右室流

入路 (RVINF)の血流を測定した。梗塞後 COは

36%の著減を示し， SVCとIVCでは収縮期流入血

流速が有意に減少したが，拡張期流入血流に有意差

は認めなかった。また RVINFでは拡張期急速流入

速が著明に減少した。以上より右室傷害時の coの

低下は，主に右室収縮力の低下による右室引き込み

効果の減弱に伴う収縮期右房流入血流速の減少，す

なわち静脈還流の減少に基づくものと思われた。従

来より臨床上，右室梗塞合併例には大量輸液療法が

推奨されてきたが，利尿薬，血管拡張薬，カテコラ

ミンも併用するとされており，明確な治療方針は得

られていない。そこで上記実験結果を基礎として，輸

液療法の有用性と至適量を検討中である。

IV. 超音波照射併用による血栓溶解療法

急性心筋梗塞の初期治療法として，超音波照射を

併用した新たな血栓溶解療法を開発し， invitroに

おいてその効果を確認し， invivoでは溶解剤の投与

量削減および溶解時間の短縮を認め，臨床応用の可

能性が示唆された。一方，超音波の血栓形成予防効

果についても invivoにおいて確認した。超音波照

射の生体への影轡，血栓形成予防および溶解増強効

果についての基礎的検討を行い臨床応用を目指して

し、る。

V. 冠細小動脈と虚血性心疾患

冠細小動脈病変による心筋虚血の発生を組織学的

検索と心機能測定により検討した。家兎に 0.5%コ

レステロール食を 3か月間投与して冠細小動脈病変

を作成し，投与前後および対象群の心拍数，左室内

圧，左室 EDPMaxdP/dtを測定した。測定後主冠

動脈および組織切片作成にて 50-150μmの動脈を

すべて観察し 75%以上の狭窄血管の割合を求めた。

また線維化を％ fibrosisとして求めた。主冠動脈に

50%以上の狭窄はなかった。コレステロール群にお

いて EDPの有意な上昇(p<0.05)がみられ狭窄血管

(p<0.01)，線維化 (p<0.01)とも有意に多く見られ

た。 EDPの有意な上昇は狭窄血管に伴う線維化によ

る拡張障害が推測され，冠細小動脈病変による心筋

虚血の存在を示唆するものと思われた。

VI. 心疾患と自律神経に関する研究

自律神経機能評価法としてホルター心電計を用い

た心拍変動バワースペクトル解析を行い，冠動脈狭

窄例における自律神経機能の変化およびその有用性

について検討した。正常例および冠動脈造影で 75%

以上の狭窄が認められた狭心症例について心電図お
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よび呼吸波形記録を用い，副交感神経を介した交感

神経緊張を示すとされる 0.04-0.15Hzの低周波数

帯域と，副交感神経緊張を示すとされる 0.15-0.4

Hzの呼吸性心拍変動帯域の心拍変動パワー値を求

め，冠動脈重症度と心拍変動パワー値との関係につ

いて検討した。①心周期，呼吸性変動パワー値は夜

間増大し日内変動を認めた。②多枝病変例は 1枝

病変例と比べ午前中の呼吸性変動パワー値が有意に

低かった。以上より心拍変動バワースペクトラム解

析は高度冠動脈病変の病態，スクリーニングに有用

な検査法になりうると考えられた。今後，高度狭窄

例でのパワー値低下の機序解明について検討をすす

める予定である。

VII. 呼吸器疾患

慢性閉塞性肺疾患の運動療法に関する研究

慢性閉塞性肺疾患患者の運動耐容能を，運動負荷

試験により，主に動脈血ガスや経皮 Sa02の面から

検討し，安全限界と適応病態を明らかにすることを

目的とした。 Pa0260Torr以下の患者は軽度の運動

負荷でも容易に 02desaturationを来すが， 02吸入

(FI0230%）により， トレッドミル運動可能時間は有

意に延長し，分時換気量および乳酸値も減少し，運

動能力の向上が認められた。運動負荷醤に関し，患

者の日常生活の行動範囲を重視し，分類選択したが，

結果的には，各患者の安静時 Pa02がよい指標とな

り， Pa0250Torr台は 2分間， 60Torr台は 5分問，

70Torr以上は 10分間歩行負荷試験が臨床的選択甚

準と考えた。
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volume measured by ultrasonic quantitative flow-

meter with pathological finding. Stroke. 22: 319-

323 (1990) 

2) 和田高士，古平国泰，藤代健太郎，三川秀文，清水

久盛，真家健一，里井孝光，月山栄治，岡村哲夫：糖尿

病における総頚動脈血行動態と血管物性変化および薬

物効果判定．脈管学． 30:529-533 (1990) 

3) 和田高士，古乎国泰，藤代鯉太郎．三川秀文，清水

久盛，真家健一，里井孝光，月山栄治，福元 耕，岡村

哲夫：超音波法による定量的動脈硬化診断ー動脈硬化

診断の問題点と脳動脈硬化診断の進歩．動脈硬化． 18:

1111-1117 (1990) 

4) 古平国泰，藤代健太郎，和田高士，真家健一，里井

孝光，月山栄治，福元 耕，清水久盛，三川秀文，岡村

哲夫：カラードプラ断層法による中大脳動脈血流速度

の経頭蓋骨的絶対計測．脈管学． 30:1379-1385(1990) 

5) 里井孝光：糖尿病および合併症における総頚動脈

血行動態と血管物性変化．慈恵医大誌． 106:353-362 

(1991) 

6) 窪内洋一，小久保雅彦，松尾真弓，伊藤克朗，鈴木

幸雄，西田和子，長村日出夫，岡村哲夫： EPA投与に

おける家兎心筋脂肪酸組成の動態．心筋の構造と代謝．

12: 601-607 (1990) 

2. 不整脈

1) Tanoiri, T., Komatsu, C., Ishinaga, T., Toku-

hisa, Y., Makino, H., Nomoto, J. and Okamura, T.: 

Common-type atrial flutter exhibiting double poten-

tial with phenomenon of entrainment assessed. 

Am. Heart ]. 120: 1242-1244 (1990) 

2) Tanoiri, T., Komatsu, C., Ishinaga, T., Toku-

hisa, Y., Makino, H., Nomoto, J., Mogi, J. and 

Okamura, T.: Study on the genesis of the double 

potential recorded in the high right atrium in atrial 

flutter and its role in the reentry circuit of atrial 

flutter. Am. Heart J. 121: 57-61 (1991) 

3. 血栓溶解療法

l) 古幡 博，工藤澄彦，浜野研司：超音波併用血栓溶

解療法． ClinicalEngineering. 1 : 969-97 4 (1990) 

4. 冠動脈

1) 西山晃弘，大山典明：虚血性心疾患と冠細小動脈に

ついて（第 2報）．東京慈恵会医科大学医科学研究所年

報． 18:41-42 0990) 

5. 呼吸器疾患

1) 谷本普ー，高木 寛，佐野光一，小松崎克己，田辺

修，古田島太：びまん性汎細気管支炎における

ニューキノロン剤およびエリスロマイシ｀／長期療法の

検討．厚生省特定疾患びまん性肺疾患調壺研究班平成

元年度研究報告書 ('90年4月）． 107-109(1990) 

2) 裔木 寛，谷本普ー：びまん性肺疾患の臨床検査．

臨床医． 16: 1940-1942 (1990) 

3) 高木 寛，谷本普ー：加浬および空気調節：総合臨

床． 40: 444-446 (1991) 

6. その他

l) 岡村哲夫，古平国泰：本態性高血圧症に対する塩酸

メピロシピン (YM730)投与時の有用性の検討―/J遮

断薬との併用投与における多施設オープン試験ー．薬

理と治療． 18:2695-2704 (1990) 

2) 岡村哲夫，小松親義，小原一夫，久能晃，小原 誠，

金江清，元山幹雄，原正忠，立石修，窪内洋一，

岸 良典，伊藤克朗，三川秀文，佐藤泰雄，会沢治：

狭心症に対する Benidipine Hydrochloride (KW-
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3049)長期投与の有効性と安全性の検討．薬理と治療．

18 (suppl.) : 893-908 (1990) 

3) 和田高士，古平国泰，小熊完治，矢野雅知：国立霰

ヶ丘競技場「健康体力相談室」．臨床スボーッ医学． 7.

1353-1357 (1990) 

4) 横打邦男．三川秀文，山本 勝，奥田新一郎，百瀬

光生，士屋匠，牧野洋，荻原正雄：肝障害．急性腎

不全，心筋炎を併発し血液透析，血漿交換にて治療した

Weil病の一例． 日内会誌 79:120-121 0990) 

5) 藤代健太郎：時差からみた生体リズム．呼吸と循

環． 38:649-654 (1990) 

6) 川井三恵，藤永 剛，栗須修，工藤澄彦，大山典

明，西山晃弘，原 正忠，岡村哲夫：冠動脈攣縮と急性

心筋梗塞を合併した神経線維腫症の 1例．心臓． 23:

307-310 (1991) 

II. 総説

l) 古平国泰，岡村哲夫：大動脈脈波速度解析．綜合臨

床． 39:1646-1650 (1990) 

2) 古平国泰：動脈硬化の診断法をめぐってードプラ

法ー．三和医報． 28:53-60 (1990) 

3) 谷本普ー：難治性病原体の感染と化学療法・緑膿

菌日内会誌． 79:1669-1673 (1990) 

4) 谷本普ー：慢性閉塞性肺疾患のリハビリテーショ

ン． 日医会誌． 104:19-21 (1990) 

5) 谷本普ー，高木 寛：抗喘息薬．診断と治療． 78:

1182-1188 (1990) 

6) 谷本普ー，内田和宏，深草元紀：慢性呼吸不全の臨

床．病態生理と対策．診断と治療． 78:2799-2805(1990) 

7) 谷本普ー：びまん性汎細気管支炎．日医会誌． 105:

733-734 (1991) 

8) 谷本普ー：咳の遷延化．総合臨床． 40:345-346 

(1991) 

9) 小原誠金江清，高山和久：テレメークー心電

図．検査と技術． 18:235-239 (1990) 

10) 高木 寛：英国における呼吸器病学の動向．医薬の

r~. 3o: 46-49 099o) 

III. 学会発表

l) 藤代健太郎，和田高士，真家健一，里井孝光，月山

栄治，福元 耕，岡村哲夫：中大脳動脈血流速度の経頭

蓋骨的定量計測．第 87回日本内科学会総会． 4月．東

京．〔日内会誌 79:153 (1990)) 

2) Fujishiro, K. : Effect of jet lag on heart rate 

after rapid round trip. 61st Annual Scientific 

Meeting of Aerospace Medical Association. May. 

New Orleans 

3) 和田高土，古平国泰，藤代健太郎，岡村哲夫： （シ

ンポジウム）動脈硬化における血流と血管壁のバイオ

メカニクス障害の臨床・病理学的検討．第 31回日本脈

管学会総会． 10月．札幌．［脈管学． 30:714 U990) J 

4) 福元 耕，古平国泰，藤代健太郎，和田高士．真家

健一，里）t孝光，月山栄治，岡村哲夫：喫煙の頚動脈お

よび脳動脈血流におよぽす影響．第 31回日本脈管学会

総会． 10月．札幌．［脈管学． 30:821 U990)] 

5) 窪内洋—-，小久保雅彦，松尾真弓，伊藤克朗，鈴木

幸雄，西田和子，長村日出夫．岡村哲夫： EPA投与に

おける家兎心筋脂肪酸組成の動態．第 13回心筋代謝研

究会． 9月．札幌．

6) 窪内洋一，小久保雅彦，松尾真弓．伊藤克朗，鈴木

幸雄，西田和子，長村日出夫，岡村哲夫： EPA投与に

おける家兎心筋リン脂質の動態． 日本老年医学会． 11

月．高知．

7) 窪内洋一．小久保雅彦，長村日出夫．岡村哲夫：急

性心筋梗塞におけるニイコサペンタエン酸の心筋保設

効果とその機序ー特に plasmalogen型リン脂質の脂

肪酸組成について一．第 55回日本循環器学会． 3月．京

都．［Jpn.Circ. J. 55(suppl.) : 776 (1991) J 

8) 野本 淳，小松親義，石永隆成，徳久靖高．［O野入

高史，牧野 洋，中島一彦，吉武典昭．茂木純ー→．岡村

哲夫：房室回帰性頻拍における心房ヘーシングおよび

Disopyramide, Lidocaineの頻拍停止様式について．

第 7回日本心電図学会学術集会． 10月．名古屋．

9) 金江 清，小原 誠，原田潤太，貞岡俊一・，堀越茂

樹，中野雅道，堀場勇夫，小田和幸： DSAを用いた心

筋還流による PTCAに対する新しい評価法の検討．第

31回日本脈管学会総会． 10月．札幌．

10) 吉沢直武藤誠藤永剛，浜野研司，工藤澄

彦原 正忠，岡村哲夫，古幡博：経皮的超音波照射

の併用による血栓溶解療法後の再閉塞予防の効果．第

29回日本 ME学会． 5月．仙台．

11) Kudo, S., Furuhata, H., Hara, M., Hamano, K., 

Yoshizawa, S., Muto, M., Fujinaga, T. and Okamur-

a, T.: Non-invasive Thrombolysis Enhanced with 

Ultrasound. Satellite Symposium of the 4th Inter-

nationol Symposium. May. Kobe. 

12) Hamano, K., Fujinaga, T., Muto, M., Yoshizawa, 

S., Kudo, S., Hara, M., Okamura, T. and Furuhata, 

H. : Thrombolysis Enhanced by Transcutaneous 

Ultrasonic Irradiation. The 63rd Scientific Ses-

sions of American Heart Association. Nov. Dallas. 

13) 渡辺久之，川井三恵，関一彦，高山和久，原 正

忠，岡村哲夫，古幡 博：大動脈血圧波形の無侵襲計測

法第 29回日本 ME学会． 5月．仙台．

14) 川井三恵渡辺久之，関一彦高山和久，藤崎壽

路，原 正忠，岡村哲夫，古幡博：大動脈血圧波形の

無侵襲計測法．第 31回日本脈管学会総会． 10月．札幌．

15) 青山尚文，西山晃弘，大山典明，岡村哲夫：冠細小
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動脈病変による心筋虚血の発生について．第 22回H本

動脈硬化学会総会． 6月．山梨．

16) 西山晃弘，大山典明，青山尚文，横打邦男，岡村折

夫：末梢冠循環障害による心筋虚血の発生．第 55回II

本循環器学会学術集会． 3月．京都．

17) 立石 修，永田尚之，日原義文，藤田昭子．藤元秀

一郎，岡村哲夫：心拍変動のスペクトル解析による副

交感神経機能の評価．第 6回循環器情報処理研究会． 11

月．東京．

18) 立石 修，永田尚之．日原義文，藤田昭子、藤尤秀

一郎，岡村哲夫，）II田 浩ぺ白川 修＊（・フクタ電＋） ： 

冠動脈狭窄例における呼吸波形同時記録ホルター心電

計を用いた心拍変動パワースペクトラム解析の検討．

第 55回El本循環器病学会学術集会． 3月．京都．

19) Tanimoto, H.: A review of the recent progress 

in treatment of patients with diffuse panbron-

chiolitis (DPB) associated with Pseudomonas aer-

uginosa infection in Japan. The 3rd International 

Symposium. Basic Research and Clinical Aspects 

of Pseudomonas aeruginosa infection. Sept. Tokyo. 

20) 谷本普.:（シンポジウム）感染症の起こり）］一呼

吸器を例に一（司会）第 39回日本感染症学会東日本地

方会総会•第 37 回日本化学療法学会東日本支部総会合

同学会． 11月．東京．

IV. 著 書

l) 谷本普ー：呼吸管理とその適応，呼吸不全の概念と

病態の項分担執筆．谷本普ー，諏訪邦夫編：べ、ノドサイ

ドの呼吸管理．南江堂． 1-6,187-196 (1990) 

2) 谷本普ー：在宅酸素療法の対象となる疾患の項分

担執筆．谷本普ー紺：在宅酸素療法．克誠堂． 3-8(1991)

3) 谷本普ー，山中 晃：気管・気管支・肺の構造と異

常 (1)(2) (6)，肺の防御•免疫機能 (2) (3) の項分

担執筆．本問 1]臣紺： NIM呼吸器病学．医学書院，

(1990) 

4) 谷本普• :empiric therapyとキノロン薬の項分

担執筆．上田 泰，松本文夫他編：キノロン薬．ライフ

サイエンス社． 146-152(1991) 

V. その他

1) 古平国泰，三川秀文，藤代健太郎，和田高士，真家

健一：脳内のニコチンレセプクー分布，血流，酸素消貨

等代謝活性状態に関する研究一喫煙の頸動脈及ひ脳動

脈血流に及ぽす影響ー．財団法人喫煙科学研究財団半

成元年度研究年報． 526-532Cl 989) 

2) 真家健一，佐野光一，藤崎寿路，谷本普ー，岡村哲

夫，チャン・ケ‘ノ・キム：健常成人に発症した肺 Nocar-

dia症の 1例． 日胸臨． 49:997-1000 (1990) 

3) 谷本普• :Editorial・間質性肺疾患へのアプロー

チ．内科． 67:404-405 (1991) 

4) 高木 寛，佐野光一，谷本普—・，岡村哲夫：肺線維

化を呈したサルコイドーシスの 1例．第 42回間質性肺

疾患研究会． 5月．東京．

5) 佐野光—-，高木寛，島田敏樹，高添一典，小原 戚，

谷本普ー，岡村哲夫：多発性結節影を呈した肺ノカル

シア症の 1例．第 91回日本胸部疾患学会関東地方会． 5

月．東京．
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青戸病院内科学

教授：永野 允

助教授：望月 正武

助教授：石川俊次

講 師 ： 多 田 紀 夫

講師：武田信彬

講師：山田 尚

講師：野間健司

講師：加々芙明彦

講 師 ： 山 田 順 子

研究概要

I. 心臓代謝

代謝諷蔵病学，糖尿病学

循環器病学，心臓代謝

脂質代謝学，動脈硬化

脂質代謝学，動脈硬化

循環器病学，心臓代謝

分子腫瘍学

循環器病学，心臓代謝

脂質代謝学，動脈硬化

分子腫瘍学

1) 心肥大促進因子．抑制因子に関する研究

実験的肥大心筋より抽出した心肥大促進因子およ

び抑制因子について心筋培養系での．心筋細胞増殖，

抑制作用を検討。また angiotensinIIの細胞増殖作

用についても同様に検討（文部省科研費）。

2) 心筋症の成因に関する病理形態学的研究

心筋症ハムスクー (J-2_N)， ヒト心筋症 (HCM,

DCM)に関して光顕，電顕および免疫組織化学的に

検討（厚生省班研究）。

3) 心筋症の治療に関する甚礎的研究

心筋症ハムスター (J_2_N)に ACE阻害剤 9 /3遮

断剤などを長期投与したときの効果を組織学的．生

化学的に検討（厚生省班研究）。

4) 心筋症ハムスター (J-2-N)の心筋メカニック

ス，生化学についての研究

心筋症ハムスター (J-2-N)の心筋収縮力，心筋工

ナージェティクスの変化を心電図所見と対比させ検

討（厚生省班研究）。

5) 心筋症におけるミトコンドリアの機能異常に

関する研究

心筋症ハムスター (J-2-N)を用いて心筋細胞ミト

コントリアの ADPI ATP carrier proteinの異常に

ついて検討。

6) 圧負荷肥大心の退縮についての検討

実験的圧負荷肥大心において圧負荷除去時の心肥

大の退縮．心筋収縮力．心筋ミオシソアイソザイム

の変化を検討（車両財団研究助成）。

7) 高血圧性肥大心の治療についての研究

自然発症高血圧ラット (SHR)に降圧剤を投与し

た場合の心筋収縮力，心筋 energeticsについて検

討。

8) 心不全及びその治療に関する研究

ラットに容量・圧両負荷による不全心を作成，

ACE阻害剤で長期問治療した場合の効果を心筋収

縮力，心筋ミオシンアイソザイムの面から検討。

9) 糖尿病性心筋障害の治療に関する研究

実験的糖尿病ラットを用いて myoinositolを長期

投与し，心筋障害に対する予防効果の有無を生罪学

的，生化学的に検討。

10) 肺高血圧による右室肥大に関しての研究

Monocrotalineによるラット肺高血圧を作成，右

室の機能的変化，組織 ANPについて検討。

11) 心臓におけるアデノシンレセプター (Aぃ

Aりの局在とその機能に関する研究

アデノシンの心臓に対する作用とレセプターの関

与について，摘出灌流心を用いて antagonistを徐加

濯流し検討（文部省科研費）。

12) 糖尿病性細血管障害の成因，進展因子として

のアラキドン酸リポキシゲナーゼ代謝の影

響

STZ糖尿病ラットを用い，その摘出心をアラキト

ン酸あるいは 5ーリボキシゲナーゼ阻害剤を添加し

た灌流液で灌流し， ロイコトルエンの糖尿病心に与

える影響を検討（文部省科研費）。

13) Dahl ratの心血行動態能と代謝に関する検

討

高塩分食により高血圧，心肥大を誘発し，その摘

出心を濯流。ペーシング負荷により有意に機能が低

下することが観察された。さらに圧負荷による影響

を心機能，代謝面から検討中。

14) 再濯流不整脈に対する抗不整脈薬の影孵

SDラット摘出心を用い，再灌流心室性不整脈を

作製する。 lb群であるリドカイン，メキシレチンを

それぞれ再泄流直前，心室性不整脈発生直後に投与

しその効果を検討。予防的投与の有効性を証明した。

15) 人工血液の心機能に与える影響

SDラット摘出心を workingheart法で濯流し，

人工血液CFC43)を添加する。ペーシング負荷時，虚

血時，再泄流後の心機能を比較検討した。再濯流心

室性不整脈の発生率の抑制が認められた。

II. 脂質代謝，動脈硬化

1) Retinyl Palmitateを用いたカイロマイクロ

ン カイロマ イクロン・レムナントの血中代謝動態

高脂血剤，食物繊維の効果

2) HDLの抗菌活性，加齢，糖尿病，高脂血症と

の関連について（文部省科学研究費）。又，その発現

機序についての研究
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3) 降圧剤の脂質代謝におよぽす影響

4) 高 TG血症を伴う腎糸球体硬化症の病因と

しての血清脂質のかかわり (lipidnephrotoxity) 

5) Lp (a)の代謝

(a) 肥満者の血清 Lp(a)濃度に及ぼす減量の効

果

(b) 脂肪食後の Lp(a)の存在様式ーカイロミク

ロン分画への出現の証明とその意義

6) Probucol, HMG CoA reductaseのHDL粒

子分布に及ぽす影響

7) HDL粒子の heterogeneityに関する研究

• Immunoaffinity columnによる AI粒子， AI・

All粒子の分離 gradientge]による粒子サイスの

検討

・抗動脈硬化作用をもっ HDL粒子の究明

8) モノクローナル抗体を利用して分離したレム

ナント粒子の生体における意義（高脂血症患者を中

心に）

9) CETP欠損症の臨床像及びのそ機序の解明

10) Probuco]の抗酸化作用の心機能に及ぼす効

果

11) デキ ス ト ラン硫酸ーセルロースカラム

(LD L-a pheresis)の LDL以外のリポ蛋白に対する

吸着能について

III. 血夜・造血器腫瘍

1) 造血器腫瘍の成因

正常細胞の腫癌化における癌遺伝子の活性化機構

を検討している。

2) 腫瘍細胞の薬剤耐性化

多剤耐性遺伝子 (MDRl)とGlutathion-s-trans-

feraseの腫瘍細胞における発現を検討し invivoで

の両遺伝子の関与を検討している。

3) 白血病細胞の分化と増殖

分化誘導を決定し，増殖抑制にいたる分子生物学

的メカニズムの解明を細胞周期に注目し検討してい

る。

4) 造血器腫瘍に対する化学療法の改良

第 3世代の化学療法の概念に基づき造血器腫瘍の

治療成績の向上をめざしている（LymphomaStudy 

Group（主任研究者；下山正徳）における厚生省研

究班）。

5) ビタミ‘/B12 

各種疾患，病態時におけるヒタミン B12の役割を

その代謝の立場から検討している。

① 高齢者における免疫機能低下と血中ビタミン

B12の関係

② 老人性痴呆の病態・治療におげるビタミン

B12の意義

③ ビタミン B12の brain-bloodbarrierと

labyrinth barrierに関する研究
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第三病院内科学第 1講座

教授：田中照ニ 消化器病学

助教授：永山和男 消化器病学

講師：森本 晉 消化器病学

講師：立木成之 免疫学．消化器病学

講師：小笠原久隆 消化器病学，免疫学

講 師： 溝呂 木ふ み 血液病学
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研究概要

I. 門脈循環に関する研究

肝の形態変化が肝循環に与える影響に関して，両

者の直接的対応関係を局所レベルで明らかにするた

めに，腹腔鏡下に観察された種々の形態変化部位に

おける組織血流量をレーザードプラー血流計 (TSI:

Laser Flow BPM403)を用いて測定検討し，①赤

色紋理部位の組織血流量は平均的な肝表面の組織血

流量に比べ高値（平均 18%）を示すこと，②肝硬変

の再生結節部位では非結節部位に比べ平均 30％ 高

値を示すこと，③円形の小陥凹を呈した搬痕部で

ぱ組織血流量は低値を示すが，広範な脱落部では非

脱落部より高値を示す症例もみられることなどを明

らかにし，慢性肝疾患の進展要因との関連について

考察を加えた。

II. 肝再生に関する研究

肝細胞培養において，細胞の分離に伴いコンピテ

ンスになることが知られている。この機序を明らか

にする一環として，肝細胞内 Ca2汀農度の面から検

討を行った。コラゲナーゼ灌流法にてラット肝細胞

を分離し， Fura2AMを指示薬として顕微測光装置

にて肝細胞内 Ca2十濃度を測定した。細胞内 Ca2十機

度1ま，肝細胞分離直後では高値を呈し，低密度培養

で1ま高値が持続したが，扁密度培養では細胞間の接

着が強くなるとともに低下した。さらに，一度細胞

間接着のみられた細胞では，細胞間接着が解除され

ると Ca2十濃度が上昇した。肝細胞間の接着の解除

は，細胞内 Ca2十濃度の上昇を引き起こし，また同時

にコンピテンスを獲得することは， Ca2十濃度の上昇

にイノシトールリン脂質の代謝が関与している可能

性が推測された。
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III. C型肝炎に関する研究

ClOO抗体陽性などにより診断した C型慢性肝炎

症例の形態像と肝機能検査上の特徴について検討し

た結果， B型慢性肝炎例に比べ①腹腔鏡的には陥

凹，特に溝状陥凹と m-1パターンの赤色紋理が，②

生検組織像ではリンパ濾胞が有意に高率にみられ，

③ GOT,GPTの年間変動形式では， 100mU/ml以

上を示す例が有意に多い反面， 200mU/ml以上をぷ

す例は少ないことを示した。

IV. 原発性肝細胞癌の治療に関する研究

原発性肝細胞癌 (HCC)のhighrisk groupに対

するスクリーニングの徹底により， 3cm以下の小肝

癌の発見率が増大してきた。教室では従来よりエタ

ノール注入療法を主な治療法とし，その効果を切除

例および剖検例で確認したきた。その結果， 3cm以

下の HCCばかりでなく， 3cm以上のものにも有効

であることが立証された。さらにエタノール注入療

法の効果を判定する方法として，エタノールと造影

剤を混合して注入する腫瘍造影を考案した。注入後

の X-ray,CTによる造影率と腫瘍壊死率1ま強い相

関を示した。 HCC治療例はすでに 200例を超し， 5

年生存者は 4例現われた。

肝癌患者の動脈塞栓療法(TAE)前後の NK活性，

細胞障害性 T細胞，サプレッサーT細胞，ヘルパー

T細胞，サプレッサーインデューサー細胞，ヘル

パーインデューサー細胞数を測定し，塞栓療法の生

体免疫能に対する影響を検討した。その結果， TAE

による免疫能の低下が示唆された。

V. 出血性胃潰瘍の内視鏡的止血に関する研究

①出血性胃潰瘍の破綻動脈の形状について，急性

胃潰瘍手術例で連続切片標本を作製し，破綻動脈の

走行を検討した結果，破綻動脈は粘膜下層を横走す

る動脈であり，動脈破綻部はその側面部であった。

② Aethoxysklerol-Ethanol併用局注止血法を

行う上の基礎資料として， Aethoxysklerol（以下

AS)を用いた実験的検討を行った。 AS局注ぱ胃粘

膜下層動脈の血流を局注直後から持続的に低下させ

た。また， AS局注後形成された無血管領域の範囲に

比べ，欠損した粘膜の修復は早く，辺縁の胃粘膜血

管網は保たれていた。

脈圧は低下煩向を示し，胃粘膜ヘキソサミン量は打

意に上昇した。

VII. 慢性肝疾患における細胞免疫に関する研究

慢性肝疾患患者における末梢血 T細胞活性化の

状態を， PWM剌激 T細胞系を用いて検討してい

る。この系では以前に報告したように，慢性肝疾患

患者では培養 T細胞上の IL-2Rおよび HLA-DR

抗原の発現率は CD8十細胞分画において著明に減少

し， IFN-y添加により正常レベルにまで回復した。

昨年と同様にこの減少あるいは IFN-y添加により

回復した CD8十細胞がどの細胞亜型に属するかを，

抗 HLA-DR, 抗 IL-ZR,CDll, Leu7などのモノク

ローナル抗体を用い， フローサイトメトリーによる

two color分析により解析を行った。また， IFN療

法を行ったウイルス性慢性肝疾患患者の末梢血 T
細胞活性化の様態をこの系を用い経時的に測定し，

解析した。

VIII. 肝硬変における hormone値に関する研究

肝硬変が進展すると，門脈圧の冗進，体内 Na貯

留，腎機能低下が生ずることが知られている。この

一因として，全身のみならず門脈内 renin-angioten-

sin-aldosterone系および prostaglandin(PG)系の

変動が考えられるが，我々はこの点に着目して，①

肝硬変患者 24人 (stepI - step III) にconverting

inhibitorである enalaprilを投与し，その薬物動態，

captoprilとの比較， 8日間連続投与における腎機能

改善作用 (CrCL:24-41%の増加）， PG,Na利尿

効果を報告した。②肝硬変患者 6人，健常者 5人に

metochlopramide (dopamine receptor antago・

nist)を投与 (i.v.)し，血中 aldosterone,prolactin 

を経時的に測定し，その値を比較検討した結果，り1

硬変患者においては dopamineの aldosterone分泌

に対する tonicinhibitionがより強いことが示され

た。③肝硬変 rat(CCl,-Sweeks)，門脈圧九進症実

験 rat (clip to portal)を作成し，血中（動脈，門

脈）および組織（血管平滑筋，肝臓）の prostaglan-

dins代謝産物のレベルを測定し，比較検討した。こ

の結果，門脈庄充進には PGの prostacyclin系の活

性化が大きく関わっていることが示された。

IX. 臨床血液学に関する研究

V. 肝硬変における胃粘膜防御因子に関する研究 胃多発癌と多発性骨髄腫との重複癌症例を報告し

Isosorbide dinitrate (ISDN)を肝硬変ラットに た。

投与し，その胃粘膜防御因子に与える影響を胃粘膜 Idiopathic plasmacytic lymphadenopathy with 

ヘキソサミンを指標に検討した。 ISDNを投与後門 polyclonal hyperimmunoglobulinemia (IPL)の症
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例を報告し， interleukin-6と形質細胞増殖について

考察した。

X. 慢性下気道感染症に関する研究

① 気道感染とサーファクタント

慢性気道感染の線毛脱落機序にサーファクタント

が関与していることについて更に検討した。精製牛

肺サーファクタントを用いて電子顕微鏡的に，サー

ファクタントに脱落線毛やアルフミンなどを被包す

る性質があることを報告した。

② 気道感染と気管支鏡

慢性気道感染の診断について，気管支鏡所見およ

びブラッシングで得られた細菌学的所見・白血球の

アルカリフォスファターゼ染色陽性細胞数を検討

し，補助的診断の可能性について報告した。
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鎌倉広俊，石戸浩之，井上冬彦，永山和男，田中照.::.:.:
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第三病院内科学第 2講座

教授：岡野 弘 呼吸器病学

助教授：外丸晃久 循環器病学

講師：田井久量 呼吸器病学

講師：西山尚樹 循環器病学

研究概要

重要なマーカーになると考えられた。

5. 肉芽腫形成性肺疾患における血清 ADA活性

肺結核 (TB)45例，非定型抗酸菌症 (AM)5例，

サルコイドーシス (Sa)10例，過敏性肺炎 (HP)2 

例，肺クリプトコッカス症(Cr)1例を対象として血

清 ADA活性と末血 OKT4/8を測定した。 TBでは

18.5士8.3IU/m]で 46.6%に， AMでは 20.4士6.2で

60.0%に， Saでは 25.3士9.3で 90.0%の症例に血清

ADA活性の上昇がみられた。 HPでは 2例ともに

I. 呼吸器病学に関する研究 10 IU/ml以下の低値をとり， Crの症例でも上昇し

1. 肺癌の血清診断•免疫組織学的検索 ていなかった。 TB,AM, Saでは血清 ADAと末血

肺大細胞癌患者の Bリンパ球から作製したヒト OKT4/8との間に負の相関関係がみられた。これら

型モノクローナル抗体 HB4C5が認識するチトク の 3疾患においては ADAが病態形成に何らかの役

ローム C由来抗原を用い，この抗原と反応する血清 割を果たしていると推測された。

中の抗体量を測定し，肺癌の血清診断を行った。扁 6. 慢性乾性咳嗽患者の臨床的検討

平上皮癌 22例中 12例 (55%），腺癌 17例中 7例 明確な喘息発作症状を示さず，かつ咳の原因が明

(44%），小細胞癌 11例中 7例(64%）が賜性であり， らかな呼吸器疾患によらない 1か月以上の慢性的に

肺癌全体としては 51%の陽性率であった。臨床病期 持続する乾性咳嗽を有する患者を対象とし気道過敏

別では I• II期 64%,III • IV期 48%が陽性であっ 性，呼吸機能，及び Tranilastの有用性を現在検討中

た。 である。

HB4C5を用い肺癌組織及び細胞に対する抗体の

反応性を免疫組織化学的手法を用いて検討した。肺 II. 循環器病学に関する研究

癌組織は 89%(18例中 16例），肺癌細胞は 47%(21 A ［臨床的研究］

例中 10例）の陽性率であった。一方，気管支上皮， 1. ペースメーカー植込み症例のモード別心機能

肺胞上皮など正常組織とも反応した。 及び血中代謝産物の比較

2. 急性肺炎に対するステロイドホルモンの臨床 前年に引き続き，症例の蓄積を行っており， 15例

効果 の DDDペースメーカー植込み症例で房室ブロック

適切な抗菌剤投与がなされているにもかかわらず 11人， sss4人で DVI,VVI各モード別の HG負荷

病勢の進行する急性肺炎に対するステロイドの適切 を行い， co（色素希釈法）， BP（マンシェット法），

な使用法について現在，検討中である。 SVR, 及び血中 a-ANP,cyclic nucleotide, NEな

3. 肺結核及び非定型抗酸菌症に対する CPFX どを測定した。これにより， VVIモードで a-ANP

の臨床効果 は有意な変化がなく， DVIでは SBP,a-ANP, a-

上記疾患に対し CPFXと抗結核剤を併用投与し， GMPが有意に増加した。また， a-ANP上昇が大の

CPFXの感受性検査を行い，併用療法の臨床効果に 群では c-AMP,NEが有意に高く，前回同様の所見

つき現在検討を行っている。 を呈した。

4. サルコイドーシス患者の血清及び気管支肺胞 2. PTCD tubeの心タンポナーゼ症例への応用

洗浄液 CBALF)中の ADA活性 6症例の心タンポナーゼ例にのべ 8回， PT-CD

サルコイドーシス患者 13人を対象として血清及 tubeを変形した tubeを使用し留置し有効であっ

び BALF中の ADA活性と他の免疫学的パラメー た。

ターとを検討した。血清 ADAは 24.6土8.8IU/mlで 3. 冠動脈硬化症の進展と退縮についての研究

91.7%の症例に上昇しており，血清 ACE,血清リゾ 2度以上冠動脈造影を施行した 51例の症例につ

チームとの間に強い正の相関関係を有し，末血の き，その悪化例，不変例，改善例に分け，そのリス

OKT4/8との間に負の相関関係があった。 BALF中 クファクターその他の因子につき 3群問に差がある

ADA活性は 0.58士0.80IU/mlで血清 ADA,BALF か検討した。高血圧，糖尿病，肥満喫煙の有無，血

中ACE,BALF中 OKT4/8との間に正の相関関係 中コレステロール値， HDLコレステロールなどは

があった。以上より血清及び BALF中 ADAはサル 悪化例に増加する傾向にあったが，有意差は認めら

コイトーシスの病勢の指標，病態形成を考える上で れなかった。有意差は年齢，有意冠動脈疾患数のみ

-100-



に認められた。

4. 24時間血圧測定装置の有用性の研究

高血圧患者 50名を対象に受診時の聴診法による

血圧値との比較， 日内変動，降圧剤使用時の日内変

動につき検討した結果，聴診法による血圧と良い相

関を示した。日内変動は 3つのバクーンに分類され

た。日中血圧が上昇し夜間低下するもの(52%），ほ

とんど血圧の変動の認められないもの(44%）， 日中

に比して夜間に血圧の上昇がみられるもの (4%)に

分けられた。降圧剤としてカルシウム拮抗剤に対す

る反応は全体的に血圧の低下がみられ血圧の昼夜の

血圧差が小さくなる傾向を示した。

5. 心筋梗塞患者の急性期心係数の変化率と諸因

子の関連に関する研究

心筋梗塞急性期の ICU内への入室時と退室時の

心係数の変化率とリスクファククー及び予後などと

の相関をみたが，コレステロール高値群， FBS高値

群，尿酸値高値群では変化率の低下が認められ，短

期予後も良くない傾向にあった。

B ［実験的研究］

甲状腺機能低下ラットの心機能についての検討

甲状腺機能低下ラットの血清中 c-GMPは有意に

高値であったが，心筋では有意差を認めなかった。

Working heart法で ISDNに対する変化をみると

コントロールに比して Co,CFの増加が著明に低下

していた。

研究業績

I. 原著論文

1. 呼吸器

l) 岡野 弘：慢性呼吸不全の臨床ー合併症対策と全

身管理ー． Medicina.27: 790-791 0990) 

2) 岡野 弘：慢性呼吸不全の臨床，診断， X線検査．診

断と治療． 78:2813-2818 (1990) 

3) 岡野 弘：最近の肺炎の特徴．臨床画像． 7:10-19 

(1991) 

4) 岡野弘：特発性問質性肺炎の臨床． Cyclophos-

phamide, Azathioprineの適応とその使い方．内科．

67: 459-464 (1991) 

2. 循環器

l) 山崎辰男，青木蕉，三穂乙哉，吉川 誠，外丸晃

久，岡野 弘：アルコール性心筋症の 3症例． CORO-

NARY. 7 (suppl.): 171-176 (1990) 

2) Tomaru, A., Inoue, H., Hamada, M., Sue, H., 

Arai, T., Kanamori, N., Kudou, M., Wagatuma, K. 

and Okano, H. : HYPERTROPHIC CAR-

DIOMYORATHY AND PERICARDIAL EFFU-

SION-A CASE REPORT-. Jikeikai Med. J. 37: 

537-544 (1990) 

3) 鈴木康弘，吉川 誠，濱田道康，須江洋幸，新井隆

弘，三穂乙哉，山崎辰男，外丸晃久，岡野 弘：先天性

冠動脈痩の一症例ー内科的治療とその文献的検索ー．

現代医療． 21:1006-1011 (1989) 

II. 学会発表

l) 長澤博内山克己，王金城三瓶正史，井上喰

広瀬博章，工藤律，田井久量，岡野弘：肺結核にお

ける血清 ADAと二，三の免疫能．第 30回日本胸部疾

患学会総会． 4月．東京．［日本胸部疾患学会誌． 28:227 

0990) J 

2) 岡野 弘：慢性副鼻腔炎とびまん性汎細気管支炎

発現の臨床的関連性について．第 91回日本耳鼻咽喉科

学会総会． 5月．東京．［日本耳鼻咽喉科学会会報． 93:

1794 0990) l 
3) 三穂乙哉，山崎辰男，鈴木康弘，井上肇，吉川 誠，

外丸晃久，岡野弘：心拍固定下の負荷における

ANPの変動に関する検討 (VVI modeおよびDVI

modeでの検討）．第 5回日本心臓ペー・ンソグ学会． 5

月．茨城．

4) 岡野 弘：肺炎マイコプラズマ肺炎について．焼

津・志太•島田・榛原地区呼吸器疾患研究会第 100 回記

念特別講演会． 6月．静岡．

5) 鈴木康弘，井上 肇，山崎辰男，三穂乙哉，外丸晃

久，岡野弘：心のう内留置カテーテル術における

PTCD tubeの応用．第 17回日本集中治療医学会総会．

6月．大阪

6) 井上哨須江洋幸，新井隆弘，西山尚樹，外丸晃

久，岡野 弘：甲状腺機能低下ラットの心機能の検討．

第 13回心筋代謝研究会． 9月．北海道．

7) 宮下佳予，高田朗子，小柳敬子，阿彦真弓，関 誠，

今西昭雄，鳥海 純．内山克己，外丸晃久： 24時間血

圧測定装置の有用性．第 37回日本臨床病理学会総会．

10月．東京．［日本臨床病理学会誌． 38(suppl.): 649 

0991) l 
8) 長澤 博内山克己，湯橋容子，石井慎一，玉利真

由美，田井久量，岡野 弘：サルコイドーシス患者の血

清及び気管支肺胞洗浄液中の ADA活性．第 10回日本

サルコイドーシス学会総会． 11月．福岡．

9) 湯橋容子，長澤博，内山克己，田井久量，岡野弘．

徳田忠昭：両側肺野外側領域に浸潤様陰影を呈し，

TBLBにて泡沫細胞と肉芽腫性血管炎を認めたサル

コイドーシスの一例．第 10回日本サルコイドーシス学

会総会． 11月．福岡．

10) 鈴木康弘，我妻賢司，外丸晃久，岡野 弘：産褥心

筋症の一例．第 12回心筋生検研究会． 12月．愛知．

11) 須江洋幸，我妻賢司，工藤慎，井上咽，新井隆
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弘，濱田道康．三穂乙哉，西山尚樹，外丸晃久，岡野 弘：

心筋梗塞患者の急性期心係数改善率と諸因子の関連に

ついて．第 25回日本成人病学会． 1月．東京．［ II本成
精神医学

人病学会誌 17:90 (1991)］ 教 授 ： 森 温理 てんかん，精神薬理学，脳

12) 外丸晃久：心疾患患者の麻酔，外科手術について． 波学

耳品咽喉科教育バネルシリース (XV)．第 3回高齢者

の手術的治療． 2月．東京．

IV. 著書

l) 岡野 弘：気管支拡張症．臨床看設辞典．メシカル

フレンド社． 192-194(1990) 

2) 岡野 弘：肺膿瘍．臨床看設辞典．メシカルフレン

ドネ土． 1204-1205 (1990) 

3) 外丸晃久：慢性心不全に対する私の考え）jと治療

法．安田寿ー・,杉本恒明筒：慢性心不全アトラス．メシ

カル・ジャーナル社． 194-195(1989) 

助教授：清水 信

助教授：佐々木三男

助教授：北西憲二

助教授：笠原洋勇

講師：西川嘉伸

講師：中山和彦

講師：伊藤 洋

講師：大西 守

研究概要

老年精神医学，社会精神医

学

精神生理学，睡眠

精神療法学， うつ病

老年精神医学，精神薬理学

精神薬理学，脳の画像診断

てんかん，精神薬理学

睡眠躁うつ病

社会精神医学

I. 森田療法に関する研究

本年度も引き続き東京都精神医学総合研究所との

協同による森lfl療法と精神分析療法との比較研究

が， さまざまの面から病態と治療適応をめぐって行

われ成果をあげた。森田療法における集団の意義と

生活環境， 日記指導の検討など実践的な研究も従来

どおり続けられている。また，森田神経質の臨床的

特徴に関する多次元評価・数量化の研究，対人行動

の分析を通してみた森田療法の治療過程の検討，青

年期の重症強迫神経症における治療者患者関係と治

療技法，さらに MMPIを用いた森田神経質の男女

差に関する研究が行われた。そのほか，遷延性うつ

病に対する集団精神療法，森田療法といわゆる境界

例などに関する仕事も引き続き行われている。

4月には第 1回国際森田療法学会も開かれたが，

これを契機に諸外国における森田療法の現状， また

森田療法の精神療法としての普遍性などに関する議

論が高まった。本年度も各学会にて発表した成果を

もとに「森田療法室紀要」第 12巻が発行された。ま

た，森田療法の研修とも関連して初回面接のマニュ

アル化の試みも始められている。

II， てんかんに関する研究

てんかん病変の形態学的研究として画像診断を応

用しているが，外来通院中の部分てんかんについて

CT, MRI, SPECTを実施し，その局在病変と焦点性

脳波異常との相関を検討した。その結果，頭皮上脳

内所見よりも SPECT所見との関連が高いこと，発

作症状と脳波上の焦点部位の一致率は側頭葉で裔い

ことなどの傾向がみられた。また，部分てんかんに

おいて前兆と問欠期脳波所見との関連， とくに脳波
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の局在性，側方性と前兆内容との関係が検討された。

さらに前年度に引き続いて，言語障害発作を呈する

症例の画像診断の有用性，視覚発作を示す後頭葉て

んかんの臨床的特徴の研究がなされた。脳波上から

てんかん焦点を同定すること（ま困難な例があるが，

発作症状と SPECT所見との相関の認められた例が

少なからず存在し，画像診断を用いれば有力な情報

が得られるものと思われた。

III. 精神薬理学的研究

本年度も新しい抗うつ薬，抗精神病薬，抗不安薬．

睡眠薬および抗痴呆薬の臨床試験を行ったが，最も

多いのは抗うつ薬と抗痴呆薬であった。感情障害に

おける赤血球ナトリウムーリチウム対向輸送

(RSLC)については，内因性うつ病（単極，双極性

とも）では正常被験者に比し有意に低値を示すこと

が明らかにされたが，その後摂食障害でも低値を示

すことがみいだされた。そのほかの研究として， リ

チウム中毒の血液透析適用のガイドライン作製， フ

ルフェナジン・デカノエートの血中濃度と臨床効果

に関するものなどが行われた。一方，放射線医学総

合研究所との共同研究として， PETを用いた感情障

害の脳内ドーバミソ D,レセプターの測定，加齢に

よる人間の脳内ドーパミンレセプターの変化， in

vivoにおけるドーパミンレセフ゜ター結合能に及ぽ

す抗うつ薬の影響などの検討が行われた。なお，実

験動物中央研究所との共同による覚醒剤やコカイン

依存に関する実験的研究，厚生省依託研究である向

精神薬実態調査が本年度も引き続き行われた。

IV. 躁うつ病に関する研究

入院躁うつ病者の資料から，老年期のうつ病の臨

床的特性，躁病の入院治療に及ぽす要因や治療薬の

選択などの研究が推進された。また， これと平行し

て遷延性うつ病の生物学的背景の研究や季節性感情

障害に対する高照度光療法の効果についての研究，

一方うつ病者に対する運動表現療法，森田療法的接

近など精神療法面からのアプローチも試みられて．

それぞれ効果を収めている。なお， うつ病の継時的

変化，再入院例の検討から， うつ病の長期予後に影

響する因子の研究も行われている。

ラメーターとして検討を行った。また，高照度光の

夜問眠気に及ぽす影響，シミュレーションによる睡

眠覚醒スケシュールの変動（睡眠相前進および遅延）

に伴う眠気，交替制勤務者における疲労とサーカ

ディアンリズムとの関係などに関する一連の研究が

行われた。さらに，睡眠時無呼吸症候群の臨床と睡

眠ポリグラフの研究， MSLTやポリソムノグラ

フィーを用いて行ったカルバマゼピンの夜間睡眠や

日中の眠気など生体リズムに及ぽす影響についての

研究もまとまった。

VI. 臨床脳波・神経生理に関する研究

聴性脳幹反応 CABR)や p300を用いた精神疾患の

生理学的研究は引き続き進められているが，本年度

は十分な効果は得られていない。一方，覚醒から睡

眠にいたる過程を脳波と眼球運動の変化によって捉

える試みは，健常者および老年期痴呆患者を対象に

始められ，輿味ある結果を得た。また脳波半球間コ

ヒーレ‘ノスと痴呆の程度との相関に関する研究もま

とまった。そのほか，脳波分析装置 EA-286の精度

調査興味深い臨床例の脳波報告などを行った。

VII. 老年精神医学に関する研究

脳血管件痴呆，アルツハイマー型痴呆を対象とし

て，｀ングナル・プロセッサーやパワースペクトル分

析装置を用いた研究はその後も続けている。本年度

ぱとくに覚醒水準の低下が老年期痴呆患者の認知機

能に与える影響，および抗痴呆薬などの治療による

影響を脳波・眼球運動の変動から検討し，あわせて

痴呆スケールや臨床症状との関連についても考察を

加えた。また，老年期のせん妄患者の治療，老年期

痴呆疾患の臨床的研究も行われた。

VIII. その他の研究

最近激増している単身赴任者とその家族の精神医

学的問題わが国における外人精神障害者と異文化

ストレス，職場環境と職場不適応の対策などの心理，

社会的研究，摂食障害の脳波学的研究，さらに痛み，

せん妄，精神障害者の妊娠，分娩などリエゾン精神

医学的研究などが行われた。

研究業績

V. 睡眠に関する研究 1． 原著論文

時差による睡眠覚醒障害とその対策の研究はその 1. 森田療法に関する研究

後も活発に続けられているが，本年度はとくに高照 1) Nakamura, K. and Kitanishi, K.: Analysis of 

度光およびビタミン B12の生体リズム再同調促進作 Shinkeishitsu inpatients'interpersonal relations: 

用を， メラトニン，体温．睡眠．作業能力などをパ Results from a questionnaire administered at the 
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time of discharge. J. of Morita Therapy. 1 : 301-

309 0990) 

2) 小松順—・：森田療法における日記指導の検討 (I)

一般意味論および不問技法の角度から．季刊精神療法．

16 : 343-348 U 990) 

3) 小松順一：森田療法における H記指導の検討 (II)

一般精神療法の角度から．季刊精神療法． 17:35-41 

(1991) 

4) 豊原利樹北西憲二：森田療法における男女差につ

いての研究ーMMPIを指標として．精神科治療学． 5:

1559-1566 (1990) 

5) 北西憲＿て，立松一徳，橋本和幸，中村 敬，豊原利

樹，小松順一，森 温理高橋俊郎：森田神経質の診断

面接一初期面接のマニュアル化の試みー．森田療法学

会誌． 1:21-30 (1990) 

6) 北西憲二：森田療法再考一精神療法としての普遍

性について．精神医学． 32:695-701 0990) 

7) 北西憲二，豊原利樹，橋本和幸，中村 敬，久保田

幹子：森田神経質と対人恐怖症．強迫症のバーソナリ

ティ構造．精神科治療学． 5:1133-1142 (1990) 

8) 藤本英生：森田療法の治療効果に関する要因につ

いて．慈恵医大誌， 106:49-63 (1991) 

2. てんかんに関する研究

l) 井上栄吉：部分てんかんの臨床的検討一脳波・画像

診断を中心に一．慈恵医大誌． 106:271-287 0991) 

2) 須江洋成：部分てんかんにおける前兆と間欠期脳

波の相関に関する研究．慈恵医大誌． 106:99-111 

(1991) 

3. 精神薬理学的研究

1) Mori, A. : Therapeutic effect of sultopride on 

mania. Psychiatry: A world perspective (C.N. 

Stefanis et al. editors). 3: 225-230 (1990) Elsevier, 

Amsterdam 

2) Suhara, T., Inoue, 0. and Kobayashi, K.: Effect 

of desipramine on dopamine receptor binding in 

vivo. Life Sciences. 47: 2119-2126 0990) 

3) 忽滑谷和孝，笠原洋勇．長谷川剛，篠崎 徹，西村

浩樋口英二郎，吉牟田直孝，中山和彦恩田光信，木

村靖夫：リチウム中毒患者への血液透析の適応ー救急

におけるガイドラインの試案．精神科治療学． 6:193-

202 (1991) 

4) 恩田光信，長山恵一，中村吉伸，山田 治，中村康

一郎，巽新吾，川室優，繁田雅弘，森温理：精神

分裂病に対する持効性 Fluphenazinedecanoateの臨

床効果および血中フルフェナシン濃度の検討．臨床精

神医学． 19:2023-2032 (1990) 

4. 躁うつ病に関する研究

l) 北西憲___:_，中村 敬：遷延性うつ病者に対する森田

療法的接近ー役割理論からの検討ー．臨床精神病理．

11: 127-139 0990) 

2) 山寺亘，伊藤洋，田村元，織田尚明，鈴木み

ね子，清水 信，森温理：老年期うつ病に関する臨床

的研究．老年精神医学雑誌． 2:103-113 (1991) 

5. 睡眠に関する研究

l) 佐々木三男：時差症状の研究成果の展望．第 106回

成医会総会シンポジウム，本学における aerospace

medicine. 慈恵医大誌 105:176-183 (1990) 

2) 高桶敏治：睡眠時無呼吸症候群の臨床的検討一臨

床的特徴と睡眠ポリグラフ所見を中心に一．慈恵医大

昆志． 105: 715-729 (1990) 

3) 樺島 司： Carbamazepineの生体リズムに及ぽす

影響ーPolysomnography.Multiple Sleep Latency 

Testを指標として一．慈恵医大誌． 105:869-886 

(1990) 

4) 杉浦啓太：睡眠覚醒スケシュールの変動に伴う眠

気の研究．慈恵医大誌． 105:851-867 0990) 

5) 伊藤洋，高橋敏治，田村信，樺島司，恩田光

信，野中和俊，佐々木三男，森 温理：時差による睡眠

覚醒障害とその対策．精神経誌． 92:729-735 (1990) 

6. 臨床脳波・神経生理に関する研究

l) 佐々木三男，伊藤 洋，高橋敏治，増茂尚志，樺島

司，山口 修森温理，黒崎祐子：時差による生体リ

ズムの脱同調について．臨床脳波． 32:234-238(1990) 

2) Shigeta, M. : EEG coherence in cerebrovascular 

dementia-Relationship between interhemispheric 

EEG coherences and severity of dementia-. Jikei-

kai Med. J. 37: 515-535 (1990) 

3) 繁田雅弘，西川嘉伸，森 温理： Alzheimer型老年

痴呆の脳波半球間コヒーレンス．臨床脳波． 32:357-

361 (1990) 

7． 老年精神医学に関する研究

1) 清水 信：老年期痴呆の臨床的研究．慈恵医大誌．

105: 153-169 (1990) 

2) 笠原洋勇，小林 充，井上栄吉，須江洋成，藤本英

生，野中和俊：老年期神経症の疫学と発症要因．老年精

神医学雑誌． 2:153-162 (1991) 

8. その他の研究

l) 篠原史代：精神科入院患者におけるせん妄の臨床

的研究．慈恵医大誌． 105:731-744, (1990) 

2) 篠崎 徹：ロールシャッハテストを用いた長期在

院慢性分裂病者の臨床経過に関する研究．慈恵医大誌．

105: 449-468 0990) 

3) 野中和俊：摂食障害に関する臨床的脳波学的研究．

慈恵医大誌． 106:191-206 (1991) 

4) 北原達甚：海外旅行を契機に出現した精神障害に

ついて．慈恵医大誌． 106:31-48 (1991) 
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II. 総説 affective disorder. APSS, 1990. Jun. Minneapolis. 

l) 森 温理：向精神薬の概念・種類・分類，臨床と薬 8) Takahashi, T., Sasaki, M., Kurosaki, Y., Ishida, 

物治療． 9:424-427 (1990) A., Itoh, H. and Mori, A.: A study on desynchron-

2) 森 温理：抗不安薬の種類と特徴，その将来．日本 ' ’ f circadi ization of circadian rhythm after a rapid round trip. 

医師会雑誌． 104:1267-1271 (1991) Association of Professional Sleep Societies 4th 

3) 森 温理：抗うつ薬をめぐる最近の動向．社会精神 Annual Meeting. Jun. Minneapolis. 

医学研究所紀要． 19:1-10 (1990) 9) Mori, A. and Kitanishi, K.: An application of 

4) 清水 信： Cognitiveenhancers（臨床）．神経精神 DSM-III-R to Morita Shinkeishitsu. International 

薬理 13:192-196 0991) Conference on Psychiatric Diagnosis. Sep. Tokyo. 

5) 清水 信，西川嘉伸：老年期神経症の薬物療法．神 10) Suhara, T., Nakayama, K., Inoue, 0., Fukuda, 

経精神薬理． 12:461-467 (1990) H., Nishikawa, Y., Yamasaki, T., Tateno, Y. and 

6) 清水 信：老年期のうつ病•うつ状態をめぐって． Mori, A. : D, -d . : D, -dopamine receptor binding in mood 

老年精神医学雑誌． 1: 43-48, 1990 disorders. 17th Congress of Collegium Inter-

7) 清水 信：高齢者における向精神薬の用い方．老年 nationale N euro-Psychopharmacologicum. Sep. 

精神医学雑誌． 2:27-31 (1991) Kyoto. 

8) 笠原洋勇：老人施設における飲酒問題・老年精神医 11) Mori, A., Kazamatsuri, H., Kaneno, S., Kami・

学雑誌 1:590-596 (1990) jima, K., Kariya, T., Murasaki, M. and Yagi, G.: A 

9) Kitanishi, K.: Morita Therapy from a trans- double-blind comparison of emonapride with 

cultural psychiatric view. J. of Morita Therapy. 1: haloperidol in the treatment of schizophrenia. 

190-194 0990) 17th Congress of Collegium Internationale Neuro-

Psychopharmacologicum. Sep. Kyoto. 

III. 学会発表

1) Kitanishi, K. : Morita Therapy from a trans-

cultural psychiatric view. Symposium II, Morita 

Therapy in Different Countries. The first interna-

tional Congress of Morita Therapy. Apr. Hamamat-

SU. 

2) 山寺 亘，鈴木みね子，中野浩志，織田尚明，田村

元，伊藤 洋，森 温理：老年期うつ病に関する臨床的

研究．第 86回日本精神神経学会総会． 5月．鹿児島．

3) 樋口英二郎，吉牟田直孝，田村元，伊藤洋，森

温理：躁病の入院治療成績に影響を与える要因及び各

治療薬の選択甚準について，第 86回日本精神神経学会

総会． 5月．鹿児島．

4) 吉牟田直孝，中山和彦，玉置暢子，田中樹子，小泉

満男，忽滑谷和孝，樋口英二郎，森 温理：摂食障害者

における生物学的検討ーNa-Li対向輸送機構につい

て一．第 86回日本精神神経学会総会． 5月．鹿児島．

5) 伊藤洋，高橋敏冶，田村信， t華島司，恩田光

信，佐々木三男，森 温理： （シンポ、ンウム）時差によ

る睡眠覚醒リズム障害とその対策，第 86回日本精神神

経学会総会． 5月．鹿児鳥．

6) 樺島 司．中野浩志．樋口祥ー，吉牟田直孝，田村

信，伊藤洋，佐々木三男，森温理： Carbamazepine

の生体リズムに及ぼす影響，ーMSLT・PSGを指標と

して一．第 15回日本睡眠学会． 6月．米子．

7) Endo, T., Takahashi, T., Ide, M., Itoh, H., 

Suenaga, K., Tsuchida, S., Sasaki, M.. and Mori, A. : 

A case study : Effects of bright light on seasonal 

12) Shimizu, M. : Depression and suicide in late life. 

Symposium on depression, 17th CINP. Oct. Kyoto. 

13) Shimizu, M. : Current experiences of clinical 

trials of cognitive enhancers in Japan. Satellite 

Symposium of the 17th CINP. Oct. Kyoto. 

14) 須原哲也，中山和彦，井上修，福田 寛，西川嘉

伸，山崎統四郎，舘野元男，森 温理：ポジトロン CT

による感情病の脳内ドーバミ｀／ D1レセプク一の測

定，第 20回日本神経精神薬理学会． 10月．甲府，

15) 北西憲二：（シンボジウム 1)森田療法の理論と実際

一治療と理論学習ー．第 8回森田療法学会． 10月．久

留米．

16) Shimizu, M., Nishikawa, Y. and Shigeta, M: 

Depression and suicide in later life, World Psychiat-

ric Association-Geriatric Psychiatry Section.Nov. 

Melbourne. 

17) 佐々木三男： （シソボシウム I:生体リズムの基礎

と応用）時差ボケの実態とその対策．第 29回日本生気

象学会総会． 11月．長崎．

18) 須江洋成，中山和彦，井上栄吉，山口 修，忽滑谷

和孝，増茂尚，ふ佐藤譲二，森 温理：部分てんかん患

者の発作性感覚徴候．第 24回日本てんかん学会． 11

月．沖縄．

19) 中山和彦須江洋成，井上栄吉，忽滑谷和孝，増茂

尚志，佐藤譲二，森 温理：視覚発作を示す後頭葉てん

かんの臨床的検討．第 24回日本てんかん学会． 11月．

沖縄

20) 大西 守，篠原史代，中野浩志，金子公子，嘉村泰
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孝：中高年齢者における異国での適応問題．第 11回17

本社会精神医学会． 3月．新渇．

IV. 著 書

l) 森 温理編：精神保健．標準看護学講座 11.金原出

版．（1991)

2) 森温理： Zopiclone:精神科領城から（分担執

筆）．箇井未春編：新しい睡眠薬の使い方．医療ジャー

ナル社．（1990)

3) 佐々木三男：時差ボケ（分担執筆）．中沢洋一編：睡

眠覚醒障害ー診断と治療のハンドプック． メティカル

ビュー社．（1991)

4) 笠原洋勇：薬物療法：三（四）環系抗うつ薬．（分担

執筆）．上島国利紺：今日のうつ病治療．金剛出版．

0990) 

5) 清水 信：痴呆の薬物療法はどうすればよいか（分

担執筆）．長谷川和夫絹：痴呆の対応をどうするか？

医薬ジャーナル社．（1990)

V. その他

l) 森 温理：（特集）臨床医学の展望．精神医学．日本

医事新報． 3484:49-55 0991) 

2) 森温理：精神医学関連学会の最近の活動 (No.

5)．日本精神神経学会，日本神経病理学会，森田療法学

会，日本アルコール医学会，老年精神医学会，産業精神

衛生研究会．精神医学． 32:429-445 0990) 

3) 中山和彦遠藤拓郎，吉牟田直孝，忽滑谷和孝，田

中樹子，伊藤洋，佐々木三男，森温理：季節性感情

障害の一例における神経生物学的検討．精神医学． 33:

175-184 (1991) 

4) 中山和彦，森 温理：更年期に見られた月経周期に

一致して周期性経過をとる精神病．臨床精神医学． 19:

1735-1738 (1990) 

5) 西村浩， JII室優，笠原洋勇，森温理：透明中

隔撰胞を伴ったアルコール依存症の 1例．東京精神医

学会誌 8:55-59 (1990) 

I」ヽ 児 科 子-

教授：前川喜平 小児神経学，発達神経学

教授：赤塚順一 小児血液学，悪性腫瘍

助教 授： 衛藤 義勝 先天性代謝異常

助教授：伊藤文之 先天性代謝異常

助教 授： 久保 政勝 小児感染免疫学

講師：広津卓夫 小児血液学，悪性腫瘍

講師：臼井信男 小児腎臓病学

講師：和田紀之 小児感染免疫学

講師：堀田秀樹 小児神経学

講師：永倉俊和 小児アレルギー学

講師：星 順隆 小児血液学，悪性腫瘍

講師：野中善治 小児循環器病学

講師：松永貞一 小児感染免疫学

講師：豊田 茂 小児消化器病学

講師：正木拓朗 小児アレルギー学

講師：所 敏治 先天性代謝異常

研究概要

I. 発達・神経研究班

今回は欧米誌に報告されたものについてのみ述べ

る。ヒト胎児脳の発達の研究については，浜野が三

叉神経中脳路核について検討し， Develop. Med. 

Child N eurol.に報告した。在胎 16,18, 21, 23, 27, 30, 

32,33,35,40週齢の胎児及び新生児脳の連続切片を

セロイシン包埋して作成，芝叉神経中脳路核の神経

細胞の数，周長，面積を画像解析装置で計測した。神

経細胞の数は一定で大きさは徐々に大きくなり 32

周齢以降に特に大きくなることが分かった。また，中

江が被殻について検討し ActaAnat. に報告した。

被殻経細胞は 30周齢以降に密度が増加し大きな神

経細胞がみられるようになる。

臨床的研究では，浜野が片麻痺の患児に SPECT

をおこない，病巣と反対側の小脳の血流が減少して

いることを証明し，皮質小脳路の形成が 7歳以降に

みられることを「脳と発達」に報告した。又，奈良

が急性脳炎児に SPECTをおこない SPECTで異常

がみられる症例は予後が悪いことを Pediatr.Neur-

ol.に報告した。松島らは発達期における神経細胞の

分化・成長をコントロールする因子及びその分子生

物学的メカニズムを研究している。過去 1年間特に

神経成長因子／受容体シグナル伝達系に着目し，追伝

子工学的手法により未分化神経細胞を人為的に成熟

神経細胞へと導くことに成功した。
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II. 代謝研究班

l) 先天代謝異常症に関する研究：日本人ゴー

シェ病において追伝子解析で欧米人にはみられない

新しい mutationを見い出し， exon6/exon 10での

double heterozygoteを同定した。さらにこの muta-

tionをcos1 cellにexpressさせ確認した。また同

時に metachromatic leukodystrophyの日本人で

exon 1での新しい mutationを明らかにした。

また Niemann-Pick病の研究ではニーマンピッ

クマウスを用いてコレステロール代謝を検討， コレ

ステロールのエステル化障害を明らかにした。

Neuronal ceroid lipofuscinosisの病因解明では E-

64の添加研究などでタンバク質の分解代謝異常症

としての概念を確立しつつある。

2) 内分泌疾患：低身長の病因を明らかにするた

め成長ホルモ‘ノ並びにソマトメシン遺伝子を低身長

患者で分析しその異常を解析している。更に Pit-1

遺伝子の異常を検討し病態を検索している。

3) 消化器疾患に関する研究：食事アレルギーで

の消化管の電顕観察で形態的に興味ある知見を得て

し、る。

III. 血液・腫瘍研究班

l) 小児 ITPに関する研究： ①慢性および急性

ITP患者の末梢リンパ球を抗人ボリクロナル lgG

抗体で検査したところ慢性 ITP患児のリソパ球に

大量の lgGの結合を認めた。この臨床的意義につい

て検討中である。②血小板膜糖蛋白 GPIllaを構

成する合成ペプチドと GPIlb/IIIaリコンビナント

を用いて ITP自己抗体の対応抗原を分子レベルで

検索した。血清中自己抗体の多くは GPIllaの細胞

内ドメインを認識し，血小板結合抗体は GPIlb/IIIa 

complexを認識する抗体であることが示された。

2) 小児悪性腫瘍に関する研究： ①種々の物質

により分化誘導される癌細胞株である HL60細胞

とGOTO細胞に対する朦帯血単核球の影響につい

て検討し各々 macrophageあるいは ganglioncell/ 

nerve eel]に分化することを明らかにした。②悪

性腫瘍患児に合併する深在真菌感染症の分子生物学

的診断を目的に candidaalbicansの DNAクロー

ニングおよびプローベを作成した。

IV. アレルギー研究班

臨床研究テーマは①気管支喘息のテオフィリン

療法②在宅酸素療法③喘息児の運動療法④運

動誘発性喘息⑤難治性アトピー性皮府炎の而水浴

療法である。

基礎的研究のテーマぱ①質量分析計によるエイ

コサノイドの測定②喘息に対する人工気象室の効

果③けっ歯類のマスト細胞からのヒスタミン遊離

①培養ヒト好酸球のサイトスケルトソ⑤ヒト胴

帯血由来の好塩基球，である。

気管支喘息の機序は未だ不明であるが以下の技術

によりその機序の一部を解明した。そのテクニック

は人工気象室，質量分析計，細胞培養， FACSなど

である。臨床的研究としては，難冶性アトピー性皮

膚炎に対する曲水浴療法の効果を示したがその機序

についてはこれからの検討が必要である。

V. 感染免疫研究班

l) 感染症に関する研究：感染症，特に敗血症や

下気道感染症の迅速診断のため， insitu hybridiza-

tion法による DNA診断を第 1細菌学教室と共同研

究している。ウイルス感染症では母子問 HIV感染

症の臨床的検討およびインターフェロンにより誘導

される 2-5A活性の測定をおこなっている。

2) 膠原病に関する研究：炎症に伴って広範囲の

組織に多彩な反応をもたらす IL-1をRadiation

Assayにて測定している。

3) 免疫不全に関する研究：各種サイトカイン，

ネオプテリンの測定をおこない臨床症状との関係を

検討している。また， CGDに対する IFN療法の臨床

効果を免疫学的検討と共におこなっている。

VI. 腎臓研究班

臨床的研究： ①急性糸球体腎炎，紫斑病性腎炎に

おける尿中クエン酸濃度の動態を検討した。（村松）

腎不全では低リン食品の臨床応用についてその有

効性を示した。（畑野） ②ステロイド療法に伴う骨

病変について骨塩量の変化と尿中ハイトロキ、ンプロ

リン排泄量の動態を検討し，ハイト ロキシ フロリン

が投与したステロイドの量と逆相関して減少し，骨

代謝の指標となりうることを示した。（及川） ③腎

疾患において ANPが循環血漿量と相関し浮腫の病

態を把握する上で重要であることを示した。（村松）

基礎的研究： ①腎臓神経切除の腎機能に及ぼす

影響についてラット PuromycinAminonucleoside 

腎症を用いた検討で，腎臓神経切除によって蛋白尿

が減少する傾向を指摘し，腎臓神経が糸球体傷害に

関与している可能性を示した。（鈴木）②マウス全

骨髄細胞の骨吸収嵩形成系を用いた実験系で PTH,

1, 25-0HDの破骨細胞の増殖，骨吸収裔の形成促進

作用，カルシトニンの拮抗作用を明らかにした。（望

月）
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VII. 循環器研究班

①先天心疾患を中心とした上として RI検査法

による左心室機能及び右心室機能の検討②長時間

ホルター心電計記録による正常小児および各種心内

手術後の患児での不整脈解析③血中アミノ酸濃度

測定を用いたうっ血性心不全児の栄養評価④ Dig 

ital Imaging, X線 CT, 血管内視鏡などをはじめと

した各種画像診断法による先天心疾患および川崎病

冠状動脈後退症の検討⑤超音波ドップラー法など

の非観血的方法による動脈硬化の検討⑥外来一般

診療における胸痛を主訴に来院する児童の臨床統計

⑦同一集団（主に学校検診）における不整脈発生頻

度の変遷，および日常生活管理の問題点⑧乳児期

における血中ヽンゴキシン濃度と心機能の関連，など

の研究をすすめている。

研究業績

I. 原著論文

1. 発達・神経に関する研究

1) Maekawa, K.: Family cases of slow starters. 

Jikeikai Med. J. 37: 125-130 (1990) 

2J Maekawa, K.: A ten-year follow up of newborn 

infants in the pediatric neonatal care unit of Jikei 

University Hospital. Jikeikai Med. J. 37: 415-426 

(1990) 

3) Nara, T., Nozaki, H. and Nishimoto, H.: Brain 

perfusion in acute encephalitis: Relationship to 

prognosis studied using single photon emission 

tomography. Pediatr. Neural. 6: 450-454 0990) 

4) Hamano, S., Goto, N. and Nara, T.: Develop-

ment of the human mescencephalic trigeminal 

nucleus: A morphometric study. Devel. Med. 

Child Neural. 32: 621-628 0990) 

5) Nozaki, H., Hamano, S.. Nonaka, I. and Horita, 

H. : Cytochrome C oxydase deficiency with acute 

onset and rapid recovery. Pediatr. Neural. 6: 329-

332 (1990) 

6J Sakuma, S., Ishikawa, H. and Okuma, S.: The 

cell population of somatostatin and growth hor-

mone releasing factor using quantitative immuno-

chemistry in the isolated GH deficiency dwarf rat. 

Brain Research. 506: 307-310 (1990) 

7) Nakae, Y., Goto, N. and Nara, T.: Development 

of the human putamen: A morphometric study. 

Acta Anat. 137: 272-277 (1990) 

8) Hayashi, Y., Yoshimura, K., Nakae, Y., Nara, 

T., Hamada, R. and Maekawa, K.: Neonatal tuber-

ous screlosis with a brain and cardiac tumor. Acta 

Pediatr. Jap. 32: 571-574 0990) 

9) Matsushima, H. and Bogennman, E.: Nerve 

growth factor (NGF) induces neuronal 

differentiation in neuroblastoma cells transfected 

with the NGF receptor cDNA. Mol. Cell Biol. 10. 

5015-5020 0990) 

2. 代謝に関する研究

1) Ida, H., Eto, Y. and Maekawa. K.: Fetal GMI-

gangliosidosis: Morphological and biochemic:-il 

studies. Brain & Development. 11: 394-398 0990) 

2) Matsui, K., Shirasawa, N. and Eto, Y.: Cyto-

plasmic accumulations in rat primary brain cell 

cultures following treatment with 64, a thiol 

protease inhibitors. Developmental Neuroscience. 

12 : 133-139 (1990) 

3) Ida, H., Kusano, K. Suzuki. K.. Tokoro, T. and 

Eto, Y.: Galactosylceramides and galactosylsphin-

gosine loading studies in cultured skin fibroblasts in 

human and murine globoid cell leukodystrophy. 

Biochem. Biophys. Res. Commun. 166: 1053-1060 

0990) 

4) Ida, H.. Eto, Y. and Maekawa. K.: Biochemical 

pathogenesis of demyelination in globoid cell leu-

kodystrophy (Krabbe's disease) : The effect of 

psychosine upon oligodendroglial cell culture. 

Acta Pediatr. Jap. 32: 20-26 (1990) 

5) Shimizu, H., Eto, Y. and Maekawa, K.: Abnor-

mally high urinary polyamine excretions in HHH 

syndrome. Jikeikai Med. J. 37: 131-135 (1990) 

6) Ida, H. and Eto, Y.: Biochemical and mor-

phological studies of dorsal root ganglion and its 

cultured cells from twicher mouse (murine globoid 

cell leukodystrophy). Brain & Devel. 12: 412-416 

(1990) 

7) Sugama, S., Kim, S.U., Ida, H. and Eto, Y. 

Psychosine cytotoxity in rat neural cell cultures 

and protection by phorbol ester and dimethyl sul-

foxide. Pediatr. Res. 28: 473-476 (1990) 

8) Tada, K., Kobayashi, T., Goto, I., Ohno, K.. Eto. 

Y.. lnui, K. and Okada, S.: Lysosulfatide <sul-

fogalactosylsphingosine) accumulation in tissues 

from patients with metachromatic leukodystrophy. 

J. Neurochem. 55: 1583-1591 (1990) 

9) Tahara. T.. Kraus, J.P. and Rosenberg, L.E.: An 

usual insertion/deletion in the gene encoding the 

beta-subunit of propionyl CoA carboxylase is a 

frequent mutation in Caucasian propionic acidemia 

Proc. Natl. Acad. Sci. 87: 1372-1376 0990) 

10) Tahara, T., Kraus. J.P. and Rosenberg. L.E. ・ 
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Direct DNA sequencing of PCR amplified genomic 

DNA by the Maxam-Gilbert method. Bio. Tech-

niques. 8 : 366-368 U 990 J 

3. 血液・腫瘍に関する研究

1) Takaue, Y., Hoshi, Y. and Uchiyama. H.: Peri-

pheral blood stem cell (PBSCJ autograft in the 

treatment of high-risk leukemia/lymphoma of chi]-

dren. Bone Marrow Transplantation. 5 : 50-51 

(1990) 

2) Uchiyama, H. and Akatsuka, J.: ELISA-plaque 

ka, Z. and Yamada, T.: Echocardiography may be 

misleading in assessing coronary sequelae of 

MCLS: A CT scan helps. Acta Pediatr. Jap. 32 ・ 

325-327 (1990) 

2) Hamada, R., Fukushima, K.. Oikawa, T.. Ida, H .. 

Nonaka, Z. and Maekawa, K. : Absent pulmonary 

valve syndrome with tetralogy of Fallot : A rare 

radiographic presentation. Pediatric Cardiology. 

12: 64 0990) 

assay for the detection of platelet antibody-secret― II. 総説

ing cells-Effects of various immunosuppressive 

treatments on platelet antibody-secreting cells. 

Jikeikai Med. J. 37: 407-413 0990) 

3) Fujisawa, K., O'Toole, T.E., Loftus, J.C., Tani, 

P., Plow, E.F., Ginsberg, M.H. and McMillan. R. : 

Autoantibody to the presumptive cytoplasmic 

domain of platelet glycoprotein Illa in patients with 

chronic immune thrombocytopenic purpura. 

Blood. 77: 2207-2213 (1990) 

4. アレルギーに関する研究

1) Nagakura, T., Ebisawa, M. and Iikura, Y.: 

Chemical mediators in hypersensitivity reactions. 

Acta Paediatrica J aponica. 32: 209-215 (1990 J 

2) Kurihara, K. : Exercise program for children with 

bronchial asthma. Asian Med. J. 33 : 1 -7 (1990) 

3) Ebisawa, M., Saito, H. and Iikura. Y.: PAF indu-

ced activation and cytoskeltal changes in cultured 

eosinophil. Int. Arch. Allergy. 93: 93-98 (1990) 

4) Akimoto, K., Saito, H.. Akasawa, A, Kat-

sunuma, T., Ebisawa, M., Fukuda, Y. and likura, 

Y.: The result of sea water therapy on children 

with atopic dermatitis. Jpn. J. Ped. Allergy Clin. 

Immunol. 4: 96-100 Cl990J 

5. 感染免疫に関する研究

1) Tamaki, H., Suzuki, K. (National Institute of 

Health), Wada, N., Kubo, M. and Mizuno, S. 

(National Institute of Health J : Chemotaxis and 

lysosomal enzyme release in polymorphonuclear 

neutrophils of human neonates. Jikeikai Med. J. 

37: 115-123 (1990) 

6. 腎臓に関する研究

1) Ehara, R. and Usui, N.: Fibronectin in renal 

disease. (Part 1) Immunofluorescent distribution of 

fibronectin in deseased human glomerulus. (Part 2 J 

Plasma fibronectin in levels in various renal disease. 

Jikeikai Med. J. 37: 137-151 0990) 

7. 循環器に関する研究

1) Hamada, R., Maekawa, K.. Sugimoto. K.. Nona-

1) 前川喜平：発達診断とその問題点．小児神経学の進

歩． 19:113-122 0990) 

2) 前）1|喜平：健康小児科学の概念．小児科診療． 53:

2231-2237 (1990) 

3) 前）1|喜平：乳幼児健診の現状と将来．小児科． 31

977-984 (1990) 

4) 廿楽屯信：脳性麻痺の不随慈運動． クリニカル・ノ

イロサイエンス． 8:1248-1250 0990) 

5) 熊谷公明：急性脳症の初期対策．小児科臨床． 48・ 

999-1008 (1990) 

6) 衛藤義勝：ライソゾ＿ム病の骨髄移植による冶療

法の最近の進歩．小児科臨床． 43:645-651 0990) 

7) 正木拓朗，小幡俊彦，飯倉洋治：外来での抗アレル

ギー剤の使い方．喘息． 3:109-112 (1990) 

8) 永倉俊和，正木拓朗，飯倉詳治，前）l|喜平：抗-;レ

ルギー剤の薬理．小児内科． 22:1191-1200 (1990 ! 

9) 望月 弘，赤司俊二：特発性高カルシウム尿症と血

尿．小児医学． 23:789-801 (1990) 

10) 小川 潔：ホルター心電図による建常小児の心拍

数不整脈．小児科の進歩． 10: 181-184 (1990 J 

III． 学会発表

1) Kumagai, K. and Yamada, Y.: The Clinical use 

of multichannel surface EMG. Fifth International 

Congress of Child Neurology. Nov. Tokyo. 

2) Ochiai, Y.. Akatsuka, ]., Yamazaki, Y., Tsuzura, 

S. and Maekawa, K. : A longitudinal study on the 

neurological prognosis in 58 cerebral palsied chil-

dren with infantile spasms. Fifth International 

Congress of Child Neurology. Nov. Tokyo. 

3) Okuyama, M. : Problems of adjuscent to 

another culture for psychologically vulnerable chil-

dren. Twelfth International Congress of Child and 

Adolescent Psychiatry and Allied Processions. Jul. 

Kyoto. 

4) Hamano, S., Goto, N., Nara, T. and Maekawa, 

K. : Development of human trigeminal nuclei. 

Fifth Intenntional Congress of Child Neurology. 
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5) Nozaki, 1--1., Goto, N., Nara. T. and Maekawa, 

K. : Development of human pontocerebeller system. 

Fifth International Congress of Child Neurology 
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6) Imai, M., Kurihara, M. and Kumagai. K. : Early 
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International Congress of Child Neurology. Nov. 

Tokyo. 

7) Eto, Y.: The role of protease and lipids in NCL. 

Third International Symposium on Neuronal Cer-

oid Lipofuscinosis. May. Indianapolis. 
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ease. Fifth International Congress of Inborn Error 
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lipid metabolism in cultured skin fibroblasts from 
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Fifth International Congress of Inborn Error of 
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10) Eto, Y.. Ida, 1--1., Umezawa. F. and Kim, S.U.: 

Pathogenesis of demyelination in Krabbe's disease: 

Abnormality of cultured oligodendrocytes in twit-

cher. Eleventh International Congress of N eur-
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11) Tokoro, T.. Kusano. K. Suzuki, 1--1.. Hasegawa. 

Y.. Yamamoto, T., Miyawaki, S. and Eto, Y.: 

Impaired cholesterol esterification in Niemann-

Pick mouse mutant. Eleventh International Con-
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16J Saito, H., Ebisawa, M., Kurihara, K., Sakaguchi, 

N., Akasawa, A, N agakura, T., Akimoto, K. and 

Iikura, Y.: Stimulation of calcium mobilization by 
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dependent cultured mast cells and eosinophils. 

Eighteenth Collegium Internationale Aller-

gologicum Meeting. Sept. Portugal. 

17 J Mochizuki, H. and Usui, N.: Insulin like growth 
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multinucleate cells. Twelfth Annual Meeting of 

the American Society for Bone and Mineral 

Research. Aug. Atlanta. 

18) Hoshi, Y., Takaue, Y., Uchiyama, H. and Akat-

suka. J. : Peripheral blood stem cell (PBSC) auto-

graft for :n children with acute leukemia or 

lymphoma. Third Annual Meeting of the Amer-

ican Society of Pediatric Hematology /Oncology. 
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19) Fujisawa, K., Tani, P., Millard, F. and McMil-

Ian, R. : An antiplatelet autoantibody with PIA! 

specificity in a patient with chronic ITP. Thirty-

second Annual Meeting of the American Society of 
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20) Fujisawa, K., Tani, P., Piro. I. and McMillan, R 

The effect of therapy on platelet-associated and 

plasma autoantibody in chronic ITP. Thirty-sec-

ond Annual Meeting of the American Society of 
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DMSO. Eleventh International Congress of N eur- 訂第 3版ー．南山堂．（1990)

opathology. Sept. Kyoto. 3) 赤塚順—・：ヒタミン K 欠乏症の項分担執筆． f1野
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Allergologicum Meeting. Sept. Portugal. 年鑑 199(）．診断と冶療礼．（1990)
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神経線維腫症． ウイルス性

皮府疾患

光線過敏症

ウイルス性皮府疾患

皮府病理組織学

アトピー性皮府疾患

皮府病理組織学

ヒト乳頭腫ウイルス感染症

VZVDNAを検出した。この意味付げぱ困難てある

か， PHNの発症機序に VZVの持続感染か関与する

ことがポ唆された。

III. ヒト乳頭腫ウイルス (HPV)感染症

HPVはその DNAの相同性の差により現在 70

刑以上に分類され，そのうちの約 1/3ぱ悪性腫瘍中

に検出され，発癌性を有するウイルスとされており，

特に子宮頸癌より高率に検出される HPV-16,18ぱ

その初期逍伝子の産物が癌抑制遺伝—f とみなされる

p53および RB追伝子と結合することが明らかにさ

れ，注甘されている。尖圭コンジロームは良性の梵

研究概要 賛で性感染症の一つであるが，そのウイルス型を in

I. 単純ヘルペス situ hybridization法にて検索したところ発癌性を

'82年 より始められた単純ヘルペスウイルス 有するウイルス型 (HPV16,18, 31, 33, 35)が約 1%

(HSV)の研究は，＇ 90年 12月までに総患者数 1,045 のものに検出された。また ViraType in situを使

例に達し，そのうち性惑染症としての性器ヘルペス 用した場合一部の患者の同一検体から， HPV6/ll,

は年々増加領向にあり，当教室においても HSV感 HPV16/18, HPV31/33/35全ての型に陽性を示すも

染症の約 26%を占めている。性器ヘルヘス初感坐例 のがみられ，この原因が各型の混合感染によるもの

の原因ウイルス型は 1型が 49例 (80%).2 I利が 15 か，また各型にホモロジ一のある別のタイプのウイ

例 (20%)て，圧倒的に 1型が多くみられた。初感 ルス感染によるものかは不明である。複数のウイル

染後，あるものは約 1か月後または数年後に 1り発を ス型が同時に検出された 4例を選び， PCR法にて確

繰り返すようになるが，再発型性器ヘルヘスのウイ 認したところ同様に複数のウイルス型が検出され

ルス型はほとんどが 2型(140例）であり， 1刑ぱ 6% た。更に症例を増やし検索中である。

(7例）にすぎなかった。従って， 1型による性器へ

ルペス初感染の場合，その後の再発ぱ稀であるとい IV. アトピー性皮膚炎

える。しかも，再発したとしても再発頻度は少なく， 近年，成人型アトピー性皮膚炎の急増が問題と

年に 1 回程度のものがほとんどであった。— •)j, 2型 なっており，当専門外来でも大多数は成人難治例で

の場合再発頻度は多く，なかには月に数回以 I．．再発 ある。ア 1、ヒ゜一性皮府炎患者は特に年長児期以降夕

を繰り返すものもみられた。 二に感作されている例が多く，住環境におけるダニ

また，一般に行われている補体結合反応による抗 の増加がひとつの要因となっている。また．副腎皮

体価の測定は感度が低いといわれているが，今回各 質ステロイドホルモン外川剤の長期使用も，従来か

種の抗体価測定法を再発型14器ヘルペス患者 43例 らいわれている局所副作用に加え，皮府炎の遷延化，

に行ったところ，補体結合反応の偽陰性率は 34.9% 重症化に何らかの影響を与えていると考えられ，現

と高く，補体要求性中和反応は 6.7%，間接蛍光抗体 在成人患者を対象に副腎皮質ステロイドホルモン外

法は 3.3%.ELISA法は 0%であり． ELISA法が最 用剤の適切な使用法を検討中である。

も感度が高かった。また， ウイルス刑の診断ぱ現在

行われている血清学的方法てぱ困難てあった。 V. 光線過敏症

'90年度の光線過畝症外来初診患者ぱ 46人でその

II. 帯状疱疹 内訳は多形日光疹 15例，光線過敏刑薬疹 8例（クロ

'82年より '90年 12月までに帯状疱疹罹患患者数 ミプラミン，金梨剤，ピロキシカム．テガフル，オ

は 1119例で，年々増加煩向がなられるが．罹患後 6 フロキサシン，チアシド系降圧利尿剤など），光接触

か月以上帯状疱疹後神経痛 ¥PHN)を残すものは全 皮府炎 5例（スプロフェン， PUBAなど）， I-1光蒻麻

体の 3%であった。今回， PHNの病態を把握するた 疹 3例，色素性乾皮症 2例．種痘様水疱症 2例，そ

めに，末梢血単核球中の VZVDNAの在否を PCR の他 19例であった。オキシカム系消炎鎮痛剤のピロ

法にて検索したところ，水船や帯状疱疹の病初期だ キシカムによる光線過畝朋薬疹が削えており，その

けでなく PHN 患者の K 梢血 ii1~ 核球中にも 機序としてチメロサール．特にその抗原決定基のひ
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とつであるチオサリチル酸との交叉感作性が重要で

あることを報告し，過去にチメロサール接触皮膚炎

の既往のあるものではヒ゜ロキシカムを投与すべきで

はないと結論した。また，種痘様水疱症， クロミプ

ラミンによる光線過敏型薬疹についても症例報告し

た。

VI. 神経線維腫症

現在までに当科を受診した神経線維腫症患者数は

1,120例に及び，現在その治療や追伝子レベルの検索

を行っている。一方，悪性神経鞘腫は本症患者から

発症することが多く， 15例 (1.3%）に認められた。

今回，悪性神経鞘腫を合併した神経線維腫症の 2例

について癌遺伝子，癌抑制遺伝子などの解析を行い，

また， 1例に関してはその患者由来悪性神経鞘腫樹

立株についても検討を行った。その結果， 2例の悪性

神経鞘腫および悪性神経鞘腫由来細胞株では各種癌

遺伝子 (H-ras,N-ras, K-ras, c-myc, N-myc, L-

myc, erb-B)の増幅を認めず， N-ras, N -mycの発

現の増強も認められなかった。 17染色体の NF-1遺

伝子近傍の DNAマーカーpHHH202では，患者白

血球，神経線維腫，悪性神経鞘腫，悪性神経鞘腫由

来細胞株でバンドの消失はみられなかったが，セン

トロメアの DNAマーカーD17Z1では，悪性神経鞘

腫由来細胞株のみ 9.4kbpと6.0kbpのバンドの消

失がみられた。 17染色体短腕に座位する癌抑制遺伝

子 p53では悪性神経鞘腫およびその細胞株におい

て4.1kbpのバンドが消失し，神経線維腫症におい

て p53遺伝子の欠失は悪性化への重要な役割を果

たしているものと考えた。

VII. 皮膚悪性腫瘍

各種皮膚悪性腫揚患者の術後経過観察を行ってい

るが，本年は'75~'90年のメラノーマ患者 45例につ

いて予後調査を行なった。男 21例，女 24例，初診

時平均年齢は 51.4歳で発生部位は四肢 31例（足 14

例，手 1例，爪甲下 4例，その他 12例），頭頸部 10

例，艦幹 4例であった。 TNM新病期分類では 1期

10例， II期 18例， III期 11例， IV期 6例であり，そ

れぞれの 5年生存率は 100%,90.9%, 85.7%, 50% 

であった。

VIII. 肥満細胞

ヒト包皮ならびに神経線維腫から酵素処理にて肥

満細胞を分離し． invitroにおける肥満細胞からの

ヒスタミンをはじめとした化学伝達物質遊離につい

て実験を進めている。正常皮府由来と神経線維腫由

来の肥満細胞は各種化学伝達物質遊離剌激に対する

ヒスタミン遊離においては一部反応性に差がみら

れ，機能的 heterogeneityが示唆された。
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研究概要

I. 診断学

放射緑治療学，放射線生物

，ゞ{4・ 

放射線治療学

放射線診断学

核医学

放射線診断学

放射線冶療学

1. コンピュータ断層 (CT)

ヘリカル CTは管球ー検出器が連続回転する問に

患者テーフルが移動する装置である。 1回の息止め

で全肺スキャンが可能であり，肺転移が疑われる症

例において， MPRを用いた動的観察を行うと 3mm

径の結節の診断が可能である。また，同一の呼吸相

にあるため，胸部病変や解剖の立体再構築も可能で

ある。このことを利用して，横闊神経走行の解剖学

的観察を行い，更に屍体 (10体）とも対比して有用

な知見を得ている。

鼻咽頭癌 37例において，その頭蓋底侵襲を thin-

slice CTで観察した結果， 18例に進展を認め，その

うち半数には骨硬化が認められた。

2. 超音波断層 (US)

乳癌においてカラードプラ法を用いると，腫瘤内

部に豊富な血管を同定し得るため，線維腺腫等との

鑑別が容易となった。

甲状腺機能九進症の RI治療に伴う US像の経時

的観察により， US像が治療効果の判定に役立つ可

能性が示唆された。

横隔膜の曲率による超音波ヒームの屈折に伴い，

腹部超音波像における虚像が異なる断層面に出現す

るという新しいアーチファクトを発見し，『蜃気楼

mirage phenomenon現象』と命名した。

3. 磁気共鳴画像 (MRI)

MRIによる骨肉腫の術前化学療法の治療効果判

定の有用性を，病理組織学的所見との対比において

評価した。 MRIは腫瘍の最大割面における骨内・外

腫瘍の大きさや腫瘍辺縁部の性状の変化の評価にお

いてすぐれていた。一づj，腫瘍内の信号強度の変化

や SE法における造影剤の増強効果は腫瘍壊死率と

ぱ相関性が無く，評価の l：で注意を要することがわ

かった。

4. 介人性画像診断 CIVR)

肝細胞癌，転移性肝癌，骨肉腫などの悪性il用拗に

対する， リザーバーを用いた間欧的動注療法の研究

を昨年より引き続いて行っている。現在までの症例

ぱ肝細胞癌 25例，転移性肝癌 11例，骨肉肺 3例，そ

の他の悪性腫瘍 2例の合計 41例である。全体の

50%牛．存期間は 315日であり，動注化学療怯 l[nl療

法に比べ，予後の改菩が期待されている。

II． 核医学

1. 呼吸器核医学

今年度は， 2核種同時 SPECTフログラムを開発

し，空間分解能の高いイメー、ンを知時間で作成する

ことに成功し， また，換気・血流ミスマッチの定量

化を行うことができた。

ーガ，院内で常時使用可能な 99mTcを使用した肺

換気検府用放射性医薬品， 99mTc-gasを使用し，粒子

サイズ，肺内分布等の基礎的検討を行ったあと，臨

床例において換気機能の評価を行った。本研究ぱ文

部省科学研究費一般研究 Cの補助を受けており本

年も継続して行う。

2. 心臓核医学

心筋血流シンチグラフィ用に新しく開発された

Tc-99m-Teboroximeに関して，基礎的臨床的検討

を行った。本剤は従来の 2DIT1に比し，フォトン数の

はるかに多いところの 99mTcを使用しているため．

鮮明な画像が得られ．今後の心筋血流評価に有用と

思われる。臨床例において， 2DIT1と比較した結果，

心筋虚血巣の検出に対してほぼ同等の評価か得られ

た。本剤は安価で，常時使用できることから，緊急

検査にも対処しうる医薬品として期待される。

3. 骨髄血流量の測定

133Xeから放出される低エネルギーのガンマ線

(31KeV)を利用して骨髄血流量の計測法を開発し，

臨床応用の可能性について検討した。

胸骨上に 1cm平方のコリメータを装蔚した検出

器(5cm¢,Nalシンチレータ）を圧迫固定し，表層皮

府血流を遮断し，その下方の胸骨骨髄からのカンマ

線を検出する。正常ボランティアでは， 20ml/min./ 

100 gであった。白血病治療例などにおいて廿髄血

流を検討中である。

4. 胸神経核医学

123I-IMPを用いた SPECTによって，脊髄小脳変

性症を中心に小脳血流の評価を行った。

5. 多変量解析を応用した 2核種の分離

名チャソネルウインドウで採取したシンテカメラ

からの信号を冬変量解析することにより． 99mTc
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と20IT1など，比較的近接したエネルキーの分離も 患において，多分割照射群の 4年生存率が単純分割

可能となった。本法により，心筋梗塞巣の診断，甲 照射群と比べて有意に高く，また正常組織の反応は

状腺副甲状腺疾患の診断の accuracyが向上すると 同等であった。これらの結果から多分割照射法は治

思われる。 療可能比を向上させ得る時間的線量配分と考えられ

III. 放射線治療学

1. 基礎的研究

l) 多分割照射法の可能性に関する考察

腫瘍，並びに正常組織の細胞集団模型を想定し，照

射のシミュレーションを行い，多分割照射法の治療

可能比と慣用の単純分割照射法の治療可能比の比と

しての治療効果比 (TGF)を指標として様々な多分

割照射法の効果を検討した。

シミュレーショ｀ノに際しては，放射線の効果は腫

瘍や正常組織の標的細胞の数がある値を下回った時

に発生するとし，細胞の線量一生存率関係には lin-

ear-quadratic modelを用い，腫瘍や正常組織の al

fJ値，亜致死障害からの回復係数，腫瘍再増殖までの

時間，腫瘍の potentialdoubling time (PDT)，正

常組織の線量一時間関係などのパラメータに幅広い

値を設定した。

1回 lGy以下の小線景を 1日3回，土曜日も休ま

ず連続的に照射する超多分割照射法とも呼ぶべき照

射法では増殖の速い腫瘍 (PDT3日）に対しては，

TGFl.7 (TGF)，増殖中等度の腫瘍 (PDT5日）に

対して TGFl.3, 増殖の遅い腫瘍 (PDT7日）に対し

ては TGFl.2という高い値が得られた。

2) 電気インピーダンスによる放射線反応の定量

化

放射線による皮府の急性並びに晩発反応を定量化

する目的で患者皮府の電気インピーダンス（電流の

流れやすさ）を測定した。低周波（数 10kHz)から

高周波（数 MHz)の電流を段階的に流し，細胞内外

の水分量の変化をとらえることによって放射線皮府

反応を定量化しようとする試みである。

これまでのデータでは，被照射組織と健常組織の

間に有意な電気的特性の差異を認め， さらには放射

線反応の強さによって差異が認められた。

2. 臨床的研究

1) 多分割照射法の研究

多分割照射法は大別すると 1回線量を小さくして

総線量を高くする hyperfractionationと，慣用の 1

回線量，総線量で，照射期間を短縮する accelerated

fractionationがある。増殖の速い頭頚部扁平上皮癌

では acceleratedfractionationによる局所の一時

効果は良好であった。多施設での共同 randomized

trialの結果では，頭頚部腫瘍を主体とした様々な疾

た。

3) 温熱療法

温熱療法は昨年 4月より放射線治療との併用に際

して保険適応となった。現在，様々な深部軟治性腫

瘍に対して治療・研究が行われている。
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15) Shimada, T., Obata, T., Mori, Y. and Kawa-

kami, K. : A quantitative assessment of regional 

ventilation by means of and inhalation method with 

constant concentration of Kr-Slm. 5th World 

Congress of Nuclear Medicine and Biology. Aug. 

Montreal. 

16) Mizunuma, K., Sunakawa, Y., Akasaka, Y*. 

Jinbu, Y*. and Sakurai, T*. (*Jichi Medical 

School) : Case report : MRI of ossifyng fibroma. 

International Symposium MRI Update. Aug. Morio-

ka. 

l) 辻本文雄：超音波からみた解剖の項分担執筆．鈴木

謙 三 編 ： 新 画 像 診 断 の た め の 解 剖 図 譜 ． メ ジ カ ル

ビュー社． 48-66(1990) 

2) 望月幸夫：臨床放射線医学（冶療面）の項分担執筆．

木本誠二，山村雄ー監修：臨床医学の展望ー1990年版

ー． 日本陸事新報社． 314-318(1990) 

3) 望月幸夫：放射線療法概説の項分担執筆．吉田 修

編：ベッドサイド泌尿器科学ー診断・治療．改訂第 2

版．南江喘． 351-359(1991) 

4) 森 豊，川上憲司：一stateof arts肺癌の画像診

断一核医学的手法を用いての項分担執筆．原澤道美，北

村 諭紺：呼吸器疾患．別冊医学のあゆみ．医歯薬出
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一般外科

内分

研究

I. 消化器に関する研究

1. 胃癌に関する研究

胃癌に対する治療成績は，近年かなり向上してい

る。これは手術成績のみならず，術前，術後の化学

療法におうところが大であると考えられる。このた

め 5-FuとLeucovorinの併用療法 (FL療法）と

CisplatinとEtoposideの併用療法 CEP療法）との

2者併用である FLEP療法 [FLCiv)+EP(ia)］を取

り上げ，その安全性と有効性について検討している。

抗腫瘍性多糖体レンチナン（以下 LNT)は静脈内

投与による免疫賦活効果が認められており，制癌剤

と併用することにより抗腫瘍効果が増強することが

報告されている。新たな LNT投与法として経口投

与と筋注による免疫賦活効果について検討してい

る。その結果，経口および筋注投与においても lL-2

の産生能および反応能が増強し，免疫賦活効果が示

唆された。

2. 肝・胆・膵に関する研究

甚礎的研究として以前より門脈血流動態に関する

研究を行なっており，ヒト上皮小体ホルモン

(hPTH-(1-34)）のイヌ肝血流量に及ぼす影響，

Cholangiovenous refluxに関する研究を行ない結

果を報告してきた。さらに， この研究の延長として

腸問膜静脈の血流動態をコンピュータ・シミュレー

ションを用いて解析している。また，分離したラ島

の肝動脈内注入によるラ島肝内移植に関する実験的

研究を開始した。

臨床面では， CEAダブリングタイムからみた大腸

癌肝転移症例に対する治療効果の判定を行ない，手

術症例のみが予後延長に寄与していることを報告し

た。また，胆石症に対する新しい手術手技である腹

腔鏡下胆痰摘出術を開始し，良好な成績を得ている。

概 要

II. 胸部・血管外科に関する研究

近年の血行再建術は人工血管の進歩にともない，

大，中動脈の再建についてはほぽ満足すべき結果を

得るようになってきた。しかし小動脈の血行再建に

おいてはまだ自家静脈による再建に頼らざる得ない

現状であるが，その開存率は滴足できるものではな

い。血行再建において自家静脈を使用した場合，主

に血管平滑筋の増殖と細胞外基質の増生による静脈

壁の肥厚が生じ．移植静脈の閉塞が生じるものと考

えている。そこで，家兎の頸動脈の再建を静脈で行

ない，経過をおって内膜肥厚度，内弾性板から血管

内面までの距離の測定を行ない肥厚部を光学顕微

鏡電子顕微鏡にて観察し，肥厚の機序を解明し，さ

らに内膜の肥厚を抑制するとされているアンシオテ

ンシン変換酵素阻害剤の効果が開存率向上に期待で

きるか実験を進めている。

また糖尿性の微小血管障害における表皮再生に対

する各種プロスタグランディン製剤の効果を定量化

することによりプロスタグランディン F2aが最も

効果的であることが動物実験において認められた。

さらにボリオール代謝阻害剤の影響を検討してい

る。基礎的研究として血管吻合手技の方法における

各種レーザーの応用を検討した。雑種成犬の大腿動

脈において動脈吻合，動静脈吻合を炭素ガスレー

ザー，アルゴンレーザー，半導体レーザーにて行な

い，各レーザーの至適条件を設定し，縫合糸による

吻合と比較し，吻合部の物性的検討，組織学的な内

膜治癒の検討を行なった。各レーザーにはそれぞれ

特有の条件があるが，末梢血管の吻合では半導体

レーザーが最も手技的に利用しやすく，また組織学

的にも優れており，今後の臨床応用に対しても検討

を進めている。

III. 小児外科に関する研究

昨年来，神経芽腫肝転移アナログの研究を進めて

いる。ヌードマウスにおけるヒト神経芽腫 (NB-1)

の牌臓注入による肝転移陽性率はほぽ 80%であり，

前臨床試験モデルとしては極めて有望であることが

実証できた。また皮下移植巣と肝転移巣との生物学

的特性の比較検討を行なったが，両者の N-myc増

幅， NSE染色， S-100蛋白染色いずれにも差は認め

られず， この点からも臨床肝転移アナログとして有

用であることが証明できた。現在， このモデルを利

用した肝転移抑制実験に着手している。同時に AJ

マウスを使用したマウス神経芽腫 Cl300の転移ア

ナログも作成中である。

臨床研究としては，慢性 ITPに対する術前 yーグ
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ロブリン大量静注療法の有用性，小児胆石症の成因 V. その他

を検討した。また胆道拡張症の術式の改善，悪性固 教授桜井健司は 11月 17日に東京で第 9回

形腫瘍の治療成績の向上に特に意を用いている。 Microwave Surgery研究会を世話人として主催し

た。

IV. 乳腺・内分泌関連の研究

1. 甲状腺に関する研究

基礎的な面では，教室で作製したヒト甲状腺分化

癌に対するモノクローナル抗体 (JT95)に関して継

続して研究を行なっている。この抗体はヒト甲状腺

乳頭癌の組織，細胞および血清中に存在する抗原に

反応するだけでなく， ヌードマウスに移植したヒト

甲状腺乳頭癌組織にも集積することが確認できた。

すなわち生体内でも特異的に甲状腺癌組織に反応す

ることから，診断面だけでなく治療面にも利用でき

る可能性を認めた。

手術に関しては，甲状腺の分化癌は比較的悪性度

が低いということで，その外科手術は癌に対する十

分な郭清と機能温存というあい反することが同時に

求められている。そこで，頸部の郭清術については，

標準的頸部郭清術では従来切断または切除してしま

う胸鎖乳突筋，内頸静脈，頸神経， さらに外頸静脈

や頸部の神経などもできるかぎり温存した術式を開

発し施行している。また，皮膚切開も美容的な面を

考慮して，襟状の 1本の切開だけで上頸部まで郭清

している。この手術法は，手術侵襲が大きい割に術

後障害や形態の変形が少なく美容的にも優れた術式

と考えられる。

2. 乳腺に関する研究

乳房 X腺撮影で発見される微細石灰化の生検を

行なう時に，正確な位置決めに用いるフックワイ

ヤーを開発した。この器具を使用して，腫瘤の触れ

ないごく早期の乳癌を発見している。その成果の一

部を学会に報告した。

血性乳頭分泌を主訴とする乳腺疾患のために乳管

鏡による診断を試みている。現在乳管鏡の所見と病

理組織所見との対比を行ない，早期乳癌の診断，乳

癌の乳管内進展について検討を行なっている。

乳癌は骨転移を起こすことが多いが，その早期発

見は困難である。骨細胞診の検体を用いて，乳癌の

モノクローナル抗体の免疫組織染色を行ない微小骨

髄転移の段階で転移の発見が可能であるかを調べて

しヽる。

他科との共同臨床研究では，放射線科，第 3内科

と乳癌の補助放射線・化学療法の研究を引き続き行

ない， 10年間の結果を発表した。

研究業績

I. 原著論文

1. 消化器に関する研究

l) 大村裕子（東京オストミーセンター）．穴沢貞夫：ダ

ブルストーマの管理．臨床外科． 45: 429-434 (1990) 

2) 大塚正彦，太田博俊＊．柳沢昭夫＊，加藤洋・(＊癌

研病院）：転移性大腸癌ー開腹手術を施行した 18例の

報告ー．大腸肛誌 43:354-360 (1990) 

3) Okabe, N., Kudo, J.. Kono. S., Yasuda, Y.. Su-

kegawa, S., Kushida, N., Sakurai, K., Narimiya, N. 

and Tadokoro, M. (St. Marianna Univ School of 

Medicine) : Gastric carcinold tumor-A case report, 

review of the literature and histological findings-. 

Jikeikai Med. J. 37: 179-185 (1990) 

4) 大塚正彦，加藤 洋＊，吉田正一＊，柳沢昭夫＊，太田

博俊＊（・癌研病院）：きわめて予後不良な肛門管内分泌

細胞癌 (endocrinecell carcinoma)の 1例．病理と

臨床． 8:963-968 (1990) 

5) 池上雅博，石井高暁，下田忠和，大野直人，浜田新

七＊，九嶋亮治•，服部隆則＊ （＊滋賀医大）： DNA定量

よりみた大腸内分泌細胞癌と古典的カルチノイドとの

関係．消化器癌の発生と進展． 2:73-77 (1990) 

6) 桜井健司：内視鏡的胆疫摘出術．日医師会誌． 104:

220 (1990) 

7) 住元 了＊，山口晶久，鎌田直司•(＊国立小児病院） ： 

全肝移植の実験的研究小児外科， 22:953-958 (1990) 

8) 中川辰郎，又井一雄，河野修三，藤埼康人，橋本雄

幸，藤田哲二，小林 進，桜井健司：胃と他臓器の軍複

癌．外科診療． 32:1444-1447 (1990) 

9) Yamaguchi, A., Yamadera, H., Matsuda, M., 

Kohno, S., Misawa, N., Ishii, E., Kamada, N. and 

Sakurai, K. : Portocaval transposition using cuff 

technique and some studies in the rat. Jikeikai 

Med. J. 37: 551-556 (1990) 

10) 大野直人，石井高暁，池上雅博，下田忠和，牛込新

一郎，小林進，桜井健司：胆裳腺内分泌細胞癌の 1

例．病理と臨床． 9:123-128 (1991) 

11) 豊田 悟，又井一雄，片山隆市，石田秀世，穴沢貞

夫．桜井健司．大村裕子（東京オストミーセンター） ： 

レーザー照射にて治療した結腸ストーマ Mucosalim・

plantationの 1例．大腸肛誌． 44:81-84 (1991) 

12) 河野修三：ポリアミンならびに他の諸指標よりみ

たラ、ノト肝再生に及ぽす閉塞性黄疸の影響．慈恵医大

i志． 106:15-30 (1991) 
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13) 穴沢貞夫，桜井健司：人工肛門の現状．日医師会誌．

105 : 400-401 (1991) 

14) 藤田哲二，桜井健司，養田俊之，石原歳久：急性大

腸出血の診断と治療．腹救診． 11:114-117 (1991) 

15) 中川辰郎，桜井健司，大政良二，増田勝紀，鈴木博

昭，渡辺 豊：電子内視鏡におけるモニター直接撮影

方式の問題点ー解像度に関する基礎的検討ーGas・

troenterol. Endosc. 33: 504-510 (1991) 

16) 中川辰郎，養田俊之，甲 太明，吉田和彦，藤田哲

二，桜井健司，山崎晴市：イレウス症状を呈した回腸子

宮内膜症の 1例． 日臨外会誌． 52:578-582 (1991) 

2. 胸部・血管外科に関する研究

1) 赤羽紀武，吉田二教：下肢静脈瘤手術における侵襲

縮小と術後血腫抑制のエ夫．日心外会誌． 19:965-967 

(1990) 

2) Okouchi, Y.,* Shimizu, K.,* Yamaguchi, A. and 

Kamada, N. • (*Department of Experimental Sur-

gery, The National Children's Medical Research 

Center): Effectiveness of modified University of 

Wisconsin solution for heart preservation as asses・

sed in heterotopic rat heart transplant model. J. 

Thorac. Cardiovasc. Surg. 99: 1104-ll08 0990) 

3) 赤羽紀武：静脈弁切開器．手術． 44:773-778(1990) 

4) 氏家 久：閉塞性動脈硬化症治療薬．イコサペント

酸ニチル． カレントテラピー． 8:1338-1339 (1990) 

5) 赤羽紀武，氏家 久，三浦金次，巷野道雄，養田俊

之，桜井健司，島田孝夫，伊藤秀稔，磯貝行秀：糖尿病

細小血管症の病態と ProstaglandinElの治療の有効

性．脈管学． 30:525-527 (1990) 

6) 三浦金次，養田俊之，氏家 久，巷野道雄，安田雄

一郎，桜井健司：実験的糖尿病モデルの表皮再生にお

よぼすプロスクグランジン投与の影響についで最新

医学． 45:2054-2055 (1990) 

3. 小児外科に関する研究

1) 山崎洋次，水野良児，安川繁博，祐野彰治，吉田二

教，桜井健司：医師国家試験における小児外科関連問

題の検討．小児外科． 22:1277-1281 (1990) 

2) 安川繁博，山崎洋次，祐野彰治，桜井健司，赤塚順

ー，藤沢康司，小林尚明，内山浩志，二階堂孝，下田忠

和，牛込新一郎： Juvenilefibrosarcomaの 1例，小児

がん． 27:187-189 (1990) 

3) 水野良児，山崎洋次，祐野彰治，桜井健司，中江陽

一郎，玉置尚司，北川道弘：十二指腸狭窄症状で発症し

た十二指腸前門脈の 1例．小児外科． 23:469-473 

(1991) 

4. 乳腺・内分泌関連の研究

l) 吉田和彦：アメリカにおける乳癌研究の動向． 4.

Informed Consent :乳癌における説明と同意乳癌の

臨床． 5: 79-85 (1990) 

2) 内田 賢篠崎登，南雲吉則，長原修司，山下晃

徳細谷哲男桜井健司：大胸筋牽引器（ペクトラク

クー）を用いた乳房温存手術の腋窓郭清法．乳癌の臨

床． 5:325-328 (1990) 

3) 吉田和彦：乳癌をめぐる病態と病像．アメリカにお

ける乳癌研究の動向． 5.NSABP，乳癌治療法の有効性

に対する科学的評価．乳癌の臨床． 5:259-278 0990) 

4) 内田 賢桜井健司：局所進行乳癌の治療上の方略

ー局所療法の実験ー．外科． 52:452-458 (1990) 

5) 篠崎登，内田賢，武山浩，長原修司，南雲吉

則，桜井健司：妊娠時に発見された乳癌の 3例．日臨外

会誌． 51:1448-1451 0990) 

II. 総説

l) 穴沢貞夫，片山隆市，石田秀世，桜井健司：消化器

ストーマ管理法とその問題点．臨床外科． 45:443-448 

(1990) 

2) 吉田和彦，桜井健司：画像診断に必要な外科的知

識臨床画像． 6: 14-21 (1990) 

3) 山崎洋次，桜井健司：静脈血栓症・肺塞栓症．外科

治療． 62:704-707 (1990) 
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5) 篠崎 登，桜井健司：穿剌吸引細胞診．外科． 52:
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般外科学． 日本医事新報． 3485:27-34 (1991) 
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8) 又井一雄，桜井健司：内痔核・痔疱・裂肛の手術．手

循サ． 45: 345-350 (1991) 

III. 学会発表

l) 西田 雄，岡部紀正，串田則箪，吉田二教，桜井磐，
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study of the red pulp. XII International Congress 

for Electron Microscopy. Aug. Seattle. 
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プリングタイムからみた大腸癌肝転移症例に対する治

療効果の判定．第 28回日本癌治療学会総会． 10月．東

凩．

12) 氏家 久，鈴木直樹，安田雄一郎，秋葉直志，三浦

金次，巷野道夫，岡村哲夫，桜井健司：超音波を用いた
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14) II伏村泰樹，小林進橋本雄幸，稲田省三，桜井健

司：肝切除におけるドレーンの効用．第 52回日本臨床

外科医学総会． 11月．東京．［日臨外会誌． 51:282 
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15) 豊田悟，藤川亮，大野直人，手太明，大塚正

彦，片山隆市，石田秀世，穴沢貞夫，桜井健司：大腸癌

術後腸運動の回復に関する臨床的検討．第 45回日本大
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16) 片山隆市，大野直人，豊田 悟，田太明，大塚正
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び放射線併用療法における小腸障害を予防するための
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日本消化器外科学会総会． 2月．名古屋．［日消外会誌．
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18) 宮本栄， I吠村泰樹，片山隆市，石田秀世，小林進．
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20) 吉沢穣治．吉田和彦．藤川 亮，田部昭博，桜井健
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IV. 著書

1) 高尾良彦：分担執筆．西尾剛毅編：外科レジデント

マニュアル．医学書院．（1990)

2) 藤田哲二：胃洗浄法．経鼻胃チューブ挿入法の項分

担執箪．多賀須幸男，大菅俊明編：今日の消化器疾患治

療指針．医学書院． 83-84(1991) 

3) 桜井健司：開腹術総論の項分担執筆．和田達雄監

修：新外科学大系 25A腹壁・腹膜・イレウスの外科 I.

中山書店． 77-112(1991) 

会． 10月．札幌． V．その他

13) 秋葉直志，山崎洋次，大木隆生，栗原英明，吉田二 l) 山崎洋次：基礎医学の成績で外科実習の成績を予

教，氏家久，桜井健司：小児縦隔腫瘍 21例の検討．第 想することは可能か．医学教育． 21:233 (1990) 

43回日本胸部外科学会総会． 10月．東京．［日胸外会誌． 2) lkeuchi, K., Kim, S*., Byrn, R. A*., Goldring, 

38（臨時増刊） ：1861, (1990)] S. R*. and Groopman, J. E*. (*New England Deaco-
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ness Hospital) : Infection of nonlymphoid cells by 

human immunodeficiency virus Type 1 or Type 2. 

J. Viral. 64: 4226-4231 0990) 

3) Sasaki, H., Misawa, T., Ohki, T.. Nonomura, Y. 

and Suzuki, T.: Morphological analyses of the 

helical filaments appearing in mitochondria. Jikei-

kai Med. J. 38: 67-76 0991) 

4) 桜井健司，水野良児：入院期間．外科． 53:179-181 

(1991) 

第 2 外 科 子社

教授：青木照明 潰瘍（胃分泌と消化性潰瘍

の治療法）．門脈圧充進症の

外科，食道・胃接合部の機

能と外科，逆流性食道炎の

病態と治療

教授：貴島政邑 胸部（食道・肺・横隔）・乳

腺外科

教授：柏崎 修 外科における栄養と代謝，

老人外科

助教授：中村紀夫 急性粘膜病変・消化性潰瘍

の病理．救急外科

助教授：平井勝也 胃・大腸悪性腫瘍

講師：久保宏隆 外科栄養，食道疾患

講師：中本 実 肝・胆．膵の病態と外科

講師：高橋恒夫 肝・胆・膵の病態と外科

講師：稲垣芳則 門几症の外科，肝移植

講師：坂口友次朗 胸部・乳腺外科，創傷冶癒

講師：木村 明 胃悪性腫瘍

講師：秋元 博 胃分泌と消化性潰瘍の治療

講師：柏木秀幸 胃分泌と消化性潰瘍の治

療， 胃術後障害の研究

研究概要

I. 消化性潰瘍の成因と外科治療の研究

1. 胃分泌動態の研究

基礎研究としては，ヒスタミン H2受容体拮抗剤，

プロスタグランヂンの胃ガストリン， ソマトスタチ

ン細胞動態への影響を検討中である。臨床面では十

二指腸潰瘍に対する術式選択が教室独自のアトレナ

リン負荷試験に基ずき行われ，選択的近位迷走神経

切離術後の再発が予防可能となりつつある。また，潰

瘍穿孔などの合併症を有する潰瘍症例における胃分

泌動態の特殊性を胄液検査， 24時間胃内 pHモニタ

リングより検討し，診断の成果が得られている。

2. 胃潰瘍の成因および慢性化に関する研究

潰瘍の発生機序および慢性化に関し胃粘膜微小循

環カテコーラミンなどの観点から研究している。

3. 胃手術後障害に関する研究

胃手術後，骨障害に関し胃全摘ラットを作成し，骨

障害の発生とヒタミン D3製剤による治療効果につ

いて実験的検討を行っている。
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II. 消化管運動に関する研究 用し検討中である。胆石症てはその成因を鉱物学的

1. アカラシア，逆流性食道炎の病態解明と機能 見地より x-ray解析で行っているが，胆石分類に関

的再建術の確立に関する研究 しては今までとは異なった分類方法が確立しつつあ

自然発生性の逆流性食道炎は食生活の変化と高齢 る。

化にともない増加しており，その対策の重要性は増 2. 胆道癌に関して

大している。全国に先がけ食道胃接合部機能の解明 集学的治療の一環としての術前放射線治療の効果

を行っている。 を組織学的，免疫学的および生存率の面から検討を

2. 術後消化管運動に関しての研究 行いその成果を上げつつある。

胃切除後の胆石の発生，大腸切除後の排便障害の

解明と，消化管運動改菩剤の検討がオーストラリア VII. 膵臓に関する研究

（アテレート大学），米国（ウイスコンシン大学）な 1. 膵生理に関して

どに留学生を送り，国際的規模で行われている。 ラット実験膵炎を作成し，膵の病態と胃膵相関を

ホルモン動態の面から検討している。米国（ノース

III. 消化管悪性腫瘍に関する研究 ウェスタン大学）に留学生を送り研究を促進してい

胃癌，大腸癌の悪性度（治療予後）と DNAploidy る。

pattern,臨床病理学的検討が行われ，また，胃癌発 2． 膵癌に関して

生に及ぽす胃酸分泌抑制の影響などが検討されてい 切除あるいは非切除例に対して術中放射線治療を

る。 施行し，予後の向上を計っている。

IV. 門脈圧充進症に関する研究 VIII. 頚胸部臓器の研究

門脈圧充進症は内視鏡的硬化療法の導入により， 臨床的な研究を中心に，食道，肺，乳腺，甲状腺．

外科的治療との集学的治療が行われるようになり， 縦隔の手術例に対する集計的検討を行っている。最

成績および治療対象が飛躍的に拡大した。実験的に 近では食道癌手術成績は一段と向上してきた。また

ぱ犬を使用し，胃静脈瘤の成因および病態を研究し 早期乳癌に対する縮小手術の妥当性について検討し

てし、る。 ている。

V. 肝疾患に関する研究 IX. 栄養・代謝に関する研究

1. 肝癌に関する研究 基礎的にはラット水浸負荷での胃粘膜細胞のプリ

特に肝細胞癌に対するグルカゴン負荷試験による ‘ノ代謝への影響， フリーラシカルとの関係を ATP,

肝予備能の把握から肝切除範囲を決定し，手術成績 xantin oxidase, 尿酸より検討し，ストレス潰瘍発

とその向上を計っている。また肝動脈塞栓術 生に対する高カロリー輸液の抑制効果について検討

(TAE)，経皮的エタノール局注術 (PEIT)，温熱療 している。また，肝癌発生過程におけるプリン代謝

法， リザーバー挿入などの集学的治療の研究を行っ も検討している。

ている。 臨床的には術後患者の脂溶性ビクミン A,D,Eの

2. 肝硬変に関する研究 代謝至適最と各病態下での代謝について検討してい

肝硬変症に対する手術が増加頑向の中で，その病 る。手術前後の体脂肪量への影響を検討し始めた。

態把握のために，実験的，臨床的に免疫能とエンド

トキシン血症の面から研究している。 X. 創傷治癒に関する研究

3. 肝移植に関する研究 全身管理の進歩により高齢者に対して大手術が行

実験的にラットを使用し，肝保存に関して潅流法 われるようになり術後の呼吸器合併症発生頻度は増

か単純浸漬法か，温度，保存液の検討をエネルギー 加傾向にある。厘症例では呼吸不全に起因すると考

代謝，過酸化脂質の面から検討した。また，肝移植 えられる縫合不全の発生頻度は決して低くない。

をラ y 卜で行い良好な成績を得ている。 ラノトに慢性呼吸不全モデルを作成し，血中の酸素

分圧を指標として，縫合不全発生の機序を創傷冶瘤

VI. 胆道に関する研究 の面から検討している。

1. 胆道生理・胆石症に関して

胆管末端部の運動生理に関して transducerを使
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研究業績

I. 原著論文

1. 消化性潰瘍に関する論文

l) 青木照明，小野敏孝：消化性潰瘍の治療のポイン

ト．難治性潰瘍の組織学的特徴と内視鏡的指標．臨床消

化器内科． 5: 85-94 (1990) 

2) 大平洋一，柏木秀幸，青木照明：迷走神経切離術後

の管理．外科治療． 62:778-780 0990) 

3) 青木照明．柏木秀幸．秋元 博：手術・手技．完全

迷切のありかた（2)消化性潰瘍．臨床と基礎． 9:93-

102 0990) 

4) 坂口友次朗，鳥海達禰，青木照明：術後ストレス．外

科治療． 62:668-671 (1990) 

5) 青木照明：エヂトリアルーH2プロッカ一時代にお

ける外科治療の位置づけー．外科診療． 32:1351-1353 

(1990) 

6) 秋元 博，青木照明：外科治療の疫学統計外科診

療． 32:1363-1371 0990) 

7) 青木照明：保存治療が無効な胃潰揚一胃潰瘍症の

保存的治療の限界の考え方一．医学のあゆみ． 155:111 

(1990) 

8) 青木照明：消化性潰瘍一手術適応の変遷一日本医

師会雑誌． 104:1121-1126 (1990) 

9) 柏木秀幸，青木照明．秋元博，高山澄夫．高野哲．

伊藤顕彦，梅沢 充，鳥海弥寿雄，福地康紀，古賀紳一

郎，渡辺正光，石橋由朗，鈴木 裕：十二指腸潰瘍の酸

分泌の特性ーInsulin負荷試験と Adrenalin負荷試験

よりみて―.PM progress in medicine. 10 : 2405-

2414 (1991) 

2. 消化管運動に関しての論文

10) 青木照明．羽生信義：逆流性食道炎の保存的治療の

限界と手術適応．消化器内視鏡． 3:49-55 (1991) 

4. 肝，胆道に関しての論文

11) 中本実，成瀬勝，柳沢暁，秋田治之，遠山洋

ー，稲垣芳則，高橋恒夫．水崎幣，長剛正．青木照

明：肝癌切除後 3年以上長期生存症例の検討． 日本臨

床外科医学会雑誌． 51:2627-2632 (1990) 

12) Aoki, T. and Inagaki, Y.: Hemorrohage in the 

digestive tract. Asian Medical Journal. 33: 554-

561 (1991) 

3. 消化器外科一般

13) 福地康紀，鳥海弥寿雄，鈴木 裕：外科における内

視鏡治療の進歩．外科診療． 32:457-458 (1990) 

14) 青木照明，中本実，高野哲：術野展開装置．外

科． 44:859-862 (1990) 

15) 高山澄夫，青木照明：長期維持療法と外科治療適応

の考え方．外科診療． 32:1381-1388 0990) 

16) 平井勝也，青木照明：消化器外科領域，産科と婦人

科． 57:2237-2243 (1990) 
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青 戸病院外科学

教授 ：三 穂乙 賓 肝胆膵の外科，大腸疾患

助教授：高橋宣眸 消化器癌外科，化学療法

講師：高橋正人 消化器外科

講師：塩入信彦 消化器外科

研究概要

当教室で扱う疾患には胃癌，大腸癌，乳癌，胆石

症，肝腫瘍，食道胃静脈瘤の症例が比較的多く，研

究の方向もこれらの疾患に関連した課題が多い。肝

疾患では集学的治療，胆道疾患の内視鏡的治療など

は最近の傾向を反映して症例が増加している。また

大腸疾患は悪性腫瘍に対する外科療法のみならず，

化学療法の研究，炎症性腸疾患についての研究も行

われつつある。

1. 肝癌における肝切除後の肝再生と残肝再発の

問題を課題として，薬物障害動物において，摘牌の

影響， HGFの関与，免疫学的影響などについて検討

し，肝癌の発育と，肝再生能の関連性があることを

推定した。

2. 胆道疾患においては内視鏡的治療法の有用性

を推進し，最近においては腹腔鏡的胆痰摘出術を積

極的に行い，その適応範囲を拡大しつつある。

3. 乳癌症例は当科でもかなり増加しており，手

術および化学療法と内分泌療法を併用して治療効果

を増すことに務めているが，研究面では， Estrogen

recepter (ER), Progesteron recepter (PgR)の検

出を ABC法および DCC法によって行い，陽性率と

予後，治療法との関係について報告した。さらに乳

癌細胞の DNAPloidy PatternをFlowcytometry 

法により検索し， PloidyPatternと予後との関係を

追求している。

4. マウス移植腫瘍における血管新生に対する

rTNFの影響を検索し，学会に報告した。さらに胃

粘膜内移植腫瘍によって，腹膜播腫の機構を検索中

で，一部を報告したが，さらに大腸粘膜についても，

腹膜，肝，肺等への転移の機序について動物実験を

行っている。

5. 大腸癌については，乳癌同様腫瘍細胞核の

DNA Ploidy PatternをFCMで観察し，病理学的

所見と予後との関連性について検討を加え，一部を

報告した。また，直腸癌症例における骨盤内神経の

解剖学的検索を行い，括約筋保存術による直腸内圧，

膀脱内圧，筋反射を計測し，術前後における変動か

ら，予後および QOLへの影響を検討している。

6. 癌化学療法における抗癌剤の選択は重要な課

題であり，移植腫瘍 sarcoma180および人癌細胞を

用いて FDA法， SDI法などによって検索中であり，

その成果は臨床上きわめて有用である。

7. さらに進行胃．大腸癌に対する術後補助化学

療法を randomizedtrialで施行し，その効果を癌細

胞 DNApatternとの関連において評価した。

8. 内痔核に対して，内視鏡を用いた硬化療法を

行い．その硬化および疼痛に対してきわめて有効で

あることを見い出し，動物および臨床上その手法に

ついて細部を追求しており，萌芽的研究として認め

られている。

9. 食道胃静脈瘤に対する治療法のうち，内視鏡

的硬化療法については従来から報告してきたが，現

在はこれと併行して Endoscopic varicerial liga-

tion (EVL)を施行し，その有用性について報告し

た。また門脈圧充進症における肝と胃の関連性につ

いて，循環系からの検索を行っている。

以上，外科学的治療は疾患の病態の探究とその解

明によって．はじめて容認され，かつ進歩する。

研究業績
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l) 山本 学，三穂乙賓，鈴木博昭：硬化剤の種類と特
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48(4) : 91-94 (1990) 
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0990) 

III. 学会発表

l) 山本学，青木哲，一志公夫，大西健夫，三穂乙

賓，鈴木博昭：食道静脈瘤に対する内視鏡的静脈瘤結

紫術(EVL)．第 39回日本消化器内視鏡学会総会． 4月．

東京．

2) 大西健夫．山本学，青木哲，一志公夫，朝山功，

塩入信彦，三穂乙賓：直腸生検にて虫卵を証明した日

本住血吸虫症の 2例．第 209回日本消化器病学会関東

支部例会． 5月．栃木．
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50回日本消化器内視鏡学会関東地方会． 6月．千葉．

4) 柵山年和．黒田 徹，高橋正人，高橋宣肝，三穂乙

賓，山口 裕，竹内行浩：直腸癌における核DNAの意

義第64回成医会青戸支部例会． 6月．東京．

5) 内田浩之，山本裕康，鈴木誠，酒井聰ー，青木哲，
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会． 6月．東京．
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会． 7月．札幌．

7) Yamamoto, M., Suzuki, H., Aoki, T., Isshi, K., 
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trectomy complications. The World Congress of 

Gastroenterology. 9th Congress of Gas-

troenterology. 7th Congress of Digestive Endos-

copy. Aug. Australia. 
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夫，三穂乙賓，鈴木博昭：閉塞性黄疸に対する内視鏡的
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11) 岡井秀行，黒田 徹，高橋正人，千葉井基泰，柵山

年和千葉秀明，高橋宣料三穂乙宵：ホルマリン固定

乳癌組織内エストロゲンレセプター (ER)の免疫組織

化学的染色による測定と，その臨床的意義について．第

28回日本癌治療学会． 10月．東京．

12) 千葉井基泰千葉秀明，柵山年和，黒田 徹，高橋

正人，高橋宣肝，三穂乙賓： rhTNFの可移植腫揚に
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13) 秋山俊晃，塩入信彦，朝山功，岡井秀行，青木哲，
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18) 秋山俊晃，朝山功，塩入信彦，青木哲，岡井秀

行，三穂乙賓：反メッケル憩室による成人腸重積症の

1例．第 213回日本消化器病学会関東支部例会． 2月．東

京．

19) 柵山年和，高橋正人，千葉井基泰，黒田 徹，高橋

宣罪三穂乙賓：大腸悪性腫瘍における救急手術につ

いて．第 16回日本腹部救急医学会． 3月．東京．

20) 黒田 徹，高橋宜眸，千葉秀明，高橋正人，柵山年

和，岡井秀行，千葉井基泰，三穂乙賓： QOLからみた

胃癌非治癒手術の意義について．第 20回胃外科研究

会． 3月．東京．

-127-



第三病院外科学

教授：伊坪喜八郎 一般外科，食道・肺・縦隔

の外科，癌の治療

助教授：安藤 博 4 般外科，消化器外科，消

化器内視鏡，外科学史

助教授：小室恵＿：． 一般外科，乳癌の外科と化

学療法

講師：長山 瑛 一般外科，消化器外科，胄

癌の冶療

講師：半沢 隆 一般外科，胸部（肺・食道）

外科

講師：平沢正典 一般外科，消化器外科，人・

腸癌の治療

講師：橋「l 文智 一般外科，消化器外科，肝・

胆．膵の外科

研究概要

当教室で1ま専門分化による各領域での外科および

外科腫瘍学の進歩発展に努力すると共に一般外科の

領域の拡大につとめ，全ての教室員があらゆる領域

の専門的知識や技術を吸収できるように指導してい

る。また外科学の甚礎教育にも意を用い， とくに研

修医や学生の指導に力を注いでいる。

I. 胸部外科

昨年に引き続き肺癌切除標本および転移リンパ節

の核 DNA鯖， リンパ球サブセットの解析と BrdU

および抗 BrdU抗体による免疫組織染色による癌

細胞動態を検討し，これらの結果を現行の組織型，進

行度などと比較し，予後への影響について検討して

いる。食道癌，肺癌の頸部および縦隔転移リンパ節

の診断に関して，頸部 ECHO,Daniel生検， E-EUS

（食道超音波内視鏡）などの術前診断と郭清リンバ節

の病理組織診断との対比によってより正確な術前進

行度判定を検討している。術前術後の肺機能および

生化学的パラメーターの推移を引き続き検討してい

る。気腫性肺淡胞およびその周囲の組織学的所見に

関して検討発表してきたがさらに．成犬を用いたカ

ラゲニン セフ —•• アアックスによる実験的肺殺胞作成

を加え痰胞の成因に関して検討している。食道癌で

ぱ従来通り． 3領域郭1青を症例を選んで施行してお

り．成績が向 j：している。

II. 血管外科

左下肢深部静脈血栓症1まiliaccompression syn-

dromeが原因とされているが，右下肢深部静脈血栓

症の原因についてはいまだ不明な点が多いことに着

目し，動脈硬化性変化の強い症例や，右下肢深部静

脈血栓症例の骨盤動静脈造影を行った結果，動脈の

屈曲，蛇行により併走静脈を圧迫している例がある

ことを確認した。また他病死病理解剖例の骨盤内の

動静脈交叉部を検討した結果，動脈側の静脈内膜に

著明な肥厚をみとめる例が多く，併走動脈が静脈内

膜肥厚の一囚であることが推察された。しかし内膜

肥厚の他の大きな要因として，静脈血流うっ滞時の

血液凝固系，血小板系の変化をさらに検討中である。

動脈系に関して 1ま， in-situ-vein bypassによる下腿

血行再建術を積極的に行っているが FontaineIV 

度症例で糖尿病合併症例は開存率が低く， salvage

に失敗する例が多く，これらの症例に対する術式，血

行動態について検討中である。また最近増加傾向が

著しい慢性人工透析患者の bloodaccessが再閉塞

を繰返す症例に対して開存率の低い適切な太さの無

い accessveinは使用せず，人工血管移植を積極的

に行っている。しかし，静脈側吻合部の内膜肥厚が

閉塞の原因となることから，吻合方法や内膜肥厚の

発生起序に関して動物実験による実験も検討中であ

る。

III. 乳腺外科

早期乳癌症例に対する手術として乳房（乳頭）温

存手術ぱ'9(）年度原発乳癌手術の 14%を占めるにい

たった。さらに適応を拡大して普及につとめたい。

現在これらの摘出標本の全割組織マップを作成し

て，多発癌，管内進展の検索を行いその問題点や適

応の限界を探っている。また術後疼痛ならびに，疼

痛による上肢運動遅延対策として術後持続的硬膜外

麻酔を行い良好な結果をえており，上記手術法とと

もに近日中に発表の予定である。乳癌再発による胸

水のリンパ球を採取し培挽増殖し， lL-2を加え活性

化した LAK細胞を lL-2とともに胸腔内に投与す

る養子免疫療法を試みている。組織学的研究として

（ま小葉癌を分類して予後の関連を追及し， さらに多

発癌，管内進展について検討中である。なお拍江市，

調布市を中心に乳癌の一次，二次検診，あるいは講

演会を通して，積極的に社会的啓蒙を行っている。

IV. 肝，胆，膵の外科

胆わ症の外科冶療については，近年内視鏡的治療

の分野が大きな進歩をとげた。教室においても '90年

後半より他施設に先駆けて腹腔鏡下胆痰摘出術の動

物実験ならびに臨床応用を始めた。また総胆管結石
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症に対しても術前に経十二指腸的に内視鏡を用いて 及び肝転移巣癌細胞を培養し，大腸癌肝転移細胞の

積極的にアプローチしている。開腹手術の前に総胆 特性について解析中である。

管結石を内視鏡的に歓石することにより，開腹時に

Tチュープを留置する必要がなくなり，患者の入院 VI. 消化器内視鏡

期間の短縮と苦痛の軽減に役立っている。胆道柄治 当科では，超音波内視鏡による上部消化管の柄態

療は術前の経皮経肝的胆道鏡検行による精密な癌の （広がり，深達度，リンパ節転移など）の把握に務め，

浸潤範囲の診断に力を注き，長期生存を期待できる f術術式の決定，術前術後の補助療法の選択に非常

治癒切除をめざしている。肝臓外科においては肝臓 に良いデータを得て，実際の臨床で活用している。主

移植の技術を応用した体外肝臓手術（ベンチサー た各種の内視鏡治療を積極的に導入している。とく

シュリー）の動物実験を新しく始め，従来ぱ切除不能 に腹腔鏡的胆痰摘出術については，慎重な動物＇史験

であったような進行癌の切除の可能性を追及してい を重ねた後の臨床例も増加しつつある。それらの成

る。食道静脈瘤の治療ぱ内視鏡的硬化療法を主体に 果を関連研究会，学会で報告してきた。

行っているが， shunt手術についても検討中である。 この超音波内視鏡と腹腔鏡的胆設摘出術の基礎

的，臨床的研究を中心にし， さらに多様な診断と治

V. 消化管の外科 療についての研搬を行っている。また学生，研修医

胃癌についても thymidineの関連物質である。 若い医局員とコメディカル・スタッフに対する内視

BrdUおよび抗 BrdU抗体を用いた免疫組織染色を 鏡に関する教育と指導も精力的に施行している。

行い DNA合成期である S期の細胞の分布を判定

し，癌細胞の増殖速度について検討してきた。さら

にこの手技を利用して術前化学療法の効果判定を試

みている。進行癌に対し術前動注化学療法を行うと

癌組織の BrdU棟識率が低下する症例を認め DNA

変性を客観的に評価でき，抗癌剤の感受性試験に代

用することも可能と思われる。また，超音波内視鏡

による胃癌の深達度およびリンバ節転移の程度を術

前に検索しているが，胃壁断層面の超音波画像を術

前動注化学療法施行前後に比較検討し，超音波内視

鏡による化学療法の効果判定も試みている。また，噴

門部領域癌のリンパ節郭清範囲を検討するべく術中

胃噴門前壁漿膜下に CH40なる活性炭色素を注入

し， リンパ節への流入率を測定している。

大腸癌においては高齢者の特徴，若年者の各種の

臨床病理学的検討を行い大腸癌の特徴，大腸癌の治

療方針の決定を行っている。腫瘍マーカーについて

は術前のコンビネーションアッセイを行い， 75%の

陽性率を得て，術後フォローアップの意義などを検

討している。術前の大腸癌患者の免疫状態をリンパ

球サブセットで分析し， suppressorT eel]の低 l<

cytotoxic T cell及び helperT cell Iま保持され，

NKcel]の低ドが判明し，特に NKcel]をターゲッ

トとする術前の免疫療法を開始している。新しい癌

悪性度の指標として， FCMを）Ilいて DNA ploidy 

patternの解析を行うとともに BrdUを新鮮切除標

本にとりこませ，抗 BrdU抗体を使い S期細胞の染

色率を算出し，その増殖速度の判定を行い，組織学

的進行度や予後との関連を検討している。さらに昨

年度より導人された組織培養装置を利用し，原発東

研究業績

I. 原著論文

l) 渡辺喜世子，岩本公和，小室恵二，伊坪喜八郎，坂

元吾偉：大腸にびまん浸潤型転移をきたした乳癌の 1

例．乳癌の臨床． 5(2): 346-350 (1990) 

2) 田代秀夫，半沢 隆，安藤博：ラジアル型超音波

内視鏡の有用性に関する研究．慈恵医大誌． 105(3)・ 

469-487 (1990) 

3) 木下智樹，坂元吾偉，蒔田益次郎，秋田 太，岩廓

拓土，吉本賢隆，渡辺 進，霰富士雄：乳房の Paget病

一乳腺内腫瘤触知の有無からみた臨床病理学的検

討ー．乳癌の臨床． 5(3): 529-536 (1990) 

4) 渡辺喜世子：乳腺浸潤性小葉癌の臨床病理学的検

討．慈恵医大誌． 105(6): 929-943 0990) 

5) 三森教雄．村井隆三，岩本公和，安藤 博，伊坪喜

八郎：消化管手術後合併症に対する内視鏡の有用付．

消化器内視鏡の進歩． 36:119-122 (1990) 

6) 若林真郎，田代秀夫，こ森教雄，安藤 博，伊坪 t勺

八郎，池田桔孝，中村 昇：胃間管腫の 1例．消化器内

視鏡の進歩． 36:314-316 (1990 J 

7 J I蛉克彦，佐藤修二，楠山 明，田代秀夫，占見俊，

-.:．森教雄，安藤 博，伊坪喜八郎：緊急小児内視鏡施釘

例の検討． Ilは部救急診療の進歩． 10(5): 829-8'.l2(1990 J 

8) 田代秀凡安藤博村）卜隆：．，渡辺喜jll:f, 11<／泉＇

鍾．—,伊坪夜八郎，秋庭宏紀，鈴木博昭：内視鏡による

肝，胆， /j華疾患の診断．外科． 5201):1088-1095(19901 

9) 安藤 閲渡辺喜世子，村井降そ，広原鍾—·. Ill代

秀夫，伊坪存八郎：胆膵疾患の内視鏡的冶療一術後1111

道鏡による治燎．胆と）j畝， 6(11):1283-1288 (1990) 

10) 楠111 叫 l11代秀夫，安藤博，北俊文， ‘I勺尺降，
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伊坪喜八郎：超音波内視鏡が診断に有用であった for- gress on Hepato-Pancreato-Biliary Surgery. Jun. 

egut cystの 1例．消化器内視鏡の進歩． 37:196-198, London. 

(1990) 2) Murai, R., Hirohara, S., Kusuyama, A., Hashigu-

II. 総説

l) 伊坪喜八郎：高気圧酸素療法の安全対策. Clinical 

Engineering. 1(4): 280-284 (1990) 

2) 安藤 博：乳腺疾患治療の歴史． 4.日本の乳腺の外

科，歓乳岩図まで．乳癌の臨床． 5(1):89-94 0990) 

3) 安藤 博：乳腺疾患冶療の歴史． 5.日本の乳腺の外

科．幕末から明治初期まで．乳椛の臨，床． 5(2): 285-292 

(1990) 

III. 学会発表

1. 血管の外科

1) 萩原博道，奥井重徳，佐野 功，伊坪喜八郎：屯Ili-

TAO例に対して施行した大腿排骨動脈 in-situ by-

passの例．第 4回 Limbsalvage研究会． 8月．熱狐

2） 澳井重徳萩原博道，田代秀夫，佐野功，伊坪社

八郎：右ド肢静脈血栓発生機序への併走動脈の影響．

第 52JriJ ll本臨床外科学会総会． 11月．東京

2. 胸部外科

l) 佐藤修二，土屋克彦，三好勲，楠山明，村田聡，

北俊文．増渕正隆，桜井雅夫，平沢隆，伊坪喜八郎：

巨大気腫性肺痰胞に合併した肺癌の 3例．第 7回呼吸

器外科学会総会． 5月．東京．

2) 増淵正隆．土屋克彦，佐藤修．．，．．．好勲，楠山 明，

村田聡，北俊文．桜井雅夫，半沢隆，伊坪喜八郎：

術前肺癌と結核との鑑別に苦慮した症例の検討．第 7

回呼吸器外科学会総会． 5月．東サ(.

3) 土屋克彦，佐藤修二:,村田 聡，増淵正隆，北俊

文．桜井雅夫．半沢 隆．伊坪喜八郎：胸膜癒肴を目的

とした OK432の胸腔内注入症例の検討．第 39回気胸

研究会（第 10回総会）． 6月．盤城．

4) 田代秀夫，土屋克彦，三好 懃，佐藤修二，増淵ii―

隆 北俊文，桜井雅夫，半沢隆，安藤博伊坪科

八郎：肺癌における経食道的超音波内視鏡検蒼の検

討．第 43回日本胸部外科学会総会． 10月．東京．

3. 乳腺の外科

l) 渡辺喜世子，原 芳信，小室恵二．伊坪喜八郎：乳

癌に対する術前化学療法の早期臨床効果と遠隔成績．

第 52回乳癌研究会． 7月．東京．

2) 渡辺喜世子，原 芳信，小室患―こ，伊坪喜八郎：乳

癌に対する術前化学療法の早期臨床効果と遠隔成績．

第 28回日本癌治療学会総会． 10月．東京．

4. 肝，胆，膵の外科

1) Murai, R., Kusuyama, A., Watanabe, K., Ha-

shiguchi, F., Ando, H. and Itsubo, K. : Percutaneous 

Approach to the Biliary Tract. 3rd. World Con-

chi, F., Ando, H. and ltsubo, K. : Laparoscopic 

Cholecystectomy-Experimental method and clini-

cal indication. The 1st. Asian Conference of He-

pato-Biliary-Pancreatic Surgery. Jun. Bangkok. 

5. 消化管の外科

l) 三森教雄，竹林真理．楠lll 明．吉見 優，片岡II阻

三，坂｝じ龍，長山瑛，安藤博．伊坪喜八郎： BrclU

及ひ抗 BrclU抗体を用いた免疫組織染色法による胃癌

細胞動態に1関する研究．第 36回日本消化器外科学会紐

会． 7月．東京，

2) 岩本公和，渡辺而哉．久保寿朗，渡辺喜世—f ． 五甫

英一朗，平沢止典，小室恵二．安藤 博．伊坪汽八郎．

Two color flow cytometoryをJilいた術前大腸癌患者

の末梢血リンパ球サプセットの検討．第 36回II本消化

器外科学会総会． 7月．東京．

3) 渡辺匝哉，岩本公和，久保紆朗，ーー：涌英・朗，＇ヤ沢

正典，安藤 博伊坪喜八郎：大腸粘液癌の臨床柄理学

的検討．第 36回日本消化器外科学会総会． 7} 1.東点．

4J Mitsumori, N.. Yoshimi, Y.. Murai, R., Iwamoto, 

M., Ando, H. and Itsubo, K.: Usefulness of the 

postoperative endoscopy for gastrointestinal opera-

tions. World Congress of Gastroenterology. Aug. 

Sydney. 

5) Yoshimi, Y., Wakabayashi, M.. Kusuyama. A .. 

Tashiro, H., Mitsumori, N., Kataoka. J.. sakamoto. 

R., Nagayama, A., Ando, H. and Itsubo, K.: EUS 

approach for metastasis to the regional lyphnodes 

in early gastric cancer. World Congress of Gas・

troenterology. Aug. Sydeney. 

6) 岩本公和．世屋一人，渡辺直哉．久保寿朗，—虹甫英

一朗，平沢正典．安藤博伊坪喜八郎：大腸癌患者に

おける術前腫瘍マーカーコン ピ不ーションアッセイの

検討．第 52回日本臨床外科学会総会． 11月．東原．

7) 久保寿朗．笹屋—一人．渡辺直哉．佐藤修二，岩本公

和三浦英一朗，平沢正典，安藤博伊坪喜八郎：最

近 10年間の大腸家族内発症例の検吋．第 34回人腸癌

研究会． 2月．徳島．

6. 消化器内視鏡

1) Tashiro, H., Kusuyama, A., Yoshimi, M., Ando, 

H. and Itsubo, K.: New Attempt of inprove Diagno響

sis of Depth of Invasion in Gastric Cancer by En-

dosonography. The 2nd. International Gastro-Sur-

gical Club. Nov. Athens. 

2) 楠山 明．田代秀夫，若林真理．吉見優，そ森教

雄，長山瑛安藤博伊坪喜八郎：超音波内視鏡に

よる胃癌深逹度診断ー診断能向 I：の試みー．第 4(）lnlll 

- 13(）-



本消化器内視鏡学会総会． 11月．東東．

3) 広原鐘ー＾、楠山 明，田代秀夫，村井隆三．橋 II文

智．安藤 博．伊坪再八郎：胆道． Il箪疾患におげる超音

波内視鏡 (EUS)検査法の有用竹．第 52回日本臨床外

科医学会総会． 11月．東京．

整 形 外 科 学

講

講

講

講

講

講

講

講

教授：室田景久 手ならびに股関節外科

助教授：上野博嗣 感染症，足の外科

助教授：富Ill 泰次 手の外科，生体材料学

助教授：藤井克之 生化学，リウマチ学

助教授：白旗敏克 スポーッ医学
（紐 1'！吐’"•学センクー・スボーノ外来部に出向）

師：司馬 立 脊椎外科

師：近藤秀丸 脊椎外科

師：田尻 健 生化学

師：梶原敏英 小児整形外科

師：浅沼和生 骨腫瘍

師：宮沢 寛 筋・神経疾患

師：本間玄規 脊椎外科

師：高橋文人 マイクロサージャリー

研究

I. 基礎的研究

L 人_[関節に関する研究

東京工業大学， 日本鋼管 K.K.などとともに人工

関節の素材として最適の新チタン合金 (Ti-5Al-

3Mo-4Ar)を作り，各種の強度試験摩耗試験を実

施，また，従来の人工関節のデザインも理論的に改

善し，犬用関節を作って耐用性について 3年以上に

わたり検討している。大腿側ステムに関しては独自

の porouscoatingを施した犬用のものを作り，引っ

張り強度について実験，その有用性を証明した。

2. /3-TCP (Tri-Calciumphosphate)に関する研

究

オリンパス光学 K.K.と提携し，ハイドロキシア

パタイトを殆ど含まない高純度 /3-TCPを作り，骨

欠損部の補填材としての利用を検討している。一方，

表面を緻密質 /3-TCPで被覆したビーズに抗生物質

を含浸させ，動物実験によりその薬物の徐放効果を

確認 ビーズの製法を調製することによりその放出

のスピードをコントロールできることを証明した。

3. 関節軟骨に関する研究

l) 関節軟骨の破壊のメカニズムの解明

従来，鶏胚胸骨由来の軟骨細胞について検討して

きたが，今年度は関節軟骨由来の細胞培養系に幾つ

かのサイトカインを添加し，軟骨の主要描成成分で

ある II型コラーゲンおよびプロテオグリカンの

mRNAの変化について検討した。その結果イン

ターロイキン一 1,Tumor Necrosis Factorならび

に interferonは両者の遺伝子発現を共に抑制する

概 要
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ことが判明，さらにインターロイキ‘/-1は軟骨細胞 に向かう神経の存在が確認され，臨床的に同部に疼

の由来によって異なった作用をおよぽすことがわ 痛が発生する原因の一部が解明された。

かった。 4) 指関節の神経支配に関し，冷凍保存切断指の

2) 関節軟骨の Biologicalresurfacing PIP関節を用い，手術用顕微鏡，神経染色などの手

家兎の膝蓋骨あるいは大腿骨顆部に軟骨欠損部を 段により検索した結果，両側の固有掌側指神経から

作り，ここに同側腔骨から採取した骨膜を移植する 背側枝が分岐し，これが関節包の知覚に上として関

と化生した硝子軟骨によって欠損部が修復されるこ 与していることを確認した。

とを証明したが，術後 16週になると tidemarkも出 5. 感染症に関する実験的研究

現して正常軟骨組織との境界は不明瞭となった。ま マウスの下腿に開放性骨折を起こさせ，創内に

た，術後兎の膝関節に CPM(Continuous passive 10'個の黄色プトー球茜を接種動物をその後 3,6, 

motion)装置を施すことにより修復現象は促進され 9, 12時間後に創を洗浄する 4群に分け，骨折部周辺

た。 の筋肉および骨，骨髄内の菌数を経時的に計測した。

3) 変形性関節症における軟骨変性 その結果菌接種後 3時問後およひ 6時間後における

本症患者から手術時に採取した関節軟骨について 洗浄効果は極めて大で， 6時間後と 9時間後との問

組織学的ならびにコラーゲン免疫組織学的検索を に効果上有意差がでた。病理学的には 6~9時間後に

行った。その結果，本症の初期では軟骨細胞 1•ま関節 炎症性変化が最大となり，筋肉の壊死も進行するの

軟骨の浅層に集合してクラスターを形成し， II型コ がみられた。

ラーゲンのみならず I型コラーゲン フロテオグリ 6. 生体内における組織接着剤の開発

カンを合成するが，それらの修復は旺盛なものでは polyphenolic protein (ppp)の軟骨細胞や線維芽

なく，病期が進行すると軟骨基質の破壊は修復をは 細胞に対する接着能について検討したが， PPPを

るかに上まわり，最終的に関節軟骨ば消失してい< coatingした tissueculture dishに対するこれら細

ことが示唆された。 胞の接着性は極めて強く，細胞の増殖率も障害され

4) 軟骨分化に関する研究 ないことが判明した。このことから PPPは細胞培聾

軟骨の形成過程におけるヘキサブラキオンの動態 系における細胞接着剤あるいは生体内における組織

を，ニワトリ胚を用いて検討したが，ヘキサフラキ 接着剤として応用し得る可能性が示唆された。

オンは未分化問葉系細胞が凝集して軟骨細胞が誘導 7. 骨肉腫の診断・治療に関する実験的研究

される初期の段階に出現し，接着性蛋白質としての 東大医科研との共同研究で，アイソトープ標識モ

役割を演じていることが判明した。 ノクローナル抗体を用いて，骨肉腫原発巣，転移菓

4. 末梢神経に関する研究 への集積をハムスター実験腫瘍 Os515について検

1) 末梢神経損傷後の神経再生とその修復過程に 討，また，モノクローナル抗体の臓器集積性を利用

おけるヘキサブラキオンの動態について検討した結 してターゲッティング療法への応用について基礎的

果，損傷発生後， neuralscarに集束する線維芽細胞 研究を行った。その結果，腫瘍組織への集積性が有

によるヘキサブラキオンの合成が始まり，同蛋白質 意に増加し，抗癌剤を特徴的な腫瘍に作用させ得る

が神経再生過程における celladhesion moleculeと ことを明らかにした。

して軸索伸長を促すことがわかった。 8. 切断肢のエネルギー代謝に関する実験的研究

2) 神経成長因子 (NGF)に関する実験的研究 犬の上腕切断モテルを用いて切断肢の骨格筋の

高純度酵素免疫測定法を確立し，今年度はラ、ノ l、 ATP, ADP, AMP値およびエネルギー代謝の最終

の坐骨神経を切断後縫合する実験系を用い， 産物である尿酸値を Boehringer-Mannheim社の

Schwann細胞が Neuronとの接触を断たれるとと キットを用いまた， HPLC-ECD法などにより測定

もに NGFの合成を開始し，再生軸索が伸展してき した結果，切断肢を室温下に保存した場合，あるい

てSchwann細胞と再度接触すると， NGFの合成は は冷却保存した場合の骨格筋の傷害程度を量的に知

著しく低下することを証明した。 ることが可能であることを証明した。

3) radial tunnel syndromeに関連して，肘関節

外側部の疼痛を解明するために屍体標本について検 II. 臨床的研究

索してきたが， Frohseのarcadeから撓骨神経の反 1. 人工股関節に関する研究

回枝が分岐し，後骨間神経が回外筋を通過したとこ '70年以降， ・貫して使用している慈大式人］朋」投関

ろから該筋と指伸筋の間を逆行し，上腕骨外側上顆 節置換術の臨床成績を定期的に検討する一方，東京
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工業大学， 日本鋼管 K.K.などと共同開発した新チ

タン合金 (Ti-5Al-3Mo-4Zr)を用いて慈大式新セ

メントレス人工股関節を開発し，実用の段階とした。

2. 表面置換型人工膝関節に関する研究

Ortholoc typeの人工膝関節 (I型ならびに II型）

置換術を施行し，術後 1年以上経過した症例につき，

成績を調査した。特に腔骨側コソボネ‘ノトの固定性

に関しては，螺子を用いて固定したものと，螺子を

用いずに固定したものとについて比較検討したとこ

ろ，螺子を使用した症例が有意に術後の疼痛が少な

いことがわかった。

3. レックリソグハウゼン病に関する研究

レックリングハウゼン病における骨病変の病因は

なお不明であるが，手術中に採取した標本を検索し，

神経線維腫の骨へのびまん性浸潤が骨端軟骨や，ハ

バース管内へ及んでいることを確認，本症の骨病変

はこの浸潤と腫瘍の Masseffectによるものである

ことを明らかにした。

研究業績

I. 原著論文

1. 甚礎的研究

1) 田尻 健，藤井克之，室田景久：膝半月板コラーゲ

ンの部位別特性とその臨床的意義．関節外科． 9: 1515-

1520 (1990) 

2) 高橋文人，室田景久，富田泰次，渡辺一夫，宮川忠

彦，梶原宗介：切断肢のエネルギー代謝に関する実験

的研究（第 2報）一遊離筋肉モデルを用いた人工血液の

酸素供給能について一．日本マイクロサーシャリー学

会誌． 3:167-170 (1990) 

3) 高橋文人，室田景久，富田泰次，宮川忠彦，春日雅

人：切断肢のエネルギー代謝に関する実験的研究（第

3報）一人工血液潅流による骨格筋内の ATP値，尿酸

値の変動について一． 日手会誌． 7:226-230 0990) 

4) 察 詩岳，藤井克之，田中孝昭，室田景久：プロテ

オグリカンおよびコラーゲン遺伝子からみた軟骨の変

性機序．関節外科． 10:351-357 (1991) 

5) 察詩岳，藤井克之，田中孝昭，森雅宏，室田憬

久：骨膜移植による関節軟骨の修復． リウマチ． 30:

485 (1990) 

6) 村井恒雄，室田景久，富田泰次，梶原宗介，加藤 征：

中手骨骨頭の形態計測一骨頭の大きさと形態の特徴に

ついて一． 日手会誌． 7:559-562 (1990) 

7) 飯塚久睛：カーポソ線維強化プラスチックプレー

トに関する実験的研究ープレートに要求される固定カ

の分析ー． 日整会誌． 64:1092-1104 0990) 

8) Nagafuchi, T., Fujii, K., Marumo, K. and Mur-

ota, K. : Studies of adhesiveness and protective 

effect on tissue by mussel adhesive protein poly-

phenolic protein. Connective Tissue. 21 : 198-199 

(1990) 

9) 池上亮介：末梢神経損傷後の修復過程における神

経成長因子 (NGF)の動態ーシュワン細胞による NGF

局所産生ー． 日整会誌． 64:612-622 (1990) 

10) 池上亮介，室田景久，中村信之，替地恭介，古川昭

栄（国立精神神経センター）： NGFの軸索再生への影

醤 日 手 会 誌 7: 865-872 (1990) 

11) Ikegami, R., Kaechi, K., Furukawa, Y.,* Haya-

shi, K. and Furukawa, S.* (*National Institute of 

Neuroscience, KNCNPL): Effects of Cate-

cholamines and 4-Methyl-Catechol on the Synthe-

sis and Secretion of Nerve Growth Factor by Rat 

Sciatic Nerve Segments in Culture. Biomedical 

Research. 11 : 61-65 (1990) 

2. 臨床的研究

l) 富田泰次，室田景久，梶原敏英，浅沼和生，杉山 肇，

藤川浩，宮崎秀一，小野誠，六本木哲，岩間徹，

中森和仁：慈大式 hinge型人工膝関節．整形外科

Mook. 61 : 129-137 (1991) 

2) 藤井克之，室田景久，井の口雅貴，察 詩岳，丸毛

啓史，田中孝昭： Kennedy-LADを用いた鏡視下膝前

十字靭帯再建術．整形・災害外科． 33: 859-865 (1990) 

3) 藤井克之： Augmentation法による前十字靭帯再

建術一Kennedy-LADと半腱様筋腱，薄筋腱ー．骨・

関節・靭帯． 3: 943-949 (1990) 

4) 藤井克之，室田景久，井の口雅貴，察 詩岳，金尾

豊田中孝昭，武藤光明： KennedyLADを用いた半

腱様筋ならびに薄筋腱による鏡視下膝前十字靭帯再建

術．東日本臨整会誌． 2:187-189 (1990) 

5) 司馬立，近藤秀丸，本間玄規，林克章，太田康

人，漆原信夫：先天性後弯症の治療経験．整形・災害外

f斗． 34:373-379 0991) 

6) 近藤秀丸，司馬 立，本間玄規，太田康人，伊藤博

志山下和郎，舟崎裕記，室田景久：頸椎前方固定術に

用いる移植骨の検討．東日本臨整会誌． 2:225-228 

(1990) 

7) 本間玄規，室田景久，司馬立，近藤秀丸，林克

章舟崎裕記：馬尾神経腫瘍を合併し， Kyphoscoliosis

を呈した vonRecklinghausen病症例経験．整形・災害

外科． 33:393-398 0990) 

8) 本間玄規，室田景久，司馬 立，近藤秀丸，太田康

人，林 克章，伊藤博志，舟崎裕記：脊髄腫瘍を合併し

たvon Recklinghausen病症例の検討．臨整外． 25:

1375-1383 (1990) 

9) 本間玄規，室田景久，司馬 立，近藤秀丸，伊藤博

志，漆原信夫，舟崎裕記，神人 護：腰椎辻り症に対す

るpediclescrew fixation法の問題点．臨整外． 26:
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427-434 (1991) 

10) 宮沢 寛．富田泰次，高橋文人．辻美智子，別当武

治，室田景久：肘部管症候群に対する尺骨神経前方移

動術の治療成績．東日本臨整会誌． 2:586-588(1990) 

11) 里村俊彰，司馬立，近藤秀丸，本間玄規，林克

章漆原信夫，飯尾純室田景久：腰椎高度江り症に

対する手術の検討．東日本臨整会誌． 2:483-486(1990) 

12) 丸毛啓史，永井素大．太田康人，斎藤浩哉．窪川経

茂．後藤昭彦．室田景久：月状骨掌側脱臼の発生機序に

関する検討．東日本臨整会誌． 2:387-390 (1990) 

13) 金尾豊．室田景久．富田泰次．杉山嗜．小野誠．

頴川 功．六本木 哲．高柳慎八郎．神前智ー．小沢正

宏：ペルテス病に対するオマリー変法筋解離術の長期

成績．関東整災誌． 21:511-515 0990) 

14) 杉山咽室田景久，富田泰次．小野誠，布村成

具•，肥後矢吉•, （＊東工大）： AcousticEmissionによ

る人工股関節の弛みの診断．関節外科． 10:45-52 

(1991) 

15) 杉山 帝．室田景久，富田泰次．金尾豊，大谷卓

也．小野 誠，六本木哲：慈大式人工股関節置換術の長

期成績． 日外科系会誌． 23:69-71 (1991) 

16) 春日雅人，丸毛啓史，小野 誠．永井素大．斎藤浩

哉窪）1|経茂．伊室貴：大腿骨頸部骨折に対する

ACE captured hip screwの使用経験関東整災誌． 22:

105-108 (1991) 

17) 窪川経茂，永井素大，丸毛啓史，太田康人，斎藤浩

哉，後藤昭彦：大腿骨，腔骨骨折に対する髄内釘ねじ横
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脳神経外科学

教授：中村紀夫 神経外傷（急性期・慢性期），

脳血管障害，神経学

教授：鈴木 敬 神経外傷， スポーツ外傷

助教授：橋本卓雄 脳血管障害，神経外傷．神

経超音波

助教授：坂井春男 神経外傷，頭蓋底外科

講師：阿部俊昭 脊髄空洞症，神経学

講師：安江正治 神経生理，小児脳神経外科

講師：入倉哲郎 神経外傷． 手術手技

研究概要

脳神経外科で扱う疾患は多岐にわたる。頭部外傷，

脳血管障害，脳腫瘍，先天性奇形，頭蓋内感染症な

どが主要な病態として上げられよう。研究もこれら

の疾患を念頭に置いて行なわれているが，取り扱う

研究テーマも基礎的分野から極めて臨床的なものま

で広範囲にわたっている。現在行なわれているtた

る研究等を次に挙げる。

I. 頭部外傷

1. 今日における頭部外傷の主要なテーマの一つ

にshearingbrain injuryの概念がある。その臨床病

理学的研究と治療対策は多方面から研究されてい

る。わけてもその最重症型である diffuse axonal 

injuryに対して名施設の臨床例からの病態解析が施

行されその根元的な検討が行なわれている。

2. 小児頭部外傷は成人の頭部外傷とかなり異な

る側面を持ち臨床上も多くの問題点を含んでいる。

小児頭部外傷については症例の集積からの検討がな

されている。しかし，実験的な面では困難さも多く

研究施行上未解決な問題を含んでいる。

3. 慢性硬膜下血腫は治療可能な痴呆様病態を示

すことからも注目されている疾患である。しかしそ

の発生機序に関する研究は古くから多数の報告があ

るが確定的研究報告はない。現在も多方面から研究

未だ未解決の部分も多い。現在も工学レベルとの共

同研究が進められている。

脊髄損傷時における軸索輸送障害の問題は臨床上

脊髄外傷を扱う上で極めて重要な問題であるが，今

日まであまり手が付けられていない領域であった。

HRPを用いた脊髄損傷時の軸索輸送障害の実験よ

り多くの知識が得られており，今後臨床応用への期

待が持たれている。

その他にも実験的頭部外傷に関する複数の研究が

進行中である。

II. 脳血管障害

1. 脳血管試縮ぱ脳神経外科における主要な治療

対象の一つであるくも膜下出血後に発生する極めて

致死率の高い病態である。その発生機序は現段階で

ぱ初期的レベルに留まっていると考えられる。これ

に対して，実験動物の血管，剖検例の血管を多数使

用して各種血管反応性物質に対する反応性の検討と

その相互作用が研究されている。

2. また現実に発生した脳血管攣縮に対する治療

法の検討も各方面から行なわれ，頭蓋内での対応の

みでなく全身状態の管理も極めて重要な要因である

事が明らかにされてきた。また， くも膜下出血術後

の残存する出血が血管攣縮に強く関わっていると推

測された事から髄液ドレナージの重要性が報告され

た。これらの結果を踏まえた治療を行なう事により．

従前に比して僅かながらではあるが治療成績の向上

が見られつつある。

3. 脳血管攣縮時のみならず，広く脳神経外科疾

患に於ては，頭蓋内圧や頭盤内の血流動態を可及的

に非侵襲的手段により知り得る事は治療上極めて重

要である。 transcranialdopplerや laserdopplerを

使用した頭蓋内血流測定は種々の病態に於ける頭蓋

内血流動態を知る上で大きな情報を与えるものであ

る。これに付いては甚礎的，臨床的な様々な側面か

らの検討がなされており，既にその幾つかが報告さ

れ．臨床で活用され始めている。

が施行されている。これまでの基礎的研究からは， III. 脳 腫 瘍

種々の血液凝固因子系，血管内皮凝固因子系等の関 1. 各種多数例の脳腫瘍を対象に，腫瘍細胞核

与が明らかにされている。しかし再貯留例の存在な DNA ploidyパターンを flowcytometryで観察し，

ど，症例ごとに異なる部分もあり今後の研究課題を 臨床病理学的所見，画像診断および予後との関係の

多く含んでいる。 検討がなされてきた。この結果から，その腫瘍の持

4. ヘルメットに関する問題は自動車社会の今卜1 つ悪性度または増殖能力の指標としての意義が明ら

では生死を左右しかねない重要な間題である。これ かとなりつつあり，術後後療法選択に一つの判断基

までも各種実験的研究や臨床症例の解析が進められ 準となる可能性が示唆されつつある。

てきており，多数の報告が行なわれてきた。しかし 2. 悪性脳腫瘍に対する治療法に関しては決定的

―-136-



なもの1まなかった。現在治療効果がある程度確認さ

れている薬剤を複数同時投与する治療法を開発し，

従前より良好な結果が得られている。さらに ACNU

とインターフェロンによる維持療法の検討もなされ

ている。また抗 CD3抗体を用いて大量に産生し得る

ようになった TIL細胞や LAK細胞を用いた脳腫

瘍治療が開始されているが，症例も少なく結果は今

後の問題となろう。

3. 下垂体腺腫は従来良性の腫瘍と考えられてき

たが，教室の治療成績の総括から必ずしも臨床的に

良性と言えない症例が多数認められた。これらに対

する後療法や初期からの非外科的治療の可能性につ

いての検討がなされている。

IV. 脳死の問題

近年の医学界に於て脳死問題は避けて通る事の出

来ない厳粛な臨床問題の一つである。当学において

も臨床例の詳細な検討が行なわれ，既に発表されて

いる厚生省甚準に独自の項目を加えた判定基準が作

製され，当学の脳死判定甚準として提出されている。

V. 先天奇形

1. 中枢神経系奇形の一つである Chiari II ma!-

formationの発現機序について．神経管閉鎖不全と

の関連が注目され，発生のメカニズムを検索する目

的に実験的研究が多方面から行なわれている。現在

これらの実験結果から新たな学説の提示が行なわれ

ようとしている。

2. また多数の tethardcord syndrome患者の解

析および実験的研究からその外科的対応についての

検討がなされている。

3. 今日脳神経外科領域では診断に欠く事の出来

ない検査法である MRIについても，動的画像を得

るなどにより，より生理的な画像情報が得られるよ

うになってきた。この結果は脊髄空洞症に於ける治

療方針に新たな 1頁を加え．多数例の治療において

有用となっているといえる。

4. 頭蓋内圧充進状態や水頭症治療に用いられる

シャソトシステムについて，従来の欠点を克服すべ

く，圧可変式でかつ必要時に経皮的頭蓋内圧測定を

し得る新たなシステムが開発されその臨床応用が開

始されている。

VI. その他

1. ラマン分光法による非侵辿的脳水分含有鼠の

測定は細胞レベルでの脳浮腫の検討に新しい有）iiな

方法である事が明らかとなった。今後は臨床応）llに

つき検討が行なわれる。

2. 医学の世界でもパーソナルコンピューターの

進出には目を見張るものがある。しかし多くは計算

機またはワードプロセッサーの領域を出ないことが

冬い。当教室ではさらに CTスキャンや MRIの画

像処理や病院間での画像転送などの新しいソフトウ

エアの開発がおこなわれており，一部では既に実用

段階に入っている。

3. 教授中村紀夫は'90年 10月24-26日に東京の

新高輪プリンスホテル，パミールで開催された第 49

回日本脳神経外科学会総会の会長をつとめた。

研究業績

I. 原著論文

l) 田渋公一：ラマン分光法によるラットの脳水分含

量の解析．東京慈恵会医科大学昭和 63年・平成元年度

学内共同研究研究成果報告書． 48-530990) 

2) 阿部俊昭，田渋公一，尾上尚志，鈴木 敬，中村紀

夫，井田止博： MRIシネ画像による脊髄空洞症の髄液

動態 日本パラプレシア医学会誌． 3:316-317 (1990) 

3) 馬目佳（ふ山岡龍平，結城研司．羽野寛：脳宰と

無関係に発生した脳室上衣腫の 1手術例．富士市立中

央病院学術雑誌 6:6-7 0990) 

4 J Murakami, S., Sotsu, M. and Morooka, S. 

Chronic Encapsulated Intracerebral Hematoma 

Associated with Cavernous Angioma : A Case 

Report. Neurosurgery. 26: 700-702 0990) 

5) 馬目佳偉山岡龍平，結城研司，羽野寛，北島具

秀池内聡：頭蓋内浸潤を呈した Neuroendocrine 

Carcinomaの1（ダl.脳神経外科． 18: 483-487 (1990) 

7) 入倉哲郎，坂井春男，中原成浩，長谷川譲：孤立性

第4脳室出血で発症した椎骨動脈巨大動脈瘤の 1例．

脳神経外科． 18:469-473 (1990) 

8) 神尾正巳，山岡龍平，中村紀夫：再発下垂体腺腫の

検討．第 7回ド垂体腫瘍 Workshop講演集． 85-90

(1990) 

9) 菊池哲郎，坂井春男，中村紀夫，渡辺美智子，大野

典也：抗CD3抗体を用いて誘導した Lymphokine

Active Killer CLAK)細胞の抗脳腫瘍効果ならびにリ

ンパ球表面マーカーの検討．脳と神経． 42:575-580 

(1990) 

1(）） 阿部俊昭，田渋公一，尾上尚志，鈴木 敬，中村紀

夫，井田 ll:t専：脊髄空洞症に対する Gardner手術の効

果．脊髄外科． 4:61-67 (1990) 

ll） 谷 諭，田渋公一，布施隆治，坂井春男，篠田宗

次：腰仙部脂肪腫における小児例と成人例の比較検

討． 日本パラプレジア医学会誌． 3:212-213 (1990) 

12) 菊池哲郎．坂井春男，中村紀夫．諸岡 暁，神田龍
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ー，渡辺美智子，大野典也：脳腫瘍に対する養子免疫療

法の実際．慈恵医大誌 105:527-534 (1990) 

13) 宮崎芳彰，谷 諭，坂井春男，中村紀夫： von

Recklinghausen病に合併した頭蓋外椎骨動脈瘤の 1

例．外科． 52:1053-1057 (1990) 

14) 田渋公一：ラマン分光法による脳水分含蓋の解析．

脳と神経． 42:999-1004 (1990) 

15) 谷 諭，阿部俊昭，篠田宗次，小山勉．朴正

ー．田中英明：空洞延髄槽・ンャントが有用であった脊

髄空洞症の一治験例．脳神経外科速報． 2:47-52(1990) 

16) 松本賢芳，沼本 R．知彦．宮崎芳彰．赤地光司．橋本

卓雄：脊椎原発性骨肉腫の 1例．東京都医師会雑誌．

43: 25-27 (1990) 

17) 馬目佳信，山岡龍平，結城研司，北島具秀，池内 聡：

内頸動脈閉鎖後に発症した後頭蓋裔硬膜動静脈奇形の

1例．慈恵医大誌． 105:989-994 (1990) 

18) 菊池哲郎，坂井春男中村紀夫，渡辺美智子，大野

典也：脳腫瘍浸潤リンパ球の rIL-2及び抗 CD3抗体

による培養と抗腫癌作用ならびに表面マーカーの検

討． Neuroimmunological Research. 3: 304-308 

(1990) 

19) Kikuchi, T., Watanabe, M. and Ohno, T.: 

Cytological Characteristics of Human Glioma-

infiltrating Lymphocytes Simulated with Recom-

binant Interleukin 2 and an anti-CD3 Antibody. 

Jpn. J. Cancer Res. 82. 393-345 0991) 

20) 小山勉．篠田宗次．谷 諭，上久保毅．中村紀

夫，奥田真琴：二次性甲状腺機能低下症に伴う偽

TSH • PRL産生下垂体腫瘍の 1例ー甲状腺製剤投与

に伴う下垂体腫瘤の MRI所見の推移ー．脳と神経．

43: 187-191 (1991) 

21) 小山勉，谷 諭．篠田宗次．中沢克彦．沼本 R.

知彦，中村紀夫：腎動脈狭窄症に伴う小児の脳動脈瘤

の1例．小児の脳神経． 16:5-9 (1991) 

22) 中原成浩，西田伸，真田祥ー，稲見誠，影山敦，

中島利子：軟骨形成不全症における MRIの有用性．

小児の脳神経． 16:107-111 (1991) 

23) 神尾正巳，中村紀夫： Prolactinomaの長期予後を

左右する因子．第 8回下垂体腫癌Workshop講演集．

189-192 (1991) 

24) 谷 諭，沼本 R．知彦，上久保毅，中沢克彦，小山

勉，篠田宗次：延髄空憫症の 1治験例．脳神経外科． 19:

69-73 (1991) 

II. 総説

43: 10-18 (1990) 

3) 橋本卓雄，中村紀夫：脳卒中の外科療法．診断と治

療． 78:1990-1994 (1990) 

4) 坂井春男：髄液の検査 MRI. Clinical N euros-

cience. 8: 42-44 (1990) 

5) 中村紀夫，安江正治：脳神経外科の対象となる

treatable dementia-like state.老年精神医学雑誌 9:

686-697 (1990) 

6) 坂井春男：最新の医療機械の進歩と脳神経外科．学

会新報． 11: 9-13 0990) 

7) 坂井春男： Diffuse axonal injury. Annual 

Review神経 1990.VII外傷： 225-232(1991) 

III. 学会発表

1) 橋本卓雄．中村紀夫：血管吻合部の血行力学的検

討．第 19回日本脳神経超音波研究会． 4月京都．

2) 橋本卓雄，赤地光司，松本賢芳，中村紀夫：破裂脳

動脈瘤における spinaldrainageの有用性．第 15回日

本脳卒中学会． 4月．盛岡．

3) Hashimoto, T., Nakamura, N., Kanki, T. and 

Abe, S. : Continuous monitering of vasospasm using 

transcranial Doppler and Laser Doppler. Interna-

tional Conference on Cerbral Vaspspasm 1990. May. 

Tokyo. 

4) Onoue, H., Nakamura, N. and Toda, N.: 

Modification by Prolonged Exposure to Oxy-

hemoglobin of Responce of Isolated Dog Middle 

Cerebral Arteries to Vascactive Substances. Inter-

national Conference on Cerbral Vaspspasm 1990. 

May. Tokyo. 

5) 中村紀夫，坂井春男，入倉哲郎，安江正治，田渋公

-．西田 伸．小林一茂．久保田和行，田上久雄，河田

和彦：医学と力学とからみた乗用車ヘルメットの有効

性一実験から一．第 26回日本交通科学協議会総会． 5

月．東京．

6) Abe, T., Nakamura, N., Watanabe, P., Suzuki, 

T. and Tashibu, K.: Magnetic resonance Cine flow 

Imaging of CSF in Syringomyelia. The IVX Sym-

posium Neuroradiologicum. Jun. London. 

7) 坂井春男中村紀夫．金子省三：副鼻腔に再発した

嗅窓部髄膜腫に対する transcranialresectionの検

討．第 2回頭蓋底外科研究会． 7月．大阪．

8) Yasue, M., Lue, Y., Matsumoto, M.. Nakamura, 

N., Kamata, M. and Ohno, T.: Prognostic lmplica-

tion of Ploidy and Proliferative Activity in 

l) 中村紀夫：脳死検査に独自の検査を盛る一末期医 Astrocytomas. International Symposium on Flow 

療の一つとしての筋道を示す一．新医療． 5:130-132 Cytometry and Image Analysis for Clinical Applica-

(1990) tion. Jul. Hananomaki. 

2) 中村紀夫：小児頭部外傷の救急医療．小児科臨床． 9) Nakamura, N. : Diffuse Brain Damage in Man : 
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Diagnosis and Investigation. IXth International 

Congress of Neuropathology. Sept. Kyoto 

10) Yasue, M., Nakamura. N., Ohno, T.. Tanaka, J. 

and Tomita, T.: Flow Cytometric DNA analysis of 

Madulloblastoma and Cerebral Primitive Neuro-

ectodermal Tumor. Biwako Symposium on Brain 

Tumor Pathology. Sept. Shiga. 

11) 入倉哲郎，坂井春男，中村紀夫：延髄血管芽腫の手

術適応．第 49回日本脳神経外科学会総会． 10月．東京．

12) 赤地光司，安江正治，中村紀夫，鎌田美乃里，大野

典之：髄膜腫の多発性，易再発性の検討一性ホルモン/

受容体および核 DNA分析ー．第 49回日本脳神経外科

学会総会． 10月．東京．

13) Nakahara, S., Melone, D.G. and Knepper, P.A.. 

A unified theory of the cause of the Chiari II 

malformation. The 49th Annual Meeting of The 

Japan Neurosurgical Society. Oct. Tokyo. 

14) 馬目佳信，山岡龍平，双津正博，真田祥ー：電話回

線による X線CT・MRI画像のパーソナルコンピュー

クーを用いた転送、ンステム．第 49回日本脳神経外科学

会総会． 10月．東京．

15) 橋本卓雄，赤地光司，松本賢芳，朴 正一，中村紀

夫：経頭蓋超音波ドップラー法による CO2iこ対する

脳血管反応性の測定．第 49回日本脳神経外科学会総

会． 10月．東京．

16) 山岡龍平，馬 [1佳信，双津正博，真111祥ー：パーソ

ナルコンピューターを用いた画像解析ソフトウエアの

開発．第 49回日本脳神経外科学会総会． 10月．東京．

17) 中村紀夫： Diffuse axonal injuryのClinical

profileーヘルメットはこれを防げるかー7施設の協力

資料から一．第 49回日本脳神経外科学会総会． 10月．

東京

18) Hashimoto, T., Nakamura, N., Kanki, T., Shim-

azu, H. and Yamakoshi, K.: A new designed 

ventriculoperitoneal shunt system. International 

Symposium on Hydrocephalus. Oct. Kobe. 

19) Nakahara, S., Fiacco, J., McLone, D.G.. Hvizd, 

M.G., Higbee, R.G. and Knepper, P.A.: Neural tube 

deflects induced by amniotic injection of Con A in 

mouse embryos. Society for Neuroscience. Oct. St. 

Louis. 

20) 布施隆治，中島真人，中村紀夫：脊髄損傷モデル急

性期における HRP軸索輸送の障害．第 25回パラプレ

ジア医学会． 11月．米了．

形 成 外 科 学

教授：児島忠雄 手の外科， Entrapment

neuropathy ・四肢皮府欠損

の被覆

教授：大畠 襄 スポーツ医学，顎顔面外科，

骨代謝

助教授：栗原邦弘 皮膚移植，顔面先天奇形

講師：木下行洋 Microsurgery, 手の外科

講師：新橋 武 Craniofacial surgery,顔面

外傷

講師：増沢源造 四肢先天奇形， レーザー治

療

講師：平川正彦 四肢先天奇形，耳介奇形

講師：今井孝行 Microsurgery, 神経障害

研究概要

I. 四肢先天奇形に関する研究

1. 重複下肢

骨盤部より重複する第 3の下肢をもつ症例に，重

複肢の切除を行ったが，残存肢の皮―卜に短縮した索

状の坐骨神経をみた。坐骨神経を延長する目的で二

キスパンダーを神経の下に挿入し除々に生理食塩水

を注入した。挿入後 82日目でエキスバンダーを抜

去した際には神経の延長が得られた。

2. アペルト症候群

13例のアペルト症候群の術後経過観察を行い，手

足の形態と機能に検討を加えた。植皮片の色素沈着

や拘縮は軽度であったが，各指とも MP関節を中心

とした運動で， palmarpinchあるいは lateralpinch 

がほとんどであった。足指の分離を縦切開で行った

場合，創縁は成長とともに有痛性の搬痕となる煩向

がみられた。

II. 顎顔面に関する研究

1. 顎顔面骨の再構築に関する研究

Craniofacial surgeryの発達により，顔面先天奇

形に対し広範な骨切り術による矯正が可能となって

きたが，一方，成長期の頭蓋・顔面骨に加わる手術

侵製が，骨発育に及ぽす影響も無視できない。本年

は幼若家兎を用い，前頭ー上顎，凡骨一顎前，顎前

ー上顎の各縫合部を含む矩形の骨片を切除する手術

を行い，顔面骨発育に及ぼす影響について観察した。

術後，蛍光色素による硬組織ラベリングを行い，手

術侵製後の骨内部改造の経過を経日的に観察した。

短期の観察では顔面骨の形態的変化は著明でない
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が，骨内部構造の変化は活発であることが観察され

た。長期的観察では骨破壊による侵戦の変化が骨破

壊部周辺に限局し，顔面骨発育に及ぼす影響が少な

いことが観察された。蝶形骨は頭蓋底の発育の中心

的役割を演じている。蝶形骨を中心とした頭蓋底の

正常発育の骨動態についても矢状断による観察を

行った。短期では，蝶形骨・後頭骨を中心に背側へ

の骨発育が活発であり，長期では，蝶後頭軟骨結合

部を中心に骨発育が活発であることが観察された。

人工骨 (Hydroxyapatiteceramix)の移植について

も，その骨動態を観察している。

2. 3次元 CTの臨床応用

頭蓋底に変化を来す各種の先天性疾患，良性，悪

性腫瘍外傷などの疾患に対し 3次元 CTを応用し

た。 Craniosynostosisでは前頭蓋裔を中心とした変

化を，また hemifacialmicrosomiaでは中頭蓋窟に

変化がみられた。

III. 胎仔手術：子宮切開法によるマウス胎仔手術

使用動物は退伝性合屈指症マウス (B6-Hmx

ICR, ハイブリッド・ホモ型）であり， このマウスは

III/IV, IV /V指間の皮府性合指及び III・IV・V指の

屈指が認められる。これまでに子宮切開法を用いて

妊娠 13日から 17日の胎仔の指間に切離術を行い，

13日・14日では屈曲に対して軽度の改善がみられた

が指間の形式は見られず， 15日以降では指間形式に

は効果があったが屈曲は改善されないという結果を

得ている。 13日・14日にこれまでと同様に胎仔の指

間を切離し，その間に塩化ビニール製シートを挿入

し，胎生満期の 18日に観察した。指間はビニール

シートにより隠離され，両側に上皮化が見られ，屈

曲も改善している胎仔を得ることができた。さらに

これらの胎仔を里親哺育で飼育し，生後の観察を

行ったところ，無処置のものとは指間の形成と屈曲

の程度に明らかな差をみた。

IV. 神経に関する研究

1. Entrapment neuropathyに関する研究

肘部管症候群のなかで肘関節痛を初期症状とする

症例に注目した。 tendinousarchの部で，尺骨神経

の肘関節枝が剌激され発症するのではないかと考

え，第 1解剖学教室保存屍体 11体20肘を用い，尺

骨神経肘関節枝の解剖学的検索を行った。関節枝は

80%がtendinousarchで分枝していた。また，手術

の際，術野を横走する内側前腕皮神経の損傷を避け

るために，本神経についても検索した。

2. 手関節の神経支配に関する解剖学的研究

慢性の手関節痛はしばしば治療上の困難な問題と

なる。本年度は解剖の対象を手関節に分布すると考

えられる神経すべてに拡げるとともに，渡銀染色を

中心とする組織学的検索を加えた。

テキサス大学サンアソトニオ校の保存屍体 20手

を実体顕微鏡下に解剖を行い，手関節， TFCCに分

布する神経を観察した。新鮮屍体 5手について H-

E染色，渡銀染色 (Bodian,Gallyas法）による組織

学的検索を行った。 WilhelmのDenervation手術を

解剖学的見地から検討し，また， TFCCの神経支配

を解剖学的，組織学的に明らかにした。

3. 知覚皮弁のための解剖学的検索ー指神経背側

枝と背側指神経

指尖部，特に指腹部欠損に対して，われわれは，指

腹部の知覚再建を目的に innervated cross finger 

flap, sensate reverse digital artery island flap, 

dorsal middle phalangeal finger flapなどの知覚皮

弁を応用している。これらの方法は指背部の知覚神

経を用いるもので， この神経を検索する目的で示指

から小指(20手 80指）の指神経背側枝と背側指神経

の分岐形態，数，走行についての解剖学的検索を行っ

た。指神経背側枝ぱ示指撓側から環指尺側まで全例

に認め，いずれも神経縫合は可能である。また．知

覚皮弁の選択のため，指神経背側枝と背側指神経の

相互関係を 4つの Typeに分類した。

V. 爪変形に関する臨床的研究：陥入爪，巻き爪の

臨床的研究

過去 5年間の陥入爪手術症例を検討し，統計的観

察を行った。他施設で不適切な治療を受け，苦しん

でいる多くの症例がみられた。また，巻き爪に関し

ては，従来の手術法では爪変形や陥入爪の発症がみ

られたため手術法に改良を加えた。

VI. 超冷凍保存法(cryopreservation)による同種

組織移植に関する実験的研究

受精卵の凍結保存法を参考にして，われわれが独

自に開発した超冷凍保存法により軟部組織の恒久的

保存が可能となった。これは凍結保護処理後，組織

を段階的に凍結してー196℃で保存するもので．凍

結によって組織の抗原性を低下させるだけでなく，

その viabilityも失わずに保存できる。そこで，この

方法で長期に保存された皮噌，皮弁，血管，神経の

同種移植を行い，拒絶反応の遅延と抗原性の低下を

確認した。さらに，最も抗原性の強い皮府を含む組

織の同種移植では免疫抑制剤 (FK-506)の投与に
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よって約 8週間の生着が可能となった。

VII. マイクロサージャリー：血管吻合器に関す

る実験的研究

最近，米国 3M社が開発した血管吻合器は小型で

扱いやすく信頼性に富んでおり，本邦での限定され

た 2施設での使用を当科が許可され，本邦での臨床

応用のための基礎データを検索している。

VIII. Tissue expanderに関する研究

1. DMSOによる皮膚伸展効果： Tissue expan-

derは再建外科領域に確固たる地位を築いたが

DMSO (Dimethyl sulfoxide)はその伸展効果をさ

らに増大させるものとして注目されている。 DMSO

の塗布期間と時期およびその伸展度との相関につい

て検索を行った。

2. Tissue expanderによる arterialelongation : 

吻合すべき血管に欠損があって一期的吻合が困難な

場合， tissueexpanderによって血管を伸展・延長さ

せて，静脈移植を行わずに吻合できないであろうか

という観点からこの実験が始められた。ラット大腿

動静脈下に 2X3 cm (20 cc容量）の tissueexpan-

derを留置して伸展させ，伸展度と吻合開存率との

相関を調べた。
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心臓外科学

教授：新井達太

教授：松井道彦

助教授：堀越茂樹

講師：杉田洋一

講師：中野雅道

講師：宮沢総介

講師：橋本和弘

講師：江本秀斗

研究概要

心臓外科学

先天性心疾患，弁膜症の外

科

虚血性心疾患大動脈の外

科

補助循環，人工心臓

虚血性心疾患，弁膜症，先

天性心疾患の外科

心臓カテーテル法， PTCA,

超音波診断学

先天性心疾患の外科，体外

循環

補助循環，弁膜症

I. 超音波心筋刺激法の研究

超音波照射の心機能増強効果に関するこれまでの

研究は虚血後の再灌流時における検討であった。本

年（ま，臨床応用を前提とした研究と作用機序に関す

る研究を行った。

l) 臨床応用を考慮した形態の振動子を用いた実

験

3枚の超音波振動子をビニールシートで覆い，心

臓に密着するよう工夫した。実験動物はより大きな

心臓を対象とすることを考慮して， これまでのラッ

トに代わって雑種成犬を用いた。その結果，超音波

照射により有意に良好な心機能回復率，拡張末期お

よび収縮末期局所心筋長の変化率，％ shorteningの

変化率を示すことがわかった。また， CPK遊出量は

超音波照射によつて減少することが判明し，心筋障

害を防ぐ作用もあると考えられた。

2) 心筋保護に関する超音波照射と外因性 ATP

の相互作用に関する研究

心停止液に ATPを加え，超音波照射と ATPの

相互作用について心筋内高エネルキーリン酸化合物

動態の面から検討した。外因性 ATPの存在下でぱ，

心筋の超音波照射が心停止中の心筋内 ATP減少を

抑制することがわかった。

II. 心筋保護に関する研究

l) 氷温 (0℃以下，凍結直前の温度）による心機

能に及ぼす効果に関する研究

ラット摘出瀧流心を用いて氷温心保存の心機能に

対する影響を検討した。 4時間の保存中の心筋湿を
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4℃群と氷温群に分けて比較すると，氷温保存群は tacyclin (PGF 1)の変動， Endothelinを体外循環

有意に良好な心機能の阿復率を示した。心臓保存に 中とその後に追跡測定した結果， TxB2/PGF 1比，

おいて，保存時間の延長，保存後の良好な心機能の Endothelin値上昇による局所血管収縮が腎をはじ

維持にとって氷温保存ぱ行用であると考えられた。 めとする虚血性細胞障害を引き起こし， さらに活性

2) 2, 3-butanedione mononime CBDM)を使用 化された顆粒球より放出されるエラスターゼが全身

した心筋保設の研究 臓器，特に肺の障害を助長すると考えられた。

ラット摘出灌流心を用いて，従来のカリウムを含

むcrystaloidecardioplegia液と BDMを含む心停 IV. 自己広背筋による循環補助の可能性に関する

止液の効果を比較した。再灌流後の心機能回復率は 研究

両者同等であったが， BDM液を用いた群では心停 電気的トレーニングにより耐疲労性を獲得した自

止中にも心電図が観察された。したがって， WPW 己骨格筋を用いた心機能補助に関する実験的検討を

症候群など刺激伝導系に虹接アプローチする手術 行っている。これらは将来，心筋症，心筋梗塞後の

や， VSD閉鎖術など刺激伝導系を損傷する危険性の 心不全などに対して，自己の骨格筋を心臓の補助ま

ある手術では心停止液中に BDMを加えることに たぱその一部として用いるための実験である。まず，

よって手術を短時間に，あるいは合併症なく施行す 電気的トレーニングの疲労軽減効果と骨格筋疲労に

ることが可能であると期待される。今後，さらに，低 およぼす虚血の重要性について実験的にあきらかに

温における効果と，より大きな心臓における効果に し，その後，遊離広背筋移植による左室部分補助に

ついて検討する予定である。 関する検討を行った。その結果，遊離広背筋グラフ

3) 心筋保護への新しい観点としての冠血管腔測 卜の左室壁運動低下部分の移植により局所左室壁運

定に関する研究 動の改善が認められることがわかり，臨床応用への

Fluoresceine isothiocyanate-albumin (FITC)を 期待がもたれる。

用いた新しい冠血管腔の定量的測定法を開発した。

ラットの心臓を FITCを含む心停止液で灌流した V. 人工弁，弁膜症に関する研究

後， 5部分に分けた。 homogenizerにてすりつぶし l) 超音波石灰除去の弁膜症外科への応用

た後遠沈した。沈澱物を NaOHで溶解した後，こ 超音波メスを用いて硬化，石灰化した弁の形成術

の抽出液が発する蛍光を蛍光光度計にて測定した。 を行い臨床的効果をあげている。従来，弁膜症に対

この方法により，心停止中の冠血管腔を測定でき，心 してぱ人工弁置換または切聞，弁輪縫縮術といった

筋保設の研究に役立つものと考えられた。また，同 古くからの方法のみが成されてきたが，超音波メス

方法を用い， ISDN添加心停止液群における冠血管 を使用して，石灰化した弁そのものを薄く，可動性

腔を測定すると心停l卜液の冠血管への分布が均ーと 豊かなものとする方法を試みている。とくに大動脈

なっていることがわかり，さらに，エンドセリンに 弁輪部の形成，僧帽弁そのものに対するこの方法は

よって，冠血管は収縮して，不均一分布が生じるこ 成果をあげている。さらに臨床例を増やして検討し

とが判明した。 ていく予定である。

4) 再灌流時の心筋障害誘発のメカニズムに関す 2) 直視下交連切開術 (OMC)後の再手術例の検

る研究 詞

心筋虚1/11, 再灌流ぱ冠動脈内皮細胞の障害を引き OMC後 10年前後経過し，再狭窄を生じるか／曽朝

起こし，その結果 Prostacyclin, Endo-therium— 弁閉鎮不全を生じた症例に対して再手術を行い，良

dependent relaxing factorの産生が障害されるこ 好な成績であることを示した。

とによって冠動脈の収縮を引き起こすことを Lan- 3) 生体弁機能不全により緊急手術を行った症例

gendorff装置を用いて実験的に証明した。これが冠 に対する検討。

血流減少の重要なメカニズムであり，さら 1こ，心筋 心不全，俗血，腎不全に対する迅速な処置が重要

障害を助長する原因と考えられた。 で，そのためには早期再手術が必要であることを示

した。

III. 体外循環の研究 4) Duromedics 2葉弁の弁葉早期閉鎖運動の分

1) 体外循環による臓器障害の機序に関する研究 析

臓器障害の主たる原因と予想される，補体一白血 断層エコー法， M モート法により，弁の固定方向

球の活性化の変動， Thoromboxane(TxB 2), Prosー と弁葉の早期閉鎮運動が深い関わりを持っているこ
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とを示した。

5) 超音波ト，•プラー法による大動脈弁位 Bjork

Shiley弁の流速計測と弁機能不全の診断

大動脈弁位に装着された Bjork-Shiley弁の流速

を連続波トプラー法にて計測し，弁サイズが小さい

ほど流速は速く，血栓弁ではさらに流速は増大する

ことがわかった。
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I. 生殖生理学 (Reproduction)に関する研究

1. 生殖と免疫に関する研究

1) ヒト妊娠初期絨毛間質のマクロファージの

phenotypeについて

妊学現象に於ける生理的免疫寛容機構の一端を明

らかにすべく、ヒト妊娠初期絨毛 10例の凍結切片を

作製し，免疫組織化学的に、その間質に存在するマ

クロファージ (m</J)の phenotypeを検討した。

その結果， これらの細胞に IgG1, 2, 3, 4の全ての

IgG subtypeが陽性であった。このこと 1ま未知の

Fey Receptorの存在を示唆し輿味深い。

2) ヒト妊娠初期脱落膜のマクロファーシと NK

細胞の組織内分布について

免疫学的に非自己である妊卵及び絨毛が子宮内膜

に生着する機序は今もって充分には解明されていな

い。脱落膜組織には macrophage (m</J)並びに T

cellを中心とした免疫担当細胞が多数存在し，妊娠

成立の過程で重要な役割を果たしているものと推察

されている。本研究ではこれらの細胞の phenotype

とその分布を検討し，あわせて自然流産の脱落膜と

比較検討した。その結果脱落膜組織内において， NK

細胞が絨毛に対し強く反応し，また m</Jなどの抗原

提示細胞も多数存在し，子宮局所で強い免疫反応が

おきていることが示唆された。

2. Himizonaassayによる精子受精能の検討

!VF-ETにて受精しなかった卵を Yanagimachi 

らの方法で saltstoreしこの卵透明帯と精子の接着

能検査 (hemizonaassay)が精子受精能の評価に有

用か否か検討した。

その結果より !VF-ETに先立ち Himizonaassay

による精子受精能の検討は有用である事を明らかに

した。

II. 産 科 学

1. WBN /Kob ratを用いた妊娠糖尿病実験モデ

ル作製の試み

自然発症糖尿病モデルである WBN/Kobratは

雄性のみに糖尿病を発症し，雌性には発症しないこ

とが知られている。そこで雌性 ratに妊娠負荷をか

け，妊娠糖尿病モデルとしての可能性につき検討を

行った。その結果， 25%に耐糖能異常を示す個体が

出現し，今後妊娠尿病モデルとしての可能性が示さ

れた。

2. 母体の産科学的背景と出生児のアレルギー発

症に関する研究

小児アレルギー発症の予防を産科臨床の立場より

解析する目的をもって，本年度は(1)母体血中， さ

らには分娩時朦帯血中特異 IgG抗体， IgG抗体の測

定値，及び（2)妊娠中の摂取栄養状況と，対象妊婦

のアレルギー発症状況との関連を中心に検索し，ア

レルギ一発症予防因子解明の一端に資することにし

た。これらはいずれ実施する出生児のアレルギー発

症調査分析時の骨子を成すものである。

III. 子宮平滑筋に関する研究

Relaxinの子宮頚管熟化作用について

特に， DHA-Sとの比較を中心に

Relaxinが妊娠分娩に密接に関与していること

は，妊娠黄体に高濃度に存在することや，妊娠直前

の血中に著増することからも容易に想像される。以

前より我々は，ブタ黄体より抽出した Relaxinを用

いて，子宮筋収縮性に及ぽす影響について検討し，報

告してきた。本年は， Relaxinの子宮頸部への作用，

特に子宮頚管の熟化作用に及ぼす影響について，

DHA-Sと比較し，臨床応用の可能性について検討

した。

IV. 女性とスポーツに関する研究
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運動の Gonadtropinpulsatile patternに及ぽす

影響について

女子競技者の増加，低年齢化に伴って， さまざま



な性機能障害の発生が報告されている。本年，我々

は，運動の性機能に及ぽす影響を見る目的て，正常

性周期を有する婦人を対象に急性運動負荷を行い，

Gonadtropinの pulse状分泌の変化について検討し

た。その結果ハードな運動の恒常化が LHpulsatile 

patternの失調を惹起し，性機能を失調させること

が示唆された。

V. 婦人科腫瘍学

1. 上皮性卵巣癌各組織型由来株の樹立

各組織型の性格を検討するために組織型の明らか

な cellline樹立を試みている。

2. 腫瘍マーカー多変量解析、ンステム (CAMP-

AS)の開発

先に開発した CAMPASOV-1には，他のマー

カーに比し低値とはいえ，疑陽性，疑陰性が存在し，

また経済的問題もあるため，新たに CAMPASOV-

2を開発中である。 CAMPASOV-2は，早期癌にお

ける陽性率の向上，測定項目数の減少等により経済

面での問題の改善をはかり，卵巣癌検診，卵巣癌 fol.

low up症例への応用等も検討中である。

3. 卵巣良性腫蕩における薬剤の耐性克服に関す

る proteinkinase Cの基礎的検討

Tetradecanoyl-acetate (TP A) がヽ ンスプラチ` ノ

の感受性を向上させることが知られている卵巣悪性

腫瘍株 2008及びその 10倍の耐性能を獲得した C13

→5細胞，また，多系列の細胞として Hela細胞を用

い，生体内注入可能な ProteinKinase C (PKC)，活

性化物質によるシスプラチン感受性増強能を検討中

である。

4. 発癌と癌遺伝子

卵巣癌を中心とした婦人科腫瘍で最も問題となっ

ている抗癌剤耐性を分子生物学的に解析し，現在耐

性遺伝子のクローニングをほぼ完了した。今後は，

この遺伝子の機能を分析するとともに，婦人科腫瘍

における臨床的耐性との関わりを明らかにする。ま

た， この発見は耐性の克服に大きく貢献するものと

思われる。同時に種々の抗癌剤に対する耐性株も樹

立した。最近開発された PCR法や SSCP法を用い

て，卵巣癌や子宮癌の発癌機構に P-53遺伝子など

の癌抑制遺伝子が関与していることを明らかにし

た。

5. 抗腫瘍性フ゜ロスタグランディンの薬剤耐性細

胞に対する効果

抗腫瘍性プロスタグランディンの代表的な△12-

Prostaglandin J2（△i2-PGJ2)，△7 -Prostaglandin 

A!（△1-PGA1)はヒト由来卵巣癌細胞にたいして in

vivo, in vitroとも， CisplatinCCDDP)の約 60%の

抗腫瘍活性を認めている。現在卵巣がん治療上，

CDDP, Adriamycin (ADR), Cyclophosphamide 

(CPM)に対しての薬剤耐性により治療率があがら

ないことが， ・つの重要な問題点となってし、る。そ

こで前臨床的研究として， CDDP耐性細胞(2008C/ 

13*）及び ADR耐性細胞 (A2780"0)を用いて，△12_

PG-J,,△'-PGA1の抗腫瘍効果を検討した。

2008 C/13 •細胞は親株の 2008 細胞に比し

CDDPに対し 16.0倍の抗腫瘍効果を認めた。一方，

A2780AD細胞ぱ親株の A2780細胞に比し ADRに

対して 62.5倍の耐性を認めた。△'-PGA1Iま2008

C/13*細胞の耐制度ぱ 2.3倍， A27SOA04細胞で1ま1.

5倍の耐性比を認めるのみであった。また△1'-PGJ,

も2008C/13*細胞は 3.2倍， A2780"[）細胞打破 1.8

倍の耐性比を示すのみであった。

その結果，抗腫瘍性フ゜ロスタグランディンぱ

CDDP耐性や ADR耐性とは交叉耐性が少ないもの

と示唆された。

研究業績

I. 原著論文

l) 許山浩司，小田原靖．後藤 戚．］1|勝雅秀．松本和

紀，安江育代，楠原浩二，寺島芳輝： Hemizonaassay 

による精＋受精能の検討．「l受着会誌． 8:205-207 

(1991) 

2) 安江育代，秋山芳晃，後藤 誠，許山浩司，川勝雅

秀清水良明，松本和紀，楠原浩ご，寺島芳輝： 80%

Percoll preparation法を用いた AIHにより得られた

児の性比に関する検討．日受着会誌． 8:264-2660991 l 

3) 楠原浩二，許山浩司，小田原靖，松本和紀，川勝雅

秀，寺島芳輝： Hemizonaassay法による粘f受精能

の判定．産と婦． 58: 185-189 l 1991) 

4) 楠原浩二：匁粒胞性卵東． lPCO)に対する新たな排

卵誘発剤 (Gn-RHanalog/hMG/hCG)の打用性．産

婦の実際． 40:407-412 (1991) 

5) 左合冶彦飯沼和三：先天異常と ONCOLOGY.

Oncology & Chemotherapy. 7: 16-20 (1991) 

6) 小室順義，北川道弘，恩III威ー，寺島万輝：母体の

産科学的背景と出生児のアレルキー発症との関係につ

いて．第 1報．小児気管ぜん息の発症背景因fに関する

研究報告書．国立小児病院医療研究センター免疫アレ

ルギー研究部編． 21-28(1990) 

7) 北川道弘：妊娠後期に発見される先天異常のカウ

ンセリング．産と婦． 57:1685-1694 (1990) 

8) 落合和彦田崎朝子，中野真，北川道弘，寺島芳

輝：婦人科手術後痒患のスボーツ．産婦の実際． 39:

1059-1062 ¥l99fl' 

-148-



9) Tabei, T., Ochiai, K., Terashima. Y. and Ta・

kanashi, N.: Serum levels of inhibin in maternal 

and umbilical blood during pregnancy. Amer. J. of 

Obst. and GynecoL 164 : 896-900 0991) 

10) 横山志郎：癌遺伝子の発現からみた正常絨tの増

殖：分化能と絨毛性疾患の発生機序の検討． Oncology

& Chemotherapy. 6: 31-37 (1990) 

11) Niimi, S.: Resistance to anticancer drugs in 

NIH3T3 cells transfected with c-myc and/ or c-H-

ras genes. Br. J. Cancer. 63: 415-419 (1991) 

12) 新美茂樹，横山志郎，寺島芳輝： CDDPとGlutath-

ione-S-transferase. Oncology & Chemotherapy. 

6: 331-336 (1990) 

13) 新美茂樹．横山志郎，寺島芳輝．他： c-myc癌遺伝

子移入細胞における抗癌剤耐性獲得および機構に関す

る検討． HUMANCELL 4: 1-6 0991) 

14) Mori, N., Yokota, J.. Akiyama, Y., Sameshima. 

Y., Okamoto, A., Mizoguchi, H., Toyoshima, K. 

Sugimura, T. and Terada, M.: Variable mutations 

of the RB gene in small-cell lung carcinoma. 

Oncogene. 5: 1713-1717 (1990) 

15) 寺田雅昭．岡本愛光：ヒトがん多段階発がんにおけ

る遺伝子変化．日本婦人科病理・コルボスコピー学会雑

言志． 8: 79-83 0991) 

16) 安江育代．佐々木寛．落合和徳，横山哲也．篠塚止

ー，大高東皓．有廣忠雅，寺島芳輝．和仁義皓，大田鈴

行：婦人科性疾患術後患者の日常生活に関する調杏．

産婦の実際． 39:1101-1108 (1990) 

17) 落合和徳．碩西成治．木村英三．横山志郎．佐々木

寛有廣忠雅．寺島芳輝：悪性卵巣腫瘍に対する短期人

院高単位シスプチン周期投与の方法の検討ー総投与鼈

の増加と Qualityof lifeの向上をめざして一． 日産婦

会誌． 43:19-25 (1991) 

18) 佐藤和雄叫藤本征一郎礼田中俊誠2) （2)北大）．矢

嶋穂3)． 星 合 晏3)（”東北大）．廣井正彦4)．川越慎之

助4)び山形大）．五十嵐正雄5)，山田清彦5)び群大）．木

下勝之（埼玉医大）．児島俊之（埼玉大）．水野正彦凡武

谷雄二6)⑲東大）．高見澤裕吉叫稲葉憲之”び千葉大）．

水口弘司列植村次雄81(8)横浜市大）．飯塚理八飢牧野

恒久＂び慶大）．武田佳彦 10)．岩下光利10)(10)女子医大）．

矢内原巧11)．小松崎一則＂）い＂昭和大）．高木繁夫 1)．津

端捷夫＂び日大）．寺島芳輝．落合和徳，藤井明和叫井

上正人12)(12)東海大），友田 豊）3l, 後藤節子13)(13)名古

屋大）．森崇英＂し小笹宏＂）（い）京大），谷澤修 15).

三宅侃15)(15)阪大），望月員人16)．片山和明 16)(16)神戸

大），中野仁雄”），中村元ー171(17)九大）：磁気分離法を

用いる EIA法（セロザイムシステム）の甚礎的検討・産

と婦． 57:1633-1640 0990) 

19) 寺島芳輝．落合和徳．橋本正淑（札幌医大）．西谷 巌

（岩手医大），高見澤裕吉（千葉大），荷見勝彦（癌研病

院），高田道夫（順天大），秋谷 清＂，根岸能之＂び東

京医大），武田佳彦（女子医大），太田正博（愛知県がん

センター），）1|島吉良（浜松医大），友田 豊（名古屋大），

森栄従（京大），野田起 f 郎（近大），小澤満（国立

大阪病院），谷澤修（阪大），須川 倍＼大阪市大），館

野政也（富山県立中央病院），平林光司（国立福山病院），

半藤 保（香川医大），薬師寺道明（久留米大），西村治

夫（久留米大），波多江正紀（鹿児島市立中央病院），太

田和雄（愛知県がんセンター）：婦人科悪性腫瘍化学療

法時の好中球減少に対する recombinanthuman G-

CSF (rG•CSF 注）の臨床的有用性の検討． 日癌治誌

25: 1461-1471 (1990) 

20) Nakabayashi, Y., Yasuda, M. and Yamamoto, 

K.: Establishment of a syncytiotrophoblast-Iike 

cell line (JOHYC-2) derived from atypical dysger-

minoma of human ovary. Jikeikai Med. J., 37: 

375-390 (1990) 

21) Tabira, K., Murae, M. and Yasuda. M. : Estab-

lishment and characterization of human ovarian 

clear cell carcinoma cell line (JOHC-4). Jikeikai 

Med. J. 37: 565-578 0990) 

22) 大川 清，阿部俊夫，高田耕司，滝澤尚子，松田 誠，

村江正始，寺島芳輝：ヒト卵巣淡明細胞癌細胞の産生

するトランスフェリン糖鎖の変異性．医学のあゆみ．

154 : 659 (1990) 

23) Kanai, Y., Isonishi, S., Katagiri, T., Koizumi, T., 

Miura, K. and Kurosawa, Y.: Early induction of 

anti-double-stranded DNA antibodies in lupus-

prone MRL mice inoculated with L Y-24• cells 

cloned from lymph node cells of an MRL/Mp-lpr/ 

lpr mouse; possible effect of putative cytokines 

produced by cloned Ly-24 + cells. Immunol. Lett. 

24: 49-56 (1990) 

24) Isonishi, S., Andrews, P.A. and Howell, S.B.: 

Increased sensitivity to cis-diamminedichloro-

plantinum (II) in human ovarian carcinoma cells in 

response to treatment with 12-o-teradecanoyl-13-

acetate. J. Biol. Chem. 265: 3623-3627 (1990) 

25) Kanai, Y., Isonishi, S. and Terashima, Y.: Anti・

body to poly (ADP-ribose) is an indicator of obstet-

ric complications in pregnant patients with sys・

temic lupus erythematosus. Immunol. Lett. 21・

217-222 (1989) 

26) 横山志郎： DNA診断の現状． Oncology& Chemo-

therapy. 7: 5-8 0991) 

27) 佐々木寛：細胞検体における極性喪失の定置評価

法．極性角度 PolarityAngleの提言．産と婦． 57:271-

276 (1990) 

-149-



28) Sasaki. H.: Unequal segration of nuclear mate-

rials at the first division of X-ray irradiation cells. 

Jikeikai Med. J. 37: 171-178 0990) 

29) 佐々木寛：新病理組織分類から見た卵巣胚細胞II祖

瘍． 日本婦人科病理コルホスコピー学会誌 I:17-26 

(1990) 

30) 厚川裕志，佐々木寛，落合和徳： Magnetic Reso-

nance Imagingによる子宮体癌の筋附浸潤診断枯州に

ついて．産嫌の実際． 39:516-566 (1990 J 

II. 総説

l) 楠原浩→^  ：Assisted Fertilization.産婦の実際． 39:

753-757 (1990) 

2) 楠原浩＿こ：運動時のホルモ｀／動態ー女性ホルモン

ー，臨床スボーツ医学． 7:1397-1403 0990) 

3) 北川道弘：糖尿病と舟後の管理・指導．産と婦． 57:

1118-1128 0990) 

4) 飯沼和~:. j丘合治彦． I［l]野寿夫：先天異常児に対す

る倫理的対応．周産期『尺学． 21:381-384 (1991) 

5) 落合和彦、北川道弘，中野 真，楠原浩二，寺島芳

輝：性機能とスポーツ．痒婦の世界． 42:307-313 

0990) 

6) 落合和彦，田崎朝—f: 高齢婦人の体力的特件とス

ボーツ．産婿の実際． 39:891-895 0990) 

7) 寺島芳輝，落合和彦，横山志郎：予後改菩への対策

と展望：卵巣癌．癌の臨床． 36:1199-1205 (1990) 

8) 寺島芳輝落合和徳横山志郎：卵東癌の冶税．代

謝． 27:315-327 (1990) 

9) 落合和徳：手術のコッ一卵巣良性腫瘍ー． 1＿1産婦会

誌． 42:N3-N4 (1990) 

10) 佐々木寛，他：絨t性疾患の細胞診．産と婦， 57:

1101-1103 0990) 

III. 学会発表

l) 許山浩司，小田原靖，秋山芳見，後藤 誠，松本和

紀，安江育代，楠原浩ご，鈴木雅洲．寺島芳輝： Hem-

izona assayによる粕f受精能の検討．第 43回日本産

科婿人科学会総会． 3月．京都．

2) 松本和紀，後藤 誠，許山浩司，川勝雅秀，安江育

代，楠原浩ら寺島芳輝：初期脱落膜組織における免疫

担当細胞の免疫組織化学的解析．第 43回日本産科婦人

科学会総会． 3月．京都．

3) 許山浩司，楠原浩_-_，川勝雅秀，小田原靖，安江育

代，落合和彦，篠塚止ー．寺島芳輝：多援胞性卵果

(PCO)に対する新たな排卵誘発法 (Gn-RHanalog/ 

hMG/hCG)の有用性に関する研究．第 42回日本産科

婦人科学会総会． 4月．東京．

4) 田部井徹．落合和彦，寺島芳輝，高梨直樹：妊娠中

における母体血および胴帯血中 Inhibinの動態．第 42

I[91日本産科婦人科学会総会． 4月．東京．

5) 中野 真．崎平公子，清水良明．落合和彦，寺島芳

輝： Relaxinの f宮頚管熟化作用について一特に

DHASとの比較を中心に一．第 42回日本産姉人科学

会総会． 4月．東京．

6) 落合和彦，中野真左合治彦武田修，北川道

弘，楠原浩―:.寺島芳輝：運動の Gonadtropin pul-

satile patternに及ぽす影響について．第 42回日本産

科婦人科学会総会． 4月．東京．

7） 岡本愛光，鮫島勇一，横山志郎，寺島芳輝，寺田雅

昭横田 淳：卵巣癌および子宮体癌における P53追

伝＋の欠失及ひ変異に関する分子生物学的検討．第 43

回日本産科婦人科学会総会． 3月．京都．

8) 山内茂人．青木雅弘，長尾 充，村江正始，砥西成

冶．木村英三，安田 允，金井芳之（東大医科研） ：SLE 

合併妊娠におげるポリ (ADPーリボース）合成阻害剤

(Bendolrostin)の流産防止効果についてーモデルマウ

スによる検討．第 43回日本産科婦人科学会総会． 3月．

京都．

9) 山本研吾，村江正始，山田恭輔，窪谷 健，小林爪

光．木村英三．安田 允，寺島芳輝：合成ペプチド RGD

による卵巣癌腹腔内播腫性転移抑制効果の基礎的検

討．第 43回日本産科婦人科学会総会． 3月．京都．

10) Yamamoto, K., Murae, M., Yasuda. M.. Kobaya-

shi, S., Miyazaki, K., Ochiai, K., Yasuda, M. and 

Terashima, Y.: Fundamental studies on inhibitory 

effects of synthetic peptide RGD on intraperitoneal 

disseminated metastatic ovarian cancer. XIII 

AOFOG. Feb. Bangkok, Thailand. 

11) Terashima, Y., Kimura, E., Kobayashi, S., 

Murae, M., Miyazaki, K., Ochiai, K. and Yasuda, 

M. : (symposium) Eary detection of ovarian cancer 

and tumor markers development of computer aided 

multivaviate pattern analysis system (CAMPAS) 

and its clinical application. XIII AOFOG. Feb. 

Bangkok, Thailand 

12) Ochiai, K.. Isonishi, S., Miyazaki, K., Niimi. S.. 

Arihiro, T. and Terashima, Y.: Significance of 

retroperitoneal lymphnode metastasis in advanced 

ovarian cancer patients. XIII AOFOG. Feb. Bang・

kok, Thailand. 

13) Yasuda, M., Kobayashi, S., Takayama, K.. 

Murae, M., Kimura, E., Kamiya, N. and Terashima, 

Y.: Intraperitoneal CDDP treatment for 

gynecological malignant tumors. XIII AOFOG. 

Feb. Bangkok. Thailand. 

14) 落合和徳：（ワークショップ）婦人科悪性腫瘍におけ

る姑息手術，第 28回日本癌治療学会総会， 10月，東京．

15） 陥合和徳．佐々木寛．村江正始，丹 英人，北原座

--15()— 



幸，木村英三，横山志郎，有廣忠雅，寺島芳輝：卵巣癌 谷澤修15)，三宅侃15) (I”阪大），望月慎人16)，片山

の予後改善に対する卵巣癌広汎性根治手術と高箪位 和1サjl6)(16)神戸大）會中野仁雄＂し中村元一 17)(17)九大） ： 

CPA療法の意義第 42回Fl本産科婦人科学会総会． 4 ELISA法（磁気分離法）による血中ェストラシオール

月．東京． 測定キ、ノトの基礎的および臨床的検討．産と婦． 58:

16) 厚川裕志，渡辺明彦，橋爪毅昭，、｛青／1| 貴—f，佐々木 533← 539 0990) 

寛落合和徳寺島芳輝：病理組織学診断から見た『宮 3) 落合和徳寺島芳輝桑原慶紀＊，武谷雄二＊，水野

体癌筋層浸潤の MRI診断甚準について．第 43161 Fl本 l]彦＊ （＊東大），博松和夫（成増産院） ：LOC-31の第

産科婦人科学会総会． 3月．京都． •相臨床試験ー単回経 l_1 投与試験ー．臨床医薬． 6:

17) Terashima, Y., Ochiai, K., Negishi, H., Hatae, 2553-2572 (1990) 

M. and Ota, K. : A clinical study of recombinant 4) 寺島芳輝，木村英三，村江止始：再発卵巣癌の管理

human G-CSF in gynecological tumor patients with 産姉の実際． 39:539-544 (1990) 

neutropenia due to chemotherapy. 15th Interna- 5) 寺島芳輝，落合和徳，佐々木寛木村英三，横山志

tional Cancer Congress. Aug. Hamburg. 郎： （ヒデオ）卵巣腫瘍の分類一手術時の取り扱いを含

18) Ochiai, K., Isonishi, S., Miyazaki, K., Niimi, S., めて一．第 42回日本産姉人科学会生活教育研修プログ

Yokoyama, S., Kimura, E., Sasaki, H.. Murae. M., ラムフィルムセノ／ヨソ．東東． (1991)

Arihiro, T. and Terashima, Y.: Significance of 

retropertoneal lymphnode metastasis in advaced 

ovarian cancer patients. X III AOFOG. Feb. Bang-

kok, Thailand. 

19) 楠原浩二：（ワークショソプ）子宮内膜症の治療．開

腹手術：その 2.第 12回ェンドメトリオーシス研究

会． 1月．京都．

20) 関根達征： Cellkineticsからみた加齢による卵巣

組織の変化について．第 6回産婦人科機能形態研究会．

1月．東京．

IV. 著書

1) 寺島芳輝，北川道弘：更年期障害とスポーツの項分

担執筆黒田善雄，井川幸雄，高澤晴夫，中嶋寛之，村

山正博絹：最新スポーッ医学．文光堂． 532-5360990)

2) 寺島芳輝，野田起一郎，落合和徳，佐々木寛：卵巣

腫瘍取扱い規約．第一部．組織分類およびカラーアトラ

ス． 日本産科婦人科学会， 日本病輝学会糾．金原出版

0990) 

V. その他

1) 横山志郎，他：婦人科内視鏡 Newwave，腹腔鏡手

技「良性卵巣腫癌」．産婦の世界． 43:177-180 (1991) 

2) 佐藤和雄（日大），藤本征一郎見田中俊誠1)い北大），

矢嶋穂叫星合臭叫2)東北大），廣井正彦丸川越慎

之助3) び山形大），五十嵐正雄4)，山田清彦41 (4)群大），

木下勝之（埼玉医大），児島俊之（埼玉大），水野正彦見

武谷雄二5) び東大），高見澤裕吉列稲葉憲之61 (61千葉

大），水口弘司叫植村次雄”び横浜市大），飯塚理八叫

牧野恒久8) び慶大），武田佳彦判岩下光利9) 内女子医

大），矢内原巧101, 小松崎一則 10) ()0)昭和大），高木繁

夫！）），津端捷夫I)) (I))日大），寺島芳輝，落合和徳，藤
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泌 尿 器科 学

教授：町田豊平 尿路腫瘍，泌尿器核医学

教授：増田富士男 腎腫瘍，腎保存

助教授：大石幸彦 泌尿器核医学，尿路腫瘍

講師：小野寺昭一 尿路感染症

講師 ： 小 寺 重 行 男子不妊

講師：赤阪雄一郎 精巣腫瘍

講師：大西哲郎 腎腫瘍

講師：仲田浄治郎 腎障害，腎保存

講師：池本 庸 実験的精巣障害

講師：山崎春城 尿路腫瘍の生化学

講師：近藤直弥 精巣腫瘍

講師： 鈴木 博雄 尿路感染症

研究概要

I. 尿路男性性器腫瘍に関する研究

1. 腎腫瘍：小さな腎腫瘍が偶然発見例として多

数見られるようになったが，そのような小さな腎細

胞癌の画像的特長，臨床的特性および病理学的性質

を検討し，治療指針の基準を明らかにした。また腎

癌の腫瘍マーカーとして血清膵分泌性トリプシン・

インヒビター (PSTI)に注目し，その有用性を腫瘍

進展との関係から示した。腎癌治療の臨床的検討と

して， インターフェロン CIFN)と放射線治療の併用

効果の検討や，温熱療法との検討， IFN-aとIFN-

yとの併用法の検討を行いその効果を報告した。

基礎的研究として， ヌードマウス移植可移植性腎

癌株を用いて宿主介在性免疫応答とそれに及ぼす

IFNの効果に関しての検討や，インターフェロンや

TNFとの杭癌剤の併用について検討し，その有用

性と問題点を示した。また，腎癌組織の器官培養法

を用いた各種抗癌剤の感受性試験から Vinblastin,

5-FU, adriamycinなどの薬剤が 30%の感受性があ

ることを示した。

2. 尿路上皮腫瘍：腎孟尿管腫瘍の臨床的病態度

と予後に関する検討がひきつづき行われ，細胞異型

診断が行なわれ，確定診断の高率化について検討さ

れた。一方教室における前立腺癌内分泌治療の集計

を行い， とくに高齢者の前立腺癌患者の治療におけ

る内分泌療法や化学療法の適応や限界についてあき

らかにした。前立腺癌の病理組織学的研究は病理学

教室と共同でひきつづき研究され，高分化型腺癌組

織のなかにみられるクリスタロイドの意味づけを検

索し，予後や再燃との関連をしめした。また前立腺

ラテント癌の組織学的特長や，前立腺硬化性腺増殖

症についての免疫組織学的検討も病理学的教室と共

同でおこなっている。

4. 精巣腫瘍：精巣腫瘍の治療における特異的な

抗癌剤である CDDPの腎毒性とその軽減を研究中

で，チオ硫酸ナトリウムとの併用で実験的には 3倍

量の CDDPの投与が可能で，かつ抗腫瘍効果が低下

しないことが証明された。また腫瘍マーカーである

AFPの初期変動と治療効果の関係について検討し

た。

II. 画像診断，核医学に関する研究

1. 腎 RIイメージング：東京都老人医療セン

ター核医学放射線部，虎の門病院核医学部との共同

で， singlephoton emission computed tomoglaphy 

(SPECT)による 99mTC-DMSA3次元イメージよ

り腎容積腎摂取率を求める分腎機能検査法， レノグ

ラムの Deconvolutionanalysisにより平均腎通過

時間を算出する分腎機能検査法について，その基礎

的，臨床的研究を行なった。

2. MRIをはじめとした各種画像解析，コン

ピュータ画像処理を中心に甚礎的，臨床的研究を続

行している。本年度は，体外衝撃波結石破砕術に伴

う腎組織障害の画像診断による検討から，体外衝撃

波治療の合併症の問題を提示した。膀眺腫瘍の膀脱

鏡写真のコンピューク画像解析による検討から，強

調画像処理による表在性膀脱腫瘍の診断の有用性を

示した。また尿路結石に対するデジタル化尿路 X線

像を求め，結石の自然排石の可能性の検討を行った。

など予後を規定する因子を分析し，膀脱に再発する III. 精巣障害に関する研究

尿管腫瘍は他の臓器転移にくらべて予後良好なこと 特発性男子不妊症の薬物療法の検討より，クエン

を認めた。膀脱腫瘍の臨床研究においては術前化学 酸クロミフェンの少量長期投与の有用性を示した。

療法を施行した後の病理組織学的検討から，手術前 性索捻転術後の性腺機能の追跡調査を行った。睾丸

の化学療法の有効性が確認された。膀脱癌に対する の障害時に，血清中にみられる精巣内諸酵素の一つ

尿路変更の手術手技である回腸膀脱の作成を試み， の LDH-Xの変動が重要な組織学的形態変化の指

その良好な成績を発表した。 標となることを実験的検討から確認した。

3. 前立腺腫瘍：前立腺腫瘍マーカーである

PAP, PA, y-Smの 3者同時測定による前立腺腫瘍
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IV. 尿路感染症に関する研究

1. 尿路感染症の治療学的研究：尿路感染症に対

する第 3世代セフェム剤やニューキノロン剤の再検

討や尿中に発見されるメチ・ンリン耐性ブドウ球菌

(MRSA)の検討を行い． MRSAぱ症候性尿路感染

症の起炎菌とはなりにくいことを示し．尿路黙染症

に対する抗茜化学療法を再検討を行なった。基礎的

検討としてはニューキノロン剤の大腸菌に対する試

験管内抗菌力を，尿を培地として測定したとき．従

来培地として用いられてきた Mueller-Hinton陪地

での試験管内抗菌力と異なることを見いだした。ま

た尿中でのニューキノロン剤の抗菌力は，マグネシ

ウムや pHに影響されることが示唆され，尿路感染

症の治療学上重要であることが明らかになった。

2. 尿路感染症の起炎菌の耐性機構：カテーテル

留置患者で Norfloxacin (NFLX)を長期服用中の

患者を対象として．投与後の尿中分離菌の性状を解

析し，ニューキノロン剤の長期投与における耐性発

現の状況を臨床的に明らかにした。

3. 尿路の感染防御機構と抗菌剤の生体内効果：

尿中多核白血球 (PMN)が尿中でも殺菌能を有する

ことをスーパーオキサイド産性能を指標として明ら

かにし，各種抗菌剤濃度によって PMNの殺菌能が

増強されることを明らかにした。また抗菌剤は生体

内の感染防御機能に様々な影響を与えることを観察

した。

V. 腎生理，尿路結石に関する研究

1. 解毒機能に関係する酵素 glutathion redu-

ctaseの研究から，腎皮質糖新生に及ぽす Bラクタ

ム系抗体剤の影閻，腎毒性と加齢による変化の研究

が行われた。

2. 尿路結石の成因として重要な，尿細管のカル

シウム代謝に関し基礎的，臨床的に検討を行ってい

る。また，結石の治療に関しては，体外衝撃波結石

破砕装置に関する比較検討が行われ，機種問の特性

の比較から現時点では改良すべき点があることを報

告した。またサンゴ状結石に対する適応と限界や，衝

撃波の至適投与数の判定，治療後の結石排石過程の

解析，体外衝'1臀波破砕療法の副作）l]とその対策につ

いて検討した。

VI. ウロダイナミックスに関する研究

1. 神経疾患における尿路管理：神経変性疾患を

対象として，排尿障害，尿路管耶について多角的に

検討し，尿排出障害に対しては自己導尿がよく，蓄

尿障害に対してぱ，抗コリン剤の投与が最も良いこ
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とが判明した。老人性痴呆の排尿問題として， 日常

生活動作能力の良好な例を選び，尿路管理を施行す

れば良い結果がでることが判明した。

2. 尿失禁の治療法の検討：各種薬剤による尿失

禁の治療とともに尿道周囲コラーゲン注入療法につ

いて動物実験で検討し，生体内でほとんど炎症反応

を起こさず高い安全性が実証された。手術療法とし

ては， Stamey法， Gittes法を施行し，その効果と有

用性，長期効果につき検討した。その結果，いずれ

の方法でも効果に差はなく Gittes法は短時間でお

こなえることや，出血が少ないことなどの利点を指

摘した。

3. 自律神経薬剤の排尿におよぽす効果：前立腺

肥大症の排尿障害にたいして， 自律神経薬剤がどの

ような効果を持つかを検討し， a!ブロッカーが長期

的にも有用なことを実証した。多発性硬化症の頻尿

に抗コリン剤も有用なことを証明した。
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研究概要

I. 視覚生理部門

先天色覚異常のメカニズム解明を目的として，第

1色弱および第 2色弱について波長 700nmと430

nm単色光背景野における分光感度をそれぞれ測定

した。その結果，第 1異常では中波長および長波長

領域における両者の分光感度曲線は一致し，異常錐

体視色素の関与は検出されなかったが，第 2異常に

おいては軽度であるが異なり，二つのメカニズムの

存在が示唆された。さらにこれらの分光感度の分離

を試みている。

色相配列検査器のパネル D-15テストのパターン

判定を目的に，ベクトル解析を開発した。本法によ

り先天赤緑異常のパターンを解析した結果，第 1色

盲と第 2色盲においては明確に分離可能であり，後

天色覚異常の診断に応用可能であることを示した。

網膜視色素の動態を検索する目的で，マックス

ウェル視光学系を使用し，網膜から反射された検査

光と参照光の光量子数を直接計測可能な網膜濃度測

定装置（デンシトメーター）を開発した。本装置に

より正常者における視色素について検索した結果，

視色素の動態が測定可能であることを報告した。

動的視野の記録およびその解析を容易にするた

め， Goldmann視野計に角度読みとり装置を設置し，

測定結果を直接コンピューターに入力するシステム

を作成した。さらに記録，検索ならびに比較などが

できるデータベースを作製した。

II. 視神経部門

レーベル病は両眼の急性視神経障害と紺系遺伝を

臨床的特徴とする遺伝病である。本症の多くにミト

コンドリア DNA上の変異 (Wallace mutation ; 

Gll778A)が指摘されていることから，鹿児島大学
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と共同実験により遺伝子的に検索中である。

カエルの視神経を切断した後．網膜神経節細胞内

で a—チューブリンおよびアクチンの遺伝子が発現

することを確認するとともに．中枢神経系である視

神経の再生過程について検討した。

視神経炎（症）の治療には一般にステロイド剤が

使用されるが，その有効性については明らかでない。

そこで，ステロイド剤の有効性について検討するた

め，ステロイド剤とビタミン B12を使用した群の治

療効果について比較検討している。

III. 眼運動系部門

眼振に関して．病因，臨床分類法，治療法につい

て研究を行っている。とくに先天眼振に関して，両

眼視機能が欠如した潜伏眼振と高利得型先天眼振で

は発症原因が異なるとともに治療法が異なるにも拘

わらず，未だに鑑別が困難な例に遭遇する。したがっ

て，臨床所見．電気生理学的．心理物理学的，画像

診断的に両者の特性について検討中である。

後天性の眼球運動障害について，昨年に引き続い

て大脳，小脳，脳幹部，および前庭障害に分類して

鑑別法を検索し．画像診断も含め発生原因について

研究を行っている。

IV. 電気生理部門

視覚誘発電位 (VEP)に関して，視覚入力剌激を

より精密に行う目的でマックスウェル視光学系を設

置し，刺激強度，剌激波長を変化することにより

VEPの測定を試みている。また従来のテレビ画面を

用いて視覚障害者， とくに心因性視覚障害における

VEPのパターソ解析を施行している。

多発性硬化症の診断確立のため，昨年に引き続き

実験的視神経脱随モデルを用いて VEP特性につい

て検索中である。

V. 生化学部門

環状抗生物質であるグラミサイジ ✓` s が，実験的

自己免疫性ぶどう膜炎や実験的アレルギー性脳炎の

発症を抑制することを発見し，その免疫抑制機序の

一部を解明した。

遺伝性白内障の発症メカニズムについて，

Shumiya cataract ratを用いてラマン分光法によ

り研究した。

VI. 眼循環部門

「眼循環の研究」を主題に，昨年に続き循環障害部

の血流量の測定，組織水素イオン濃度の測定，薬物

反応について基礎実験を施行した。とくに家兎を用

いて正常脈絡膜と実験的脈絡膜循環障害部の血流量

に対する大気圧下酸素による影響について比較検討

し，循環障害部では酸素投与の影響を受けにくいこ

とを示した。

VII. 病理・形態部門

昨年に引き続き毛様体小帯の強度について検討し

た。今年度は家兎眼を用いて有水晶体，水晶体渡外

摘出術後，および眼内レンズ挿入術後の状態におけ

る毛様体小帯の断裂するに要する圧力を微小圧力計

を用いて測定した。その結果，有水晶体と比較して，

痰外手術後および眼内レンズ挿入術後では低い圧力

で毛様体小帯が断裂することを示した。

VIII. 緑内障部門

緑内障の早期発見を目的として，心理物理学的測

定法に基づき視覚障害特性について研究を行ってい

る。現在，緑内障患者の中心部および中心外部位の

波長特性について検討中である。また静的視野測定

用の各種自動視野計を用いて動的視野測定の結果と

比較検討中である。

IX. 糖尿病部門

糖尿病性網膜症の治療法に関して， とくに昨年に

続いて糖尿病性黄斑症に対する gridpatternのレー

ザー光凝固術の効果について眼底所見，視機能検査

成績についてさらに分析中である。

また二次性糖尿病における網膜症の出現率，およ

びその特徴について検討し，ヘモクロマトーシスに

よる二次性糖尿病に増殖性糖尿病を認めた症例につ

いて報告した。

（編集部より）

松崎浩教授は '90年 3月 31日をもって定年退職

され， 4月 1日付客員教授を委嘱された。眼科学講座

担当教授には，北原健二眼科学助教授が選出され， 4

月 1日に就任した。

研究業績

I. 原著論文

l) 神立敦，野地潤，北原健二：ダイレクトフォト

ンカウント型の網膜濃度測定装置の試作．眼光学． 12:

68-70 0990) 

2) 岡部高雄，環龍太郎，北原健二：調光フィルター—

CCPF)レンズの色識別能に及ぽす影響ーFarnsworth

Dichotomous test Panel D-15を用いて一．眼紀． 41:
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3) N oji, J., Kandatsu, A.. Tamaki, R. and Kitahara, 
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nerve diseases with congenital red-green color 

vision defects. Color Vision Defficiencies (proceed-
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還元酵素阻害剤効果．糖尿病動物． 4:224-229 (1990) 
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Raman study of the lenses of spontaneously-occur-

ring streptocin-induced diabetic rats. Jpn.J. 

Ophthalmol. 34: 436-441 (1990) 

3361-3363 (1990 J 

15) 山田弥生，堀内二彦，浪JI/雄一：眼循環の研究，高

浸透圧と血液希釈． TherapeuticResearch. 11 : 3364-

3367 0990) 

16) 小山信之，堀内二彦：渦静脈結紫と前房フレアー．

臨眼． 44: 107 4-1075 (1990) 

17) 浪川雄・，堀内二彦，田島秀樹，大野理子：眼循環

の研究，塩酸・ンラゼプの毛様体血流量に与える影響に

ついて．あたらしい眼科． 7:747-750 0990) 

18) 高橋寧子，堀内二彦，大野 仁，浪川雄一，山田弥

生，岡田恵子：若年者の網膜動脈閉塞症の 3例．眼紀．

41: 2258-2262 (1990) 

19) 高橋寧丘大山かおり，岡部高雄，若松慶二，鎌田

芳夫，河合一重：色素上皮裂孔による網膜剥離の 1例．

眼科． 33:171-174 (1991) 

20) 常岡寛高橋寧子，高橋洋子，小川淳，吉田正

樹，真智直子：後裟破損および硝子体脱出を起こした

際の眼内レンズ挿入について．眼紀． 41:120-126 

0990) 

21) 冨沢明弘，上岡康雄： Alagille症候群の眼所見につ

いて．眼科． 32:721-725 0990) 

22) 伊従直子，野地 潤，宮崎仁志，戸田和重，岩井玲

子：異常ヘモグロビン症にみられた網膜症の 1例．臨

眼． 44:1120-1121 (1990) 

9) Matsushima, S., Yoshitoshi, T. and Shichi, H. II. 総説

(Wayne State Univ.): I : Immunosupperssion by 

gramicidin S of experimental autoimmune uveor-

etinitis, pinealitis and autoimmune ence-

phalomyelitis. J. Ocular. Pharmacol. 6: 219-226 

(1990) 

10) Matsushima, S., Yoshitoshi, T., Mahalak, M.S.• 

and Shichi. H.* (*Wayne State Univ.): Im-

munosuppressive effect of gramicidin S on experi-

mental ocular neuritis and allergic ence-

phalomyelitis. Jpn. J. Opthalmol. 34: 306-313 

(1990) 

11) 松島新吾，志知均 (WayneState Univ.)：実験

的自己免疫性ぶどう膜炎 (EAU)に対するグラミサイ

ジ‘/Sの抑制効果．眼臨． 85:364-365 (1991) 

12) 鎌田芳夫，堀内二彦，西尾佳晃，椎名一雄，郡司久

人，大野誠二，篠田宗次：眼動脈切断後の眼循環障害．

眼科． 32:529-534 (1990) 

13) 浪川雄・一，堀内二彦，山田弥生：眼循環の研究，脈

絡膜酸素消費量の測定． Therapeutic Research.11 : 

3348-3350 (1990) 

14) 松橋香里，堀内二彦，椎名一雄，浪川雄一，高橋寧

子：眼内水素イオン濃度に関する研究，毛様体部 pH

の酸素投与による影響． TherapeuticResearch. 11 : 

l) 北原健二：複視． JOHNS.6: 1601-1604 (1990) 

2) 北原健二：視野．臨床スボーッ医学． 7:269-271 

(1990) 

3) 堀内二彦：今月の課題．内科医に役立つ眼科の知

識内科医に必要な眼底検査の知識血液疾患の眼底．

治療． 72:847-853 (1990) 

4) 堀内二彦．浪JII雄一：眼内血流量の測定．眼科． 32:

1091-1099 (1990) 

5) 水野有武：視覚路における神経伝達物質．神眼． 7:

161 -169 (1990) 

6) 鎌田芳夫：網膜における神経伝達物質．神眼． 7:

178-184 0990) 

7) 水野有武．小崎幸洋：レーザーラマン分光法による

白内障予知の基礎的研究．比較眼科研究． 10:35-48 
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8) 野地 潤，多田紀夫：老人環．臨床看護． 16:2213-
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9) 上岡康雄：（特集）小児眼科診療マニュアル．私はこ

うしている．緑内障．臨眼． 44: 1605-1607 (1990) 

III. 学会発表
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小帯の強度の研究．第 94回日本眼科学会総会． 5月．岡
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2) 神立敦北原健二： pigmentfarbenamblyopieの

視覚特性．第 94回日本眼科学会総会． 5月．岡山．
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耳鼻咽喉科学

教授：本多芳男

教授：内田 豊

助教授：島田 和哉

助教授：梅澤祐二

助教授：森山 寛

講師：佐野真一

講師：青木和博

講師：杉田尚史

講師：滝ロ 清徳

講師：加藤孝邦

講師：金子省三
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研究概要

I. 耳科学の領域

中耳真珠腫病態，中耳伝音

系の再建手術

鼻副鼻腔疾患の臨床と疫

学，顎顔面の外科

耳小骨の病変．副鼻腔炎

中耳真珠腫の病態，中耳伝

音系の手術的再建

真珠腫の骨融解機転，鼓室

硬化症の成立機転と病態

真珠腫上皮の細胞の増殖に

関する研究

側頭骨の気胞化，滲出性中

耳炎

真珠腫の基礎研究，副鼻腔

炎の手術

鼻のアレルギーの臨床

頭頸部腫瘍，頭頸部再建外

科，画像診断

頭頸部腫瘍，頭蓋底外科，画

像診断

頭頸部腫瘍の臨床

1. 鼓室形成手術の改菩術式

過去 20年間の鼓室形成手術の成績ならびに中耳

真珠腫の成因研究の結果を総合して鼓室形成手術々

式を改善し，以下の原則のもとに次の術式を考察し，

優れた成績を収めることができた。本術式の実施に

は新しく開発された fibringlueの貢献による点は

多く，現在までの結果観察は 3年間である。

鼓膜形成以外の例には transmeatalatticotomy 

ないし，必要に応じて atticoantrotomyを行う。こ

れにより耳小骨連鎖の可動障害の改善と真珠腫組織

の完全清掃を行い．上鼓室側壁ないし外耳道後壁の

再建を行う。この際必要に応じて耳小骨形成を実施

する。外耳道の再建は術後性真珠腫の発生を予防す

る意味と．聴力改善を目的として病態に応じて 3種

の方法を考えた。

2. 癒着性鼓膜の微細形態の研究

中耳炎病態の研究の一環として癒着性中耳炎の成

立機転を研究している。ここでは癒着鼓膜に対する

電顕的研究の結果を書く。

組織学的に癒着鼓膜は．①萎縮の著明な群．②

線維性肥厚（搬痕化した結合織が主体）の群，③細

胞浸潤を伴う肥厚の群（炎症細胞浸潤の激しい群と，

線維芽細胞の増加・活性の盛んな群がある），の三つ

に大別することができた。とくに炎症細胞や線維芽

細胞の目立つ群では上皮層の肥厚，つまり上皮細胞

の増殖の盛んなものが多くみられ，真珠腫へ移行す

る可能性のあることが示唆された。

3. コレステリン肉芽腫性中耳炎の実験モデルの

作製

家兎の耳管完全閉塞を行い，長期間感染を起こさ

ず，中耳腔に粘桐貯留液がたまり，かつ流動性の無

い場合，貯留液中にコレステリン結晶が析出し，線

維芽細胞の増殖を伴って中耳コレステリソ肉芽腫の

発生してくることが判明した。コレステリンの生成

には血性成分は関係ないと思われる。

4. Pneumatizationの新しい知見

人の蜂巣は今までのレントゲンフィルム上での検

討から，加齢とともにほぼ均等に発育拡大し，約 12

歳頃に完成されると考えられ， この時期までにその

含気腔内に加わった炎症性の刺激で，著明な蜂巣の

抑制状態に至ることが過去の研究で明らかになって

いる。しかし今回組織学的に検討したところ，上鼓

室天蓋部や外耳道後壁など，乳突洞から乳突蜂巣に

通じる臨床的に重要な部位においては，その腔の発

育に伴う骨代謝は 4歳頃にはほとんど停止してい

た。すなわちこの部位ではこれ以前の炎症性の剌激

がその抑制状態を決定すると考えられ，臨床的に乳

幼児期の中耳炎がより大きな意味を持つことが判明

してきた。

5. Perilymph fistulaの診断学

Perilymph fistulaぱ，手術によって改善が期待で

きる感音難聴であるが，臨床症状も検査所見も別の

疾患である突発性難聴とほとんど同じで，その治療

法は全く異なる。早期の鑑別診断が重要であるが，従

来決め手に欠けることから困難であった。本学で過

去 15年間に施行した手術例を詳細に検討し，その術

後成績から帰納的に臨床症状検査所見を評価した。

その結果①発症が緩徐である。②低音域が障害さ

れない特有な聴力像を呈する。この診断基準を適用

して診断加療して良好な結果を得ている。

6. メニエール病と抗利尿ホルモン (ADH)につ

いてー特に内リンパ水腫と ADHとの関係ー

メニエール病，遅発性内リンパ水腫，蝸牛型メニ

ェール病などの内リンパ水腫をきたしていると考え

られているメニエール病類縁疾患の血漿 ADHを測

定しさらに BPPV,前庭神経炎，中枢性眩祉症，自

律神経機能の低下している疾患についても同様の検
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在を行った。その結果， メニエール病，遅発性内リ

ンパ水腫，蝸牛型メニニール病では明らかに ADH

が有意に高値を示す症例が多く，コントロール，

BPPV,前庭神経炎，中枢性眩拍症，聴神経腫瘍など

では正常な変動の範囲内であった。この結果から

ADHが内耳内の水分代謝や電解質代謝に関与して

いる可能性があることが考えられた。

7. 眼球反対回旋運動 (OCR)の解析

眼球反対回旋運動 COCR)を誘発し，その左右差，

固視による影響，疾患による影響などを検討した。実

験は筑波宇宙センターに設置されている特殊傾斜椅

子を用い OCRを誘発し，これを赤外線 CCD装置に

てビデオ記録し解析した。OCRは固視による影響を

受けなかった。測定中もしくは頭振り眼振検査にて

眼振を認めた群は OCRの左右差が大きかった。ま

た片側前庭神経切断例は特に OCRの左右差を認め

なかった。

8. 動揺病の動物実験モデルと自律神経系の関与

目的：ラットの異味症を指標とした動揺病モデル

を用いて，手術的片側迷路破壊による内耳性めまい

に対する自律神経遮断薬の影響を検討した。さらに

同転加速度負荷中の心拍数と CVR-Rの指標に計測

し， ダイナミックな自律神経系の関与を検討した。

方法： ①ラットの異味症が回転加速度負荷条件

の違いによりどのように変化するかを検討した。②

片側迷路破壊によるラットの異味症誘発を行い自律

神経遮断薬 (atoropine,propranolol)の効果を検討

した。③回転加速度負荷中の心電図モニターにて

心拍数， R-R問隔および CVR-Rを計測した。

結果： ①弱い回転負荷では飼料接種のみが減少

し，強く変化する回転負荷では異味症が誘発された。

②片側迷路破壊により異味症が誘発され，それは

atoropineで抑制され， propranololで抑制されな

かった。③回転負荷中は心拍数が減少し，相対的な

副交感神経系の緊張が推察された。

II. 鼻科学の領域

1. Endonasal sinus surgery 

硬性内視鏡の使用と鉗子類のエ夫により，飾骨洞

内はもとより nasofrontal ductの処置も， fontan-

elleの解放も明視下で安全にかつ卜分な治療が可能

になった。かつまた上顎洞内もある程度鼻内的（中

鼻道経由）に処理することが可能になった。従って，

現在ほとんどの慢性副鼻腔炎に対しては鼻内的アプ

ローチで治療させることができ，術後の改善率は up

している。また CCDカメラ， TVモニターとの接合

により， TV上の像を見ながら手術を進めることが

でき，教育的な面での貢献も大である。

2. 小児品IJ鼻腔炎の手術

小児副鼻腔炎手術に関して未だに手術を施行する

べきか否かにつき，また手術するならばその方法，範

囲について国際的論争がある。我々の教室では経鼻

的に手術顕微鏡下に下鼻道，中鼻道を手術して上顎

洞，節骨洞の換気と排泄を行う特殊な手術を 100例

実施し，良い結果を得，報告している。また，小児

の飾骨洞の形態的な特殊性も確認した。

III. 頭頸部の領域

l． 正常成人における照下圧波形の検討

照下動態を把握する上で照下圧測定は非常に有用

であるが照下圧測定をカテーテルチップ法によって

行う場合は，センサー自体の動きが生じ圧波形との

間に時間的ずれが生じるため照下圧生成の意味が不

明の点があった。本研究はその欠点を補うため X線

側面透視下に筋電図，内圧の 3法同時測定を行い，主

に圧カセンサーの動きの解析を行ない照下圧生成の

メカニズムについて研究した。

IV. その他

教授本多芳男は，＇ 90年 5月 17,18, 19日，第 91回

日本耳鼻咽喉科学会総会を新宿京王プラザホテルに

て開催した。

また講師青木和博は， ‘90年3月，東京都医師会医

学研究賞を受賞した。

研究業績

I. 原著論文

1. 耳科学関係

1) Yamaguchi, N., Sando, I.*, Hashida, Y. 

(Children's Hospital of Pittsburgh), Takahashi, H.* 

and Myers, E.N.* (*Univ. of Pittsburgh): His-

topathologic study of otitis media in individuals 

with head and neck tumors. Ann Otol Rhino( 

Laryngol. 99: 827-832 (1990) 

2) Yamaguchi, N., Sando, I.*, Hashida, Y. 

(Children's Hospital of Pittsburgh), Takahashi, H.* 

and Matsue, S. •（・Univ. of Pittsburgh) : Histologic 

study of Eustachian tube cartilage with and without 

congenital anomalies; a preliminary study. Ann 

Oto! Rhinol Laryngol. 99: 984-987 0990) 

3) 山口展正：耳管機能検査の臨床応用とその問題点，

中耳腔陰庄負荷時の耳管換気能．耳展． 34:127-130 

(1991) 

4) Shimada, S., Yamaguchi, N. and Honda, Y.: 
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Eustachian tube function and mastoid pneumatiza-

tion. Acta Otolaryngol (Stockh), 471 (suppl.): 

51-55 (1990) 

5) 沖久 衛：実験的滲出性中耳炎および中耳真珠腫

の鼓膜組織像（実験的真珠腫の再現性と鼓膜内真珠腫

の発生機転）．耳展． 34:5-23 (1991) 

6) Masaki, M. and Honda, Y.: Morphological 

changes of tympanic membrane in experimental 

animals. Proceedings of the XIV World Congress 

of Otorhinolaryngology, Head and Neck Surgery. 

73-75 (1990) 

7) 本多芳男，岩崎光雄：初期真珠腫に対する trans-

meatal atticotomy. 耳展． 33:277-283 0990) 

8) 杉田尚史．林 成彦，本多芳男：真珠腫組織内にお

けるコレステリン代謝について． EarRes. Jpn. 21: 

77-78 (1990) 

9) Shimada, K.: Evolutional consideration on the 

development of ossicles. Proceedings of the XIV 

World Congress of Otorhinolaryngology. Head 

and Neck Surgery. 115-119 0990) 

10) Aoki, K., Esaki, S., Honda, Y. and Tos, M. 

CUniv. of Copenhagen): Effect of Middle Ear Infec-

tion on Pneumatization and Growth of the Mastoid 

Process (An Experimental Study in Pigs). Acta 

Otolaryngol (Stockh). 110: 399-409 (1990) 

11) 矢部 武：耳硬化症の発症における II型コラーゲ

ンの関与について．耳展． 34:25-37 (1991) 

12) 八代利伸，栄春海．小林毅．梅澤祐二．橋本卓

etic analyses of rat peritoneal and intestinal 

mucosal mast cells. European Journal of Im-

munology. 20: 1941-1947 (1990) 

4) 桐谷伸彦：悪性腫瘍が疑われた上顎洞血瘤腫．耳

展． 33:449-456 (1990) 

5) 大西俊郎，江崎史朗，岩崎光雄，橘 敏郎，馬場千

恵子：内視鏡的飾骨制微細手術．耳喉頭頸． 62:343-

349 (1990) 

6) 森山寛，青木基，関哲郎，沖久衛：鼻内視

鏡手術ー上頸洞中心としての手術．耳恥咽喉科臨床．

83: 1328-1330 0990) 

3. そ の 他

l) 加藤孝邦，都志見格，梅澤祐二，高橋久昭＊，中溝宗

永＊，川端一嘉＊（＊癌研）：喉頭癌の初回治療方針ーCT

像からみた治療方針．喉頭． 2:88-94 (1990) 

2) 加藤孝邦：手術手技〔私はこうしている〕気管孔狭

窄開大術． JOHNS.6: 1143-1145 (1990) 

3) 伊藤裕之：頸髄損傷の気管切開．頸椎頸髄． 3: 130-

133 (1990) 

4) 都志見格：気管・気管支異物一日常診療におけるニ

アミスについて．耳鼻と臨床． 36:850-853 (1990) 

5) 伊藤裕之，猿谷文男，石井正則，小林 毅：眩触の

リハビリテーショソー耳鼻咽喉科医は何をすべきか．

耳展． 34:47-57 0991) 

6) 部坂弘彦上出洋介，本多芳男，石田 卓，本田ま

り子，新村慎人： HumanPapillomavirus Type 6bが

検出された喉頭乳頭腫．耳展． 33:481-488 (1990) 

雄，和田崇文：めまいに対する神経血管減圧術の治療 II. 総 説

経験．耳展． 34:53-58 (1991) 
l) 加藤孝邦，都志見格，部坂弘彦，沖久 衛，島田士

13) 石井正則：動揺病の研究ーコリオリ加速度負荷に 郎，高橋久昭（癌研）：頸部腫脹の臨床 CT の適応•読
よる動揺病の研究． JOHNS.6: 1203-1206 (1990) 影の要点． JOHNS.7: 26-31 0991) 

14) 本多芳男：真珠腫の定義一陥凹ボケットは真珠腫 2) 高橋久昭＊，内田正興＊，鎌田信悦＊，井上哲生＊，川

か．耳鼻咽喉科・頭頸部外科． Mook.16: 18-21 0990) 端一嘉拿，中溝宗永・(＊癌研），加藤孝邦，清水佐和道：

15) 真崎正美，本多芳男：実験的真珠腫．耳鼻咽喉科・ 転移リンパ節と頸動脈との関係についての CT診断．

頭頸部外科 Mook.16: 91-96 (1990) 頭頸部腫瘍 16:78-81 0990) 

16) Hayashi, N., Sugita, T. and Honda, Y.: The 3) 伊藤裕之：燕下障害のリハビリテーション医学の

effect of hyaluronic acid on the proliferation and 歩み． 154: 691-694 (1990) 

growth of cholesteatoma. Proceedings of the XIV 4) 森山寛：耳漏一生化学検査．検在と技術． 18:

World Congress of Otorhinolaryngology. Head and 863-864 (1990) 

Neck Surgery. 531-535 0990) 5) 森山 寛本多芳男：後天性中耳真珠腫の成因，鼓

2. 鼻科学関係 膜所見，病態．耳鼻咽喉科・頭頸部外科 Mook.16 : 33-

l) 永倉仁史：応粘膜上皮と透過性に及ぼす大気汚染 45 (1990) 

物質の影響について．耳展． 33: 363-380 0990) 6) 石井正則：動揺病（宇宙酔いを含む）．（分担執筆），

2) 今井透：温度剌激の肥満細胞に与える影響．日本 野村恭也，本庄巌，神崎仁編（耳鼻咽喉科薬物療

耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会誌． 9:86-87 (1991) 法）：金原出版． 376-382(1990) 

3) Abe, T.•, Swieter, M.•, Imai, T., deHollander, 7) 島田和哉：鼻中隔弯曲症，肥厚性鼻炎． JOHNS.6: 

N.• and Befus, D.• (•Univ. of Cargaly): Mast cell 675-676 (1990) 

heterogeneity ; Two-dimensional gel electrophor- 8) 島田和哉：鼻茸摘出爾耳鼻咽喉科・頭頸部外科．
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Mook. 17: 74-81．金原出版 (1991)

9) 森山 寛：ファイバースコープを用いる鼻科手術．

JOHNS. 6: 613-617 0990) 

10) 森山 寛：副鼻腔におけるファイバースコープの

利用．耳鼻咽喉科・頭頸部外科 Mook. 17: 154-161 

(1991) 

III. 学会発表

1. 耳科学関係

l) 林 成彦．杉田尚史．本多芳男：真珠腫培養細胞ヘ

の細胞外ヒアルロン酸の影響．第 38回日本基礎耳科学

会． 2月．仙台．

2) 桐谷伸彦，関 博之．井上秀朗，関和夫，本多芳

男：民間航空機乗員の聴力．第 3報．運航乗員と客室乗

員との比較．第 35回日本聴覚医学会． 11月．東京．

3) 森山 寛：（ラウンドテープルディスカッション）癒

着性中耳炎の病態と治療．第 91回日本耳鼻咽喉科学

会． 5月．東京．

4) 青木和博：（ラウンドテープルディスカッション）換

気チュープ留置術の適応とその限界．第 91回日本耳恥

咽喉科学会． 5月．東京．

5) 八代利伸，石井正則，小林 毅，白沢昭弘，伊藤裕

之，本多芳男，須藤正道，関口千春（宇宙開発事業団）：

コリオリ加速負荷による動揺病誘発時の血中ホルモン

の変動について．第 36回日本宇宙航空環境医学会． 12

月．広島．

6) 石井正則，伊藤裕之，白沢昭弘，八代利伸，小林 毅，

栄 春海，本多芳男：メニエールと ADHについて．第

49回日本平衡神経科学会． 11月．埼玉．

2. 鼻科学関係

1) Nagakura, H., Endo, T., Imai, T., Ohno, A., 

Ishigaki, K., Sano, N., Manabe, K., Wakamori, K. 

and Honda, Y.: Clinical Effect of Preseasonal 

Histaglobin Aerosol on Patients with Japanese 

Cedar Pollinosis. European Rhinologic Society & 

ISIAN. Jun. London. 

2) Yamaguchi, N., Arai, S., Mitani, H. and Uchida, 

Y.: Endoscopic endonasal surgery of the blowout 

fracture of medial wall of orbit. 1st International 

Symposium of Contemporary Sinus Surgery. Nov. 

Pittsburgh. 

3) Imai, T.. Abe, T.拿.Benyon,c.• and Befus. D.•(• 

Univ. of Cargaly): Mast cell Heterogeneity; Pro-

teristics. 18th Symposium of the Collegium Inter-

nationale Allergologicum. Sept. Funchal, Madeira. 

5) Imai, T., Abe, T.*, Fujimaki, H. (National Insti-

tute for Environmental Studies) and Befus, D. • 

(*Univ. of Cargaly) : Protein biosynthesis by rat 

peritoneal mast cells in vitro. 25th Canadian Soci-

ety for Immunology-Spring Meeting. Mar. Lake 

Louise, Alberta. 

6) 杉田尚史：（ラウンドテープルディスカッション）小

児副鼻腔炎の治療．第 91回日本耳鼻咽喉科学会． 5月．

東京．

7) Inoue, H., Sugita, T., Kato, T., Yashiro, T., 

Yamamoto, K.* and Hokari, M.*(*Japan Air 

Lines) : Prevention from noise induced sensory 

hearing loss of cockpit crew. 38th International 

Congress of Aerospace Medicine. Sep. Paris. 

8) Sugita, T.: Surgical treatment of sinusitis in 

children. 13th Meeting of European Rhinologic 

Society. Jun. London. 

9) Shimada, K.: Change of operative treatment of 

nasal disease in the past 40 years. 13th Meeting of 

European Rhinologic Society. Jun. London. 

10) Moriyama, H.: Endoscopic Endonasal Sinus 

Surgery. 13th Meeting of European Rhinologic 

Society. Jun. London. 

11) Haruna, S., Ozawa, M. and Uchida, Y.: The 

Analysis of Respiratory Airflow with LCR. 13th 

Meeting of European Rhinologic Society. Jun. Lon-

don. 

3. そ の 他

l) 加藤孝邦：（ラウンドテ ーフルプィスカッション）ロ

腔・咽頭の拡大手術と機能の修復．第 91回日本耳鼻咽

喉科学会． 5月．東京．

2) Seki, H., Kodama, M., Sarai, Y. (Tosei Hospi-

ta!), Kaneko, S. and Honda, Y.: Oropharyngeal 

reconstruction with free rectus abdominis 

myocutaneous flap. 3rd Korea-Japan Joint Meet-

ing of Otorhinolaryngology Head and Neck Sur-

gery. Oct. Korea. 

3) 部坂弘彦．加藤孝邦．本多芳男．三谷浩樹： 70歳以

上の老人における照下動態．第 11回照下研究会． 2月．

福岡．

tein Composition and Synthesis in Rat Intestinal IV. 著書

Mucosa) and 13th Meeting of European Rhinologic 1) Sugita, T. : Cholesterol Synthesis in the Choles-

Society. Jun. London. teatoma T teatoma Tissue. Proceedings of the XIV World 

4) Imai, T., Abe, T.*, Benyon, c.• and Befus, D.*(* Congress of Otorhinolaryngology, Head and Neck 

Univ. of Cargaly): Mast cell heterogeneity; Pro- Surgery. edited by Sacristan, T., et al. Kugler & 

tein composition, bio synthesis and mRN A charac- Ghedini. 537-540 (1990) 
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2) Abe. T. •, Imai, T., Swieter, M.* and Befus, D.* 

(*Univ.of Cargaly J : Mast cell heterogeneity: Pro-

tein composition and synthesis in rat intestinal 

mucosa! and peritoneal mast cells. Proceedings of 

the 5th International Congress of Mucosa! Im-

munology. Kluwer Academic Publishers. 409-41:l 

(1990) 

3) 伊藤裕之：礫下障害のリハヒリテーション（分担執

筆）．今日の治療指針．医学書院． 783(1991 l 

麻 酔 科 学

教授：小林建—― 麻酢と臓器機能

教授：若杉文吉 ペインクリニック

教授：高木 康 呼吸生理

助教 授： 天木 嘉清 筋弛緩薬，伝逹淋酔

助教 授： 谷藤 泰正 MAC, 肝・腎障霞吸入麻

酔

助教授：根津武彦 集中治療，心臓麻酔

研究概要

I. 麻酔と臓器機能に関する研究

1. 麻酔補助薬と肝血流および肝代謝

カテコールアミンをはじめとする血管作動薬ぱ，

それらの持つ肝血流への匝接作用と，同時に心臓に

作用し，心拍出既に影響し，肝血流へ影閻する間接

作用の両者の総合作用により総肝血流を複雑に修飾

している。そこで，我々は，血管作動薬の肝循環ヘ

の影響を検討した。

l） ドーパミン (DOA)とドプタミン (DOB)両

剤の比較を詳しく検討するためミニチャーピッグを

lMACエンフルレン酸素ト-. II草十二腸動脈結禁後，

肝動脈，門脈を露出し超音波トランシットタイム血

流計プローベを装着し， 各々の分時血流量を測定し

た。 ドーパミン（ま門脈血流耽増加とともに肝動脈血

流鼠をも増加し総肝血流量を維持した。 一方トフタ

ミンは総肝血流量，肝酸素供給量とも変化がみられ

なかった。

2) 肝循環に対する各種降庄剤トリメタファン

(TF), ATPおよびニトログリセリン (NTG)の比

較平均動脈圧が 60mmHgになるように点滴速度で

調整し， 15分間維持した。肝循環では，門脈血流戴

ぱ ATP,NTGで有意に増加， TMで有意な減少が

みられたが， ATP,NTGでは有意な変化はみられな

かった。総肝血流量は TM<NTG<ATPの順で有

意差がみられた。

3) カルシウム拮抗薬ニカルジピンの肝循環に対

する影響：総肝血流量は， 1-5μg/kg/minでは変化

ぱな <,5-15μg/kg/minでは増加 30-60μg/kg/ 

minでは減少し特に， 60μg/kg/minでは有意に減

少した。

2. 麻酔薬と中枢神経機能

麻酔薬の中枢神経機能に及ぼす影響を検討する目

的で，マイクロダイアリシス法を用し、， ラット脳線

条体内ドーパミンの麻酔薬による分泌批の変化を，

各種揮発性吸入麻酔薬（ハロセン，イソフルレン，エ
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ンフルレン，セボフルレン）と各種静脈内投ゲ麻酔 低換気の状態， hypercapniaでぱ呼吸中枢が刺激

薬（ケタミン ペントバルビタール • ンアゼパム）に され 100Hzの周波数の遠心性発射が横隔膜神経か

ついて検討した。吸入麻酔薬では同じ麻酔深度 ら生する。この刺激が筋弛緩薬によってプロックさ

(lMAC)においてもドーパミンの放出量にぱ違いが れた呼吸筋に与えられたときには，テタヌスが神経

あり，中枢への作用は麻酔深度が同一てあっても， [,i] に与えられたときのように，神経よりのアセチルコ

様でないことが示された。またクロニシンの中枢ヘ リンの放出が起こり筋弛緩薬フロックよりの回復が

の作用を同様に検討し， クロニシンはドーパミンの 速められるのでぱないか。これを明らかにするため

分泌を上昇させる傾向があるとの結果か得られ，淋 に家兎を用い各種の呼気炭酸ガス濃度下で，筋弛緩

酔要求量減少の機構を探るうえでの一つの可能性を 薬のフロックよりの回復状況を横隔膜神経筋モテル

示唆した。 を用い観察した。

II. 吸入麻酔薬（デスフルレン）についての研究吸 V. 最小肺胞内濃度(MAC)に関する研究-MACと

入麻酔薬の薬理 加齢との関係

新しい吸入麻酔薬であるテスフルレン，セボフル 吸人麻酔薬の強さを表す MACと年齢との関係を

レン，イソフルレンとハロセンのヒト血液／カス分配 ラy 卜 invivoの実験でマイクロダイアリシス法に

係数を測定した。さらに，人間においてセホフルレ より行った。また脳内カテコラミンと老化による

ンとイソフルレンの薬物動態の比較を行った。その MAC変化の関係も同時に検討した。

結果，セボフルレンの身体への吸収・排泄がイソフ MACは月齢をますごとに低下した。脳内トラン

ルレンよりも速かったが，各臓器への分布・排泄に スミソターでは，線条休内ドーパミンは侵害刺激に

関して両麻酔薬間に差がなかった。以上二つの研究 より 18か月では 1：昇がみられた。 18か月でのドー

結果はデスフルレン，七ボフルレン，イソフルレン ハミンの上昇には神経細胞からのドーハミン分泌

ハロセンの順に導入・覚醒が速いことを示唆する。 の増加あるいは代謝経路，特に DOPACの減少が関

/fしていることが号えられる。今回の加齢による線

III. 麻酔薬と炭酸ガス吸収剤との反応の研究 条体のトーバミンの増加は，加齢増加による MAC

1. セボフルレンは炭酸ガス吸収剤により，分解 の低 lヽーと関係があることがボ唆された。

物をわずかながら生成することが知られている。長

時間麻酔 (20時間まで）の場合に生成される分解物 VI. 集中治療，麻酔管理についての研究

の科学構造とその量を，モテル閉鎖回路において，独 開心術後 ICU人室症例を，約 4年を挟んだ前・後

自に開発した手法を用い検討した。その結果 1(）時間 2年間にわげ，体外循環時間，人工換気時問を初め多

使用以降では，未だ毒性の確認がされていない物質， 数の項目について検討し予後に影響する因子につい

3種を含む 4種類の化合物が検出された。これより て考察した。

長時間使用の場合，注意が必要であることを示唆し

た。

2． 炭酸ガス吸収剤によるセボフルレン分解物の

安全性の研究

閉鎖麻酔回路を用いてセボフルレンまたばイソフ

ルレンで麻酔して，麻酔前後の肝・腎機能を測定し

た。また吸入気中のセボフルレン分解物濃度および

麻酔前後の血清無機弗素涙度も測定した。炭酸ガス

吸収剤による分解物は閉鎖[U1路てもっとも苺栢しや

すいので，麻酔薬を閉鎖回路で投与した。吸人気中

に検出した七ボフルレンの分解物は 1種類でその濃

度は低く臨床上問題のないことが示唆された。

IV. 筋弛緩薬についての研究

呼吸中枢よりの遠心性の発射が筋弛緩薬フロ y ク

からの回復におよぽす影響

VII. 成人呼吸窮迫症候群 CARDS)についての基

礎的研究

この病態は肺じ細管内皮細胞の障害より始まり，

組織の修復機転としての肺の線維化という形で終末

をむかえる。内皮細胞の傷害を知る方法としてはそ

の破壊に伴い血中に逸脱する物質（プロスタグラン

テイン I2．アンキオテンシン変換酵素，プロスタグ

ランテイン代謝酵素等）を定最する事， アンキオテ

ンシン咲換阻害の存在を肺の生理学的バラメーター

より間接的に証明する方法がある。アンギオテンシ

ン変換酵素は肺血流最と密接な関係を示し，肺血流

情が減少した状態（休外術環）ではその活性が著明

に減少する事を報告した。
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VIII. ペインクリニック

星状神経節プロック (SGB)の適応は，いわゆる

SGBの効果の及ぶ範囲，部位の疾患に限られてい

た。しかし， SGBが視床下部に影響を及ぽし，自律

神経系，内分泌系，免疫系に作用することが発見さ

れた。現在， SGBの適応疾患の確認と適応の拡大に

注目している。さらに， SGBだけでなく，透視を用

いた胸・腰部交感神経節プロック，椎問板プロック．

神経根ブロック，椎間関節プロック，三叉神経プロッ

ク，熱凝固法など高度なブロック法も施行している。

研究業績

I. 原著論文

1. 麻酔と臓器機能についての研究

l) 首藤義幸，杉本直樹，高木 康，小林建ー：プロス

クグランジン E1の総頸動脈血流量および脳脊髄液圧

に及ぽす影響．臨床麻酔． 14:485-488 (1990) 

2) 影嶋和幸，宮野和子，谷藤泰正，小林建ー，木村 準：

脱血性低血圧フ：クにおけるドパミンおよびドプタミン

の肝循環および肝代謝に及ぼす影喫．麻酔． 39:592-

599 (1990) 

3) 彰嶋和幸：ドパミンおよびドプタミンの肝血流に

及ぽす影響．慈恵医大誌． 105:553-563 (1990) 

4) 小林建ー，正木英二：麻酔補助薬の肝，腎血流量お

よび酸素消費量へ及ぽす影響．病態生理． 10:70-72 

(1990) 

2. 吸入麻酔薬に関する研究

l) 近藤 務，正木英二，田中正史，羽尻裕美，安田信

彦，谷藤泰正，天木嘉清，堀口 徹，三島仁，熊谷雅

人，島 英樹，宮野和子，三科旬子，野村耕司，鳥海和

弘，尾崎雅美，小林建ー：デスフルレン (I-653)につ

いて．臨床麻酔． 14:1156-1160 0990) 

2) 堀口 徹：ハロセン，エンフルレン麻酔における心

筋酸素需給平衡に関する実験的研究．慈恵医大誌． 105:

907-917 (1990) 

3) Yasuda, N., Targ, A.G., Egr, E.I.II., Johnaon, B. 

H. and Weiskopf, R.B.: Pharmacokinetics of 

Desflurane, Sevoflurane, lsoflurane, and Halothane 

in Pigs. Anesth Analg, 71: 340-348 0990) 

4) Yasuda, N., Lockhart, S.H, Eger, E.LII., Weis-

kopf, R.B., Lasterm, L.J., Taheri, S. and Peterson, 
N.A. : Comparison of Kinetics of Sevoflurane and 

Isoflurane in Humans. Anesth Analg, 72: 316-324 

(1990) 

3. 筋弛緩薬の研究

l) 島 英樹：ベクロニュウムの神経筋プロックおよ

び血中濃度に及ぽすステロイド剤の影響について．麻

酔． 39:619-625 0990) 

2) 天木嘉清，首藤義幸，熊谷雅人，羽尻裕美，小林建

ー，金子仁久：パンクロニュウムとジアゼパムの相互

作用に対する R015-l788の影響ーinvitroラット横隔

膜神経筋標本において一．麻酔． 39:773-777 (1990) 

3) 天木嘉清，熊谷雅人，加賀谷慎，瀧浪将典，小林建

ー：テタヌス剌激が非脱分極性筋弛緩薬ブロックから

の回復過程に及ぽす影響．臨床麻酔． 14:775-779 

(1990) 

4) Amaki, Y., Hajiri, H., Sugimoto, N., Shudo, Y. 

and Kobayashi, K. : The degree of muscle relaxa・

tion requested by the surgens during upper abdomi-

nal surgery. J. Anesthesia. 4: 249-252 (1990) 

5) 熊谷雅人：テタヌス刺激が回復指数に及ぽす影響．

麻酔と蘇生． 26: 249-254 (1990) 

6) Hajiri, H.: A change in the response to d -

tubocurarine with dynamic muscular training. 

Jikeikai Med.J. 37: 489-497 (1990) 

7) 天木嘉清，熊谷雅人，瀧浪将典，宮野和子，小林建

ー：ベクロニウム持続投与法における維持量の算出

法．麻酔． 40:66-71 0990) 

4. 吸入麻酔剤とソーダライムの研究

l) 宮野和子，中沢正博，石田恵子，谷藤泰正：セボフ

ルレンと炭酸ガス吸収剤の反応機構について．臨床薬

理麻酔学会誌． 2:167-168 (1990) 

2) 宮野和子，中沢正博，谷藤泰正，小林建ー，小幡 徹：

セボフルレンと炭酸ガス吸収剤との反応性＝ソーダラ

イムとバラライムRの比較．麻酔． 40:384-390(1990) 

5. 呼吸機能の研究

1) 上出正之，加賀谷慎，香川草乎，小林建ー：ミダゾ

ラムの換気応答に及ぽす影響． 日本臨床麻酔学会誌．

10: 235-240 0990) 

2) 首藤義幸：血中炭酸ガス分圧が麻酔覚醒に与える

影響． 日本臨床麻酔学会雑誌． 10: 46-52 (1990) 

3) 島英樹，天木嘉清，小林建ー，辰野聡，辻本文

雄，山岡龍平： CTデンシトメトリを用いた肺血管外

水分量の推定法．臨床麻酔． 14:1396-1397 (1990) 

4) Sato, M.: Hypoxic ventilatory response during 

recovery period from sustained hypoxia. Jikeikai 

Med. J. 37 : 481-488 (1990) 

5) 首藤義幸，梶本徹也，西井 寛，金子小百合，高木

康： 93歳の腹部大動脈瘤切除術中の呼吸循環諸量に

ついての検討．臨床麻酔． 14:1745-1746 (1990) 

6. 集中治療，開心術についての研究

l) 三島 仁：術前，術中評価からみた開心術後経過の

分析．慈恵医大誌． 105:631-644 (1990) 

2) 根津武彦，三島仁：呼吸管理中の全身・栄養管理．

Medicina. 27 : 826-827 (1990) 

3) 首藤義幸，杉本直樹，羽尻裕美，熊谷雅人，天木嘉

清小林建ー：肺血症性ショックの酸素需給バランス，
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呼吸循環諸量についての検討． ICUとCCU. 14: 

1171-1178 0990) 

7. 鎮静薬についての研究

l) 天木嘉清，堀口 徹，瀧浪将典，小林建ー：脳波よ

り観察した R015-1788のシアゼバムによる鎮静状態

への影響．麻酔． 39:1114-1119 0990) 

2) 天木嘉清瀧浪賂典，小林建ー，島 英樹，金子仁

久：脳波からみたジアゼパム， フェソタニール麻酔覚

醒におけるフルマゼニルの影響．臨床麻酔． 15:27-32 

(1990) 

8. ペインクリニックに関する研究

l) 影嶋和幸，若杉文吉，湯田康正，塩谷正弘．大瀕戸

清茂大野健次：ライム病を思わせた多発性脳神経炎．

ペインクリニック． 11:512-516 0990) 

2) 影嶋和幸，若杉文吉，湯田康正，塩谷正弘，大瀬戸

清茂，大野健次，小林建ー：メニエール病の星状神経節

プロック療法．ペインクリニック． 12(3):362-364 

(1990) 

II. 総説

l) 若杉文吉：神経フ••ロック療法の功罪．日本医師会雑

iも． 104:42-46 (1990) 

2) 若杉文吉：痛みの医療．新為医学会雑誌． 104:343-

347 (1990) 

3) 若杉文吉：ペインクリニックーその意義と対象疾

患ー． 日本 ME学会雑誌 4:58-65 (1990) 

4) 若杉文吉：進行癌患者の腹痛．日本医師会雑誌．

104: 705-709 (1990) 

5) 若杉文吉：神経プロック療法．鎮痛療法 2.治療学．

24: 928-932 0990) 

III. 学会発表

l) 羽尻裕美，天木嘉清，小林建ー，中家優幸，北川道

弘：運動負荷による筋肉質ラ，卜と正常ラットにおけ

るクラーレの感受性の比較．第 37回日本麻酔学会総

会． 5月．長野

2) 谷藤泰正，宮野和子，中沢正博，小林建ー：クロニ

ジンの中枢神経トランスミッターに及ぽす影響．第 37

回日本麻酔学会総会． 5月．長野．

3) 首藤義幸，西井寛，高木康，小林建ー：低血圧

麻酔時の総頸動脈血流量．脳脊髄液圧についての検討．

第 37回日本麻酔学会総会． 5月．長野．

4) 影嶋和幸，和田隆子，若杉文吉，湯田康正，塩谷正

弘，大瀕戸清茂，大野健次：メニエール病の星状神経節

プロック療法．第 37回日本麻酔学会総会． 5月．長野．

5) 宮野和子，中沢正博，西井由紀子，谷藤泰正，小林

建ー：閉鎖系回路における吸入麻酔薬．分解物の正確

な評価に対するーエ夫．第 37回日本麻酔学会総会． 5

月．長野．

6) Kumagai, M., Takinami, M., Tanaka, T., Shudo, 

Y., Amaki, Y. and Kobayashi, K.: Determination 

of maintenance dose of vecuronium in continuous 

infusion. Meeting of the Canadian Aneaesthetists 

Society and the Japan Society of Anei;thesiology 

Jun. Vancouver, Canada. 

7) Shima, H., Amaki, Y., Kobayashi, K. and 

Kagaya, S. : The effect of corticosteroids on the 

recovery from the vecuronium induced block. 

VIIIth European Congress of Anesthesiologists. 

Sep. Warsaw. 

8) Shudo, Y., Nishii, Y., Yamasaki, S., Kaneko, S., 

Takagi, Y. and Kobayashi, K.: Cardiovascular 

effects of total spinal anesthesiain surgical patients. 

The 8th Asian Australaisian Congress of Anesth-

esiologists. Sep. Seoul. 

9) 瀧浪将典，三島 仁，根津武彦，谷藤泰正，小林建

ー：本学手術室． ICUにおける心マッサージ例につい

て．第 9回日本蘇生学会総会． 10月．山形．

10) Masaki, E., Kondo, T. and Kobayashi, K.: Re-

rationship between serum F and cytochrome P-450 

after sevoflurane anesthesiain ethanol treated rats. 

1990 Annual meeting of ASA, American Society of 

Anesthesiology. Oct. Las Vegas. 

11) 天木嘉清，熊谷雅人，瀧浪将典，宮野和子，小林建

ー：ペクロニュウム持続投与法における維持量の算出

法．第 10回日本臨床麻酔学会総会． 11月．横浜．

12) 谷藤泰正： （シンポジウム：麻酔手術中の肝循環維

持）血管作動楽の影響．第 10回日本臨床麻酔学会総会．

11月．横浜．

13) 三島 仁，根津武彦，小林建ー：動脈血，混合静脈

血よりみた開心術麻酔の検討．第 10回日本臨床麻酔学

会総会． 11月．横浜．

14) 安田信彦，イーガー． E.,谷藤泰正，小林建ー：デ

スフルラン，セボフルラン，イソフルラン，ハロク｀ノ血

液／ガス分配係数の比較．第 10回日本臨床麻酔学会総

会． 11月．横浜．

15) 安田信彦，イーガー， E., ワイスコフ， R.B.，ロック

ハルト． S.H.，谷藤泰正，小林連―-：ヒトにおける七ボ

フルレン．イソフルレンの薬力学．第 10回日本臨床麻

酔学会総会． 11月．横浜．

16) 鳥海和弘，近藤 務，安田信彦，谷藤泰正，小林建

ー：長時間のセボフルレン，イソフルレン麻酔での血

清無機弗素の比較．第 10回日本臨床麻酔学会総会． 11

月．横浜．

17) 小林建ー： （シンポジウム：麻酔の安全をめざし

て）麻酔に関連する基準・規則はどこまで整備された

か，第 10回H本臨床麻酔学会総会． 11月．横浜．

18) 谷藤泰正，中沢正博，宮野和子，小林建ー：加齢に
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よる MACの変動と脳内カテコラミン．第 38回日本麻

酔学会総会， 3月．大阪．

19) 宮野和子，谷藤泰正，小幡 徹，小林建ー：セホフ
リハビリテーション医学

ルレンの長時間麻酔における炭酸ガス吸収剤による分 教 授：米本 恭三 リハビリテーション医学一

解物の推移．第 38回11本麻酔学会総会． 3月．大阪．

20) 瀧浪将典，首藤義幸．高木 康：自己血輸血時の循

環動態，酸素需給バランスについての検討．第 38回日

本麻酔学会総会． 3月．大阪．

IV. 著書

l) 小林建ー：麻酔管坪l：必要最小限モニターについ

て（分担執筆）．麻酔前リスクファクターと対策．克戚

堂． 399-405(1990 J 

2) 小林建ー，原田 優： 11 本医帥会•生涯教育の項分

担執筆．医学教育白書，篠原出版． 106-lll 0990) 

3) 影嶋和幸．若杉文古：末期患者の管理（分担執筆），

最新整形外科薬物療法マニュアル．全日本病院出版会．

193-200 (1990) 

般筋の病態生理学，神経

疾患腰痛，スポーツ医学

講師：宮野佐年 リハビリテーション医学一

般，循環器疾患，中枢性疾

患

講師：猪飼哲夫 リハビリテーション医学一

般，神経・筋疾患・骨関節

疾患

講師：河野照茂 スポーツ医学一般

1他1，ltt笑学七ンター． スポ・-ツ外来部に出向）

研究概要

I. 骨格筋の生理学的研究

ヒトの単一運動単位を記録できる埋入電極による

V. その他 研究を引き続き行っている。

1) 小林建一•：本学医学研究審査委員会の理念につし、 トレッドミル上で，色々な速度で歩行した時の単

て．慈恵医大誌 104:204-206. (1990) ー運動単位の発火順序を検壺した。ヒトの全腔骨筋

の単一運動単位の発火順序は歩行スピードが変化す

るとその発火順序も変わり，歩行速度が速くなると

発火頻度も多くなった。

II. 骨格筋の病理学的研究

神経切断後のラットの長趾伸筋，およびヒラメ筋

の変化を検討した。坐骨神経を切断すると，両筋と

もに筋重量は減少したが， ヒラメ筋の方が減少の程

度は大きかった。両筋の筋線維の直径，及び筋線維

の単位面精当たりの最大張力は，神経切断後減少し

た。スキソドファイバー法による type分頼におい

て，神経切断後のヒラメ筋では， typeIから typeII 

および typeX線維への変換が認められた。神経切

断後の筋小胞体の Ca摂取能には変化は認められな

かった。以上の結果から，神経切断後の骨格筋にお

いて，筋線維の萎縮とともに，筋構造蛋白の変化や

未分化な筋細胞への転換が起きていることが示唆さ

れた。また，廃用性筋萎縮は， typeI線維が萎縮し易

く，張力の低下，筋原線維の異常など質的変化も生

じることが分かった。持続的トレーニングでは

type II線維が肥大する。活動量の増加（運動）によ

りtypeIIから Iへ，活動量の減少（廃用）により

type Iから IIへの変換が起こると考えられる。

III. 運動学に関する研究

筋力とは，筋収縮によって発生する張力であり，そ
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の強さは，収縮に参加する筋線維の数によって決ま

る。筋力増強するための訓練として，等尺性，等張

性，等速性のいずれの運動訓練も行われるが，短期

間に最大筋力を増強したい場合は，等張性，等速性

運動訓練が適している。今後の研究として，筋肉自

体の強化だけでなく，神経系を介するアプローチも

必要であると思われる。

IV. 臨床的研究

1. 脳卒中のリハビリテーション

最近 5年間の第三病院での脳卒中 186例で検討し

た。脳出血が発症よりリハ開始まで 15.6日，脳梗塞

で 13.6日で遅い煩向にあった。脳出血では高血圧の

合併が多く，脳梗塞では高血圧の他に心疾患，糖尿

病が多かった。

入院リハ訓練では， 2.5日から 3か月であり，第三

病院リハ科が地域リハに果たす役割は大きいと思わ

れた。

脳卒中患者の痛みについてリハビリテーション医

学的対応を検討した。

脳卒中後の痛みは①中枢障害に起因する神経原

性の痛み，②二次的な局所の痛み，③慢性期に生

ずる心因性の痛みと分けられる。

特に二次的廃用症候群による痛みが多く， これら

は初期治療によりある程度予防し得たため， リハビ

リテーション治療の役割が大きい。一方，痛みの原

因は多様であるため，その治療には各科間の充分な

連携に基づくチームアプローチが必要である。

脳梗塞後遺症に対するリ ハヒリテーションが，心

機能に及ぼす影響について検討を行った。その結果，

心疾患の合併している脳梗塞患者の歩行予後は，合

併のない群より悪かったが，それは合併群が麻痺の

程度が強いためであった。麻痺の程度の同じ群で歩

行予後を比較すると，心疾患の合併の有無は予後に

関係ないことが分かった。

また， リハ訓練中や日常生活中の最高心拍数をホ

ルター心電図で検討すると，リハ訓練ばかりでなく，

食事やトイレ動作で心拍数が最高になっている場合

が多くみられた。

運動性失語症のある群とない群とで日中の心拍数

を検討すると，運動性失語症のない群では，移動度

とよく相関するが，運動性失語症では移動度と全く

相関せず．逆に移動度の低い群で日中の心拍数が裔

い傾向がみられた。

2. 義肢・装具

短下肢装具のタイプと片麻痺異常歩行因子につい

て検討を行った。

下腿三頭筋の緊張度，足関節の背屈角度，麻痺の

程度に従って異なったタイプの装具が必要となる。

両脚立位で患肢の踵がつく時は Hemispiral

braceがよく，患肢単脚立位にて患肢の踵がつく場

合．靴べら式単下肢装具 (shoehorn brace)が適し

ている。患肢単脚立位でも患肢の踵が浮いてしまう

場合．両側支柱付き装具を使う必要がある。

靴べら式単下肢装具の機能的足関節軸の位置変化

を検討した。

装着した状態では．足関節軸と装具のたわみとの

間にずれができる。これは麻痺が軽い場合問題とな

る。

装具の底背屈に関しては，足に装着した状態に比

し．背屈時．足関節軸の位置が高くなる。

3. 脊損

不全頸髄損傷患者の機能回復の程度の速さは，

個々によって異なるため．最終機能ゴールの予測が

困難である。このため，必要な訓練が充分に受けら

れずに治療が打ち切られたり，不必要な長期間の治

療が続けられたりする。正しいリハ治療遂行のため

にYaleScale Score (YSS)を用い，脊損患者の歩

行機能予測を行った。その結果，経時的な訓練指標

として， YSSは有用な方法であることが判った。

4. 切断

下肢先天性動静脈痩より股離断になった 36歳男

性で股義足にて杖なし歩行が可能で． 30kgの鉄板

の運搬， フォークリフトの運転などの重労働に従事

し．職場復掃可能になった 1症例を報告した。

4. その他

ACL再建術後療法として，大腿四頭筋とハムスト

リングの同時収縮を起こさせるには．腹臥位で，下

肢挙上保持が表面筋電図による積分筋電図値から

は．最も筋放電が多いことが分かった。

研究業績

I. 原著論文

1) 猪飼哲夫，米本恭三，宮野佐年，稲田晴生，小林一

成，鄭 健錫福田千晶：脱神経筋に関する生理学的研

究ー単一筋線維の変化ー． リハビリテーション医学．

27: 165-169 0990) 

2) 小川芳徳，山内秀樹，山下美紀子，原田邦彦，今西

昭雄，平井徳幸，福永美賀子，秋月摂子，鳥海 純： all

out走と 1時間走における細胞性免疫と体液性免疫の

動態．テサントスポーツ科学． 11:62-70 (1990) 

3) 稲田晴牛．，米本恭三：脳卒中後の痛みとその対

策．ーリハビリテーションーペインクリニック． 11:

626-630 (1990) 
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4) 稲田晴生，杉本 淳，鄭健錫，小林一成，猪飼哲

夫，宮野佐年，米本恭三：錐体路の走行に関する臨床的

研究． リハビリテーション医学． 27:605-606 (1990) 

5) 宮野佐年，福田千晶，鄭 健錫，小林一成，猪飼哲

夫，米本恭三，稲田晴生：運動性失語症の心拍への影響

について． リハビリテーション医学． 27: 675 (1990) 

6) 鄭 健錫，大橋正洋，江原義弘： H-reflex振幅変化

による短下肢装具効果の解析． リハビリテーション医

学． 27: 695-696 0990) 

7) 小山勝一，佐々木英継，小林•一成，宮野佐年：低カ

リウム性ミオパチーを呈した原発性アルドステロン症

の 1例，慈恵医大誌． 105:745-750 (1990) 

8) 大橋正洋：脳外傷リハビリテーションの問題点ー

特殊な障害像と米国の先進性ー， リハビリテーション

医学． 27:399-409 (1990) 

9) Miyano, S. : Stroke Rehabilitation and its 

influence on cardiac function. Jikeikai Med. J. 38: 

113-131 (1991) 

10) 猪飼哲夫，米本恭三：筋力増強の生理学，理学療法，

7: 239-247 (1991) 

11) 小林一成，米本恭三：関節拘縮の予防と対策，外科．

153: 396-400 (1991) 

12) 猪飼哲夫，米本恭三：筋力増強の理論．理学療法

ジャーナル． 25: 146-148 0991) 

II. 総 説

l) 米本恭三，大橋正洋他：リハビリテーション処方に

ついて考える一医師のアンケート調査から一．総合リ

ハビリテーション． 18:273-280 0990) 

2) 米本恭三：寝たきりの文化的側面．整形災害外科．

33: 669 (1990) 

3) 米本恭三，伊藤元信，大谷藤郎，奈良 懃，矢谷令

子： 21世紀のリハビリテーションチームとは．医療．

6: 18-23 (1990) 

4) 米本恭三：臨床医学の展望ーリハビリテーション

医学ー． 日本医事新報． 3485: 49-52 (1990) 

III. 学会発表

1) 久保雅義，深沢百合子，坂本由美，小林 武．松崎

洋人，谷口英司，宮代直枝，米本恭三：靴べら式短下肢

装具の機能的足関節軸の位置の変化について．第 25回

日本理学療法士学会． 5月．札幌．

2) 松崎洋人，小林 武，久保雅義，宮野佐年，米本恭

三：短下肢装具のクイプと片麻痺異常歩行因子につい

て．第 25回日本理学療法士学会． 5月．札幌．

3) 村松正文，清水義治，平山次彦，佐藤信一，一戸美

代子，山田健治，米本恭三：前十字靭帯再建術早期治療

法における大腿四頭筋とハムストリングスの随意的同

時収縮による筋力強化訓練の検討．第 25回日本理学療

法士学会． 5月．札幌．

4) 小林一成，杉本 淳，猪飼哲夫，宮野佐年，米本恭

三：当院における脳卒中リハヒリテーションの現況．

第 67回成医会第三支部例会． 7月．東京．

5) 谷口英司．西野智香子，菅沼 清．深沢百合子，宮

代直枝，久保雅義，小林 武，市川武雄，道関京子，宮

野佐年，米本恭三：顔面失行 2症例の経験．第 67回成

医会第三支部例会． 7月．東京．

6) 猪飼哲夫，杉本 淳，小林一成，宮野佐年，米本恭

三：片麻痺肩関節亜脱臼とその対策．第 62回関東リハ

ビリテーション医学懇話会． 7月．東京．

7) 鄭 健錫，大橋正洋，伊藤裕之：脳橋部出血 6例の

MRI像と臨床所見の関連．第 62回関東リハビリテー

ション医学懇話会． 7月．東京．

8) 小林一成，杉本 淳，猪飼哲夫，宮野佐年，米本恭

三：下肢先天性動静脈艇より股関節離断に至った 1症

例のリハビリテーション経験：第 4回 LimbSalvage 

研究会． 8月．静岡．

9) Y onemoto, K. : The guidance for muscle stren-

gthening. First Isotonic & Kinetic Seminar. 

Sept. Tokyo. 

10) 米本恭三：リハビリテーションとしての運動．第

28回全国大学保健研究会シンポジウム． 10月．東京．

11) 米本恭三：慢性関節リウマチのリハビリテーショ

ソ．栃木県リウマチ協会． 10月．栃木．

12) 坂本由美，久保雅義，深沢百合子，米本恭三：遊脚

期間の足関節底屈力の変化について．第 6回日本義肢

装具学会． 11月．富山．

13) 米本恭三：整形外科医に必要な在宅医療の知識．東

京都整形外科医学会． 11月．東京．

14) 米本恭三：リハビリテーション医学の展望．第 7回

日本障害者歯科医学会． 11月．東京．

15) 道関京子．中沢真実，谷口英司，杉本 淳，小林一

成，猪飼哲夫，宮野佐年，米本恭三：口部顔面失行と触

覚統合の関連について．第 68回成医会第三支部例会．

12月．東京．

16) 小林一成，杉本 淳，猪飼哲夫，宮野佐年，米本恭

三：中心性頸髄損傷患者のリハ経験．第 64回関東リハ

ビリテーション医学懇話会． 12月．東京．

17) 猪飼哲夫： Kinesiologyとリハビリテーション一

病理学的側面から一．第 2回リハビリテーションカレ

ントトピックス＆レクチャー． 11月．東京．

18) 鄭健錫，大橋正洋，小野田英世，宇野潤，斎藤

隆子，高橋 茂，沖川悦三：両大腿切断者での室内用底

面昇降式車椅子の使用経験．第 65回関東リハピリテー

ション医学懇話会． 2月．東京．

19) Dozeki, K.: Phonetic Rhythms used for hearing 

and speech in Japanese. Fifth Verbotonal Sympo-

sium. May. Yugoslavia. 
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1) Ogawa, Y., Okabe, H., Yamauchi, H.. Yonemoto, 

K. and Kurata, H.: Firing Rate and Recruitment 

order of Single Motor Units in Man during Walking 

on Treadmill. Neuwlogical basis of Human Loco-

motion. 371-378 (19911 

2) 米本恭三．宮野佐年：在宅リハのノウハウ．日本プ

ランニングセンター．（1990)

3) 米本恭—ぶ関節拘縮に対する運動療広の項分担執

筆．山内裕雄，真角昭吾辻陽雄，桜井実編：今 [I

の整形外科治療指針．医学書院．（1990)

4) 米木恭一三：温熱療法と寒冷療法の項分担執筆． 111内

裕雄，真角昭吾，辻陽雄，桜井実編：今日の整形外

科治療指針．医学書院．（1990)

内視 鏡 科

教授：鈴木博昭 消化器内視鏡治療，消化性

潰瘍，内視鏡機器の開発

講 師：大政 良二： 食道・胄静脈瘤砺化翔法，大

腸癌早期診断，超音波内視

鏡

講師：増田勝紀 胃癌レーザー治療，気管．と

研究概要

鑢 電 子 内 視 鏡 ， 腹 腔 鏡l<

手術

5) 米本恭：::回復期のリハビリテーションの項分担 I. 内視鏡診断学に関する研究

執筆．日本医帥会，厚生省大臣官房，ど人保健福祉部老 1. 消化器疾患の内視鏡診断

人保健課監修：脳卒中リハビリテーションマニュァ 消化管で現在検壺可能な臓器は，食道，胃， 十二

ル．新企画出版社．（1990) 指腸，小腸，大腸，終末回腸．胆管．膵管などがあ

る。内視鏡診断学は治療方針を決定するための前提

である。内視鏡診断において主な目的は，まず良性，

悪性疾患の鑑別，ついで悪性疾患であれば，生検，色

素内視鏡，電子内視鏡，超音波内視鏡などを駆使し

て，組織型，病変の範囲，深達度， リンパ節転移等

を診断することである。

消化器癌の早期発見に関する研究としては微小胃

癌 (5mm以下の癌），食道上皮内癌や粘膜癌，人腸

早期癌（隆起型，陥凹型），胆道系早期癌などの発見

が主な目的である。胃癌や大腸癌の早期発見ヽンステ

ム作りの試みとして内視鏡を第 1選択とする集団検

診や職域検診を行っている。

さらに電子内視鏡を活用して，胃小区よりもさら

に小さなレベル（腺管開口部のビットパターン）の

観察を行い微小胃癌，食道上皮内癌の診断を行って

いる。細かいレベルでの病理切除標本と対比検討を

行っている。

超音波内視鏡では，粘膜下腫瘍，癌の深達度，ス

キルス胃癌などの画像を検討している。最近は内視

鏡の直視下で行う 20MHzの超音波内視鏡像を検

討している。胆膵疾患に対しては ERCP, 超音波内

視鏡の他に経十二指腸胆管鏡，膵管鏡も試みている。

2. 呼吸器疾患の内視鏡診断

近年増加の傾向にある肺癌に対応して，気管支鏡

検査が増加している。癌，結核，慢性呼吸器疾患に

対して経気管支鏡生検やブラッシングによる細胞診

を行っている。とくに X腺や CT検査では発見しに

くい早期気管支癌の発見に努めている。
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II. 内視鏡治療学に関する研究

1. 消化管出血に対する内視鏡的止血法

上部消化管出血は消化性潰瘍出血が最も多いが近

年 AGMLや再発癌からの大量出血等の重篤な全身

疾患を背景にもつ症例が増加している。我々はいか

なる病態の出血にも対処できるように薬剤散布法，

薬剤局注法，高周波暖固法， レーザー法， ヒートプ

ローブ法， クリップ法，内視鏡的結紫法等の各種止

血法に習熟し選択している。また，継続的な止血効

果を得るための工夫として経過観察と追加治療を積

極的に行っている。

2. 食道胃静脈瘤に対する内視鏡的治療

食道胃静脈瘤出血は大量出血が多く肝硬変などの

重篤な肝障害を背景としているので手術不適応例も

名＜緊急手術の成績は芳しくない。我々はその対策

としてエトキシスクレロール（硬化剤）を用いた緊

急硬化療法を行い良好な止血成績を挙げ，緊急手術

の回避に努めている。さらに出血防止と静脈瘤の冶

療を目的として，内視鏡的硬化療法を行い満足すべ

き治療効果を得ている。胃静脈瘤出血に対しても上

記の硬化療法に加えてヒストアクリルを用いた硬化

療法や静脈瘤結紫術について検討している。

3. 消化管腫瘍に対する内視鏡的治療

早期胃癌の内視鏡治療に関しては，原則として外

科手術と同等の根治性が得られる場合という倫理上

の制約がある。ただし，重症の合併症や手術拒否な

どで手術不能とされた場合は早期胃癌のみならず進

行胃癌， さらに食道癌に対しても精極的に内視鏡的

レーザー治療を行っている。

大腸ボリープに対しては内視鏡ポリペクトミーを

行っている。平坦あるいは陥凹型早期大腸癌に対し

てもストリップバイオプシー法などを用いた内視鏡

的治療例が増えている。

4． 消化管狭窄に対する内視鏡的治療

消化管の狭窄の原因は，ほとんどが手術不能ある

いは再発の食道癌か術後の搬痕狭窄である。癌性狭

窄に対してはレーザーとバルーンで拡張し最終的に

はプロステーゼ（人丁食道）を挿入する場合が多い。

癌痕狭窄に対して内視鏡下のバルーンやフジーを用

いた拡張術によって著効を得ている。

5. 胆道系疾患に対する内視鏡的治療

胆道系における内視鏡的治療の主な対象は閉塞性

黄疸あるいは結石である。結石に対しては， EST（内

視鏡的乳頭切開術），バスケット排石あるいは砕石に

よる治療を行っている。手術不能の胆管痙による黄

疸に対しては ENBDや ERBD（内視鏡的胆管ドレ

ナージ）及び， PTCD,PTGBDなどで対処し，継続

的な効果を期待してステ‘ノト（プロテーゼ）を挿人

してし、る。

6. 癌性気道閉鎖に対する内視鏡的治療

主気管，気管支に浸潤した癌のために呼吸困難を

きたした症例に対して救急救命的な意味でレーザー

治療を行い，良好な治療成績を挙げている。

7. まとめ

内視鏡的な癌治療の現状は，あくまで局所的な冶

療であるために，手術可能例においてはその適応（ま

著しく制限される。しかし，今後は高齢化社会とと

もに手術不適応例が増加する。また， qualityof life 

の重視や， informedconsentすなわち患者側からの

治療法選釈の傾向を考えると，内視鏡的治療の求め

られる範囲はますます拡大されるものと考・える。

（編集部より）

渡辺 豊教授は'90年 3月 31日をもって定年退職

され， 4月 1日付客員教授を委嘱された。内視鏡科科

長には鈴木博昭内視鏡科助教授が選出され， 4月1

日付にて教授（定員外）に昇任のうえ就任した。
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敏田村友則，山根建樹，石井雄二，鈴木博昭，渡辺 豊：
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9) 増田勝紀，大政良二，秋庭宏紀，宮本兼吾，蜂谷公
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19) 宮本兼吾，大政良二，増田勝紀，秋庭宏紀，蜂谷公
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20) 戸島恭一郎，増田勝紀，大政良二，秋庭宏紀，宮本

兼吾，蜂谷公敏，佐野勝英，福島常吉，中里雄一，新井

弥生．渡辺 豊，鈴木博昭：電子内視鏡EVG-HRによ
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柏病院総合内科

教授：渡邊證次郎

助教授：斎藤 篤

助教授：小原 誠

講師：木村靖夫

講師：藤瀕清隆

講師：片山俊夫

研究概要

神経内科学

感染症学，化学療法

循環器病学，循環器 ME

腎臓病学

消化器病学

血液学

I. 神経病学に関する研究

1. 脳血管障害に関する研究

柏病院開院以来 2年 6か月の間に内科で経験した

脳血管障害（クモ膜下出血を除く）は 629例であり，

これらを対象として臨床的研究を行った。年々，脳

出血の占める割合が増加する煩向がみられたが，こ

れは救急重症例の搬入増加に伴うものと考えられ

た。最重症型の原発性橋出血 (10例）では，生存率

50%と比較的良好な成績が得られた。また過去 1年

間に MRIを施行した脳梗塞 166例を対象として，

Periventricular High Intensity (PVH)の程度より

5群に分け検討した結果， PVHは加齢と共に増強

し．また高血圧症例に多くみられる傾向のあること

を明らかにし痴呆・小歩症の合併も PVH高度の症

例に多くみられることを報告した。

2. 神経変性疾患の画像診断的研究

脊髄小脳変性症 (SCD),Parkinson病の臨床症状

とMRI.SPECTの変化との関連につき経時的に検

査を行い，検討している。

3. 運動ノイロン疾患 (MND)と代謝異常に関す

る検討

MNDにおけるカルシウム，アミノ酸代謝を調べ

ると共に，活性型 V-Dの投与を行い，その有用性を

検討している。

4. 代謝性ミオパチーの研究

飲酒に伴う筋障害の動物モデルを作成し，筋の形

態学的変化を招来する因子を検討した。

II. 感染症学に関する研究

1. メチシリン耐性黄色プドウ球菌(MRSA)に関

する研究

院内感染防止対策のうえから，継続して MRSA

による院内汚染状況を調査した。入院患者由来の黄

色ブドウ球菌は約 50%が MRSAであり，また

MRSA感染症患者からはコアグラーゼ型 II型，

ファージ型 III群が比較的多く分離され院内感染が
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示唆された。これらの結果をもとに， MRSAによる の食道への逆流をひきおこし，その結果として食道

院内感染の防止に努め成果をあげつつある。 潰瘍を発生さすことを明らかにした。

2. 消化性潰瘍治癒後の検討

III. 循環器病学に関する研究 消化性潰瘍の治癒後の維持療法については，その

1. DSAを用いた心筋灌流の評価 必要性は認められているものの，その方法，期間に

心筋灌流の評価法として RI,ECHO, CT, MRI, ついて一定の見解は得られていない。我々は多数の

DSA等があるが，現在我々は冠動脈造影時に DSA 検討の一つとして，原因と思われるストレスが明ら

を用い，時間分解能に優れた画像化を行い，心周期 かに除去できた症例では，維持療法を早期に中断し

によって変化する心筋濯流状態の解析や， PTCA前 ても再発が少ないことを明らかにした。

後での灌流状態の変化，冠動脈バイバス術後の灌流

状態を解析し検討を行った。 VI. 肝疾患に関する研究

2. 冠動脈硬化症と全身の動脈硬化との相関につ 1. B型肝炎 (HB)ウイルスワクチンに対する無

いて および低反応例の背景因子の検討を行った。 Tリン'

冠動脈造影施行患者の容積脈波， PWV（脈波速 パ球サブセットを含めた免疫学的背景因子の検討で

度）を測定し，冠動脈硬化との相関関係につき検討 は，高反応例と比較し，有意差はみられなかった。同

を行っている。 時に PCR法を用いて HBゥイルスの検索を行い，

3. PTCA施行後の冠動脈再狭窄の機序は未だ明 無反応例の一部に低レベルの HBウイルスゲノム

かではないが，我々は LPaとの相関関係につき， を保有する潜在的な HBウイルスキャリアの存在

PTCA施行患者の LPaを測定し検討を行ってい を認めた。

る。 2. 原因として C型肝炎ウイルスあるいは同ウイ

ルスが強く疑われる劇症肝炎例，急性肝炎遷延化例

IV. 腎疾患に関する研究一慢性透析療法に関す にfJインターフェロンの投与を試み，有効例を認め

る研究 た。

1. CAPD治療における腹膜機能の研究 3. 肝癌研究会 stageIII以上の肝細胞癌症例に

CAPD継続中，出口感染，硬化性腹膜炎，除水不 リザーバーの装着を行い，ファルモルビシン単独と

全が臨床上の問題となっているが，早期に unloofing リピオドール併用の反復動注を行い，抗腫瘍効果の

を行うことで問題の解決がはかられること，経時的 比較と合併症の検討を行っている。

に腹膜機能が変化することを明らかにした。

2. 腎不全での活性型 vitDの長期投与に関する VII. 呼吸器疾患に関する研究

研究 1． 肺血栓塞栓症の臨床的研究

二次性副甲状腺機能充進症に活性型 vitD 剤， la — 激烈な症状で発症する急性型の診断は，核医学的

OH-D3とla,25-(0H)2-Da の投与では， la-OH— 検査の普及により比較的容易であるが，慢性型は不

D3でより安定した血中濃度が得られることを明ら 定な症状で始まり，呼吸不全となって初めて診断さ

かにした。また， la,25-(0H)2-D3の血漿濃度が 100 れることが少なくない。第 4内科と共同で本症 8例

pg/ml以上の高濃度でも経口的に投与された la, の臨床像を検討し，次の事項が早期診断につき重要

25-(0H)2-D3が速やかに血中に出現することをし であることを明らかにした。 ①血清 LDH,GOT, 

めし経ロバルス療法での投与根拠の一つを明らかに T.Bil．の本症診断における特異性はない。 ②心電

した。 図は微細な変化を経時的に追跡するのに必要である

が，判定困難な場合が少なくない。 ③動脈血ガス

V. 消化管に関する研究 分析は，極めて鋭敏な検査である。

1. CAPD患者の合併症としての食道潰瘍の研究

CAPD患者に食道潰瘍が多発している点に着目 VIII. 血液疾患に関する研究

し，その発生機序を検討した。 CAPD患者の食道潰 1. 特発性血小板減少性紫斑病 (ITP)に対するイ

瘍発生率は自然発生率に比して極めて高く，潰瘍を ｀ノターフェロン療法の臨床的有効性を示した。本治

合併した症例はいずれも LES圧（下部食道括約筋 療法は特別な副作用もなく有力な治療法となること

圧）は正常範囲内であり，小柄な女性であった。さ を報告した。

らに透析液の腹腔内注入による腹圧の上昇が，胃液 2. 維持透析中，発症した急性白血病患者に化学
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療法 (BHAC,VP16)を試行した際の血中濃度を測

定し，血液透析の影響を受けず，また蓄積効果のな

いことを確認し，血液透析患者に対する BHAC-EV

療法の安全性を報告した。

3. 造血器疾患における真菌症の合併は剖検で高

頻度にみられ，生存中の診断が容易でないことから

診断法の確立の必要性を示し，顆粒球減少，長期発

熱の持続する患者では empiricchemotherapyの必

要性を報告した。

（編集部より）

柏病院内科は，＇ 87年 4月の開院以来，その医師は

第 1第 2および第 4内科学教室から派遣されていた

が，同内科の規模が増大してきたため，その将来の

あり方について検討する委員会（柏病院内科あり方

検討委員会）が編成された ('88年 9月 26日の教授

会）。同委員会では，特設診療科目としての総合内科

の設置を検討してきたが，＇ 90年 11月 13日の教授会

においてこの案が可決された。なおこの特設診療科

目柏病院総合内科の科長として，第 1内科学教室教

授（定員外）の渡邊證次郎氏が選出された ('90年 12

月 25日の教授会）。
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として（第 2報）．第 4回成医会柏支部例会． 12月．柏．

柏と部例会． 12月．柏．

18) 佐野光一，高木寛．小原 誠．谷本杵・ ▲．岡村哲

丸鯉沼博美，小野安雄．猪股 出：肺胞1こ皮癌の 2fljil. 

第 29回日本臨床細胞学会秋期大会． 10月．大阪．

19) 高木 寛： （シンポジウム）在宅酸素療法．第 4[nJ 

日本 LST(Life Support Technology)学会大会． 11

月．東京．

20) 海渡 健．片山俊夫．吉田真弓．斎藤篤．小林止

之．落合成正．増岡修一．島田 貴．西脇嘉ー．洒井紀：

ITPに対するイタンーフェロン療法の検討．第 32[11[ 

日本臨床血液学会． 9月．札幌．

10) 金江清，小原誠，原田潤太，貞岡俊一，堀越茂 IV. 著 書

樹，中野雅道，堀場勇夫．小田和幸： DSAを用いた心

筋還流による PTCAに対する新しい評価法の検討．第

31回脈管学会総会． 10月．札幌．

11) 妹尾篤史．小原誠金il: i青．高木寛．高山和

久．大山典明．佐野光□ 高見沢重隆．吉武典明，武藤

誠：当院（慈恵柏病院）における PTCR16例の検討．第

4回成医会柏支部例会． 12月．柏．

12) 高山和久．金江胤小原誠，小倉優枝，鈴木y";

恵谷田貝一美，鈴木久 f・,1：：村朋子，鈴木恒雄．伊藤

ー広，相曽正義恩Ill光且真柄直郎：ホルター心電図

における体位変換の影憚について．第 4回成医会柏支

部例会． 12)］．柏．

13) 渡辺修．．若林良且IJ. 木村靖夫： （ポスクーフォー

ラム） CAPD症例における腹膜機能に関する経時的研

究ー特に糖尿病性腎不全症例について．第 35回日本透

析療法学会． 7月．横浜．

14) 若林良則．木村靖夫．渡辺修一： CAPD腹膜炎時の

灌流液中糖残存量．蛋白喪失量の経時的変化と臨床経

過の関係．第 35回日本透析療法学会． 7月．横浜．

15) Watanabe, S., Wakabayashi, Y., Nakayama, M. 

and Kimura, Y.: Longitudinal changes for per-

itoneal equilibration test of CAPD patients, com-

parison between diabetes-mellitus and chronic 

nephritis. 5th congress of the International Soci-

ety for Peritoneal Dialysis. Jul. Kyoto. 

16) Takahashi, H., Liang, T.]., Blum, H.E., Zeniya. 

M., Fujise, K., Kameda, H. and Wands, ].R.: 

Identification of low level hepatitis B related viral 

genome in hepatitis B vaccine non-responers. 

International Symposium on Viral Hepatitis and 

Liver Disease (The 7th Triannial Congress). Apr. 

Houston. 

17) 藤瀕／青隆． f＿1野いずみ．柴田博之．渡辺文時．近藤

謙二，有泉雅博，植松幹雄．中原正雄．相沢良夫．鬼沢

信明．斎藤 篤．渡邊證次郎： HBワクチン無反応およ

び低反応例の免疫学的背景因子の検討．第 4回成医会

l) 斎藤 篤：腎障害患者の感染症とその化学療法の

項分担執筆上田 泰編：難治感染症治療の現況．ライ

フ・→トイエンス． 142-152(1990 J 

2) 斎藤 篤：腎障害患者におけるキノロン薬療法の

項分担執筆．上田 泰，清水喜八郎，紺野昌俊，松本文

夫紺：キノロン薬．ライフ・サイエンス． 275-280(1991)

V. その他

l) 桑野稔啓，高塚洋二，阿部邦彦． 1]原義文，中島・

彦，高山和久，藤崎寿路，金江 清，小原 誠，岡村哲

K．島田俊樹：急性腎不全．ぅっ血性心不全・脳内出血

を合併し治療に難渋した感染性心内膜炎の＾fダI]. II本

救急医学会関東地方会雑誌． 11(1):360-362 (1990 > 
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柏病院救急診療部

助教授：中村紀夫 救急医学

研究概要

消化管出血は，食道静脈瘤．消化性潰瘍によるも

のも多いが．重症感染症や高度肝障害，多臓器不全

にともない発生する急性胃粘膜病変によるものがあ

り．この場合は，予後はきわめて悪い。

病変そのものの形態学的特徴は類似していてもそ

の発生機序については．その背景にある病態によっ

て異なっている。実験的に確認されていることは．粘

膜微小循環系の関与と粘膜局所の freeradicalの役

割である。これらの基礎的データにもとづき．救急

重症患者における chemicalmediatorの動向やそ

の対応についての検討を行っている。

（編集部より）

慈恵医大における救急診療部の拡大強化は '81年

の講座等将来構想委員会の答申にすでに提示されて

いたが，＇87年 4月の柏病院の発足にともなってこの

診療部の設置はより現実的になった。そのため '89

年 9月 25日の教授会において，柏病院救急診療部設

置準備委員会が編成された。同委員会は，同年 12

月 25日の教授会において，柏病院の救急診療部を特

設診療科目として独立させることを提案し了承され

た。なおこの特設診療科目柏病院救急診療部の科長

として，第 2外科学教室助教授の中村紀夫氏が選出

された ('90年 4月 9日の教授会）。

研究業績

I. 原著論文

l) 前田宜包：エンドトキシン血症に合併する急性胃

粘膜病変発症に関する基礎的研究．日消誌． 87(7):

1483-1490 (1990) 

II. 総 説

l) 中村紀夫：基礎知識．内視鏡と局所解剖．胃・消化

器内視鏡． 2(4):527-531 (1990) 

2) 中村紀夫：消化管出血と輸血．日本医事新報． 3452:

132 (1990) 

III. 学会発表

1) Nakamura, N. : (symposium) Research Advance 

in Gastric Microcirculation. XVI European Con-

ference on Microcirculation. Aug. Zurich. 

2) 前田宜包，中村紀夫，関川敬義（山梨医大） ：菫症

感染症に合併する急性胃粘膜病変の発生に関する実験

的検討．第 19回 Cytoprotection研究会． 3月京都

IV. 著書

l) 中村紀夫：大井二重規制と腺境界をめぐって．消化

器血流の研究 6（分担執筆）．消化器血流研究会編．メデ

カIレトリビューン． 117-1400990) 
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歯 科

教授： 田辺 睛康 ロ腔外科学，顎発育， 口腔

修復

助教授：杉崎正志 ロ腔外科学，顎関節疾患

講師：伊介昭弘 歯科学， 口腔解剖

講師：五百蔵一男 ロ腔外科学， 口腔腫瘍

研 究概要

I. 顎関節疾患の基礎的研究

1. 日本人晒浄頭蓋骨における顎関節の観察

従来より日本人晒浄頭蓋骨を用い，顎関節の形態

学的特徴を検討し，顎関節硬組織に形態変化を及ぼ

す因子について研究を継続している。今回は，臼歯

欠損が変形性関節症の原因になり得るかについて検

討した。その結果，変形性関節症の出現年齢は 40歳

以上に多く．正常顎関節は 40歳以降は少なかった。

変形性関節症は片側性が最も多く観察された。正常

群は歯の欠損が少なく，加齢に伴った欠損数の増加

がみられず．中高年になっても歯を失っていない人

に有意差をもって多く観察された。関節症群では年

齢に関係なく臼歯および大臼歯欠損が正常群より多

く認められた。臼歯欠損数と変形性関節症との関連

については． 40歳以下では大臼歯欠損 2本は変形性

関節症と関係が強いと考えられた。 40歳以上では 3

本の大日歯欠損は変形性関節症と関係が大きいもの

と考えられたが．加齢変化による歯の欠損の影響は

否定できなかった。多数におよぶ臼歯欠損は．顎関

節のリモデリングや咀咽様式の変化で対応している

と考えられた。以上の結果が得られた。

2. 顎関節症発症に関する性差．年齢差ならびに

局所因子について

顎関節症発症に関する性差，年齢差ならびに局所

因子について文献的考察を行った。その結果．成長

期．安定期．老年期など．個体の年齢によって発症

因子の及ぽす影響に差が観察された。高齢者女性に

変形性関節症が多く観察され．骨粗縣症を含めたホ

ルモンの影響が示唆された。下顎頭形成終了時期に

性差が観察された。顎関節症が女性に多いとする病

因論的説明は不可能だったが．症状を訴える頻度は

女性に強く観察された。以上の結果が判明した。

3. 下顎嵩関節隆起前方斜面について

日本人晒浄頭蓋骨 48顆を用い下顎腐関節隆起前

方斜面の角度，頭蓋顔面の人類学的計測点および咀

噌筋の走行を計測し，以下のような結果を得た。

1) 関節隆起前方斜面角で最も急峻な部位は．外

側より 1/3における角度であり，これより内側，外

側に向かうにつれ角度は，緩やかであった。

2) Angle分類別では，関節結節相当部では， II級

が最も急峻であったが，関節隆起中央から内側にか

けては， III級が最も急峻であった。

3) 顔面計測値との関係では，関節結節部におけ

る角度は，下顎に関する項目と相関が認められ，内

側 1/3における角度は，上，中顔面に関する項目と

逆相関が認められた。また外側 1/3,内側 1/6におけ

る角度は，顔面の点計測，線的計測値と逆相関が認

められた。以上より前方斜面の中央から内側にかけ

ては，その角度が急竣なほど上，中顔面の前下方へ

の発育は小さいとことが示唆された。

4) 外側翼突筋は，頭蓋底ならびに側方より観察

した角度と，関節隆起中央部の角度，側方より観察

した角度と内側 1/3における前方斜面の角度と相関

が認められた。

5) 咬筋ば，頭蓋底より観察した角度と外側 1/3

における前方斜面の角度と逆相関が認められた。

6) 内側翼突筋は，頭蓋底より観察した角度と内

側 1/3における前方斜面の角度と相関が認められ

た。

7) 頭蓋底より観察した外側翼突筋と咬筋のなす

角は，関節隆起中央部と，また内側翼突筋と咬筋の

なす角は，内側 1/3における前方斜面の角度と相関

が認められた。

以上より外側翼突筋の角度．および咬筋と内側翼

突筋のなす角度と，前方斜面との相関関係より前方

斜面が急峻なものほど，下顎を前上方に押し上げる

力は少なく， より顎関節の前方脱臼を起こりづらく

しているという合目性を有していると考えられた。

II. 唇顎口蓋裂術後患者の口腔管理

唇顎口蓋裂術後患者の口腔管理の目的は，外科的

治療，矯正治療および言語治療などを主体に，狭小

化した歯列弓の拡大，歯列不正を改善し咬合関係と

咀噌機能回復，審美的改善，構音障害の改善と発音

明瞭化などにある。しかし，唇顎口蓋裂患者の口腔

管理を行っていく上で下記に示す事項が大きな問題

となっている。

1. 矯正治療後の後戻り

2. 鼻口腔痙孔残存

3. 成長発育

4. 鼻咽腔機能不全

5. 審美障害

6. 精神心理学的問題

従来より教室では，矯正治療後の後戻りおよび鼻
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ロ腔痩孔残存に対して，鼻口腔痩孔閉鎖手術時にプ

ロック骨移植を併用している。これによって歯列矯

正後の恒久的保定が可能となり，歯槽堤形態の改菩

による補綴治療のやりやすさ， さらに口唇部のふく

らみの改善や発音，照下．咀咽の改善など多くの利

点が認められた。

すなわち過去に報告された口蓋裂患者の顎裂部の

骨移植は，そのほとんどが海綿骨梁細片移植であり，

術後の矯正治療により．痩孔閉鎖手術後の顎裂部に

後戻りが生じる。そのため海綿骨梁では骨フリッシ

が形成されるまでの間．手術野に保定装置を使用し

なければならず，術野の安静，清潔を保つのに困難

がある。これに対し， プロック骨移植では，術直後

より移植骨自体の強度があり． segmentの圧迫によ

る移植骨の固定も良好であり．期待した結果が得ら

れたものと考えられた。

III. 口腔腫瘍に対する治療法の検討

ロ腔に発生する歯原性腫瘍や悪性腫瘍の治療法

は，未だ完全には確立されていない。歯科口腔外科

的立場より放射線治療，手術療法．化学療法を組み

合わせた集学的治療を行い． 口腔の機能をできるだ

け温存しながら，腫瘍治療の成績向上につながるよ

うに努めている。

舌や， 口腔底で下顎骨に近接しないものについて

は密封小線源治療第ー選択としており，下顎骨に発

生したもの．近接したものについては手術を第ー選

択として下顎骨の放射線骨壊死を引き起こさないよ

うにしている。 QOLが重視されるようになってき

た現在，顎関節腫瘍では咀哨機能を回復させるよう

に人工下顎裔を，下顎骨半側切除で関節突起を切除

した症例では関節頭付きプレートにより再建を行

ぃ，咀哨機能の回復を目指している。術後経過観察

では局所，頸部転移．肺転移等について巌重に行っ

ているが，肺転移については関係各科と連絡を取り

適応によっては．手術をお願いし治療成績の向上の

可能性を考えている。

研究業績

I. 原著論文

1) 田辺晴康：補綴前外科手術①軟組織の処置①．

Dental Diamond. 15: 46-49 (1990) 

2) 田辺晴康：補綴前外科手術②軟組織の処置②．

Dental Diamond. 15: 38-41 (1990) 

3) 杉崎正志．鈴木公仁子，伊介昭弘，田辺睛康，加藤

征：日本人晒浄頭蓋骨における顎関節の観察ー第 2報

顎関節硬組織の変化について一． B口科誌． 39:287-

301 (1990) 

4) 鈴木 茂．田辺晴康：腎・泌尿器系疾患と歯科治療．

歯界展望． 75:1192-1195 (1990) 

5) 杉崎正志伊介昭弘田辺晴康，加藤征：日本人

下顎裔の形態学的研究ー第 1報 線的計測ー．日口科

己志． 39: 302-315 (1990) 

6) 鈴木 茂，田辺晴康：血液疾患と歯科治療．歯界展

望． 75:1440-1444 (1990) 

7) 中澤正博，田辺晴康：出血性疾患と歯科治療．歯界

展望． 76:210-216 0990) 

8) 白川正順，田辺晴康：内分泌系疾患患者と歯科治

療．歯界展望． 76:446-452 (1990) 

9) 杉崎正志，木野孔司（東医歯大） ：顎関節の臨床解

剖第 1報．顎咬合誌． 10:1-8 (1989) 

10) 杉崎正志，木野孔司（東医歯大） ：顎関節の臨／未解

剖第2報．顎咬合誌． 10:9-16 0989) 

11) 杉崎正志，鈴木公仁子，伊介昭弘，田辺晴康，加藤

征：日本人晒浄頭蓋骨における顎関節の観察 第3

報：下顎頭形態について．日口科誌． 39:539-550 

(1990) 

12) 鈴木由紀，田辺睛康：代謝性疾患と歯科治療．歯界

展望． 76:698-704 (1990) 

13) 鈴木公仁子，田辺晴康：耳位咽喉疾患と歯科治療．

歯界展望． 76: 940-946 (1990) 

14) 五百蔵一男，福武公雄＊，大鶴 洋.'大貫湘]*，土

器屋卓志＊（拿国立東京第二病院） ：顔面骨骨折における

CT三次元イメージの臨床的応用．日口外誌． 36:

2362-2370 (1990) 

15) 山口正樹，田辺晴康：眼科疾患と歯科治療．歯界展

望 76:1186-1191 (1990) 

16) 宮乎 暁，田辺晴康：皮府疾患と歯科治療（上）．歯

界展望． 77: 436-4400990) 

17) 杉崎正志，木野孔司（東医歯大） ：顎関節の臨床解

剖第3報．顎咬合誌． 11:1-3 (1990) 

18) 杉崎正志，木野孔司（東医歯大） ：顎関節の臨床解

剖第 4報．顎咬合誌． 11:5-11 0990) 

19) 杉崎正志：顎関節症発症に関する性差，年齢差なら

びに局所因子について (1)．日本歯科評論． 578:153-

168 (1990) 

20) 杉崎正志：顎関節症発症に関する性差，年齢差なら

びに局所因千について (2)．日本歯科評論． 579:143-

162 (1991) 

21) 杉崎正志：顎関節症発症に関する性差，年齢差なら

びに局所因子について (3・完）． 日本歯科評論． 580:

139-160 (1991) 

22) 宮平 暁，田辺睛康：皮府疾患と歯科治療（下）．歯

界展望， 77: 686-689 (1991) 

23) 伊介昭弘．杉崎正志，田辺睛康，加藤 征：日本人

下顎裔の形態学的研究ー第 2報：角度的計測ー． 日口
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科誌． 40:33-42 0991) 

III. 学会発表

1) 杉崎正志，鈴木公仁子．伊介昭弘．田辺晴康．加藤

征：日本人晒浄頭蓋骨における顎関節の観察 第 5報

変成性関節症について．第 44回日本口腔科学会総会． 4

月．松江．［日口科誌． 29:1331 (1990)] 

2) 伊介昭弘，杉崎正志．田辺睛康，加藤 征： ll本人

下顎寓の形態学的研究（第 5報）ー関節隆起前方斜面に

ついて一．第 44回日本口腔科学会総会． 4月．松江．［ II

ロ科誌． 29:1331 0990)) 

3) 五百蔵一男，杉崎正志，田辺睛康森山 寛：診断

上 3次元 CTが有用であった側頭骨軟骨芽細胞腫の 1

例．第 44回日本口腔科学会総会． 4月．松江．［日口科

言志． 29: 1364-1365 (1990)] 

4) 渡辺裕三，五百蔵一男，杉崎正志，田辺晴康：下顎

角部の腫脹を契機に発見された肺癌の 1例．第 3回日

本口腔診断学会総会． 5月．東京．

5) 田辺晴康，杉崎正志，渡辺理恵子，鈴木公仁子，占

田昭代：唇顎口蓋裂患者の咬合管理．第 14回日本 1―l晶

裂学会総会． 5月．郡山．

6) 田辺晴康，渡辺理恵子，鈴木公仁子，宮平 暁，吉

田昭代：唇顎口蓋裂患者の補綴処置（第 2報）．第 7回

日本顎顔面補綴学会． 6月．名古屋．

7) 田辺晴康，相良成実：歯科治療時にみられる異常絞

拒反射症例．第 5回日本歯科心身医学会． 7月．福岡．

8) 鈴木由紀，相良成実，小守英一，斎藤文明，鮎瀬公

彦：下顎骨移動術後の顎間固定期間中の後戻り防 11.W

について．第 67回成医会第三支部例会． 7月．東京．［慈

恵医大誌． 105:795-796 0990)] 

9) 鈴木公仁子，杉崎正志，鈴木由紀，中澤正博，相良

成実，伊介昭弘，田辺睛康：顎関節腔単純造影 X線所

見の臨床的検討．第 3回日本顎関節学会総会． 7)J.東

京．

10) 田辺睛康，杉崎正志，鮎瀬公彦，渡辺理恵子，鈴木

公仁子，吉田昭代，渡辺優子：唇顎口蓋裂患者の歯科か

らの管理．第 107回成医会総会． 10月．東京．

11) 杉崎正志，伊介昭弘，鈴木公仁子，田辺晴康，加藤

征：日本人晒海頭蓋骨における顎関節の観察 第 6報

変形性関節症について (2)．第 35回日本口腔外科学会

総会． 10月．岡山．［日口外誌． 36: 2932 (1990 >] 

12) 伊介昭弘，杉崎正志，田辺晴康，加藤 征： H本人

下顎嵩の形態学的研究（第 6報）ー関節隆起前方斜面に

ついて一．第 35回日本口腔外科学会総会． 10月．岡山．

［日口外誌． 36:3160 (1990)] 

13) 吉田昭代，伊介昭弘，田辺晴康，根津 浩（根津矯

正歯科クリニノク） ：幼児期に顎骨骨折した患者の長

期経過的観察症例．第 2回日本小児口腔外科学研究会．

12月．名古屋．

14) I I I 11[|：樹，鈴木由紀，宮平 暁．相良成実，小守英

ー一，斎藤文明，鮎廂公彦，杉崎iE志：顎関節腔造影 X線

所見の臨床的検討．第 68回成医会第三支部例会． 12

月．東Jれ．［慈恵朕大誌． 106: 407 0991) J 

15） 杉崎正志：顎関節症プロトコールの提案．第 7回歯

科医学を中心とした総合的な研究を推進する集い． l

月．東爪．

IV. 著書

1) 杉埼 ii砧•:：顎関節の解剖．下顎頭の項分担執董．上

村修三郎，杉崎正志，柴田考典編著：顎関節小事典，［1

本歯科評論社． 10-13(1990) 

2) 杉崎正志．伊介昭弘：顎関節の解剖，側頭骨(F顎

裔関節隆起，関節結節）の項分担執筆．上村修：郎．

杉崎正志，柴田考典編著：顎関節小事典．日本歯科評論

社． 14-17(1990) 

3) 杉崎正志．木野孔司．柴田考典：顎関節の解剖．関

節円板の項分担執筆．上村修三郎．杉崎正志．柴田考

典編著：顎関節小事典． 日本歯科評論社． 24-27(1990)

4) 杉崎j［志，柴田考典：顎関節におけるリモデリ

ングの項分担執筆．上村修三郎，杉崎正志．柴田考

典編著：顎関節小事典． 日本歯科評論社． 88-93(1990)

5) 杉崎正志．柴田考典：顎関節疾患の病態退行性関

節疾患の項分担執筆．上村修三郎．杉崎正志．柴田考

典編著：顎関節小事典．日本歯科評論社． 198-201

0990) 

V. その他

1) 杉崎 ll：志：顎関節症 III型の診断と治療．歯界展

望／別冊．顎関節症治療のボイント． 50:91-98 (1990) 

2) 杉崎11:．志：矯正治療と顎関節症発症に関する考察．

ザ・クインテッセンス別冊．成人の歯科治療と矯正．

237-246 (1990) 
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共用研究施設

医 科学研究所

所長 福原武彦

微細形態研究部

教授： 鈴 木 昭 男 超微構造病理学，細胞小器

官病理学

教授：田中寿子 細胞の形態と機能に関する

組織化学

講師：幡場良明 細胞・組織の立体微細構築

に関する研究

講師：山口 正視 細胞生物学

講師：佐々木博之 細胞牛物'f’

研究概要

I. 牌臓の濾胞周辺帯と英血管の走査電顕的研究

各種哺乳動物の）j卑臓の立体微細構築研究の••環と

して．各種哺乳動物の牌臓の感胞周辺帯と英血管を

走査電顕的に比較検討を行った。 1慮胞周辺帯は，そ

の発達状況や構造が動物の種類により異なり， ウサ

ギ等の重歯類やモルモット． ラット，マウス．ハム

スター等の臨歯類では良く発達し．ネコ， フェレッ

ト等の食肉類では発達が悪い。サルや下等哺乳類に

属するモグラ．スンクス等の食虫類ては中問の発逹

を示す。また．重歯類や臨歯類の胞胞周辺帯ぱ，周

辺洞によって取り巻かれ． これに應胞内毛細血管が

開放している。英血管は，重歯類や器歯類でぱ欠如

しているが．食肉類や食虫類では良く発達しており．

発達の良いものでは全体として紡錐刑(ellipsoid)を

ぷし．モグラが最も良く発達している。以 1：の結果

から，食虫類は， l慮胞周辺帯も英1(11管も発達してい

るが．一般に．悲胞周辺帯の発逹が良い哺乳動物の

牌朦では，英血管が欠如しているか，発達が悪い。特

に，重歯類や臨歯類では．｛應胞周辺帯の発達と災1(11

管の発達は逆相関を呈するものと考えられる。

II. 卵巣内卵子透明帯におけるレクチン結合性に

ついて

哺乳動物卵子の透明帯に出現する糖鎖について．

明帯を構成する幾つかのレクチン結合性複合糖質が

見い出され，その多くが卵細胞により産生・分泌さ

れてし、ることが明らかとなった。

III. LAK細胞による腫瘍細胞傷害に果たす per-

forinの役割

第 1 細菌学教室および順天堂大・医•免疫学教宰

との共詞研究により， ヒト lymphokine activated 

killer細胞が腫瘍細胞を傷害する時点での porefor-

ming protein (perforin)の分布と腫瘍細胞傷害への

関与を免疫組織学的手法で検索した。その結果，

killer細胞から放出された perforinは腫瘍細胞に移

行し，細胞傷‘杏性を示す事が明らかとなった。

IV. リンパ節 highendothelial venule CHEV)の

リンパ球遊出に関与する諸因子

細胞接済分子が明らかになるに従い， リンパ球の

homing, migrationの機構が解明されつつある。ヒ

トリンパ球 homingreceptorとしてぱ Leu8,CD44, 

VLA4が証明され．内皮細胞側のリガンドとしてぱ

各々sialicacid, hyaluronic acid, fibronectinのcs-
1 domainが挙げられ，更に LFA-1とICAM-1がそ

の接着を補っている。ヒト末梢リンバ節の HEVで

これらの分子の局在を調べると． HEV内皮細胞に

接着するリンパ球及び内皮細胞間を通過するリンハ

球には Leu8とLFA-1が発現し，管腔側内皮細胞膜

には ICAM-1が発現されていた。一方 sialicacidは

内皮細胞の管腔側細胞膜．及びリンパ球を包み込ん

だ内皮細胞細胞膜にも局在していた。即ち LFA-1

とICAM-1の反応は HEV管腔内の接着のみに働

き． Leu8とsialicacidの反応は管腔内の両者の接

着のみならず． リンパ球の内皮間通過にも作用して

いることが明らかになった。更に内皮細胞の actin

filamentがこの移動を能動的に助けている所見が得

られた。

V. HIVウイルスに関する研究

第 1細菌学教室との HIVに関する共同研究によ

り， 本年度は HIVウイルスの特異抗体CNM-01)と

補体依存性の直接的なウイルス粒子の溶解による破

壊という現象を見い出した。

各種のレクチンを用いて検索し，透明帯を構成する VI. 酵母で生産された B型肝炎ウイルス抗原に関

複合糖質の起源や構成成分を検討した。その結果，透 する研究
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1. B型肝炎ウイルス表面抗原 (HBsAg)の構造

解析

酵母 HBsAgは，氷包埋法により超低温電子顕微

鏡で観察すると，辺縁がなめらかな球形の袋状， ま

れに細長い袋状の形態を呈していた。その直径は平

均 23.7nmで，長さは 27.0nmであった。

2. B型肝炎ウイルスコア抗原 CHBcAg)の細胞

内動態に関する研究

本年度は，酵母細胞内 HBcAgの局在を効率よく

観察するための免疫電子顕微鏡法の検討を行なっ

た。遠心で集めた細胞を急速凍結し，種々の固定液

によりー80℃で置換固定を行ない，樹脂に包埋した。

超薄切片作製後，グリッド上で免疫染色を行なった。

工ボキシ樹脂に包埋した場合には，細胞の微細構追

はよく保存されるものの，抗体との反応は低く， コ

ロイド金による密な標識はみられなかった。これに

対して， LRWhite, Lowicryl樹脂に包埋した場合に

は，抗体との反応性が高く， コロイド金の密な標識

がみられた。

研究業績

I. 原著論文

1) Sasaki, H., van Heel, M.,* Zeitler, E.*(*Max-

Planck-Gesellschaft) and Suzuki, T.: Fine struc-

ture of mitochondrial helical filaments revealed by 

computer imageanalyses. J. Electron Microsc. 39 : 

388-395 (1990) 

2) Sasaki, H., Kurioka, S., Misawa, T. and Suzuki, 

New support film by the plasma polymerization 

method. In: Peachey, L.D. and Williams, D.B. eds 

Electron Microscopy Vol. 3: Biological Science, 

San Francisco Press, Inc., San Francisco. 782-783 

(1990) 

7 J Kondo. I. (Taisho Pharmaceutical Co.) and 

Yamaguchi, M.: Morphological changes of 

Helicobac/er pylori caused in vi/m by cytoprotective 

anti-ulcer drug, sofalcone. In: Peachey, L.D. and 

Williams, D.B. eds. Electron Microscopy Vol. 3 : 

Biological Science, San Francisco Press, Inc., San 

Francisco. 620-621 0990) 

8J Hirano, T., Tanaka, A. and Yamaguchi, M. ・ 

Comparative aspects of the plasma membrane 

structure in yeast by a new high-resolution freeze-

replica method and ordinary freeze-replica method. 

In: Peachey, L.D. and Williams, D.B. eds. Elec-

tron Microscopy Vol. 3 : Biological Science, San 

Francisco Press, Inc., San Francisco. 614-615 0990) 

9J Kondo, J.•, Nagate, T.•, Akashi, S.•, Kaneda, 

Y.• (*Taisho Pharmaceutical Co.), Yamaguchi, M. 

and Hirano, T.: Morphological and serological 

comparison between Campy/obacter pylori and 

Campy/obacte,・ jejuni. In: Takemoto, T., Kawai, 

K. and Shimoyama, T. eds. Campylobacter pylori 

and Gastroduodenal Diseases. Vol. 2. Organizing 

Committee of Tokyo International Symposium on 

Campylobacte,・ pylori, Tokyo. 12-26 (1990) 

T.: Purification of the helical filaments appearing III. 学会発表

in mitochondria. In: Peachey, L.D. and Williams, 1) 佐々木博之，栗岡 晋，鈴木昭男：ミトコンドリア

D.B. eds. Electron Microscopy Vol. 3 : Biological 内ラセン邸フィラメントの単離第 46回日本電子顕微

Science, San Francisco Press, Inc., San Francisco. 鏡学会学術講演会． 5月．前橋．［J.Electron Microsc. 

532-533 0990) 39: 335 0990) J 
3) Sasaki, H., Misawa, T., Ohki, T., Nonomura, Y. 2) 幡場良明，三澤健之，鈴木昭男：ニワトリの牌臓赤

(Univ. of Tokyo) and Suzuki, T.: Morphological 色髄の走発電顕的研究．第 46回日本電子顕微鏡学会学

analyses of the helical filaments appearing in mitoー 術講浪会． 5月．前橋．［J.Electron M icrosc. 39 (4 J : 

chondria. Jikeikai Med. J. 38: 67-76 0991) 343 U990J] 

4) Tanaka, H., Matsuhisa, A., Nagamori, S., Shim- 3) 山口正視，骨原敬信＊，溝上 寛拿（＊化血研） ：酵母

izu, K., Niiya, M., Ohno, T. and Nagase, S. (Sasaki で生産された B型肝炎ウイルス表面抗原粒子のネガ

Institute) : Characteristics and significance of albuー ティブ染色法による観察：特にそのサフユニット構追

min-positive hepatocytes in analbuminemic rats. について．第 46回日本電子顕微鏡学会学術講演会． 5

Europ. J. Cell Biol. 53: 267-274 0990) 月．前橋．［J.Electron Microsc. 39(4): 280 (1990)] 

5) Tanaka, H., Watanabe, M., Zeniya, M. and 4) 青木清f•. l［原輝彦＊，川村貞夫＊，右田友房＊（拿埼

Takahashi, H. : Ultrastructure of IL2-stimulated 玉中央病院），幡場良明：マダニ人体寄生の一例ーとく

tumor-infiltrating lymphocytes showing cytolytic に全体像の観察．第 89回日本皮牌科学会． 5月．徳島．

activity against tumor cells. Acta Pathol. Jpn. 41: [Jpn J Dermatol. 100(3): 405 (1990)] 

94-105 0991) 5) Aoki, K.•, Ehara, T.• (•Saitama central hospi-

6) Yamaguchi, M., Tanaka, A. and Suzuki, T. : ta!) and Hataba, Y. : What is found in the skin with 
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the complete tick infestation? Clinical Dermatol- from Staphylococcus aureus Cowan I strain. IUMS 

ogy in the year. May. London. [Programme and Congress: Bacteriology & Mycology. Sep. Osaka. 

Book of Abstracts. 140 (1990)] 15) 山口正視，平野正，菅原敬信＊，溝上寛＊（＊化血

6) Kondo, I.*, Nagate, T.*, Akashi, S.*, Kaneda, 研），広川秀夫（上智大） ：形質転換酵母から精製した B

Y.* (*Taisho Pharmaceutical Co.), and Yamaguchi, 型肝炎ウイルス抗原の超低温電子顕微鏡による無固

M. : Morphological, serological, and biological 定，無染色観察第 3回日本植物形態学会大会． 10月．

properties of Helicobacter pylori. The 3rd intema- 静岡．

tional symposium on Helicobacter pyloガ andits 16) 山口正視，菅原敬信＊溝上 寛＊（＊化血研） ：酵母で

diseases. May, Tokyo. 生産された B型肝炎ウイルスコア粒子および表面抗

7) Tanaka, H., Matsuhisa, A., Nagamori, S. and 原粒子の超低温電子顕微鏡による無固定，無染色観察

Nagase, S. (Sasaki Institute): Characteristics and 第 43回日本細胞生物学会大会． 10月．東京．

significance of albumin positive hepatocytes in 17) 幡場良明：生物試料作製法ー動物試料を用いて一．

analbuminemic rat (NAR). Third Joint Meeting 電顕技術フォーラム研究部会懇談会． 2月．東京．［プ

of the Japan Society of Histochemistry and Cyto- ログラム予稿集． 5-8(1991)] 

chemistry and Histochemical Society. Aug. Seattle. 

8) Sasaki, H., Misawa, T., Kurioka, S. and Suzuki, IV. 著書

T.: Purification of the helical filaments appearing 1) 鈴木昭男佐々木博之：細胞・組織の基本病変「糸

in mitochondria. The Xllth Int. Cong. on Electron 粒体の巨大化，異型化，封入体形成」の項分担執筆．飯

Microscopy. Aug. Seattle. [Electron Microscopy. 3: 島宗一，他編：現代病理学大系 2A.中山書店， 185-201

532-533 (1990)] 0990). 

9) Yamaguchi, M., Tanaka, A. and Suzuki, T.: 2) 鈴木昭男佐々木博之：「泌尿器・尿細管•Henle ルー

New support film by the plasma polymerization プ細脚」の項分担執筆．小川和朗，他編：人体組織学（呼

method. The 12th Int. Cong. on Electron Micros- 吸器・泌尿器）．朝倉書店． 235-245(1990). 

copy. Aug. Seattle. [Electron Microscopy. 3 : 782-

783 (1990)] V. その他

10) Kondo, I. (Taisho Pharmaceutical Co.) and 1) 幡場良明：哺乳動物の牌臓の構造と機能． Mebio

Yamaguchi, M.: Morphological changes of （メジカルビュ一社）． 7(9): 133-135 (1990) 

Helicobacter pylori caused in vitro by cytoprotective 2) 山口正視： B型肝炎ウイルス抗原． Mebio（メジカ

anti-ulcer drug, sofalcone. The 12th Int. Cong. on ルビュ一社）． 700): 141-143 0990) 

Electron Microscopy. Aug. Seattle. [Electron 3) 佐々木博之，鈴木昭男：ミトコンドリア内封人体．

Microscopy. 3: 620-621 (1990)] Mebio (メジカルビュ一社）． 701): 145-147 0990) 

11) Hirano, T., Tanaka, A. and Yamaguchi, M.: 

Comparative aspects of the plasma membrane 

structure in yeast by a new high-resolution freeze-

replica method and ordinary freeze-replica method. 

The 12th Int. Cong. on Electron Microscopy. Aug. 

Seattle. [Electron Microscopy. 3: 614-615 0990)] 

12) 幡場良明：走査電子顕微鏡の生物試料作製法一基

礎と応用ー．第 41回電子顕微鏡技術研究会． 8月．東
． 

分し．

13) Suzuki, T., Tanaka, H., Obata, T. and Ohki, T.: 

Significance of the conglomerate proliferation of 

smooth endoplasmic reticulum in proximal tubules 

of the kidney. 5th Japanese-Chinese Seminar on 

Electron Microscopy. Sep. Ulmuqi, China. 

14) Kondo, I.*, Nagate, T.•, Sugita, K.*, (*Taisho 

Pharmaceutical Co.), Yoshizawa, Y. and Yamagu-

chi, M.: Isolation of mutant strain lacking laminin 

(LAM)-and/or collagen(COL)-binding proteins 

助教授：栗岡

生化学研究部

晋

助教 授： 入山 啓治

講師：小幡 徹

講師：石岡憲昭

生化学，分析学

分子博物学

生化学，内分泌学

生化学，神経化学，

ク質化学

タンバ

研究概要

I. 神経回路網形成と神経突起伸長因子

ウシ脳抽出液中に存在するコンカナバリン A

(Con A)結合性タンパク質を二次元電気泳動(2DE)

法により分析し，特に ConAに対して結合性を示す

強塩基性タンパク質を見いだした。この特徴的夕‘ノ

パク質 (sGP74と命名）は， ConAアフィニティク
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ロマトグラフィ後， イオ` ノ交換， ゲル晦過及び逆相

系のカラムを用いた HPLCにより分離精製された。

sGP74は，二次元電気泳動分析で等電点(pI)8.2~9・

3, 分子呈 (MW)74 Kの範囲に連続的な 5個のス

ボットとして検出された。アミノ酸組成分析では特

に特徴的な組成を示さず， N末端アミノ酸配列分析

の結果は Ile-(X)-Ile-Pro-Met-Asp-Pro-(X)-Ile-

Gln-Asn-(X)-(Leu)-(X)-Gln-(Pro)-(Pro)ーで

あった。神経芽細胞腫由来の培養細胞(NB41A及び

IMR32など）に対する影響等について検討した結

果， ラミニン同様に神経突起を伸長させる性質を有

し， 48時間で 10μm-50 μmの突起伸長を促進し

た。またこの性質は用いる培養細胞によって大きな

差異がみられた。

II. 分析に関する研究

l) 医学分野での HPLCによる分析は多岐にわ

たる点を考慮し． HPLCの基本的構成要素を適宜，

必要なシステムに組み上げつつ分析に応じ得る態勢

作りをおこなった。今回はリポタンパク質分析シス

テムを検討した。

2) “カーボングラファイト’'を充填した HPLC

用カラムの評価のためステロイドホルモン，ベンゾ

シアゼヒ゜ン等の分離分析をおこなった。

3) キャピラリー電気泳動によるビタミン B6群

の分離分析の条件に関して某礎的検討をおこなっ

た。

4) 異常ヘモグロビンの構造解析を前年度に続き

おこない， HbXIは [/36(A3) Glu→ Lys], HbXII 

は [/36(A3) Glu→ Val]であることを明らかにし

た。この結果， この異常ヘモグロビンは， HbSCで

あることがわかった。

5) ガスクロマト質量分析 (GC-MS)用のデータ

ベース作成をおこなった。また麻酔薬七ボフルレン

と炭酸ガス呼吸剤との反応性について GC-MSに

よる定量法を確立した。

III. 細胞質に分布する甲状線ホルモン結合蛋白質

の作用について

ヒト由来培養細胞の細胞質より甲状線ホルモン結

合蛋白質を見いだし，それが酵素蛋白であることが

判ったため，甲状線ホルモン作用時の細胞内での作

用について明らかにするべく，肝切除を行った肝再

生過程の肝実質細胞におけるこの蛋白質の変動につ

いて，メタポリックラベル法と免疫沈降法により測

定した。

同時に用いるラットを甲状線ホルモン過剰と欠乏

-185 

状態にして同様にして行い，甲状線ホルモンの存在

の有無による変化の違いを見た。

結果， p58と呼ばれるピルビン酸キナーゼモノ

マーの変動は．甲状線ホルモンの有無で本質的に差

が無く， p55と呼ばれる蛋白質ジスルフィドイソメ

ラーゼは，甲状線ホルモン過剰下で抑制または変化

が遅発し，肝実質細胞の分裂増殖時に，ホルモン作

用と強く関連を持つことが示唆された。

IV. 生体および人工システムにおけるエネルギー

と情報の流れの分子レペルでの研究ー光誘

導変位電流一

昨年度においては，東工大の岩本研究室との共同

研究の中で， Langmuirが提案した単分子膜技術（単

分子膜を構成する分子の配列配向を膜面内で制御す

る技術）と笈位電流の測定技術（分子が配列・配向

を変化することは，その双極子モーメントが変化す

ることであり，変位電流の発生が誘導され，それを

検出する技術）とを組み合せることにより，単分子

膜面内における分子の動的配列変化に伴う変位電流

の測定に成功した。今年度は，ロドプシンのレチナー

ルのモデルとして両親媒性アゾ色素の単分子膜を採

用し，光照射により，シス・トランス異性化を引き

起こすことにより，その光異性化に伴って双極子

モーメントも変化するので，その光誘導変位電流の

測定を実行し成功した。視覚における光情報を受け

取る初発反応の理解に併せて，新規な光メモリー素

子の提案に連がると期待している。

研究業績

I. 原著論文

1) Ishioka, N., Natake. Y., Kurosu, Y. (Jasco) and 

Kurioka, S. : Purification of ConA binding glyco-

protein from bovine synaptosomal membrane. 

Neurochem. Res. 15: 344 (1990) 

2) Kurioka, S., Ishioka, N., Udagawa, K. and 

Matsuda, M. : Pyridoxal phosphate and GABA 

receptor. Neurochem. Res. 15: 333 (1990) 

3) Ishioka, N., Oda. T. (Ootuka Phann. Co.J, 

Natake, Y. and Kurioka, S.: Analysis and separa-

tion of synaptosomal membarane proteins. Neuro-

chem. Res. 15: 475-481 0990) 

4) 黒須泰行（日本分光），栗岡 晋：キャピラリー電気

泳動法による消化ペプチド及び合成 DNAの分析．生

物物理化学． 34:283 (1990) 

5) 黒須泰行（日本分光），栗岡 晋：キャピラリー電気

泳動法によるビタミン恥群の分析．第 10回キャビラ



リー電気泳動シンボ・ンウム．講演要旨集． 39-40(1990) Med. J., 37: 299-310 0990) 

6) 宮野和子，中沢正博，谷藤泰正．小林建ー，小幡 徹： 17) Iwamoto, M.*, Majima. Y.*, Watanabe, A.*, 

セボフルレンと炭酸ガス吸収剤との反応性ーソーダラ Atsuzawa, M.* (*Tokyo Inst. Technol.), Araki, T. 

イムとパラライムの比較ー．麻酔． 40:384-390(1991) (Tokyo Gas), and lriyama, K.: Detection of dis-

7) 宮野和子，谷藤泰正，小林建ー，小幡 徹：揮発性 placement current generation in an L-a-dioleoyl-

吸入麻酔セボフルレンと炭酸ガス吸収剤との反応性に lecithin monolayer induced by its covering-area 

ついての定量的検討ーPART2-．日本医用マススペク change on an aqueous subphase. Membrane. 15 

トル学会講演集． 15:193-196 (1990) 329-335 (1990) 

8) Araki. T.*, Yokoi, S.*, (*Tokyo Gas), Oinuma, 18) 笠原滋雄（富士通），岩本光正＊，西片康成＊，柿本雅

S. (Oinuma Dent, Clin.l and Iriyama, K : Visualiza・ 明＊，今井淑夫・(＊東工大），入山啓治．：ポリイミド LB

tion of protein penetration in a lipid monolayer. 膜のボジ型パターン形成．信学技報， OME-90-20:7-

Jikeikai Med. ]., 37: 81-92 0990) 12 0990) 

9) Iriyama, K., Araki, T. (Tokyo Gas), Tanaka, 19) Katayama. N.*. Ozaki, Y.* (*Kwansei Gakuin 

A., and Iwasaki, T. (Chuo Univ.): Marbling with Univ.), Arai. T. CTokyo Gas), and Iriyama, K.: 

amphiphilic molecules on the electron microscopio Attenuated total reflection/FT-IR studies in Lang-

scale. Chem. Lett. 855-858 (1990) muir-Blodgett films of 3-octadecyl-2-[3-(3-

10) Iriyama, K. and Araki, T. (Tokyo Gas): Local octadecyl-2-benzothiazolinylidene)-1-propenyl] 

collapse of a monolayer on an aqueous subphase benzothiazolium iodine. J. Mo!. Struct. 242: 27-37 

lower than its collapsing pressure visualized by 0991) 

electron microscopy. Chem. Lett. 1189-1192 0990) 20) Taegone Park*，真島 豊＊，成瀬晴彦＊，岩本光正＊

11) Iriyama, K., Oinuma, S. (Oinuma Dent. Clin.), （•東工大），入山啓治：メロシアニン LB 膜の 2 次処理

Yokoi, S.*, and Araki, T.* (*Tokyo Gas): Inhibi- 効果及び変位電流．信学技報． OME-90-53:19-24 

tion of lipid membrane self-oscillation by addition 0991) 

of protein having its membrane-penetrating prop- 21) Iwamoto, T.*, Kasahara, S. (Fujitsu Ltd.), 

erty. Jikeikai Med. J. 37: 311-324 (1990) Iriyama, K., Nishikata, Y.*, Kakimoto, M.*, and 

12) Iriyama, K, and Araki, T. (Tokyo Gas): Imai. Y.* (*Tokyo Inst. Technol.): Fine patterns 

Micro-pore formation in a monolayer adsorbed of positive-working resists using a polyimide Lang-

onto a solid substrate with the subphase-lowering muir-Blodgett film system. Jpn. J. Appl. Phys., 30 : 

technique. Chem. lett. 1829-1832 (1990) L218-L221 (1991) 

13) Iriyama, K., Tanaka, A., Araki, T.*, Yokoi, S.*, 22) lriyama, K., Araki, T. (Tokyo Gas) and Kato, 

Shimada, N.* (*Tokyo Gas), and Iwasaki, T. T. (Utsunomiya Univ.): Electron microscopic visu-

(Chou Univ.): Electron microscopic evidence for alization of numerous two-dimensional crystal-like 

the preparation of Langmuir-Blodgett film systems domains in a monolayer on an aqueous subphase. 

without any micro-pores. Chem. Lett. 859-862 Membrane. 16: 43-47 Cl991J 

(1990) 23) Fukui. M.*, Katayama, N.*, Ozaki, Y.* (*Kwan-

14) 岩本光正＊，真島豊＊，渡辺明年＊，厚沢誠·(•東 sei Gakuin Univ.), Araki, T. (Tokyo Gas) and 

工大），入山啓治，荒木敏成（東京ガス） ：DOL単分子. Iriyama, K. : Structural characterization of 

膜の可逆的な誘導電流の発生．信学技報． OME-90- phthalocyanine Langmuir-Blodgett multilayer 

1661: 35-39 assemblies by FT-IR spectroscopy. Chem. Phys. 

15) Iriyama, K., Araki, T. (Tokyo Gas) and Iwasa- Lett. 177: 247-251 0991) 

ki, T. (Chuo Univ.) : Electron microscopic evidence 24) 入山啓治，荒木敏成（東京ガス） ：プラズマ重合膜レ

for thermally induced phase separaiton in a プリカ法による LB膜表面の微細構造観察信学技法，

monolayer containing dye-surfactant and fatty OME-90-59: 1-10 0991) 

acid. Chem. Lett. 1365-1368 0990) 

16) Iriyama, K., Fukuda, Y. (X-one Co.), Araki, T. II. 総説

(Tokyo Gas), and Asai, H. (Waseda Univ.): Olfac- 1) lriyama, K.: (Invited article) 02-generating 

tory biophysical chemistry-Effect of gas adsorption xanthine oxidase system.-A revised story of uric 

on the electric conductivity of amorhous thin films acid. Angeiologie. 42: 53-67 (1990) 

/3-carotene and oxidized /3-carotene. Jikeikai 2) 入山啓治： LB—膜研究の最近の進歩．化学工業． 42:
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51-59 (199]) 

3) 岩崎孝志（中央大）．入山啓治： LB膜の ESRによ

るアプローチ．化学工業． 42:60-67 0991) 

4) It;崎幸治＊，片山詔久＊（＊関西学院大）入山啓冶：赤

外分光法による LB膜の構造評価．表面， 97-108(1991)

5) 人山啓治：超ハイプリッド．化学． 46(1991)

III. 学会発表

1) 石岡憲昭，佐藤淳子，栗岡 晋：神経系に存在する

ConA結合塩基性タンパク質．第 63回日本生化学会． 9

月．大阪．

2) 黒須泰行（日本分光），栗岡 晋：キャピラリー電気

泳動法による消化ペプチド及び合成 DNAの分析．第

41回電気泳動学会． 11月．高松．

3) 黒須泰行（日本分光），栗岡 晋：キャヒ゜ラリー電気

泳動法によるビタミン恥群の分析．第 10回キャビラ

リー電気泳動ヽンソポジウム． 12月．大阪．

4) 栗岡 晋，川頻太一郎（東燃（株）） ：ニューロトロ

フィックファクターの分離技術および機能の解析技術

の開発：新素材カーボンビーズを充填剤とした

HPLCによるカテコールアミン， ビクミ‘/B．の分析

法． ヒューマン・サイエンス基礎研究事業研究発表会．

1月．東京．

5) 佐々木博之，栗岡 晋，鈴木昭男：ミトコンドリア

内ラセン型フィラメントの単離．第 46回日本電子顕微

鏡学会学術講演会． 6月．前橋．

6) Sasaki, H., Kurioka, S., Misawa, T. and Suzuki, 

T.: Purification of the helical filaments appearing 

in mitochondoria. the XIIth Interantional Congress 

for Electron Microscopy. Aug. Seattle. 

7) 宮野和f・，谷藤泰正，小林建―・，小幡 徹：揮発性

吸入麻酔薬セボフルレンと炭酸ガス吸収剤との反応性

についての定量的検討ーPART2-．第 15回医用マス

スペクトル学会年会， 9月．東京．

8) Iriyama, K.: (Invited lecture) Application of 

plasma-initiated polymerized films for 

bioelectronics. Interantional workshop on supra-

hybridization between biocomponents and artificial 

materials. Nov. Shiga. 

9) Iwamoto, M.•, Majima, Y.• (•Tokyo Inst. Tech-

nol.) and Iriyama, K: Displacement current mea-

surement of a Langmuir monolayer. International 

workshop on suprahybridization between 

biocomponents and artificial materials. Nov. Shiga. 

10) Araki. T. (Tokyo Gas), Ozaki, Y. (Kwansei 

Gakuin Univ.) and Iriyama, K.: Ni-Phthalo-

cyanine Langmuir-Blodgett film responsible for 

NO,. International workshop on suprahybridiza-

tion between biocomponents and artificial mate-

rials. Nov. Shiga. 

11) Iwamoto, M.*. Majima, Y.*, Watanabe. A.*. 

Atsuzawa, M. • (*Tokyo Inst. Technol.), Iriyama, 

K. and Araki, T. (Tokyo Gas) : Generation of the 

reversible displacement current peak in a displace-

ment current peak in a phospholipid monolayer at 

the airwater interface. 3rd SPSJ International 

Polymer Conference. Nov. Nagoya. 

12) 荒木敏成（東京ガス），入山啓治： （招待講演）有機

薄膜からなるガスセンサー．第 8回有機薄膜分科会（薄

膜 131委員会：日本学術振興会）． 2月．東京．

13) 荒木敏成（東京ガス），福井雅彦＊．片山詔久＊．尾崎

幸洋＊ （•関西学院大），入山啓治：フクロシアニン LB

膜の FT-IR法による研究．日本化学会第 60秋期年

会． 10月．広島．

14) 島田直樹＊，荒木敏成＊，横井誠一＊（＊東京ガス）．入

山啓治：長鎖アルキルニッケルフタロシアニン LB膜

の NO2応答性と構造． 日本化学会第 60秋期年会． 10

月．広島．

15) 入山啓治．岩崎孝志（中央大）： LB製膜法を採用し

たメロシアニンフォトダイオードの構成の試み． 日本

化学会第 60秋期年会． 10月．広島．

16) 入山啓治．荒木敏成（東京ガス）： LB膜の機能と相

関するその形態学． 日本化学会第 60秋期年会． 10月．

広島．

17) 横井誠一＊．荒木敏成＊（＊東京ガス）．入山啓治：プ

ラズマ重合膜法（田中法）により調製したポリマーフィ

ルムの応用．日本化学会第 60秋期年会． 10月．広島．

18) 荒木敏成＊．島田直樹＊，横井誠—•(＊東京ガス）．人

山啓治： Niーフタロシアニン LB膜の NO2応答特性

の機能と表面構造．第 10回表面科学講演大会． 12J1. 

東京．

19) 入山啓治．荒木敏成（東京ガス）： LB膜の表面構造

の評価．第 10回表面科学講演大会． 12月．東京．

20) 入山啓治．荒木敏成＊．横井誠一＊．菅原祐三＊（•東

京ガス） ：プラズマ重合膜レプリカ法によるタンパク

質分子の脂質単分子膜への貫入の視覚化．第 5回コロ

イドおよび界面化学特別討論会． 6月．東京．

IV. 著書

l) 石岡憲昭： SDSーゲル電気泳動の項分担執筆． 日本

生化学編：新生化学実験講座第一巻．タンパク質 I.東

京化学同人． 489-502(1990) 

2) 入山啓治： LB膜の光化学反応の項分担執筆．岡田

正和，他編：薄膜作製ハンドプック．共立出版． 335-338

(1991) 

3) 入山啓治： LB膜の重合反応の項分担執筆．岡田正

和，他編：薄膜作製ハンドプック．共立出版． 338-341

(1991) 
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V. その他

1) 石岡憲昭：神経回路網形成および感染防御機構に

関与する膜タンパク質の基礎的研究ー中枢神経系に存

在する免疫グロプリン系スーバーファミリークンパク

質の分離精製とその構造解析．上原記念生命科学財団

研究報告集． 4:266-270 (1990) 

2) 小幡徹，栗岡 晋：データベースの構築．分担執

筆「ガスクロマト質量分析装置を用いてのデークベー

ス作成と医用マス応用の測定法開発」（編者前川喜平），

平成元年度・ 2年度学内共同研究報告書． 6-12(1991) 

3) 入山啓治：（国際学会報告）「第 1回泉フォーラム」報

告一生体要素と人工材料と超ハイビリッド化に関する

国際ワークショップー． MoLElect. Bioelect. 2: 124-

132 (1991) 

遺伝子工学研究室

教授：桜井 進 毒素蛋白およびリボソーム

の分子追伝学

研究概要

I. Staphylococcal exfoliative toxin Bの毒性お

よび抗原決定領域

Ritter氏病，膿痴疹の患者由来黄色プドウ球菌に

存在する約 35キロ塩基対 (kb)のプラズミドからク

ローン化した ET-B遺伝子 (etb)と黄色ブドウ球菌

染色体からクローン化した ET-A追伝子 (eta)の塩

甚配列から推定されるアミノ酸配列を比較すると

N末端領域中間領域 C末端領域に約 40％の相同

性がみられる。

ET-Bの毒性領域と抗原性領域を決定するため，

相同性を示す領域の内， C末端側を解析した。ベク

クーpUC18に挿入した etbをEcoRVで消化し， 556

塩甚対目 (bp)に 1か所存在する EcoRVsiteを切

断し，これにリン酸化した 8bp長の BglIIリンカー

pCACATCTGを挿入した。この Recombinantプラ

スミドを大腸菌 DH5aに形質転換法で導入し，アン

ピシリン耐性の Transformantからアルカリ SDS

法によってプラスミドを回収して， BglII消化を

行った。 BglII消化を受けるリンカーが挿入された

Recombinantプラスミドを大腸菌 C6008Sへ導入

し，その培養上清の硫酸アンモニウム画分に付いて，

幼若マウスを用いた毒性テスト，ゲル内沈降反応，

SDSーポリアクリルアミド濃度勾配電気泳動を行っ

た。

etb 556bpの EcoRVsiteへ BglIIリンカーを挿

入すると ET-B成熟蛋白の 155残基目のチロシン

の位骰 ClyTyr1 55 Proが切断される (-GGAT↓

ATCCT-）。 BglIIリンカーの挿入の向きは 2種類

（正常向きと逆向き）で，切断点の Tyrが Serとな

り， AspとLeuが新たに添加されるかあるいは切断

点の Tyrが Cysとなり，新たに LeuとAspが加わ

り，この後流に FrameShiftが生じて 28残基のア

ミノ酸に置換がおこり，新たに停止コドンが生じる。

etbは246残基のアミノ酸をコードし，その分子量

は 27,274であるが， FrameShiftが生じた ET-Bの

分子星はそれぞれ 20,629あるいは 20,645である。硫

酸ァンモニウム画分から， SDS電気泳動で分子量約

20,000の新たな分別帯を検出し得たが，表皮剥脱毒

性は検出されず，ゲル内沈降反応でも沈降線を形成

しなかった。

ET-B, ET-Aはテトラニトロメタンによって毒

素の Tyrがニトロ化されると失活することをすで

に報告しているが， ET-Bの 155残基目の Tyrから

後流 10残基の配列の中に Tyrが 4残基連続して存

在することから， ET-Bの毒性と抗原決定部位がこ

の配列にあるものと推定し， この領域のアミノ酸配

列ーTyr155-Pro-Tyr-Asn-Tyr-Ser-Ala-Tyrをペ

プチド合成機によって合成した。この合成ペプチド

は抗原としての ET-Bと抗 ET-B家兎血清による

ゲル内沈降反応を阻害し，また抗 sET-B家兎血清

と沈降線を形成する。また合成ペプチド約 2mgは

幼若マウスに皮下接種することによって表皮剣脱毒

性を発現した。

II. マウス rRNA遺伝子 (rDNA)の遺伝子量補正

とメチル化パターンの変化

哺乳類 rDNAクラスターの不活化現象の機序解

明を目的とし，マウス純系 2系統， BALB/cCrSicと

MOAのバッククロス個体においてメチル化パター

ンを解析した。まず insitu hybridizationを施し，こ

れらの系統はそれぞれ 5種及び 9種の異なる染色体

上に rDNAクラスクーが分布してることを明らか

にした。次にバッククロス個体でこれらの rDNAク

ラスターがどのように分配されたのかを把握するた

めに， rDNA-Vr領域（各クラスターに特異的な制限

酵素切断長の多型性を示す）を指標としたサザンブ

ロット法によるクラスクーの同定を試みた。その結

果， BALB/cの 5種の rDNAクラスターの Vrバン

ドを決定することができた。そこで銀染色法からみ

た発現のパクーンとメチル化のパターンとを比較し

たところ，発現しているクラスターは脱メチル化し

ていることが分かった。 Vr領域は，生体レベルでの
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rDNAの発現調節領域としてのひとつの候補で

あったが Vr領域のサイズの多型性と発現の強度と

の関連は認められなかった。さらに， Fl,N2, N3の

個体を調べた限り，各クラスターの発現及びメチル

化のパターンは，一般的には安定に子孫に伝えられ

る事が分かった。しかし，発現強度の高いクラスター

数が比較的少ない個体においては rDNAの遺伝子

量補正が認められ，それと同時に再活性化したクラ

スターの脱メチル化現象も認められた。以上のマウ

スの系は，遺伝子量補正効果の分子生物学的アプ

ローチに対し，有用なシステムを提供するものと思

われる。

研究業績

I. 原著論文

1) Suzuki, H., Tsuchiya, K. (Miyazaki Medikal 

College), Sakaizumi, M. (Tokyo Metropolitan 

Institute of Medical Science), Wakana, S. (Central 

Institute for Experimental Animals), Gotoh, 0. 

(Saitama Cancer Center Research lnstitute), Saito, 

N.*, Moriwaki, K.* (*National Institute of 

Genetics) and Sakurai, S. : Differentiation of 

restriction sites in ribosomal DNA in the genus 

apodemus. Biochemical Genetics. 28: 137-149 

(1990) 

2) Sawada, H.*, Tsusue, M.* (*Kitasato Univer-

sity), Yamamoto, T. (Sericultural Station, Mat-

sumoto) and Sakurai, S. : Occurrence of xanthom-

matin containing pigment granules in the epidermal 

cells of the silkworm, bombyx mori. Insect Bio-

chem. 20: 785-792 (1990) 

3) 桜井進，鈴木仁，古坂明弘，近藤勇：転写活

性化遺伝子による Staphylococcalexfoliative toxin 

A遺伝子の発現と毒素の構造と機能．第 37回毒素シン

ボジウム予稿集． 81-850990) 

III. 学会発表

l) 桜井進，鈴木仁，近藤勇： Staphylococcal

exfoliative toxin Aならびに B. 第64回日本細菌学

会関東支部総会． 11月．東京．

2) 桜井進，鈴木仁，古坂明弘，近藤勇： Sta-

phylococcal exfoliative toxin Bの母性および抗原性

領域第 64回日本細菌学会総会． 3月．大坂．

3) Suzuki, H., Sakurai, S., Kominami, R. CNiigata 

University), Nishimura, N_ (Hamamatsu Univer-

sity School of Medicine) and Moriwaki, K. : 

Chromosomal mapping of a PR! family in BALB/C 

with the Vr DNA probe. Forth international work-

shop on mouse genome mapping. Nov. Annapolis, 

USA. 

4) 鈴木仁，桜井進，上屋公弗（宮崎医大），若菜茂

睛（実中研），森脇和郎（迅伝研），酒泉 満（都臨床研）：

日本産カチネズミ類リボソーム DNA(rDNA)の遺伝

的分化． 日本動物学会第 61回大会． 10月．新潟．

培養細胞研究室

教授：桜井 進

（兼任）

研究概要

'90年 4月 1日から発足した本研究室は本学にお

ける培養細胞を利用する基礎的，臨床的医学研究を

効率的に発展させるため，保存依頼された細胞の品

質管理を行い，本学研究者に細胞を安定に供給する

ことを主たる職務としている。

その主な職務内容は，十分に性質確認がなされた

細胞株の①登録，②株の履歴とその確認，③品質

管理，④関連情報収集とその管理である。

株の登録と履歴は別に定める書式により記録し，

樹立株を保存依頼された際にはその樹立経過と関連

デークを記録している。

保存依頼された細胞株について無菌性の確認とア

イソザイム，染色体核型分析による由来動物種の確

認を行い，その増殖を確認後，ガラスアンプルに封

入し，液体窒素中に保存し，供給依頼を受けた場合，

アンプルのまま，または培養した後，それを供給し

ている。培養に際しては， 2種以上の細胞を同時に操

作することをさけ．培地類は細胞種別に区別して保

存するなどして cellcross contamination防止に努

力をはらっている。

ヒト細胞に限ったことではないが，マイコプラズ

マの汚染の検出とその除去が最も重要な本研究室の

課題であると考え． BMサイクリン（ベーリンガー）

とMC:210（大日本製薬）を用い． MC210により，そ

の除去に成功している。しかし，抗生剤による汚染

除去には限度があり，汚染したマイコプラズマの種

類の同定と完全な汚染除去が現在の最大課題であ

る。従って， ヒト由来の各種マイコプラズマの特異

的モノクローナル抗体を作成すべく，実験を開始し

てし、る。
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実験動物センター

を目的とした術後の管理に有効に使えることが指摘

できた。

センクー長 林 伸―- III．断面解剖アトラス作成に関する研究

実験動物の断面解剖に関する情報は断片的なもの

教授 ： 林 伸＾ 栄養学，代謝調節 しかない。そこで第 1解剖学教室と共同で実験動物

（兼任）

講師：岩城隆呂 実験動物学

研究概要

I. 実験動物の CRP測定に関する検討

血清または血漿中の CRP測定はヒトの感染症の

免疫血清検査の一つとして広く行われている。 CRP

はヒトのみならず多くの哺乳動物（サル，イヌ， ウ

サギ，ウマ，マウス， ラットなど）やヒラメ，サメ

およびカブトガニ等にもその存在が知られている。

しかしながらヒトの CRPはウサギやイヌ，マウス

とは共通抗原性が・部しか存在しないとされ， ヒト

の検査法が動物でそのまま利用できるか明らかにさ

れていない。そこで抗ヒト CRP抗体（ヒッシおよび

ヤギ）を使い，免疫比濁法 (VISIONアナライザー：

ダイナポット）および蛍光偏光免疫測定法 (TDxア

ナライザー：ダイナポ、ノト）にてイヌやウサギの

CRP測定が可能か，および入荷検疫業務に利用でき

るかについて検討した。抗ヒト CRP抗体（ヤギ）を

使い免疫比濁法にてイヌの CRPを測定するとイヌ

の臨床症状とよく相関する値が得られた。また CRP

が高値を示したウサギには肺の感染症の個体が多く

認められた。 CRP値は臨床症状が現われる数日前か

ら上昇したことからイヌやウサギの感染症や炎症の

早期診断ならびに検疫業務に利用できるものと思わ

れる結果が得られた。

II. 実験動物の術後管理に関する検討

実験動物を用いた外科実験においてもヒト同様，

感染防止を目的として化学療法剤（抗生物質が主）の

投与が頻繁に行われているが， ウサギやモルモット

等では少量の抗生物質の投与でも腸炎を起こしやす

く，抗生物質の副作用で動物が死亡し，実験が失敗

する例が多くみられる。そこで各種抗生物質ならび

に合成抗茜剤の副作用等を検討した結果，新キノリ

ン系合成抗菌薬（オフロキサシン，工ノキサシン，シ

プロフロキサシソ）は比較的大量 (25-50mg/kg)に

上記動物に投与しても偽膜性腸炎や下痢症を起こす

恐れのないこと，また広い抗菌スペクトラムを有す

ることからヒト同様，実験動物においても感染防止

（ウサギ， ラット，マウスやモルモット等）の断面解

剖アトラス作成のための研究を行っている。小動物

の断面解剖標本作成には低速回転のダイヤモンド

ソーフレードを使用した。断面解剖写真に器官名，解

説文占を加え体系的に整理することで，実験動物を

用いた画像診断等の研究に貢献できるアトラスを作

成でぎるものと期待している。

IV. 実験動物の飼育環境改善のための研究

異なった研究目的の研究者が共同で利用する大学

等の動物飼育施設において理想的な飼育システムは

バイオハザードおよびケミカルハザード対策を同時

に満足させた微生物制御個別飼育装置であると指摘

されているが， この方式は飼育を自動化するのが困

難とされてきた。当七ンターでは吸引式の残水処理

機と電動バルプをマイクロコンピュータで制御する

ことで動物の糞尿洗浄を個別にしかも微生物洗浄度

を保ちながら完全自動化する事に成功，世界で初め

て本格的な多数飼育用の完全自動個別飼育装置（ウ

サギならびにモルモット用）を完成させることがで

きた。

研究業績

I. 原著論文

l) 岩城陥昌：感染症の即時診断法 (CRP).Compan-

ion Animal Practice. 25: 69-73 0990) 

2) 岩城隆昌，林伸ー・，早）II敏之，山下廣：実験動

物のための超音波画像診断．アニテックス． 2(3): 53-

62 (1990) 

3) 田中寿子（研究協力：松久明生，永森静志，岩城隆

昌） ：無アルフミンラット (NAR)のアルフミン陽性肝

細胞の特性．東東慈恵会医科大学医科学研究所年報．

17: 7-8 (1990) 

II. 総説

l) 岩城隆昌：動物管理センター由来ネコの問題点．日

動協会報． 30:3-4 0990) 

III. 学会発表

l) 岩城隆昌，林 伸一，沢向正芙，中村七郎：微生物

制御個別指導飼有装置（ウサギ用飼育ラック）の開発に
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関する研究．第 16同 H本実験動物技術者協会関東い部

懇話会． 3月．東京．

2) 岩城隆昌，林 伸一•，早川敏之，山 F 廣：尖験動

物の超音波画像診断解析のための研究．第 37回II本実

験動物学会総会． 5月．京都．［Exp.Anim. 39(4): 61:l-

622 (1990)] 

3) 岩城隆昌，林 伸-.沢向 I［笑，中村ヒ郎：微生物

制御個別自動飼育装置（ウサキ用飼育ラノク）の開発に

関する研究 II．第 24回日本実験動物技術者協会総会． 6

月，浜松．

4) 岩城隆昌：入荷動物 I、イヌ）の検疫：感染症の有無

に対する即時診断検査法としての CRP(C反応性クソ

パク）の評価について．第 16回日本実験動物技術者協

会関東支部懇話会， 3月．東京．

5) 岩城隆昌．林 伸一，沢向正美，中村七郎：微生物

制御個別自動飼育装置の開発に関する研究（ウサギお

よびモルモット用自動飼育装置）．第 16回日本実験動

物技術者協会関東支部懇話会． 3月．東京．

IV. 著 書

l) 岩城隆昌：実験動物の特性 3．食肉頬（イヌ，不コ，

フェレ、ノト）の項分担執筆．光岡知足，浪岡茂郎，興水

盤，前島哨茨絹：獣医実験動物学．川島書店． 57-70

(1990) 
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アイソトープセンター

センター長 望月幸夫

教授：哨月幸夫 放射線治療学，放射線生物

（兼任） 学

助教授：瀧上 誠 放射線物理学

研究概要

I. 黄色プドウ球菌に関する研究

1. 黄色ブドウ球菌のラミニン結合タンバク

近年，黄色フドウ球菌の菌体表面には，免疫グロ

プリンに結合するプロティン A(SPA)のみならず，

宿主の体に広く分布する糖タンパクであるラミニン

に対するレセブター (LAM-Bp)が存在することが

明らかになってきている。このラミニン結合タンバ

ク(LAM-Bp)は黄色プドウ球菌の感染において，宿

主細胞への付着に重要な役割を果たしていると考え

られる。そこで， SPAや LAM-Bpを失った変異株

を分離し，その性状について親株との比較を行った。

すなわち， 35sで標識した菌株をマウスに静注後，体

内における菌体の分布を全身オートラジオグラフィ

により観察した。

その結果， LAM-Bpを失った変異株の腎におけ

る濃度は，親株に比較して明らかに低下しているこ

とが解った。これに対し，肝での濃度差はみられな

かった。 LAM-Bp欠失株の腎への付着能の低下1ま，

LAM-Bpが黄色フドウ球菌の黙染に大きな役割を

果たしていることを示唆している。

2. 黄色ブドウ球菌 nal遺伝子

DNA、ジャイレースの阻害剤であるニューキノロ

ンは，抗菌スペクトルの広い，すぐれた化学療法剤

である。臨床的に問題となっている MRSAを含め

て，黄色フ’ドウ球菌はニューキノロンに感受性であ

るが，最初に合成されたキノロン剤であるナリジク

ス酸には耐性を示す。このナリ、ンクス酸への自然耐

性の機構を解明するため，ナリジクス酸耐性を指標

にして nal遺伝子を黄色フドウ球菌 209P株のシー

ンライプラリーよりスクリーニングした。クローニ

ングされた nal遺伝子は約 4kbあったため，部分

的に塩基配列を決定した。決定された 500bの塩基

配列と既知の逍伝子との相Inj性を調べた結果，大腸

菌の gyrA遺伝子の上流部分と 90%以上の相同性

をもっていることが解った。



II. 放射能測定法の開発研究

種々の研究分野において，多種類の放射性核種を

使用する機会が増加しており， この結果，特に，多

核種混合試料の分離測定法を実用化する必要性が生

じている。この場合 yあるいは a放出体はピーク状

のエネルギー・スペクトルを有するため，半導体検

出器等により容易に解析が可能である。しかしなが

ら9/3線は連続スペクトルをもっため，純f3放出体

混合試料の分離測定は極めて困難とされてきた。こ

れらの問題点を解消するため，本研究では，液体シ

ンチレーション・パルス波高分布から観測方程式を

たて，最小 2乗法から導かれる正準方程式を解くこ

とにより，純f3放出体混合試料び H-14C-'5 Ca-32 P 

等）の各放射能を高精度で決定できることを明らか

にした。なお，本法は /3-y放出体を含む試料につい

ても適用できる。

3H, 14C等，純 f3放出体の放射能は液体、ンンチ

レーション測定法で決定する。この場合，化学およ

び色クニンチングの両者を有する試料の放射能を従

来の外部標準法で決定すると大きな誤差を生ずるこ

とはよく知られている。これは，それぞれのクエン

チングの発生機構が異なるため，放射能決定に用い

るクニンチング補正曲線が両クエンチング試料で一

致しないことに起因する。このため，本研究では，外

部標準法を改良することにより，測定試料について，

両クエンチングの比を正確に決定できることを見出

し，これにより，高精度の放射能決定を可能にした。

本法は測定法およびコンピュータによるデータ処理

が容易なのでルーチン測定に適する。
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研 究 室

神経科学研究部・神経病理

教授：田中順一 神経病理

研究概要

I. 脳形成障害の成因に関する研究

脳形成障害の発生には染色体異常などの遺伝的因

子のほかに，胎生期における低酸素症，感染症や血

管異常などが誘因となる。症例は 17歳女性。生後 1

か月半頃より力んで泣くような発作が現われ， 3か

月且に脳波異常，点頭てんかんと診断。6歳，頭部 CT

にて左天幕下にクモ膜淡胞，脳梁欠損，脳萎縮が認

められた。染色体異常なし。 14歳，発作の頻度が増

加し， 17歳時に呼吸不全にて死亡。脳重 840g,小頭

症，大脳皮質に小多脳回，脳回肥厚がみられ，組織

学的に小多脳回は不完全な層構造を示し， クモ膜下

には硝f化Ifn管，線維性肥厚， リンパ球の浸潤が認

められた。脳室系は拡大し，第三脳室天蓋部のクモ

膜にも線維性肥厚， リンパ球や泡沫細胞の浸潤がみ

られた。側脳室周囲や深部白質には異所性灰白質が

結節状に散在し，星膠細胞の増生を伴った。脳梁は

体部より膨大部にかけて部分的に欠損した。小脳に

は虫部の低形成と半球の分離不全が認められた。天

幕下クモ膜姦胞の壁は線維性に肥厚したクモ膜から

連続的に移行する搬痕化した小脳組織から成り，軽

度の炎症細胞をともなった。これらの脳形成障害の

多様性から障害時期が多相性であると推定され，そ

の誘因にはウイルスやトキソプラズマなどの胎生期

感染の可能性が示唆された。

であった。

2. 前頭葉型 Pick病の脳

症例は 60歳，女性。 57歳時に記銘力低下か現わ

れ，情動失禁，歩行障害，尿便失禁， 自発性低下が

進行し，経過 3年で死亡。大脳皮質は前頭葉優位に

萎縮し，残存した神経細胞には Pick嗜銀球が存在

した。 Balloonedneuronは扁桃核帯状回，島回，

前頭葉に散在した。前頭・側頭葉の白質と脳梁に髄

鞘脱落，グリオーシスがあり，小動脈の硝子化がみ

られた。電顕的に嗜銀球は不均ーに配列する直径 15

nmのフィラメントの集積であり， balloonedneur-

onに含まれるフィラメントと共通した構造を示し

た。臨床病理的に前頭葉型 Pick病の興味ある症例

であった。

III. パーキンソン病の免疫組織学的研究

1. 非メラニン含有神経細胞のチロシン水酸化酵

素 (TH)活性

パーキンソン病 30症例における黒質緻密帯およ

び中脳傍正中域の非メラニン含有神経細胞の TH

免疫染色性について検討した。傍正中域の後力部を

除く全ての部位で，全神経細胞数は罹患期間ととも

に減少したが，非メラニン細胞は増加した。しかし

TH陽性率には相関性がみられなかった。神経メラ

ニン顆粒が崩壊して非メラニ｀ノ細胞に移行する過程

があり，その際に TH活性を保持する非メラニン細

胞の存在が示唆された。

2. 実験的 MPTPパーキンソニズムの TH活性

MPTPをサルに投与し実験的にパーキンソニズ

ムを作成し，黒質神経細胞の TH活性を免疫組織学

的に検討した。カニクイザル 8頭を各々2頭より成

II. 老人脳の生理的および病的変化の研究 る4群に分け， A群は MPTP1.3 mg/kgを連日 7

1. "super-normal"老人脳 日間， B群は l.Omg/kgを 1日間隔で 14~28日間，

症例は 105歳女性。生来健康で痴呆などの精神・ C群は 0.5mg/kgを週 2回 120日問投与し， D群は

神経機能の異常は指摘されなかった。脳璽 1,250g, 無処置対照として TH陽性細胞数を計測した。A,B,

海馬・海馬傍回・扁桃核に神経原線維性変化，大脳 C群の TH陽性細胞数は D群に比べて有意に減少。

皮質・扁桃核に少数の老人斑，海馬に顆粒空胞変性 TH陽性率は黒質緻密帯の外側部では A,B, C群，

とHirano小体，レンズ核・視床に中小動脈の硝子化 中間部・内側部では B,C群で有意に減少．内側部で

と血管周囲腔の拡大，淡蒼球の血管壁偽石灰化およ はC群の TH陽性率が B群に比べて増加。中脳傍

び神経細胞のリポフスチン蓄積が認められた。本例 正中域ではいずれの投与群も対照群に比べ有意差な

にみられた脳の老人性変化は 105歳という超高齢に し。 C群において内側部の TH陽性率の増加は， 90

もかかわらず，その程度は極めて軽度であり，いわ 日目より現れる寡動症状の改善に関与すると考えら

ゆる “super-normal"老人脳と呼ばれる希有な症例 れた。
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IV. 松果体実質細胞腫瘍の細胞分化の研究

松果体実質細胞に由来する腫瘍は極めて稀であ

る。松果体芽腫 2例と松果休細胞腫 5例について検

索した結果，前者は細胞質の乏しい細胞がび慢性に

増殖し，後者は大小の細胞から成る分葉構造とロ

ゼット配列が特徴的であった。免疫染色で synapto-

physinは全例に，網膜 S蛋白は前者の 1例と後者の

3例に， GFAPは後者の 2例に陽性。 NSE,NFP,S-

100蛋白，ケラチンはいずれでも陰性。電顕的には細

胞間接着装置様の構造が両者ともに観察され，神経

細胞性への分化を示したが，前者は後者に比べて細

胞内小器官が乏しく，後者にはグリア線維が混在し

た。網膜 S蛋白の存在は腫瘍細胞に photoreceptor

および何らかの phototransductionの能力が潜在す

ることを示唆した。
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研究概要

I. 運動単位に関する研究

関節角度変化のある等張性収縮時の単一運動単位

(MUs)の活動様式を検討した。被検者は健康成人男

子 3人であり，被検筋は外側広筋である。 MUsの活

動電位の導出にはコイル状の筋内埋入電極を用い

た。被検者は椅座位の姿勢で体幹をベルトにより固

定された。等張性収縮時の負荷は足胚部にかかるよ

うセットされた。負荷は無負荷， 10,20, 30% MVC 

とし，膝関節角度勾配（収縮速度）は 10°/s, 20" /s, 30ソ
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s, 50°/s, maxとした。また，膝関節角度変化をとら

えるためにコニオメーターを装着した。得られた

MUsは 14個である。その特徴的な波形から同一の

MUsとみなした。それぞれの MUs問の recruit-

ment orderを等尺性収縮時のものと比較した。その

結果，負荷，膝関節角度勾配を変えてもその orderは

同じである成績 (2名）と，負荷，膝関節角度勾配に

より変化する結果 (1名）が得られた。 recruitment

orderが変化した例では，負荷が大きくなるに従い

閾値の高い MUsが先行して活動し，同一負荷に対

する収縮速度との関係では明確な傾向はみられな

かった。瞬時の放電間隔(interspikeinterval)は 100

-150 msであり， MUs間のばらつきおよび各 MUs

でのばらつきが大きかったが，収縮速度に関わらず

ほぽ一定であった。これらの成績は recruitmentで

応答する MUsとratedodingで調整される MUs

が存在するものとも考えられた。

II. トレーニングと筋の収縮特性・代謝特性に関す

る研究

持続的な走運動に間欠スプリント走を組み合わせ

た運動を行った場合と持続的走運動のみを行った場

合における骨格筋の収縮特性，代謝特性の変化，お

よび筋持久力の発達に及ぼす間欠スプリント走の有

効性について検討した。実験には Fischer系344系

雄ラットを用いた。持統的走運動群(E群）にぱ速度

35 m/minの 1、レッドミル走を 1日120分問実施し

た。持続的走運動に問欠疾走を組み合わせた運動群

(ES群）には速度 35m/minで 90分間運動し，更に

速度 80m/minで 40秒間の運動を 2分間隔て 10回

行った。 トレーニ｀ノグは生後 4週齢から開始し，週

6日の頻度で 9週間実施した。体重当たりの筋重量

は足底筋 (PLA)とヒラメ筋 (SOL)ともに ES群，

E群， C群（コントロール群）の順に高値を示した。

この順に収縮時間も短く，特に ES群の PLAは E

群に比べ有意に低値であった。筋線維面積占有率に

ついてみると， PLAでは E群に変化は認められな

かったが， ES群においては FG線維占有率の減少，

FOG線維占有率の増加が観察された。これに対し，

SOLでは， E群の SO線維占有率は C群， ES群に比

ベ有意に高値を示した。異なる甚準による筋線維占

有率の対応関係についてみると． E群で1まIIB線維

のなかで FOG線維として分類される筋線維は C群

スプリント走を組み合わせることにより骨格筋ぱ顕

著に肥大し，代謝的には酸化能力の冗進，機能的に

ぱより速く収縮する能力を獲得することが示唆され

た。

III. トランクロードした際のエネルギー消費に関

する研究

近年，サイクリング，ハイキング，登山など荷物

を背負う（トランクロード）レジャーが多く見受け

られる。そこでトラソクロードした際のエネルギー

消費をトレッドミル歩行とエルゴメーターサイクリ

ングについて比較検討した。被検者は健康成人男子

2人 (25,37歳）である。その結果， トレットミル歩

行時のトランクロードの増加は，心拍数，換気量，酸

素摂取龍ともにそれぞれ増加煩向にあった。自転車

エルゴメーターでは，心拍数，換気量はトランクロー

トの増加とともに増える傾向にあったが，酸素摂取

量はトレッドミル歩行と異なり， トランクロード重

量に関わらず一定であった。この理由として， 自転

車エルゴメーターでは負荷重量が脚部の運動には直

接かからないためと考えた。

IV. 運動と免疫に関する研究

運動は免疫能に影響を及ぽすことが知られている

(Simon H.B.; 1984)。本研究では運動の免疫能に及

ぽす影響を運動習慣の有無により異なるものかどう

かを検討した。被検者は健康成人男子 15人（非鍛練

群(UT)10名： 20-34歳，鍛練群CT)5名： 18-22

歳）である。運動負荷はトレッドミルを用い，疲労

困態にいたるまで行った。検査項目は総白血球数，顆

粒球数， リンパ球数，体液性免疫である免疫グロブ

リン OgG,IgM, IgA)，細胞性免疫である T細胞サ

ブセット， B細胞，補体 (C3,C4)を測定した。総

白血球数， リンバ球は非鍛練群，鍛練群とも運動直

後有意な上昇を示した。T細胞サブセットの CD4は

両群とも運動直後減少し，その減少率は 44.6%(UT

群）， 42.6%(T群）と同程度であった。 CD4/CD8比

ぱ運動直後 UT群， T群とも減少を示した。また， B

細胞，免疫グロフリン，補体は，両群とも運動によ

る変化は認められなかった。すなわち，一過性の急

激な運動は細胞性免疫に影響を及ぼすが，運動習慣

の有無による違いは認められなかった。

と差が見られなかったが， ES群では増加した。 ES 研究 業績

群における筋線維組成の変化は SDH活性の増加と I. 原著論文

一致する結果であった。以上の結果から，持続的走 1) Ogawa, Y., Yamauchi, H. and Yonemoto, K.: 

運動のみを行った場合に比べ持続的走運動に間欠 Firing rate and recruitment order of single motor 
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nuits in isotonic contraction in man. Jpn. J. 

Physiol. 40 (suppl.) : 212 0990) 

2) 小川芳徳，山内秀樹，山下美紀子，原田邦彦，米本

恭三今西昭雄，平井徳幸，福永美賀子，秋月摂子，鳥

海純： Allout走と 1時問走における細胞性免疫と

体液性免疫の動態．デサントスボーツ科学． 11:62-70 

0990) 

3) Ogawa, Y., Okabe, H., Yamauchi, H., Yonemoto, 

K. and Kurata, H. : Firing rate and recruitment 

order of single motor units in man during walking 

on treadmill. Neurobiological Basis of Human 

Locomotion. M. Shimamura, S. Grillner and V.R. 

Edgerton, Editors. 371-378 (1991). 

III. 学会発表

1) 小川芳徳，山内秀樹，米本恭三：等張性収縮時のヒ

ト単一運動単位の活動．第 67回日本生理学会大会． 4

月．宮崎．

2) 小川芳徳，山内秀樹，山下みき子，米本恭三：等張

性収縮におけるヒト外側広筋単一運動単位活動につい

て．第 15回運動療法研究会． 7月．岡山．

3) 小川芳徳，山内秀樹，山下みき子，米本恭三：歩行

中のヒト単一運動単位活動と膝関節角度および角速度

について．第 67回成医会第三支部例会． 7月．東京．［慈

恵医大誌． 105:802-803] 

4) 小）1|芳徳，山内秀樹，山下みき子，米本恭三：

Isotonic収縮でのヒト単一運動単位の活動様式．第 45

回日本体力医学会大会． 9月．福岡．［体力科学． 39:751 

(1990)] 

5) 山内秀樹，米本恭三，春日規克（愛知教育大）：持続

的走運動に問欠スプリント走を加えた運動が骨格筋に

及ぽす影響．第 45回日本体力医学会大会． 9月．福岡．

［体力科学． 39:684 0990)] 

6) 小川芳徳，山内秀樹，山下みき子，原田邦彦，米本

恭三，今西昭雄，平井徳幸，福永美賀子，秋月摂子，鳥

海 純：一過性の運動負荷が免疫能に及ぼす影響ー運

動習慣の有無による比較ー．第 107回成医会総会． 10

月．東京．［慈恵医大誌． 105:816-817 0990)] 

7) 山下みき子，小川芳徳，山内秀樹，米本恭三：運動

時のエネルギー消費に関するトランクロードの影響．

第68回成医会第三支部例会． 12月．東京．［慈恵医大

己志． 106: 417 (1991)] 

8) 小川芳徳，山内秀樹，山下みきf，米本恭三：等張

性収縮の方向を制限した場合のヒト単一運動単位の活

動．第 90回日本体力医学会関東地方会． 12月．神奈川．

［体力科学． 40: 239-240 (1990)] 

9) 小川芳徳，山内秀樹，米本恭三：対側肢の力発揮が

同側肢ヒト単一運動単位活動に及ぽす影響．第 68回日

本生理学会大会． 3月．京都．

医用エンジニアリング

教授：岡村哲夫 内科学（循環器病学）医用

（兼任） 生体工学，心電侶号処理，ホ

助教授：古幡 博

講師：鈴木直樹

ルター心電図，心音デジタ

ル処理

医用生体工学，血行力学，超

音波医学（頭部・心臓・腹

部・四肢循環）

医用生体工学，医用画像工

学，三次元画像構築，生物

工学

研究概要

I. 冠循環動態の無侵襲測定とその解析

血管追跡型超音波パルスドプラ血流計 ('87年開

発）と超音波エコー追跡法を用いた無侵襲的冠動脈

圧一流量関係測定法を臨床適用した。正常，異常計

25例では，拡張末期に向かって増大する直線的関係

を呈し，観血的犬実験における結果と一致していた。

心予備力，冠血流停止潅流圧，血管抵抗などの解析

を通じ，その診断的意義に関して検討している。（第

4内科学と共同研究）

II. 超音波併用型血栓溶解療法の開発

血栓溶解剤を静注しながら，体表から超音波を照

射することによって，体内局所における溶解率増強

法を開発中である。犬 invivo実験において，血栓溶

解時間すなわち血流再開通時間の短縮（約 75％減），

使用溶解剤開通時間の短縮（約 75%減），使用溶解

剤の軽減（約 65％減）を確認した。特に，心筋梗塞

発症時の適用を目標とした，超音波併用血栓溶療法

の開発を行っている。なお， FDP測定を行い，その

有効性を評価した。（第 4内科学，共立薬科大との共

同研究）

III. 超音波による血栓形成予防の研究

血流再開通後の再閉塞や心筋症から心筋梗塞への

発展を予防する方法として，超音波による血栓形成

予防の有用性を検討した。犬 invivo実験にて， 87%

の有効性が示され，臨床適用への可能性が示唆され

た。周波数，照射パワーの最適化の基礎的検討を行っ

ている。（第 4内科学との共同研究）

IV. 心機能の無侵襲的評価法の研究

大動脈血管拍動の無侵製測定から予測される左室
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Max (dp/dt)とカテーテル検査によるその値との比

較検討を行っている。（第 4内科学との共同研究）

V. 脳循環動態の無侵襲測定とその解析

経頭蓋骨超音波断層法(TCT)，経頭蓋骨超音波カ

ラー・ドプラ断層法 (TCDT)を活用し，頭蓋内循

環動態の無侵襲測定を行っている。特に画像 cap-

ture技術を活用し，精度の高い血流速度測定と部付

の同定に成果をあげた。特に，若年者における中大

脳動脈，脳底動脈の血流速度に関し標準データを提

示した。また，脳血管障害に関する臨床データを，現

在蓄積中である。これには植物状態から血流停止状

態の症例も含まれている。なお，第 4回国際脳神経

超音波会議('91, 広島）の事務局を引き受けた。（脳

神経外科学，第 4内科学との共同研究）

VI. 医用三次元画像に関する研究

無侵襲的に得た生体の形状，構造データを用いた

医用三次元画像技術の開発並びに応用に関する研究

を行っている。この成果は多くの研究項目を産みだ

し，①頚動脈分岐部病変の解析，②冠動脈瘤の診

断，③人工血管移植部位の術後管理，④大動脈瘤

の診断，⑤脳血管像の表示，⑥肝腫瘍切除部位の

設計，⑦血管造影像からの腫瘍体積の計測，⑧人-

腿部人工関節の設計，⑨筋体積計測による運動能

カの評価等に分けられ，いずれも本学内各教室およ

び他大学との共同研究として進められている。各研

究の詳細に関しては '90年度 ME研究室年報を参照

されたい。

VII. 生体の三次元データペースの製作

多数の利用者が使用可能な CGを用いた人体構造

の三次元デークベースを作成している。ハイビジョ

ンとデータベースを結合した高精度画像システムの

開発を行っている。

VIII. 心内血流分布の四次元的可視化

ドプラ断層法により得た血流情報を仮想空間に再

配置する事により心内腔血流分布を血流四次元像，

つまり時間変化を伴う三次元像として表示する事を

可能とし，各種心疾患の診断，人工弁の機能評価な

どに応用している。心臓外科との共同研究である。

IX. 手術支援システムの開発

手術中に変化する術野の状況と腫瘍，血管等の内

部構造の関係をリアルタイム CGで表示するシステ

ムの開発を行っている。

X. 循環系のシミュレーションによる解析

無侵襲的．経皮的に得た血流．血圧情報を用い，コ

ンピュータシミュレーションにより．モデルを利用

する事により障害の進展予測．治療効果の判定を

行っている。現在．下肢循環系，胆道系，肝循環系

のシミュレーションに関する研究を第 1外科学との

共同研究として行っている。

XI. 遊泳運動中の循環動態の定量的解析

遊泳中の心拍出量の計測法の開発及び水中環境F
で発生する循環動態の解析に関する研究。

XII. 熱画像による新しい生体情報の収集

血管に選択的に熱エネルギーを与えることによ

り，血管の形態情報と機能情報を同時に二次元像と

して表示する方法，また体内の深部温度分布の画像

化に関する研究。

XIII. 超音波マイクロカプセルミサイル法

血球より小さいカプセルに抗ガ｀ノ剤等の薬剤を封

入し，体外より照射した超音波ビームにてこれを破

壊し，局所にコントロールされた薬剤投与を行う手

法の研究を行っている。

研究業績

I. 原著論文

l) 古幡 博：超音波法による頭蓋内血流の無侵襲定
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血管抵抗測定法の開発．超音波医学． 17:1-10(1990) 
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l) 鈴木直樹，他：ニューロ・ファジイ医用画像処理．知

識情報処理研究会編．（1990)

2) 鈴木直樹，小山田浩，日下部正宏：医用三次元像へ

のニューロ・ファジイ技術の応用．知識情報処理研究会

編．（1990)

3) 鈴木直樹，他：野生動物の生態，教育社．（1990)



V. その他

l) 岡村哲夫：技術の温故知新 l一聴診器—.Think

tank. 23: 68-71 0990) 

2) 鈴木直樹：医用三次元像と超音波マイクロカプセ

ルミサイル療法． Thinktank. 23: 22-29 (1990) 

3) 鈴木直樹：心内血流動態の三次元表示法． Medical

Tribune, 9月号． 29(1990) 

4) 鈴木直樹，浜田隆士：シーラカンスの X線CT像

と三次元像．遺伝． 44:3-4 (1990) 

5) 鈴木直樹，浜田隆士：生きている化石シーラカンス

の解析．追伝． 44:30-34 (1990) 

宇宙 医 子-

教授：本多芳男 耳鼻咽喉科学

（兼任）

講師：中家優幸 宇宙医学

講師：須藤正道 航空・宇宙医学，重力生理

呂子

研究概要

I. 運動器の萎縮と発達に関する研究

—長期模擬無重量状態におけるラットの

血液性状—

10週間という長期の tailsuspensionによって，

ラットの血液性状にどのような変化が起こるかを調

べた。実験動物には 9週齢のウィスター月系雄性ラッ

トを用いた。負荷期間は 10週間とした。対照群(C)

は無負荷のラットであり，懸垂群 (TS)ともそれぞ

れ l群 7匹である。 tailsuspensionの方法および飼

育方法は既報の通りである。負荷後エーテル麻酔下

で開腹し，腹大動脈から採血した。ヘバリナイズし

た血液は，直ちに VISION社の TM-SYSTEMを

用いて血液生化学物質の測定を行った。ヘパリナイ

ズしない血液は静置後，遠心して血清を得た。血清

では無機質（カルシウム， リン，マグネシウム，鉄）

の測定を行なった。懸垂期間中の体璽は，対照群と

比して懸垂群は，顕著な増加抑制を示した。血液中

の諸物質のうち，総蛋白，尿素窒素，クレアチニン，

尿酸グルコース，コレステロール，アルカリフォ

スターゼ， SGOT,SGPT,では CとTSとの間には

有意差が見られなかった。しかし，アルブミンとト

リグリセライドでは C群に比して TS群の値は有

意に低かった。また，血清 Caでは TS群が有意に低

<'Mgでは TS群が有意に高かった。以上の結果か

ら懸垂期間の長期化に伴って起こる血中物質の変動

が筋や骨の萎縮や発達障害とどの様な関係を持つも

のかさらに検討していきたし、0

II. 体位変換角度と循環動態との関係

建常人 28名(24,8士6.2歳）を被験者として， 10分

間の体位変換を行ない，体位変換角度と循環動態と

の関係を検討した。体位変換角度は headdown 10°, 

30°, 45゚と headup 10°, 30°, 45°, 70°, 90゚の 8負荷と

した。測定項目は．血圧，心拍数， 1回拍出量，分時

拍出量，胸郭内インピーダンスとし，測定項目より，

脈圧，平均血圧，総末梢抵抗を計算した。値は全て

体位変換前の supine状態の平均値を 100%として

計算した。収縮期血圧は， どの体位変換角度に対し

ても変化はごくわずかであった。拡張期血圧，平均

血圧は headdownではあまり変化はみられないが，

head upでは体位変換角度が増すにつれその変化は

直線的に増加した。心拍数は head downで減少，

head upで増加し， headdown 30゚ から headup 45° 

までは直線的に変化したが head up 70°, 90゚ では

head up 45゚ の変化と同じであった。 1回拍出羅，分

時拍出量は headdownで増加， headupで減少し，

head up 70°, 90゚ では headup 45゚ の変化と同じで

あった。体位変換による循環動態の変化は head

down 30゚ から headup 45゚ までは体位変換角度と良

い相関を示す結果が得られた。また， headup 70゚と

90゚ では，筋肉の緊張などの働きにより体位変換に

よる血液の移動を headup 45゚ とほぽ同じ状態に保

たれることが示唆された。

III. 時差のフィールドスタディにおける生体リズ

ムの解析について

海外渡航による時差が健康面に与える影響として

は，睡眠障害胃腸障害，便秘，疲労等があげられ

ている。そこで．時差が身体に与える影響をフィー

ルドスタディによりデータを収集し分析を試みた。

一般にリズム解析としては，コサイナー法により，そ

の周期の振幅，頂点位相等からリズムのずれ，適応

等を検討している。しかし． フィールドスタディに

おけるデータは日常生活の影響によりばらつきが非

常に大きいことや，一定時間間隔でデータを収集す

る事が難しい等の点からこのような方法を用いるこ

とが難しい。そこで測定点が少ない状態でいかにリ

ズムを解析するかを検討し，比較的周期関数に近い

3次関数に最小二乗法で近似し，リズムのずれ．最高

点のずれ等の検討を試みた。
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IV. 重力負荷に関する研究

2Gの重力が鶏の胚に及ぽす影響に関して日本大

学と共同で研究を行なった。 12日卵を室温 37℃，湿

度 60%で 1週間 2Gの重力を負荷した。負荷終了後

鶏胚を解剖し臓器と骨及ひ骨格筋を摘出し組織学的

観察を行なった。その結果，心筋の筋細胞数は増加

し，結合組織の発達も認められ，重力が骨格筋およ

び結合組織の増殖に作用することが示唆された。

V. その他

専門課程第 2学年の衛生学実習の tutorとして講

師中家優幸と須藤正道は実習を指導した。

宇宙開発事業団との共同研究に教授本多芳男と講

師須藤正道が参加し，動揺病（宇宙酔い）に関する

研究を行なった。

'92年 10月に東京で開催される第 40回国際航空

宇宙医学会議の事務局が宇宙医学研究室に置かれ，

教授本多芳男，講師須藤正道は組織委員として協力

している。

研究業績

I. 原著論文

l) 塩田正俊，須藤正道，春日伸予，松本信雄： VDT作

業， Video•game 操作及ひクレペリン作業時の副腎・

自律神経機能応答．宇宙航空環境医学 27:17-24 

(1990) 

2) Takahashi, S*., Shioya, M*., Taira, T*., Yam-

azaki, J.* (*Nihon Univ.), Ogawa, K. (Ogawa 

Animal Hospital), Ezawa, !**., Kita, F.** (**SS 

Pharmaceutical Co.) and Sudoh, M. : The biochem-

ical effects of 2 G three-week continuous 

centrifugation on bone strength and muscle tissue 

components in cookerels. Jpn. J. Aerospace Envi-

ron. Med. 27: 29-34 (1990) 

3) Takahasi. s•.. Shioya, M*., Shirai. w•.. Sato, 
T*., Nakagawa, S. *(*Nihon Univ.), Kita, F. CSS 

Pharmaceutical Co.l, Tanimoto, S. (Aoyamaga-

kuin Woman's Junior Coll.) and Sudoh, M.: 

Oriental medical science supplement gravity lack in 

space life. Aerospace Science. III: 279-284 0990) 

4) Sudoh, M., Ikawa, S., Kawakami, K., Shiota, M., 

Yokota, K. and Honda, Y.: Relations between 

cardiac function and body tilting angle. Proc. The 

Seventeenth International Symposium on Space 

Technology and Science. 2047-2052 (1990) 

5) Kawakami. K., Sudoh, M., Shimada, T., Mori, 

Y., Shiota, M. and Ikawa, S.: Change of skin blood 

flow by body tilting. Proc. The Seventeenth 

International Symposium on Space Technology and 

Science. 2053-2058 (1990) 

6) 須藤正道川上憲司，横田邦信，塩田正俊，井川幸

雄，本多芳男：体位変換角度と循環動態との関係．宇宙

航空環境医学． 27:75-83 (1990) 

7) N akaya, M.. Kosugi, K. and Takeuchi, S. : 

Effect of Long-term hindlimb suspension on blood 

components. The Physiologist. 34: 92-93 (1991) 

II. 学会発表

1) 須藤正道，塩田正俊，井川幸雄，本多芳男：高重力

負荷によるラットのカテコールアミンの変化．第 67回

日本生理学会大会． 4月．宮崎．［Jpn.J. Physiol. 40: 

144 0990) J 

2) Takahashi. S*., Taira, T*., Yamazaki, J*., Na-

kagawa, S*., Shioya, M*., Shirai, W*., Sato, T*. 

Sudoh, M.. Ezawa, I. (SS Pharmaceutical Co.), 

Watanabe, M*. (*Nihon Univ.). and Tanimoto, S. 

(Aoyamagakuin Woman's Junior Coli.): The sub-

stituting trial of "the power impulse effect" for 

drugs rat muscles. 3rd Nihon University Interna-

tional Symposium on Aerospace. Apr. Tokyo. 

[Aerospace Science. III: 279-284 (1990)] 

3) Sudoh, M., Ikawa, S., Shiota, M., Yokota, K. and 

Honda, Y.: Relations between cardiac function and 

body tilting angle. : 17th International Symposium 

of Space Technology and Science. May. Tokyo. 

[Proc. The Seventeenth International Symposium 

on Space Technology and Science. 2047-2052 

(1990) ］ 

4J Kawakami, K., Sudoh, M., Shimada, T., Itoh, H., 

Mori, Y., Shiota, M. and Ikawa, S.: Changes of 

skin blood flow by body tilting. 17th International 

Symposium on Space Technology and Science. 

May Tokyo. [Proc. The S eventeenth International 

Symposium on Space Technology and Science. 

2053-2058 Cl990J J 

5) 羽尻裕美天木嘉清，小林建ー，中家優幸，北川道

弘：運動負荷による筋肉質ラットと正常ラットによる

クラーレの感受性の比較．第 37回日本麻酔学会． 5月．

長野．

6) 中家優幸：ラット運動能の基礎的研究．第 21回慈

恵医人ースポーッ医学研究会． 6月．東京．

7) 横田邦信，根本呂実，佐々木英樹，清水光行，山田

冶男，磯貝行秀，須藤正道：糖尿病患者に於ける心機能

動態．ーインピーダンス法を用いた検討ー．神奈川県糖

尿病研究会． 7月．神奈川．

SJ Sasaki, M., Hokari, M., Asukata, I., Yamamoto, 

K., Sakai, T., Sudoh, M. and Ikawa, S.: Jet lag and 
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Circadian rhythm disorders. 38th International 

Congress of Aviation and Space Medicine. Sep. 

Paris. 

9) Nakaya, M., Kosugi, K. and Takeuchi, S.: 

Effect of Long-term hindlimb suspension on blood 

components. 12th Annual Meeting, !UPS Commis-

sion on Gravitational Physiology. Oct. Leningrad. 

[The Physiologist. 34 : 92-93 0991)] 

10) 須藤正道：宇宙における生活環境および生活支援

システム．ー地上における宇宙医学の研究ー．第 5回バ

イオサロン＝21世紀の宇宙と海洋における生活生命

支援技術． 11月．東京．

11) 白井弥＊，佐藤常男＊，塩谷正勝＊，須藤正道，北 史

男(SS製薬），川島光太郎＊＊，遠藤浩良＊＊（＊＊帝京大学），

櫛田親弘.'大橋茂樹＊，小池勝也＊，高橋周七＊（＊日大） ： 

2G負荷が鶏胚におよぽす影響．第 36回日本宇宙航空

環境医学会総会． 12月．広島．［宇宙航空環境医学． 27:

93 0990) l 
12) 須藤正道，塩田正俊，井川幸雄，本多芳男：体位変

換角度と循環動態との関係．第 36回日本宇宙航空環境

医学会総会． 12月．広島．［宇宙航空環境医学． 27:98 

0990) J 

13) 中家優幸：長期 tailsuspinsionが血液性状に与え

る影響．第 36回日本宇宙航空環境医学会総会． 12月．

広島．［宇宙航空環境医学． 27:105 (1990)] 

14) 八代利伸，石井正則，小林 毅，白沢昭弘，伊藤裕

之，本多芳男，須藤正道，関口千春：コリオリ加速度負

荷による動揺病誘発時の血液ホルモンの変動につい

て．第 36回日本宇宙航空環境医学会総会． 12月．広島．

［宇宙航空環境医学． 27:107 (1990)] 

15) 須藤正道： （シンボジウム）時差のフィールトスク

ディにおける生体リズムの解析について．第 36回日本

宇宙航空環境医学会総会． 12月．広島．［宇宙航空環境

医学． 27:lll (1990)] 

16) 須藤正道：電気インピーダンス法による循環動態

の測定．第 3回 Bodycomposition解析研究会(ME学

会専門別研究会）． 1月．東京．

17) 須藤正道本多芳男： 2時間の 10'Head Down 

Bedrestが起立反射に与える影響．第 68回日本生理学

会大会． 3月．京都．

18) 中家優幸，小杉一夫，竹内修二：長期微小重力環境

ラットの血液検査．第 68回日本生理学会大会． 3月．京

都．

情 報 処 理

教授：桜井健司

（兼任）

講 師 ： 辻 和男 医学情報学，ファジー理論

研究概要

A. 教育

電子カルテ，医学判断学，メ

ディカルテクノロジーアセ

スメント，自己回帰モデル，

POS 

I. 大学院共通カリキュラム

昨年受講した大学院生のいろいろな意見を要約す

ると，今までの医学教育とはまったく指向の違う医

学周辺的な授業であったが，医師として当然必要と

思われたということであった。しかし，一部の院生

より授業の内容が豊富過ぎて，やや消化不良ぎみで

ある点，バソコソの操作実習の時間が少ないことが

指摘された。

そこで，本年度はカリキュラム内容の見直しに中

心を置き，必要と思われる授業内容を広く浅くし，絶

対時間数を減少させた。余裕のできた時問をパソコ

ンの操作実習にあてた。

II. 進学課程および専門課程学生の授業について

毎年，授業をおこなった後の感想文を詳しく調査

し，進学課程という学生の位置関係から，医療情報

そのものを説明することは，授業の時間数と専門知

識の未熟さのため，無理と判断し，医療情報のおも

しろさ， トピックス性をわかりやすく説明するよう

に努力した。

特に，知識の獲得，問題意識の持ちかた，プロ

フェッショナル等について，進学課程の生活になぞ

りながら話を進めるよう努力した。

III. グルーカ躙について

最大の目標をパソコン操作の熟達におき，特に

ワープロと表計算が確実にできることとした。

また，本年度の特徴として， ノート型パソコンを

導入しバソコンがより使いやすい現状にちかづけ

た。

また，昨年に引き続き公衆衛生学教室と共同で公

衆衛生学の夏休み実習に協力できた。
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B. 研 究 v．その他

IV. 自律機能検査に関しての開発 1) 辻 和男： POSとデータ処理コンピュータ

本年は，辻が統計数理研究所の共同研究員に成り， 人力．看護教育．医学害院． 65小6610990) 

指尖透過率測定装置からの測定値と指尖皮府温との 2) 辻 和男：保健所情報システムを前に知って

関係について研究開始した。 おきたい“情報＂システムの意味．公衆衛生情

報． 日本公衆衛生協会． 27-32(1990) 

V. ファジ一推論に関しての開発 3) 辻 和男：情報科学教育はなぜ必要か，看護

本年は，松本歯科大学の吉川先生と，歯の矯正分 教育の中での情報科学教育を考える．看護教育．

野でのファジ一応用について共同開発をおこなっ 医学書院． 326-3340990) 

た。ファジ一推論の新しい応用を更に一つ見つけだ

すことに成功した。

VI. 医療システムの開発

本年は，福井県の健康の森県民健康センターのマ

ニュアル委員として，医療システムの開発の一部を

協力した。その結果，県民健康センター基本マニュ

アルが作成できた。

VII. 看護情報研究生

埼玉県長期研修生森山美佐子教諭が，看護情報処

理について研究するために， 1年間研究生として研

究することになった。

最終的には，看護情報処理のカリキュラムを作成

し，教科書を作成することとなった。

研究業績

III. 学会発表

1) 森山芙佐子，辻和男：看護情報学におげるカリ

キュラム．第 10回日本医療情報連合大会． 11}］．仙台．

2) 景山茂，三村明，伊藤景樹，池田義雄，辻和

男：血糖制御アルゴリスムに関する研究（第 1報）食後

血糖の Supernormalisation. 第33回日本糖尿病学

会年次学術集会． 5月．東京．

3) Tsuji, K. and Yoshikawa, Y.: An Application of 

Fuzzy System to Orthodontic Diagnosis in Orth-

osurgical Case. Biomedical Fuzzy System. Feb. 

Tokyo. 

4) Kageyama, S., Mimura, A., Ito, K., Ikeda, Y. and 

Tsuji, K. : Blood glucose control by a fuzzy control 

system. Proceedings of the International Confer-

ence on Fussy Logic and Neural Networks.'90. 

Jul. Iizuka. 

IV. 著 書

1) 赤須玲子，内田 玲．細谷律子（山梨医大），辻和

男：円形脱毛症における自律神経機能についての新し

い検在法と解析．西日本皮府科学会． 527-531(1990) 
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健康医学センター

健康医学センター・相談部

センター長 岡村哲夫

上に加えて「血糖測定システムに関する研究」もス

タートしている。

助教授：池田義雄 糖尿病学，肥満健康医学 研究業績

（兼任） I. 原著論文

講 師 ： 柴 孝也 感染症，化学療法 1) 大野誠：肥満の行動修正療法．日本総合饉診医学

（第 2内Hより出向） 雑誌． 17: 368-371 0990) 

講師：豊原敬三 臨床神経学，脳循環代謝

（第 2|）、J科より出向）

研究概要

'85年 7月にオープンした健康医学センター・相談

部は，その主要な業務を成人病自動化健診におき，順

調な活動を展開し 6年目を迎えている。

この間，一般の健康診断，更には昭和 62年度から

は航空身体検査部門も設置され，これの運用がなさ

れている。この運営には，相談部内に設けられた航

空身体検査委員会（委員長・北島武之第 2内科助教

授）が，重要な役割を演じ日本航空，全日空などの

大手航空会社の要望に対応している。このほか，肝

炎ウイルスに関連したキャリヤクリニックも行われ

てし、る。

健診活動は，チェック，ケアー プロモーション

をモットーとして全部員により努力されている。そ

のための一助として行われている事業活動として

は，

① 「健康の医学」ニュースの発刊（年 4回）

② 健康医学セミナーの開催（年 1回）

などがある。

第 8回「健康医学セミナー」では，「睡眠の健康管

理」と題して，精神医学科佐々木三男助教授による

特別講浪がもたれ，そのあと参加者との間で活発な

討論が展開され有意義であった。

相談部における研究活動としては，「ヘルスチェッ

クとケアーに関する研究」及び「近赤外分光法によ

る体脂肪率の測定に関する検討」が継続されている。

また，衛生学教室との共同研究として成人病自動化

健診者を対象とした「生活歴と成人病危険因子との

関連」に関する検討も行われ， これらの成績は，そ

れぞれの関連学会に報告された。なお，本年度は以

II. 総説

l) 池田義雄：中高年婦人の栄蓑と運動．産婦人科の世

界． 42: 229-233 Cl 990) 

2) 池田義雄：肥満の判定法と糖尿病患者に求められ

る理想体重． プラクティス． 7:25-33 (1990) 

III. 学会発表

1) 松島雅人，縣 俊彦．松本信雄，池田義雄：生活歴

と成人病危険因子との関連について．第 60回H本衛’t=.

学会． 4月．福岡．

2) 堂満憲—ー，保延美紀子，吉川 文，大野誠．池田

義雄：近赤外分光法および皮脂厚計測から得られた体

脂肪率の比較．第 31回日本人間卜＇ック学会． 8月．浜

松．

IV. 著書

l) 池田義雄： ChronicDisease. 池田義雄紺：スク

リーニングの進め方．日本メディカルセンター． 1-27.

(1990) 

V. その他

l) 山口吉康（社会保険新宿健診セミナー），池田義雄：

成人病予防健診における身体計測．平成元年度政府管

掌健康保険事業効率化に関する調査研究報告書．

(1990) 

健康医学センター・スポーツ外来部

教授：大畠 襄 スポーツ外傷・障害

（兼任）

助教授：白旗敏克 スポーツ外傷・障害

（幣形外科より出向）
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講師 ： 河 野 照 茂 スポーツリハビリテーショ ー，佐藤美弥子：発育期のスポーツ外傷・障害．小児科

ン 診療． 53:2603-2610 (1990) 

（リ，、ヒリテーンョン医学より出向） 11) 大畠 襄白旗敏克，河野照茂，小野寺昇，佐藤芙

研究概要

'85年 7月スポーツ外来部開設以来，一貫して，①

プロを含む競技選手・中高年・発育期小児・女子の

4群について，②各種スポーツの競技特性と選手

の身体的プロフィール，③各種スボーツの競技特

性とスボーツ外傷・障害，④特殊環境における身体

の変化，を種々組み合わせた研究を行っている。

研究業績

I. 原著論文

l) 大畠 襄，白旗敏克，河野照茂，久富沖，遠藤陽

ー，小野寺昇，佐藤美弥子：モークースポーツにおける

特殊環境条件の人体生理に及ぽす影響．デサントス

ポーツ科学． 11: 2-12 (1990) 

2) 小野寺昇，大畠 襄，白旗敏克，河野照茂，久富沖，

遠藤陽一，佐藤美弥子：フイットネスレベルからみた

ランニング障害，臨床スポーッ医学． 7（臨時増刊） ： 

164-166 (1990) 

3) 遠藤陽一，大畠 襄，白旗敏克，河野照茂，久富 沖，

小野寺昇，佐藤美弥子：レーシングドライバーの身体

的プロフィール．臨床スポーツ医学． 7（臨時増刊） ： 

381-383 (1990) 

4) 大畠 襄：人工芝とシューズ．靴の医学． 3: 122-

123 (1990) 

5) 白旗敏克，大畠 襄，河野照茂，久富沖，遠藤陽

ー，小野寺昇，佐藤美弥子：野球におけるプロとアマの

比較一肘関節レ線所見と筋力． 日本整形外科スボーツ

医学会誌． 9:275-278 (1990) 

6) 白旗敏克，大畠 襄，河野照茂，久富 沖，遠藤陽

一・,小野寺昇，佐藤美弥子：プロ野球選手の身体特性と

スポーツ外傷・障害． Jpn.J. Sports Sciences. 9 : 407-

412 (1990) 

7) 小野寺昇，大晶 襄，白旗敏克，河野照茂，久富沖，

遠藤陽―-,佐藤美弥子，穂刈正臣，森田 一，小松親義，

横瀕琢男，飛烏lfl一朗，保田浩平，川村益彦：一流登lll

家の身体的プロフィールー第一報 役割分担別にみた

一流登山家の体力特性ー．臨床スポーッ医学． 7:823-

830 (1990) 

8) 大晶 襄，白旗敏克，河野照茂，久富 沖，遠藤陽

ー，小野寺昇，佐藤美弥子：スボーツ現場でのプライマ

リーケア．外科診療． 32:lll7-1122 0990) 

9) 木下行洋，児島忠雄，乎瀬雄一，福本恵三，大畠 襄：

スボーツ選手の肘部管症候群の症例．日本手の外科学

会雑誌， 7:164-168 (1990) 

10) 河野照茂，大畠 襄，白旗敏克，久富沖，遠藤陽

弥子：発育期の競技スボーツ選手と栄養．小児科診燎．

53: 2611-2618 (1990) 

12) 大晶 襄，佐藤美弥子：頭部・顔面のガード． Jpn.

J. Sports Sciences. 9: 609-614 (1990) 

13) 大畠 襄，河野照茂：スボーツ傷害予防と競技））向

上に寄与するメディカルチェック． Orthopaedics.33 : 

77-87 (1991) 

III. 学会発表

1) Kohno, T., O'Hata, N., Shirahata, T., Hisatomi, 

N., Endo, Y., Onodera, S. and Satoh, M.: Physical 

Characteristics of Japan Women's National Soccer 

Team Players. 24th FIMS World Congress of 

Sports Medicine. May. Amsterdam. 

2) 河野照茂，大畠 襄，白旗敏克，久富 沖，遠藤賜

ー，小野寺昇，佐藤美弥子：企業サッカーチーム 3．ン一

ズンのスポーツ外傷・障害とフイットネスレベル．第

16回日本整形外科スボーツ医学会． 7月．東京．

3) 深谷茂•，大畠襄，白旗敏克，河野照茂，久富

沖，遠藤陽一，小野寺昇，佐藤美弥子，高木俊男＊，池

田瞬ー＊，鍋島和夫・，塩野 潔＊，若山侍久＊，森本哲郎＊，

田中寿ー＊，宮川俊平＊，関 純＊（＊日本サ、ノカー協会

医事委員会） ：フイットネスレベルよりみた発育期

サッカー選手のスボーツ外傷・障害．第 16回日本整形

外科スボーッ医学会． 7月．東京．

4) Onodera, S., O'Hata, N., Shirahata, T., Kohno, 

T., Hisatomi, N., Endo, Y. and Satoh, M: Physical 

Fitness of the Top-ranking Mountain Climbers in 

Japan. 1990 Beijin Asian Game Scientific Congress. 

Sep. Beijin. 

5) 碓井外幸＊，佐々木弘志•，岡野亮介＊，勝木建．．，勝

木道夫＊ （＊北陸体力科学研究所），小林啓三（ヘルシー

ライフプランニング），小野寺昇，大畠 襄，栗原 敏：

循環機能を評価する新しい指標の導入に関する研究．

第 45回日本体力医学会大会． 9月．福岡．

6) 左合治彦，武田 修，落合和彦，北川道弘，楠原浩

二，寺島芳輝，小野寺昇，大畠 襄：運動性無月経症の

長期的管理一その運動量把握の重要性について一．第

45回日本体力医学会大会． 9月．福岡．

7) 遠藤陽一，大晶 襄，白旗敏克，河野照茂，久富 沖，

小野寺昇，佐藤美弥子，石黒延幸（石黒写真研究所）：

レーシングドライバーの身体的プロフィルとレースが

生体に与える影響．第 45回日本体力医学会大会． 9月．

福岡．

8) 遠藤腸•，大晶 襄，白旗敏克，河野照茂，久＇砧 沖，

小野寺昇，佐藤芙弥子：モータースポーツの競技特ヤt..
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第 107回成医会総会． 10月．東点．

9) 白旗敏克，大晶 襄，河野照茂，久富 沖．遠藤陽

ー，小野寺昇，佐藤美弥子：野球に入る肘関節の変化．

第 1回日本臨床スボーツ保学会． 11)］．東京．

10) 落合和彦，左合治彦，武田 修，北川道弘．楠原浩

二，寺島芳輝，小野寺昇，大畠 襄：急性運動負荷の内

分泌動態に及ぽす影響について．第 1回日本臨床ス

ポーッ医学会． 11月．東京．

11) 河野照茂，大畠 襄，白旗敏克，久富 沖．遠藤陽

ー，小野寺昇，佐藤美弥f・，相曽［i：義．中島幸則（オー

クススポーツ科学研究所） ：水中 1、レットミル負荷に

よる呼吸循環機能の応答について．第 9(）回日本体力医

学会関東地方会． 12月．川崎．

12) 佐藤美弥子，大晶 襄，白旗畝克，河野照茂，久富

沖，遠藤陽一，小野寺昇，尾立裕ら中村勝：慈恵医

大スポーツ外来部 5年間の診療統計．第 91回日本体力

医学会関東地方会． 3月．東京．

13) 大畠 襄，白旗敏克，河野照茂，遠藤陽・,佐藤剪

弥子： （シンポジウム）スポーツの l章‘~i 予防ー用具や環

境．第 4回日本体力医学会・ノンポ、ンウム． 3月．京都．

IV. 著書

l) 大畠襄，奥恒行，橋本勲，郡英明，岩永光

一訳：勝つためのスボーツ栄養学．南江堂．（1990)

2) 大畠 襄監訳．河野照茂，高木俊男，鍋島和夫，深

谷 茂訳：ひざー機能と臨床． Iム川書店．（1990)

3) 大畠 襄，上田義隆，新橋 武：頻面外傷の項分担

執筆．黒田善雄，井川幸雄，高沢晴人，中嗚寛之，村山

正博編：最新スポーッ医学．文光堂． 278-289(1990) 

4) 大畠 襄監恥青木治人．大橋止洋，河野照茂ょ：ス

ボーツ外傷・障害のリハビリテーシゴン．医学書院．

(1990) 

5) 大畠 襄． 1:.1廿義隆，新橋 武：顔面の項分担執筆．

藤巻悦夫編：図説整形外科診断治療講座 17ースボーツ

外傷・障害． メジカルヒューt±.44-59 11990) 
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進 学課程

人文・社会系

国文学

教 授 ： 田 村 圭 司

講師：常盤博子

研究概要

I. 近代詩・現代詩の研究（田村）

今年度は研究の対象を吉田一穂に置いた。ー・穂の

詩篇は， 自然発生的抒情に重きを置いた日本近代詩

が，制作方法を璽視する現代詩へと移行する時期に

作られている。それがパルナシアソ様の抽象的作風

であったため，一般には理解され難しかった。

研究の目標は，一穂が故郷の自然や北欧への憧れ

にまつわる景の具象性を削り，抽象的な思念の像を

形成して行く過程を，第一詩集『海の聖母』の表現

に探り，その方法が第二詩集『故園の書』へどのよ

うに引き継がれたかを明らかにすることにあった。

II. 平安末期物語に関する研究（常盤）

古代の物語の中には，散逸してしまい今の世に伝

わらぬものが数多くある。しかし，そうした散逸物

語も現存の物語・歌集などに探られている断片的資

料から，多少の内容を伺い知ることも可能である。

当面の研究としては，現存の『今とりかへばや』，

『無名草子」における批評などを中心として『古とり

かへばや1の復尤を試みたい。

研究業績

III. 学会発表

l) 田村圭司：吉田→穂の詩について一『海の聖母』か

ら『故園の書；ヘー． 日本近代文学会六月例会． 6月．

東京．

法 学

教授：赤坂昭二 民事訴訟法，医事法

研究概要

I. 医事訴訟の研究ー証拠保全と証拠開示

改ざんのおそれを保全事由とする診療記録の証拠

保全申立て事件において．広島地裁は，「改ざんのお

それぱ抽象的でぱ足りず，具体的な改ざんのおそれ

を一応推認させるに足る事実を疎明することを要す

る」とした（昭和 61• ll • 21広島地決・判時 1224• 
76)。

しかし，実務の運用，有力学説は，証拠保全（民

訴法 343条）の証拠開示的機能を積極的に肯定して

いる現状において，証拠の構造的偏在をきたしてい

る現代型訴訟の典型としての医事訴訟においては，

証拠の収集をめぐる実質的当事者平等原則を根拠と

してその是正を図るためにも，最近の民訴法の改正

の最大のねらいである審理の充実と促進の観点から

も，アメリカのディスカバリー(discovery審理前開

示手続）のような証拠収集手段を欠くわが国におい

て，わが国の手続構造に合った独自の証拠収集手段

の拡充として，文書提出命令の活用，証人尋問，証

言調書 (deposition)，質問書 (interrogatories)，当

事者尋問の活用（民訴法 336条・例示としての補充

性を撤廃），紛争予防的な和解のための証拠保全な

ど， H本的な証拠保全の証拠開示的処理の具体的方

法を検討，濫訴防止，和解促進，争点明確化（審理

の充実・促進）の諸効果を研究中（医事訴訟の研究

その 2として）。

II. 救命救急医療の原点

医療の原点は救命救急医療にあるといわれる。し

かして，救命救急医療の原点は，助かるはずのいの

ちを救うことであろう。

わが国で，はじめてのたらい回し訴訟において，医

師法 19条 1項の応召義務は，「患者の保護のために

定められた規定である」と判示した（昭和 61• 7 • 25 

千葉地判・判時 1220• 118, 君津中央病院事件・過失

の一応の推定・不法行為による損害賠償責任・認容）

のと同じように，救急隊員の応急処置拡充の是非の

争点となっている医師法 17条（医師以外の者の医業

禁止）は，医業の高度の重要性・危険性からして，専

門的知識・技能の修得，的確な判断力を必要とする

行為であるので，医師としての能力を公認された者

以外の者が医療行為を行えば，一般国民にとって不

利益な事態が生じることを防ぐことにあり，そうす

ることが，国民の健康な生活を確保するうえに不可

欠と考えられるからであろう。したがって本条の趣

旨・目的論的解釈からしても，本条は，国民の健康

権の確保・保障1こあり（憲法 13条・ 25条，医師法 l

条），いのちを救うことにあり，患者の保設のための
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規定と解しうる。

“建前より大事なのは人のいのちを救うことにあ

る"DOA患者の救命率を高めるための「ドクター

カ一方式」の充実とともに，「バラメディック方式」

を確立して（救急看護士制度はいまや世界の流れと

いわれる。現段階では，救急隊員の新しい教育訓練，

資格制度を充実させて），医師の指示の下，アメリカ

式に電気ショック療法，点滴などの医療行為の一部

を認めることの必要性を提言，なによりも救急医学

教育の充実（多発外傷患者に対応できる総合的・高

度救急救命処置教育の充実と救急専門医の要請）と

ともに，救命救急医療の原点を活かすことの重要性

を指摘。

なお，＇ 91• 4 • 18, 新たな国家資格制度としての救

急救命士法（法律第 36号）が衆院本会議で可決，成

立した。救急車の現場から病院までの「医療空白の

時間」の解消が，救急救命士の狙いである。

研究業績

V. その他

l) 赤坂昭二：救急医療の原点．ハイ・クリア． 11:2-

4 (1990) 

外 国 語 系

英 語

教授： 首藤 新八

助教授：佐藤尚孝

講師：小原 平

研究概要

I. 首藤：主に現代アメリカ文学，現代アメリカ事

情，現代アメリカ英語の語法を中心とした研究。 '90

年 7月から 8月にかけ，米国ネプラスカ州立大学に

て， 日・米文化比較の実地検討と，資料蒐集を行い，

ウイラ・キャザーの育ったレッド・クラウドとウイ

ラ・キャザー記念館の視察を行った。

II. 佐藤：辞書学に関する諸研究に従事し，その応

用である英和辞典の編集と改訂に長時間を費やし

た。

III. 小原：現代アメリカ，イギリス英語の，主とし

てニュース英語の語法，発音の研究を行った。授業

に役立たせるためのビデオ，カセット， AV機器の活

用法の研究も行った。

研究業績

IV. 著書

l) 首藤新八：「85動詞の英会話」．ダイヤモンド社．

(1991) 

V. その他

l) 佐藤尚孝： last,next, thisの用法について．ぶっく

れっと． 三省堂． 5月号．（1990)

2) 佐藤尚孝： ‘‘fishfish?"．ぶっくれっと． ：省堂． 9

月号．（1990)

3) 小原 平：英語ニュース聞き取りのコッ． Hearing

Mate. NHK学園 5月号， 8月号． 10月号．（1990)

ドイツ語

教授：蔵原惟治 クライスト研究，ドイツ演

劇・比較演劇

講師：白崎嘉昭 19世紀ドイツ抒情詩

研究概要

I. クライスト研究

Heinrich von Kleistの文学作品を意識の内部志

向性である状態意識の所産としてとらえ，生存の詩

人である Goetheとは異質なその現代性を研究して

し、る。

II. ドイツ演劇

ドイツ語圏における'90年度の演劇・舞台動向の研

究。

III. 比較演劇

各国における演劇論の比較研究，類似構造による

戯曲の比較研究，西洋比較演劇研究会での活動。

IV. 19世紀ドイツ抒情詩

古典主義ならびにロマン主義退潮以降のドイツ抒

情詩は， 7月3月両革命に象徴される後期市民社会

の到来に平仄をあわせて，詩そのものの教養財的ア

クセサリー化，および， プロイセン絶対王制の勃興

を背景とする，民族的国家主義的詩精神発揚運動の

高まりという二様の危機に直面することになった。

詩存立の根本に因るこうした状況の中で，アィヒェ

ンドルフ，ハイネ， メーリケ，プラーテンらの詩人

たちが，それぞれの詩的営為をきり開いていった過

程を跡づける。
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研 究業績

I. 原著論文

1) 白崎嘉昭：プラームスと詩人たち．日本プラームス

協会会誌「赤いしまりねずみ」． 19:32-41 (1990) 

V. その他

l) 白埼嘉昭：スイス民話の翻訳 10編．スイス文学研

究会編「スイス民話集成」．早稲田大学出版部．（1990).

自然科学系

物理学

教授：藤城敏幸 物性理論，情報科学

助教授：丹羽宗弘 医用物理

講師：佐藤幸一 生物物理学

研究概要

I. 情報科学

教科書「やさしい情報科学」を執筆脱稿。 '91年 9

月 10日刊行。

II. 光電脈波測定結果解析のための基礎的研究

光電脈波測定は，組織の光学的不均質性により生

じた散乱光を分光し，波長別の光の強度変化を時問

の関数としてあらわし，血液が吸収した光の波長と

あわせて血行動態を解析するものである。

血液中では光の吸収は主に赤血球によるが，その

吸収の強さは光の波長に依存し，吸収の最も強い値

と最も弱い値との比は 50-100程度である。

生体組織中では，光の散乱は散乱係数の異なる多

数の組織層で起こり，強い多重散乱光を生じる。そ

のため，前述の血液（フラクション）による光吸収

の比は非常に小さくなり，血行動態に関する情報は

とらえにくくなる。

測定された散乱光から，血液以外の組織からの散

乱光を分離することは， これまでの結果を考慮する

と，測定法によりかなり改善できることがわかった。

現在測定法の改善によって得られた血液のデー

タと，シミュレーションモデルを使った解析結果と

の比較検討を行っている。

III. リン脂質膜の物性

1) リポソームの電気泳動：電気泳動法を用いて

フォスフォコリン（特に DPPC) リポソームの g電

位をさまざまな NaCl濃度にたいして， CaCl2猥度

を変えながら測定し，拡散二重層理論を用いて解析

した。その際 Ca+＋とコリン分子との結合比を 1:1

と仮定し，リポソーム表面から滑り面までの距離，コ

リン分子と Ca十＋および C]＿との結合係数の 3つを

パラメータとした。その結果， NaC]濃度が変化して

も3つのバラメータを変えることなく実験結果を再

現できた。しかも，それらのバラメータは妥当な値

であった。

2) リボソーム分散液の複屈折測定：我々は物質

のリボソーム膜への組込みを評価する方法の一つと

して複屈折測定の開発を行ってきた。今年は， リボ

ソームの複屈折と粒径分布の測定を行うことにより

①複屈折呈に寄与するリボソームの大きさの下限，

② DPPCリボソームの経時変化，③リポソーム

安定化剤であるコレステロール修飾多糖類 (Chol-

AECM-Pullulan)の EggPCへの影響について研究

した。（昭和大の美島氏と東京理科大の鈴木氏との共

同研究。生物物理学会，膜シンポシウムで発表。）

3) ミエリン形形成（過剰な水中のりん脂質が，液

晶状態にあるときその固まりから成長する筒状の構

造物をミエリン形という）：本年は，共同研究者の美

島氏（昭和大）が中心となって EggPCのダブル・ヘ

リックス形成の研究を行い，我々は DPPEのシング

ル・ヘリックス形成の研究を行った。（生物物理学，

国際高分子学会，岡崎カンファレンスで発表。）

（注） 電気泳動および粒径分布の測定’ま，東京理

科大薬学部近藤保教授の御好意により同大生命研で

行った。

研究業績

III. 学会発表

l) 佐藤幸一，町田篤志＊，鈴木清光＊（＊東理大）．美島

清（昭和大）：リボゾーム多分散系の複屈折（サイズの

影響）．第 12回日本膜学会． 6月．東京．（要旨集． 44).

2) 佐藤幸一，美島 清（昭和大）： CaCI2溶液中におけ

るフォスフォコリンリポソームの電気泳動(Cl一の結

合も考慮）．第 5回コロイドおよび界面化学特別討論

会． 6月．東京．（要旨集． 73-76)

3) 佐藤幸•一，藤田栄一郎＊，鈴木 清＊（＊東理大）．美

島 清（昭和大）：リポソーム多分散系の複屈折 I（経

時変化）．第 28回日本生物物理学会． 10月．九州．

[BIOPHYSICS SUPPL. 30 : 185 0990)」

IV. 著書

1) 丹羽宗弘：物理の項分担執筆，環境計量士への近道

（上巻）． 日本環境測定分析協会． 1-91(1990) 
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化学

教授：戸澤滴智子 有機化学（天然物）

助教授：高橋知義 有機化学（ステロイド）

講師：橋元親夫 有機化学（ペプチド）

研 究概要

I. 硫黄および窒素を含むステロイドの合成とその

性質について

1, 3-thiazolidineの誘導体には，化学的，薬理学的

興味が持たれるものが多い。たとえば， thiazolidine

誘導体のあるものは，放射線防護作用や血圧降下作

用を有し，また 2位に置換基を持つ 1,3-thia-

zolidine-4-carboxilic acidは優れた肝臓保護作用

を有していることが報告されている。しかしながら，

ステロイトの thiazolidine誘導体の合成と性質はほ

とんど報告されていないのが現状である。

そこで， a-bromo-steroidal ketoneとcyste-

amineの縮合反応を行なったところ，新しいタイプ

の反応として a-keto-steroidal spiro-thiazolidine 

が容易に得られることがわかった。さらに，反応生

成物の各種スペクトルを詳細に検討した結果，出発

物質のカルボニル基が位置特異的に a位に転位し

ていることが判明した。

II. ミオグロビンの中間体ペプチドの二次構造に

ついて

マッコウクジラのミオグロビソの活性部位の構造

と活性の関係を調べる目的で， ミオグロビンの E,F

領域を含むペプチド (57-96)の合成をかねて行なっ

てきたが，その中問体ペプチドについていくつかの

知見を得た。マッコウクジラのミオグロビ‘ノー(91-

96)-, -(85-96)-, -(77-84)-, -(85-96)—および (77-

96)ー中問体ペプチドは相当する保設ペプチドから合

成した。保護ミオグロビ｀ノー(91-96)-,-(85-90)-，お

よびー(85-96)ーペプチドから誘導されたペプチドは，

種々のカラムクロマトグラフィーによる精製の過程

で部分的にピログルタミソ酸残甚を含むペプチドに

変化した。

これらの遊離のペプチトの二次構造について， CD

スペクトル等を測定して調べた。

研究業績

I. 原著論文

lJ Takahashi, T., Satoh, J.Y*. and Saitoh, K*. 

(*Rikkyo Univ.) : Oximation of 2-Azido-4, 4-

dimethyl-3-oxo-steroids: Formation of a-keto 

Oximes and Dioximes. J. Chem. Soc., Perkin 

Trans. 1; 2277 0990) 

2) Takahashi, T.、Takahashi,M*., Hashimoto, A*. 

and Satoh, Y.* (* Rikkyo Univ.J : Synthesis of a-

Keto-steroidal Spirothiazolidines. Chem. Lett. 

1963 (1990). 

生物学

教授：新津恒良

助教授：花岡柄雄

講師：寺坂 治

研究概要

細胞生物学

細胞生物学

細胞生物学

本教室の基幹研究テーマは「細胞分裂と分化機構

の研究」である。

I. 不均等分裂における微小管の動態

a—チューブリン問接蛍光抗体法によりヌマムラ

サキッュクサ花粉粒の発生・分化過程における微小

管の動態を解析した。

本種の小胞子では分裂前に 2回の細胞内核移動が

おこる。 1回目はコルヒチン処理による影響を受け

ず微小管は関与しないが， 2回目は微小管の特徴的

な分布の移動がおき，また， コルヒチン処理により

阻害されることから微小管関与であることが明らか

となった。

分裂装置は前期から前中期に栄養核側の極で先行

して発達し，中期には非対称形の半紡錘体が形成さ

れる。隔膜形成体は生殖細胞側へ湾曲して発達する。

pre-prophase bandは形成されない。

以上より，生殖細胞分化に不可欠な小胞子の不均

等分裂に関連した特徴的な微小管の動態が観察され

た。

II. 花粉発生過程における細胞骨格：微小管とア

クチンの動態

ヌマムラサキッュクサの花粉の発生過程でぱ．小

胞子分裂に先だつ 2回の細胞内核移動，小胞＋の不

均等有糸分裂， 2娘細胞間のクロマチン分化，生殖細

胞の伸長と分裂および栄養細胞の花粉管形成など細

胞の分裂・分化に関連した特徴的な事象が継続して

起こる。全過程における微小管と Fーアクチンの動態

および両者の関連性を抗—a—チュープリソ間接蛍光

抗体法， ローダミン・ファロイジン染色法およびコ

ルヒチソ，サイトカラシ‘/B処理実験により比較解
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析した。微小管は 2回目の核移動，小胞子の不均等

分裂，生殖細胞の伸長と分裂に関与し，伸長した花

粉管内と精細胞に分布する。 Fーアクチンは主として

栄養細胞に分布し，花粉管の発芽，伸長，原形質流

動に関与する。また，小胞子分裂における隔膜形成

体にも局在する。花粉発生過程における微小管とア

クチンは，多くの時期や細胞で分布，細胞機能関与

の仕方が異なることが明らかになった。

III. 電子顕微鏡的研究

(1) 葉緑体の微細構造

ホウライツノゴケの配偶体細胞には細胞当たり 1

個，胞子体では 2個の葉緑体を持つが，それらの微

細構造は異なる。

配偶体の葉緑体には約 40nmの小胞と 2~3層の

チラコイトが貫通する “multiplepyrenoid"が存在

し，その周囲を層状のチラコイドが囲む。チラコイ

ト間には直径約 100nmの管状構造の断面が観察で

きる。胞子体の葉緑体は直径約 80nmの小胞をもっ

ピレノイドがあり，チラコイドは網目状でスバイラ

ルに配向する。

(2) 高等植物の有糸分裂

急速凍結置換法による胚乳プロトプラストを用い

て，分裂時における分裂装置と細胞骨格，特にアク

チンとの関連，ならびに動原体物質について電顕的

免疫抗体染色法を併用して研究を継続している。

研究業績

I. 原著論文

1) Terasaka, 0. and Niitsu, T.: Unequal Cell Divi-

sion and Chromatin Differentiation in Pollen Grain 

Cells. II. Microtubule Dynamics Associated with 

the Unequal Cell Division. Bot. Mag. Tokyo. 103: 

133-142 (1990) 

II. 総説

l) 寺坂 冶，新津恒良：花粉学実験講座 3花粉形態観

察法 （2)蛍光顕微鏡観察． H本花粉学会誌． 36:85-

89 0990) 

III. 学会発表

l) 寺坂 冶，新津恒良：花粉発生過程における細胞骨

格：微小管とアクチンの動態．日本植物学会第 55回大

会． 10月．静岡．

V. その他

新津恒良（分担） ：高校生物教育に必要な生物用語の選

定に関する調査研究，平成元年・ 2年度科研費総合A

研究成果報岩書（研究代表者：越田 豊） 1990.

数 学

教授：衣笠泰生 代数学，統計学

講師：鈴木 ll応之 代数学，統計学

研究概要

I. 代数学

(1) 一般線形群 GL(n, C)が位相群であること

は周知のことであるが， これの眼に見えるような証

明を与えたいと思い次の結果を得た。この目的に対

しては有益である：

kを正整数とし，△（1/k)は |a』<1/k,i, j= 1.…, 

11をみたす行列 (au)の全体とする。 Eは単位行列を

表わすとする。

命題 A心 (1/k) とする。 k>nならは

(E+A)一 1=E+B,Be△(1/(k-n)) 

と表すことができる。

系同じ条件のもとで

det (E+A)=l+a, lal <n/(k-n+l) 

と表すことができる。

(2) 二つの代数的な対象が同型でないことをぷ

すことは，一般に易しくはない。

二つの Q上の四元数体

(Q(i)，入，ー1) と (Q（か， r,-1) 

を考える。

これらは同型ではないのであるがその証明は打理

数の一性質に還元される。次の結果を得る。

次の条件をみたす有理数 a,b, c, x, y, zは存在し

なし、：

a2+b2+c2=1,炉十y2+z2=3

ax+by+cz=O. 

保健体育

2) 花岡柄雄．和田清見：ホウライツノゴケの葉緑体の 教授：新津恒良 細胞生物学

微細構沿． 日本植物学会第 55回大会． 10月．静岡． （兼担）

助教授：原田邦彦 エネルギー代謝・代謝
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講師：時岡 醇 体育）j法・水／永

研究概要

I. 基礎代謝に及ぼす運動負荷の効果について

離乳後より中年9U)（ラットでは 12か月齢に叫た

る）まで飽食条件で飼育して肥満ぎみのラ、ノト（体

脂肪約 40%)の基礎代謝ぱ 12週問の中等度運動 (25

m/min: 1(）分／日， 6回／週）と飽食時の 75%の食餌

制限とにより食餌制限のみの群より基礎代謝を 9%

上昇させた。しかし，それ以降の運動内容を負荷強

度を変えずに 2回／週にすると加齢による影態と考

えられる甚礎代謝の低下や運動能力の著しい減退が

みられた。そこで今度は 1週間に実施する運動の頻

度を 3回に増加し，それらの低下の歯止めになるか

を縦断的に検討した。

食餌制限や運動による体重の変化は，運動実施回

数に関与せず，ほぽ先行研究結果と同様の経過を示

した。 15か月齢時の 3回／週負荷による群の運動能

力は， 6回1週負荷の場合と余りかかわりがなかっ

た。しかし， 18か月齢時には両者の関係1ま逆転した。

基礎代謝は，有意な弟は認められなかったが飽食群

で低く，また加齢により低下する。この場合の食餌

制限ぱ基礎代謝の低ドをおさえる領向にあり，隔 Fl

による中等度な運動負荷が更にこれを助長すること

が考えられた(+11%）。体脂肪量は，飽食群で有意

に高いが中年以降 (12か月齢以降） 75%の食餌制限

をおこなっても余り体脂肪は減少しなかった。むし

ろ3か月齢時からの食餌制限が体脂肪匿の沈着を防

いでいるような結果が得られた。しかし，中年以降

の食餌制限にプラスして中等度な運動を隔日に実施

すれば著しく体脂肪を減少させる結果が得られた。

II. 大学生（医学部）の栄養摂取と身体活動

国民衛生の動向によれば，＇ 78年度から健康な人に

対してはよりよい健康を確保し，高血庄，肥満など

のいわゆる半健康人に対して 1ま疾病におちいること

を防止し，国民がすべて健康な生活が送れることを

目標に国民の総合的な建康づくり対策の実施がなさ

れてきた。しかし，＇ 90年の同誌では今だに死因の約

1/4ぱ身体活動量の減少とエネルキー過剰摂取の双

方に関連が指摘されている虚血性心疾患と脳血管疾

患である。また，国民栄養調在によると，エネルギー

はほぽ適性摂取していてもカルシウムが所要籠を下

まわっており，乳，乳製品，肉類及び油脂類が増加

していると報告されている。エネルキー摂取も所惜

別では 2(）％以 l•• 1・・ [11[ってし、る所帯が約 22％も お

り， 20%以 1：不足している世帯も 12%あって平均

的にほぽ良好であっても別個人でみるとかなりの格

差があることがわかる。そこで，著者はより個別的

に栄養摂取と身体活動の状況を把握する目的で医学

部学生 (2年生）にて調査を行った。調査は，あくま

で普段の生活状況を把握するために，試験期や休，祭

11を除き，平日の火，水，木の 3日間の栄養摂取と

身体活動とにした。各々の計算はヘルスメイクシス

テム研究所製ヘルメイクプログラムを使用した。そ

の結果，男子 30人と女子 10人の中問報告ではある

が，国民衛生の動向の成績と類似していた。

研究業績

III. 学会発表

l) 原田邦彦，米本恭三：中年時より始めた食餌制限と

運動負荷の基礎代謝に与える効果 (2)．第 45回日本体

カ医学会大会． 9月．福岡．〔体力科学． 39: 806 (1990り

2) 原田邦彦：大学生（医学部）の栄捉摂取と身体活動，

第4回l」本体力医学会シンボジウム｀‘運動と食生活”.

3月．京都．

IV. 著 書

l) 酒井敏夫，矢野久英，原田邦彦，他：図解保健体育．

4喬出版． （1990) 

2) 酒井敏夫．矢野久英．原Ill邦彦．他：新保健体育．一

橋出版．（1990)
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医学研究審査の年間報告

その他

研究のうち，治験に関するもの 1ま1w」時に設置された

冶験審任委員会が実質的審議を行っている。

'90年度の申請件数は 270件('89年度 311件），審

医学研究審査委員長 小林建一 森区分別件数ぱ 272件 ('89年度 319件），小承認と

なったものは 10件 ('89年度 14件），不承認の割合

本学では医学研究における倫理的問題点をチェッ は 3.7バーセント ('89年度 4.4バーセ｀ノト）であっ

クし，またバイオハザードを防ぐため，＇ 86年 11月 た。なお，研究期間を最長 2年と設定している関係

に医学研究審査委員会を設置し，翌 '87年 4月より で，＇90年度は基礎系教室，研究室からの申請かゼロ

医学研究審査を本格的に開始した。対象となる医学 であった。

'90年度医学研究審在申請審性結果

医学研究審仔申請区分 承認件数 1ヽ 承認件数 保留 取消し 9 .. , 1 

薬物 第 2木II試験 150 4 2 156 

冶験 第 3札1試験 89 6 1 1 97 

その他（第 1相試験） 2 2 

新しい診療手技 3 3 

移植・人工臓器 2 2 

人為的受精操作

その他の臨床研究 7 7 

遺伝子操作

RI基礎研究

病原微生物

人細胞融合

人癌細胞

発癌研究

その他 5 r` ） 

合 ; I 258 10 3 1 272 
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学内・学外共同研究

共同研究の制度は，本年度までに次の通り学内共同

研究で 47人，学外共同研究で 38人の教授が補助を

受けている。

学長 阿部正和

昭和 54年度 (1979年度）より発足した学内・学外

学内・学外共同研究費年度別補助額一覧 （単位万円）

学内共同研究 学外共同研究 計

年度 件数 補助額 件数 補助額 件数 補助額 備考

昭和 54(1979) 4 600 3 70 7 670 

55 (1980) 4 600 2 60 6 660 

56 (1981) 4 600 8 190 12 790 

57 (1982) 3 670 4 120 7 790 

58 (1983) 4 615 I 30 r` ） 
645 

学外辞退 1件(30
万円）を除く

59 (1984) 2 435 2 60 4 495 

60 (1985) 4 709 3 90 7 799 

61 0986) 5 760 2 60 7 820 

62 (1987) 4 680 1 30 5 710 

63 (1988) 5 710 2 60 7 770 

平成元 (1989) 3 410 5 250 8 660 

2 (1990) 5 590 5 230 10 820 

計 47 7,379 38 1,250 85 8,629 

平成 2年度 (1990年度）の学内・学外共同研究費 る。

の補助を受けた教授および研究概要は次の通りであ

1. 学内共同研究費補助額

所 属 研究代表者氏名 研究題 目 補助額

精神医学
森 湿理教授

脳の発達と老化の病態に関する臨床および基礎的研究 150万円
他 8名

第三 病 院 岡野 弘教授 呼吸・循環調節の病態の機序に関する基礎ならひに臨
130万円

内科学第2 他 15名 床医学的研究

小児科学
前川喜平教授 ガスクロマト質量分析装置を用いてのデータペース作

80万円
他 11名 成と医用マス応用の測定法開発

第2細菌学
益田 昭吾教授

各種疾患における白血球の食作用に関する研究 130万円
他 9名

産婦人科学
寺島芳輝教授 ヒト胎児，癌共通抗原の新しい腫瘍マーカーとしての

100万円
他 7名 有用性の検討とその診断，治療への応用
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研究課題：脳の発達と老化の病態に関する臨床お

よび基礎的研究

研究代表者：森 温理

共同研究者：清水 侶，田中照二，石川 博

田中順一，下條貞友，奈良隆寛

中江陽一郎，蓮村 誠

I. 研究目的

現在の高齢化社会においては脳の老化とそれに伴

う痴呆が一つの大きな問題であり， また，小児の脳

発達障害による精神遅滞も重要な課題であり， これ

らの疾患の成因，発病機序，予防や治療の究明か待

たれている。本研究は，脳の発達と老化の病態に関

して機能および形態面から追究することを目的と

し，神経科学分野の臨床と基礎にたずさわる専門研

究者の共同によって総合的に遂行される。

II. 研究成果

'90年度の本学内共同研究は，慈恵医大において，

脳の発達と老化の病態に関する基礎的，臨床的研究

を推進するために， この領域での専門家を擁する 5

教室 l研究室の協力で行われたものである。現在の

高齢化社会の到来によって，脳の老化に伴う痴呆性

疾患が大きな問題となっているが，これに関しては，

代表的な痴呆性疾患である脳血管性痴呆やアルッハ

イマー型痴呆について光顕電顕，免疫組織学的方

法による脳の形態学的研究が行なわれた。また，臨

床的には各症例について諸種検壺法による脳の血流

動態の検索，脳循環障害の画像や脳波による解析，肝

疾患に伴う脳障害などの研究などが進められたの

は，報告者にみるとおりである。

一方，小児の脳発達障害による精神遅滞を中心と

する病態も同様に重要な課題であるが， これに関し

てはヒトおよび動物の脳発達の形態学的研究とし

て，自然発症矮小ラットなどモデル動物の脳を用い

た免疫組織学的検索や，胎児，新生児の脳の神経細

胞の発達分化や髄鞘形成過程などの検索が行なわれ

た。これら基礎的研究は神経系の発達障害を伴う例

の臨床所見と関連して考察された。

以上のように，本共同研究は初年度において各方

面にわたって多くの成果を収めることができた。次

年度もひきつづき同じ課題で，小児科学教室前川喜

平教授を代表者として継続されることになった。今

後の一層の発展を期待するものである。

＊ 
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研究課題：呼吸・循環調節の病態の機序に関する

甚礎ならびに臨床医学的研究

研究代表者：岡野 弘

共同研究者：岡村哲夫，谷本普ー，福原武彦

木村直史，高野一夫，加藤穂夫

塚元葉子，外丸晃久，田井久量，

主 金城，菊地一郎

I. 研究目的

呼吸，循環調節系は中枢性ならびに末梢性の調節

系と同時に神経性ならびに体液性の両機序により調

節，統合されている。その観点から本学における呼

吸器内科学，循環器内科学と薬理学の研究を統合し

て呼吸器，循環器両疾患の病態の解明を計り， これ

らの研究成果を臨床応用へ導く。

II. 研究成果

L 慢性閉塞性肺疾患患者の運動療法を行なう際

の運動耐容力（運動負荷量）の基準は各患者の安静

時 Pao2で決定される。

2. アコニチ‘ノ誘発心室性頻拍に対するジソピラ

マイドとメキシレチ‘ノの効果の機序は心筋からの

lactateの排泄促進，心筋内 pHの安定化によるもの

と推測された。

3. 心拍固定下の負荷における a-hANPの血中

の大きな上昇は心機能低下を表すと考えられた。

4 兎ではモルヒネによる中枢性無呼吸の際には

循環調節中枢と上位の中枢との機能的関連が高くな

ると考えられた。

5 ネコにおける腎交感神経活動には 6-9HZ

の固有のリズムが発現し，その発現に関与する部位

ぱ橋中央部より吻側に存在する可能性があると考え

られた。

6. 兎の呼吸筋収縮の中枢性制御に関与する高頻

度同期波CHFO)の研究から呼吸中枢神経機構内で，

横隔神経活動中の HFOと高い相関をもつニューロ

ン群と低い相関をもつニューロン群を機能的に弁別

できる可能性を示唆した。

7. 健常人呼吸筋表面筋電図のスペクトル解析に

より，呼吸筋への負荷に対応したスペクトル分布上

の特徴が得られ，呼吸中枢から呼吸筋に至る系の機

能評価が可能であった。

まとめ

平成 2年度の本研究では閉塞性肺疾患の運動療

法， a-hANPと心機能，抗不整脈剤の作用機序，呼

吸および循環調節に関与する神経活動のリズム成分

の病的状態下における動態とその起源，および呼吸



性ニューロン活動との相関が報告され．今後の研究

の発展と統合が期待される。
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研究課題：ガスクロマト質量分析装置を用いての

データベース作成と医用マス応用の測

定法開発

研究代表者：前川 喜平

共同研究者：衛藤義勝，栗岡

戸澤満智子，鈴木

谷藤泰正，宮野

堀内二彦

I. 研究目的

晋小林建——•,

英明，小幡 徹，

和子，高橋知義，

質呈分析法は，物質の質量を測定するということ

から未知物質を同定することが容易に出来，医学研

究における各種生体関連物質，および薬剤関連物質

の構造決定ならびにその微量定量に用いれば，極め

て有用な手段となることと考えられる。

本共同研究では，＇ 89年度，＇ 90年度を通じ，共同

利用機器として本学医科学研究所生化学研究部に設

置されている質量分析装置および解析システム（日

本電子， DX-303/DA-5000)の有効利用を目的とし

た。

II. 研究計画

1) マススペクトラムライブラリーの有効利用

現行のライブラリーを簡便に利用可能な形にする

ユーザーライブラリーの作成支援システムを作り，

これらを用いてデータの検索，有用なデータの抽出，

使用者の目的に沿ったユーザーライブラリーの作成

をおこなう。また，データベース利用からみた本ラ

イブラリーの医学応用の可能性・価値について検討

する。

2) 医学研究応用に向けての各種測定法の開発

質量分析法による医学研究の測定利用を促進し，

また新しい測定法を開発し本学における医用マス測

定の普及を計る。

III. 研究総括

主として次のような分野において研究がおこなわ

れた。

1) 揮発性麻酔薬使用時における麻酔薬の分解に

ついて， GC-MSを用いた微量定量法 (SIM法）で

測定し，そのためのガス体の新定量法の開発を検討

する。

2) ステロイドの化学合成において，合成物の精

密質量測定による］じ素組成分析をおこない，構造解

析をおこなう。

3) 病態代謝に関連した物質の解析をおこない，

臨床診断への適応を検討する。

各個の研究成果ぱ以ドに示すように，初期の目的

以上に成果を挙げ，関係する学会でも注目を集めて

いる研究が出てきていることは，共同研究の成果と

して特筆すべきことと思われる。

また，使用者講習会などに参加，指導を受けた者

はこの期間で 12名を越え，学内の質量分析法への理

解普及に努めた。その中で，今回のこの研究グルー

プ以外にも小児科アレルキー班，法医学教室のグ

ループのように新たな研究の方向性を開拓し，実際

に研究成果をも挙げるまでに至っており， この面で

も学内共同研究としての目的を遂げたものと考えて

し、る。

今後これらの成果を踏まえ，また， これを機会に

広く質量分析法というものが理解され，本学の医学

研究に活用されていくことを期待するものである。
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研究課題：各種疾患における白血球の食作用に関

する研究

研究代表者：益田 昭吾

共同研究者：本多芳男，室田景久，上野博嗣，

藤井克之，関 啓子，中島庸也，

都志見格，白髭 章，大橋俊子

I. 研究目的

感染症にかぎらず幾つかの疾患において白血球機

能の有する璽要性については広くみとめられてい

る。今回基礎と臨床の密接な協力の下に，主として

食作用から白血球の機能を質的および量的に把握す

る方法を開発する事を目的とした。

II. 研究成果

食菌プラーク法における白血球相互の反応様式を

検討した結果，各プラークが空問的に離れている場

合には単純プラーク，近接している場合には融合プ

ラークとなるが，これとは別に食菌を始める以前に，

複数の白血球が凝集してからプラークを作る＂縁ど

り＂プラークと名付けられたタイプのプラークがあ

ることがわかった。このプラークはベーチェット病

や慢性中耳炎の場合によく観察されたが，正常人の

血液を用いても時折観察されることがあるので，必

ずしも本病に特有のものではないことが分かった。

また黄色ブドウ球菌はコアグラーゼ陰性ブドウ球苗
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に比較して活発な食菌作用をうけることが分かっ カーの多くは進行癌では病状の推移を反映するが，

た。黄色ブドウ球菌は白血球との密接な相互作用を 早期診断は極めて困難であり，未だ改善の余地が多

通じてこの病原性を発揮する可能性が考えられた。 い。従来正常成人組織とは反応せず特異性の高い

ステブンス・ショソソ｀／症候群の患者の血液では症 マーカー認識単クロン抗体 (Mab)は，しばしば胎

状の激しい極期に特有のプラーク像が観察された。 児組織と交叉反応し，マーカーの臓器特異性が少な

血液透析を受けている患者では白血球の食菌能力 いことが多い。この事実をふまえ，効率よく早期診

は必ずしも低下してはいないという結果が出され 断，治療に利用できる新しい腫瘍マーカー認識 Mab

た。 の作製のため，従来 Mab作製の常法である標的腫

悪性腫瘍に対する化学療法施行時における骨髄抑 瘍細胞を免疫抗原とせず，合法的（日本産科婦人科

制のモニタリングに対して食茜プラーク法が実用的 学会規約ならびに当大学医学研究審査委員会に甚づ

価値を有するという結果が得られた。 く）に得たヒト初期胎児組織（妊娠 7~8週前後胎児

慢性関節リュウマチの患者の血液は一般に昂進し で未分化多潜能増殖細胞を多く組織内に含む）を抗

た食菌能を示したが，ゼラチン存在下でその食菌が 原とし，分化途中胎児に発現し正常成人組織には発

さらに進んだ。この現象は慢性関節リュウマチに特 現が少ない癌特異（関連）抗原並びに細胞性癌遺伝

有なものでない可能性もあるが，特に関節滑液膜に f産物認識 Mabの疫得（我々は既にこの方法で卵

おける炎症反応との関連性が追求されている。 巣癌，肺癌関連腫瘍マーカーを作製し，その特異性

慢性骨髄炎の患者の血液は，廓清手術ののちには正 の高さを第 47,48回日本癌学会， Br.].Cancer, 60, 

常人と変わらないプラーク像を示すようになった。 1989で一部発表した）と臨床応用を目的とした。

＊ 

研究課題：ヒト胎児，癌共通抗原の新しい腫瘍

マーカーとしての有用性の検討とその

診断，治療への応用

研究代表者：寺島 芳輝

共同研究者：松田 誠，藍沢茂雄，大川 清，

城 謙輔，木村英=:,村江正始，

高田耕司

I. 研究目的

胃癌，子宮頸癌等が減少傾向にあるにもかかわら

ず，卵巣癌，乳癌亜びに肺癌は増加傾向にあり予後

も悪い。一方，癌の臨床で使用されている腫瘍マー

2. 学外共同研究費補助額

所 属 研究代表者氏名 研

II. 研究成果

従来得られている腫瘍関連抗原認識単クロン抗体

(Mab)の多くが胎児組織と交叉反応性を有してい

る。そこで新しい方法として胎児成分で免疫し腫瘍

細胞で追加免疫を行ない，型の如く細胞融合し，

hydridomaを得た。この方法は腫瘍に反応するクロ

ンに比較して正常組織と反応するクロソの産生率が

抑えられ，充分新しい方法として利用可能であった。

特に胎児の組織を限定することでその効果は大き

かった。この方法で作製した Mabで，腫瘍特異性の

高い Mabにつき更に検討を加えている。この抗体

作製方法についても各種対照実験により， より確か

なものにする予定である。

究 題 目 補助額

第 2薬理学
福原武彦教授

自律神経調節の機序に関する生理科学的研究 50万円
他20名

心臓外科学
新井達太教授

自己骨格筋の心臓への応用に関する研究 50万円
他 5名

第 3内科学
磯 貝行秀教授 血流異常と血管障害に関する基礎的ならびに臨床的研

30万円
他20名 究

第 2生理学
栗原 敏教授 筋の興附収縮連関および収縮活性化過程に関する生理 50)j円

他 14名 学的研究

第 2外科学
青 木照明教授

消化器手術後臓器相関についての研究 50万円
他 10名
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あとがき

編集委員長 松田 誠

東京慈恵会医科大学教育・研究年報，第 10号， 1990 実際の［学会報告］数の年次変化を調べるのは困

年版は，ここに支障なく予定通り刊行されることに 難であるが，制限のゆるい［原著論文］数の年次変

なった。執筆規定，締め切り期日の厳しさにも拘わ 化をバラメーターとして推測することはできる。こ

らず，迅速に対応していたたいた教授各位に，また の年報が発刊された 1981年から現在までの 1講座

編集校ii：に苦労をお掛けした諸姉諸兄に厚く惑謝 ‘りたりの年間［原著論文］数を調べてみると，平均

申し上げる。本号から柏病院特設診療科目の総合内 16-17で，ほとんど年度によって変わっていないの

科と救急診療部がそれぞれ一つのユニ、ノトとして加 である。原著論文数が変わらないのに，学会報告だ

わることになった。この年報には主要な業績 H録だ けが急増することはあまり考えられないから，学会

けでも 886の［原著論文］と 922の［学会報告］が 報告の状況は， 1981年当時とそれ程変わっていない

納められている。実に膨大な情報量である。 と考えてよいのではないだろうか（つまり［学会報

告］の制限数を疫える必要はないように思われるの

毎年その情報量の多いことに驚いているのである である）。

が，そんな矢先，ある教授からこの年報の［学会報 一般に科学業績なるもの（原著論文，学会報告な

告］の制限 (1講座 20まで）をなくして，もっと学 ど）は，その数量のみならず，その質にも関係する

会報告数を増やしたらどうかという意見を受けた。 ことであるから，あまり数量にこだわることもない

この提案ぱ，個人的見解かもしれないが，編集にか のではないだろうか。むしろ業績偏重主義，とくに

かわる一般的問題でもあるので，ここであらためて 槃績数贔主義に陥る危険性があるように思うのであ

考えてみたい。 る。かつてドイツでは，業績数量主義がはびこり，

まず，制限をどうするかの前に，個々の学会報告 困った状況があったらしい。それを経験した森鵡外

の重みづけを一・様にしておく必要がありはしない も「ドイツにおける業績を重んずる風習は，その賠

か，少なくとも“一つの研究をある学会で発表した 黒面において，価値少なき業績報告の濫出を促し，

ら，同じ研究を他の学会て何度も発表しない＂と ……無用の報告を競うことしばしはこれあり」と述

いった凡その取決めが必要で1まないか， ということ べているほどである。このような主義には，なるべ

がある。 10年ほど前であるが，慈恵医大誌のある学 く近づかない方がよいのではないだろうか。

位論文の末尾に「この論文の内容は，▽▽学会，唸

＊学会，◇◇学会，…00学会で発表した」と付記 おわりに，毎年のことながら，綿密周到な編集，校

され，なんと 15の学会名が書かれていたのを憶えて 正を精）J的にやっていたたいた富井武寛常勤顧問，

いる（しかも，学会発表が名いのは研究の内容が優 およびこれに協力された坂戸伯志事務長，金丸美千

れているからであるというようなことが書かれてい 栄（保化学）の両氏に改めてお礼を申し上げたい。

た）。研究の良し悪しはかなり主観的でもあるから， 1991年門平成 3年） 9月

もしこのようなことが（一定の取決めなしに）行わ

れると，またたくうちに「学会報告」の制限を超過

してしまうのではな\,‘ナころうか。現時点でぱ •J心，

ー研究・一学会報告・一論文というところが常識で

はないかと思うのである。
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索 サI

6-aminochrysene ［公 衛］ 60 
A 8-aminoquinoline ［公 衛］ 60 

アデニレートシクラーゼ [ 2 生］ 25 anilinehydroxylase ［公 衛］ 60 

アデノシンレ七プター ［青 内］ 92 ANP [,Jヽ 児］ 107

アジア寄生虫予防機構 (APCO) ［寄 生］ 65 APCO寄生虫学者会議 ［寄 生］ 66 

アカラシア [ 2 外］ 123 Arterial elongation ［形 成］ 141

アクチン ［ 眼 l 157 Atopic dermatitis ［病 理］ 45 

アクトミオシン [ 1 生］ 23 ATP [ 1 薬］ 35 

yーアミノ酪酸 ［医 化］ 29 ATP加水分解 [ 1 生］ 24 

アミロイド症 ［病 理］ 44 atticoantrotomy ［耳 恥］ 160

アンボイナガイ ［ 衛 ］ 57 

アンチザイム ［栄 養］ 32 B 

アンギオテンシン変換酵素 ［麻 酔］ 165 ビンクリスチ‘ノ・ニューロバチー [ 3 内］ 84 

アンギオテンシン変換酵素阻害剤 [ 1 外］ 118 ピクミン B12 ［青 内］ 93 

アペルト症候群 ［形 成］ 139 ［精 神］ 103

アラキドン酸 ［青 内］ 92 ビタミン B. ［医 化］ 30 

アレルギ一性脳炎 ［ 眼 J 157 ビタミン D3 [ 2 外］ 122

アルプミン ［臨 検］ 68 ビタミ‘/D大量間欠療法 [ 2 内］ 77 
[ 1 内］ 72 プドウ球菌性熱傷様皮府症候群 ［臨 検l 69 

アルデヒド脱水素酵素 ［医 化］ 29 プロック骨移植 ［ 歯 ] 180 

アIレコール [ 1 内］ 72 2. 3ープタンジオンモノオキシム [ 1 生］ 23 
アセチルコリン [ 2 生］ 25 

［麻 酔］ 165 培養メサンギウム細胞 [ 2 内］ 77 
アセトン固定増殖型虫体 ［寄 生］ 65 恥口腔悲孔閉鎖手術 ［ 歯 ] 180 
アトビー性皮膚炎 ［ 皮 l lll 微細石灰化 [ 1 外］ 119

微小循現 ［病 理］ 45 

悪性度 [ 2 外］ 123 膀眺癌 ［病 理］ 43 

悪性卵巣腫瘍 ［病 理］ 43 膀腕内圧 ［青 外］ 126

悪性 rhabdoid腫瘍 ［病 理］ 44 母子保健 ［ 衛 l 57 
悪性リンパ腫 ［病 理］ 44 部分てんかん ［精 神］ 102

悪性線維性組織球腫 ［病 理］ 44 分腎機能検査法 ［ 泌 ] 152 

悪性神経鞘腫 ［ 皮 l 112 分光感度 ［ 眼 ] 156 

悪性腫瘍 [ 3 内］ 83 分離測定法 [ RI J 192 
安静時 Pa02 [ 4 内］ 89 分子内欠損 [ 2 細］ 55 

足 [ 2 生］ 26 病原性 [ 2 細］ 54 

亜硝酸イソプチル ［公 衛］ 60 

後戻り ［ 歯 l 179 BALF ［三病内 2] 100 
圧負荷肥大心 ［青 内］ 92 ballooned neuron ［神 研］ 193

BDM [ 1 生］ 23 

accelerated fractionation ［ 放 l 115 [ 2 生］ 26 

ACE ［三病内 2] 100 ［心 外］ 144

ACE阻害症 ［青 内］ 92 B型肝炎ウイルス ［医 研］ 182

ACL再建術後療法 ［ リハ ］ 169 BHAC-EV療法 ［柏 内］ 176

ACTH [ 1 薬］ 35 biological resurfacing ［整 形］ 132

ADA ［て病内 2] 100 BrdU ［三病外］ 129

ADP I ATP Carrier protein ［青 内］ 92 bridging necrosis ［病 理］ 44 

Aethoxysklerol ［三病内 1J 97 BRM [ 1 内］ 72 

AIDS [ 1 細］ 51 Budd-Chiari症候群 [ 1 内］ 72 

［寄 生］ 65 l-buthyl-1-nitrosourea ［公 衛］ 60 

Alu probe ［法 医］ 62 

Ames test ［公 衛］ 60 
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CD4分子 [ 1 細］ 51 
C CD8+T細胞 ［寄 生］ 64 

チロシンキナーゼ ［医 化］ 29 CDDPの腎毒性 ［ 泌 ] 152 
チロシン水酸化酵素 ［神 研］ 193 cDNA ［栄 養］ 33 
a—チュープリン ［ 眼 ] 157 CEA ［臨 検］ 69 

CEAダブリングクイム [ 1 外］ ll8

遅延 ATP分解 [ 1 生］ 24 cell adhesion molecule ［整 形］ 132

疾呆様病態 ［脳 外］ 136 CETP欠損症 ［青 内］ 93 

地域保健 ［ 衛 ］ 58 C型肝炎 ［二病内 1l 97 
地域寄生虫技術者研修会（バンコック・トレーニングコー C型肝炎ウイルス [ 1 内］ 73 

ス） ［寄 生］ 66 ［柏 内］ 175

知覚皮弁 ［形 成］ 140 CGDの IFN療法 [,Jヽ 児］ 107

致死活性 [ 2 細］ 55 CGRP rnRNA [ 2 解］ 20 

致死的不整脈 ［法 医］ 62 CH40 ［三病外］ 129

超高齢 ［神 研］ 193 chemical mediator ［柏 救］ 178

直腸内圧 ［青 外］ 126 Chiari II malformation ［脳 外］ 137

直接凝集反応 ［寄 生］ 65 CHL細胞 ［公 衛］ 60 

直視下交連切開術 ［心 外］ 144 Cholangiovenous reflux [ 1 外］ 118

超音波 [ 4 内］ 87 CHO細胞 ［栄 養］ 33 

超音波断層 (US) ［ 放 l 114 coagulase ［臨 検］ 69 

超音波エコートラッキング法 [ 4 内］ 88 ConA結合性クンパク質 ［医 研］ 184

超音波エコー追跡法 [ ME  ] 196 continuous passive motion ［整 形］ 132

超音波画像 [ 1 解］ 18 CPFX ［三病内 2] 100 

超音波併用型血栓溶解療法 [ ME  ] 196 Craniofacial surgery ［形 成］ 139

超音波マイクロカプセルミサイル法 [ ME  ] 197 cross reacting material [ 2 細］ 55 

超音波メス ［心 外］ 144 CRP ［実 動］ 190

超音波内視鏡 ［三病外］ 1 CT ［精 神］ 102

［内 視］ 171 cyclicAMP [ 1 薬］ 35 

超音波パルスドップラー法 [ 1 内］ 72 cytochrome oxidase [ 1 解］ 18 

超音波照射 [ 4 内］ 88 cytochrome P-450 [ 2 解］ 20 

［心 外］ 143
D 

超音波トランジットタイム血流計 [ 1 内］ 72 

超冷凍保存法 ［形 成］ 140 デジタル化尿路 X線像 ［ 泌 J 152 

聴性脳幹反応 ［精 神］ 103 デスフルレン ［麻 酔］ 165

超低温電子顕微鏡 ［医 研］ 183 ドプクミン ［麻 酔］ 164

肘部管症候群 ［形 成］ 140 ドーパミン ［麻 酔］ 164

中耳真珠腫の成因 ［耳 鼻］ 160 ドーパミン D1レセブクー ［精 神］ 103

肘関節枝 ［形 成］ 140

中高年 ［スボ外］ 204 大腸癌 ［病 理］ 44 

中脳傍正中域 ［神 研］ 193 [ 2 外］ 123

［青 外］ 126

c-erbB-2 oncoprotein ［病 理］ 43 ［三病外］ 129

Ca transient [ 2 生］ 25 大腸癌肝転移細胞 ［三病外］ 129

CAl細胞 ［医 化］ 29 大腸癌肝転移症例 [ 1 外］ 118

Ca2+ [ 1 薬］ 35 大腸菌 [ RI l 191 
Caチャンネル [ 2 生］ 26 大腸早期癌 ［内 視］ 171

Ca依存性 Kチャンネル [ 2 内］ 77 大動脈イソビーダ‘ノス [ 4 内］ 88 

Ca感受性 [ 2 生］ 25 大動脈 Maxdp/dt [ 4 内］ 88 

calcitonin gene-related peptide (CGRP) 第 1異常 ［ 眼 l 156 
[ 2 解］ 20 第 2異常 ［ 眼 l 156 

cAMP [ 2 生］ 26 大腿骨人工骨頭脚 [ 1 解］ 17 

CAMPAS ［産 婦］ 148 大豆蛋白質 ［栄 養］ 33 

CAPD ［柏 内］ 175 脱分化腫揚 ［病 理］ 44 

CAPD療法 [ 2 内］ 77 脱落膜 ［産 婦］ 147

carcinoid ［病 理］ 44 電磁場 ［公 衛l 60 
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電顕酵素組織化学 [ 1 解］ 18 EMGスペクトル [ 2 薬］ 39 

電気インピーダンス ［ 放 l 115 endonasal sinus surgery ［耳 鼻］ 161

電気生理学的検査 [ 4 内］ 88 Endoscopic varicerial ligation (EVL) 

電子内視鏡 ［内 視］ 171 ［青 外］ 126

a毒素 [ 1 生］ 24 estrogen [ 2 解］ 21 

a毒素処理脱鞘標本 [ 1 生］ 24 Estrogen recepter (ER) ［青 外］ 126

動脈塞栓療法 ［三病内 1l 97 ESWL [ 1 内］ 73 

動的画像 ［脳 外］ 137 7-ethoxycoumarine 0-deethylase ［公 衛］ 61 

動的視野 ［ 眼 ] 156 1-ethyl-1-nitrosourea ［公 衛］ 60 

動揺病の動物実験 ［耳 鼻］ 161
F 

Dahl rat ［青 内］ 92 ファ、；；ー推論 ［情 報］ 202

Danie]生検 ［三病外］ 128 フェレット [ 2 生］ 25 

DCC法 ［青 外］ 126 フィブロネクチン ［病 理］ 42 

diffuse axonal injury ［脳 外］ 136 フィールドスタディー ［宇 宙］ 199

dihydropyridine [ 2 生］ 26 フッ化ナトリウム ［公 衛］ 60 

9, 10-dimethylanthracene ［公 衛］ 60 フックワイヤー [ 1 外］ 119

7, 12-dimethylbenz (a) anthracene ［公 衛］ 60 フレームシフト ［栄 養］ 33 

DMSO ［形 成］ 141 フリーラジカル [ 2 外］ 123

DNA ［青 外］ 126 フローサイトメトリー (FCM) ［病 理］ 43 

DNA fingerprint法 ［法 医］ 63 フルフェナジン・デカノエート ［精 神］ 103

DNA Ploidy ［病 理］ 43 

DNA ploidy pattern [ 2 外］ 123 付着能 [ RI J 191 
［三病外］ 129 縁取りプラーク [ 2 細］ 55 

DNA分析 ［法 医］ 62 腹腔鏡下胆痰摘出術 [ 1 外］ 118

DNA変性 ［三病外］ 129 ［三病外］ 128

double potential [ 4 内］ 88 腹腔鏡的胆痰摘出術 ［青 外］ 126

DSA ［柏 内］ 175 腹大動脈の枝 [ 1 解］ 17 

Duchene型筋ジストロフィー症 [ 2 薬］ 39 副腎皮質細胞 [ 1 薬］ 35 

DVI ［三病内 2] 100 副腎骨髄脂肪腫 ［病 碑］ 43 

dwarf rat [ 2 解］ 20 腹膜播腫 ［青 外］ 126

噴門部領域癌 ［三病外］ 129
E 不整脈解析 [,Jヽ 児］ 108

エイコサノイド [,Jヽ 児］ 107 不全頚髄損傷患者 ［ リハ ］ 169 

エクアドル共和国 ［寄 生］ 65 

エクオリン [ 2 生］ 26 FAD ［臨 検］ 68 
エクソン ［栄 養］ 33 Fe, Receptor ［産 姉］ 147
エンドセリン [ 3 内］ 83 Fecレセプクー ［寄 生］ 65 

［心 外］ 144 FDA法 ［青 外］ 126
エンドトキシン [ 2 外］ 123 a-fetoprotein ［医 化］ 30 
ュンフ Jレレン ［麻 酔］ 164 flow cytometry ［青 外］ 126
エラスターゼ ［心 外］ 144 ［脳 外］ 136
エタノール注入療法 ［三病内 1l 97 fominoben [ 2 薬］ 38 

free radical ［柏 救］ 178

江戸時代人頭蓋 [ 1 解］ 18 FS ［臨 検］ 68 

栄養型特異抗原 ［寄 生］ 65 fura-2 [ 1 生］ 24 

疫学 [ 3 内］ 58 [ 2 生］ 25 

［ 衛 ］ 82 [ 1 薬］ 36 

疫学的検討 [ 2 細］ 54 furaptra [ 2 生］ 26 

液体シンチレーション [ R I ] 192 

燕下圧波形 ［耳 鼻］ 161 G 

塩基配列 ［栄 養］ 33 ガングリオシド ［医 化］ 29 

炎症性腸疾患 ［青 外］ 126 ゴーシェ病の遺伝子解析 ［小 児］ 107

グラミサイジン S ［ 眼 ] 157 

EGF ［病 理］ 45 グリケーション ［医 化］ 30 
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yーグロプリン大量静注療法 [ 1 外］ 118 ハムスター実験腫賜 0s515 ［整 形］ 132
グルカゴン負荷試験 [ 2 外］ 123 ,.、ロセン ［麻 酔］ 165
グルコースクランプ法 [ 3 内］ 83 ヘキサプラキオン ［整 形］ 132
グループ研修 ［公 衛］ 61 ヘキソサミン [ ：：病内 1] 97 
グルクチオン ［医 化］ 30 へモクロマトーシス ［ 眼 ] 157 

グルクミン酸脱炭酸酵素 ［医 化］ 29 ヘルメット ［脳 外］ 136
ヘルメット着用者 ［法 医］ 63 

外部ヽングナル制御型キナーゼ ［医 化］ 29 ヘルスケア ［相 談］ 203

外因性 ATP ［心 外］ 143 ヘテロジェナイティ [ 2 解］ 21 

外耳道後壁の再建 ［耳 鼻］ 160 ヒスタミン ［ 皮 l 112 
外傷性ヽンョック ［法 医］ 63 ヒト型モノクローナル抗体 ［三病内 2] 100 

外側広筋 ［体 カ］ 194 ヒト腎基底膜抗原 CHμ-RBM) ［病 理］ 42 

顎顔面骨 ［形 成］ 139 ヒト上皮小体ホルモン [ 1 外］ 118

顎関節 [ 1 解］ 18 ヒト下垂体前葉 [ 2 解］ 21 

［ 歯 ] 179 ヒト甲状腺乳頭癌 [ 1 外］ 119

顎関節症 ［ 歯 ] 179 ヒト乳頭腫ウイルス ［ 皮 ] lll 

眼動脈 [ 1 解］ 17 ヒト胴帯血由来の好塩基球 [,Jヽ 児］ 107

癌遺伝子 ［青 内］ 93 ヒト神経芽腫 [ 1 外］ 118

［産 婦］ 148 ヒト心筋症 ［青 内］ 92 

眼循環 ［ 眼 l 157 ヒト胎児脳の発達 ［小 児］ 106

癌化学療法 ［青 外］ 126 ホルモンレセプクー ［病 理］ 43 

眼球反対回旋運動 ［耳 鼻］ 161 ホルクー心電計 [ 4 内］ 88 

眼球運動 ［ 眼 ] 157 

眼内レンズ ［ 眼 ] 157 肺癌 ［三病内 2] 100 

癌肉腫 ［病 理］ 45 ［三病外］ 128

癌細胞蛋白質 ［松・・ 化］ 30 肺換気血流 [ 3 内］ 83 

眼振 ［ 眼 ] 157 肺結核 ［三病内 2] 100 

癌抑制遺伝子 ［ 皮 ] 112 肺血栓塞栓症 ［柏 内］ 175

［産 姉］ 148 肺高血圧 ［青 内］ 92 

画像処理 [ 3 内］ 83 背側指神経 ［形 成］ 140

劇症肝炎 ［病 理］ 44 廃用性筋萎縮 ［ リハ ］ 168 

原虫 ［寄 生］ 64 白血球 [ 2 細］ 55 

言語障害発作 ［精 神］ 103 白血病 ［公 衛］ 60 

原発性肝細胞癌 ［二病内 1] 97 白血病細胞株 [ 2 内］ 78 

原発性橋出血 ［柏 内］ 174 破骨細胞 [ 1 解］ 18 

原発性膜性腎症 ［病 理］ 43 白内障 ［医 化］ 30 

偽追伝子 ［栄 養］ 33 半導体レーザー [ 1 外］ 118

合成抗菌剤 ［実 動］ 190 半減期 ［栄 養］ 33 

逆流性食道炎 [ 2 外］ 123 発生毒性 ［ 衛 ］ 57 

逆転写酵素 ［医 化］ 30 発育期小児 ［スボ外］ 204
[ 1 細］ 52 平滑筋 [ 1 生］ 23 

[ 2 生］ 26 

GABA ［医 化］ 29 平滑筋性腫瘍 ［病 理］ 44 

GABAのプール ［医 1・ヒ］ 29 変動係数 [ 2 葉］ 38 

GABAトランスアミナーゼ ［医 化］ 29 変位電流 ［医 研］ 185

GC-MS ［医 研］ 185 変異原性試験 ［公 衛］ 60 

GH細胞 [ 2 解］ 20 変異株 [ RI l 191 
GH単独欠損ラット [ 2 解］ 20 変異株 L-2 [ 2 細］ 55 

Goldmann視野計 ［ 眼 J 156 変形能測定装置 [ 3 内］ 83 

GST ［病 理］ 44 変形性関節症 ［ 歯 J 179 

GTP結合蛋白 [ 2 生］ 25 皮膚悪性腫瘍 ［ 皮 l 112 
gyrA遺伝子 [ RI l 191 皮膚リーシュマニア症の治療法 ［寄 牛］ 65 

皮膚リーシュマニア症の調査 ［寄 生］ 65 
H 非外科的治療 ［脳 外］ 137

ハインツ小体 衛 ］ 58 被殻経細胞 [,Jヽ 児］ 106
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光メモリー ［医 研］ 185 イモガイ刺症 ［ 衛 ］ 57 

非呼吸性交感神経リズム [ 2 薬］ 39 イムノプロット法 ［寄 生］ 65 

肥満マウス ［栄 養］ 34 インシュリン ［病 理］ 45 

肥満細胞 ［ 皮 l 112 インスリン感受性 [ 3 内］ 82 

非メラニン含有神経細胞 ［神 研］ 193 インターフェロン ［脳 外］ 137

非定型抗酸苗症 ［三病内 2] 100 ［ 泌 l 152 
牌臓 ［医 研］ 182 ［柏 内］ 175

放電間隔 ［体 カ］ 195 インターフェロン CIFN)-y [ 2 解］ 21 

包皮腺 ［栄 養］ 34 インターフェロン・ガンマ ［寄 生］ 64 

保健所実習 ［公 衛］ 61 イソターロイキ ‘/-l ［整 形］ 131

歩行予後 ［ リハ ］ 169 イントロン ［栄 養］ 33 

翻訳促進 ［栄 養］ 33 イソフルレン ［麻 酔］ 164

放射光 [ 1 生］ 25 イソプロテレノール [ 2 生］ 25 

放射能決定 [ RI ] 192 

放射性核種 [ R I l 192 異文化ストレス ［精 神］ 103
放射線治療学 ［ 放 l 115 胃分泌動態 [ 2 外］ 122
放射線皮膚反応 ［ 放 l 115 追伝性合屈指症 ［形 成］ 140
放射線骨壊死 ［ 歯 ] 180 遣伝性白内障 ［ 眼 J 157 
百日咳毒素 [ 2 生］ 25 追伝子 ［栄 養］ 33 
表面置換型人工膝関節 ［整 形］ 132 追伝子発現調節 ［栄 養］ 32 
氷温心保存 ［心 外］ 143 迫伝子工学的手法 ［寄 生］ 64 

退伝子の解析 [ 2 細］ 55 

凡受容体 [ 2 外］ 122 胃液検査 [ 2 外］ 122

halothane [ 2 薬］ 38 胃癌 ［病 理］ 44 

HBs抗原 ［病 理］ 44 [ 1 外］ ll8

HBs抗体 [ 1 内］ 72 [ 2 外］ 123

HBウイルスワクチン ［柏 内］ 175 ［三病外］ 129

HBV ［病 理］ 44 維持療法 ［脳 外］ 137

HBV-DNA [ 1 内］ 73 異常ヘモグロビン ［医 研］ 185

heat shock protein ［医 化］ 29 胃十二指腸潰瘍 [ 1 内］ 72 

Hela細胞 [ 1 細］ 51 胃潰瘍 ［臨 検］ 69 

Helicobacter pylori ［臨 検］ 69 1回拍出量 ［宇 宙］ 199

[ 1 内］ 72 一過性脳虚血 ［医 化］ 29 

Hemispiral brace ［ リ，、］ 169 異味症 ［耳 鼻］ 161

Hemizona assay ［産 婦］ 147 胃粘膜微小循環 [ 2 外］ 123

HEV ［医 研］ 182 胃粘膜防御因子 ［三病内 1] 97 

HFO, high frequency oscillation [ 2 薬］ 38 胃粘膜内微細血管構築 [ 3 内］ 83 

HFO形成神経機構 [ 2 薬］ 39 胃粘膜内移植腫瘍 ［青 外］ 126

HFO対応度 [ 2 薬］ 38 院内感染 ［柏 内］ 174

HGF ［青 外］ 126 飲酒 ［柏 内］ 174

Histiocytosis X ［病 理］ 45 犬用人工関節 ［整 形］ 131

HIV ［医 研］ 182 医療情報処理 ［ 衛 ］ 58 

HIVウイルス [ 1 細］ 51 医療システム ［情 報］ 202

248/3H株 [ 2 細］ 55 移植腫瘍 sarcoma180 ［青 外］ 126

HLA-DR抗原 ［三病内 1] 98 移植静脈の閉塞 [ 1 外］ 118

HLADQa座 DNA ［法 医］ 63 胃手術後障害 [ 2 外］ 122

HMG CoA reductase ［青 内］ 93 伊東細胞 [ 1 内］ 72 

homing receptor ［医 研］ 182 医用三次元画像 [ ME  ] 197 

HTC細胞 ［栄 養］ 33 

hypercapnia ［麻 酔］ 165 IFN-y ［三病内 1J 97 
hyperfractionation ［ 放 ] 115 lgE依存性の感染防御 ［寄 生］ 65 

IgE欠損マウス ［寄 生］ 65 

IgE高応答性マウス ［寄 生］ 65 
イコサペンタ酸 [ 4 内］ 87 IgE低応答性マウス ［寄 生］ 65 
イメージングプレート [ 1 生］ 25 lgE-binding-factor ［寄 生］ 65 
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IGF ［病 理］ 45 腎臓神経切除 [,Jヽ 児］ 107

IL-2 [ 1 細］ 52 自律機能検査 ［情 報］ 202

[ 1 内］ 72 自律神経 [ 4 内］ 88 

[ 1 外］ 118 自律神経伝達物質 [ 2 生］ 25 

IL-2R ［三病内 1l 97 時差 ［宇 宙］ 199

iliac compression syndrome ［三病外］ 128 自殺基質 ［栄 養］ 33 

Immunotactoid glomerulopathy ［病 理］ 42 持続的走運動 ［体 カ］ 195

in situ hybridization ［ 皮 ] lll 上皮細胞索 [ 2 解］ 21 

in situ hybridization法 [ 2 解］ 20 上皮様肉腫 ［病 理］ 44 

in-siru-vein bypass ［三病外］ 128 徐放効果 ［整 形］ 131

interferon ［整 形］ 131 静脈壁の肥原 [ 1 外］ 118

ISDN ［三病内 2] 101 静脈還流 [ 4 内］ 88 

Isosorbide Dinitrate ［三病内 1] 97 静脈内膜肥厚 ［三病外］ 128

ITP ［柏 内］ 175 上室性頻拍症 [ 4 内］ 88 

IVF-ET ［産 婦］ 147 上肢運動遅延対策 ［ ：病外］ 128

上腕二頭筋過剰頭 [ 1 解］ 17 
J 常在苗 [ 2 細］ 54 

ジアゼパム ［麻 酔］ 165 受動張力 [ 1 生］ 24 

ジフルオロメチルオルニチン ［栄 養］ 33 重複下肢 ［形 成］ 139

縦隔転移リンパ節 [ :病外］ 128

磁場 ［公 衛］ 60 自己導尿 ［ 泌 l 153 

慈大式人工股膝関節 ［整 形］ 132 循環動態 ［宇 宙］ 199

慈大式新セメントレス人工股関節 ［整 形］ 132 循環系のシミュレーション [ ME  ] 197 

自動化健診 ［相 談］ 203 循環障害 ［ 眼 ] 157 

自動視野計 ［ 眼 ] 157 純f3放出体 [ RI J 192 
自家静脈 [ 1 外］ 118 重力 ［宇 宙］ 200

耳管完全閉塞 ［耳 鼻］ 160 重症感染症 ［柏 救］ 178

磁気共鳴画像 (MRI) ［ 放 l 114 術後補助化学療法 ［青 外］ 126

磁気刺激装置 [ 3 内］ 84 術後持続的硬膜外麻酔 ［三病外］ 128

実験潰瘍 [ 3 内］ 83 術前動注化学療法 ［三病外］ 129

実験的肺艇胞作成 ［三病外］ 128 術前放射線治療 [ 2 外］ 123

実験的急性膵炎 [ 3 内］ 83 術前，術後の化学療法 [ 1 外］ 118

実験的頭部外傷 ［脳 外］ 136 術前化学療法 ［ 泌 ] 152 

自己評価の手段 [ 2 細］ 55 /3受容体 [ 2 生］ 25 

自己免疫性ぷどう膜炎 ［ 眼 J 157 
K 

自己免疫性肝炎 [ 1 内］ 72 

自己相関係数 [ 2 薬］ 38 カドミウム [ 2 内］ 27 

軸索輸送障害 ［脳 外］ 136 カイロマイクロン・レムナント ［青 内］ 92 

腎毒性と加齢 ［ 泌 ] 153 2核種同時 SPECT ［ 放 ] 114 

腎不全 ［柏 内］ 175 カラードプラ法 ［ 放 l 114 

人獣鑑別 ［法 朕］ 62 カルバコール [ 2 生］ 25 

腎交惑神経 [ 2 薬］ 39 カルバマゼピン ［精 神］ 103

人工血管 [ 1 外］ 118 カルシウムイオン感受性 [ 1 生］ 24 

人工血管移植 ［三病外］ 128 カルシウム依存性中性プロテアーゼ阻害薬

人工骨 ［形 成］ 140 [ 2 薬］ 39 

人工膝関節脚 [ 1 解］ 17 カルシウム蛍光色素 [ 1 生］ 24 

人工食道 ［内 視］ 172 カルシウム拮抗薬 ［麻 酔］ 164

人工膵島 [ 3 内］ 83 カテコーラミン‘ [ 2 外］ 122

腎尿細管 ［病 理］ 43 カテコールアミン ［麻 酔］ 164

腎尿細管由来細胞 [ 2 細］ 54 カゼイン ［栄 養］ 33 

腎細胞癌 ［病 理］ 43 ケクミン ［麻 酔］ 165

腎性骨異栄養症 [ 2 内］ 77 コアグラーゼ [ 2 細］ 55 

腎症 [ 3 内］ 82 コビトラット [ 2 解］ 20 

腎腫癌 ［ 泌 ] 152 コヒーレンス [ 2 薬］ 39 

腎孟尿管腫瘍 ［ 泌 l 152 コンビネーションアッセイ ［三病外］ 129

コンピテンス ［さ病内 1J 96 
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コンピュータ断層 (CT) ［ 放 l 114 肝細胞内 Ca2+．凝度 ［三病内 1] 96 

コンピュータ画像解析 ［ 泌 ] 152 肝再生 ［三病内 1l 96 
コンピュータクイズ [ 2 細］ 55 ［青 外］ 126

II型コラーゲン ［整 形］ 132 ［医 研］ 185

コラーゲン免疫 ［整 形］ 132 冠細小動脈 [ 4 内］ 88 

コレステロール ［栄 養］ 33 感染 [ RI l 191 
コレステロール結石 [ 1 内］ 73 肝線維症 [ 1 内］ 72 

コレステリン肉芽腫性中耳炎 ［耳 鼻］ 160 感染症実験 ［整 形］ 132

クモ膜援胞 ［神 研］ 193 感染症の迅速診断 [,Jヽ 児］ 107

クリスクロイド ［病 理］ 43 関節隆起前方斜面 ［ 歯 ] 179 

クロニジン ［麻 酔］ 165 関節頭付きプレート ［ 歯 ] 180 

クロスブリッジ [ 2 生］ 25 肝予備能 [ 2 外］ 123

キャピラリー電気泳動 ［医 研］ 185 下肢先天性動静眼 ［ リハ ］ 169 

キャリアクリニック ［相 談］ 203 下肢深部静脈血栓症 ［三病外］ 128

活性型 V-D ［柏 内］ 174

蛙骨格筋 [ 2 生］ 26 活性型 vitD ［柏 内］ 175

下顎窓 ［ 歯 ] 179 活性酸素放出能 [ 2 内］ 78 

化学療法 [ 3 内］ 83 下垂体形成 [ 2 解］ 21 

化学的脱鞘筋線維 [ 1 生］ 23 下垂体腺腫 ［脳 外］ 137

化学的スキンドファイバー [ 1 生］ 23 括約筋保存術 ［青 外］ 126

回腸膀脱 ［ 泌 ] 152 川崎病冠状動脈後迫症 ［小 児］ 108

海外学術研究 ［ 衛 ］ 57 頚部 ECHO ［三病外］ 128

海綿骨梁 ［ 歯 ] 180 頚部交惑神経 [ 2 薬l 39 

介入性画像診断 (IVR) ［ 放 l 114 頚動脈分岐部病変 [ ME  ] 197 

開心術 ［麻 酔］ 165 経皮経肝的胆道鏡検査 ［三病外］ 129

潰瘍性大腸炎 ［病 理］ 45 経皮的頭蓋内圧測定 ［脳 外］ 137

核分裂指数 ［病 理） 44 蛍光物質 ［臨 検］ 68 

核 DNAploidyバターン ［脳 外］ 136 蛍光顕微鏡法 ［ 衛 ］ 57 

核医学 [ 3 内］ 83 胚骨側コンポネント ［整 形］ 132

冠動脈硬化症 ［柏 内］ 173 携帯型血圧連続測定装置 [ 2 内］ 78 

冠動脈硬化症の進展と退縮 ［三病内 2] 100 経頭蓋骨超音波断層法 (TCT) [ ME  ] 197 

肝癌 [ 1 内］ 72 経頭蓋骨超音波カラー・ドプラ断層法 CTCDT)

［青 外］ 123 [ ME  ] 197 

[ 2 外］ 126 血管吻合器 ［形 成］ 141

肝癌の発育 ［青 外］ 126 血管反応性物質 ［脳 外］ 136

看護婦 ［公 衛］ 61 血管乎滑筋の増殖 [ 1 外］ 118

看護学生 ［公 衛］ 61 血管内皮系凝固因子系 ［脳 外］ 136

看護情報 ［情 報］ 202 血管内皮細胞 [ 2 細］ 54 

肝移植 [ 1 内］ 73 血管新生因子 [ 2 解］ 21 

[ 2 外］ 123 血管新生 ［青 外］ 126

感情障害 ［精 神］ 103 血管追跡型超音波バルスドプラ血流計[ ME  ] 196 

肝循環 ［三病内 1] 96 見学実習 ［公 衛］ 61 

冠循環動態 [ ME  ] 196 健康医学 ［相 談］ 203

冠血管腔 ［心 外］ 144 健康意識 ［公 衛］ 61 

肝血流量 [ 1 外］ 118 健康管理 ［ 衛 ］ 57 

問欠スプリント ［体 カ］ 195 血性乳頭分泌 [ 1 外］ 119

換気量 ［体 カ］ 195 血清診断 ［三病内 2] 100 

肝硬変 [ 1 内］ 73 血清膵分泌性トリプシン・インヒピター

［三病内 1] 97 ［ 泌 ] 152 

陥人爪 ［形 成］ 140 血栓形成予防 [ ME  ] 196 

管内増殖性腎炎 ［病 理］ 43 血栓症 [ 3 内］ 83 

陥凹型早期大腸癌 ［内 視］ 172 血栓溶解療法 [ 4 内］ 88 

肝細胞培養 ［三病内 1l 96 血小板結合抗体 ［小 児］ 107

肝細胞癌 ［柏 内］ 175 血小板機能 [ 3 内］ 82 

肝細胞膜抗体 [ 1 内］ 72 血液／ガス分配係数 ［麻 酔］ 165

血液凝固因子系 ［脳 外］ 136

-224-



血液粘度 [ 3 内］ 82 呼吸器核医学 ［ 放 l 114 
血液レオロシー [ 2 内］ 78 呼吸リズム [ 2 薬］ 39 

[ 3 内］ 82 呼吸リズム形成神経機構 [ 2 薬］ 38 

血液生化学物質 ［宇 宙］ 199 呼吸性ニューロン [ 2 薬］ 38 

血液透析 ［柏 内］ 176 呼吸周期 [ 2 薬］ 38 
血流再開通時間 [ ME  ] 196 呼吸周期性膜電位変動 [ 2 薬］ 38 
血流四次元像 [ ME  J 197 高 LDL血症 [ 2 内］ 77 

気道過敏性 ［―→病内 2] 100 高尿酸血症 [ 2 内］ 78 
機械的脱鞘筋線維 [ 1 生］ 24 股離断 ［ リノ、 ］ 169 

気管支鏡 ［竺病内 1] 98 好酸球の寿命 ［寄 生］ 65 

［内 視］ 171 好酸球の活性化 ［寄 生］ 65 

気管支喘息 [,Jヽ 児］ 107 光線過敏症 ［ 皮 l lll 
筋フィラメント [ 1 生］ 24 鼓室形成手術 ［耳 鼻］ 160

筋原線維 [ 1 生］ 24 高照度光療法 ［精 神］ 103

近位尿細管培養上皮細胞 [ 2 内］ 77 酵素抗体法 (ELISA) ［寄 生］ 65 

筋持久力 ［体 カ］ 195 硬組織 ［形 成］ 139
筋ジストロフィーハムスター [ 2 薬］ 39 交替制勤務 ［精 神］ 103

筋内埋入電極 ［体 カ］ 194 後天性免疫不全症 [ 1 細］ 51 

筋生理学 [ 2 生］ 25 骨盤内神経 ［青 外］ 126

筋線維組成 ［体 カ］ 195 骨盤内臓神経 [ 1 解］ 18 

筋収縮力 ［青 内］ 92 骨ブリッジ ［ 歯 l 1so 
季節性感情障害 ［精 神］ 103 骨塩定量 [ 2 内］ 77 

基底膜 [ 2 解］ 21 骨芽細胞 ［病 J!Il] 44 

喫煙 [ 1 内］ 72 骨補填材 ［整 形］ 131

喫煙率 ［公 衛］ 61 骨膜移植 ［整 形］ 132

降圧剤 ［麻 酔］ 164 骨肉腫 ［病 理］ 44 

高度肝障害 ［柏 救］ 178 骨細胞診 [ 1 外］ 119

興帝収縮連関 [ 2 生］ 25 骨障害 [ 2 外］ 122

興明収縮連関過程 [ 1 生］ 24 骨転移 [ 1 外］ 119

睾丸卵黄淡腫瘍 ［病 理］ 43 骨髄移植 [ 3 内］ 83 

抗癌剤 [ 3 内］ 83 骨髄血流量 ［ 放 ] 114 

抗癌剤の惑受性試験 ［ 泌 ] 152 骨髄細胞 ［公 術］ 60 

攻撃行動 ［栄 養］ 34 骨髄抑制 ［法 医］ 62 

高頻度周期波 [ 2 薬］ 38 抗ヤマビル抗体 ［ 衛 ］ 57 

後胃動脈 [ 1 解］ 17 固有指神経背側枝 ［整 形］ 132

抗 IFN-y抗体 ［寄 生］ 64 くも膜下出血 ［脳 外］ 136
抗イディオ・クイプ抗体 [ 1 細］ 51 競技選手 ［スポ外］ 204

甲状腺ホルモン結合蛋白質 ［医 研］ 185 競技特性 ［スポ外］ 204

甲状腺機能充進 [ 2 生］ 26 境界例 ［精 神］ 102

甲状腺機能低下ラット ［三病内 2] 101 英血管 ［医 研］ 182

甲状腺濾胞性腫瘍 ［病 理］ 43 虚血性大腸炎 [ 1 内］ 72 

高純度酵素免疫測定法 ［整 形］ 132 殷血性神経細胞死 ［医 化］ 29 

高純度 /3-tricalciumphosphate ［整 形］ 131 虚血性心疾患 [ 2 内］ 78 

交感神経系のリズム [ 2 薬］ 39 胸呻経核医学 ［ 放 l 114 
高カロリー輸液 [ 2 外］ 123 狭心症 [ 4 内］ 88 

高血圧 [ 2 内］ 77 拒絶反応 [ 1 細］ 52 

骨巨細胞腫 ［病 理］ 44 救急重症患者 ［柏 救］ 178
降コレステロール効果 ［栄 養］ 33 急性肺炎 ［三病内 2] 100 

抗コリン剤 ［ 泌 l 153 急性白血病 ［柏 内］ 176

航空検診 ［相 談］ 203 急性胃粘膜病変 ［柏 救］ 178
国際寄生虫予防指導者セミナー ［寄 生］ 66 急性心筋梗塞 [ 4 内］ 88 
黒質緻密帯 ［神 研］ 193 急性トキソプラズマ性リンバ節炎 ［寄 生］ 64 

ロ腔腫瘍 ［ 歯 ] 180 

呼吸調節の中枢性統御神経機構 [ 2 薬］ 38 Kaposi肉肺 ［病 理］ 43 
呼吸不全 ［柏 内］ 175 Ki-67 ［病 理］ 44 
呼吸反射 [ 2 薬］ 39 
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慢性下気道感染症 ［三病内 1l 98 
L 慢性乾性咳嗽 ［三病内 2] 100 

LAK [ 1 細］ 52 慢性硬膜下血腫 ［脳 外］ 136

LAK細胞 [ 1 内］ 72 慢性透析療法 ［柏 内］ 175

［三病外］ 128 末梢神経染色法 [ 1 解］ 17 

［脳 外］ 137 麻酔薬 [ 2 薬］ 38 

laser doppler ［脳 外］ 136 免疫電子顕微鏡 ［医 研］ 183

LDH M (A) subunit欠損 ［臨 検］ 69 免疫賦活効果 [ 1 外］ 118

LDH-H (B) subunit variant ［臨 検］ 69 免疫不全者 ［寄 生］ 64 

LDH-X ［ 泌 ] 152 免疫グロプリン ［体 カ］ 195

LES圧 ［柏 内］ 175 免疫系 [ 2 解］ 21 

Leukoaraiosis [ 1 内］ 73 免疫組織化学 ［三病内 2] 100 

Lewis Y抗原 ［病 理］ 44 免疫組織化学法 [ 2 解］ 20 

lgA腎症 [ 2 内］ 77 未分化胚細胞腫 [ 2 解］ 21 

LH変異株 [ 2 細］ 55 未分化間葉糸細胞 ［整 形］ 132

LH細胞 [ 2 解］ 20 模擬無重量状態 ［宇 宙］ 199

lipid nephrotoxity ［青 内］ 93 網膜 ［医 化］ 30 

loxistatin [ 2 薬］ 39 網膜濃度測定装置 ［ 眼 l 156 
LPa ［柏 内］ 175 網膜 S蛋白 ［神 研］ 194

門脈圧冗進症 [ 1 内］ 72 
M [ 2 外］ 123

マイクロダイアリシス ［麻 酔］ 164 ［青 外］ 126

マクロファージ [ 2 解］ 21 門脈循環 ［三病内 1l 96 
［産 婦］ 147 門脈縦走筋 [ 1 生］ 23 

マラカイトグリーン酸定量法 [ 1 生］ 24 門脈血流動態 [ 1 外］ 118 

マウス ［栄 養］ 33 門脈血流量 ［麻 酔］ 164

マウス移植腫瘍 ［青 外］ 126 森田療法 ［精 神］ 102

マウス下垂体 [ 2 解］ 21 森田神経質 ［精 神］ 102

マウス胎仔 [ 2 解］ 21 網赤血球測定 ［臨 検］ 68 

マウス全骨髄細胞 [,Jヽ 児］ 107 毛様体小帯 ［ 眼 l 157 
メチシリン耐性ぷどう球菌 ［ 泌 l 153 無侵襲的大動脈圧測定法 [ 4 内］ 88 
メフェナム酸 ［法 医］ 62 

メキシレチン ［青 内］ 92 M. gracillimus orbitae [ 1 解］ 17 
メニエール病と抗利尿ホルモン ［耳 鼻］ 160 MDS ［病 理］ 44 
メラノーマ ［ 皮 l 112 metachromatic leukodystrophy [,Jヽ 児］ 107
メサンギウム基質 [ 2 内］ 77 l -methyl-1-nitrosourea ［公 衛］ 60 
¢2ミクログロプリン ［病 理］ 43 Mgイオン [ 2 生］ 26 

［臨 検］ 68 MND ［柏 内］ 174
ミニチャーピッグ ［麻 酔］ 164 Monocrotaline ［青 内］ 92 
ミオグロビン血症 ［法 医］ 63 morphine [ 2 薬］ 38 
ミオグロビン染色 ［法 医］ 63 MPTPパーキンソンニズム ［神 研］ 193
ミオパチー [ 1 内］ 73 MRI ［公 衛］ 60 
ミトコンドリア DNA ［ 眼 ] 156 [ 1 内］ 73 
モデル動物 [ 3 内］ 82 ［精 神］ 102
モデル閉鎖回路 ［麻 酔］ 165 ［脳 外］ 137
モノクローナル抗体 [ 2 解］ 21 ［ 泌 ] 152 

［整 形］ 132 ［柏 内］ 174
モノクローナル抗体 (JT95) [ 1 外］ 119 mRNA ［医 化］ 30 
ムスカリン受容体 [ 2 生］ 25 ［栄 養］ 33 

MRSA ［臨 検］ 69 

埋入電極 ［ リハ ］ 168 ［柏 内］ 174

巻き爪 ［形 成］ 140

慢性閉塞性肺疾患 [ 4 内］ 89 N 

慢性 ITP [ 1 外］ 118 ナリジクス酸 [ RI l 191 
慢性腎不全 [ 2 内］ 77 ネフローゼ [ 2 内］ 77 
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ニホンヤマビル ［ 衛 ］ 57 乳房（乳頭）温存手術 ［三病外］ 128
ニカルジピン ［麻 酔］ 164 乳房 X線撮影 [ 1 外］ 119
ニーマンピックマウス [,Jヽ 児］ 107 乳癌 ［病 理］ 43 

ニトログリセリソ ［麻 酔］ 164 ［青 外］ 126

ニワトリ胚 ［整 形］ 132 乳癌のモノクロナール抗体 [ 1 外］ 119

ヌードマウス移植可移植性腎癌株 ［ 泌 ] 152 乳癌の乳管内進展 [ 1 外］ 119

ニューキノロン [ RI J 191 乳児肝炎 ［病 理］ 44 

ニューキノロン剤 ［ 泌 l 153 乳管鏡 [ 1 外］ 119
ニューロン膜電位 [ 2 薬］ 38 入力抵抗 [ 2 薬］ 38 

乳幼児突然死症候群 ［法 医］ 62 

内部ドイメン' [ 2 細］ 55 

内分泌系 [ 2 解］ 21 Na-K pump [ 2 内］ 77 

内分泌療法 ［青 外］ 126 nal遺伝子 [ RI J 191 
内皮細胞 [ 1 内］ 72 naloxone [ 2 薬］ 39 

内囚性うつ病 ［精 神］ 103 Nerve growth factor ［寄 生］ 65 

内痔核 ［青 外］ 126 neuroendocrine分化 ［病 理］ 43 

内リソパ水腫 ［耳 鼻］ 160 6-nitrochrysene ［公 衛］ 60 

内視鏡ボリペクトミー ［内 視］ 172 8-nitroquinoline ［公 衛］ 60 

内視鏡的硬化療法 [ 2 外］ 123 NK cell ［三病外］ 129

［青 外］ 126 NK細胞 [ 1 内］ 72 

［内 視］ 172 ［産 婦］ 147

内視鏡的止血法 ［内 視］ 172 norhannan ［公 衛］ 60 

内視鏡的胆管ドレナー、；； ［内 視］ 172 northern blot法 [ 2 解］ 20 

軟部血管性腫瘍 ［病 理］ 43 4-NQO ［公 衛］ 60 

軟骨破壊のメカニズム ［整 形］ 131

軟骨変性 ［整 形］ 132

゜眠気 ［精 神］ 103 オルニチン脱炭酸酵素 ［栄 養］ 32 

粘膜微小循環系 ［拍 救］ 178 オステオカルシン ［病 理］ 44 

粘膜防御因子 [ 1 内］ 72 オートラジオグラフィ [ RI l 191 
粘膜癌 ［内 視］ 171

熱画像 [ ME  ] 197 横隔膜神経筋モデル ［麻 酔］ 165
日中寄生虫予防セミナー ［寄 生］ 66 横隔神経遠心性活動 [ 2 薬］ 38 
日本人晒浄頭蓋骨 ［ 歯 l 179 横絞筋肉腫 ［病 理］ 45 
二次性副甲状腺機能冗進症 [ 2 内］ 77 温熱療法 ［ 放 ] llS 

［柏 内］ 175 黄色プドウ球菌 [ 2 細］ 54 
24時間血圧測定装置 ［三病内 2] 101 ［臨 検］ 69 
認知機能 ［精 神］ 103 [ R I l 191 
二輪車事故死 ［法 医］ 63 乙＇型肝硬変 ［臨 検］ 70 
脳動脈硬化 [ 4 内］ 87 

脳波半球間コヒーレンス ［精 神］ 103
02吸入 [ 4 内］ 89 

脳循環 [ 4 内］ 87 
ODC ［栄 養］ 33 

脳形成障害 ［神 研］ 193
ODC分解系 ［栄 養］ 33 

脳血管攣縮 ［脳 外］ 136
ODC過剰産生細胞 ［栄 養］ 33 

脳血管障害 [ 2 内］ 78 
OKT4/8 ［三病内 2] 100 

[ 3 内］ 83 
OKT4A [ 1 細］ 51 

［脳 外］ 136
opioid [ 2 薬］ 38 

［柏 内］ 174

脳死問題 ［脳 外］ 137 p 

脳出血 ［柏 内］ 174
パーキンソン病 [ 3 内］ 84 

脳腫瘍 ［脳 外］ 136
［神 研］ 193

脳代謝賦活剤 [ 2 内］ 78 
パネル D-15テスト ［ 眼 ] 156 

尿中多核白血球 ［ 泌 l 153 
バロモマイシン軟升 ［寄 生］ 65 

尿道周囲コラーゲン注入療法 ［ 泌 ] 153 
パワースベクトル [ 4 内］ 88 

尿酸排泄能 [ 2 内］ 78 
ペインクリニック ［麻 酔］ 166

尿失禁 ［ 泌 l 153 ペントバルビタール ［麻 酔］ 165
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ペースメーカー ［三病内 2] 100 

ピーク周波数 [ 2 薬］ 39 Q 

ピーク面積 [ 2 薬］ 39 QOL ［青 外］ 126

ピリドキサミン ［医 化］ 30 

ピリドキサル ［医 化］ 30 R 

ボンタール ［法 医］ 62 ライソソーム酵潜笑 [ 1 解］ 18 

ボリアミン ［栄 養］ 32 ラマン分光法 ［脳 外］ 137

ボリアミ｀ノ構造類似体 ［栄 養］ 33 ［ 眼 ] 157 

ポリアミン代謝 [ 3 内］ 82 ラミニン ［病 理］ 42 

プラスミド [ 2 細］ 54 ラミニン結合クンパク [ R I ] 191 

プロモークー ［栄 養］ 33 ランゲルハンス細胞 ［病 理］ 45 

プロラクチン (PRL)細胞 [ 2 解］ 21 ラ島肝内移植 [ 1 外］ 118

プロスクグランディン [ 4 内］ 87 ラトケ巽 [ 2 解］ 21 

プロスタグランディン F2a [ 1 外］ 118 ラット [ 2 生］ 25 

プロスタグランディン I2 ［麻 酔］ 165 ［栄 養］ 33 

プロテイン A [ 2 細］ 55 レーベル病 ［ 眼 ] 156 

プロテイン A遺伝子の検出法 [ 2 細］ 55 レックリングハウゼン病 ［整 形］ 132

プロテインキナーゼ C ［臨 検］ 69 レクチン ［病 理］ 44 

プロテオグリカン ［整 形］ 132 ［医 研］ 182

プトレッシン ［栄 養］ 32 レンチナン [ 1 外］ 118
レーザードップラー [ 1 内］ 72 

p2受容体 [ 1 薬］ 36 レーザードプラー血流計 ［三病内 1] 96 

PAG電気泳動 ［臨 検］ 68 レーザー光凝固術 ［ 眼 l 157 

PCR ［臨 検］ 69 レーザーラマン分光法 ［医 化］ 30 

[ 1 内］ 72 リアノジン [ 2 生］ 25 

PCR-RFLP法 ［法 医］ 63 5ーリボキ・ンゲナーゼ阻害剤 ［青 内］ 92 

PCR法 ［法 医］ 62 16Sリポゾーム RNA ［臨 検］ 69 

perforin ［医 研］ 182 リチウム中毒 ［精 神］ 103

perilymph fistulaの診断 ［耳 鼻］ 160 リドカイン ［青 内］ 92 

PET ［精 神］ 103 リンパ管系 [ 1 解］ 17 

phage ［臨 検］ 69 リンパ球 ［医 研］ 182

Pick病 ［神 研］ 193 ［体 カ］ 195

piecemeal necrosis ［病 理］ 44 リンパ球サプセット ［三病外］ 129

pit-1 [ 2 解］ 20 リン酸化 ［栄 養］ 33 

pit-1 mRNA [ 2 解］ 20 リン脂質 [ 4 内］ 87 

PKK-1 ［病 理］ 43 リセプクー [ 1 細］ 51 

plasmalogen [ 4 内］ 87 リーシュマニア症 ［寄 生］ 65 

Ploidy Pattern ［青 外］ 126 リソゾーム ［栄 養］ 33 

pneumatization ［耳 鼻］ 160 リスクフ.,.ククー ［三病内 2] 100 

polyphenolic protein ［整 形］ 132 リザーベー ［柏 内］ 175

porous coating ［整 形］ 131 リゾチーム ［三病内 2] 100 

primary respiratory neuron [ 2 薬］ 38 

Primitive neuroectodermal tumor (PNET) 卵子透明帯 ［医 研］ 182

［病 理］ 45 卵巣癌 [ 2 解］ 21 

PRL細胞 [ 2 解］ 21 卵巣明細胞腺癌 (CA) ［病 理］ 43 

Progesteron recepter ［青 外］ 126 卵巣淡明細胞癌由来株 [ 2 解］ 21 

Prostacyclin ［心 外］ 144 臨床免疫 [ 3 内］ 83 

prostaglandin ［三病内 1l 97 臨床神経 [ 3 内］ 83 

L11 -Prostaglandin A, ［産 婦］ 148 労慟衛生 ［ 衛 ］ 57 

LI 12-Prostaglandin J, ［産 婦］ 148 澗胞周辺帯 ［医 研］ 182

protein kinase C ［産 婦］ 148 老人脳 ［神 研］ 193

PTCA ［柏 内］ 175 老年期痴呆 ［精 神］ 103

PVH ［柏 内］ 174 老年期うつ病 ［精 神］ 103

PWV ［柏 内］ 175 両側支柱付き装具 ［ リハ ］ 169 

3領域郭清 ［そ病外］ 128

-228-



緑内障 ［ 眼 ] 157 三叉神経プロック ［麻 酔］ 166

緑膿菌 [ 2 内］ 78 三叉神経中脳路核 [,Jヽ 児］ 106

酸素分圧 [ 2 外］ 123

radial tunnel syndrome ［整 形］ 132 酸素摂取量 ［体 カ］ 195

recruitment order ［体 カ］ 195 左室 EDP [ 4 内］ 88 

Relaxin ［産 婦］ 147 左室 Max(dp/dtJ [ ME  ] 196 

renin-angiotensin-aldosterone系 ［三病内 1l 98 左室 Maxdp/dt [ 4 内］ 88 

Ribosomal DNA ［医 研］ 188 成長ホルモン [ 2 解］ 21 

ruffled border [ 1 解］ 18 成長ホルモン (GH)追伝f [ 2 解］ 20 

成長軟骨での血管 [ 1 解］ 18 

s 精度管理 ［公 衛］ 60 

サーファククント ［三病内 1] 98 制癌剤 [ 1 外］ 118

サイトカイン ［整 形］ 131 成人呼吸窮迫症候群 ［麻 酔］ 165

サイトケラチン／ ［病 理］ 44 星状神経節プロック ［麻 酔］ 166

サーカディアンリズム ［精 神］ 103 性器ヘルペス ［ 皮 ] lll 

サルコイドーシス ［病 理］ 43 精神分析療法 ［精 神］ 102

［三病内 2] 100 生体弁機能不全 ［心 外］ 144

サザンプロット法 ［病 理］ 43 生体防御系 [ 2 解］ 21 

セボフルレン ［麻 酔］ 165 生体計測 [ 1 解］ 18 

セロファン表面培養法 [ 2 細］ 54 生体の三次元デークベース [ ME  ] 197 

シャントシステム ［脳 外］ 137 静的視野 ［ 眼 J 157 
シナプス電位 [ 2 薬］ 38 積分筋電図 ［ リ9、 ]169

シスプラティン ［産 婦］ 148 脊髄空洞症 ［脳 外］ 137

スキンドファイバー法 ［ リ／、］ 168 脊髄損傷 [ 2 内］ 78 

スーパーオキサイド産性能 ［ 泌 ] 153 ［脳 外］ 136

スペルミジン' ［栄 養］ 32 赤血球変形能 [ 3 内］ 82 

スボーツ外傷 ［スポ外］ 204 赤血球ナトリウム・リチウム対向輸送［精 神］ 103

スボーツ障害 ［スポ外］ 204 遷延性うつ病 ［精 神］ 103

ステロイド排泄 ［栄 養］ 33 線維芽細胞 [ 2 細］ 54 

ステロイド排泄率 ［栄 養］ 33 繊維芽細胞増殖因 T・ [ 2 内］ 78 

ステロイドホルモ｀ノ ［三病内 2] 100 線維化 [ 4 内］ 88 

ストレス潰揚 [ 2 外］ 123 線条体 ［麻 酔］ 164

繊毛 ［病 理］ 45 

作動薬感 [ 1 生］ 24 
潜伏眼振 ［ 眼 l 157 

細胞分化 ［神 研］ 194
線量一時間関係 ［ 放 ] 115 

細胞電気泳動装置 [ 3 内］ 83 
染色体異常 ［公 衛］ 60 

細胞外基質の増生 [ 1 外］ 118
選択的近位迷走神経切離術 [ 2 外］ 122

細胞外増殖雨 [ 2 細］ 54 
先天眼振 ［ 眼 ] 157 

細胞間接着 ［三病内 1] 96 
先天性胆道閉鎖症 ［病 理］ 44 

細胞結合装置 ［病 理］ 45 
先天性トキソプラズマ症の血清診断 ［寄 生］ 65 

細胞免疫 ［三病内 1] 98 
先天色覚異常 ［ 眼 l 156 

細胞内 Caイオン [ 2 生］ 25 
先犬心疾患 ［小 児］ 108

細胞内情報伝達系 [ 1 生］ 24 
摂食障害 ［精 神］ 103

細胞内カルシウムイオ｀ノ濃度 [ 1 生］ 23 
切断肢のエネルギー代謝 ［整 形］ 132

細胞性免疫能 [ 3 内］ 83 
/3遮断剤 ［青 内］ 92 

細胞診 ［病 理］ 45 
歯原性腫瘍 ［ 歯 ] 180 

細胞増殖因子 [ 1 薬］ 36 
嗜銀球 ［神 研］ 193

最大張力 ［ リハ ］ 168 
視覚発作 ［精 神］ 103

最大運動 ［臨 検］ 68 
視覚誘発電位 ［ 眼 ] 157 

最高心拍数 ［ リハ ］ 169 
指関節神経支配 ［整 形］ 132

最小肺胞内濃度 ［麻 酔］ 165
色素内視鏡 ［内 視］ 171

最小 2乗法 [ RI J 192 糸球体甚底膜 [ 2 内］ 77 

細小血管病変 [ 3 内］ 83 
心房粗動 [ 4 内］ 88 

3次元 CT ［形 成］ 140
新チタン合金 (Ti-5Al-3Mo-4Zr) ［整 形］ 131

三角豆状関節 [ 1 解］ 18 
心エコー図法 [ 2 内］ 78 

唇顎口蓋裂 ［ 歯 ] 179 
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心肥大促進因子 ［青 内］ 92 食道癌 ［三病外］ 128

心因性視覚障害 ［ 眼 J 157 食道・胃静脈瘤 ［青 外］ 126

神経変性疾患 ［柏 内］ 174 食道胃接合部機能 [ 2 外］ 123

神経管閉鎖不全 ［脳 外］ 137 食道上皮内癌 ［内 視］ 171

神経系 [ 2 解］ 21 食道静脈瘤 ［三病外］ 129

神経細胞の分化 ［小 児］ 106 ［柏 救］ 178

神経成長因子 ［医 化］ 29 食道潰癖 ［柏 内］ 175

神経成長因子 (NGF) ［整 形］ 132 食餌蛋白質 ［栄 蓑］ 33 

神経線維腫症 ［ 皮 l 112 小児悪性腫瘍 ［小 児］ 107

心係数の変化率 ［三病内 2] 101 小児アレルギー疾患 ［病 理］ 45 

神経突起伸長因子 ［医 研］ 184 小児副鼻腔炎の手術 ［耳 昴］ 161

新規化学物質 ［公 衛］ 60 小児 ITP ［小 児］ 107

心筋 [ 2 生］ 25 小児頭部外傷 ［脳 外］ 136

［宇 宙］ 200 小細胞性延髄網様体 [ 2 薬］ 38 

心筋保護液 [ 1 生］ 24 小多脳回 ［神 研］ 193

心筋梗塞 [ 4 内］ 87 焦点性脳波異常 ［精 神］ 102

心筋梗塞患者 ［三病内 2) 101 小葉癌 ［三病外］ 128

心筋虚血 [ 4 内］ 88 集中治療 ［麻 酔］ 165

心筋ミオ・ンンアイソザイム ［青 内］ 92 集団精神療法 ［精 神］ 102

心機能 [ 4 内］ 88 集学的治療 [ 2 外］ 123

[ ME  ] 196 手術支援・ンステム [ ME  ] 197 

心筋ポリアミン [ 3 内］ 83 出血性胃潰瘍 ［三病内 1J 97 
心筋シンチグラフィー [ 2 内］ 78 宿主細胞 [ 2 細］ 54 

真菌症 ［柏 内］ 176 種差 ［栄 養］ 33 

心筋症ハムスター ［青 内］ 92 収縮特性 ［体 カ］ 195

心拍出量 [ 4 内］ 88 腫瘍マーカー [ 2 解］ 21 

［麻 酔］ 164 腫揚免疫 [ 1 内］ 72 

心拍数 ［体 カ］ 195 腫蕩体積 [ ME  ] 197 

身体的プロフィール ［スボ外］ 204 腫癌造影 ［三病内 1] 97 

心クンボナーゼ ［三病内 2] 100 躁病 ［精 神］ 103

心臓核医学 ［ 放 l 114 相同性 [ R I l 191 
心臓代謝 ［青 内］ 92 総白血球数 ［体 カ］ 195

四肢長骨 [ 1 解］ 18 早期乳癌 [ 1 外］ 119

視色素 ［ 眼 l 156 ［三病外］ 128

視神経炎 ［ 眼 l 157 側頭葉 ［精 神］ 102

指神経背側枝 ［形 成］ 140 咀哨機能 ［ 歯 ] 180 

脂質分画 ［臨 検l 68 組織培養 ［三病外］ 129

脂質吸着法 [ 2 内］ 77 組織血流量 ［三病内 1] 96 

自然耐性 [ R I ] 191 組織接着剤 ［整 形］ 132

小円形細胞性腫揚 ［病 理］ 45 組織適合性抗原 [ 1 細］ 52 

消化管狭窄 ［内 視］ 172 創傷治癒 [ 2 外］ 123

消化管の電顕 ［小 児］ 107 創傷感染 [ 2 細］ 54 

消化管出血 ［柏 救］ 178 膵癌 [ 2 外］ 123

消化管運動 [ 2 外］ 123 膵酵素活性化 [ 3 内］ 83 

消化器内視鏡 ［三病外］ 129 睡眠時無呼吸症候群 ［精 神］ 103

小核試験 ［公 衛］ 60 睡眠覚醒障害 ［精 神］ 103

小肝癌 ［三病内 1l 97 膵生理 [ 2 外］ 123

消化性潰揚 [ 1 内］ 72 水晶体 ［医 化］ 30 

[ 2 外］ 122 手関節 ［形 成］ 140

［柏 内］ 175

［柏 救］ 178 35S [ RI ] 191 
松果体実質細胞腫瘍 ［神 研］ 194 schwann細胞株 [ 2 内］ 78 
食菌プラーク法 [ 2 細］ 55 SDI法 ［青 外］ 126
食菌作用 [ 2 細］ 55 SDSーボリアクリルアミドゲル電気泳動

職場不適応 ［精 神］ 103 [ 2 細］ 54 
食道癌 [ 2 外］ 123
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SF-25 [ 1 内］ 72 蛋白分解酵素 ［医 化］ 29 

sGP74 ［医 研］ 185 蛋白尿 [ 2 内］ 77 

shearing brain injury ［脳 外］ 136 炭酸ガス吸収剤 ［麻 酔］ 165

shoe horn brace ［ リハ ］ 169 胆石 [ 1 内］ 73 

SHR ［青 内］ 92 胆石症 [ 1 外］ 118

SHR血管平滑筋培養細胞 [ 2 内］ 77 [ 2 外］ 123

shunt手術 ［三病外］ 129 ［青 外］ 126

s期 ［三病外］ 129 多剤耐性遺伝子 (MDRl) ［青 内］ 93 

SPECT ［精 神］ 102 多臓器不全 ［柏 救］ 178
[,Jヽ 児］ 106 低換気 ［麻 酔］ 165

［ 泌 ] 152 低リン食品 [ 4ヽ 児］ 107

［柏 内］ 174 低身長の病因 ［小 児］ 107

Staphylococcal exfoliative toxin ［医 研］ 188 摘牌 ［青 外］ 126

Staphylococcal exfoliative toxin A ［臨 検］ 69 転移の機序 ［青 外］ 126

Staphylococcal Scalded Skin Syndrome 頭部外傷 ［脳 外］ 136

［臨 検］ 69 等張性 ［ リハ ］ 169 

stiffness [ 2 生］ 25 等張性収縮 ［体 カ］ 194
synaptophysin ［神 研］ 194 渡銀染色 ［形 成］ 140

凍結超薄切片法 [ 1 解］ 18 
T 撓骨神経 [ 1 解］ 18 

クーゲッテング療法 ［整 形］ 132 撓骨手根関節 [ 1 解］ 18 
タイ国 ［ 衛 ］ 57 特殊環境 ［スボ外］ 204
トキソプラズマ [ 2 解］ 21 糖尿病 ［病 理］ 43 

［寄 生］ 64 [ 3 内］ 82 
トキソプラズマ膜主要抗原， P30 ［寄 生］ 64 糖尿病合併症 [ 3 内］ 82 
トキソプラズマ性髄膜脳炎の治療 ［寄 生］ 64 糖尿病性腎不全 [ 2 内］ 77 

トキソプラズマ性髄膜脳炎の血清診断［寄 生］ 65 糖尿病性網膜症 ［ 眼 l 157 
トランクロード ［体 カ］ 195 糖尿病性神経障害 [ 3 内］ 83 
トレッドミル ［体 カ］ 195 糖尿病性心筋障害 [ 3 内］ 83 
トロボニン [ 2 生］ 26 ［青 内］ 92 

取り込み [ 2 細］ 54 

多分割照射法 ［ 放 l 115 等尺性 ［ リハ ］ 169 

多発性硬化症 ［ 眼 l 157 糖質コルチコイド [ 1 薬］ 35 

多変量解析 ［ 放 J 114 等速性 ［ リ，、］ 169

体外循環 ［麻 酔］ 165 突然死 ［法 医］ 62 

体外肝臓手術 ［三病外］ 129 痛風 [ 2 内］ 78 

体外衝撃波結石破砕装置 ［ 泌 J 153 椎骨動脈神経叢 [ 1 解］ 17 

体位変換 ［宇 宙］ 199

帯状疱疹 ［ 皮 l lll tail suspension ［宇 宙］ 199
帯状疱疹後神経痛 ［ 皮 l lll p-TCPビーズ ［整 形］ 131
耐性発現 ［ 泌 J 153 testosterone [ 2 解］ 21 
胎生期感染 ［神 研］ 193 tethard cord syndrome ［脳 外］ 137
代謝回転 ［栄 養］ 32 Tetradecanoyl-acetate ［産 婦］ 148
代謝性ミオパチー ［柏 内］ 174 tetrodotoxin [ 2 薬］ 38 
胎仔手術 ［形 成］ 140 TFCC ［形 成］ 140
単分子膜 ［医 研］ 185 thiamylal [ 2 薬］ 38 
胆道癌 [ 2 外］ 123 thiopental [ 2 薬］ 38 
胆道拡張症 [ 1 外］ 119 TH陽性率 ［神 研］ 193
胆道生理 [ 2 外］ 123 TIL [ 1 細］ 52 
胆道疾患 ［青 外］ 126 TIL細胞 ［脳 外］ 137
単一運動単位 ［ リハ ］ 168 Tissue expander ［形 成］ 141

［体 カ］ 194 yTNF ［青 外］ 126
単純ヘルペス ［ 皮 l lll TNFa [ 2 内］ 77 
胆管化肝細胞 ［病 理］ 44 Trani last ［三病内 2] 100 
短下肢装具 ［ リノ、 ］ 169 transcranial doppler ［脳 外］ 136
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transmeatal atticotomy ［耳 鼻］ 160 養子免疫 [ 1 内］ 72 

traumatic rhabdomyolysis ［法 医］ 63 養子免疫療法 ［三病外］ 128

T細胞 [ 2 解］ 21 癒着性中耳炎の成立機転 ［耳 鼻］ 160

T細胞機能 [ 2 内］ 77 癒着性鼓膜の微細形態 ［耳 鼻］ 160

T細胞リンパ腫 ［病 理］ 45 融合蛋白発現用ベクター ［寄 生］ 64 

T細胞サプセット ［体 カ］ 195 有機溶剤 ［ 衛 ］ 57 

tumor necrosis factor ［整 形］ 131 遊離広背筋グラフト ［心 外］ 144

type I Collagen ［ リハ ］ 168 

type II Collagen ［ リハ ］ 168 Yale Scale Score ［ リハ ］ 169 
Type III Collagen [ 1 内］ 72 

Type IV Collagen [ 1 内］ 72 z 
type X Collagen ［ リハ ］ 168 挫滅症候群 ［法 医］ 63 

u 残肝再発 ［青 外］ 126

前兆 ［精 神］ 102
運動負荷試験 [ 4 内］ 89 嬬虫 ［寄 生］ 65 
運動性失語症 ［ リハ ］ 169 嬬虫感染防御と lgE ［寄 生］ 65 
運動性蛋白尿 ［臨 検］ 68 前方脱臼 ［ 歯 J 179 
運動耐容能 [ 4 内］ 89 前立腺癌 ［ 泌 ] 152 
右室梗塞 [ 4 内］ 88 前立腺癌内分泌治療 ［ 泌 J 152 
遊泳運動 [ ME ] 197 前立腺硬化性腺増殖症 ［ 泌 l 152 

前立腺ラテント癌 ［病 理］ 43 

urethane ［公 衛］ 60 前立腺腫瘍マーカー ［ 泌 ] 152 

造血器疾患 ［柏 内］ 176
V 造血器腫瘍 [ 3 内］ 83 

VVI ［て病内 2] 100 頭蓋内圧 ［脳 外］ 136

頭蓋内血流動態 ［脳 外］ 136
w 髄液ドレナージ ［脳 外］ 136

WBN/Kob rat ［産 婦］ 147 髄腔内異物 [ 1 解］ 17 

Working heart ［青 内］ 92 

［三病内 2] 101 

WPW症候群 [ 4 内］ 88 

X 

X-ray解析 [ 2 外］ 123

xantin oxidase [ 2 外］ 123

X線回折 [ 1 生］ 25 

X線回折法 [ 2 生］ 26 

Y 

ヤマビル [ 2 細］ 55 

ヤマビル由来細菌 [ 2 細］ 55 

ュビキチ` ノ ［医 化］ 29 

ュビキチン結合蛋白 ［医 化］ 30 

ユーイング肉腫 ［病 理］ 44 

薬物代謝系酵素 ［ 衛 ］ 57 

薬物代謝酵素活性 ［公 衛］ 61 

薬疹 ［ 皮 l lll 
薬剤過敏性間質性腎炎 ［病 理］ 42 

薬剤性肝障害 ［病 理］ 44 

薬剤耐性 [ 2 内］ 78 

薬剤耐性化 ［青 内］ 93 

腰部交感神経節ブロック ［麻 酔］ 166

溶血性尿毒性症候群 ［病 理］ 43 

抑制因子 ［青 内］ 92 
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